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　医学部における病理学は、かつてはヒトの病気に関する理論という大きな枠でもって条件付けられていた分野であった。
その後、ヒト病気の原因となる対象をもって条件付けされた細菌学（現、微生物学）と寄生虫学（現、医動物学）とが病理
学の範疇から分離独立した。近年、従来の学問分野の枠組を越えた学際化が進行し、学問分野は目的に沿った細分化傾向に
ある。現在の病理学も学際化の波に洗われ、実験病理学あるいは細胞生物学的な基礎的分野は、臨床と密接に関連している
臨床病理学的分野から分離独立する傾向にある。このように、現在の病理学の範疇は、主として人体組織を取り扱ういわゆ
る人体病理学（臨床病理学・外科病理学）になりつつある。
　人体病理学分野はヒトの病気の病理学的診断を正確になし得る臨床病理医の教育、直接ヒトの病気に関わる命題について
の研究、及びその研究を遂行できる能力を備えた病理学研究者の教育を理念としている。

(1) 教　育
　社会が医療に要請していることは、正しい診断のもとに適切な治療がなされることである。従って、人体病理学分野では、
生検組織・手術標本の病理組織診断および病理解剖など、いわゆる臨床病理学の研鑽を積むことに重点を置くと共に、ヒト
の病気の原因、成り立ち、診断、治療に直接関係する多くの問題について、“強い問題意識と深い思索” のもとに研究するこ
とを目指している。
　前半の二年間は、主に人体病理解剖、生検組織診断、迅速組織診断、手術標本の組織診断などを行い、診断病理学分野な
らびに関連病院病理科で臨床病理学の研鑽を積む。一方、臨床各科との合同症例検討会に参加し病理診断を発表すると共に、
各臨床分野における現時点での問題点を把握し、それについて臨床医と討論あるいは共同研究を行う。後半の二年間は、臨
床病理学の研鑽を積むと共に、ヒトの病気の原因、診断、治療などに直接関わっている問題点をテーマとして分子、細胞、
組織レベルでの各種方法を用いて研究を行う。

(2) 研　究
　人体病理学分野のテーマは、現在、ヒトの癌および慢性炎症を柱としている。
1. ヒト癌について
　大きくは3つのことを目的としている。(1)癌と良性病変との関係、つまり癌組織発生について:食道癌、胃癌、大腸癌、潰
瘍性大腸炎（含、クローン病）を対象として、遺伝子解析、モノクロナリティ解析、病理組織学的解析ならびに臨床病理学
的解析などを行う。(2)癌組織診断の客観化:　あらゆる臓器から発生する癌は、その臓器に発生する良性腫瘍との鑑別が問
題となる。つまり良性悪性境界領域腫瘍が存在する。その鑑別は、コンピューター画像解析により良性悪性の数量化を行っ
て診断し、各臓器腫瘍の良性悪性診断を確率的に行う多変量判別式を導く。(3)悪性腫瘍の転移機序:　ヒト大腸癌における
癌細胞の血管・リンパ管侵入機序について、超微形態学的ならびに免疫組織学的に解析する。
2. 慢性炎症について
　原因不明の慢性炎症性疾患について、病変部局所を病理学的立場から徹底的に解析し、その病気の成り立ちを明らかにす
る。さらに分子生物学的手法も加えて最終的にはその病気の原因究明を目指す。１）サルコイドーシスに関しては、
Propionibacterium acnes（アクネ菌）の深部臓器における細胞内潜伏感染と、その内因性活性化に伴う急激なautophagyの活
性化およびTh1免疫反応の誘導が肉芽腫形成の原因となっている可能性につき免疫病理学的な観点から研究している。２）
Helicobacter pylori（ピロリ菌）の胃粘膜表層での感染が慢性胃炎を生じる病理発生機構に関して、本菌が粘膜表層上皮障害に
起因して粘膜固有層に進入し胃所属リンパ節にtranslocateすることが判明したことから、これが粘膜内の免疫担当細胞を直
接刺激することで胃粘膜の慢性炎症に寄与するとともに、リンパ節に流入後は傍皮質領域において免疫系を慢性的に刺激し
ている可能性につき研究している。３）Streptococcus pyogenes（溶連菌）の扁桃上皮内潜伏感染とIgA腎症における免疫複合
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体との因果関係につき免疫病理学的に追求している。４）クローン病の原因細菌としてのMycobacterium paratuberculosis（ヨ
ーネ菌）の可能性につき免疫病理学的に追求している。５）潰瘍性大腸炎の原因細菌としてVacteroides fragilis、E. coli、
Fusobacterium variumなど腸内細菌の関与を免疫病理学的なアプローチ法にて追求している。

(3) 臨床上の特徴
　明治時代以来、医学部に於ける人体病理学分野は基礎医学に属していたが、近年の病院における病理学の役割は実質的に
臨床医学そのものである。すなわち、臨床各科の患者の病気診断に際しては、内視鏡的外科的に病変組織の一部を採取（生
検組織）あるいは病変部から細胞を採取し、それを基に顕微鏡で直接病変を眺め病理組織学的診断（生検組織診断、細胞診）
を行い臨床各科へ報告する。手術で除去された臓器・組織については、病理組織学的に病変の拡がりとその性質を検索する
と共に、手術の適切性を判断し、手術後の治療方針決定のための資料とする。また、患者の治療過程においては、病変部か
ら経時的に採取された組織を病理組織学的に検索し、治療効果を判定する。患者が不幸にも鬼籍に入った場合、生前の検査
所見と治療法の選択及びその効果を検討する為に主治医とともに病理解剖を行い、以後の診断と治療に役立たせる。いわば、
人体病理学分野は本学の組織体制上では診断病理学分野と異なってはいるものの、実際的には一心同体である。人体病理学
分野は直接患者に接することはないが、患者の診断・治療の点において直接的に深く関わっている。一人の患者を中心とし
た臨床各科の医師と臨床病理医間の意志疎通と強い連携診療は、最良の診療を行うための必須条件であり、これを現代社会
は特定機能病院としての大学病院に要請している。それ故に、人体病理学分野の医師は “doctor　of　doctors” とも云われ
ている良き臨床病理医であるべく、日々、診断病理学分野と一体となって人体病理学の研鑽に努め、患者のための病理学の
実践と研究を遂行している。
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  8.	 根木真理子、伊藤栄作、内田佳介、古川あすか、鈴木好美、中村輝子、江石義信． クローン病における
MAP(Mycobacterium avium subsp.paratuberculosis)の病因的関連性について．第99回日本病理学会総会、東京、
2010年4月

  9.	 天野与稔、内田佳介、峰岸佳菜、林洋介、加藤知美、大和千尋、小林大輔、山田哲夫、江石義信、BoardPhilip G.  γ-
グルタミルシクロトランスフェラーゼ(γ-GCT)の体内諸臓器及び腫瘍組織における発現． 第99回日本病理学会総会、
東京、2010年4月

10.	 内田佳介、森本紳一郎、植田初江、寺崎文生、廣江道昭、武村民子、関根正喜、安藤登、江石義信．心臓サルコイド
ーシスにおけるPropionibacterium acnes菌体成分の検出と組織内分布． 第99回日本病理学会総会、 東京、2010年4月

11.	 廣岡信一、明石巧、鈴木好美、安藤登、江石義信．肺腺癌におけるアクチン調節蛋白の発現異常． 第99回日本病理学
会総会、東京、2010年4月

12.	 河内洋、江石義信．食道癌の診断・治療の最前線 食道癌内視鏡切除材料の取り扱いと診断．第99回日本病理学会総会、
東京、2010年4月

13.	 住吉京子、吉野義一、前原健寿、成相直、青柳傑、大野喜久郎、小林大輔、北川昌伸、江石義信．錐体骨腫瘍2例の
病理診断.  第29回日本脳腫瘍病理学会、東京、2010年5月

14.	 工藤篤、入江工、野口典男、中村典明、田中真二、泉山肇、平田結喜緒、熊谷二朗、江石義信、有井滋樹．内分泌外
科における診断と治療の工夫 神経内分泌腫瘍の自件例の統括とWHO分類の問題点．第110回日本外科学会定期学術集
会、名古屋、2010年4月

15.	 松岡義之、青柳傑、堀川佳織、田村郁、河野能久、小林大輔、熊谷二朗、大野喜久郎．Glioma stem cell CD133陽性
癌幹細胞と大腸癌脳転移．第28回日本脳腫瘍病理学会、大阪、2010年5月

16.	 Kawachi H, Takashima M, Nakashima Y, Sekine M, Kawano T, Eishi Y.  Abnormal expression of cytokeratin 4 and 
13 has diagnostic implications for squamous intraepithelial neoplasia of the esophagus.  12th World congress of the 
International Society for disease of the Esophagus.   September 2010, Kagoshima, Japan

17.	 髙島正樹、河内洋、中嶋裕、関根正喜、河野辰幸、江石義信．食道小ヨード不染の病理診断における、cytokeratin 4
および13の意義に関する検討．第64回日本食道学会学術集会、福岡、2010年8月

18.	 関貴行、伊東干城、河内洋、関根正喜、船田信顕、小池盛雄、滝澤登一郎．粘液形質発現および細胞増殖の点から検
討した胃の粘膜内印環細胞癌が示す細胞分化.　 第99回日本病理学会総会、東京、2010年4月

19.	 三輪有香子、倉田盛人、河内洋、猪狩亨、石川敏明、杉原健一、梅田茂明、菅原江美子、鈴木志保、山本浩平、北川
昌伸．8重癌を伴うLi-Fraumeni症候群の一例.　 第99回日本病理学会総会、東京、2010年4月

20.	 岡田卓也、 川田研郎、 杉本太郎、 星野明弘、 鈴木友宜、春木茂男、中島康晃、西蔭徹郎、永井鑑、河内洋、河野辰幸．中・
下咽頭表在癌に対する極細径内視鏡+ELPSの治療経験．第79回消化器内視鏡学会総会、東京、2010年5月

21.	 鈴木友宜、川田研郎、永井鑑、西蔭徹郎、中島康晃、春木茂男、星野明弘、岡田卓也、河内洋、河野辰幸．表在性
Barrett食道癌の内視鏡治療と留意点．第79回消化器内視鏡学会総会、東京、2010年5月

22.	 星野明弘、中島康晃、宮脇豊、鈴木友宜、春木茂男、川田研郎、西蔭徹郎、永井鑑、河内洋、河野辰幸．食道小細胞
型内分泌細胞癌の臨床病理学的特徴と診断治療法に関する検討．第110回日本外科学会定期学術集会、名古屋、2010
年4月

23.	 鈴木友宜、河野辰幸、永井鑑、西蔭徹郎、中島康晃、川田研郎、春木茂男、星野明弘、岡田卓也、河内洋．食道癌術
後3年目以降の再発をきたした21例の検討．第110回日本外科学会定期学術集会、名古屋、2010年4月

24.	 宮脇豊、岡田卓也、星野明弘、鈴木友宜、春木茂男、川田研郎、中島康晃、西蔭徹郎、永井鑑、河内洋、河野辰幸．
急性リンパ性白血病に対する同種骨髄移植後11年目に発症した若年者(27歳)食道癌の1切除例． 第110回日本外科学会
定期学術集会、名古屋、2010年4月

25.	 熊谷洋一、川田研郎、山崎繁、飯田道夫、落合高徳、河野辰幸、門馬久美子、根本哲生、河内洋、田久保海誉．エン
ドサイトスコピーシステム(ECS)による食道癌の観察．第110回日本外科学会定期学術集会、名古屋、2010年4月

26.	 春木茂男、井本逸勢、河内洋、小崎健一、小松周平、松井毅、嶋田裕、稲澤譲治、河野辰幸.　食道扁平上皮癌におい
て高頻度に発現抑制される癌関連抑制遺伝子DESC1の同定.　第110回日本外科学会定期学術集会、名古屋、2010年4月

27.	 川田研郎、杉本太郎、岡田卓也、星野明弘、宮脇豊、鈴木友宜、中島康晃、西蔭徹郎、永井鑑、河内洋、河野辰幸．
経鼻内視鏡を用いた中下咽頭表在癌への内視鏡的咽喉頭手術(ELPS)．第79回消化器内視鏡学会総会、東京、2010年5
月

28.	 中川剛士、森弘樹、佐藤隆宣、久保田一徳、河内洋、桑山隆志、小田剛史、杉原健一．一期的乳房再建を施行した乳
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癌症例に対する術後胸壁照射の検討．第48回日本癌治療学会学術集会、京都、2010年10月
29.	 石場俊之、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、小田剛史、久保田一徳、河内洋、杉原健一． 乳癌術前化学療法中の骨転

移出現をFDG-PETにより確認できた2例．第48回日本癌治療学会学術集会、京都、2010年10月
30.	 小田剛史、佐藤隆宜、桑山隆志、中川剛士、久保田一徳、河内洋、杉原健一．乳癌組織におけるDecorin発現変化に

ついての免疫組織学的検討．第48回日本癌治療学会学術集会、京都、2010年10月
31.	 小田剛史、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、久保田一徳、町田洋一、河内洋、杉原健一．左副腎への孤立性転移切除

後5年生存を得た乳癌の一例． 第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月
32. 	片山貴、久保田一徳、町田洋一、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、河内洋、渋谷均．CTでincidentalに乳房所見を指

摘された症例の経緯．第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月
33.	 町田洋一、久保田一徳、片山貴、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、河内洋、澁谷均． 初回生検ツールとしてUS下

Vacuum Assisted Biopsyを使用した乳腺症例のまとめ． 第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月
34.	 中川剛士、佐藤隆宣、小田剛史、桑山隆志、河内洋、久保田一徳、杉原健一．乳癌術後25年目に局所再発を来した1例．

第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月
35.	 樋口京子、中川剛士、小田剛史、佐藤隆宣、桑山隆志、河内洋、久保田一徳、町田洋一、杉原健一．TAM+AIでSD

継続している両側男性乳癌の一例．第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月
36.	 久保田一徳、町田洋一、片山貴、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、河内洋、渋谷均．乳癌温存術前マーキング　4Dプ

ローブを用いた超音波とMRIとの比較．第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月
37.	 桑山隆志、佐藤隆宣、中川剛士、小田剛史、久保田一徳、河内洋、杉原健一．当院における術前化学療法前N0乳癌に

対する化学療法後のセンチネルリンパ節生検について．第110回日本外科学会定期学術集会、名古屋、2010年4月
38.	 小田剛史、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、森弘樹、久保田一徳、河内洋、杉原健一．一期的再建を施行した皮下乳

腺全摘症例の局所再発の検討．第110回日本外科学会定期学術集会、名古屋、2010年4月
39.	 久保田一徳、町田洋一、片山貴、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、河内洋、澁谷均．4Dプローブを用いた超音波下乳

癌術前マーキングの検討　MRIとの比較．第69回日本医学放射線学会集会、横浜、2010年4月

【講演会等】
  1.	 Eishi Y.  Etiologic aspect of sarcoidosis as an endogenous infection, a complex interaction of infection, immunity, and 

allergy. XXth World Congress of the ISHR, Kyoto International Conference Center May 13-16, 2010
  2.	 江石義信．招待講演： 心臓サルコイドーシスの病因論．第24回Interventional Cardiology、名古屋、2010年6月4日
  3.	 Eishi Y.  Invited lecture (Key note speaker): Sarcoidosis – understanding the disease, its manifestations and 

progression, and its treatment with tetracyclines and macrolides. Workshop and seminar on the management of 
Marshall Protocol patients organized by Australian chronic inflammatory and Autoimmune Diseases Foundation, 
Inc., Canberra, Australia. June 13,2010

  4.	 Eishi Y. symposium lecture: Diagnostic criteria and endoscopic classification of gastric adenocarcinoma. 
International Symposium of Advances in Medical and Surgical Treatment of Colorectal Disorders, Santiago, Chile, 
10-13th August, 2010

  5.	 Eishi Y. symposium lecture: Diagnostic criteria and endoscopic classification of esophageal squamous cell carcinoma. 
International Symposium of Advances in Medical and Surgical Treatment of Colorectal Disorders, Santiago, Chile, 
10-13th August, 2010

  6.	 Eishi Y. symposium lecture: Diagnostic criteria and endoscopic classification of colorectal adenocarcinoma. 
International Symposium of Advances in Medical and Surgical Treatment of Colorectal Disorders, Santiago, Chile, 
10-13th August, 2010

  7.	 江石義信．招待講演：内因性感染症としてのサルコイドーシスの病因論． 第49回新潟心不全研究会、新潟（新潟大学）、
2010年6月17日

  8.	 江石義信．シンポジウム講演：心臓サルコイドーシス ―Etiologyに迫る―． 第58回日本心臓病学会学術集会、東京（東
京国際フォーラム）、2010年9月19日

  9.	 江石義信．教育講演：サルコイドーシスの病因論サルコイドーシスの病因論―感染症との関連―P. acnesについて．  
第30回サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会総会、静岡（アクトシティー浜松コングレスセンター）、2010年10月1日

10.	 江石義信．招待講演： サルコイドーシスその奇異な病態と意外な病因に迫る．カテーテル・アブレーション関連秋季
大会2010イブニングセミナー、東京（京王プラザ八王子）、2010年10月21日

11.	 江石義信．招待講演： サルコイドーシスその奇異な病態と意外な病因に迫る． 埼玉医師会セミナー、埼玉（さいたま
市民医療センター）、2010年11月8日

12.	 江石義信．招待講演： 心サルコイドーシスの疾病発生機構―アクネ菌病因説を基盤とした診断・治療への新たな戦略―． 
第32回心筋生検研究会、東京（野村コンファレンスプラザ）、2010年11月26日
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【研究助成金】
  1.	 江石義信．平成22年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）びまん性肺疾患調査研究班（分担研究者）
  2.	 江石義信．平成22年度科学研究費補助金「前立腺の炎症関連発癌と遺伝子変異誘導酵素ＡＩＤの上皮内異所性発現」

課題番号：22659287（研究代表者）
  3.	 小林大輔．平成22年度文部科学省研究費補助金　若手研究（B）「細胞内ピロリ菌の形態・生息期間・形質の解析と病

態への関与」課題番号：21790344（研究代表者）

【受賞】
  1.	 江石義信．ISHR（国際心臓研究会）ポスター賞、2010年5月16日
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消 化 器 病 態 学 分 野
Gastroenterology and Hepatology

教　　授　渡辺　守
准 教 授　坂本直哉(分子肝炎制御学)，
　　　　　岡本隆一(消化管先端治療学)
講　　師   土屋輝一郎，中村哲也(消化管先端治療学)，
　　　　　大岡真也(総合診療部)，柿沼　晴(分子肝炎制御学)，
　　　　　長沼　誠(消化管先端治療学)，
　　　　　荒木昭博(光学医療診療部)
特任助教　根本泰宏(GCOE)，藤田めぐみ(4月〜)
助　　教　長堀正和，鈴木伸治，東　正新，永石宇司，
　　　　　中川美奈，岡田英理子(光学医療診療部)
医　　員　櫻井　幸，藤井俊光，筬島裕子(総合診療部)，
　　　　　秋山純子(4月〜)，福田将義(4月〜)，吉野耕平(4月〜)，
　　　　　竹中健人(4月〜)，水谷佐和子(光学医療診療部, 10月〜)
メディカルフェロー　鬼澤道夫
大学院生　小野塚泉，玄　世鋒，植山真由美，鈴木雅博，船岡祐介，
　　　　　山地　統，油井史郎，渡辺貴子，北詰晶子，水谷知裕，
　　　　　加納嘉人，幾世橋佳，新田沙由梨，鄭　秀，清水寛路，
　　　　　村川美也子，村野竜朗，岡本英子，柘植直人

（1）教育
　大学院における臨床教室の意義は次世代の医学・医療のための基礎を確立することにあり、これら先進性の確保のために
は臨床に基づく研究の推進および基礎研究に基づく画期的な治療法の開発以外にないとの考えに立ち、我が国の疾病構造の
中で極めて頻度の高い疾患群を構成する上・下部消化管疾患および肝・胆・膵疾患に関する優れた臨床研究者を育成するこ
とを目的とする。臨床においては、内視鏡を含む、医用工学を駆使した種々の診断技術の開発・実施に加え、高度な先端技
術を用いた治療法の開発を目指している。研究面では、消化管粘膜免疫制御機構と組織再生機構に関わる独自の基礎研究に
基づいた炎症性腸疾患の新規治療開発、ウイルス学・免疫学的アプローチによる基礎研究と慢性肝炎の進展阻止を目指した
臨床研究、および新規抗癌剤治療による消化器癌治療に関わる臨床研究など、臨床の場から課題を抽出して研究を展開し、
最終的には臨床現場に還元する「クリニカル・サイエンス」を追求する。国内外の交流および留学の機会を積極的に設け、
広い視野に立ち次世代の消化器内科学領域をリードする臨床研究者を育成することが本分野における大学院教育のゴールで
ある。

（2）研究
（主要テーマ）

・炎症性腸疾患病態解明とそれを基盤にした免疫統御療法の開発
・腸管粘膜免疫の特殊性を応用した炎症、アレルギーに対する新規治療法の開発
・消化管再生医学とその臨床応用
・Ｃ型肝炎ウイルスインターフェロン耐性機序の解析
・消化器疾患における疾患関連遺伝子の検討

（3）臨床
（主要テーマ）

・免疫異常の是正を基盤とした炎症性腸疾患の治療
・ウイルス学的新知見を踏まえた慢性肝炎、肝癌の進展阻止
・肝癌に対する新しい治療の試み
・ダブルバルーン内視鏡を用いた小腸疾患の診断、治療
・大腸内視鏡、治療内視鏡
・MRエンテロクリシスなどの低侵襲的消化管検査
・膵癌、胃癌に対する化学療法の検討
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（4）研究業績
［原著］

  1.	 Akiyama J, Okamoto R, Iwasaki M, Zheng X, Yui S, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M： Delta-like 1 expression 
promotes goblet cell differentiation in Notch-inactivated human colonic epithelial cells. Biochemical and Biophysical 
Research Communications. 393:662-667, 2010

  2.	 Bernard D, Prasanth KV, Tripathi V, Colasse S, Nakamura T, Xuan Z, Zhang MQ, Sedel F, Jourdren L, Coulpier F, 
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85.	 坂本直哉、須田剛生、渡辺   守：HCV genotype 2a/2b感染クローンを用いたInterferon抵抗性発現機構の解析. 第47回 

日本消化器免疫学会. 大津, 2010年7月8日
86.	 根本泰宏、金井隆典、松本   敏、渡辺   守：炎症性腸疾患メモリーCD4+T細胞は腸内細菌非依存的/IL-7依存的に維

持される. 第47回 日本消化器免疫学会総会. 大津, 2010年7月9日
87.	 渡辺   守：ここまでわかった腸疾患. 杉並内科医会学術講演会. 東京, 2010年7月9日
88.	 井上恵美、竹中健人、櫻井   幸、藤井俊光、東   正新、中川美奈、大岡真也、長沼   誠、鈴木伸治、長堀正和、荒木

昭博、坂本直哉、渡辺   守：咽頭転移の生検から肝血管肉腫の診断に至った１例. 第310回 日本消化器病学会関東支部
例会. 東京, 2010年7月10日
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89.	 植山真由美、中川美奈、坂本直哉、渡辺   守：C型慢性肝炎患者におけるInterleukin-6(IL- ６)と男女差の検討. 第6回 
消化器病における性差医学・医療研究会. 東京, 2010年7月17日

90.	 長沼   誠、佐藤亜沙香、国崎玲子、吉村直樹、山本章二朗、松井敏幸、日比紀文、渡辺   守：IBD患者の妊娠・出産
に関する臨床研究ー性差による相違ー. 第6回 消化器病における性差医学・医療研究会. 東京, 2010年7月17日

91.	 坂本直哉：第10回 お茶の水Liverカンファレンス学術講演会. 東京, 2010年9月4日
92.	 坂本直哉：お茶の水リバーカンファレンス〜10年の軌跡. 第10回 御茶ノ水Liverカンファレンス学術講演会. 東京, 2010

年9月4日
93.	 渡辺   守：第10回 御茶ノ水Liverカンファレンス学術講演会. 東京, 2010年9月4日
94.	 渡辺   守：第10回 お茶の水Liverカンファレンス学術講演会. 東京, 2010年9月4日
95.	 大崎   隆、吉野耕平、渡辺   守、大岡真也、長沼   誠：大腸EMR検体を契機に胃癌の大腸転移と診断した１例. 第311

回 日本消化器病学会関東支部例会. 東京, 2010年9月11日
96.	 長沼   誠：若年女性の腸炎にチャレンジ〜妊娠可能年齢の女性に、検査・治療をどう選ぶ？〜. 第3回 Gut Challenge 

Meeting. 東京, 2010年9月11日
97.	 日比谷秀爾、村山巌一、大島   敬、宮本勇治、古本洋平、佐崎なほ子、浅野   徹、忠願寺義通、藤木和彦、富山順治、

堀内亮郎、京田有介、井上陽介、蕨   雅大、川原   穣、渡辺   守：CA19-9高値・閉塞性黄疸にて発症した傍乳頭部原
発十二指腸癌の１例. 第311回 日本消化器病学会関東支部例会. 東京, 2010年9月11日

98.	 渡辺   守：新しい時代に入った炎症性腸疾患を考える. 山梨IBD講演会. 山梨, 2010年9月22日
99.	 渡辺   守：生体センサーとしての腸上皮. Bio Japan 2010. 横浜, 2010年9月30日
100.	柿沼   晴、中内啓光、渡辺   守：細胞移植時のドナーキメリズム形成に対するMatrix Metalloproteinaseの関与. 第52回 

日本消化器病学会大会. 横浜, 2010年10月13日
101.	唐鎌優子、坂本直哉、小野木博、中川美奈、柿沼   晴、東   正新、荻原正敏、渡辺   守：SR蛋白リン酸化酵素(SRPK)

阻害剤によるHCV増殖抑制効果の解析. 第14回 日本肝臓学会大会. 横浜, 2010年10月13日
102.	長堀正和、玄    世鋒、渡辺   守：クローン病におけるthioprines併用infliximab計画的維持投与例の検討と、維持困難

例でのmethotrexateの有用性. JDDW2010. 横浜, 2010年10月13日
103.	新田沙由梨、坂本直哉、藤田めぐみ、北詰晶子、幾世橋佳、船岡祐介、渡辺貴子、植山真由美、小野塚泉、中川美奈、

柿沼   晴、東   正新、渡辺   守：HCV蛋白とIFN発現シグナル関連蛋白との分子間相互作用の解析. 第14回 日本肝臓
学会大会. 横浜, 2010年10月13日

104.	藤井俊光、長沼   誠、玄   世鋒、長堀正和、渡辺   守：難治性潰瘍性大腸炎に対するCalcineurin inhibitorの位置づけ. 
第52回 日本消化器病学会大会. 横浜, 2010年10月13日

105.	船岡祐介、坂本直哉、須田剛生、中川美奈、幾世橋佳、新田沙由梨、北詰晶子、柿沼   晴、東   正新、渡辺   守：
HCVコア70/91変異株培養系を用いた感染動態・インターフェロン感受性の解析. 第14回 日本肝臓学会大会. 横浜, 
2010年10月13日

106.	三島果子、坂本直哉、筬島裕子、中川美奈、柿沼   晴、東   正新、脇田隆字、今村道雄、茶山一彰、渡辺   守：細胞
障害性HCV−JFH1 subcloneの細胞培養系および感染動物モデルにおける機能解析. 第14回 日本肝臓学会大会. 横浜, 
2010年10月13日

107.	山本満千、坂本直哉、中川美奈、柿沼   晴、東   正新、加藤孝宣、脇田隆字、渡辺   守：蛍光タグ付加HCV培養系を
用いたウイルスライフサイクルの解析. 第14回 日本肝臓学会大会. 横浜, 2010年10月13日

108.	井津井康浩、坂本直哉、渡辺   守：HCV増殖を抑制する宿主インターフェロン誘導遺伝子GBP-1が介する分子機構. 
第14回 日本肝臓学会大会. 横浜, 2010年10月14日

109.	須田剛生、坂本直哉、渡辺   守：Genotype 2b HCV感染培養系におけるIL-6を介したInterferon抵抗性発現機構の解
析. 第14回 日本肝臓学会大会. 横浜, 2010年10月14日

110.	中川美奈、坂本直哉、渡辺   守：C型慢性肝炎のインターフェロン治療効果におけるインターロイキン-6(IL-6)の関与. 
第14回 日本肝臓学会大会. 横浜, 2010年10月14日

111.	長沼   誠、渡辺   守：難治性潰瘍性大腸炎に対するタクロリムス初期投与量と血中トラフ値の推移の検討（多施設協
同研究）. 第52回 日本消化器病学会大会. 横浜, 2010年10月14日

112.	根本泰宏、金井隆典、渡辺   守：腸炎惹起性メモリーCD4＋T細胞再循環経路をターゲットとした炎症性腸疾患の治
療戦略. 第52回 日本消化器病学会大会. 横浜, 2010年10月14日

113.	油井史郎、中村哲也、渡辺   守：正常大腸上皮幹細胞の培養法とそのin vitroにおける挙動の可視化. 第52回 日本消化
器病学会大会. 横浜, 2010年10月14日

114.	加納嘉人、土屋輝一郎、渡辺   守：Hath1蛋白可視化による未分化大腸がん分化誘導機構解析. JDDW2010. 横浜, 2010
年10月15日

115.	鄭   秀、土屋輝一郎、岩嵜美智子、岡本隆一、中村哲也、渡辺   守：Notchシグナル下のHes1は直接Hath1遺伝子発
現を抑制し腸管上皮の未分化形質を維持する. 第17回 日本消化器関連学会週間. 京都, 2009年10月15日
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116.	渡辺   守：IBDからIBSを考える／IBSからIBDを考える. 第1回 Japan Gut Forum （第10回 IBS Forum）．東京, 2010年
10月30日

117.	渡辺   守：新しい時代に入ったクローン病治療を考える. 日本消化器病学会関東支部 第17回教育講演会ランチョンセ
ミナー. 大宮, 2010年11月3日

118.	渡辺   守：新しい時代に入ったIBD治療を考える. 藤田保健衛生大学  レミケード200例投与記念講演会. 名古屋, 2010
年11月4日

119.	渡辺   守：IBDからIBSを繙く／IBSからIBDを繙く. 第9回 静岡県消化器科医会総会学術講演会. 静岡市, 2010年11月6
日

120.	渡辺   守：ここまでわかった腸疾患. 文京区医師会学術講演会. 東京, 2010年11月9日
121.	渡辺   守：潰瘍性大腸炎の克服に向けた『厚生労働省難病研究班』の取り組み. 第74回 日経健康セミナー21. 東京, 

2010年11月12日
122.	長沼  誠：難治性潰瘍性大腸炎に対するCalcineurin inhibitorの位置づけ. 日本大腸肛門病学会総会. 浜松, 2010年11月26

日
123.	土屋輝一郎、岩嵜美智子、鄭   秀、岡本英子、加納嘉人、岡本隆一、中村哲也、荒木昭博、渡辺   守：ダブルバルー

ン内視鏡による全小腸マッピング生検の有用性. 第28回 大腸検査学会総会. 東京, 2010年11月28日
124.	玄   世鋒、渡辺   守：MR enterocolonographyによる小腸大腸病変の同時評価と前処置の工夫. 第28回 日本大腸検査

学会総会. 東京, 2010年11月28日
125.	櫻井  幸、中川美奈、坂本直哉：B型慢性肝疾患に対する抗ウイルス療法と肝発癌・進展抑止効果の検討. 第38回 日本

肝臓学会東部会. 東京, 2010年12月2日
126.	中川美奈、柿沼   晴、坂本直哉：IL28B遺伝子多型と治療抵抗性ウイルス変異からみたC型慢性肝炎の治療抵抗メカニ

ズムの解析. 第38回 日本肝臓学会東部会. 東京, 2010年12月2日
127.	中川美奈、柿沼  晴、坂本直哉：ウイルスおよび宿主遺伝子情報に基づくC型慢性肝炎の治療戦略. 第38回 日本肝臓学

会東部会. 東京, 2010年12月3日
128.	鈴木康平、秋山純子、藤井俊光、櫻井   幸、岡本隆一、土屋輝一郎、東   正新、柿沼   晴、長沼   誠、長堀正和、坂

本直哉、渡辺   守、大岡真也、岡田英理子、鈴木伸治、中村哲也、荒木昭博、小林宏寿、杉原健一、伊藤栄作、三浦
圭子：術後に判明した空腸異所性膵炎の１例. 第312回 日本消化器病学会関東支部例会. 東京, 2010年12月4日

[研究助成]
  1.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(S)「独自の培養技術を用いた大腸上皮細胞機能解析と臨床応用技術開

発」：課題番号22229005　研究代表者　渡辺　守
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(A)「独自の培養技術を用いた大腸上皮細胞機能解析と腸炎細胞治療技術

の基盤確立」：課題番号22249026　研究代表者　渡辺　守（基盤S通過のため基盤A廃止8/6）
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(B) 「宿主・ウイルスを標的とした抗HCV製剤・化合物の大規模スクリー

ニング」：課題番号21390226　研究代表者　坂本直哉
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C)「ライブ環境における小腸全長機能解析と病態の解明」：課題番号

22590694　研究代表者　荒木昭博
  5.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C) 「炎症性腸疾患における発癌調節機構の解明と臨床応用への基盤樹

立」：課題番号22590696　研究代表者　長沼　誠
  6.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C) 「炎症性腸疾患治療ターゲットとしての腸炎惹起性メモリーT細胞

IL-7受容体の解析」：課題番号22590695　研究代表者　岡田英理子
  7.	 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C)「細胞障害性HCV培養系を用いた重症C型肝炎発症機構の解析」：課題

番号22590720　研究代表者　筬島裕子
  8.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C)「CEACAM1による腸管粘膜IL-7ネットワーク調節機構の解明」：課

題番号20590737　研究代表者　永石宇司
  9.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C)「炎症性腸疾患における骨髄IL-7による病原性メモリーT細胞維持機

構の解明」：課題番号20590736　研究代表者　根本泰宏
10.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C)「リアルタイムイメージングを用いた初代大腸上皮培養細胞の増殖・

分化機構解析」：課題番号21590803　研究代表者　中村哲也
11.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C)「免疫制御性CD4+CD25+T細胞腸管局所移入療法の確立」：課題番号

21590804　研究代表者　戸塚輝治
12.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C)「大腸上皮におけるWnt/Notchシグナルクロストーク機構の解明」：

課題番号21590805　研究代表者　鈴木伸治
13.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C)「NKT細胞を標的とした潰瘍性大腸炎新規治療法の開発」：課題番号
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21590806　研究代表者　長堀正和
14.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C) 「肝幹細胞移植による肝再構築機構の解析」：課題番号21590833　研

究代表者　東　正新
15.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究(C)「HCV蛋白とインターフェロン系との相互作用のFRET/BRET解析」：

課題番号21590831　研究代表者　田坂めぐみ
16.	 日本学術振興会科学研究費補助金   基盤研究(C)「プラークアッセイ法を応用した細胞障害性HCV株のクローン化と機

能解析」：課題番号21590832　研究代表者　大岡真也
17.	 日本学術振興会科学研究費補助金　新学術領域研究「炎症性腸疾患における腸上皮自然炎症調節機構の破綻」：課題

番号22117508　研究代表者　渡辺   守
18.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「マウス指向性C型肝炎ウイルスを用いた感染動物モデルの樹立」：

課題番号22659145　研究代表者　坂本直哉
19.	 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究(B)「肝幹・前駆細胞の分化増殖機構の解析と疾患治療モデルの構築」：課

題番号22790632　研究代表者　柿沼　晴
20.	 日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究(B)「HCV変異株培養系を用いたサイトカインシグナル抑制機構の解析」：

課題番号22790633　研究代表者　中川美奈
21.	 日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究(B)「Notchシグナルによる腸管粘膜再生機構の解析」：課題番号21790651 

研究代表者　岡本隆一
22.	 日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究(B)「シグナルクロストークによるHath1制御とパネート細胞形質発現機

構」：課題番号21790653　研究代表者　土屋輝一郎
23.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」：研究代表者　渡辺 

守
24.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「難治性腸管吸収機能障害Miroscopic colitisに関する調査研究」：

研究代表者　渡辺 守
25.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「原因不明小腸潰瘍症の実態把握、疾患概念、疫学、治療体

系の確立に関する研究」：研究分担者　渡辺　守
26.	 平成22年度 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業H20-難治-一般-042）　「難治性疾患の医療費構造に関

する研究」：研究分担者　渡辺　守
27.	 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策事業）「ウイルス性肝炎に対する応答性を規程する宿主因子も含め

た情報のデータベース構築・治療応用に関する研究」：研究分担者　坂本直哉
28.	 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策事業）「肝炎ウイルス感染複製増殖過程の解明と新規治療法開発に

関する研究」：研究分担者　坂本直哉
29.	 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策事業）「C型肝炎難治症例の病態解明と抗ウイルス治療に関する研究」：

研究分担者　坂本直哉
30.	 厚生労働科学研究費補助金（政策創薬研究事業）「C型肝炎ウイルス感染防止が可能なヒト型感染中和抗体の開発」：

研究分担者　坂本直哉
31.	 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策事業）「データマイニング手法を用いた効果的なC型肝炎治療法に関

する研究」：研究分担者　柿沼　晴
32.	 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策事業）「ウイルス性肝炎の病態に応じたウイルス側因子の解明と治

療応用」：研究分担者　中川美奈
33.	 財団法人   国際科学振興財団（浜名湖シンポジウム）「肝細胞及び肝幹・前駆細胞移植におけるドナー由来Matrix 

Metalloproteinase(MMP)の関与」：研究代表者　柿沼　晴
34.	 財団法人  国際科学振興財団（浜名湖シンポジウム）「S1P受容体アゴニストの新しい作用機序の解明と慢性大腸炎に

対する効果」：研究代表者　藤井俊光
35.	 宮川庚子記念研究財団  平成22年度研究助成金「HCV感染症治療における宿主遺伝子多型(IL28B、ITPA)およびウィ

ルス遺伝子構造をふまえた治療法の探索」：研究代表者　中川美奈
36.	 難病財団 医学研究奨励助成金「疾患記憶をリセットする病原性メモリーT細胞をターゲットとした炎症性腸疾患根治

療法の開発」：研究代表者　根本泰宏
37.	 全身性炎症疾患の病因・病態の解明に関する研究会「Notchシグナルによる炎症腸管粘膜再生機構の解析」：研究代表

者　岡本隆一
38.	 日本学術振興会　文部科学省 グローバルCOEプログラム　「生命時空間ネットワーク進化型教育研究拠点」：研究分

担者　渡辺　守
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[その他]
〈研究会主催〉

  1.	 第10回御茶ノ水消化管疾患先端治療研究会. 渡辺　守,　2011年2月5日.
  2.	 第309回 日本消化器病学会. 関東支部例会. 渡辺　守,　2010年5月12日.
  3.	 第6回 消化器病における性差医学・医療研究会. 渡辺　守,　2010年7月17日.
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腫 瘍 外 科 学 分 野
Surgical Oncology

教　　授　杉原健一
講　　師　榎本雅之，井ノ口幹人
助　　教　飯田　聡，佐藤隆宣，中川剛士，加藤敬二，
　　　　　円城寺恩，加藤俊介
特任教授　小嶋一幸(低侵襲医学研究センター)
特任准教授　小林宏寿(低侵襲医学研究センター)
准 教 授　植竹宏之(応用腫瘍学)
助　　教　石川敏昭(応用腫瘍学)
特任講師　樋口哲郎(がんプロ)
特任助教　石黒めぐみ(がんプロ)
大 学 院　鳥屋洋一，桑山隆志，高角康志，樋上　健，
　　　　　永原　誠，本山一夫，青柳治彦，松山貴俊，
　　　　　椙田浩文，清水紀香，小野宏晃，岡崎　聡，
　　　　　大槻　将，ヤシャル・ムラテ，小田剛史，
　　　　　菊池章史，塚本俊輔，藤森喜毅，
　　　　　アハメド・カマス，山内慎一，宮崎光史，
　　　　　田村宣子，村瀬秀明，石場俊之，杉本　斉

（１）教　育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　豊かな人間性のあふれる、国際人としての外科臨床医、医学研究者の育成。

（２）研　究
　「臨床に根ざし、臨床にフィ－ドバックできる研究」をスロ－ガンとして教育を行っている。主となる研究テ－マは下記
の①、②であるが、他にも種々の基礎及び臨床研究を行っている。
　① 固形癌の発育、血管新生とCOX-2、VEGFの役割。
　② 遺伝子・蛋白発現の網羅的解析による抗癌剤受性及び予後の予測因子の同定。

（３）臨　床
　胃癌、大腸癌、乳癌に対し、最新の機器を用いて鏡視下手術を含めた低侵襲・機能温存手術を行っている。
　① 胃癌・大腸癌・乳癌の低侵襲・機能温存手術。腹腔鏡手術。
　② 胃癌・大腸癌。乳癌に対する化学療法。
　　　　　　　　　　　　　　　　

［原著］
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M, Ono M, Yasuno M, Sugihara K. Is total mesorectal excision always necessary for T1-T2 lowe rectal cancer? Ann 
Surg Oncol. 17 (4): 973-980, 2010

  3.	 Tadano K, Kawashima K, Kojima K, Tanaka N.Development of a pneumatic surgical manipulator IBIS IV. Journal of 
Robotics and Mechatronics 22(2): 179-188, 2010

  4.	 Kinugasa Y, Sugihara K.Topology of the fascial structures in rectal surgery: complete cancer resection and the 
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prognostic significance of PDCD4 and microRNA-21 in human gastric cancer. Int J Oncol. 36 (5): 1089-1095, 2010
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12.	 Shimizu S, Iida S, Ishiguro M, Uetake H, Ishikawa T, Takagi Y, Kobayashi H, Higuchi T, Enomoto M, Mogushi K, 
Mizushima H, Tanaka H, Sugihara K. Methylated BNIP3 gene in colorectal cancer prognosis. Oncology Letters 1 (5): 
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dissection for clinical stage Ⅰgastric cancer: a multicenter phase Ⅱtrial (JCOG 0703). Gastric Cancer 13 (4): 238-244, 
2010

15.	 Kobayashi H, Enomoto M, Higuchi T, Uetake H, Iida S, Ishikawa T, Ishiguro  M,  Sugihara K. Validation and clinical 
use of the Japanese classification of colorectal carcinomatosis: benefit of surgical cytoreduction even without 
hyperthermic intraperitoneal chemotherapy. Dig Surg. 27 (6): 473-480,2010

16.	 Matsuyama T, Ishikawa T, Mogushi K, Yoshida T, Iida S, Uetake H, Mizushima H, Tanaka H, Sugihara K. MUC12 
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127 (10): 2292-2299, 2010

17.	 Enjoji M, Yamada H, Kojima K, Inokuchi M, Kato K, Kawano T, Sugihara K.Scoreing system for evaluating 
functional disorders following laparoscopy-assisted distal gastrectomy. J Surg Res.164:e229-e233,2010

18.	 Oshima R, Takayama T, Omata T, Kojima K, Takase K, Tanaka N. Assemblable three-fingered nine-degrees-of-
freedom hand for laparoscopic surgery. IEEE/ASME TRANSACTIONS ON MECHATRONICS 15 (6): 862-870, 2010

19.	 井ノ口幹人、小嶋一幸、山田博之、加藤敬二、河野辰幸、杉原健一. S-1+CPT-11併用療法により長期CRが得られてい
る切除不能胃癌の1例. 癌と化学療法 .37(1):139-142,2010

20.	 桐原正人、大和幸保、小倉俊郎、田嶋政之、長島道夫. 手術既往のないイレウスの３手術例. 埼玉県医学会雑誌. 44 (2): 
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24.	 設楽兼司、福成博幸、松永浩子、吉田剛、樋上健、林哲二. 当科における経皮的胆管結石治療：Percutaneous 
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る経皮経肝的治療の工夫. 口演. 第46回日本腹部救急医学会総会 富山　2010年3月18日
25. 	植竹宏之. ベバシズマブ非併用例の消化管穿孔. パネルディスカッション. 第46回日本腹部救急医学会総会 富山　2010

年3月19日
26. 	安野正道. 下部進行直腸癌に対する自律神経温存側方郭清手技について. シンポジウム. 第110回日本外科学会定期学術

集会 　名古屋　2010年4月8日
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27. 	石川敏昭、植竹宏之、上野秀樹、冨田尚裕、杉原健一.大腸癌術後補助化学療法の臨床試験（SACURA試験および
ACTS-CC）の付随研究におけるバイオメーカー探索. シンポジウム. 第110回日本外科学会定期学術集会  名古屋  2010
年4月8日

28. 	植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ、杉原健一. 大腸癌術後補助化学療法におけるわが国の多施設共同ランダム化第Ⅲ
相比較臨床試験. シンポジウム. 第110回日本外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月8日

29. 	小田剛史、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、森弘樹、久保田一徳、河内洋、杉原健一. 一期的再建を施行した皮下乳
腺全摘症例の局所再発の検討. 口演. 第110回日本外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月8日

30. 	桑山隆志、佐藤隆宣、中川剛士、小田剛史、久保田一徳、河内洋、杉原健一. 当院における術前化学療法前N0乳癌に
対する化学療法後のセンチネルリンパ節生検について. 口演. 第110回日本外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月8
日

31. 	杉原健一. 映像による私の手術手技　直腸癌に対する標準手術：筋膜に沿った剥離・授動. シンポジウム. 第110回日本
外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月8日

32. 	塚本俊輔、石川敏昭、飯田聡、高木洋子、菊地章史、小野宏晃、石黒めぐみ、小林宏寿、吉村哲規、植竹宏之、安野
正道、樋口哲郎、榎本雅之、杉原健一. 大腸癌におけるTNFRSF11Bの発現と予後予測因子としての意義. 口演. 第110
回日本外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月8日

33. 	安野正道、石黒めぐみ、小林宏寿、石川敏昭、飯田聡、植竹宏之、樋口哲郎、榎本雅之、杉原健一. 下部進行直腸が
んに対する自律神経温存側方郭清手技について. シンポジウム. 第110回日本外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4
月8日

34. 	飯田聡、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、樋口哲郎、安野正道、小林宏寿、榎本雅之、杉原健一. DNAメチル化を
標的とした大腸癌治療への可能性.口演. 第110回日本外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月9日

35. 	植竹宏之. 抗EGFR抗体によるCureを目指した治療戦略. 口演. 第110回日本外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月
9日

36. 	小嶋一幸、山田博之、井ノ口幹人、加藤敬二、大槻将、藤森喜毅、西蔭哲郎、永井鑑、榎本雅之、河野辰幸、杉原健
一. 早期胃癌に対する神経温存内視鏡下胃癌手術. 特別ビデオセッション. 第110回日本外科学会定期学術集会  名古屋  
2010年4月9日

37. 	小林宏寿、樋口哲郎、榎本雅之、安野正道、植竹宏之、飯田聡、吉村哲規、石川敏昭、石黒めぐみ、塚本俊輔、菊地
章史、小野宏晃、杉原健一. 大腸癌取扱い規約における腹膜播種分類の妥当性について. 口演. 第110回日本外科学会定
期学術集会  名古屋　2010年4月9日

38. 	藤森喜毅、井ノ口幹人、高木洋子、加藤敬二、山田博之、小嶋一幸、河野辰幸、杉原健一. 胃癌におけるRaf Kinase 
Inhibitory Protein(RKIP)およびERKの発現と臨床病理学的検討について. 口演. 第110回日本外科学会定期学術集会  名
古屋　2010年4月9日

39. 	小嶋一幸. 安全な腹腔鏡下手術を行うための私の工夫～先を予測した手技の習得～. 口演. 第110回日本外科学会定期学
術集会  名古屋　2010年4月10日

40. 	中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、小田剛史、杉原健一. 術前化学療法施行した乳癌の予後因子の検討. 口演. 第110回日
本外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月10日

41. 	本山一夫、井上裕、田中文明、三森功士、小嶋一幸、植竹宏之、杉原健一、森正樹. ヒト大腸癌におけるmicroRNAの
発現解析. 口演. 第110回日本外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月10日

42. 	小嶋一幸. 安全な腹腔鏡下手術を行うための私の工夫～先を予測した手技の習得～. ランチョンセミナー. 第110回日本
外科学会定期学術集会  名古屋　2010年4月10日

43. 	小林宏寿、杉原健一. 大腸癌治療ガイドラインは医療コスト削減に役立ったか？：術後フォローアップの観点より. 口
演. 第96回日本消化器病学会 　新潟　2010年4月22日

44. 	石黒めぐみ、植竹宏之、杉原健一. 大腸癌術後補助化学療法における医療経済性検討の意義. 口演. 第96回日本消化器
病学会 　新潟　2010年4月23日

45. 	杉原健一. 大腸癌の外科治療：日本と欧米の違い. 特別講演. 第47回九州外科学会 宮崎 2010年5月8日
46. 	梶浦謙. 内視鏡装着バルーンと外付けチューブでカウンタートラクションをかける試み. 口演. 第79回日本消化器内視

鏡学会総会  東京  2010年5月14日
47. 	杉原健一. もっと知ってほしい大腸がんのこと.討論会.東京 2010年5月22日
48. 	菊池章史、石川敏昭、植竹宏之、田中真二、有井滋樹、杉原健一. 化学療法後肝切除を施行し25ヶ月の生存を得た大

腸癌同時性肝・肺転移の一例. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良　2010年6月11日
49. 	久保田一徳、町田陽一、片山貴、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、河内洋、渋谷均. 乳癌温存術前マーキング：4Dプ

ローブを用いた超音波とMRIとの比較. 示説. 第18回日本乳癌学会  札幌　2010年6月24日
50. 	中川剛士、佐藤隆宣、小田剛史、桑山隆志、河内洋、久保田一徳、杉原健一. 乳癌術後25年目に局所再発を来した1例. 

示説. 第18回日本乳癌学会  札幌　2010年6月24日
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51. 	樋口京子、中川剛士、小田剛史、佐藤隆宣、桑山隆志、河内洋、久保田一徳、町田洋一、杉原健一. TAM+AIでSD継
続している両側男性乳癌の一例. 示説. 第18回日本乳癌学会  札幌　2010年6月24日

52. 	森弘樹、岡崎睦、佐藤隆宣、中川剛士. Skin-sparing mastectomyと遊離腹部皮弁による乳房再建の後に保存肋軟骨を
用いて乳頭再建. 示説. 第18回日本乳癌学会  札幌　2010年6月24日

53. 	小田剛史、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、久保田一徳、町田洋一、河内洋、杉原健一. 左副腎への孤立性転移切除
後5年生存を得た乳癌の一例. 示説. 第18回日本乳癌学会  札幌　2010年6月25日

54. 	片山貴、久保田一徳、町田洋一、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、河内洋、渋谷均. CＴでincidentalに乳房所見を指
摘された症例. 示説. 第18回日本乳癌学会  札幌　2010年6月25日

55. 	佐藤隆宣、中川剛士、桑山隆志、小田剛史、杉原健一. 乳癌ラジオ波熱凝固療法の施行困難例に対する私の工夫. 示説. 
第18回日本乳癌学会  札幌　2010年6月25日

56. 	町田陽一、久保田一徳、片山貴、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、河内洋、渋谷均. 初回生検ツールとしてUS下
Vacuum Assisted Biopsy を使用した乳腺症例のまとめ. 示説. 第18回日本乳癌学会  札幌　2010年6月25日

57. 	絹笠祐介. 腹腔鏡下直腸切除はこう攻める！イブニングセミナー. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月14
日

58. 	小嶋一幸. 腹腔鏡下胃切除術2  腹腔鏡下胃切除術の再建法の工夫.口演. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7
月14日

59. 	安野正道、石川敏昭、植竹宏之、石黒めぐみ、小林宏寿、吉村哲規、飯田聡、樋口哲郎、榎本雅之、杉原健一. 大腸
癌肝転移に対するmFOLFOX6+BV(bevacizumab)化学療法後肝切除の有効性と安全性の検討. 口演. 第65回日本消化
器外科学会総会  下関  2010年7月14日

60. 	井ノ口 幹人、小嶋 一幸、山田 博之、加藤 敬二、河野 辰幸、杉原 健一. 心肺疾患合併症例に対する腹腔鏡補助下胃
切除術の成績. 口演. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月14日

61. 	小嶋 一幸、山田 博之、井ノ口 幹人、加藤 敬二、河野 辰幸、杉原 健一. 腹腔鏡下胃切除後の再建法の工夫. 口演. 第
65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月14日

62. 	小林宏寿、樋口哲郎、榎本雅之、安野正道、植竹宏之、飯田聡、吉村哲規、石川敏昭、石黒めぐみ、杉原健一. 進行
右側結腸癌に対してD3郭清は常に必要か？示説. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月14日

63. 	石川敏昭、植竹宏之、宇津山正典、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、樋口哲郎、榎本雅之、安野正道、杉原健一. 
Stage II，III大腸癌治療におけるImmunological biomarkerの有用性の検討. 口演. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  
2010年7月14日

64. 	渡邉聡明、石黒めぐみ、山口研成、佐藤太郎、坂田優、杉原健一. セツキシマブ（アービタックス）の大腸がんにお
ける使用成績調査（全例調査）最終報告. シンポジウム. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月14日

65. 	飯田聡、石川敏昭、石黒めぐみ、小林宏寿、樋口哲郎、植竹宏之、安野正道、榎本雅之、杉原健一. K-Ras，PIK3CA
遺伝子変異とDNAメチル化による大腸癌予後の予測. 口演. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月14日

66. 	村瀬秀明、眞田克也、近藤純由、平崎重雄、柴田稔. 総腸間膜症およびS状結腸癌穿孔の一例. 示説. 第65回日本消化器
外科学会総会  下関  2010年7月15日

67. 	榎本雅之、樋口哲郎、小林宏寿、山内慎一、飯田聡、植竹宏之、石川敏昭、杉原健一. 左結腸動脈温存Ｄ3郭清におけ
る上下腹神経巌の温存.示説. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月15日

68. 	加藤敬二、小嶋一幸、山田博之、井ノ口幹人、藤森善毅、河野辰幸、杉原健一. 腹腔鏡下幽門側胃切除術における新
しいRoux-en-Y再建法（β吻合法）. 口演. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月15日

69. 	三森功士、横堀武彦、渡邊昌彦、工藤進英、楠正人、森谷宜皓、山田一隆、望月英隆、杉原健一、森正樹. 10年後の
消化器癌罹患率および致死率低減のための分子生物学的アプローチ. シンポジウム. 第65回日本消化器外科学会総会  
下関  2010年7月15日

70. 	堤荘一、鮫島伸一、馬場秀夫、岡村修、植竹宏之、大植雅之、桑野博行、渡邊昌彦、杉原健一. FIRIS：切除不能大腸
癌の二次治療例に対するFOLFIRI療法とIRIS療法との第Ⅲ相臨床試験. シンポジウム. 第65回日本消化器外科学会総会  
下関  2010年7月15日

71. 	樋口哲郎、小林宏寿、石黒めぐみ、石川敏昭、飯田聡、植竹宏之、安野正道、榎本雅之、杉原健一. StageⅡ結腸癌に
おけるSI・N0症例の検討. 示説. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月15日

72. 	本山一夫、井上裕、田中文明、三森功士、小嶋一幸、植竹宏之、杉原健一、森正樹. ヒト大腸癌におけるmicroRNAの
発現解析. 示説. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月15日

73. 	絹笠祐介. 右側横行結腸癌に対する胃結腸静脈幹周囲の郭清を伴う腹腔鏡手術のコツとピットフォール. 口演. 第65回
日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月16日

74. 	杉原健一. 消化器外科データベースの構築とその展開. シンポジウム. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月
16日

75. 	吉村哲規、石黒めぐみ、石川敏昭、小林宏寿、飯田聡、植竹宏之、樋口哲郎、安野正道、榎本雅之、杉原健一. 脾に
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限局したサルコイドーシスを合併したS状結腸癌の1例.　 示説. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月16日
76. 	後藤満一、杉原健一. 消化器外科データベース委員会調査報告と今後の展開. シンポジウム. 第65回日本消化器外科学

会総会  下関  2010年7月16日
77. 	石丸神矢、三森功士、田中文明、柴田浩平、石川健二、主藤朝也、高角康志、佐藤哲也、杉原健一、森正樹. 大腸発

癌において高いリスクを示す8q24多型における発癌機構の解明.口演. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7
月16日

78. 	石黒めぐみ、杉原健一、東尚弘、祖父江友孝. 「診療の質指標（Quality Indicator：QI）」を用いた、診療科データベー
スからの診療評価. 示説. 第65回日本消化器外科学会総会  下関  2010年7月16日

79. 	直江一彦、兼子順、前島静顕. 医師事務作業補助業務施行前の１年間と、施行後3ヶ月後の医師への意識調査による比
較検討. ポスター. 第60回日本病院学会  岐阜 2010年7月23日

80. 	直江一彦、兼子順、前島静顕.病院内における医師事務作業補助者としての業務とその考察.口演. 第1回日本医療秘書実
務学会  岡山  2010年8月21日

81. 	杉原健一. 今　がん研究に求められること-がん研究に関する提言. シンポジウム. 第69回日本癌学会学術集会  大阪　
2010年9月23日

82. 	小野宏晃. Exploration of potential EMT-related genes in colorectal cancer by gene expression array analysis.口演. 
第69回日本癌学会学術集会  大阪　2010年9月23日

83. 	Akifumi Kikuchi, Toshiaki Ishikawa, Satoru Iida,Hiroshi Mizushima, and Kenichi Sugihara. Identification of novel 
biomarker in colorectal cancer through integrated copy number and gene expression analysis. 口演. 第69回日本癌学
会学術集会  大阪　2010年9月24日

84. 	設楽兼司、馬場裕信、松永浩子、青柳治彦、林哲二、福成博幸. 出血性胆嚢炎の2例. 示説. 第46回日本胆道学会  広島  
2010年9月24日

85. 	馬場裕信、松永浩子、青柳治彦、設楽兼司、林哲二、福成博幸. Lemmel症候群に対して総胆管十二指腸吻合術が有効
であった2例. 口演. 第46回日本胆道学会  広島　2010年9月24日

86. 	福成博幸、馬場裕信、松永浩子、青柳治彦、設楽兼司、林哲二. 下部胆管附加手術としての総胆管十二指腸端側吻合
術の有用性. 示説. 第46回日本胆道学会  広島　2010年9月24日

87. 	小嶋一幸. 安全確実な再建法のコツ教えます！ -胃全摘と幽門側胃切除術-. ランチョンセミナー. JDDW2010  横浜  
2010年10月13日

88. 	植竹宏之. 大腸癌化学療法における抗EGFR抗体の位置づけと皮膚障害のマネージメント. シンポジウム. JDDW2010  
横浜 　2010年10月15日

89. 	勝田絵里子、兼子順、染野泰典、佐口盛人、青柳治彦、高畑太郎、浜田節雄、関根毅、前島静顕. TAEで腸管壊死と
なり緊急結腸右半切除を施行した上行結腸憩室出血の1例. 示説. JDDW2010  横浜 　2010年10月16日

90. 	井ノ口幹人、小嶋一幸、山田博之、加藤敬二、円城寺恩、杉原健一. 胃癌取扱い規約14版における腹腔鏡下幽門側胃
切除術の予後.口演. 第23回日本内視鏡外科学会総会 　横浜　2010年10月18日

91. 	絹笠祐介. 骨盤内筋膜解剖を重視した自律神経温存腹腔鏡下直腸癌手術. シンポジウム. 第23回日本内視鏡外科学会総
会 　横浜　2010年10月19日

92. 	小嶋一幸、井ノ口幹人、円城寺恩、藤森義毅、宮崎光史、河野辰幸、杉原健一、高山俊男、小俣透. 腹腔鏡下胃全摘
出術後の再建法…開腹手術と同様の再建手技を目指して.パネルディスカッション.第23回日本内視鏡外科学会総会 　
横浜　2010年10月20日

93. 	大槻将、細矢徳子、榎本直記、上田吉宏、本山一夫、円城寺恩、大野玲. 腹腔鏡下で診断・治療を行った回腸子宮内
膜症の１例. 口演. 第23回日本内視鏡外科学会総会 　横浜　2010年10月20日

94. 	勝田絵里子、兼子順、染野泰典、佐口盛人、青柳治彦、高畑太郎、長谷川久美、浜田節雄、関根毅、前島静顕. 緊急
胃全摘術を余儀なくされた出血性胃潰瘍の1例. ポスター. 第72回日本臨床外科学会総会  横浜  2010年10月21日

95. 	長谷川久美、染野泰典、勝田絵里子、青柳治彦、吉田剛、佐口盛人、高畑太郎、浜田節雄、兼子順、前島静顕. 乳腺
非侵潤性アポクリン癌の1例. 口演. 第72回日本臨床外科学会総会  横浜  2010年10月23日

96. 	石川敏昭、植竹宏之、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、樋口哲郎、榎本雅之、杉原健一. 重症肝障害を伴う大腸癌肝
転移に対する肝動注化学療法の有用性の検討. 口演. 第48回日本癌治療学会  京都　　2010年10月28日

97. 	井ノ口幹人、小嶋一幸、山田博之、加藤敬二、円城寺恩、杉原健一. 胃癌の単一臓器転移例に対するS-1併用療法の成
績. 示説. 第48回日本癌治療学会学術集会  京都　　2010年10月28日

98. 	小田剛史、佐藤隆宣、桑山隆志、中川剛士、久保田一徳、河内洋、杉原健一. 乳癌組織におけるDecorin発現変化につ
いての免疫学的検討. 口演. 第48回日本癌治療学会学術集会  京都　　2010年10月28日

99. 	絹笠祐介. 直腸周囲の筋膜解剖と機能温存直腸癌手術のための剥離層. パネルディスカッション. 第48回日本癌治療学
会学術集会  京都　　2010年10月28日

100.	杉原健一. 消化器がん診療における専門医の意義. シンポジウム. 第48回日本癌治療学会学術集会  京都　2010年10月28
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日
101.	杉原健一. 周術期における大腸癌化学療法の役割-世界の現状と展望-.イブニングセミナー. 第48回日本癌治療学会学術

集会  京都　2010年10月28日
102.	石場俊之、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、小田剛史、久保田一徳、河内洋、杉原健一. 乳癌術前化学療法中の骨転

移出現をFDG-PETにより確認できた2例. 口演. 第48回日本癌治療学会学術集会  京都　2010年10月29日
103.	植竹宏之. 薬物血中濃度モニタリングによるPersonalized Chemotherapy (5-FU、大腸がん）．学術セミナー. 第48回日

本癌治療学会学術集会  京都　2010年10月29日
104.	植竹宏之、石川敏昭、杉原健一. 肝障害を伴う大腸癌肝転移に対する肝動注先行全身化学療法. パネルディスカッショ

ン. 第48回日本癌治療学会学術集会  京都　2010年10月29日
105.	佐藤太郎、山口研成、渡邊聡明、石黒めぐみ、丸山桂子、斧生卓、三木崇生、大野木浩、杉原健一、坂田優. セツキ

シマブ（ア－ビタックス）大腸癌　使用成績調査（前例調査）最終報告. シンポジウム. 第48回日本癌治療学会学術集会  
京都　2010年10月29日

106.	吉野孝之、渡邊聡明、石黒めぐみ、植竹宏之、山崎健太郎、杉原健一、大橋靖雄. 本邦における大腸がんKRAS遺伝子
変異率：大腸がんKRAS観察研究結果報告. シンポジウム. 第48回日本癌治療学会学術集会  京都　2010年10月29日

107.	植竹宏之、石川敏昭、飯田聡、杉原健一. 5-FUとバイオマーカー. シンポジウム. 第48回日本癌治療学会学術集会  京都  
2010年10月29日

108.	中川剛士、森正樹、佐藤隆宣、久保田一徳、河内洋、桑山隆志、小田剛史、杉原健一. 一期的乳房再建を施行した乳
癌症例に対する術後胸壁照射の検討. 口演. 第48回日本癌治療学会学術集会  京都　2010年10月30日

109.	大槻将、細矢徳子、榎本直記、上田吉宏、本山一夫、大野玲. 直腸癌肝転移に対しXELOX+ベバシズマブ療法が奏効し、
治癒切除が得られた１例. 示説. 第48回日本癌治療学会学術集会  京都　2010年10月30日

110.	石場俊之、中川剛士、佐藤隆宜、桑山隆志、小田剛史、久保田一徳、河内洋、杉原健一、長内孝之. FDG-PETを用い
た乳癌術前化学療法効果判定の有用性. ワークショップ. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月21日

111.	小田剛史、佐藤隆宣、中川剛士、桑山隆志、久保田一徳、河内洋、杉原健一.男性乳房に発生したmyofibroblastomaの
1例. 口演. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月21日

112.	青柳治彦、佐藤拓、齋藤賢将、設楽兼司、林哲二、福成博幸. 閉塞性黄疸及び脾静脈閉塞を合併した自己免疫性膵炎
の一例. 示説. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月21日

113.	福成博幸、佐藤拓、齋藤賢将、青柳治彦、設楽兼司、林哲二. 傍大動脈リンパ節転移を伴う膵体尾部癌に対して手術
を施行した2例. 口演. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月21日

114.	林哲二、佐藤拓、齋藤賢将、青柳治彦、設楽兼司、福成博幸. こだわりの手術手技　虫垂 ビデオ　高度炎症症例に対
する腹腔鏡下虫垂切除術の標準化. 口演. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月21日

115.	榎本雅之. 腹腔鏡下大腸切除術の基本手術手技　腹腔鏡下S状結腸切除/直腸切除術　～技術認定取得者からの提言～. 
ランチョンセミナー. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月22日

116.	絹笠祐介. 解剖で極める手術手技シリーズ１　腹腔鏡下低位前方切除術の解剖. ランチョンセミナー. 第72回日本臨床
外科学会  横浜　2010年11月22日

117.	小嶋一幸. 先を予測した手技の習得   安全な腹腔鏡下手術を行うための私の工夫. ランチョンセミナー. 第72回日本臨
床外科学会  横浜　2010年11月22日

118.	佐藤隆宜、中川剛士、桑山隆志、小田剛史、石場俊之、杉原健一. 整容性に配慮した乳房温存手術-容易な欠損部補填
法. シンポジウム. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月22日

119.	村瀬秀明、中川剛士、小田剛史、桑山隆志、佐藤隆宜、杉原健一. 水腎症をきたした再発乳癌の2例. 口演. 第72回日本
臨床外科学会  横浜　2010年11月22日

120.	桑山隆志、佐藤隆宜、中川剛士、小田剛史、杉原健一. 再発乳癌治療における緩和ケアチームと治療医療. 口演. 第72
回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月22日

121.	小嶋 一幸. 先を予測した手技の習得-安全な腹腔鏡下手術を行うための私の工夫-.ランチョンセミナー. 第72回日本臨床
外科学会  横浜　2010年11月22日

122.	絹笠祐介. この症例をどうするか？　大腸. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月23日
123.	小林宏寿. この症例をどうするか？　大腸. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月23日
124.	上田吉宏、細矢徳子、榎本直記、大槻将、本山一夫、大野玲. 非Ｂ非Ｃ型肝細胞癌と下部胆管癌の重複癌の１切除例. 

口演. 第72回日本臨床外科学会  横浜　2010年11月23日
125.	加藤俊介、小林宏寿、山内慎一、小野宏晃、菊池章史、石黒めぐみ、石川敏昭、飯田聡、植竹宏之、樋口哲郎、榎本

雅之、杉原健一. 当科における大腸癌術後入院期間の検討. 口演. 第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010年11月26日
126.	絹笠祐介. 肛門尾骨靱帯の解剖. 口演.第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010年11月26日
127.	絹笠祐介. 腹腔鏡下大腸切術－直腸癌手術の膜と再建－. ランチョンセミナー. 第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010

年11月26日
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128.	安野正道. 高難度手術；隣接臓器浸潤例や再発例を執刀する大腸外科医の教育について. シンポジウム. 第65回大腸肛
門病学会総会  浜松　2010年11月26日

129.	安野正道. Surgery for right colon cancer in Japan. シンポジウム. 第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010年11月26日
130.	小林 宏寿、West Nicholas、Quirke Philip、Hohenberger Werner、高橋慶一、杉原健一. 世界的に見た日本の結腸癌

手術の質.　日英独共同研究. シンポジウム. 第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010年11月26日
131.	石川 敏昭、植竹宏之、加藤俊介、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、樋口哲郎、榎本雅之、杉原健一. 大腸癌肝転移に

対する術前mFOLFOX6+bevacizumab療法の有用性の検討. 口演. 第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010年11月26日
132.	石黒めぐみ、渡邉聡明、吉野孝之、植竹宏之、山崎健太郎、大橋靖雄. わが国の大腸癌患者におけるKRAS遺伝子変異

率の検討. パネルディスカッション. 第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010年11月27日
133.	榎本雅之、小林宏寿、飯田聡、樋口哲郎、石川敏昭、加藤俊介、山内慎一、菊池章史、杉原健一. prolapsing法による

直腸切離の経験. 口演. 第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010年11月27日
134.	小林宏寿、榎本雅之、樋口哲郎、植竹宏之、飯田聡、石川敏昭、石黒めぐみ、加藤俊介、小野宏晃、菊池章史、山内

慎一、杉原健一. 当科におけるストーマ造設の現状と合併症. 口演.第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010年11月27日
135.	樋口哲郎、小林宏寿、石黒めぐみ、加藤俊介、石川敏昭、小野宏晃、菊池章史、山内慎一、飯田聡、植竹宏之、榎本

雅之、杉原健一. 当科の大腸癌治療成績-大腸癌術後フォーローアップ研究会他施設との比較-.口演.第65回大腸肛門病学
会総会  浜松　2010年11月27日

136.	山内慎一、榎本雅之、菊池章史、小野宏晃、加藤俊介、石黒めぐみ、小林宏寿、石川敏昭、飯田聡、植竹宏之、樋口
哲郎、杉原健一. 真性多血症併存の直腸癌に対して腹腔鏡補助下手術を施行した1例. 示説. 第65回大腸肛門病学会総会  
浜松　2010年11月27日

137.	菊池章史、石川敏昭、小林宏寿、石黒めぐみ、飯田聡、樋口哲郎、榎本雅之、杉原健一. 大腸癌における網羅的分子
情報解析の統合解析による再発関連因子の探索. 口演. 第65回大腸肛門病学会総会  浜松　2010年11月27日

138.	塚本俊輔、山口智弘、塩見明生、絹笠祐介. 病理学的隣接臓器浸潤大腸癌の検討. 口演.第65回大腸肛門病学会総会  浜
松　2010年11月27日

[研究会]
  1.	 Kojima K, Yamada H, Inokuchi M, Kato K, Sugihara K. Middle-term outcomes and survival after laparoscopy-

assisted gastrectomy for advanced gastric cancer. Oral. 5th Japan-Korea Laparoscopic Gastrectomy Joint Seminar  
Nagasaki, Japan  Feb. 6, 2010

  2.	 Kinugasa Y. Clinical Experience with Energy Technology. Oral. Surgical Leaders' Summit 2010  Hong Kong  Dec. 4, 
2010

  3.	 Yamauchi S, Enomoto M, Kikuchi A, Ono H, Kato S, Ishiguro M, Kobayashi H, Ishikawa T, Iida S, Uetake H, Higuchi 
T, and Sugihara K. A Case of Rectal Cancer with Polycythemia Vera Treated with Laparoscopic Assisted Low 
Anterior Resection. Oral. The 12th China-Japan-Korea Colorectal Cancer Symposium  Shanghai, China　Dec. 4-5, 
2010

  4.	 小嶋一幸. LADGの郭清と再建を見直す「LADG後の再建（子開腹vs.完全鏡視下）」. コメンテーター. 第6回神奈川県
腹腔鏡下胃切除術研究会学術集会  横浜  2010年2月26日

  5.	 石川敏昭、植竹宏之、石黒めぐみ、小林宏寿、吉村哲規、飯田聡、樋口哲郎、榎本雅之、安野正道、杉原健一.切除不
能大腸癌に対するセツキシマブ療法の有用性の検討. シンポジウム. 第43回制癌剤適応研究会  仙台  2010年3月12日

  6.	 植竹宏之、石川敏昭、光法雄介、田中真二、有井滋樹、杉原健一. 大腸癌肝転移に対するベバシズマブ併用化学療法
後肝切除症例の検討. 口演. 第43回制癌剤適応研究会  仙台  2010年3月12日

  7.	 田中玲子、青柳治彦、磯貝純、染野泰典、勝田絵里子、佐口盛人、高畑太郎、浜田節雄、兼子順、前島静顕. 診断に
難渋した膵・脾腫瘍の一例. 口演. 第13回御茶の水消化器セミナー  東京  2010年3月20日

  8.	 設楽兼司、馬場裕信、松永浩子、吉田剛、林哲二、福成博幸. 肝性脳症を伴う肝内門脈静脈短絡症に対してシャント
塞栓術を施行した一例. 口演. 第13回お茶の水セミナー　東京  2010年3月20日

  9.	 樋口哲郎，石黒めぐみ，小林宏寿，石川敏昭，吉村哲規，小野宏晃，菊池章史，塚本俊輔，山内慎一，飯田聡，植竹
宏之，安野正道，榎本雅之，杉原健一. 当科の大腸癌治療成績－フォローアップ研究会施設との比較－. 口演. 第15回
大腸癌術後フォローアップ研究会  東京  2010年3月27日

10.	 長谷川久美. 当院における消化管穿孔手術例の現状について. 口演. 第26回救急シンポジウム（埼玉県外科医会） さいた
ま市  2010年6月5日

11.	 山内慎一、植竹宏之、石川敏昭、小林宏寿、宮崎光史、杉原健一. 肝動注後XELOX+Bevacizumab療法が有効であっ
た大腸癌多発肝転移の1例. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日

12.	 菊池章史、石川敏昭、植竹宏之、田中真二、有井滋樹、杉原健一. 化学療法後肝切除を施行した25ヶ月の生存を得た
大腸が同時性肝・肺転移の一例. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日
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13.	 樋口哲郎、小林宏寿、石川敏昭、石黒めぐみ、飯田聡、植竹宏之、榎本雅之、杉原健一. 大腸粘液癌の再発形式の検
討. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日

14.	 青柳治彦、小野宏晃、染野泰典、勝田絵里子、佐口盛人、高畑太郎、浜田節雄、関根毅、樋口哲郎、兼子順、杉原健一、
前島静顕. 切除不能な進行直腸S状部・胃重複癌に対して集学的治療を行い、胃病変の局所制御にFOLFIRI療法が有効
であった一例. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日

15.	 杉原健一. 大腸癌肝転移に対する新しい治療戦略. 特別講演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日
16.	 佐藤隆宣、中川剛士、桑山隆志、小田剛史、久保田一徳、町田洋一、河内洋、杉原健一. 当院での乳癌に対するラジ

オ波熱凝固療法の試み. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日
17.	 小田剛史、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、河内洋、久保田一徳、杉原健一. ホルモン療法が長期間奏功している骨

転移を伴うstageⅣ乳癌の一例. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日
18.	 小林宏寿、植竹宏之、樋口哲郎、榎本雅之、安野正道、飯田聡、吉村哲規、石川敏昭、石黒めぐみ、塚本俊輔、小野

宏晃、菊池章史、山内慎一、杉原健一. メシル酸イマチニブ投与後に切除した直腸GISTの一例. 口演. 第32回日本癌局
所療法研究会  奈良  2010年6月11日

19.	 青柳治彦、小野宏晃、染野泰典、勝田絵里子、佐口盛人、高畑太郎、浜田節夫、関根毅、樋口哲郎、兼子順、前島静
顕. 切除不能な進行直腸Ｓ状部・胃重複癌に対して集学的治療を行い、胃病変の局所制御にFOLFIRI療法が有効であ
った一例. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日

20.	 兼子順、磯貝純、青柳治彦、田中玲子、勝田絵里子、染野泰典、小野宏晃、佐口盛人、高畑太郎、関根毅、前島静顕. 
IRIS療法が著効した、大腸がん多発性肝転移の一例. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日

21.	 勝田絵里子、大久保雄彦、染野泰典、佐口盛人、青柳治彦、高畑太郎、兼子順、関根毅、前島静顕. 集学的治療によ
り良好なQOLを保ちつつ生存を得ている再発乳癌の1例. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日

22.	 桐原正人、長島道夫、樋口京子、田平秀昭、田嶋政之. 門脈腫瘍栓を伴う巨大肝細胞癌に対してDSM-TACEが奏功し
た1例. 口演. 第32回日本癌局所療法研究会  奈良  2010年6月11日

23.	 馬場裕信、松永浩子、青柳治彦、設楽兼司、林哲二、福成博幸. 胆嚢摘出術後の仮性肝動脈瘤破裂に対しTAEを施行
した1例. 口演. 第46回日本消化器病学会甲信越支部  甲府 2010年6月12日

24.	 設楽兼司、馬場裕信、松永浩子、青柳治彦、林哲二、福成博幸. 肝性脳症を伴う肝内門脈静脈短絡症に対してシャン
ト塞栓術を施行した一例. 口演. 第46回日本消化器病学会甲信越支部  甲府  2010年6月12日

25.	 絹笠祐介. 側方リンパ節転移に対する自律神経合併切除を伴った側方郭清の手技. 口演. 第23回東海大腸外科治療研究
会  名古屋  2010年6月25日

26.	 絹笠祐介. 直腸癌手術における術後排尿障害の検討. 口演. 第20回骨盤外科機能温存研究会  東京  2010年6月26日
27.	 塚本俊輔、森谷弘之介、富岡寛之、山口智弘、塩見明生、絹笠祐介. 病理学的隣接臓器浸潤直腸癌の検討.口演. 第20回

骨盤外科機能温存研究会  東京  2010年6月26日
28.	 石黒めぐみ、加藤俊介、清水紀香、小林宏寿、石川敏昭、飯田聡、植竹宏之、樋口哲郎、榎本雅之、杉原健一. 下部

直腸癌術後のQOLに関する検討－郵送式アンケートによる前向き縦断研究－. 口演. 第20回骨盤外科機能温存研究会  
東京  2010年6月26日

29.	 絹笠祐介. 大腸外科医からみた骨盤内筋膜解剖と機能温存のための剥離層. ランチョンセミナー.第20回骨盤外科機能温
存研究会  東京  2010年6月27日

30.	 石丸神矢、三森功士、田中文明、柴田浩平、主藤朝也、横堀武彦、西田尚弘、古後龍之介、岩谷岳、杉原健一、森正
樹. 大腸癌ゲノムにおけるmicroRNA領域の変異とその臨床病理学的意義. 口演. 第73回大腸癌研究会  奄美大島  2010
年7月2日

31.	 小林宏寿、榎本雅之、樋口哲郎、植竹宏之、飯田聡、石川敏昭、石黒めぐみ、加藤俊介、小野宏晃、菊池章史、山内
慎一、杉原健一. 分子標的薬を用いた多剤併用化学療法施行後の大腸癌肝転移切除例の検討. 口演. 第73回大腸癌研究会  
奄美大島  2010年7月2日

32.	 絹笠祐介. 膜解剖に則った腹腔鏡下直腸癌手術. 口演. 第13回静岡内視鏡外科研究会 浜松  2010年7月10日
33.	 小田剛史、佐藤隆宣、中川剛士、桑山隆志、河内洋、富田誠、杉原健一. 正常乳腺および乳癌組織におけるDecorin発

現の検討. 示説. 第11回乳癌最新情報カンファレンス  沖縄   2010年7月10日
34.	 石場俊之、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、小田剛史、久保田一徳、河内洋、杉原健一、長内孝之. FDG-PETを用いた 

乳癌術前化学療法効果判定の有用性. 示説. 第11回乳癌最新情報カンファレンス  沖縄   2010年7月10日
35.	 川邊貴史、青柳治彦、田中玲子、兼子順、佐口盛人、高畑太郎、染野泰典、勝田絵里子、吉田剛、長谷川久美、磯貝純、

浜田節夫、前島静顕. 診断に難渋した膵・脾腫瘍の一例. 口演. 第13回外科臨床問題検討会（埼玉県外科医会）さいた
ま市  2010年7月31日

36.	 川邊貴史、兼子順、佐口盛人、高畑太郎、青柳治彦、染野泰典、勝田絵里子、吉田剛、長谷川久美、磯貝純、浜田節雄、
前島静顕. 4年の経過観察を経て手術に至った特発性静脈硬化性腸炎の一例. 口演.第14回御茶の水消化器セミナー  東
京  2010年8月28日

消化代謝病学講座
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37.	 小野宏晃.発現アレイを用いた大腸癌におけるEMT関連遺伝子の探索.口演. 平成22年度文科省がん若手ワークショップ  
蓼科  2010年9月2日

38.	 奥田将史、石場俊之、円城寺恩、井ノ口幹人、小嶋一幸、河野辰幸、杉原健一. 若年者に発症したG-CSF　産生胃癌の
1例. 口演. 第818回外科集談会   東京医科歯科大学   2010年9月18日

39.	 小田剛史、山田博之、小嶋一幸、井ノ口幹人、杉原健一. 毛髪胃石の一成人例. 口演. 第818回外科集談会   東京医科歯
科大学   2010年9月18日

40.	 細矢徳子、榎本直記、上田吉宏、大槻将、本山一夫、加藤俊介、円城寺恩、大野玲. 下腹部腫瘤を伴った急性腹症の
１例. 口演. 第818回外科集談会   東京医科歯科大学   2010年9月18日

41.	 長谷川久美、佐口盛人、山田小百合、出来尚文、兼子順、前島静顕. 当院における禁煙外来の現状. 口演. 第30回お茶
の水セミナー  東京  2010年10月23日

42.	 齋藤賢将、佐藤拓、青柳治彦、設楽兼司、林哲二、福成博幸. マイクロカテーテル・マイクロコイル留置により術中
病変部位を同定しえた小腸動静脈奇形の一例. 口演. 第47回日本消化器病学会甲信越支部  甲府  2010年10月23日

43.	 佐々木亨、兼子順、勝田絵里子、磯貝純、岩田乃理子、吉田剛、長谷川久美、高畑太郎、濱田節夫、前島静顕. 術前
MDCTにて診断しえたMeckel憩室による腸閉塞の1手術例. 口演. 第28回埼玉県外科集談会（日本臨床外科学会埼玉県
支部）  さいたま市  2010年11月27日

44.	 桐原正人、長島道夫、田嶋政之、篠塚規、中田晃孝. 胆嚢出血に対して腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した1例. 口演. 第28
回埼玉県外科集談会（日本臨床外科学会埼玉県支部）  さいたま市  2010年11月27日

45.	 原昭広、井出明毅、宮田大士、吉永圭吾. 穿刺腹腔ドレナージで救命後、手術で治癒し得た胆嚢穿孔の1例. 口演. 第28
回埼玉県外科集談会（日本臨床外科学会埼玉県支部）  さいたま市  2010年11月27日

46.	 川邊貴史、長谷川久美、佐口盛人、山田小百合、出来尚史、兼子順、前島静顕. 当院における禁煙外来の現状につい
て. 口演. 第49回南埼玉郡市医師会医学集談会 　埼玉　　2010年12月11日

47.	 佐々木亨、兼子順、勝田絵里子、磯貝純、岩田乃理子、吉田剛、高畑太郎、長谷川久美、濱田節夫、前島静顕. 術前
MDCTにて診断しえたMeckel憩室の1手術例. 口演. 第49回南埼玉郡市医師会医学集談会 　埼玉　2010年12月11日

[講演]
  1.	 Uetake H, Ishikawa T, Mitsunori Y, Arii S, Sugihara K. Effectiveness of contrast-enhanced ultrasonography using 

perflubutane (SONAZOID) for liver resection after bevacizumab plus FOLFOX therapy. 2nd annual meeting of 
International Congress of Antibody Beijing Mar. 26, 2010

  2.	 Higuchi T. Surgical outcomes after curative resection for CRC: A multicenter study in Japan. 11th Update on CRC 
surgery  Tokyo  Apr. 2, 2010

  3.	 Yasuno M. Which is optimal,TME+radiotherapy or Pelvic side wall dissection for the lower rectal cancer? Joint 
Meeting of the Israel Society of Colon and Rectal Surgery,International Colorectal Cancer Club  Ramat Gan, Israel   
Sep. 21, 2010

  4.	 植竹宏之. 大腸癌診療の実際. 国保連合会　2010年1月18日
  5.	 杉原健一. 大腸癌の最新の治療戦略. Chugai Colorectal Cancer Symposium in Kobe  神戸市  2010年1月22日
  6.	 杉原健一. 大腸癌の最新の治療戦略. 消化器内科　癌治療セミナー  横浜市  2010年1月28日
  7.	 小嶋一幸. 腹腔鏡下胃切除の現況と展望. 第4回みちのくウィンターセミナー  岩手　盛岡グランドホテル  2010年1月30

日
  8.	 杉原健一. 大腸癌の補助化学療法：日本と欧米の違い. 消化器癌学術講演会  名古屋市  2010年1月30日
  9.	 小嶋一幸. 腹腔鏡下胃切除手術手技　実技指導. 第15回関東腹腔鏡下胃切除研究会実技講習会　東京  癌研有明病院   

消化器センター　2010年2月20日
10.	 植竹宏之.　大腸癌化学療法、最近の話題　第120回消化器癌治療研究会　東京　2010年2月24日
11.	 植竹宏之．大腸癌化学療法の現状と今後の展望　第4回多摩エルプラットシンポジウム　立川、東京　2010年2月26日
12.	 植竹宏之．大腸癌化学療法の現状と今後の展望　臨床薬学研究会　東京　2010年3月3日
13.	 杉原健一．大腸癌治療ガイドライン2009の解説. 第3回大腸癌術後化学療法研究会  大阪市  2010年3月10日
14.	 植竹宏之．XELOX + AVASTIN療法―エビデンスと臨床―　Chugai Colorectal Cancer Symposium in Kyushu　博

多　2010年3月13日
15.	 小嶋一幸. ビデオクリニック　ブース２　胃　上級編. Winteｒ　Seminar　2010　in　Kiroro～内視鏡外科20年の節目

～第12回学ぶ会  北海道　ホテルピアノ  2010年3月20日
16.	 植竹宏之．大腸癌化学療法の現況　第2回消化器癌プロジェクト　東京2010年3月20日
17.	 小嶋一幸. 【胃　郭清と再建のコツ】一般術者が陥りやすいピットフォールとその回避方法. Winter Seminar 2010 in 

Kiroro～内視鏡外科20年の節目～第12回学ぶ会  北海道　ホテルピアノ  2010年3月20日
18.	 杉原健一. 大腸癌治療ガイドラインと化学療法  　岐阜市  　2010年3月26日

消化代謝病学講座
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19.	 小嶋一幸. Lap-GastrectomyⅡ. Professional Education Seminar  郡山　ホテルハマツ  2010年3月27日
20.	 植竹宏之．切除不能大腸癌に対する最新の治療　Oncology Network Forum in Shimane　出雲　2010年4月2日
21.	 大腸癌化学療法の現状と今後の展望　第一三共製薬講演会　東京　2010年4月14日
22.	 絹笠祐介. 腹腔鏡下手術に有用な骨盤内解剖知識. 山陰内視鏡外科研究会  米子市  2010年5月8日
23.	 植竹宏之．抗EGFR抗体によるcureを目指した治療戦略　北九州がんセミナー　小倉　2010年5月14日
24.	 杉原健一. 大腸癌治療における最新の化学療法. 1st Sakurayama DSC  名古屋市　2010年5月21日
25.	 石黒めぐみ. 大腸がんの予防から、検診・診断・手術まで. キャンサーネットジャパンセミナー「もっと知ってほしい

大腸がんのこと」  東京   2010年5月22日
26.	 植竹宏之．大腸癌化学療法2010　東京都区西部地区大腸カンファ　東京　2010年5月27日
27.	 杉原健一. 大腸癌治療におけるバイオマーカーの現状と展望. 大腸癌個化医療フォーラム　横浜　 横浜市　2010年5月

28日
28.	 植竹宏之.  抗EGFR抗体によるCureを目指した治療戦略　佐世保大腸がん化学療法セミナー　佐世保　2010年5月28日
29.	 植竹宏之．切除不能大腸癌に対する化学療法　第8回南大阪外科診療up to date　堺、大阪　2010年6月4日
30.	 絹笠祐介. 直腸癌手術のための外科解剖. 第14回兵庫大腸癌治療研究会   神戸市  2010年6月11日
31.	 杉原健一. 大腸癌肝転移に対する新しい治療戦略. 第32回日本癌局所療法研究会　 奈良市   2010年6月11日
32.	 杉原健一. 大腸癌治療におけるバイオマーカーの現状と展望. 大腸癌個化医療フォーラム　横浜　  横浜市  2010年6月

12日
33.	 杉原健一. 日本の大腸癌治療. 第2回Takeda Medical Treatment Seminar  東京  2010年6月14日
34.	 植竹宏之.　大腸癌の最新化学療法　第59回釧路外科集談会　釧路　2010年7月9日
35.	 杉原健一. 大腸癌治療におけるバイオマーカーの現状と展望. 大腸癌個化医療フォーラム　名古屋　 名古屋市　2010年

7月9日
36.	 小嶋一幸. 腹腔鏡下胃切除術手術　実技指導. 第23回腹腔鏡下胃切除講習会. 静岡　富士宮　コヴィディエン　ジャパ

ン㈱   2010年7月17日
37.	 杉原健一. 大腸がん. 第11回臨床腫瘍夏季セミナー  東京　2010年7月22日
38.	 絹笠祐介. 腹腔鏡下大腸切術の郭清と再建について－直腸－. Professional education seminar Lap-Colon III  福島   

2010年7月23日
39.	 杉原健一. 大腸癌の化学療法：大腸がん診療における日本と欧米の違いを理解した上での治療選択. 第4回広島大腸癌

フォーラム　　広島市   2010年7月29日
40.	 杉原健一. 大腸癌治療におけるバイオマーカーの現状と展望. 大腸癌個化医療フォーラム　札幌　 札幌市　2010年7月

31日
41.	 植竹宏之.　大腸癌化学療法2010　足立区医師会病院部学術集会　足立　2010年9月3日
42.	 絹笠祐介. 骨盤内筋膜解剖を重視した自律神経温存腹腔鏡下直腸癌手術. 第85回中国四国外科学会総会　第15回中国四

国内視鏡外科研究会  高松  2010年9月4日
43.	 杉原健一. 大腸癌治療ガイドライン2010年版における化学療法. 第3回富山県消化器癌化学療法研究会 富山市 2010年9

月4日
44.	 植竹宏之.　大腸癌化学療法2010　Wakayama GI Cancer Symposium　和歌山　2010年9月10日
45.	 石川敏昭. 進行再発大腸癌化学療法の現状. 東京大腸手術手技研究会 第24回学術集会   東京   2010年9月10日
46.	 植竹宏之.　抗EGFR抗体によるCureを目指した治療戦略　富山県大腸がん化学療法セミナー　富山　2010年9月11日
47.	 絹笠祐介. 膜解剖に則った腹腔鏡下直腸癌手術. 第11回南大阪で内視鏡手術を極める会  大阪　　2010年9月17日
48.	 杉原健一. 大腸がん診療における日本と欧米の違いを理解した上での治療法の選択. Colorectal Cancer Expert 

Meeting   米子市   2010年9月24日
49.	 植竹宏之.　がんに対する分子標的治療（抗体療法）第69回日本癌学会学術総会教育講演「がん研究入門コース5」大

阪　2010年9月22日
50.	 高野信夫. （超）医学から見た釈迦・仏陀. 科学と仏教思想研究会　　埼玉県深谷、埼玉工業大学  　2010年9月24日
51.	 小嶋一幸. 腹腔鏡下胃切除術の導入と実際について  実習講師. 第16回　関東腹腔鏡下胃切除研究会　講習会  福島  

MIT研究センター  2010年9月25日
52.	 杉原健一. 日本の外科治療に対応した大腸癌術後補助化学療法の確立を目指して. SACURA trial 全体会議  東京  2010

年9月25日
53.	 杉原健一. 消化器がん治療：質の向上を目指して. 藤田保健衛生大学　腫瘍学基盤センターセミナー  名古屋市  2010年

9月30日
54.	 杉原健一. 大腸癌治療ガイドラインと化学療法. 大腸癌フォーラムin Tokyo　 東京  2010年10月2日
55.	 植竹宏之.　大腸癌化学療法における抗体医薬品の位置づけ　JDDW 2010サテライトシンポジウム　横浜　2010年10

月15日
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56.	 小嶋一幸. 進行癌に対する腹腔鏡下胃切除術. 第11回腹腔鏡下胃切除術研究会  横浜　パシフィコ横浜  2010年10月17日
57.	 小嶋一幸. 胃癌、大腸がん手術について. 第4回全国労災病院内視鏡外科セミナー  郡山　ビューホテルアネックス  

MIT研究センター  2010年10月22日
58.	 植竹宏之. Chugai Anti-Angiogenesis Forum. 抗VEGF療法の臨床データと臨床試験.東京　2010年10月23日
59.	 小嶋一幸. 新ガイドラインに沿った腹腔鏡下胃切除術. Techniques in General Gastric Surgery Vol.10  東京（MIT東京）  

大阪（O-DEC)  2010年11月5日
60.	 小嶋一幸. 胃癌のからだにやさしい腹腔鏡下手術. 第24回　東京医科歯科大学医師会　講演会  東京  癌研有明病院   消

化器センター医科歯科大学付属病院　B棟5階　症例検討室   2010年11月6日
61.	 植竹宏之.　外来化学療法　がんに厳しく体にやさしい抗がん剤治療　東京医科歯科大学医師会講演会　東京　2010年

11月6日
62.	 植竹宏之.　FOLFOX +分子標的薬と肝切除　ファイザー製薬講演会　東京　2010年11月8日
63.	 植竹宏之.　下部消化管癌治療における分子標的治療薬剤―現状と今後―　東京　2010年11月17日
64.	 杉原健一. 大腸がん診療における日本と欧米の違いを理解した上での治療法の選択. 東京外科系臨床研究会  東京 2010

年12月4日
65.	 杉原健一. 大腸がん診療における日本と欧米の違いを理解した上での治療法の選択. 東北がん学術講演会  仙台市  2010

年12月11日

[座長]
  1.	 杉原健一. Colorectal Cancer Symposium in Tokyo. Treatment strategy for liver metastasis of colorectal cancer 

Rene Adam Hospital Paul Brousse, France.東京 2010年2月6日
  2.	 杉原健一. Colorectal Cancer Symposium in Tokyo. パネルディスカッション.東京 2010年2月6日
  3.	 前島静顕. 埼玉県大腸がん検診県民フォーラム.さいたま市　2010年2月6日
  4.	 杉原健一. Chugai Colorectal Cancer Expert Forum. Opening Remarks, Closing Remarks.東京 2010年2月20日
  5.	 小嶋一幸. 第82回日本胃癌学会総会. 腹腔鏡手術.一般口演.新潟  2010年3月3日
  6.	 小嶋一幸. 第82回日本胃癌学会総会. 鏡視下手術の適応拡大.シンポジウム.新潟  2010年3月3日
  7.	 杉原健一. 第8回日本臨床腫瘍学会. 大腸癌化学療法の現状と展望.東京　2010年3月18日
  8.	 Kenichi Sugihara, Michael J Solomon. 11th Update Colorectal Cancer surgery. Pelvic exenteration for recurrent 

rectal cancer: results, quality of life and radical techniques.東京   2010年4月2日
  9.	 杉原健一. 第110回日本外科学会. 「わが国における消化器癌補助療法に関する臨床試験によるエビデンス」．シンポジ

ウム.名古屋   2010年4月8日
10.	 杉原健一. 第110回日本外科学会. 進行再発大腸癌に対する化学療法.ランチョンセミナー.名古屋   2010年4月9日
11.	 杉原健一、兵頭一之介. 大腸癌DIF Meeting 2010. Perspective.東京  2010年4月17日
12.	 杉原健一、島田安博. 第96回日本消化器病学会総会. 大腸癌に対する化学療法と医療経済. パネルディスカッション. 新

潟   2010年4月23日
13.	 杉原健一. 第96回日本消化器病学会総会. Local Treatment of Rectal Cancer in 2010招待講演.新潟  2010年4月23日
14.	 杉原健一. 第96回日本消化器病学会総会. Colitic cancer surveillance : Random or target?  Moderators.新潟  2010年4月

23日
15.	 杉原健一、大津敦. 大腸癌最新の治療. 大腸癌治療を適正に実施するために.東京　　2010年5月22日
16.	 Kenichi Sugihara, Yuh Sakata. Investigator’ s meeting on colorectal cancer in Chicago. The importance of FOLFOX 

regimen as adjuvant chemotherapy for colon cancer .Chicago  2010年6月5日
17.	 Kenichi Sugihara. 2010 Japan Colorectal Cancer Workshop. The latest topics of cetuximab, conversion therapy and 

beyond　USC/Norris Comprehensive Cancer Center.Chicago  2010年6月5日
18.	 福成博幸. 第44回日本消化器病学会甲信越支部. 食道（II）その他、胃（I）. 口演. 松本市、長野  2010年6月13日
19.	 小嶋一幸. 第35回日本外科系連合学会学術集会. 安全な鏡視下手術を行うための我々の工夫：鏡視下胃手術における吻

合と再建. ビデオシンポジウム.浦安  2010年6月17日
20.	 杉原健一. 大腸癌学術講演会. 大腸癌における抗体医薬の位置づけ.東京   2010年6月24日
21.	 杉原健一. 第73回大腸癌研究会. 消化器癌幹細胞. 教育講演.奄美大島   2010年7月2日
22.	 杉原健一. アービタックス学術講演会. Dynamic onco-surgical approach for mCRC. 東京  2010年7月10日
23.	 小嶋一幸. 第65回日本消化器外科学会総会. 胃　クリニカルパス. ポスター.下関  2010年7月14日
24.	 杉原健一. 第65回日本消化器外科学会. 日本消化器外科学会の展望. 理事長講演.下関   2010年7月14日
25.	 杉原健一. 第65回日本消化器外科学会. 日本に求められる大腸がんのConversion therapy ～EvidenceとClinical 

practiceの接点～. ランチョンセミナー.下関   2010年7月14日
26.	 杉原健一. 第65回日本消化器外科学会. 大腸癌化学療法、日本での今後の展開. ランチョンセミナー.下関   2010年7月16
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日
27.	 前島静顕. 第13回埼玉県外科医会外科臨床問題検討会. さいたま市  2010年7月31日
28.	 杉原健一、北野正剛. 第17回外科フォーラム. 内視鏡下手術のup-to-date. シンポジウム.東京　2010年8月21日
29.	 Kenichi Sugihara. 9th International Conference of the Asian Clinical Oncology Society. Recent advancement of 

adjuvant chemotherapy for colorectal cancer Hopital Saint-Antoine  Aimery de Dramont. Key Note Lecture. 岐阜 
2010年8月25日

30.	 福成博幸. お茶の水消化器セミナー. 肝胆膵. 口演.東京　2010年8月29日
31.	 杉原健一. JDDW2010.大腸癌肝転移（CLM)の治療アルゴリズムを考える　第2段！ラジオ波治療の位置づけ. サテライ

トシンポジウム.横浜  2010年10月13日
32.	 榎本雅之. JDDW2010. 大腸癌-症例2.ポスターセッション（消化器病学会）．横浜  2010年10月13日
33.	 杉原健一. JDDW2010. 消化器癌における研究の進歩：癌幹細胞とiPS. 特別講演（消化器外科学会）．横浜  2010年10月

16日
34.	 杉原健一. JDDW2010. JDDW参加への期待と展望. 理事長講演（消化器外科学会）．横浜  2010年10月16日
35.	 小林宏寿. JDDW2010. 大腸-EMR/ESD5. ポスターセッション（消化器内視鏡学会）．横浜  2010年10月16日
36.	 小嶋一幸. 第23回日本内視鏡外科学会. デバイスの選択と工夫③　胃・十二指腸悪性. 要望演題.横浜  2010年10月19日
37.	 絹笠祐介. 第23回日本内視鏡外科学会. 一般演題.大腸・肛門悪性　その他⑤. 口演. 横浜  2010年10月20日   
38.	 杉原健一. 第23回日本内視鏡外科学会. StageⅣ大腸癌に対する腹腔鏡下大腸切除術の意義について. パネルディスカッ

ション.横浜  2010年10月20日
39.	 榎本雅之. 第23回日本内視鏡外科学会.23回日本内視鏡外科学会. 小腸良性④. 一般演題.横浜  2010年10月20日
40.	 円城寺恩. 第23回日本内視鏡外科学会. 一般演題　小腸良性④. 口演.横浜  2010年10月20日
41.	 杉原健一. Chugai Anti-Angiogenesis Forum. がんと血管新生阻害の研究の歴史と抗VEGF療法　Genentech   

Napoleone Ferrara　上武大学　澁谷正史. 東京　2010年10月23日
42. 	杉原健一、國土典弘. 第48回日本癌治療学会. 大腸がん肝転移の治療戦略.京都　2010年10月28日
43.	 杉原健一. 第48回日本癌治療学会. 大腸がん肝転移の治療戦略～Cureを目指したパラダイムシフト～. シンポジウム.京

都　2010年10月28日
44. 	植竹宏之. 第48回日本癌治療学会. 1次～3次療法までのレジメン選択の考え方-生存期間最大化のために-. Session2:Case 

Study&パネルディスカッション（討論者）．京都　　2010年10月28日
45. 	植竹宏之．第48回日本癌治療学会.　 5-Fluorouracil (5-FU) Pharmacokinetic (PK) Dose Management.　Gregory C. 

Critchfield, M.D., M.S.　 京都　　2010年10月28日
45. 	絹笠祐介. 静岡県外科医会第217回集団会. A-VII.口演.浜松　2010年11月6日
46. 	小嶋一幸. 第72回日本臨床外科学会. 胃癌の内視鏡下手術（ヒヤリハット集）ビデオシンポジウム.横浜　2010年11月21

日
47. 	杉原健一. 第72回日本臨床外科学会. 急性期病院における包括的がん医療の実践～がん治療と並行した症状・緩和～. 

ランチョンセミナー. 横浜　2010年11月21日
48. 	杉原健一. 第72回日本臨床外科学会. 大腸癌に対する標準手術. シンピジウム. 横浜　2010年11月23日
49. 	杉原健一. 第65回日本大腸肛門病学会. Modern Pathology Management of Colorectal Cancer:Suggestion from a UK 

Pathologist. 招請講演.浜松　2010年11月26日
50. 	杉原健一. 第65回日本大腸肛門病学会. 大腸癌の最新化学療法. ランチョンセミナー.浜松　2010年11月26日
51. 	植竹宏之. 第65回日本大腸肛門病学会. 化学療法. 浜松　2010年11月26日
52. 	榎本雅之. 第65回日本大腸肛門病学会.鏡視下手術. 浜松　2010年11月26日
53. 	絹笠祐介. 第65回日本大腸肛門病学会. 鏡視下手術10. 口演. 浜松　2010年11月27日
54. 	安野正道. 第65回日本大腸肛門病学会. イブニングセミナー. 口演. 浜松　2010年11月27日
55. 	安野正道. 第65回日本大腸肛門病学会. 大腸癌術後管理2. 口演. 浜松　2010年11月27日
56. 	杉原健一. 第65回日本大腸肛門病学会. 大腸癌化学療法の現状-分子標的薬をどう使い分けるか⁉-モーニングセミナー2. 

浜松　2010年11月27日
57. 	杉原健一. 第5回医療の質・安全学会. 外科手術の安全と医療の質向上へ：最近の取り組み. シンポジウム. 幕張  2010年

11月27日

[研究費]
  1.	 厚生労働省　がん臨床研究事業.「胃がんに対するリンパ節郭清を伴う腹腔鏡下手術との比較に関する多施設共同ラン

ダム化比較試験」研究代表者　片井均. 研究分担者　杉原　健一.   　　　
  2.	 厚生労働省　がん臨床研究事業.「国内外科手術成績を基礎とした経口がん剤による治癒切除術大腸癌術後補助療法の

確立」研究代表者　森谷冝皓.　研究分担者　杉原健一.
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  3.	 厚生労働省　がん臨床研究事業.「臨床病期Ⅱ・Ⅲの下部直腸がんに対する速報リンパ節郭清術の意義に関するランダ
ム化比較試験」　研究代表者　藤田伸.　研究分担者　杉原　健一.

  4.	 厚生労働省　がん臨床研究事業.「進行性大腸がんに対する低侵襲治療法の標準的治療法の確立に関する研究」研究代
表者　北野正剛.　研究分担者　杉原健一.

  5. 	厚生労働省　がん臨床研究事業.「医療機関におけるがん診療の質を評価する指標の開発とその計測システムの確立に
対する研究」　研究代表者　祖父江友孝.　研究分担者　杉原健一.

  6. 	厚生労働省　がん臨床研究事業.「消化器癌外科診療の質を評価する指標の開発とがん医療均てん化の推進」研究代表
者　後藤満一.　研究分担者　杉原健一.

  7. 	難治性疾患克服研究事業.「慢性突発性偽甡腸閉塞症（CIIP)のわが国における疫学・診断・治療の実態調査」研究代
表者　中島淳.　研究分担者　杉原健一.

  8. 	放射線医学研究所. 重粒子線研究班.

[学会（研究会）主催]
  1.	 第20回骨盤外科機能温存研究会. 杉原健一. 2010年6月26日
  2.	 第818回外科集談会. 杉原健一. 2010年9月18日
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呼吸循環病学講座

細 胞 生 理 学 分 野
Physiology and Cell Biology

教　　授　水島　昇
講　　師　石原直忠(～3月)
助　　教　久万亜紀子，西村多喜(4月～)
特任助教　佐々木孝寛(～6月)，岸千絵子(4月～)
学振特別研究員(PD) 板倉英祐，本田郁子(4月～)
大学院生　細川奈生(～3月)，
　　　　　VELIKKAKATH, Anoop Kumar Gopi，
　　　　　SAHANI, Mayurbhai Himatbhai，森下英晃，
　　　　　PHAM NGUYEN, Quy，内藤貴子，貝塚剛志，　
　　　　　松永　結

（１） 教育
　学部教育：MIC「細胞の構造Ｉ（細胞生物学Ｉ）」、生理学、生理学実習、および系別統合講義の一部（血液学、消化器ブ
ロック）を担当している。狭義の生理学を教育するとともに、生体全体を視野に入れた基礎医学体系を構築することを目標
としている。
　大学院教育：個々の細胞機能に基づいた生体の理解を目標とする。実際には細胞生理学、タンパク質代謝生理学、オルガ
ネラバイオロジーなどを対象とした研究に参加し、将来自立した研究者として活動できる能力を養う。

（２） 研究
１．オートファジーの分子メカニズムの研究
　細胞内の大規模分解系であるオートファジーについて、細胞内外のオートファジー制御因子、オートファゴソーム形成を
規定する因子などについて、分子細胞生物学的解析を行っている。
２．オートファジーのタンパク質代謝における役割
　オートファジーの生物学的役割についてマウス遺伝学を用いて明らかにする。特に栄養飢餓適応、細胞内品質管理、胚発
生などについて分野横断型の研究を進めている。
３．オートファジーの検出および阻害方法の開発
　オートファジー研究の進展に必要な技術開発を行っており、特にオートファジーモニター方法の確立に力を入れている。
４．ミトコンドリアの融合と分裂に関する研究
　ミトコンドリアの融合と分裂の分子メカニズムとその生理機能について、細胞及び個体レベルでの研究を行っている。

（３） 研究業績
[原著論文]

  1.	 Riley, B.E., Kaiser, S.E., Shaler, T.A., Ng, A.C., Hara, T., Hipp, M.S., Lage, K., Xavier, R.J., Ryu, K.Y., Taguchi, K., 
Yamamoto, M., Tanaka, K., Mizushima, N., Komatsu, M., Kopito, R.R. Ubiquitin accumulation in autophagy-deficient 
mice is dependent on the Nrf2-mediated stress response pathway: a potential role for protein aggregation in 
autophagic substrate selection. J. Cell Biol. 191: 537-552 (2010)

  2.	 Itakura, E., Mizushima, N. Characterization of autophagosome formation site by a hierarchical analysis of 
mammalian Atg proteins. Autophagy 6: 764-76 (2010)

  3.	 Taneike, M., Yamaguchi, O., Nakai, A., Hikoso, S., Takeda, T., Mizote, I., Oka, T., Tamai, T., Oyabu, J., Murakawa, T., 
Nishida, K., Shimizu, T., Hori, M., Komuro, I., Shirasawa, T., Mizushima, N., Otsu, K. Inhibition of autophagy in the 
heart induces age-related cardiomyopathy. Autophagy 6: 600-606 (2010)

  4.	 Kaizuka, T., Hara, T., Oshiro, N., Kikkawa, U., Yonezawa, K., Takehana, K., Iemura, S., Natsume, T., Mizushima, N. 
Tti1 and Tel2 are critical factors in mammalian target of rapamycin complex assembly. J. Biol. Chem. 285: 
20109-20116 (2010)

  5.	 Hartleben, B., Gödel, M., Meyer-Schwesinger, C., Liu, S., Ulrich, T., Köbler, S., Wiech, T., Grahammer, F., Arnold, S.J., 
Lindenmeyer, M.T., Cohen, C.D., Pavenstädt, H., Kerjaschki, D., Mizushima, N., Shaw, A.S., Walz, G., Huber, T.B.  
Autophagy controls glomerular disease susceptibility, and maintains podocyte homeostasis in aging mice. J. Clin. 

Invest. 120: 1084-1096 (2010)
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[総説]
  1.	 Mizushima, N. Noboru Mizushima: All about autophagy. Interview by Caitlin Sedwick. J. Cell Biol. 190: 946-947 

(2010).
  2.	 Mizushima, N., Levine, B. Autophagy in mammalian development and differentiation. Nat. Cell Biol. 12: 823-830 

(2010)
  3.	 Mizushima, N., Yoshimori, T. and Levine, B. Methods in mammalian autophagy research. Cell 140: 313-326 (2010)
  4.	 Mizushima, N. The role of the Atg1/ULK1 complex in autophagy regulation. Curr Opin Cell Biol. 22: 132–139 

(2010)
  5.	 Klionsky, D.J., Codogno, P., Cuervo, A.M., Deretic, V., Elazar, Z., Fueyo-Margareto, J., Gewirtz, D.A., Kroemer, G., 

Levine, B., Mizushima, N., Rubinsztein, D.C., Thumm, M., Tooze, S.A. A comprehensive glossary of autophagy-
related molecules and processes. Autophagy. 2010 May 6;6(4). [Epub ahead of print]

  6.	 Kuma, A., Mizushima, N. Physiological role of autophagy as an intracellular recycling system: With an emphasis on 
nutrient metabolism. Semin. Cell Dev. Biol. 21: 683-90, (2010)

  7.	 Mizushima, N. Autophagy. FEBS Lett. 584: 1279 (2010)
  8.	 塚本智史、岸千絵子、水島昇　初期胚発生におけるオートファジーの新しい役割　顕微鏡　45,　91-93 (2010)
  9.	 板倉英祐、水島昇　オートファゴソーム形成に関わるリン脂質　実験医学　28, 3279-3284 (2010)
10.	 渡邉（浅野）貴子、久万亜紀子、水島昇　オートファジーの制御機構と代謝生理学的役割　日本臨床　69, 775-781 

(2010)
11.	 水島昇　オートファジーの生理的役割　Medical Science Digest 36, 788-789 (2010)
12.	 高村聡人、水島昇　がんとオートファジー　BIO Clinica 25, 227-232 (2010)
13.	 渡邉（浅野）貴子、水島昇　Autophagyの分子機構とその生物学的意義　Diabetes Frontier　21, 36-40 (2010)
14.	 渡邉（浅野）貴子、水島昇　オートファジー　日本臨床　68, 211-215 (2010)

[学会]
招待講演、シンポジウム等

  1.	 水島昇．オートファジーによる細胞内分解の役割と制御機構．第32回免疫・感染・炎症研究会．松山．2010.1.15
  2.	 Noboru Mizushima．Lessons from Autophagy Deficient Mouse Models．Keystone symposium “Cell Death 

Pathways/Metabolism and Cancer Progression”．Vancouver, Canada．2010.3.12-17
  3.	 Noboru Mizushima. オートファジーによる細胞内分解の役割と制御機構. Brainstorming Medical Conference. 東京.  

2010.4.17
  4.	 Eisuke Itakura．Autophagosome formation and early Atg proteins．Gordon Research Conference “Autophagy in 

stress, development and disease”．Barga, Italy．2010.4.25-30
  5.	 Noboru Mizushima．Physiological roles of autophagy in mammals．EMBO Worshop Proteolysis and 

Neurodegeneration / 5th INPROTEOLYS meeting．Madrid．2010.5.4-7
  6.	 Noboru Mizushima．Autophagy．The 8th Internal Conference on Hyaluronan．Kyoto．2010.6.11
  7.	 水島昇．オートファジーによる細胞内分解の役割と制御機構．第11回京都糖尿病・動脈硬化研究会．京都．2010.6.12
  8.	 Satoshi Tsukamto, Noboru Mizushima．The Role of autophagy during embryogenesis and spermatogenesis in mice．

43rd Annual Meeting for the Japanese Society of Developmental Biologists．Kyoto．2010.6.20-23
  9.	 水島昇．オートファジーによる細胞内分解の生理的役割．第14回日本適応医学会学術集会．東京．2010.7.2
10.	 Noboru Mizushima. Physiological role of autophagy and its regulation mechanism. New Horizons for Modern 

Science: Biology and Medicine at the Crossroads. Fukuoka. 2010.8.19-20
11.	 Noboru Mizushima. Physiological roles of autophagy in mammals. 14th International Congress of Immunology. 

Kyoto. 2010.8.22-27
12.	 水島昇、塚本智史. マウス初期胚発生および精子形成におけるオートファジーの役割. 第51回日本組織細胞化学会総会. 

東京. 2010.9.5
13.	 Noboru Mizushima. Physiological role of autophagy and its regulation mechanism. OzBio2010/12th IUBMB2010. 

Melbourne, Australia. 2010.9.26-10.1
14.	 Noboru Mizushima. Role of autophagy in tumorigenesis. 1st Sino-Japan Autophagy Symposium. Xi'an, China.  

2010.10.14-17.
15.	 水島昇. オートファジーによる細胞内リサイクル. 第11回抗加齢歯科医学研究会主催講習会. 東京.  2010.10.24.
16.	 水島昇. オートファジー研究の最前線：胚発生、神経変性、がんとの関連. 第4回清水医師会学術講演会. 清水.  

2010.11.4
17.	 水島昇．オートファジー：細胞内リサイクルの生物学．哺乳類オートファジーの生理的意義と分子機構．名古屋．
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2010.11.5
18.	 Noboru Mizushima, Akito Takamura, Satoshi Tsukamoto, Akiko Kuma．Physiological role of autophagy: Lessons 

from autophagy deficient mouse models．BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大会合同大
会）．神戸．2010.12.7-10

19.	 水島昇. 哺乳類におけるオートファジーの制御機構と生理的意義の研究. BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第
83回日本生化学会大会合同大会）．神戸．2010.12.7-10

20.	 Noboru Mizushima. Physiological roles of autophagy: Lessons from autophagy deficient mouse models.　The 
American Society of Cell Biology 50th Annual Meeting．Philadelphia, USA. 2010.12.11-15

21.	 Noboru Mizushima. Physiological roles of autophagy: p62 recruitment to autophagosomes.　NCI Workshop on 
Autophagy in Cancer Initiation and Progression．Bethesda, USA. 2010.12.16-17

学会発表
  1.	 Hiroyuki Katayama, Takako Kogure, Tamotsu Yoshimori, Noboru Mizushima, Akitsugu Yamamoto, Atsushi 

Miyawaki. Keima, a lysosomal proteases-resistant and pH-sensitive GFP-like protein, enables the visualization of 
autophagy. 第62回日本細胞生物学会年会. Osaka. 2010.5.19-21

  2.	 Eisuke Itakura, Noboru Mizushima．Mammalian autophagosome formation sites and autophagy proteins．第10回日
本蛋白質科学会年会．大宮．2010.6.16-18

  3.	 貝塚剛志、原太一、大城紀子、吉川潮, 米澤一仁、竹鼻健司、家村俊一郎、夏目徹、水島昇. Tti1及びTel2はmTOR複
合体の形成に重要である. 第22回高遠・分子細胞生物学シンポジウム．伊那．2010.8.19-20

  4.	 Chieko Kishi, Saori Yoshii, Naotada Ishihara, Noboru Mizushima. Ultrastructural analysis of Parkin-dependent 
mitochondrial degradation. BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大会合同大会）．神戸．
2010.12.7-10

  5.	 塚本智史、久万亜紀子、岸千絵子、Quy Pham Nguyen, 岡崎絵里子、南直治郎、西川哲、水島昇. 精子完成過程にお
けるオートファジーの生理機能の解析. BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大会合同大会）．
神戸．2010.12.7-10

  6.	 Hideaki Morishita, Chieko Kishi, Noboru Mizushima. Involvement of lysosome in organelle degradation during lens 
differentiation. BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大会合同大会）．神戸．2010.12.7-10

  7.	 Anoopkumar Gopi Velikkakath, Naotada Ishihara, Chieko Kishi, Eiko Oita, Taki Nishimura, Noboru Mizushima. 
Mammalian Atg2s associate with autophagic isolation membrane and lipid droplet, and are essential for 
autophagosome formation．BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大会合同大会）．神戸．
2010.12.7-10

  8.	 Saori Yoshii, Chieko Kishi, Naotada Ishihara, Noboru Mizushima．Parkin-dependent degradation of depolarized 
mitochondria involves both autophagy and proteasome．BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化
学会大会合同大会）．神戸．2010.12.7-10

  9.	 Eisuke Itakura, Noboru Mizushima．Recruitment of p62 to the autophagosome formation site is dependent on self-
oligomerization but not on interaction with LC3．BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大
会合同大会）．神戸．2010.12.7-10

10.	 Akiko Kuma, Eisuke Itakura, Taichi Hara, Hiroshi Shitara, Yoshinobu Eishi, Noboru Mizushima. Analysis of Atg5-
deficient mice rescued with Atg5 Expression in the brain. BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生
化学会大会合同大会）．神戸．2010.12.7-10

11.	 Naotada Ishihara, Yui Matsunaga, Maki Maeda, Noboru Mizushima. Regulation and physiological roles of 
mitochondrial fission and fusion in mammal. BMB2010（第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大会合同
大会）．神戸．2010.12.7-10

[研究助成金]
  1.	 水島昇（代表）：文部科学省科学研究費補助金（特定領域研究：計画研究（総括班））「タンパク質分解による細胞・

個体機能の制御」
  2.	 水島昇（代表）：文部科学省科学研究費補助金（特定領域研究：計画研究）「オートファジーのダイナミクスと生理意

義の解析」
  3.	 水島昇（代表）：日本学術振興会科学研究費補助金（若手研究S）「哺乳類細胞を用いたオートファゴソーム形成機構

の解析」
  4.	 水島昇（代表）：日本抗加齢協会研究助成「マウスを用いたオートファジー長期不全による影響の評価」（4月～）
  5.	 水島昇（分担）：文部科学省科学研究費補助金（基盤研究S）「独自の培養技術を用いた大腸上皮細胞機能解析と臨床
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応用技術開発」
  6.	 石原直忠（代表）：文部科学省科学研究費補助金（若手研究B）「ミトコンドリア分裂に機能するＧＴＰａｓｅ、Ｄｒ

ｐ１の細胞と個体における生理機能」（～3月）
  7.	 石原直忠（代表）：文部科学省科学研究費補助金（特定領域研究）「融合と分裂によるミトコンドリアネットワーク制

御の分子機構の解析」（～3月）
  8.	 久万亜紀子（代表）：文部科学省科学研究費補助金（若手研究B）「オートファジーの栄養代謝学的意義の解析」
  9.	 板倉英祐（代表）：日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費）｢哺乳類オートファジーの研究、PI3K複合

体と下垂体オートファジーによる解析｣
10.	 細川奈生（代表）：日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費）｢新規哺乳類Atgホモログを用いたオート

ファジー制御機構の解析｣（～3月）
11.	 本田郁子（代表）：日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費）「GPIアンカー型受容体のシグナル変換機構：

高速１蛍光分子追跡による解明」
12.	 森下英晃（代表）：日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費）「蛍光イメージング法を用いた細胞内アミ

ノ酸レベルの解析」

[その他]
受賞

  1.	 水島昇：第5回日本生化学会柿内三郎記念賞受賞（平成22年10月）

学会オーガナイズ
  1.	 Gordon Research Conference “Autophagy in stress, development and disease” Barga, Italy  2010.4.25-30
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循 環 制 御 内 科 学 分 野
Cardiovascular Medicine

教　　授　磯部光章
准 教 授　平尾見三
講　　師　蜂谷　仁
助　　教　川端美穂子，稲垣　裕，原口　剛，木村茂樹，
　　　　　吉川俊治，樋口晃司
大学院生　石原　卓，小西正則，大東寛和，松原清二，
　　　　　田辺健吾，倉林　学，手塚大介，高橋良英，
　　　　　佐々木毅，大野正和，樋口晃司，上村宗弘，
　　　　　篠岡太郎，林　達哉，庄司正昭，前田真吾，
　　　　　大友　潔，上石哲生，瀬戸口雅彦，田尾　進，
　　　　　萬野智子，河田　宏，秦野　雄，植島大輔，
　　　　　杉山知代，井原健介，中村知史

（1）教　育
　循環器疾患のうち特に心血管病について扱う。心血管病は我が国の主要な死亡原因であり国民病である。虚血性心疾患、
心筋症、弁膜症、不整脈、感染症など多岐にわたる疾患やその終末像としての心不全があり、血管における病変も動脈硬化
性疾患を中心に多彩である。分子遺伝子学的な研究の進歩により、病態の理解が急速に深化している領域でもある。診断法
は画像診断や電気生理を中心に多様であり、治療法には従来の薬物治療、手術治療に加えて、カテーテルを用いた血管内治
療や不整脈に対するアブレーション、移植などが行われるようになっている。また遺伝子治療も始まっており、今後も大き
な進歩が期待される領域である。本講座ではその病態、治療法、予防法を中心に研究と技術の習得を行う。

（2）研　究
　心血管病の成因、病態の解明のため、細胞生物学、病理学、分子生物学、免疫学などの手法を用い、臨床例、モデル動物
での解析を行う。特に動脈硬化、心筋症、心筋炎、心拒絶反応、心不全で、分子病態の解明と遺伝子治療を含めた新しい治
療法、予防法の開発を行う。遺伝子変異と心血管病変の関係、また不整脈の発症機序解明と治療法の開発、電気生理学、心
筋細胞移植、心筋再生についても当講座の主要な研究テーマである。

冠動脈疾患に対する遺伝子治療の臨床研究 （磯部）
急性冠症候群の治療に関する臨床研究（磯部、稲垣、木村）
心筋虚血と虚血再灌流障害の分子機構と治療（磯部、原口）
冠動脈再狭窄と血管障害の分子機構と治療（磯部）
心筋炎と心慢性拒絶反応の遺伝子治療（磯部、鈴木）
心拒絶反応と免疫寛容（安全な免疫抑制療法の開発）（磯部、鈴木）
心筋の再生による心不全、心筋症の治療（磯部、鈴木）
転写因子制御を標的とした動脈硬化の制御機構に関する研究（磯部）
血管病変に対する遺伝子治療（磯部）
大型血管炎の画像診断（磯部）
大型血管炎の分子機構と治療（磯部）
大型血管炎、心不全、不整脈における血管内皮機能の評価に関する研究（磯部）
心不全、心筋症の遺伝子治療に関する基礎的研究と臨床応用（磯部）
心不全、心肥大、心臓リモデリングの分子機構に関する研究（磯部）
心不全に合併した睡眠時無呼吸症候群の治療に関する研究（磯部）
画像診断による冠動脈、心機能の評価に関する研究（磯部、手塚）
頻脈性不整脈（特に上室性頻拍症）の発生機序の解明（平尾）
頻脈性不整脈に対する薬物療法、非薬物療法に関する研究（平尾）
房室接合部伝導に関する実験的検討（平尾）
心腔内内視鏡を用いた不整脈治療：実験的検討（平尾）
実験的肺静脈起源心房細動に関する研究（平尾）
心房細動の遺伝子的素因に関する研究（磯部、江花）
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心房細動のアブレーション治療に関する研究（平尾、蜂谷）

　その他、難治疾患研究所をはじめとする学内諸施設、国内の他大学・海外の研究機関との共同研究が行われ、人的交流、
学術的交流を行っている。また関連病院も含めると臨床例は極めて多く、患者を用いた臨床研究も随時行っていく。従って、
研究テーマは多彩、多様であり、希望に応じた研究プロジェクトを組むことにも柔軟に対応できる

（3）臨　床
　心血管病の診断、治療法について演習を行い、必要な手技を取得する。特殊検査法には心臓超音波、心臓カテーテル、血
管造影、電気生理学的検査、心臓病理、シンチグラフィー、などが含まれ、総合的な診断演習、治療方針についての思考論
理を学ぶ。治療法としては薬物療法の他、カテーテルインターベンション、アブレーション等の適応と手技を修得する。

（4）研究業績
［原著］
英文原著論文

  1.	 Suzuki J, Isobe M, Morishita R, Nagai R. Characteristics of chronic rejection in heart transplantation –Important 
elements of pathogenesis and future treatments-. Circ J. 74(2):233-239，2010

  2.	 Suzuki J, Ogawa M, Takayama K, Taniyama Y, Morishita R, Hirata Y, Nagai R, Isobe M: Ultrasound-Microbubble 
Mediated ICAM-1 siRNA Transfection Attenuates Neointimal Formation after Arterial Injury in Mice. J Am Coll 
Cardiol, 55:904-913, 2010

  3.	 Komura M, Suzuki J, Adachi S, Takahashi A, Otomo K, Nitta J, Nishizaki M, Obayashi T, Nogami A, Satoh A, 
Okishige K, Hachiya H, Hirao K, Isobe M: Clinical course of arrhythmogenic right ventricular cardiomyopathy in the 
era of implantable carioverter-defibrillators and radiofrequency catheter ablation. Int Heart J,51: 34-40, 2010
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出冠動脈ステント留置後に遅発性ステント血栓症を来たし、IVUSとOCTで観察し治療した1例」，第218回日本循環器
学会関東甲信越地方会, 東京, 2010年12月4日

211.	岩井慎介, 武居一康, 狩野実希, 浅野充寿, 井原健介, 村松賢一, 佐藤　明, 大和恒博, 松村　穣, 新田順一, 淺川喜裕, 磯部
光章：「慢性心房細動を基礎疾患とし、左前下行枝、対角枝、左回旋枝の3枝同時塞栓症で発症した急性心筋梗塞の1例」，
第218回日本循環器学会関東甲信越地方会, 東京, 2010年12月4日

212.	黒田俊介, 疋田浩之, 永井　直, 川口直彦, 藤波竜也, 中島永美子, 久佐茂樹, 大久保健史, 上石哲生, 藤野紀之, 高橋良英, 
野里寿史, 桑原大志, 高橋　淳, 磯部光章：「縦隔腫瘍との鑑別を要した冠動静脈瘻の1例」，第218回日本循環器学会関
東甲信越地方会, 東京, 2010年12月4日

213.	羽田泰晃, 田中泰章, 稲葉　理, 柳下敦彦, 樋口晃司, 吉川俊治, 木村茂樹, 稲垣　裕, 原口　剛, 川端美穂子, 蜂谷　仁, 平
尾見三, 磯部光章：「ペースメーカーのモード変更によってのみ誘発される腹直筋ミオクローヌスの1例」，第218回日
本循環器学会関東甲信越地方会, 東京, 2010年12月4日
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214.	佐伯　仁, 萬野智子, 大島杏子, 飯田啓太, 古賀規貴, 渋井敬志, 磯部光章：「心房中隔欠損症術後の洞不全症候群に対し
下位心房中隔ペーシングを行った1例」，第218回日本循環器学会関東甲信越地方会, 東京, 2010年12月4日

215.	長岡身佳, 加藤隆一, 吉田善紀, 関川雅裕, 庄司正昭, 小西裕二, 伊藤順子, 櫻井　馨, 小川　亨, 横山泰廣, 足利貴志, 佐藤
康弘, 磯部光章：「心房中隔欠損症、動脈管開存症、大動脈解離を併発した若年女性の1例」，第218回日本循環器学会
関東甲信越地方会, 東京, 2010年12月4日

216.	後藤佐智代, 野田　誠, 大山明子, 田代宏徳, 村上　輔, 山本康人, 吉田誠吾, 田村美恵子, 薄井宙男, 市川健一郎, 恵木康壮, 
針谷明房, 高澤賢次, 柳　富子, 大河内康美, 磯部光章：「インフルエンザ肺炎の経過中にタコツボ型心筋症と思われる
病態を呈した剖検例」，第218回日本循環器学会関東甲信越地方会, 東京, 2010年12月4日

217.	磯部光章：MMPの抑制を介したクラリスロマイシンによる心臓リモデリングの抑制．厚生労働省難治性疾患克服研
究事業　特発性心筋症に関する調査研究．東京、2010年10月28日

218.	加藤陽子, 稲垣裕, 増村麻由美, 中村玲奈, 羽田泰晃, 稲葉理, 篠岡太郎, 秦野雄,柳下敦彦, 田中泰章, 樋口晃司, 吉川俊治, 
木村茂樹, 原口剛, 川端美穂子, 蜂谷仁, 平尾見三, 磯部光章：「難治性心室細動を合併した冠攣縮による急性心筋梗塞の
一例：PCPS導入とamiodarone静注の有用性」，第30回東京CCU研究会, 東京, 2010年12月11日

［研究助成金］
  1.	 磯部光章：科学研究費「基盤研究C」動脈硬化病変形成における細胞性免疫の関与とその制御による新規治療法の開

発（代表）
  2.	 磯部光章：「メタボリック･シンドローム関連疾患における個別化医療の実現（心房細動関連遺伝子の臨床像との関連

解析・機能解析）(分担）
  3.	 磯部光章：科学研究費「基盤研究B 」心不全に対する植え込み型補助人工心臓による社会復帰を目指した新たな治療

法の導入 (分担）
  4.	 磯部光章：難治性血管炎に関する調査研究（槇野班）
  5.	 磯部光章：特発性心筋症に関する調査研究（北風班）

［その他］
学会・研究会主催

  1.	 2010年2月5日　第12回炎症と循環器疾患研究会、東京
  2.	 2010年2月13日　第1回東京医科歯科大学関連病院冠動脈治療研究会
  3.	 2010年7月2,3日　第14回日本適応医学会、東京
  4.	 2010年10月7-9日　第14回日本心不全学会、東京
  5.	 2010年10月9日　第29回日本心臓移植研究会、東京
  6.	 2010年10月10日　市民公開講座「みつけて治そう隠れ心不全」
  7.	 2010年11月27日　第2回東京医科歯科大学関連病院冠動脈治療研究会、東京
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心 肺 統 御 麻 酔 学 分 野
Anesthesiology

教　　授　槇田浩史
准 教 授　中沢弘一
講　　師　内田篤治郎，石川晴士(休職)
助　　教　舛田昭夫，大畑めぐみ，小日向浩行，　
　　　　　伊藤裕之，池田衣里，伯水崇史，
　　　　　石橋智子
医　　員　11名　
大学院生　4名

（１）教育
　当講座は麻酔・蘇生学，疼痛生理学，ペインクリニックなど幅広い分野の教育，臨床，研究を担当している。各々の部門
の根幹をなすものは全臓器の関与するダイナミックな臨床生理学，臨床薬理学であり，若い知的好奇心旺盛な臨床医，研究
者が情熱を注ぐ場所として充分手応えのある分野である。また関連分野として，救急医学講座，集中治療医学，緩和医療が
ある。学生教育は生命維持のための基本的生理学，薬理学，特に呼吸・循環生理学とその急変時における正しい対処法の理
解に重点をおき，これを手術，麻酔，周術期における患者管理の場で実践させるようにしている。卒後教育も同様であるが，
早期からの探求心の育成と，本邦での専門医制度の先鞭でもある麻酔指導医の資格をとるための知識と技術の修得をとりあ
えず目標としている。

（２）研究
　当講座の研究は，麻酔，集中治療，救急蘇生などの重症患者管理に共通した臨床生理学，臨床薬理学および基礎研究，さ
らには疼痛生理学などを幅広く扱っている。研究テーマは日常臨床上の疑問やニーズに由来するものが多く，また基礎的研
究の成果も直ちに臨床にフィードバック可能であることを特徴としている。以下に当科の研究テーマを列記する。
１）各種ショック，心肺蘇生時の病態生理と管理
２）急性肺傷害の成因と病態
３）急性肺傷害に対する部分液体換気による治療法の開発
４）肺循環とくに肺内の水分移動と肺毛細管圧，肺高血圧
５）星状神経節ブロックの生理学
６）ＭR を用いた脳虚血の研究
７）その他の臨床研究
　術中の片肺換気時のガス交換におよぼす影響，術中食道内３次元心エコー法などの新たな手法を用いた循環管理法，近赤
外線スペクトル法を用いた術中脳循環の研究，完全静脈麻酔中の酸素代謝に関する研究など。

（３）臨床
　手術室における麻酔の臨床は，外科系各科の最新医療を支える重要な任務を負っている。ペインクリニックは現在外来患
者，各科入院中の紹介患者を扱い，神経ブロックを柱とした治療により難治性疼痛患者の治療に成果を挙げている。高次救
急医療は当講座の密接な関連施設である２つの麻酔科・救命救急センターにおいて盛んな活動を展開している。

（４）研究業績
[原著]

  1.	 Ishikawa S, Ohata M, Ishibashi T, Makita K.  Relationship between stroke volume variation and pulse pressure 
variation during esophagectomy.  Anesth Resus 2010; 46: 83-87.

  2.	 Ishikawa S, Shirasawa S, Fujisawa M, Kawano T, Makita K.  Compressing the non-dependent lung during one-lung 
ventilation improves arterial oxygenation, but impairs systemic oxygen delivery by decreasing cardiac output.  J 
Anesth 2010; 24: 17-23.

  3.	 Matsuzawa Y, Nakazawa K, Yamamura A, Akashi T, Kitagaki K, Eishi Y, Makita K. Airway pressure release 
ventilation reduces the increase in bronchoalveolar lavage fluid HMGB1 levels and lung water in experimental 
ARDS induced by lung lavage. Eur J Anaesthegiology 2010; 27: 726-733

  4.	 Nakazawa K, Ohata M, Makita K.  Failure of double lumen tube cuff deflation on the cuff leak test. J Cardiothorac 

Vasc Anesth,  2010; 24: 1025, 
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  5.	 Takei T, Nakazawa K, Ishikawa S, Uchida T, Makita K.  Cardiac arrest in the left lateral decubitus position and 
extracorporeal cardiopulmonary resuscitation during neurosurgery: a case report.  J Anesth 2010; 24: 447-451.

  6.	 Ito H, Makita K. Successful sciatic nerve block for a patient with severe coronary artery disease who underwent 
arterial thrombectomy. 日臨麻会誌 30: 1050-3, 2010

  7.	 伊藤敏孝，武居哲洋，藤澤美智子．ER型中核病院への搬送前に他院で救急車受け入れ拒否（たらい回し）された症例
の検討．日臨救急医会誌 2010; 13: 1-7

  8.	 伊藤裕之, 槇田浩史：管理に悩むリスクがある患者の麻酔1:右胃大網動脈を用いたOPCAB後の胃全摘術. LiSA 2010; 
17: 1200-5,

  9.	 里見憲昭，斉藤裕，小日向智美，金久保吉壮，権田昌代，可児浩行．クリオフィブリノーゲン血症患者の麻酔経験．
臨床麻酔 2010; 34: 1927-1928, 

10.	 鈴木梢，武居哲洋，伊藤敏孝，竹本正明，藤澤美智子．救急外来受診を契機に診断されたがん症例の検討．日救急医
会誌　2010；21: 779-85

11.	 伊達依子，石川晴士，藤澤亜樹子，内田篤治郎，中澤弘一，槇田浩史.　当院で過去８年間に経験した異所性硬膜外カ
テーテル迷入８症例の検討.　麻酔 2010; 59: 1224-1227.

12.	 畠山淳司，武居哲洋，伊藤敏孝，竹本正明．アカラシアによる気道閉塞：症例報告と文献レビュー．日救急医会誌  
2010; 21: 377-82

13.	 山本寛人, 大畑めぐみ, 内田篤治郎, 槇田浩史. Anesthesia Mumpsに顔面神経麻痺を伴った1例. 臨床麻酔. 2010; 34: 
1277-80.

14.	 山本寛人, 大畑めぐみ, 槇田浩史. 【麻酔歴に問題がある患者のインフォームドコンセントと麻酔】　硬膜穿刺後頭痛が
あった患者 それでもなんとか脊髄くも膜下麻酔に誘導  LiSA. 2010; 17: 798-801.

[著書]
  1.	 石川晴士.　バンクーバー便り第１便：留学までの長い道のり.　LiSA 2010; 17: 822-825.
  2.	 石川晴士.　バンクーバー便り第２便：VGHの麻酔手技に学ぶ.　LiSA 2010; 17: 920-922.
  3.	 石川晴士.　バンクーバー便り第３便：麻酔と麻酔薬のVGHらしさ.　LiSA 2010; 17: 1028-1030.
  4.	 石川晴士.　バンクーバー便り第４便：バンクーバーの医療とそれを取り巻く環境.　LiSA 2010; 17: 1140-1142.
  5.	 石川晴士.　バンクーバー便り第５便：Vancouver Acuteでの術前評価.　LiSA 2010; 17: 1224-1226.
  6.	 中沢弘一.　ALI/ARDSの治療　第15回3学会合同呼吸療法認定士認定講習会テキスト　3学会合同呼吸療法認定士認定

委員会編,  p.127-138, 2010
  7.	 中沢弘一.　呼吸管理に必要な生理　第15回3学会合同呼吸療法認定士認定講習会テキスト　3学会合同呼吸療法認定士

認定委員会編,  p.25-45, 2010
  8.	 中沢弘一.　肺保護換気　3学会合同呼吸療法認定士「認定更新のための講習会」テキスト(2010年)　3学会合同呼吸療

法認定士認定委員会編, p .165-178, 2010
  9.	 中沢弘一：編）Peter F. Dunn　監訳　稲田英一　MGH麻酔の手引き　第６版　13.気道確保法とその評価　メディカ

ルサイエンスインターナショナル　ｐ231-250, 2010
10.	 中沢弘一：編）稲田英一ほか　麻酔科研修ノート　第6章モニタリング　1. パルスオキシメータ　診断と治療社  

p.162-164, 2010
11.	 中沢弘一：編）稲田英一ほか　麻酔科研修ノート　第6章モニタリング　2. カプノグラフィ　診断と治療社　p.165-167  

2010
12.	 槇田浩史. 【これだけは知っておきたい手術室ナーシングQ&A(第2版)】 手術終了時と術後管理　術後，回復室で激しく

嘔吐する人がいますが，なぜ吐くのですか?また，そのときの処置を教えてください. ナーシングケアQ&A. 2010; 33: 
192-3.

13.	 槇田浩史. 【これだけは知っておきたい手術室ナーシングQ&A(第2版)】 術中管理　ほとんどの全身麻酔はセボフルラン
が使われますが，時々イソフルランを使用する医師がいますがなぜですか? ナーシングケアQ&A. 2010; 33: 172-3.

14.	 槇田浩史，小日向浩行：麻酔科標榜医，認定医，専門医．　稲田英一編集，麻酔科研修ノート　p9-12, 診断と治療社  
2010年7月

15.	 槇田浩史，今泉義虎：胸腺摘出術. 稲田英一編集，麻酔科研修ノート　p500-503, 診断と治療社　2010年7月

[総説]
  1.	 中沢弘一.　胸腔内が陰圧になるしくみ　稲田英一監修　呼吸循環イラストレイテッド　学研　p.34-35, 2009
  2.	 中沢弘一.　肺胞内から血液内への酸素の移動　稲田英一監修　呼吸循環イラストレイテッド　学研　p.36-37, 2009
  3.	 中沢弘一.　換気と血流の密接な関係　稲田英一監修　呼吸循環イラストレイテッド　学研　p.38-39, 2009
  4.	 中沢弘一．欧米のALI/ARDSに対する人工呼吸管理の現状は？　岡元和文編集　ALI/ARDS-68-の謎を解く　救急・
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集中治療　22: 1203-1207, 2010
  5.	 中沢弘一．人工呼吸と炎症反応　臨床麻酔 34: 1884-91, 2010

[学会]
  1.	 Inatomi Y, Yoshitani K, Ohnishi Y. Evaluation of Dosage of Anesthetic Agents for Patients with Serious Chronic 

Heart Failure. Annual Meeting of American Society of Anesthesiologists 2010.10  San Diego, USA
  2.	 Nakazawa K, Yokoyama K, Makita K. Difficult extubation and tracheostomy in a case with face and neck 

arteriovenous malformations - secondary swelling of intrapharyngeal lesions following failure of partial resection. 
Annual Meeting of American Society of Anesthesiologists. 2010.10 SanDiego, USA

  3.	 Takei T, Hatakeyama J, Imai T. Configuration of the vena cava and the volume assessment in computed 
tomography in critically ill patients. Society of Critical Care Medicineʼs 39th Congress  2010.1  Miami, USA

  4.	 Tomoko Ishibashi, Satoru Ishibashi, Masaki Sekiguchi, Tokujiro Uchida, Koichi Nakazawa, Koshi Makita. 
Intravenous administration of methylergometrine induced reversible cerebral vasoconstriction syndrome: two 
suspected cases. 13th Asian Australasian Congress of Anesthesiologists, Fukuoka,Japan,2010. 6.

  5.	 阿部修治，肥川義雄. 当院における早期乳癌手術患者のストレスの現状と考察-癌治療にかかわる麻酔科医の新たな可
能性を探る-.日本臨床麻酔学会第30回大会, 徳島，2010年11月

  6.	 池田衣里，伊藤裕之，川内泰子，横山和明，舛田昭夫，槇田浩史：当院で経験した低髄圧を伴う脳脊髄減少症の3症例．
日本ペインクリニック学会第44回大会，京都，2010年7月

  7.	 池田衣里，大森敬文，伊藤裕之，石橋智子，槇田浩史：重症僧帽弁閉鎖不全症合併妊娠患者の帝王切開術の麻酔―硬
膜外麻酔が術中麻酔管理に有用と考えられた1症例．日本臨床麻酔学会第30回大会, 徳島，2010年11月

  8.	 石川晴士.PBLD 気道確保困難/肺疾患の麻酔管理　コメンテータ.　日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡　2010年6月
  9.	 石橋桜子，山本寛人，伯水崇史，内田篤治郎，槇田 浩史. 術前呼吸機能検査値の評価と周術期経過に関する検討. 日本

麻酔科学会第57回学術集会，福岡，2010年6月
10.	 伊藤敏孝，武居哲洋，原田龍一，広海亮，藤澤美智子，高橋哲也，金崇豪，福島紘子，八木啓一．どっちが理想の救

急医．第38回日本救急医学会総会,　東京, 2010年10月　
11.	 伊藤敏孝，武居哲洋，原田龍一，広海亮，藤澤美智子，高橋哲也，金崇豪，福島紘子，八木啓一. 救急医療過疎横浜

市. 第38回日本救急医学会総会. 2010年10月  東京
12.	 伊藤裕之，石橋智子，槇田浩史：誘発分娩中にPosterior reversible encephalopathy syndromeを発症した緊急帝王切

開術患者の麻酔経験，日本臨床麻酔学会第30回大会, 徳島，2010年11月
13.	 伊藤雄介，石橋智子，伊藤裕之，田中直文，中澤弘一，槇田浩史. 二度の開腹手術で致死的心室性不整脈を招いた冠

攣縮性狭心症の一症例. 日本麻酔科学会　関東甲信越・東京支部　第50回合同学術集会,　東京,　2010年 9月
14.	 稲冨佑弦，栗原理恵子，三宅絵里，大西佳彦. 重症Eisenmenger妊婦に対する帝王切開手術の麻酔経験. 日本心臓血管

麻酔学会第15回学術大会　東京
15.	 稲冨佑弦，平松大典，吉谷健司，大西佳彦. 重症心不全患者における麻酔薬投与速度および投与濃度の検討. 日本麻酔

科学会第57回学術集会　福岡
16.	 植島大輔，吉村浩司郎，三輪尚之，杉山浩二，志村吏左，神田孝茂，青柳秀史，倉林学，畔上幸司，伊藤敏孝，武居

哲洋，八木啓一，沖重薫．若年女性の鼻中隔弯曲症手術全身麻酔導入時，心肺停止を来したが蘇生に成功した1例．
第23回心臓性急死研究会,　東京, 2010年12月

17.	 臼田 岩男，渡辺 弘道，三角 素弘，松原 珠美，高田 敦子，肥川 義雄. レミフェンタニル麻酔における術中塩酸ペチ
ジン投与による術後シバリング予防効果に関する検討. 日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡　2010年6月

18.	 内田篤治郎. JAシンポジウム　呼吸治療研究の最前線：麻酔科医の関わり　急性肺傷害-上皮機能からのアプローチ 日
本麻酔科学会第57回学術集会　福岡　2010年6月

19.	 内田篤治郎.　教育講演―周術期肺傷害の評価：その時，肺に何が起きているのか？日本麻酔科学会　関東甲信越・東
京支部　第50回　合同学術集会　2010年9月

20.	 大泉見知子，金久保吉壮，神部友香里. 当院における無痛分娩の課題と対策. 第46回日本赤十字社医学会総会. 仙台, 
2010年11月

21.	 大泉見知子，斉藤裕，可児浩行，権田昌代，金久保吉壮，小日向智美．Trousseau症候群の麻酔経験. 日本麻酔科学会
関東甲信越・東京支部　第50回合同学術集会. 東京, 2010年9月

22.	 大久保祐輔，武居哲洋，高橋哲也，藤澤美智子，伊藤敏孝，八木啓一．入院翌日に広範なST上昇を呈した劇症1型糖
尿病の2症例．第60回日本救急医学会関東地方会, 東京, 2010年2月　

23.	 大森敬文，石橋智子，伊藤裕之，池田衣里，槇田浩史. 先天性血栓性血小板減少性紫斑病妊婦の選択的帝王切開術の
麻酔経験. 第30回日本臨床麻酔学会　徳島　2010年11月

24.	 金久保吉壮，里見憲昭，小日向智美，権田昌代，斉藤裕，可児浩行. ヘパリン起因性血小板減少症を発症し，前置胎
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盤を合併した妊婦における腹式帝王切開術の麻酔経験. 日本麻酔科学会関東甲信越・東京支部　第50回合同学術集会,
東京, 2010年9月

25.	 金久保吉壮，里見憲昭，小日向智美，櫻井美奈，権田昌代，斉藤裕，可児浩行. 武蔵野赤十字病院における無痛分娩
導入の試み. 多摩麻酔懇話会第21回大会　東京, 2010年2月

26.	 北見桃子，武居哲洋，福島紘子，藤澤美智子，高橋哲也，伊藤敏孝，今井孝祐．進行する黄疸・腎不全・血小板減少
で発症した血球貪食症候群の1成人例．第19回日本集中治療医学会関東甲信越地方会,　東京, 2010年8月　

27.	 木戸浩司，伊藤裕之，小日向浩行，舛田昭夫，内田篤治郎，槇田浩史： 抗凝固療法中のASO患者手術の麻酔に末梢神
経ブロックを用いた13症例．日本麻酔科学会関東甲信越・東京支部第50回合同学術集会，東京，2010年9月

28.	 金崇豪，高橋哲也，伊藤敏孝，福島紘子，藤澤美智子，広海亮，原田龍一，武居哲洋，八木啓一．一過性全盲を呈し
たアルコール性ケトアシドーシスの1例．第38回日本救急医学会総会,　東京,　2010年10月

29.	 工藤俊介，高橋哲也，武居哲洋，藤澤美智子，伊藤敏孝，八木啓一．bystander CPRにより胃破裂を生じた溺水後心
肺停止の1例．第60回日本救急医学会関東地方会, 東京, 2010年2月　

30.	 小暮泰大，肥川義雄. オルニチントランスカルバミラーゼ欠損症患者の手術麻酔. 日本臨床麻酔学会第30回大会, 徳島，
2010年11月

31.	 小日向智美，里見憲昭，金久保吉壮，権田昌代，斉藤裕，可児浩行. 低肺機能患者における下腹部開腹手術の麻酔方
法　～CSEAが適応になるのはどのような場合か～ 日本麻酔科学会関東甲信越・東京支部　第50回合同学術集会,東京, 
2010年9月

32.	 斉藤裕，井口美奈，大泉見知子，里見憲昭，山川直子，金久保吉壮，権田昌代，可児浩行.ガムエラスティックブジー
をガイドにした気管挿管にはParker Flex-tip Tubeが有用である.日本臨床麻酔学会第30回大会, 徳島, 2010年11月

33.	 貴家 基，大原 範子，尾崎 貴美子，山本 博俊，阿部 修治，肥川 義雄. 消化器手術で術前1時間45分前の飲水は安全で
ある. 日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡，2010年6月

34.	 里見 憲昭，井口 美奈，金久保 吉壯，権田 昌代，斉藤 裕，可児 浩行. 腹腔鏡下ラジオ波焼灼療法の全身麻酔管理に
おけるレミフェンタニルの有用性. 日本麻酔科学会第57回学術集会, 福岡, 2010年6月

35.	 里見憲昭，井口美奈，金久保吉壮，山川直子，権田昌代，斉藤裕，可児浩行. クリオフィブリノーゲン血症患者の麻
酔経験. 日本臨床麻酔学会第30回大会, 徳島, 2010年11月

36.	 高橋哲也，武居哲洋，藤澤美智子，伊藤敏孝，八木啓一．長期間の非外傷性昏睡の後に社会復帰した症例の頭部MRI
所見．第37回日本集中治療医学会総会, 広島, 2010年3月　

37.	 高橋哲也，武居哲洋，福島紘子，金崇豪，藤澤美智子，広海亮，原田龍一，伊藤敏孝，八木啓一．当院救急外来にお
けるSpinal cord injury without radiographic abnormality(SCIWORA)の検討．第38回日本救急医学会総会,　東京  
2010年10月

38.	 滝島千尋, 舛田昭夫, 川内泰子, 池田衣里, 槇田浩史. 大腿神経ブロック後に化膿性股関節炎を発症した一例.第50回日本
麻酔科学会関東甲信越・東京支部地方会, 東京, 2010年9月

39.	 田中園美，内田篤治郎，中沢弘一，槇田浩史．褐色細胞腫に対するミニマム創内視鏡下副腎摘出術患者における周術
期麻酔管理の後向き検討．第50回日本麻酔科学会関東甲信越・東京地方会．東京．2010年9月

40.	 田辺瀬良美，尾崎貴美子，矢内邦恵，肥川義雄. 脊髄くも膜下麻酔下の帝王切開術中に発生する内臓痛に対するフェ
ンタニルの有効性. 日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡　2010年6月

41.	 田辺瀬良美，肥川義雄. ニトログリセリンによる緊急子宮弛緩を必要とした30週以下の早産に対する帝王切開症例の
検討. 日本臨床麻酔学会第30回大会, 徳島，2010年11月

42.	 中沢弘一. PBLD「Difficult airwayの麻酔管理／肺疾患患者の麻酔」モデレータ　日本麻酔科学会第56回学術集会, 福
岡, 2010年6月 

43.	 中沢弘一. シンポジウム座長『肺保護につながる全身管理』第19回日本集中治療医学会関東甲信越地方会,東京,　2010
年8月 

44.	 中沢弘一．シンポジウム座長『LMAの進化と気道確保の進歩』　第50回日本麻酔科学会関東甲信越東京地方会,東京, 
2010年9月 

45.	 長尾 南海子，金子 裕子，矢内 邦恵，小暮 泰大，阿部 修治，肥川 義雄. 周術期の回収可能型下大静脈フィルター留
置例の検討. 日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡　2010年6月

46.	 伯水崇史，竹下依子，槇田浩史. 大動脈弁狭窄症を合併した妊婦に対する帝王切開術の麻酔経験.日本麻酔科学会関東
甲信越・東京支部第50回合同学術集会, 東京，2010年9月

47.	 久光麻里子，内田篤治郎，小日向浩行，中沢弘一，槇田浩史.全身麻酔時のi-gelの使用経験. 日本麻酔科学会　関東甲
信越・東京支部　第50回合同学術集会　東京　2010年9月

48.	 廣戸 孝行，伊藤 昌子，貴家 基，臼田 岩男，大原 範子，肥川 義雄. ディスポーザブル持続注入ポンプによる経静脈
的自己調節鎮痛（iv-PCA）の効果  ―投与開始時刻による影響―. 日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡　2010年6月

49.	 福島紘子，伊藤敏孝，金崇豪，高橋哲也，原田龍一，藤澤美智子，広海亮，武居哲洋，八木啓一．インフルエンザに
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関連した高CK血症についての検討．第38回日本救急医学会総会,　東京, 2010年10月
50.	 福島紘子，武居哲洋，藤澤美智子，伊藤敏孝，高橋哲也，八木啓一．横紋筋融解症における腎不全発症についての検討．

第37回日本集中治療医学会総会, 広島, 2010年3月
51.	 藤澤美智子，福島紘子，吉村浩司郎，高橋哲也，伊藤敏孝，八木啓一，武居哲洋．持続する高CK血症を伴ったcritical 

illness myopathyの一例．第37回日本集中治療医学会総会, 広島, 2010年3月
52.	 本間 梨絵，尾崎 貴美子，田辺 瀬良美，三角 素弘，広戸 孝行，肥川 義雄. 術直前に手術中止となったエホバの証人

の2症例. 日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡, 2010年6月
53.	 松原 珠美，臼田 岩男，山本 博俊，小暮 泰大，阿部 修治，肥川 義雄. 頚動脈内膜剥離術患者での術後心筋虚血，脳

出血，脳梗塞発生に関する検討 －レミフェンタニルを用いた全身麻酔管理－. 日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡, 
2010年6月

54.	 松原 珠美，尾崎 貴美子，山本 博俊，肥川 義雄. 頚動脈内膜剥離術患者での頚動脈病変と冠動脈病変の治療優先順序. 
日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡, 2010年6月

55.	 松原珠美，肥川義雄. ドロペリドール術中投与と術後少量持続投与での術後悪心嘔吐(PONV)予防効果の検証. 日本臨
床麻酔学会第30回大会, 徳島，2010年11月

56.	 松本隆洋，伊藤敏孝，武居哲洋，藤澤美智子，八木啓一．Segmental Arterial Mediolysis (SAM)による特発性後腹膜
血腫の1例．第46回日本腹部救急医学会　富山, 2010年3月

57.	 三上さおり，中沢弘一，槇田浩史.　肺下葉切除後の間質性肺炎急性増悪に対してPMXを施行した一例　第37回日本
集中治療医学会学術集会 2009.3.4 広島

58.	 三角 素弘，松原 珠美，本間 梨絵，田辺 瀬良美，山本 博俊，肥川 義雄. 重症筋無力症患者の麻酔　remifentanil，
sevofluraneによる麻酔管理，PECA，IV-PCAによる術後管理について. 日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡　2010
年6月

59.	 水谷政之，藤澤美智子，吉村浩司郎，高橋哲也，伊藤敏孝，武居哲洋，八木啓一．FOLFOX療法中に急激な意識障害
と乳酸アシドーシスを来した1例．第60回日本救急医学会関東地方会　東京, 2010年2月　

60.	 村岡寛之，藤澤美智子，吉村浩司郎，高橋哲也，伊藤敏孝，八木啓一，武居哲洋．人工呼吸の開始後にALSと診断され，
advanced directivesの存在が明らかになった1例．第19回日本集中治療医学会関東甲信越地方会, 東京, 2010年8月

61.	 八木啓一，伊藤敏孝，武居哲洋，高橋哲也，藤澤美智子，高桑大介．災害時遠隔通信手段として日赤無線と日赤無線
奉仕団の可能性について．第15回日本集団災害医学会総会, 千葉, 2010年2月

62.	 保田賢吾，高橋哲也，伊藤敏孝，武居哲洋，福島紘子，金崇豪，藤澤美智子，広海亮，原田龍一，八木啓一．糖尿病
性ケトアシドーシスの治療中に上腸間膜動脈血栓症をきたした1例．第19回日本集中治療医学会関東甲信越地方会, 東
京, 2010年8月

63.	 山本大樹，滝島千尋，田中園美，大畑めぐみ，石橋智子，槇田浩史. 頸髄動静脈奇形破裂に対する後方除圧術の体位
変換時に心停止を来たした一例. 日本麻酔科学会　関東甲信越・東京支部　第50回合同学術集会　東京　2010年9月

64.	 山本博俊，肥川義雄. 英国公立病院と東京都立病院の麻酔科と外科医の人数比の比較検討. 日本臨床麻酔学会第30回大
会, 徳島，2010年11月

65.	 山本雄大，牧野史，大畑めぐみ，内田篤治郎，中澤弘一，槇田浩史．中下咽頭癌，食道癌における内視鏡粘膜下切除
術の術中・術後合併症の検討．第50回日本麻酔科学会関東甲信越・東京地方会．東京．2010年9月

[講演]
  1.	 中沢弘一．肺保護換気　呼吸療法認定士認定更新のための講習会　東京2010年2月
  2.	 中沢弘一．呼吸器系モニターの波形からわかること　東京バイタルサインセミナー　東京　2010年2月

[その他]
  1.	 石川晴士．リレー随想・趣味・余暇・仲間55　柔道と先生，そして仲間たち.　臨床麻酔 2010; 34: 699.
  2.	 石川晴士．北から南から　バンクーバー便り.　日本麻酔科学会NEWS LETTER 2010; 18 (2): 4.
  3.	 中沢弘一．印象記 － 第37回日本集中治療医学会学術集会   臨床麻酔　34：755-756,2010
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心 臓 血 管 外 科 学 分 野
Cardiovascular Surgery

教　　授　荒井裕国
准 教 授
講　　師
助　　教　田村　清，牧田　哲，宮城直人，長岡英気　
大学院生　0名　医員　2名　専攻生　0名

　当講座は心臓血管外科に関する教育、臨床、研究を担当している。

（１）教育
　学生教育は、心臓・血管の手術症例の術前準備・手術・術後管理を主治医と共に体験する事により、循環系に関する臨床
解剖、臨床生理、臨床薬理等の基礎的知識の理解と臨床外科治療の実践について指導するようにしている。卒後教育に関し
ては、心臓血管外科専門医制度に沿う臨床研修プログラムを施行している。

（２）研究
　循環器病の外科治療の成績を一層安定、向上させるため、
　1）冠動脈バイパス術における新しい手術用デバイス開発と臨床評価、2）虚血性心筋症に対する新しい術式開発、3）弁
膜症における心拍動下弁形成術の開発、4）心臓・肺移植の研究
を研究課題として基礎的および臨床的に取り組んでいる。

₁）冠動脈バイパス術における新しい手術用デバイス開発と臨床評価
　（1）当教室において開発されたオフポンプバイパス手術用デバイスの心筋3次元形態および血行動態に及ぼす効果の臨床

評価と、術式の安全性向上を目的とした研究。
　（2）心筋生体情報モニター機能を付加した新しい手術用デバイスの開発と基礎実験および臨床研究
₂）虚血性心筋症に対する新しい術式開発
　（1）虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対する新しい僧帽弁複合体再建術の術式開発。
　（2）僧帽弁複合体再建術による周術期・術後中期・遠隔期における左室形態のReverse Remodeling効果に関する研究。
　（3）左室形成術における至適手術法の開発と研究。
₃）弁膜症手術における心拍動下弁形成術の術式開発
　（1）弁形成術を心拍動下で行うための視野展開法の工夫と安全対策。
　（2）心拍動下弁形成術における至適人工腱索決定方法の研究。
₄）補助人工心臓・心臓肺移植の研究
　（1）体外式補助人工心臓の臨床研究。
　（2）新しい磁気浮上型遠心ポンプの開発と基礎研究（生体材料研究所との共同研究）。
　（3）異種心臓移植。

（３）臨床上の特徴
　近年、症例の重症化・高齢化に伴いハイリスク症例が増加しており、手術の低侵襲化と安全性向上を目的とした外科治療
手技の工夫を行っている。同時に、従来は手術適応限界とされた重症心不全症例に対する新しい術式の開発と臨床応用、お
よび各種補助循環法を積極的に行い、大学病院ならではの先端的医療を行っている。ERとの連携で心・大血管の緊急手術を
積極的に行っている。

（４）研究業績
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〈国際学会〉
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Evaluation of Biocompatibility in LVAD Condition. 18th Congress of International Society for Rotary Blood Pump 
(ISRBP). 2010年10月15日 Berlin, Germany 

〈国内学会〉シンポジウム･パネルディスカッション
  1.	 宮城直人、進藤俊介、長岡英気、牛山朋彦、牧田哲、田村清、荒井裕国　当院における後期高齢者冠動脈バイパス術

の短期・長期成績　第35回日本外科系連合学会学術集会　2010年6月18日 千葉
  2.	 長岡英気、進藤俊介、牛山朋彦、宮城直人、牧田哲、吉崎智也、田村清、荒井裕国　虚血性僧帽弁閉鎖不全に対する

Subvalvular Procedureの有用性と新しい乳頭筋吊り上げ法の工夫　第15回日本冠動脈外科学会学術大会　2010年7月
30日　大阪

  3.	 荒井裕国　本邦外科医の視点から見たSYNTAX　第19回日本心血管インターベンション治療学会　2010年8月22日  
仙台

  4.	 宮城直人、高林新、高山博夫　次代の胸部外科医をどう育てるか　若手心臓外科医の会（JAYCS）の取り組み　第63
回日本胸部外科学会定期学術集会　2010年10月26日　大阪

  5.	 宮城直人、田村清、牧田哲、牛山朋彦、長岡英気、進藤俊介、竹下斉史、荒井裕国　当院における虚血性低心機能患
者に対する左室形成術の有用性－STICH trialの検証　第63回日本胸部外科学会定期学術集会　2010年10月26日　大阪

  6.	 長岡英気、田村清、牧田哲、宮城直人、牛山朋彦、進藤俊介、竹下斉史、荒井裕国　僧帽弁位活動期感染性心内膜炎
に対する外科治療～弁形成は全例に適応となるか　第63回日本胸部外科学会定期学術集会　2010年10月26日　大阪

  7.	 宮城直人、田村清、牧田哲、長岡英気、三原茜、竹下斉史、荒井裕国　OPCABを支える最新のテクノロジー　第72
回日本臨床外科学総会　2010年11月21日　横浜

  8.	 荒井裕国　合同シンポジウム2：SYNTAX後における左主幹部病変の治療概略 　SYNTAX TrialからみたLMT病変
に対する今後のCABGの適応　第24回日本冠疾患学会学術集会　2010年12月10日　東京

  9.	 荒井裕国　合同シンポジウム3：CTO治療を見直す　CTO治療におけるCABGとPCIの問題点　第24回日本冠疾患学
会学術集会　2010年12月11日　東京
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10.	 田村清、宮城直人、牧田哲、長岡英気、三原茜、竹下斉史、荒井裕国　ハイリスク高齢者への冠動脈バイパス術にお
ける完全血行再建の有用性に関する検討  第24回日本冠疾患学会　2010年12月10日　東京

11.	 宮城直人、田村清、牧田哲、長岡英気、三原茜、竹下斉史、荒井裕国　虚血性低心機能患者に対する左室形成術の成
績－ STICH trial との比較　第24回日本冠疾患学会　2010年12月10日　東京

〈国内学会〉講演
  1. 	荒井裕国　Heart Valve Disease : Now and Future　第74回日本循環器病学会　ファイアサイドセミナー　2010年3月

5日　京都
  2.	 宮城直人、木下武　新しいカラーイメージングシステムを使用したCABG Innovation　第15回日本冠動脈外科学会学

術大会　2010年7月30日　大阪

〈国内学会〉総会
  1. 	吉﨑智也、牛山朋彦、宮城直人、長岡英気、大石清寿、進藤俊介、荒井裕国　OPCABにおける近位側吻合の重要性

とその工夫　第40回日本心臓血管外科学会学術総会　2010年2月15日　神戸
  2.	 牛山朋彦、吉崎智也、宮城直人、長岡英気、大石清寿、進藤俊介、荒井裕国　TOYOBO型補助人工心臓植え込みに

おける手術手技の工夫　第40回日本心臓血管外科学会学術総会　2010年2月15日　神戸
  3.	 長岡英気、吉﨑智也、宮城直人、牛山朋彦、大石清寿、進藤俊介、荒井裕国　脳梗塞を合併した感染性心内膜炎の外

科治療　第40回日本心臓血管外科学会学術総会　2010年2月16日　神戸
  4.	 牛山朋彦、吉﨑智也、宮城直人、長岡英気、大石清寿、進藤俊介、荒井裕国　心臓大血管手術後人工呼吸器管理下の

縦隔炎に対する治療経験―Vacuum Assisted Closure 療法の有用性　第110 回日本外科学会定期学術集会　2010年4月
9日　名古屋

  5.	 進藤俊介、吉﨑智也、大石清寿、長岡英気、牛山朋彦、牧田哲、荒井裕国　弓部大動脈手術における腋窩動脈送血と
上行大動脈送血の梗塞発症率の比較　第38 回日本血管外科学会学術総会　2010年5月22日　大宮

  6.	 長岡英気、田村清、牧田哲、宮城直人、牛山朋彦、進藤俊介、竹下斉史、荒井裕国　心臓血管外科領域における
Linezolidの有用性　第1回MRSAフォーラム　2010年7月10日　東京

  7.	 田村清、進藤俊介、長岡英気、牛山朋彦、牧田哲、吉崎智也、荒井裕国　ハイリスク要因を伴う高齢者に対する冠動
脈バイパス術の成績に関する検討　第15回日本冠動脈外科学会学術大会　2010年7月29日　大阪

  8.	 牧田哲、進藤俊介、長岡英気、牛山朋彦、宮城直人、吉崎智也、田村清、荒井裕国　free graftの新しい近位側吻合法
“Sushi吻合” による術中Graft血流増加作用と術後造影　第15回日本冠動脈外科学会学術大会　2010年7月29日　大阪

  9.	 田村清、宮城直人、牧田哲、牛山朋彦、長岡英気、進藤俊介、竹下斉史、荒井裕国　高齢者の冠動脈バイパスにおけ
る第2・3グラフトには動脈グラフトは必要か？　第63回日本胸部外科学会定期学術集会　2010年10月27日　大阪

10.	 竹下斉史、宮城直人、長岡英気、田村清、牧田哲、牛山朋彦、進藤俊介、荒井裕国　器質的三尖弁閉鎖不全症に対す
る三尖弁形成術の治療成績　第63回日本胸部外科学会定期学術集会　2010年10月27日　大阪

11.	 長岡英気、染谷毅、土方亘、牛山朋彦、進士忠彦、荒井裕国、北尾貴志、木村太郎、横山敬正、迫田大輔、高谷節雄 
ディスポ式磁気浮上型血液遠心ポンプMedTech Dispoの開発状況　第48回日本人工臓器学会大会　2010年11月19日  
仙台

12.	 長岡英気、宮城直人、田村清、牧田哲、三原茜、竹下斉史、荒井裕国　Landiolol低用量持続投与による冠動脈バイパ
ス術後の心房細動予防効果  第24回日本冠疾患学会　2010年12月11日　東京

13.	 三原茜、長岡英気、田村清、牧田哲、宮城　直人、竹下斉史、荒井裕国　DES 及びBMS 留置後のCABG 症例の検討  
第24回日本冠疾患学会　2010年12月10日　東京

14.	 竹下斉史、田村清、牧田哲、宮城直人、長岡英気、三原茜、稲垣裕、磯部光章、荒井裕国　CTO 病変に対するCABG 
の有用性の検討　第24回日本冠疾患学会　2010年12月10日　東京

〈国内学会〉地方会
  1. 	進藤俊介、宮城直人、牧田哲、長岡英気、牛山朋彦、吉﨑智也、荒井裕国　僧帽弁輪部穿孔に対し2度のMVPを施行

した一治験例　第152回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　2010年2月13日
  2.	 藤原直之、小島勝雄　診断に苦慮した肺放線菌症の一例　第152回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　2010年2月13

日
  3.	 進藤俊介、牛山朋彦、長岡英気、宮城直人、牧田 悟、吉﨑智也、田村 清、荒井裕国　大動脈弁位Starr-Edwards 

BALL弁移植後34年目にPVEを発症した一例　第153回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　2010年6月5日　大宮
  4.	 三原茜、宮城直人、田村清、牧田哲、長岡英気、竹下斉史、荒井裕国　家族性高コレステロール血症により急速に進

行したsevere AS、狭心症の1例　第154回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　2010年11月13日　東京
  5.	 竹下斉史、宮城直人、田村清、牧田哲、長岡英気、三原茜、荒井裕国　感染性心内膜炎手術直後に感染性脳動脈瘤破
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裂を来した1例　第154回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　2010年11月13日　東京

〈研究会〉講演
  1.	 荒井裕国　心拍動下僧帽弁形成術　第10回葉山ハートセミナー　2010年3月20日　葉山
  2.	 宮城直人　LVAS離脱困難であった劇症型心筋炎の一例　重症心不全治療 up-to-date 2010年7月9日　東京
  3.	 荒井裕国　Beating Mitral Valve, New Era for Reparative Surgery　第1回日本Advanced Heart & Vascular 

Surgery/OPCAB研究会　2010年7月28日　大阪
  4.	 荒井裕国　心臓外科医からの虚血性僧帽弁閉鎖不全症治療戦略　第9回心臓血管外科手術手技セミナー　2010年11月

21日　東京

〈研究会〉シンポジウム･パネルディスカッション
  1.	 荒井裕国　大動脈基部再手術における術式の工夫　第24回心臓血管外科ウィンターセミナー　心臓大血管ビデオフォ

ーラム　2010年2月6日　志賀
  2.	 荒井裕国　心臓移植前・移植後の管理の問題点　第29回日本心臓移植研究会　2010年10月9日　東京

〈研究会〉
  1.	 吉﨑智也、長岡英気、牧田哲、宮城直人、牛山朋彦、進藤俊介、荒井裕国　OPCABのfree arterial graft近位側吻合

の問題点とその工夫　第24回心臓血管外科ウィンターセミナー　2010年2月7日　志賀
  2.	 長岡英気、吉﨑智也、倉島直樹、牧田哲、宮城直人、牛山朋彦、進藤俊介　大動脈非遮断心拍動下僧帽弁形成術の戦

略～圧ライン付きベントカテーテルと落差ベント用チャンバーによる左室内圧のコントロール　第24回心臓血管外科
ウィンターセミナー　2010年2月7日　志賀

  3.	 長岡英気、吉﨑智也、宮城直人、進藤俊介、牛山朋彦、牧田 哲、田村 清、荒井裕国、坂本 徹　当院における補助循
環治療の現状と問題点　第38回補助人工心臓と補助循環懇話会　2010年2月27日　諏訪

  4.	 長岡英気、染谷 毅、北尾貴史、土方 亘、進士忠彦、荒井裕国、高谷節雄　MedTech Dispoの研究開発～日本初、デ
ィスポ式、磁気浮上遠心血液ポンプ　第38回補助人工心臓と補助循環懇話会　2010年2月27日　諏訪

〈座長〉
  1.	 荒井裕国　ビデオ：1-4　第24回心臓血管外科ウィンターセミナー　2010年2月7日　志賀
  2.	 荒井裕国　一般講演：口演　18 胸部大動脈-2 第38回日本血管外科学会学術総会 2010年5月22日　大宮
  3.	 荒井裕国　特別講演2　重症心不全治療up-to-date 　2010年7月9日　東京
  4.	 荒井裕国　モーションピクチャシンポジウム　第15回日本冠動脈外科学会学術集会　2010年7月30日　大阪
  5.	 荒井裕国　シンポジウム4：心不全に合併する弁膜症への新しいアプローチ　第14回日本心不全学会学術集会　2010

年10月8日　東京
  6.	 荒井裕国　一般演題ミニ：成人心臓2　第63回日本胸部外科学会定期学術集会　2010年10月26日　大阪
  7.	 荒井裕国　コーヒーブレイクセミナー3：CABGにおけるグラフト選択とレイアウト　第24回日本冠疾患学会学術集会  

2010年12月11日　東京

［講演会］
  1.	 荒井裕国　DES時代における冠動脈外科－Syntax trial をふまえた今後の展望－　第11回Joint Conference on 

Coronary Management　 2010年1月9日　京都
  2.	 荒井裕国　DES時代における心臓外科の展望　第176回県北循環器疾患研究会　2010年2月18日　福島
  3.	 荒井裕国　DES時代における循環器外科の役割 第78回岐阜循環器疾患研究会　2010年2月20日　岐阜
  4.	 荒井裕国　最新の虚血性心疾患の外科治療　田辺三菱製薬講師招聘勉強会　2010年11月9日　東京
  5.	 荒井裕国　機能的僧帽弁閉鎖不全症の外科治療　第27回山梨循環器研究会　2010年12月3日　山梨

[その他]
〈手術ライブデモンストレーションコメンテーター〉

  1.	 荒井裕国　CCT2010 Surgical Live Case Demonstrations, 2010年1月30日　神戸

〈デモンストレーション〉
  1.	 藤原立樹　Challengers’ Live Demonstrations　CCT2010　Surgical　2010年1月29日　神戸

〈雑誌〉
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  1.	 荒井裕国　Topics1 欧米で進む弁膜症の血管内治療、その位置づけは？ Medical Tribune circulation today　循環器
疾患版　2010年4月22日号
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薬物動態機能学分野（生体情報薬理学）
Bio-informational Pharmacology

教　　授　古川哲史
准 教 授　黒川洵子
助　　教　江花有亮
特任助教　笹野哲郎	
大学院生　浅山真秀子，大石咲子，軽部裕也，
　　　　　大方信一郎，小泉章子，田島佐和子，
　　　　　李　敏，
　　　　　松原清二(本学循環制御内科学大学院生)，
　　　　　平野景子(順天堂大学医学部大学院生)

（１）教育
　医学部学生教育では細胞生物学講義・生理学講義・循環器内科講義・薬理学選択実習・フリーセメスターを、保健衛生学
科学生教育では心臓生理学の講義、大学院生教育では修士学生の心臓発生学・薬理学の講義担当を行なう。

（２）研究
　心血管系イオンチャネル・トランスポーター機能を、電気生理学的・細胞生物学的・光学的・遺伝学的・計算科学的解析
を用いた学際的アプローチにより検討する。得られた情報をもとに、心血管系難治疾患・コモン疾患（特に不整脈・突然死）
の病態解明と新たな治療戦略の確立を目指す。

(1) 心血管系性差医療の基礎的研究
　疾患罹患率・薬物に対する反応には男女間で差異がある。これを考慮した医療 “性差医療gender-specific medicine(GSM)”
が重要であり、不整脈・突然死にも特徴的な性差が見られることが注目されている。性差をもたらすメカニズムの1つとし
て性ホルモン作用がある。性ホルモン作用には、古典的な “ゲノム作用genomic action” に加えて、膜局在シグナル伝達系
による “非ゲノム作用non-genomic action” が存在する。本研究室では、一連の研究により性ホルモン非ゲノム作用が不整脈
の性差の原因となることを明らかにした。
　次のステップの研究として、XY染色体の違いによる性差の研究を開始した。インクジェット法を用いた小動物冠動脈可
視化法を用いて、XY染色体の違いによる雌雄の冠循環の違いの検討を行っている。

（東京大学医学部分子代謝生理学分野栗原裕基教授との共同研究）

(2) 心房細動の研究
　心房細動は最も頻度の高い持続性不整脈であり、日本における患者数は約350万人に上る。また心原性塞栓による脳梗塞（本
邦で年間約25万人）を高頻度に合併し、寝たきり老人の主要な原因の1つとなる。高齢者で罹患頻度が飛躍的に高く、団塊
の世代が10年後には心房細動リスク年齢に達することから、わが国では心房細動の予防・治療法の確立が急がれている。本
研究室では、下記のテーマから心房細動の予防・治療法の確立を目指す；
　(A) 心房細動関連遺伝子多型の研究
　　  GWAS (genome-wide association study) in atrial fibrillation

　本研究室は、理化学研究所主導で行われているオーダーメイド医療実現化プロジェクト(第1期2006年～2007年、第2
期2008年～2012年)に参加し、全ゲノムアプローチ法(genome-wide association study [GWAS])により心房細動発症に関
わる遺伝リスクを網羅的に解析している。その結果、心房細動の遺伝的リスクとして、有意水準が極めて高く人種を超
えた心房細動発症と関わる2つの遺伝的リスク、日本および欧米で有意水準は中等度で、人種特異的に心房細動と関わ
る遺伝的リスクがそれぞれ2つずつ同定された。これらを用いることにより、5倍異なる心房細動発症リスク層別化がで
きること、治療効果の約20%の違いを予測できることなどが明らかとなった。

（東京大学医科学研究所中村祐輔教授、理化学研究所田中敏博博士、東京都健康長寿医療センター沢辺元治博士、本学
循環器内科との共同研究）

　(B) 心房細動初期過程に関わる炎症・免疫機転
　　  Inflammatory and immunological mechanisms in atrial fibrillation 

　メタボリック症候群は、多くの環境リスクと遺伝リスクが相互作用することによりもたらされる軽度・慢性炎症が発
症に強く関係する。メタボリック症候群関連疾患の１つである心房細動でも同様の発症機転が作用する。そこで、各種
心房細動環境リスク・遺伝リスクが、心房に炎症細胞（Tリンパ球、マクロファージ、肥満細胞）を動員する分子メカ
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ニズムの検討し、種々のストレスにより生じる危険信号（danger signal）が炎症細胞動員に関わり、これが心房細動の
分子治療標的となることが明らかとなった。

　(C) 肺静脈内心筋スリーブの発生メカニズム
　　  Development of myocardial sleeve in the pulmonary vein 

　心房細動の大部分が肺静脈内に存在する心筋スリーブの異常電気活動を引き金とし、カテーテル肺静脈隔離術が有効
な治療法として普及している。そこで肺静脈内心筋スリーブの発生に関わる転写因子を検討し、心房細動発生メカニズ
ムの解明を目指している。同転写因子調節に、long non-coding RNA（long ncRNA）が関与することが示唆された。

(3) 心室頻拍・突然死の研究
　突然死sudden deathのほとんどが致死性不整脈である心室頻拍・心室細動によるものであり、その発現機構の解明と予防
法・治療法の確立はいまだに不整脈研究の最重要課題となっている。本研究室では₃タイプの遺伝子改変マウスを用いて心
室頻拍・心室細動の予防・治療法の確立を目指している；
　(A) NOS1APKOマウスの解析
　　  Analysis of NOS1AP (NOS1 adaptor protein) KO mice 

　NOS1APは、欧米で行われたGWAS研究で意外にも心臓突然死に最も強く関連する遺伝子として同定された遺伝子で
あるが、NOS1APと突然死も関係は不明である。同遺伝子のノックアウトマウスを用いて、不整脈発現機構の検討を行い、
NOS1APが圧負荷に対する不整脈発現の危険性を上昇させることが判明した。

（国立国際医療センター加藤博規弘士との共同研究）
　(B) 心臓刺激伝導系特異的転写因子KOマウスの解析

　プルキニエ線維は心室細動の発生に密接に関係することが知られているが、これを検討するための動物モデルが存在
しない。今回、末梢刺激伝導系に特異的に発現する転写因子のKOマウスを作製したところ、運動負荷（水泳）・薬理学
的交感神経刺激により致死的不整脈が発現した。同マウスは刺激伝導系の伝導異常の心室細動発生への関与を検討する
動物モデルと考えられ、プルキニエ線維の異常は運動・交感神経刺激による不整脈発生に関与することが示唆された。

（浜松医科大学医学部生化学講座三浦直行教授との共同研究）
　(C) 脳型Na＋チャネルKOマウスの解析

　Drave症候群は家族性てんかん症候群であり、SUDEP(sudden unexpected death with epilepsy)を来たすことが問題と
されている。その原因遺伝子である脳型Na+チャネルのKOマウスを作成すると、特に高温時致死性不整脈を発生し突
然死を起こすことが観察された。神経の影響を排除するために、ランゲンドルフ還流下に潅流液温度を上昇させると致
死性不整脈が発生することが観察され、脳型Na+チャネルが心臓にも発現し、不整脈発生に関わることが示唆された。

（筑波大学医学部神経内科講座堀米ゆみ博士との共同研究）

(4) iPS細胞を用いた不整脈研究
　従来の不整脈研究は、ヒト以外の生物種の心筋細胞を用いた方法、あるいはヒト遺伝子を培養細胞に異所性に発現させて
システムを用いて行われてきたが、実際に不整脈の発生の環境場、特に興奮－収縮連関・細胞内カルシウムハンドリングが
欠如した環境場での検討である点が深刻なlimitationとなっている。ヒトiPS細胞から分化誘導した心筋細胞を用いることに
より、このlimitationのない不整脈研究が可能となることが期待される。
　(A) LQT患者からのiPS細胞の樹立
　　  Establishment of iPS cells from LQT patients

　LQT患者の皮膚生検標本からiPS細胞を樹立し、これを心筋への分化誘導し機能解析を行う。このLQT患者からのiPS
細胞由来心筋細胞を用いて、LQTの病態発現機構を検討する。現時点で、LQT1, LQT2, LQT3患者からiPS由来心筋様
細胞の樹立に成功しており、LQT3由来心筋様細胞では、成人心筋細胞における電位生理学的異常が維持されているこ
とを確認している。

（慶應義塾大学医学部循環器内科学教室・再生医学教室福田恵一教授との共同研究）
　(B) ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いた薬物スクリーニング系
　　  Drug screening system using human iPS cells-derived cardiomyocytes 

　新薬の開発には長年の精力的研究が必要であり、①リード化合物の発見と構造展開→②前臨床試験で(i)薬物動態試験
→(ii)薬効・薬理試験→(iii)安全性試験（毒性試験）→③臨床試験で有効性・安全性の確認、のステップが必要である。
しかし、長期間の前臨床試験をパスして臨床試験に到達した化合物の約2割が心毒性の判明のために開発中止を余儀な
くされる。これは、前臨床試験の段階で、ヒト細胞を用いたアッセイ系がないことが深く関与する。ヒトiPS細胞由来
心筋様細胞を用いて、心毒性のスクリーニング系の確立を行っている。

（国立医薬品食品衛生研究所楝田泰成博士との共同研究）
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[原著]
  1.	 Yamashiro K, Sasano T, Tojo K, Namekata I, Kurokawa J, Sawada N, Suganami T, Kamei Y, Tanaka H, Tajima N, 

Utsunomiya K, Ogawa Y, Furukawa T. (2010). Role of transient receptor potebntial vanilloid 2 in LPS-induced 
cytokine production in macrophages. Biochem. Biophys. Res. Commun. 398, 284-289.

  2.	 Yang PC, Kurokawa J, Furukawa T, Clancy CE. (2010). Acute effects of sex steroid hormones on susceptibility to 
cardiac arrhythmias: a simulation study. PLoS Comput. Biol. 6, e1000658.

  3.	 Uejima T, Koike A, Sawada H, Aizawa T, Ohtsuki S, Tanaka M, Furukawa T, Frase AG. (2010). A new 
echocardiographic method for identifying vortex flow in the left ventricle: Numerical validation. Ultrasound Med. 

Biol.

  4.	 Furukawa T. (2010). Transmural dispersion of repolarization and drug-induced Torsade de Pointes – A 3-D 
simulation study. Circ. J. 75, 49-50.

[学会]
  1.	 Sugiyama H, Nakamura K, Kurokawa J, Furukawa T, Morita H, Kusano KF, Ohe T, Ito H (2010) KCNH2 current 

activating factor in serum of patients with heart failure.第14回心不全学会学術集会、東京, Journal of  Cardiac Failure, 
16, S160-1.

  2.	 Kurokawa J, Asada K, Kurobane E, Furukawa T (2010). Regulation of cardiac IKs channels by a non-genomic 
pathway of sex hormones. 第87回日本生理学会大会、盛岡, Journal of  Physiological Sciences, 60, S6. 

  3.	 Kurobane E, Kurokawa J, Suzuki T & Furukawa T, (2010). A role of PDE2 in a localized regulation of cardiac 
L-type Ca2+ currents by progesterone. 83回日本薬理学会年会, 大阪, J Pharmacol Sci, 112, 75P.

  4.	 Kurokawa J, Asada K, Furukawa T (2010). Regulation of the IKS channel by S-nitrosylation at carboxyl-terminus of 
KCNQ1. 54rd Biophysical Society Annual Meeting, San Francisco, Biophys J, 98, 357B.(Feb 20-24, 2010)

  5.	 黒川洵子，遠山周吾、村田光繁，古川哲史、福田恵一 (2010.11.4-5) ヒトiPS由来心筋の電気生理学的性質．口頭発表，
平成22年度生理学研究所研究会，岡崎

  6.	 遠山周吾、村田光繁、黒川洵子、Lopez-Redondo Fernando、服部文幸、水澤美香、山川裕之、橋本寿之、江頭徹、関
朋久、扇野泰行、八戸宏二郎、湯浅慎介、福田恵一 (2010.10.8-9). ヒトiPS由来心筋細胞の電気生理学的特性について。
27回日本心電学会、大分. 

  7.	 黒川洵子 (2010.3.20) 心筋イオンチャネルの制御機構とその破綻による病態の解析．口頭発表，平成22年度特定領域研
究班若手の会，大阪．

  8.	 黒川洵子 (2010.3.30) 心筋IKsチャネル分子複合体を介した心臓再分極のβアドレナリン性制御．第130回日本薬学会，
シンポジウム発表、岡山．

  9.	 黒川洵子、中村浩章、Colleen E Clancy, 古川哲史 (2010.6.5) 性ホルモンのＱＴ延長に及ぼす作用機構と不整脈シミュ
レーション。第112回日本薬理学会関東部会、静岡。

10.	 笹野哲郎、大石咲子、田村典子、磯部光章、古川哲史 Autocrine/Paracrine Mechanisms for Macrophage Migration 
Evoked by Mechanical Stretch of Atrial Myocytes. 第74回日本循環器学会　京都　平成22年3月

11.	 松原清二、笹野哲郎、江花有亮、古川哲史、磯部光章 NOS1AP Regulates Ventricular Repolarization and 
Arrhythmogenicity via NO Production. 第74回日本循環器学会　京都　平成22年3月

12.	 松原清二、笹野哲郎、江花有亮、古川哲史、磯部光章 NOS1APノックアウトマウスにおけるQT間隔及び催不整脈性
の検討. 第25回日本不整脈学会学術集会　名古屋　平成22年6月

13.	 笹野哲郎、大石咲子、古川哲史 Autocrine/Paracrine Mechanisms for Macrophage Migration Evoked by Mechanical 
Stretch of Atrial Myocytes. 13th Tokyo-Taipei-Seoul Arrhythmia Conference, 福岡　平成22年10月

14.	 笹野哲郎、大石咲子、田村典子、磯部光章、古川哲史 心房伸展における細胞外ATPのオートクライン作用を介した
炎症メカニズム 第27回日本心電学会学術集会　大分　平成22年10月

15.	 松原清二、笹野哲郎、江花有亮、古川哲史、磯部光章 Risk and mechanism for sudden cardiac death in NOS1AP 
knockout mice. 第14回日本心不全学会　東京　平成22年10月

16.	 Furukawa T, Nakamura H, Kurokawa J, Sasano T, Isobe M. Non-genomic regulation of cardiac ion current by sex 
hormones. XX World Congress JSHR 京都　平成22年5月16日

17.	 古川哲史．イオンチャネル・不整脈と心臓発生・分化．第9回心臓血管発生研究会特別シンポジウム．千葉　平成22
年7月10日

18.	 古川哲史．イオンチャネル・受容体の細胞なく上での局在と機能．第25回犬山不整脈カンファレンス．名古屋　平成
22年8月21日

19.	 古川哲史．ラウンドテーブルディスカッション「心電現象と性差－不整脈診療に性差の視点を活かす－」心電現象の
性差：分子レベルでどこまで分かっているのか？第27回日本心電学会学術集会．大分、平成22年10月8日．
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20.	 古川哲史．臨床医のための心臓生理・心臓薬理学．第27回日本心電学会学術集会．大分、平成22年10月9日．
21.	 古川哲史．iPS細胞由来心筋細胞の薬物安全性評価への応用．心電学フロンティア2010（第45回理論心電図研究会）、

大分、平成22年10月8日．

[研究助成金]
  1.	 笹野哲郎（代表）：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(C)　「心房細動リスク因子（メタボリック症候群・心房拡

大）における心房炎症機構の解明」
  2.	 古川哲史（代表）：文部科学省科学研究費補助金　新学術領域研究公募「心血管特異的「ｈ自然炎症」とその破綻機構：

非感染性炎症疾患 “心房細動” での検討」
  3.	 江花有亮（代表）：文部科学省科学研究費補助金　若手研究(B)「全ゲノム解析による心房細動感受性遺伝子の同定と

機能解析」
  4.	 古川哲史（代表）：文部科学省リーディングプロジェクト「個人の遺伝情報に応じた医療の実現プロジェクト（第2期）：

メタボリック症候群関連疾患（心房細動）」
  5.	 古川哲史（代表）：車両財団研究助成事業
  6.	 古川哲史（分担）：日本循環器学会トランスレーショナルリサーチ振興事業「ヒトiPS細胞由来心筋樹立による家族性

突然死症候群の病態解明と治療法の確立」
  7.	 黒川洵子（代表）：ソルト・サイエンス研究財団　「心臓の酸化ストレスにおけるカリウムイオンの役割」
  8.	 黒川洵子（代表）：第30回薬学研究奨励財団研究助成金、「性差医療に基づいたin silico心臓毒性評価系の確立」　
  9.	 黒川洵子（代表）：持田記念研究助成金、「薬物誘発性不整脈に対する男女別毒性評価系の確立について」

呼吸循環病学講座



— 601 —

呼吸循環病学講座

分 子 代 謝 医 学 分 野
Molecular and Medicine and Metabolism, Medical Research Institute

教　　授　小川佳宏
准 教 授　亀井康富
MTT特任講師　 山本幸男(〜6月)
GCOE特任講師　澤田直樹
助　　教　菅波孝祥
特任助教　西條美佐，袁　勲梅，白川伊吹，
　　　　　高橋真由美，田中　都，伊藤美智子，
　　　　　蜂屋瑠見(10月～)
日本学術振興会特別研究員
　　　　　蜂屋瑠見(〜9月)，杉田　聡
GCOE拠点形成特別研究員　滝沢文彦
大学院生　市岡誠之，津田直人，江原達弥，
　　　　　南部宏英，岩崎順博，青山千賀子，
　　　　　中川信貴，服部真季

（１）教育
担当科目： 医歯学総合研究科修士課程　遺伝疾患総論・人体機能学，歯学部　生化学講義

教育方針：ライフスタイルの欧米化に伴って肥満症、糖尿病、高血圧症、高脂血症、動脈硬化性疾患等の生活習慣病の罹患
率は増加の一途を辿り、これらの克服は国民医療の観点からも極めて重要な課題である。分子代謝医学分野では、しばしば
重積して発症する上記の生活習慣病（メタボリックシンドローム）の分子機構の解明とその知見を踏まえた新しい治療戦略
の確立を目指しており、基礎研究の成果の医学応用を念頭においたトランスレーショナルリサーチの教育を基本方針として
いる。

（２）研究
１．メタボリックシンドロームの標的器官としての脂肪組織
A. 肥満の脂肪組織炎症に関する研究：
　肥満あるいは内臓脂肪型肥満を基盤として発症するメタボリックシンドロームは動脈硬化性疾患の前段階として位置付け
されており、その分子基盤として全身の軽度の慢性炎症が注目されている。一方、肥満の脂肪組織ではマクロファージの浸
潤が増加すること報告されており、脂肪細胞とマクロファージの相互作用により誘導される慢性炎症がメタボリックシンド
ロームの基盤病態として注目されている（J. Leukoc. Biol. 88: 33-39, 2010）。
　我々は既に、脂肪細胞に由来する飽和脂肪酸が4型Toll様受容体（TLR4）の内在性リガンドとしてマクロファージを活性
化することを証明し、メタボリックシンドロームの病態形成に関与することを見出した。本研究では、マクロファージにお
ける飽和脂肪酸の標的分子としてmacrophage-inducible C-type lectin（Mincle）を同定し、Mincleが肥満の脂肪組織に浸潤
するマクロファージに高発現することを証明した。培養マクロファージを用いた検討により、Mincleは飽和脂肪酸/TLR4/
NF-κB経路により発現が誘導されることが明らかになった。骨髄マクロファージを用いたM1・M2マクロファージのin vitro

分化系において、MincleはM1マクロファージ選択的に発現していた。ヒト皮下脂肪組織において、Mincle遺伝子発現はBMI
と有意な正相関が認められた（r2 = 0.3589）。Mincleは結核菌や真菌に対する病原体センサーとして生体の感染防御に働くこ
とが報告されているが、本研究により、Mincleが肥満の脂肪組織炎症の発症・進展に関与する可能性が示唆された（Diabetes 
60: 819-826, 2011）。
B. 肥満・2型糖尿病の末梢血単球機能に関する研究：
　肥満の脂肪組織に浸潤するマクロファージの病態生理的意義が注目されているが、脂肪組織に浸潤する前段階、即ち、末
梢血単球の変化やその意義は不明である。本研究では、肥満患者の末梢血単球において、M2マーカー陽性細胞と炎症抑制
性サイトカインIL-10の発現が有意に低下し、動脈硬化指標（PWV）と負の相関を示すことが明らかになった。興味深いこ
とに、肥満に2型糖尿病を合併する患者ではこれらのパラメーターが更に低下していた。インスリン抵抗性改善薬であるチ
アゾリジン誘導体は、PPARγの活性化を介してマクロファージのM2分化を促進することが知られているが、肥満症患者で
はチアゾリジン誘導体投与により、末梢血単球の質的変化と動脈硬化指標が有意に改善した。以上より、肥満・2型糖尿病
における単球機能の改善を標的とする新しい治療戦略の可能性が示唆された（Diabetes Care 33: e7, 2010）。一方、種々の単
球・マクロファージマーカーには種差が存在するため、ヒトと実験動物では必ずしも一致した見解が得られていない。我々は、
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肥満患者の末梢血単球において、TNFαやIL-6などの炎症性サイトカインとともにMincle遺伝子発現の著しい上昇を見出し
た。以上より、Mincleがヒト末梢血単球において活性化の指標となる可能性が示唆された（Diabetes 60: 819-826, 2011）。
C. アディポサイトカインHB-EGFの産生調節機構に関する研究：
　ヘパリン結合上皮成長因子様増殖因子（HB-EGF）は膜蛋白質として生合成され、切断酵素により切断されて放出される
ユニークなアディポサイトカインである。肥満マウスでは、脂肪組織においてのみHB-EGF遺伝子発現が増加する。本研究
では、脂肪細胞におけるHB-EGF放出の分子機構を解明するためにアルカリフォスファターゼ融合HB-EGFを安定発現する
3T3-L1脂肪細胞を作製し、HB-EGF放出の検出系を確立した。インスリンは脂肪細胞においてHB-EGF遺伝子発現と放出を
誘導したが、未分化脂肪細胞では効果を示さなかった。メタロプロテアーゼ阻害薬を用いた検討により、インスリン誘導性
HB-EGF放出の少なくとも一部はADAM17（a disintegrin and metalloproteinase 17）によることが示唆された。又、リコン
ビナントHB-EGF添加により脂肪細胞におけるHB-EGF放出が誘導された。以上より、脂肪細胞においてインスリンによる
HB-EGF放出のポジティブフィードバック機構が示唆された。HB-EGF放出の分子機構の解明は、内分泌細胞としての脂肪
細胞の理解に新しい洞察をもたらすと考えられる（Obesity 18: 1888-1894, 2010）。

２．メタボリックシンドロームの標的器官としての骨格筋
　骨格筋は人体で最大の組織であり、エネルギー代謝や糖取り込み、運動において重要な役割を果たす。核内受容体
Retinoid X Receptors（RXR）のサブタイプの一つであるRXRγは骨格筋に高発現するが、全身の糖・脂質代謝における骨
格筋RXRγの意義は不明である。我々は既に、核内受容体RXRγを骨格筋特異的に過剰発現するマウス（RXRγマウス）を
作出し、RXRγマウスは血糖値が低下することを報告した。本研究では、RXRγマウスを用いて、肥満により誘導される糖
代謝の悪化における骨格筋のRXRγの機能的意義を検討した。通常食で飼育したRXRγマウスは骨格筋において、糖輸送担
体であるGlut1の発現が増加しており、糖取り込みの増加が認められた。遺伝性肥満KKAyマウスとの交配により肥満を誘導
するとRXRγマウスは対照マウスと比較して、肥満による糖代謝の悪化が著しく抑制された。更に、RXRγマウスでは肥満
により誘導される脂肪肝と肝臓におけるインスリン感受性の改善が認められた。以上より、RXRγマウスでは、骨格筋にお
ける糖取り込みの増加が全身の糖代謝を改善すると考えられ、肥満により誘導される糖代謝障害において骨格筋RXRγの創
薬ターゲットとしての可能性が示唆された。

３．メタボリックシンドロームのエピジェネティクス制御
　多くの疫学調査により胎生期の栄養環境が成人期に発症する肥満や生活習慣病に関連する可能性が指摘されている。一方、
胎生期のみならず個体の成長が著しい新生児期も全身臓器の可塑性が高い時期であり、新生児期の栄養環境が成人期の肥満
や生活習慣病の疾患感受性に影響を与える可能性がある。本研究では、バイサルファイト法により種々の栄養状態において
マウスの肝臓における脂肪合成遺伝子のDNAメチル化状態を検討し、肝脂肪合成の律速酵素グリセロール3リン酸アシル基
転移酵素（GPAT）遺伝子プロモーターにおけるDNAメチル化の程度が遺伝子発現と逆相関することを明らかにした。
DNAメチル化の変化はGPAT遺伝子プロモーターに特異的であり、他の脂肪合成遺伝子では認められなかった。培養細胞を
用いた検討により、DNAメチル化によりGPAT遺伝子プロモーター転写活性が抑制されることが明らかになった。以上より、
GPAT遺伝子はDNAメチル化によるエピジェネティクス制御を受けることが示唆された。

４．マクロファージにおける炎症性サイトカイン産生の分子機構に関する研究
　TLR4のセカンドメッセンジャーとして細胞内カルシウムの役割を示唆する知見が集積しつつある。しかしながら、TLR4
がいかにして細胞内カルシウムを制御するのか、細胞内カルシウムがどのようにしてLPSによるサイトカイン産生に関与す
るのかについては未解明の点が多い。我々は、非興奮性細胞における主要なカルシウム流入経路であるtransient receptor 
potential（TRP）がマクロファージにおけるLPSによる炎症性サイトカイン産生に関与することを明らかにした。薬理学的
検討により、LPSによるTNFαとIL-6の遺伝子発現の誘導にはTRPCあるいはTRPMファミリーではなくTRPVファミリーが
関与することが明らかになった。マクロファージではTRPVファミリー分子のうちTRPV2のみが発現しており、shRNAによ
りTRPV2をノックダウンしたところ、LPSにより誘導されるTNFαおよびIL-6の遺伝子発現とIκBαの分解が抑制された。
LPSによる細胞内カルシウムレベルの上昇には細胞内外のカルシウム動員が関与していること、特に、細胞内から動員され
たカルシウムはNF-κB依存性のTNFαとIL-6の遺伝子発現の誘導に関連し、細胞外から動員されたカルシウムはNF-κB非
依存的なIL-6の遺伝子発現の誘導に関連することが示唆された（Biochem. Biophys. Res. Commun. 398: 284-289, 2010）。

（３）研究業績
【原著】

  1.	 N. Satoh, A. Shimatsu, A. Himeno, Y. Sasaki, H. Yamakage, K. Yamada, T. Suganami, and Y. Ogawa. Unbalanced 
M1/M2 phenotype of peripheral blood monocytes in obese diabetic patients: effect of pioglitazone. Diabetes Care 33: 
e7, 2010.

  2.	 M. Tanaka, T. Suganami, S. Sugita, Y. Shimoda, M. Kasahara, S. Aoe, M. Takeya, S. Takeda, Y. Kamei, and Y. 
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Ogawa. Role of central leptin signaling in renal macrophage infiltration under unilateral ureteral obstruction. 
Endocr. J. 57: 61-72, 2010.

  3.	 Y. Kamei, T. Ehara, T. Suganami, S. Kanai, K. Hayashi, Y. Yamamoto, S. Miura, O. Ezaki, M. Okano, and Y. Ogawa. 
Increased expression of DNA methyltransferase 3a in obese adipose tissue: studies with transgenic mice. Obesity 
18: 314-321, 2010.

  4.	 Y. Yamazaki, Y. Kamei, S. Sugita, F. Akaike, S. Kanai, S. Miura, Y. Hirata, B.R. Troen, T. Kitamura, I. Nishino, T. 
Suganami, O. Ezaki, and Y. Ogawa. The cathepsin L gene is a direct target of FOXO1 in the skeletal muscle. 
Biochem. J. 427: 171-178, 2010.

  5.	 T. Yamamoto, T. Suganami, M. Kiso-Narita, P. A. Scherle, Y. Kamei, M. Isobe, S. Higashiyama, and Y. Ogawa. 
Insulin-induced ectodomain shedding of heparin-binding epidermal growth factor-like growth factor in adipocytes in 
vitro: role of a disintegrin and metalloproteinase 17. Obesity 18: 1888-1894, 2010.

  6.	 T. Suganami and Y. Ogawa. Adipose tissue macrophages: their role in adipose tissue remodeling. J. Leukoc. Biol. 
88: 33-39, 2010.

  7.	 K. Yamashiro, T. Sasano, K. Tojo, I. Namekata, J. Kurokawa, N. Sawada, T. Suganami, Y. Kamei, H. Tanaka, N. 
Tajima, K. Utsunomiya, Y. Ogawa, and T. Furukawa. Role of transient receptor potential vanilloid 2 in LPS-induced 
cytokine production in macrophages. Biochem. Biophys. Res. Commun. 398: 284-289, 2010.

  8.	 Y. Okazaki, N. Ohshima, I. Yoshizawa, Y. Kamei, S. Mariggiò, K. Okamoto, M. Maeda, Y. Nogusa, Y. Fujioka, T. 
Izumi, Y. Ogawa, Y. Shiro, M. Wada, N. Kato, D. Corda, and N. Yanaka. A novel glycerophosphodiester 
phosphodiesterase GDE5 controls skeletal muscle development via a non-enzymatic mechanism. J. Biol. Chem. 285: 
27652-27663, 2010.

  9.	 A. Sato, H. Kawano, T. Notsu, M. Ohta, M. Nakakuki, K. Mizuguchi, M. Itoh, T. Suganami, and Y. Ogawa. Anti-
obesity effect of eicosapentaenoic acid in high-fat/high-sucrose diet-induced obesity: importance of hepatic 
lipogenesis. Diabetes 59: 2495-2504, 2010.
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腎 臓 内 科 学 分 野
Nephrology

教　　授　佐々木成
准 教 授　内田信一，頼建光(血液浄化療法部)
　　　　　野田裕美(慢性腎臓病病態治療学講座，4月〜)
講　　師　岡戸丈和
助　　教　太田哲人，蘇原映誠(血液浄化療法部)，
　　　　　太田英里子(血液浄化療法部)，
　　　　　内藤省太郎(慢性腎臓病病態治療学講座，4月〜)
メディカルフェロー　大橋禎子
大学院生　江渡加代子，野村尚弘，大井克征，若林麻衣，
　　　　　グリバハル・タラト，西田秀範，
　　　　　ムハマッド・ザキル・ホサイン・カン
　　　　　磯部清志，井上佑一，須佐紘一郎，森　崇寧
臨床検査技師　千賀宗子

（１）教育
　「分子から個体までの幅広い視点に基づく研究」と「最先端の研究に基づく革新的医療」をモットーに教育、研究、そし
て診療活動を行っている。
　教育については、学内の血液浄化療法部と関連病院の協力を得て、卒前・卒後教育を行なっている。体液制御と腎疾患を
担当し、腎の体内環境調節における重要さの理解を図り、常にものの本質を見つけようとする姿勢を持ったアカデミックド
クターの育成を目指している。卒後２年間の初期研修後、大学および関連病院にて腎臓内科専門医としての研修を２年間行
い、この間に臨床での未解決の問題について自覚をもつよう指導している。大学院での研究活動は活発であり、最先端の研
究を行なうことにより、基礎と臨床の双方に秀でた医師の育成を行なっている。

（２）研究
　メインテーマは腎臓膜輸送体についての研究である。
　腎臓は体液恒常性を司る重要な臓器であり、尿細管各部位において、特別な輸送能を持つ輸送体蛋白により水、イオンが
巧妙な制御を受けて輸送されている。我々は、世界に先駆けて、腎臓の水チャネル、クロライドチャネルをクローニングし、
その分子の機能解析を行ってきた。また、分子から生体に戻り、ノックアウトマウス作成、ヒト遺伝疾患の解析を通じて、各々
の輸送体が細胞内・生体内でどのような役割を担っているのかを明らかにしている。最近は、種々の病態モデルマウスを遺
伝子組換え技術により作成し、生体内での病態解明と先端的治療法の開発を目指している。具体的には、１）偽性低アルド
ステロン症II型のモデルマウスの作成と解析を通じて、新たな腎臓での塩分出納調節機構や高血圧症発症機構を明らかにし
た。２）尿濃縮に重要なAQP2水チャネルの細胞内移動制御機構の詳細を解明した。
　最近では、これらの解明した分子機序を応用して、それらを制御する化合物のスクリーニングを行い、新たな降圧薬、利
尿薬、尿崩所治療薬の開発を行っている。

（３）臨床
　我々は日本でもっとも早く透析療法を開始した医療機関の１つであり、腎臓病治療には長年の伝統と実績がある。その結
果多くの関連病院と緊密な連係を維持しており、共同して医療の質の向上に努めている。従って患者さんと他の医療機関か
ら非常に厚い信頼を受けている。また最新の分子生物学を駆使して全国でもさきがけて腎性尿崩症、Liddle症候群などの遺
伝性腎疾患の遺伝子解析を行っており、全国から解析の依頼を受け付けている。遺伝子変異から発病に至る細胞内メカニズ
ムの解明に取り組んでおり、その結果をうけての治療法の開発を目指している。この領域では全国でも随一の実績を持つと
自負している。

（４）業績
【原著】

  1.	 Eto K, Noda Y, Horikawa S, Uchida S, Sasaki S. Phosphorylation of aquaporin-2 regulates its water permeability. J. 
Biol. Chem. 285:40777-84, 2010. 

  2.	 Hanada S, Ando R, Naito S, Kobayashi N, Wakabayashi M, Hata T, Sasaki S. Assessment and significance of 
abdominal aortic calcification in chronic kidney disease. Nephrol. Dial. Transplant. 25:1888-95, 2010. 
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  3.	 Inoue K, Kuwana H, Shimamura Y, Ogata K, Taniguchi Y, Kagawa T, Horino T, Takao T, Morita T, Sasaki S, 
Mizushima N, Terada Y. Cisplatin-induced macroautophagy occurs prior to apoptosis in proximal tubules in vivo. 
Clin. Exp. Nephrol. 14:112-22, 2010. 

  4.	 Kimoto S, Sato K, Watanabe T, Suguro T, Koyama T, Shichiri M. Serum levels and urinary excretion of salusin-
alpha in renal insufficiency. Regulatory Peptides 162:129-132, 2010.

  5.	 Kinoshita H, Yasuda M, Kaneko S, Usui R, Inoshita S, Furumoto Y, Maruyama Y, Susa K, Suenaga M, Fujita H, 
Tomiyama J, Yakushiji F. Thyroid hormones, their carrier proteins, and thyroid antibodies in the pleural effusion of 
two patients with Graves' disease-induced thyrotoxicosis. Endocr. Res. 35:183-7, 2010.

  6.	 Mutig K, Saritas T, Uchida S, Kahl T, Borowski T, Paliege A, Bohlick A, Bleich M, Shan Q, Bachmann S. Short-term 
stimulation of the thiazide-sensitive Na+-Cl- cotransporter by vasopressin involves phosphorylation and membrane 
translocation. Am. J. Physiol. Renal Physiol. 298:502-9, 2010.

  7.	 Oe Y, Nakaya I, Yahata M, Sakuma T, Sato H, Soma J. A case of γ1-heavy chain deposition disease successfully 
treated with melphalan and prednisolone therapy. Inter. Med. 49:1411-15, 2010.
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合併した一例．第40回日本腎臓学会東部学術大会, 宇都宮, 2010年9月．

168.	吉田和香子, 坂本麻実, 高橋大栄, 西垣啓介, 森崇寧, 青柳誠, 田中啓之, 田村禎一, 岸洋一. 上大静脈症候群を認めた長期
留置型バスキュラーカテーテル留置の3症例. 第55回日本透析医学会学術集会総会, 神戸, 2010年6月.

169.	吉田和香子, 平井俊行, 萬代新太郎, 高橋大栄, 安藝昇太, 青柳誠, 田中啓之, 田村禎一. 潜在性二分脊椎による慢性水腎症
で腎後性腎不全を呈し, 著明な低Ca血症を合併した一例. 第40回日本腎臓学会東部学術集会, 宇都宮, 2010年10月.

170.	吉本裕，佐藤恵介，大林博美，菅野有造，芝本隆，頼建光，佐々木成. 無酢酸重曹透析液濃度調整における基準液の
検討. 第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.

【講演】
  1.	 Sasaki S. Evidence based CKD guideline in Japan. The 12th Asian Pacific Congress of Nephrology, Seoul, Korea, 

June, 2010．
  2.	 Sohara E. WNK4 links insulin with salt-sensitive hypertension. Scientific Meeting in Denver, Denver, U.S.A, 

November, 2010.
  3.	 安藤亮一．当院における慢性腎臓病に関する病診連携の現状．CKD診療学術講演会～エキスパートに学ぶCKD診療の

実際～．東京，2010年2月.
  4.	 安藤亮一．透析室における医療安全管理～武蔵野赤十字病院における取り組みと新型インフルエンザ対策も含めて．

第34回広島血液浄化カンファランス，広島，2010年3月.
  5.	 安藤亮一．保存期慢性腎臓病（ND)患者における腎性貧血治療の現状と展望－Darbepoetin alfaへの期待：第2回多摩腎・

透析合併症フォーラム，東京，2010年9月.
  6.	 安藤亮一．慢性腎臓病における血管石灰化とその制御，杉並区・中野区・武蔵野市透析研究会，東京，2010年9月.
  7.	 安藤亮一．腎性貧血の治療目標を再考する．第29回岐阜県透析研究会，岐阜，2010年11月.		
  8.	 石橋賢一. 臨床医学入門. NPO法人CCC-TIES「みんなのTIES e カレッジ」2010年8月.
  9.	 稲葉直人. 腹膜透析の適応と維持管理. PD懇話会, 千葉, 2010年7月．
10.	 稲葉直人. 腹膜透析の合併症対策, 東関東腎不全看護セミナー, 東京, 2010年10月．
11.	 小澤潔．腎性貧血治療の歴史と展望．神奈川県東部腎不全看護勉強会，横須賀，2010年10月.
12.	 神田英一郎. CAPD関連合併症の予防と管理. Baxter CAPD講座, 東京, 2010年7月.
13.	 神田英一郎. 臨床研究デザインの要点. 第18回東京御茶ノ水腎談話会, 東京, 2010年10月.
14.	 神田英一郎. 第1回CKD治療における医療連携について. CKD医療連携懇話会, 東京, 2010年10月.
15.	 神田英一郎. CKDの進行予防と栄養管理. 第8回埼玉臨床栄養研究会, 東京, 2010年10月.
16.	 神田英一郎. 第1回初学者のための臨床研究　デザインの基本. 東京医科歯科大学 生命倫理研究センターセミナー,  東

京, 2010年10月.
17.	 神田英一郎. PD導入期の諸問題. Terumo PD Seminar 2010, 東京, 2010年11月.
18.	 神田英一郎. 第2回初学者のための臨床研究　臨床研究の指標. 東京医科歯科大学 生命倫理研究センターセミナー,  東

京, 2010年11月.
19.	 神田英一郎. CKD-MBDについて. 第9回腎臓病セミナー, 東京, 2010年12月.
20.	 神田英一郎. 第3回初学者のための臨床研究　臨床研究の注意点. 東京医科歯科大学 生命倫理研究センターセミナー, 東

京, 2010年12月.
21.	 神田英一郎. 日常診療での診断や治療法、地域連携に向けて. 第1回中目黒透析療法地域連携の会, 東京, 2010年12月.
22.	 佐々木成．腎性尿崩症．第53回日本腎臓学会学術総会ワークショップ，神戸，2010年6月．
23.	 椎貝達夫．CKD治療の問題点．キリンレクチャー，茨城，2010年3月．
24.	 椎貝達夫．正しいCKD治療は「蓄尿あり」で．腎生会地域懇談会･勉強会，東京，2010年3月．
25.	 椎貝達夫．蛋白尿を減らす薬（抗蛋白尿薬）を探して．腎生会総会，茨城，2010年6月．
26.	 椎貝達夫．抗蛋白尿療法のさまざまな問題点．腎生会地域懇談会･勉強会，東京，2010年9月．
27.	 椎貝達夫．腎臓病の進行をくい止めるには「蓄尿あり」の治療法で．第17回腎不全対策キャンペーン講演会，名古屋，

2010年8月．
28.	 椎貝達夫，前田憲志，中井滋．討論「腎臓病進行防止に有効な方策とデータベース作成について」．第17回腎不全対
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策キャンペーン講演会，名古屋，2010年8月．
29.	 篠田俊雄．高性能血液透析膜の臨床的有用性．重慶腎臓病学会高通量透析研究会，重慶，中華人民共和国，2010年3月．
30.	 篠田俊雄．HDF療法の基礎と未来．第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月．
31.	 蘇原映誠．インスリンと塩分感受性高血圧症をつなぐ新規インスリン-WNK4-NCCリン酸化カスケードの発見．第53

回日本腎臓学会学術総会ワークショップ，神戸，2010年6月.
32.	 田島真人．ＬＤＬ吸着療法について．渋谷区医師会学術講演会, 東京, 2010年8月.
33.	 西尾康英．CKD（慢性腎臓病）に対する低たんぱく食事療法の有用性.　東海地区腎臓病シンポジウム, 名古屋, 2010年

10月.
34.	 野田裕美．大島賞受賞講演　腎における水輸送制御メカニズムの解明と水代謝疾患に対する新規治療法開発. 第53回

日本腎臓学会学術総会, 神戸, 2010年6月.
35.	 前田益孝．直接的レニン阻害薬を臨床にどのように活かすか？～腎臓内科の立場から～.  DRI Expert Meeting in 

Tsukuba, つくば（茨城），2010年2月．
36.	 前田益孝．高血圧の最新治療戦略．牛久市薬剤師会学術講演会, 牛久（茨城），2010年3月．
37.	 前田益孝．高血圧の最新治療について～腎臓内科医の立場から～．つくばJOY会講演会, つくば（茨城），2010年4月．
38.	 前田益孝． 高血圧治療の展望～直接的レニン阻害薬の可能性～．長岡市医師会学術講演会, 長岡（新潟），2010年5月．
39.	 前田益孝．レニン・アンジオテンシン・アルドステロン系の新展開．第190回茨城県内科学会, 水戸（茨城），2010年6月．
40.	 前田益孝．PDにおけるチーム医療．BAXTER CAPD講座, 東京, 2010年7月．
41.	 前田益孝．高血圧治療の展望～直接的レニン阻害薬の可能性～．DRI Expert Meeting in Mito, 水戸（茨城），2010年9

月．
42.	 前田益孝．無尿透析患者にDRIは有効か？ I-RAS (Ibaraki-Renin inhibitor Academy Seminar), つくば（茨城），2010年

9月．
43.	 前田益孝．高血圧治療の展望～直接的レニン阻害薬の可能性～．第116回つくば臨床研究会, つくば（茨城），2010年9月．
44.	 前田益孝．高血圧治療の展望～直接的レニン阻害薬の可能性～．DRI Expert Meeting in Kashima, 鹿島（茨城），

2010年11月．
45.	 前田益孝．高血圧の最新治療について―腎臓内科医の立場から―　DM and RAS．第18回糖尿病症例検討会, 高崎（群

馬），2010年12月．
46.	 室賀一宏．鼻の症状を中心に～花粉症など～．相模原漢方懇話会，神奈川，2010年2月．
47.	 室賀一宏．苓桂朮甘湯について．相模原漢方懇話会，神奈川，2010年5月．
48.	 室賀一宏．頭痛の漢方治療について．相模原漢方懇話会，神奈川，2010年9月．
49.	 室賀一宏．透析患者の主訴に対する五苓散の運用．ISOM・Japan　五苓散シンポジウム，東京，2010年10月．
50.	 室賀一宏．桂枝+麻黄の処方について．相模原漢方懇話会，神奈川，2010年11月．
51.	 頼建光. 慢性腎臓病治療における病診連携の今後の展望. 多摩CKD講演会，東京，2010年12月．

【研究助成金】
  1.	 石橋賢一. 文部科学省科学研究費基盤研究(C)「細胞内水チャネルによる細胞内水代謝の調節と病態生理」
  2.	 石橋賢一. Inハイテクリサーチ「ゲノム情報に基づく合理的な創薬研究の拠点形成「薬剤による多発性嚢胞腎進行抑

制の分枝機構の解明」
  3.	 太田哲人．科学研究費補助金　若手研究（B）「WNK4キナーゼの腎臓における役割の解析」
  4.	 佐々木成．科学研究費補助金　基盤研究（A）「新たな腎臓膜輸送体制御法の開発」
  5.	 内田信一．科学研究費補助金　基盤（A）「腎臓膜輸送体を制御する新規細胞内刺激伝達系の解明」
  6.	 内田信一．ソルトサイエンス研究財団研究助成.
  7.	 内田信一．武田科学振興財団「生命科学研究助成」
  8.	 小林克樹．文部科学省科学研究費基盤研究(C)「多発性囊胞腎発症におけるERストレスの役割の解明」
  9.	 蘇原映誠．科学研究費若手B「肥満患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受性高血圧」
10.	 蘇原映誠．武田科学振興財団医学系研究奨励「肥満患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受性高血圧発症機構

の解明」
11.	 蘇原映誠．第39回かなえ医薬振興財団研究助成金「高インスリン血症患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受

性高血圧メカニズムの解明」
12.	 蘇原映誠．財団法人中島記念国際交流財団研究助成金「肥満患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受性高血圧

発症機構の解明」
13.	 野田裕美．文部科学省科学研究費基盤研究(C)「水チャネル輸送機序を標的にした腎性尿崩症の治療法開発」
14.	 野田裕美．公益信託（中央三井信託銀行）林女性自然科学者研究助成.
15.	 野田裕美．金原一郎記念医学医療振興財団基礎医学医療研究助成.
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16.	 油井直史．日本学術振興会「組織的な若手研究者海外派遣プログラム 」
17.	 頼建光．文部科学省科学研究費基盤研究(B)「腎臓における新規の血圧調節機構WNK-NCCシグナル伝達系の解明」

【受賞】
  1.	 椎貝達夫．「日本農村医学会賞」．第59回日本農村医学会学術総会，岩手，2010年11月．
  2.	 野田裕美.　東京都医師会医学研究賞．2010年3月．
  3.	 野田裕美.　日本腎臓学会大島賞．2010年6月．
  4.	 野村尚弘．会長賞,　第53回日本腎臓学会学術総会, 2010年6月.
  5.	 野村尚弘．優秀演題賞,　第1回分子腎臓フォーラム, 2010年9月.
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生 殖 機 能 協 関 学 分 野
Comprehensive Reproductive Medicine

教　　授　久保田俊郎
准 教 授　尾林　聡(4月～)
特任教授　宮坂尚幸(4月～)
講　　師　尾林　聡(～3月)，宮坂尚幸(～3月)，
　　　　　吉木尚之，谷口義実(～9月)，
　　　　　原田竜也(10月～)
特任講師　桃原祥人(4月～)
助　　教　原田竜也(～9月)，寺内公一，若林　晶，　　
　　　　　石川智則，関口将軌，高橋慎治(4月～)，
　　　　　高嶺智子
特任助教　松原　舞(～9月)，大川智実(10月～)
医　　員　大本和美(～3月)，関川佳奈(～3月)，
　　　　　瀧下智恵(～3月)，大川智実(～9月)，
　　　　　大蔵慶憲(～9月)，青木早苗(10月～) 
大学院生　田島麻記子(4月～)，宇野雅哉，鳥羽三佳代，
　　　　　岩原由樹，須藤(大島)乃里子，平光史朗，
　　　　　大蔵慶憲(4月～)，山本　篤(4月～)，
　　　　　田尻下怜子

　国立大学大学院の臨床医学分野の一つとして診療、教育、研究を行い、また地域医療機関と密接な相互協力を維持するこ
とを目的に運営されている。診療においては、医療の向上を絶えず希求し、医の倫理と患者の人権を尊重しながら高度の医
学知識と医療技術の修得を目指す。教育においては、思春期より更年期・老年期までの一連の流れの中での女性の生理的・
病的現象の系統的な理解が得られるよう努めている。研究では、臨床教室での研究であることを常に念頭におき、独創的な
発想と視点から問題の解決に取組み、研究の主力を生殖医学、腫瘍学および周産期医学に置いている。

（１）教　育
　医学部医学科の産科婦人科学、保健衛生学科の母性・婦人科学の教育を担当している。講義には系統講義のほかに症例を
中心とした学生自身のプレゼンテーションも含んだ臨床講義、さらに学外の非常勤講師による特別講義を行っている。クリ
ニカルクラークシップでは外来および病棟においてできるだけ early exposure を取り入れ、学生は外来担当指導医･病棟担
当指導医･研修医からなる受け持ち医師チームの一員として行動し、積極的に分娩に立会い、婦人科的な処置や手術に出来
るだけ参加する。
　また、産婦人科領域でのup dateな知識・情報を小グループ学習にて提供し、教育関連病院での実地臨床を経験する機会を
用意している。

（２）研　究
1) 生殖生理・内分泌・代謝に関する研究
　生殖機能を卵胞の発育、雌雄の配偶子、受精・着床から妊娠、分娩・産褥に至るまでの生理および病態について、産婦人
科診療における臨床研究を行うとともに、ヒトおよび実験動物の生殖臓器から得た細胞の培養系を用いて、内分泌学的・免
疫学的・機能形態学的な解明を行っている。特に、局所ホルモンとしての各種成長因子、サイトカイン、血管内皮由来物質
の女性生殖機能に対する調節機構について検討を行っている。
2) 加齢に伴う身体機能の変化に関する研究
　更年期の婦人科臨床で問題となる更年期障害や骨粗鬆症、動脈硬化症、脳機能の変化などの病態の解明と治療法の確立を
めざした基礎・臨床の研究を多面的に行っている。
3) 婦人科悪性腫瘍の病理形態学的研究
　子宮癌、子宮肉腫、卵巣癌、絨毛癌などの新しい診断、治療法の開発を目的に、腫瘍細胞の増殖、転移に伴う機能・形態
的変化を生化学と病理形態学的に追求している。
　また、婦人科腫瘍での血管新生に関する生化学的研究にも着手している。
4) 周産期医学に関する研究
　子宮内胎児の発育、胎児治療に関する実験および臨床的研究と、子宮内の胎児環境を形成する胎児、胎盤、羊水系の内分
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泌学的検討並びに幼若ラット脳血流遮断による脳障害に対するMRI及び病理組織学的検討を行っている。

特徴とする研究方法
１）卵巣顆粒膜細胞、ヒト子宮内膜・脱落膜・絨毛細胞、ヒト子宮筋細胞・筋腫細胞、マウス卵や初期胚、婦人科腫瘍細胞、

骨芽細胞、破骨細胞などを用いた細胞培養実験。
２）卵巣顆粒膜細胞やヒト精子を用いた細胞内カルシウム濃度の測定（Fura-2AM法、パッチクランプ法）。
３）細胞内イノシトール3燐酸産生量の測定（ベリッジ法）。
４）細胞内DNA合成能を測定（サイアミン取り込み実験）。
５）血清、尿、卵胞液、羊水中の種々のホルモン測定（RIA法、EIA法）。
６）種々のホルモンの膜受容体結合能の測定。
７）ABC法による免疫組織学的検討。
８）電子顕微鏡による細胞の超微形態学的な分析。
９）細胞内カルシウムやpHの変動の解析（共焦点レーザー顕微鏡）。
10）ノーザン・プロット法、ウエスタン・プロット法やRT-PCR法による分子生物学的検討。
11）ラット子宮筋収縮能の検討（マグヌス装置）。
12）ラットの脳血流や脳障害におけるMRIによる分析。
13）フローサイトメトリー法によるタンパク発現の解析
14）Matrigel-coated invasion chamberを用いた培養細胞の浸潤能の検討

（３）臨床上の特徴
  難治性不妊症の治療には、内視鏡検査を積極的に導入し、体外受精・胚移植法により好成績が得られている。中高年女性
の健康管理を専門とする外来を設け、QOLを主眼とした治療を行い、DEXA法による骨量測定、血管機能検査、乳房検診、
自律神経機能検査、ホルモン補充療法などを行っている。また、管理栄養士、臨床心理士による生活指導やカウンセリング
を含む全人的なヘルスケアを行っている。産科ではLDRを設置し分娩症例の増加を目指すとともに、合併症をもった妊娠例
を管理している。悪性腫瘍患者の治療には、関連診療科と協力し根治性の高い手術療法に取り組み、化学療法、放射線療法
を駆使して良好な治療成績を得ている。良性卵巣腫瘍や子宮内膜症には腹腔鏡下手術も積極的に施行し、手術症例が増加し
ている。　

（４）研究業績−2010年
［原著・英文］
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2010
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節部髄膜腫合併妊娠の1 例．第62回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、2010.4

26.	 平光史朗、尾林聡、加藤清子、秋吉美穂子、寺内公一、久保田俊郎：塩酸ラロキシフェン内服に伴うCAVIの変化に
関する検討．第62回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、2010.4

27.	 大川智実、高嶺智子、吉木尚之、久保田俊郎：腹腔鏡下手術中に著明な皮下気腫から高二酸化炭素血症となった１例．
第62 回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、2010.4

28.	 市村建人、宇野雅哉、吉木尚之、宮坂尚幸、久保田俊郎：径 4cm の皮様嚢腫摘出により神経症状が著明に改善した
抗N-methyl-D-aspartate receptor 脳炎の1 例．第62回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、2010.4

29.	 久保田俊郎：女性のこころとからだ．日本女子大学教養特別講義、東京、2010.5
30.	 大川智実、吉木尚之、高嶺智子、久保田俊郎：腹腔鏡下手術中に生じた高二酸化炭素血症の１例．第354回日本産科

婦人科学会東京地方部会例会、東京、2010.5
31.	 久保田俊郎：会長講演：周産期医療に携わる医師・助産師育成のための提言．第28回東京母性衛生学会学術集会、東京、

2010.5
32.	 久保田俊郎：生殖医療におけるホルモン療法update．H22年度岐阜産科婦人科研究会～生殖医学～、岐阜、2010.5
33.	 吉木尚之：婦人科領域における単孔式腹腔鏡下手術．単孔式内視鏡手術(SILS)近畿地区安全導入セミナー、大阪、

2010.5
34.	 瀧本秀美、 林芙美、 草間かおる、 吉池信男、 宮坂尚幸、 久保田俊郎：妊娠末期における葉酸サプリメントの使用と妊娠

中・産後の血清葉酸、血漿総ホモシステイン値の変化．第64回日本栄養：食糧学会 2010.5
35.	 久保田俊郎：更年期女性健康教室．東京医科歯科大学周産・女性診療科セミナー2010.6
36.	 石川智則、原田竜也、岩田未菜、久保田俊郎：子宮鏡手術が有用であった不妊症例の検討．第142回日本生殖医学会

関東地方部会、栃木、2010.6
37.	 久保田俊郎：ランチョンセミナー：Office Gynecology における子宮内膜症の新たな展開．第119回日本産科婦人科学

会関東連合地方部会総会・学術集会、東京、2010.6
38.	 関口将軌、関川佳奈、高嶺智子、寺内公一、宮坂尚幸、久保田俊郎：Upshaw-Schulman症候群合併妊娠の１例．第

119回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会・学術集会、東京、2010.6
39.	 秋吉美穂子、加藤清子、大輪陽子、杉山みち子、野地有子、箕輪尚子、寺内公一、尾林聡、麻生武志、久保田俊郎：

身体的・精神的健康に関する意識に対する健康・栄養カウンセリングの効果．第10回日本健康・栄養システム学会、
東京、2010.6

40.	 尾林聡：子宮・卵巣関連の疾病と治療．明治安田生命保険 2010.6
41.	 尾林聡：女性の加齢と更年期．第一三共講演 2010.6
42.	 若菜公雄、名古ゆり恵、根井朝美、八杉利治、尾崎喜一、水谷勝美：子宮頸部小細胞癌に対してEP 化学療法に放射

線療法を併用した3 症例の検討．第48回日本婦人科腫瘍学会学術講演会ミニワークショップ、つくば、2010.7
43.	 岡本圭祐、西田俊彦、関口将軌、宮坂尚幸、水谷修紀：出生当日に超音波スクリーニングで発見された無症候性副腎

出血の一例．第46回日本周産期・新生児医学会学術集会、神戸、2010.7
44.	 寺内公一：シンポジウム3「性ホルモンと骨代謝」 閉経後骨粗鬆症 ―その発症と治療への免疫系の関与―． 第28回日

本骨代謝学会学術集会、東京、2010.7
45.	 中筋貴史、石川智則、原田竜也、久保田俊郎：当院における子宮外妊娠患者の背景および治療方針に関する検討．第

28回日本受精着床学会総会、横浜、2010.7
46.	 原田竜也、大川智実、石川智則、吉木尚之、久保田俊郎：子宮鏡下筋腫摘出手術中に偶然発見された若年性子宮体癌
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の一例．第50回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会、東京、2010.7
47.	 大川智実、吉木尚之、久保田俊郎：単孔式腹腔鏡下手術における種々の縫合結紮法．第50回日本産科婦人科内視鏡学

会学術講演会、東京、2010.7
48.	 久保田俊郎：東京医科歯科大学医学部医学科について．平成23 年度茨城県地域枠に係る入試説明会、茨城、2010.8
49.	 須藤乃里子、吉田朋子、星野優子、小牧基浩、中浜健一、久保田俊郎、安部まゆみ、森田育男：生体外で作成した血

管網を用いた血管再生療法．第31回日本炎症再生医学会、東京、2010.8
50.	 寺内公一、尾林聡、秋吉美穂子、大輪陽子、加藤清子、松島英介、久保田俊郎：ワークショップ1「更年期医療およ

び婦人科疾患」 更年期女性の不眠症状に対する当帰芍薬散・加味逍遥散・桂枝茯苓丸の効果に関する検討．第39回日
本女性心身医学会学術集会、大宮、2010.8

51.	 寺内公一、尾林聡、秋吉美穂子、大輪陽子、加藤清子、松島英介、久保田俊郎：シンポジウム「女性のライフステー
ジにおける漢方治療」 更年期女性の不眠症状に対する当帰芍薬散・加味逍遥散・桂枝茯苓丸の効果に関する検討．第
30回産婦人科漢方研究会学術集会、富山、2010.9

52.	 岡本千明、高嶺智子、関口将軌、宮坂尚幸、尾林聡、久保田俊郎：メトトレキサーﾄ動注・子宮動脈塞栓術が奏効し
た臨床的侵入奇胎の1 例．第355回日本産科婦人科学会東京地方部会例会、東京、2010.9

53.	 宇野雅哉、斉藤愛記、井本逸勢、稲澤譲治、山岡昇司：卵巣癌細胞におけるNF-kappaBinducing kinase による恒常的
NF-kappaB 活性化調節．第69回日本癌学会学術総会、大阪、2010.9

54.	 鳥羽三佳代、宮坂尚幸、山田一郎、久保田俊：Diffusion Tensor Imaging（DTI）による摘出子宮の子宮体癌筋層浸潤
評価の試み．第38回日本磁気共鳴医学会大会 つくば 2010.9

55.	 山田雅之、常富千晶、梅沢栄三、山田知歩子、宮坂尚幸、小牧裕司、疋島啓吾、藤吉兼浩、中村雅也、百島祐貴、岡
野栄之、玉置憲一：数個のb値に対応する拡散強調画像から算出した高次モーメント統計量によるラット脳マッピン
グの試み．第38回日本磁気共鳴医学会大会、つくば、2010.9

56.	 平光史朗、寺内公一、加藤清子、秋吉美穂子、須藤乃里子、尾林聡、久保田俊郎：骨粗鬆症治療薬の更年期QOLスコ
アに与える影響．第25回日本更年期医学会学術集会、鹿児島、2010.10

57.	 寺内公一、平光史朗、尾林聡、秋吉美穂子、大輪陽子、加藤清子、松島英介、久保田俊郎：更年期女性の不眠症状に
対する当帰芍薬散・加味逍遥散・桂枝茯苓丸の効果に関する検討．第25回日本更年期医学会学術集会、鹿児島、
2010.10

58.	 須藤乃里子、尾林 聡、寺内公一、久保田俊郎、森田育男：血行再建ツールとしての毛細血管網の生体外での作成．第
25回日本更年期医学会学術集会、鹿児島20010.10

59.	 秋吉美穂子、加藤清子、大輪陽子、杉山みち子、木村哲也、森谷敏夫、宮坂尚幸、尾林聡、麻生武志、久保田俊郎：
閉経周辺期女性におけるエストロゲンと自律神経機能について．第25回日本更年期医学会学術集会、鹿児島、2010.10

60.	 久保田俊郎：中高年女性のヘルスケアを考える－HRTガイドラインのポイント－．亀田メディカルセンター講演会、
千葉、2010.10

61.	 若菜公雄、名古ゆり恵、根井朝美、八杉利治、尾崎喜一、水谷勝美：初期子宮体癌における選択的リンパ節郭清の可
能性の検討．第48回日本癌治療学会学術集会、京都、2010.10

62.	 寺内公一：ラウンドテーブルディスカッション 2 更年期女性における睡眠障害の実態とその対応．第 9 回更年期と加
齢のヘルスケア学会学術集会、東京、2010.11

63.	 石川智則、中筋貴史、原田竜也、岩田未菜、久保田俊郎：不妊患者における子宮鏡下子宮内膜ポリープ切除の有効性．
第55回日本生殖医学会総会・学術講演会、徳島、2010.11

64.	 中筋貴史、石川智則、原田竜也、岩田未菜、久保田俊郎：子宮鏡手術における術前診断と病理組織診断との相違に関
する検討．第55回日本生殖医学会総会・学術講演会、徳島、2010.11

65.	 青木早苗：当院における双胎妊娠の動向と取り扱いについて（土浦協同病院）．農村医学会、岩手、2010.11
66.	 久保田俊郎：HRT 新ガイドラインのポイント．第120回日本産科婦人科学会関東連合地方部会学術集会、つくば、

2010.11
67.	 羅ことい、石川智則、宮坂尚幸、尾林聡、久保田俊郎：複式単純子宮全摘術後腹腔内出血に対し子宮動脈塞栓術を施

行し止血を得た一例．第120回日本産科婦人科学会関東連合地方部会学術集会、つくば、2010.11
68.	 平光史朗、寺内公一、久保田俊郎：閉経後骨粗鬆症と血中Dickkopf 濃度の関係について．第14回産婦人科臨床フォー

ラム、東京、2010.12
69.	 青木早苗、大川智実、宮坂尚幸、尾林聡、久保田俊郎：胎盤ポリープにより出血に対し子宮動脈塞栓術及び子宮鏡下

切除術が有効であった₁例．第356回日本産科婦人科学会東京地方部会例会、東京、2010.12

［研究助成金］
  1.	 文部科学省研究補助金　基盤研究（C）「精子受精能と細胞内情報伝達についての研究」：研究代表者　清水康史
  2.	 文部科学省研究補助金　基盤研究（C）「自己組織を利用した欠損組織修復と血流回復を目指した新規新生児外科治療
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戦略」：研究代表者　久保田俊郎	
  3.	 厚生労働省研究補助金 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業「更年期障害に対する加味逍遥散のプラセ

ボ対照二重盲検群間比較試験」：研究代表者　水沼英樹

［受賞］
  1.	 寺内公一：T lymphocytes amplify the anabolic activity of parathyroid hormone through Wnt10b signaling. Cell 

Metab 2009;10:229-240．第₅回東京医科歯科大学医師会賞 2010 年₃月

［主催学会］
  1.	 第141回　日本生殖医学会関東地方部会．東京医科歯科大学₅号館₄階講堂、2010. 2
  2.	 第28回　東京母性衛生学会学術集会．東京医科歯科大学₅号館₄階講堂、2010．5
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泌 尿 器 科 学 分 野
Urology

教　　授　木原和徳
准 教 授　川上　理(～6月)，藤井靖久(7月～)
講　　師　藤井靖久(～6月)，増田　均
助　　教　古賀文隆，齋藤一隆，岡田洋平，
　　　　　矢野晶大(～6月)，沼尾　昇(7月～)，
　　　　　飯村康正(7月～)
大学院生　田中将樹，砂倉瑞明，川村尚子，駒井好信，　
　　　　　木島敏樹，福井直隆，北山沙知，中西泰一，
　　　　　神田敏博，久保雄一，竹下英毅，小林秀一郎，
　　　　　伊藤将也，中山貴之，井上雅晴，田中　一

（１）教　育
　泌尿器科学講座の卒前卒後教育の目標は、高い倫理性を持ちかつ高度の医学知識と医療技術を身につけた泌尿器科専門医
を育てることにあり、その中から臨床医学の教育研究者としての資質を備えた人材が育ってくれることを期待している。卒
前教育は基礎的な解剖、生理、病理の知識を土台として患者の訴える病状と徴候を把握する能力を養い、それに基づいて必
要な検査を行い、そこで得た事実を体系づけて診断にいたる、問題解決型の思考を身につけ、これらの過程に必要な知識の
ネットワークを作ることを目的としている。卒後教育はまずプライマリケアと泌尿器科学一般の知識と技術を身につけ、倫
理性と責任感を養うことを目的とした 3年間の研修を行う。その後は泌尿器学の各専門分野領域に踏み込んだ臨床研修を行
うとともに、その何れかの領域におけるテーマについて研究を行う。この期間を約7年と考えており、初期の3年間と合わせて、
この10年間は大学病院、大学院、関連病院、国内研究施設において研鑽し、この時期を経て海外施設への留学を行う。

（２）研　究
　教室開設以来、尿路性器悪性腫瘍、自律神経、生殖内分泌を中心に臨床研究、基礎研究が脈々と続けられてきている。研
究は臨床と車の両輪をなすものであり、臨床に立脚した研究を行うことによって臨床能力がより深められることを重視して
いる。臨床研究では、ミニマム創内視鏡下泌尿器手術体系の開発・運用を通じて、次世代の低侵襲手術である、“Gasless 
Single Port Access Surgery” の確立を目指す。また、“必要にして十分な、至適医療の確立” の基本理念の下，浸潤性膀胱
癌に対する低侵襲・根治的膀胱温存療法の開発、精密な立体多箇所前立腺針生検法の開発・確立、無駄な前立腺針生検を排
除するための正確なノモグラムの作成・運用、腎血流を遮断しない低侵襲・無阻血腎部分切除の開発、進行前立腺癌に対す
る順次集学的治療の開発、至適な周術期抗菌剤投与法の確立など、多岐の重要な領域に亘り臨床研究をすすめている。基礎
研究では、“Bed to Bench, feedback to Bed” をモットーに、現在、ホルモン抵抗性前立腺癌に対する分化誘導療法の開発、
排尿・勃起障害におけるNO系の分子機構異常の解明とそれに基づく治療法の開発、分子標的治療による泌尿器癌の治療耐
性の克服や新規治療法の開発などをテーマにした研究を行っている．

（３）臨　床
　“必要にして十分な、至適医療の確立” の基本理念の下，泌尿器科臨床の4本柱である腫瘍、畜排尿、生殖内分泌、結石／
感染症に関わるすべての領域に世界トップレベルの医療を提供できる診療体制をとっている。当教室で開発したミニマム創
内視鏡下泌尿器手術は全国に普及し、2008年4月には新技術として保険収載された。本手術体系では、患者を選別しない、
病状に合わせたテーラーメイドの低侵襲化が可能で、拡大手術をも安全・低侵襲に行い、良好な成績をあげている。一般的
な疾患に対しては国際標準的な治療を重視する原則を守りながらも、症例に応じて先端技術を駆使した方法を開発実用化し、
従来の治療の壁をこえて治療成績を向上させる努力を続けている。後者の範疇に入る先進的医療を以下に列記する。

●ミニマム創内視鏡下泌尿器手術：副腎摘除術、根治的腎摘除術、単純腎摘除術、腎部分切除術、腎尿管全摘除術、前立
腺全摘除術、骨盤リンパ節郭清術、膀胱全摘除、回腸導管造設術、回腸新膀胱造設、膀胱部分切除、後腹膜リンパ節郭清、
後腹膜腫瘍摘除、など

●浸潤性膀胱癌に対する低侵襲・根治的膀胱温存療法（低用量化学放射線療法＋ミニマム創内視鏡下膀胱部分切除）
●立体多箇所前立腺針生検（正確な前立腺生検法）
●前立腺癌予測ノモグラムの作成・運用（正確な前立腺癌予測による不要な前立腺生検の排除）
●腎血流を遮断しない低侵襲・無阻血腎部分切除
●限局性前立腺癌に対する前立腺部分治療
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●進行前立腺癌に対する順次集学的治療（進行前立腺癌患者の生命予後とQOLの改善を目指して）
●進行腎癌に対する多剤免疫・分子標的治療
●血清CRP値の泌尿器癌予後予測マーカーおよび手術侵襲マーカーとしての応用
●至適予防的抗菌薬使用法の開発
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泌尿器科学会総会, 盛岡, 2010年4月28日.

76.	 安田庸輔、山本真也、助川 玄、伊藤将也、久保雄一、沼尾 昇、吉川慎一、浦上慎司、米瀬淳二、福井 巖. 膀胱癌に
対する血管茎処理先行広範膀胱全摘後の局所再発に関する検討, 第98回日本泌尿器科学会総会, 盛岡, 2010年4月28日.

77.	 安田庸輔、湯浅  健、助川  玄、伊藤将也、久保雄一、沼尾  昇、吉川慎一、浦上慎司、山本真也、米瀬淳二、福井  
巖. 臨床病期T1腎癌の手術術式選択に及ぼす腫瘍側因子と手術合併症の検討 日本泌尿器科学会東部総会, 宇都宮, 2010
年.

78.	 横山みなと、藤井靖久、飯村康正、吉田宗一郎、砂倉瑞明、矢野晶大、岡田洋平、酒井康之、齋藤一隆、古賀文隆、
増田　均、川上　理、木原和徳. 日本人における根治的腎摘除および腎部分切除後の腎機能（第二報），第98回日本泌
尿器科学会総会, 盛岡, 2010年4月28日.
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［講演、シンポジウム］
  1.	 Fujii Y, Kijima T, Kawakami S, Kihara K. Sequential therapy for advanced prostate cancer. Ochanomizu Prostate 

Cancer Workshop. Tokyo, Nov 22, 2010.
  2.	 影山幸雄. 小切開骨盤底筋膜群温存前立腺全摘：シンポジウム「尖部処理の工夫」．第３回低侵襲治療研究会, 浦和, 

2010年2月6日.　
  3.	 影山幸雄. 甲状腺機能低下.　 埼玉腎癌分子標的治療薬フォーラム, 浦和, 2010年3月12日.　
  4.	 影山幸雄. 小切開術を容易にするコツ〜前立腺全摘、根治腎摘を中心に〜.　第1回東毛地区泌尿器科腫瘍懇談会,  太田, 

2010年4月15日. 
  5.	 影山幸雄： 前立腺全摘－機能温存へのヒント－.　第2回あすか前立腺フォーラム, 東京, 2010年5月21日.　
  6.	 影山幸雄. 前立腺癌最新の話題とPSA地域連携. 埼玉がんセンター・北足立郡市医師会懇親会講演, 上尾, 2010年7月22

日.
  7.	 川上　理. アボルブの初期投与経験と今後の検討課題. 5α還元酵素阻害剤Expert Meeting, 東京, 2010年3月6日. 
  8.	 木原和徳.　医学部における倫理審査の現状と課題. 東京医科歯科大学生命倫理センター　5周年記念シンポジウム 「生

命・医療・研究倫理の未来を見据えて」．東京, 平成22年2月10日.
  9.	 木原和徳. ミニマム創内視鏡下手術の現状と展望. 下関市泌尿器手術講演会, 下関,　平成22年3月29日.
10.	 木原和徳. ミニマム創内視鏡下手術の展望と学会設立. 第98回日本泌尿器科学会総会　教育講演, 盛岡, 平成22年4月.
11.	 木原和徳.　日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会の取り組み. 第2回小切開鏡視外科学会　シンポジウム, 東京, 平成22

年9月10日.
12.	 木原和徳. ミニマム創内視鏡下術. 泌尿器科学会地方会 栃木群馬　特別講演, 大宮, 平成22年11月14日.　
13.	 木原和徳. ミニマム創内視鏡下手術. 第38回福岡佐賀泌尿器手術手技研究会　特別講演, 福岡, 平成22年11月17日.
14.	 木原和徳. ミニマム創内視鏡下手術／gasless single port surgery/Gasless LESSの現状2010. 第3回日本ミニマム創泌尿

器内視鏡外科学会, 東京, 平成 22年12月4日.
15.	 古賀文隆、木原和徳、齋藤一隆、増田　均、藤井靖久、川上　理. ミニマム創内視鏡下腎尿管全摘除．第2回小切開・

鏡視外科学会、シンポジウム, 東京, 2010年9月11日.
16.	 古賀文隆，木原和徳，齋藤一隆，増田　均，藤井靖久，川上　理. 低侵襲・根治的膀胱温存療法：低用量化学放射線

療法＋ミニマム創内視鏡下膀胱部分切除. 第48回日本癌治療学会総会、パネルディスカッション, 京都, 2010年10月28
日. 

17.	 古賀文隆、木原和徳、齋藤一隆、増田　均、藤井靖久.  ミニマム創内視鏡下無阻血腎部分切除.  第3回日本ミニマム創
泌尿器内視鏡外科学会,  東京, 2010年12月5日.

18.	 齋藤一隆、木原和徳. ミニマム創内視鏡下腎尿管全摘除　Gasless Two Port Access Total Nephroureterectomy. 第98
回日本泌尿器科学会総会、パネルディスカッション, 盛岡, 2010年4月29日.

19.	 齋藤一隆.  IJUセミナー、講演, 宇都宮, 2010年9月17日.
20.	 齋藤一隆、増田　均、沼尾　昇、木島俊樹、田所　学、古賀文隆、藤井靖久、川上　理、林　敬二、渋谷　均、木原

和徳. 小線源を用いた部分治療. 第17回東京前立腺癌フォーラム, 東京, 2010年10月9日.
21.	 齋藤一隆、藤井靖久、飯村康之、田所　学、駒井好信、川上　理、浦上慎司、山本真也、米瀬淳二、福井　巌、木原

和徳.  転移を有する進行性腎癌における転移巣切除の意義. 第48回日本癌治療学会、パネルディスカッション, 京都, 
2010年10月28日.

22.	 藤井靖久．腎癌骨転移における放射線治療とゾレドロン酸の併用効果．Urology Bone Disease Forum 2010、講演，
東京，2010年1月22日.

23.	 藤井靖久．進行性腎癌に対するネオアジュバント治療：サイトカイン治療 vs 分子標的治療　サイトカイン治療の立
場から．第39回腎癌研究会、パネルディスカッション，盛岡，2010年4月29日.

24.	 藤井靖久，近藤恒徳，岸田　健，Nicholas J Vogelzang. Panel discussion. Role of cytoreductive nephrectomy in the 
era of targeted agents. Treatment of metastatic non-clear cell renal cell carcinoma. Meet the Specialist in Urology、
パネルディスカッション（英語），東京，2010年7月16日.

25.	 藤井靖久．小径腎腫瘍の病理．第40回腎癌研究会記念大会 Japanese Kidney Cancer Symposium、講演，東京，2010
年7月18日.

26.	 藤井靖久，木島敏樹，川上　理，木原和徳．進行性前立腺癌の治療：QOLとコストパーフォーマンスの良い長期生存
のための治療戦略．追加発言：内分泌治療および化学療法．第17回東京前立腺癌フォーラム、講演，東京，2010年10
月9日.

27.	 藤井靖久．ビデオ討論　前立腺全摘．追加発言：鼠径ヘルニア防止．日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会　第3回
学術集会，東京，2010年12月4日.

28.	 増田　均. ミニマム創内視鏡下副腎摘除. 第45回泌尿器科手術手技関東地区研究会, 東京, 2010年2月6日.
29.	 増田　均. アボルブの効果が期待される症例の解析 –多部位前立腺生検コホートからの検討-. 5α還元酵素阻害剤
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Expert Meeting, 東京, 2010年3月6日.
30.	 増田　均. 男性ホルモンとPDE5 阻害剤の併用をめぐる問題点. 第2回男性ホルモン適塾, 東京, 2010年4月8日.
31.	 増田　均. PDE5 阻害薬と抗酸化作用；ED/LUTS 治療の新たな展開. 第1回東京肺高血圧症研究会, 東京, 2010年5月8

日.
32.	 増田　均. 虚血と排尿障害-NO の視点から-. 第2回 東　洋 研究会, 東京, 2010年5月23日.
33.	 増田　均.　＜臨床症例　1＞コメンテーター. 第602回日本泌尿器科学会東京地方会, 東京, 2010年6月17日.
34.	 増田　均. 「前立腺癌と下部尿路症状：QOL 解析からわかったこと」．Uro-Gyne special seminar –The Third Meeting-, 

東京, 2010年8月5日.
35.	 増田　均. 前立腺癌と下部尿路症状. 第17回埼玉排尿障害セミナー, 浦和, 2010年8月5日. 
36.	 増田　均、木原和徳. ミニマム創内視鏡下手術：上部泌尿器腫瘍.  第2回小切開・鏡視外科学会, 東京, 2010年9月11日.
37.	 増田　均. PSA、前立腺体積を考慮した男性過活動膀胱の治療戦略：前立腺肥大症と前立腺癌の比較からわかったこ

と. 第62回日本泌尿器科学会西日本総会ランチョンセミナー, 鹿児島, 2010年11月6日.
38.	 増田　均、木原和徳、齋藤一隆、古賀文隆、藤井靖久.  ミニマム創内視鏡下腎尿管全摘除.  第３回日本ミニマム創泌

尿器内視鏡外科学会,  東京, 2010年12月5日.
39.	 米瀬淳二. 再燃前立腺癌の治療戦略　骨転移への対応. 第98回日本泌尿器科学会総会, パネルディスカッション, 盛岡, 

2010年4月28日.
40.	 米瀬淳二. 尿路変更術　回腸導管増設術. 第75回日本泌尿器科学会東部総会,　シンポジウム, 宇都宮, 2010年9月16日.

［研究助成金］
  1.	 古賀文隆．科学研究費補助金：若手(B) 21791490　膀胱癌の浸潤能および化学放射線療法治療抵抗性獲得における 

p63 蛋白の役割の解析．
  2.	 増田　均. 社会厚生事業助成金: 財団法人千代田健康開発事業団　理事長 髙橋秀明, 2010年10月22日. 
  3.	 影山幸雄 他. 鈴木泌尿器医学振興財団平成22年研究助成：低酸素誘導型αインターフェロン遺伝子の構築と腎細胞癌

治療への応用.

［受賞］
  1.	 Kawakami S, Takeshita H, Tatokoro M, Yamamoto S, Kijima T, Komai Y, Saito K, Numao N, Koga F, Fujii Y, Fukui 

I, Kihara K. Diagnostic performance of a three-dimensional 14-core systematic biopsy which can detect more than 
95% of the prostate cancers detected by the three-dimensional 26-core super-extended biopsy scheme. Best poster 

presentation award in Poster Session 4: How to improve prostate cancer detection on biopsies. Awarded by 
European Association of Urology, 25th Annual EAU Congress, Barcelona, Spain, Apr, 2010.

  2.	 Masuda H. International Journal of Urology Reviewer of the Year 2009. Awarded by Japanese Urological 
Association, 2010.

  3.	 Saito K, Kihara K, Kawakami S, Fujii Y, Masuda H, Koga F. Gasless two port access total nephroureterectomy: 
MIES total nephroureterectomy. Second Video Prize. Awarded by European Association of Urology at 25th 
Anniversary EAU Congress. Barcelona, Spain, Apr, 2010.

  4.	 Saito K. International Journal of Urology Reviewer of the Year 2009. Awarded by Japanese Urological Association, 
2010.

  5.	 Yoshida S, Masuda, H, Ishii, C, Tanaka, H, Komai, Y, Numao N, Saito, K, Koga, F, Fujii, Y, Kawakami, S, Kihara, K. 
Diffusion-weighted magnetic resonance imaging in diagnosis of upper urinary tract cancer. Third Prize for the Best 

Abstract (Oncology). Awarded by European Association of Urology, 25th Annual EAU Congress, Barcelona, Spain, 
Apr, 2010.

  6.	 Yoshida S, Masuda, H, Ishii, C, Tanaka, H, Komai, Y, Numao N, Saito, K, Koga, F, Fujii, Y, Kawakami, S, Kihara, K. 
Diffusion-weighted magnetic resonance imaging in diagnosis of upper urinary tract cancer. Third Prize for the Best 
Abstract (Oncology). 25th Annual EAU Congress, Barcelona, Spain, Apr, 2010. Best poster presentation award. Awarded 
by European Association of Urology, 25th Annual EAU Congress, Barcelona, Spain, Apr, 2010.

  7.	 香川　誠、藤井靖久、木島敏樹、田所　学、駒井好信、吉田宗一郎、砂倉瑞明、横山みなと、石岡淳一郎、飯村康正、
岩井安芸、矢野晶大、岡田洋平、古賀文隆、齋藤一隆、増田　均、川上　理、木原和徳. VIP療法により後腹膜リンパ
節転移の病理学的CR を得た精巣原発横紋筋肉腫、成熟奇形腫の1例.  ベストプレゼンテーション賞. 第603回日本泌尿
器科学会東京地方会, 東京, 2010年7月8日．

［学会主催］
  1.	 第3回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会, 東京, 2010年12月4, 5日..
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［その他］
  1.	 Koga F. Editorial comment to Cancer death from non-muscle invasive bladder cancer: Report of the Japanese 

Urological Association of data from the 1999-2001 registry in Japan. Int J Uro, 17: 913, 2010.
  2.	 Koga F, Yoshida S, Kihara K. Author reply. Re:Initial Experience of Diffusion-weighted Magnetic Resonance 

Imaging to Assess Therapeutic Response to Induction Chemoradiotherapy Against Muscle-invasive Bladder Cancer. 
Urology, 75: 392, 2010.

  3.	 Masuda H.　Editorial comment to autologous bone-marrow-derived mesenchymal stem cell transplantation into 
injured rat urethral sphincter.　Int J Urol, 17(4):368, 2010.

  4.	 Masuda H. Editorial comment to diffusion weighted imaging in the detection of upper urinary tract urothelial 
tumors. Int Braz J Urol, 36 (1): 28, 2010.

  5.	 Saito K. Editorial comment to Nomogram to predict seminal vesicle invasion using the status of cancer at the base 
of the prostate on systematic biopsy. Int J Urol, 17: 540, 2010.

  6.	 木原和徳，上村博司，伊佐山浩通，藤井靖久，飯野靖彦．座談会　レニン−アンジオテンシン系(RAS)抑制と癌治療．
日本臨床 68: 1177-85, 2010

  7.	 影山幸雄. 前立腺がん地域連携クリニカルパス　北足立郡市医師会会報　253 -p29, 2010年11月.　
  8.	 影山幸雄. 検診活用し積極的に健康管理：知っておきたい泌尿器科がん. 埼玉新聞, 2010年2月24日.
  9.	 影山幸雄. 書評「がん予備軍のあなたへ」．埼玉新聞, 2010年11月21日.
10.	 影山幸雄. 前立腺がん. 健康手帳；埼玉県医師会：ショッパー, 　2010年12月16日.
11.	 川上　理.  Q76 前立腺生検の適応、至適生検本数、経会陰式それぞれの特徴と標準的な方法、合併症と対処法、予防

的抗菌投与について教えてください。  臨床泌尿器科, 64: 294-297, 2010.
12.	 木原和徳. 低侵襲手術の進歩：ミニマム創内視鏡下手術の開発と普及. VITA, 27: 51-58, 2010.
13.	 木原和徳. 安全で、体への負担が小さい手術を実現したミニマム創内視鏡下手術.　がんサポート, 2010.
14.	 木原和徳. 増加率最多の前立腺がん　体に負担の少ない治療法. Wedge 10月号, p49, 2010.
15.	 木原和徳、上村博司、伊佐山浩通、藤井靖久. レニン―アンギオテンシン（RAS）抑制と癌治療(座談)．日本臨床, 68: 

1177-1185,2010.
16.	 木原和徳. ミニマム創内視鏡下手術（上部尿路腫瘍）update 2010 :序文.　泌尿器科外科, 23: 649, 2010.
17.	 木原和徳.　学会好事:第２回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会学術集会.　Urology Today, 17: 34-35, 2010.
18.	 古賀文隆. 日経メディカルオンライン、癌Experts、筋層浸潤膀胱癌に低用量化学放射線療法と内視鏡下部分切除で再

発なく膀胱を温存. 2010年5月7日. 記事．http://medical.nikkeibp.co.jp/leaf/all/gakkai/sp/jua2010/201005/515110.html
19.	 齋藤一隆、藤井靖久、田所　学、飯村康正、駒井好信、古賀文隆、増田　均、川上　理、木原和徳. 進行性腎細胞癌

におけるInterferon a, Cimetidine, COX-2 inhibitor, Angiotensin II type 1 receptor antagonist併用療法（I-CCA療法)
による術前補助療法の検討. 腎癌研究会会報, 39: 35-37, 2010.

20.	 藤井靖久．質問BOX.「悪性腫瘍の転移のプロセスが知りたいです．がんの種類によって転移のプロセスも変わってく
るのでしょうか．特に精巣腫瘍について知りたいです．」に対する回答．泌尿器ケア, 15: 1241-44, 2010.

21.	 藤井靖久，木島敏樹，木原和徳．AUA/ASCO/EAUで示された進行性前立腺癌の治療．泌尿器外科, 23: 1395-1400, 
2010.

22.	 藤井靖久．こんながんにも注意．精巣がん．茨城新聞，福島民報，釧路新聞，その他．
23.	 増田　均. 炎症と酸化ストレスからみた下部尿路症状. 東京, 日本新薬株式会社, 163: ⅰ～v, 2010.
24.	 増田　均.「臨床ARB 懇話会」講師. 東京, 第一三共株式会社, 2010年6月15日. 
25.	 増田　均. 前立腺がん手術後の尿漏れ. あなたの選択は間違っている　後悔しない治療（15），日刊ゲンダイ, 2010年8

月5日.
26.	 増田　均. 第4回下部尿路機能先端教育セミナー.  司会. 東京, ファイザー株式会社, 2010年9月25日～26日.
27.	 増田　均. Peripheral and central Neuronal NO, Ach and ATP.  座談会. 東京, ファイザー株式会社, 2010年9月28日.
28.	 増田　均. アボルブの使用経験について. 講師. 東京, グラクソ・スミスクライン株式会社, 2010年10月12日.
29.	 増田　均. 「前立腺癌の早期発見と低侵襲治療」－超高齢化社会を迎えて.平成22年度国立大学法人　東京医科歯科大学

公開講座「健康を考える」－がんの予防と治療(第4回)－, 東京, 2010年10月27日.

生体調節制御学講座
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幹 細 胞 制 御 学 分 野
Stem Cell Regulation

教　　授　田賀哲也
准 教 授　鹿川哲史，信久幾夫
特任助教	　柏木太一(4月～)
特任助教	　Ahmed RAMADAN(4月～9月)
学振特別研究員　椨　康一
技術補佐員／秘書　伏見眞好
技術補佐員　田口理恵，山口雄平(～3月)
大学院生	　備前典久，Maha ANANI(4月～)，
　　　　　国分康博(4月～)，野村莉絵子(4月～)，
　　　　　木下　傑(4月～)，高沢友輝(4月～)，
専 攻 生	　呉　　垠(4月～)

（１）教　育
　個体発生における器官形成過程では、組織・器官を構成する多細胞集団を生み出すもととなる組織・器官特異的幹細胞の
発生、多分化能維持、ならびに各細胞系譜への分化機構が重要である。それらの機構には増殖分化因子群や細胞表面分子群
等を介した細胞外来性シグナルと、エピジェネティック修飾や転写因子存在プロファイル等に基づく細胞内在性プログラム
が深く関わっている。幹細胞を制御する知識・技術の習得および基礎的・応用開発的研究の推進は、幹細胞から派生する各
種組織・臓器の発生と再生の理解に結びつく重要な意義がある。当分野ではこれらを念頭にして、主として中枢神経系や造
血系の幹細胞および、癌幹細胞を対象とした教育に取り組んでいる。

（２）研　究
　当分野は、生体内各組織の形成・維持・再生に重要な役割を果たす幹細胞に焦点をあてて、細胞外来性シグナルと細胞内
在性プログラムの観点から幹細胞制御の分子基盤を明らかにすることを目的とした研究に取り組んできた。主として神経幹
細胞や造血幹細胞を研究対象として、その多分化能維持や各細胞系譜への運命付け、移動や成熟の機構に取組むことで目的
達成を図っている。また、癌幹細胞の特性解明にも取り組んでおり、総合的に得られた知見が、神経幹細胞・造血幹細胞の
みならず広く生体内組織の発生・再生に関わる正常幹細胞や、癌の再発に関与する癌幹細胞を制御する機構の普遍的理解な
らびに、医療応用への糸口となるよう研究を推進している。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Inoue T, Kagawa T, Inoue-Mochita M, Isono K, Ohtsu N, Nobuhisa I, Fukushima M, Tanihara H, and Taga T: 
Involvement of the HIPK family in regulation of eyeball size, lens formation and retinal morphogenesis. FEBS Lett. 
584:3233-3238, 2010.

  2.	 Yoshinaga Y, Kagawa T, Shimizu T, Inoue T, Takada S, Kuratsu J, and Taga T: Wnt3a promotes hippocampal 
neurogenesis by shortening cell cycle duration of neural progenitor cells. Cell. Mol. Neurobiol. 30:1049-1058, 2010.

  3.	 Ramadan A, Nobuhisa I, Yamasaki S, Nakagata N, and Taga T: Cells with hematopoietic activity in the mouse 
placenta reside in side population. Genes Cells 15:983-994, 2010.

  4.	 Tabu K, Kimura T, Sasai K, Wang L, Bizen N, Nishihara H, Taga T, and Tanaka S: Analysis of an alternative 
human CD133 promoter reveals the implication of Ras/ERK pathway in tumor stem-like hallmarks. Mol. Cancer 
9:39, 2010.

[著書]
  1.	 田賀哲也、赤司浩一．癌幹細胞の発生とstemness維持（編集企画）．実験医学　28, 505-555, 2010．
  2.	 田賀哲也、赤司浩一．癌幹細胞を俯瞰する．実験医学　28, 506-510, 2010．
  3.	 椨康一、鹿川哲史、田賀哲也．癌幹細胞の自己複製へのアプローチ．実験医学　28, 517-524, 2010.

[総説]
  1.	 鹿川哲史、田賀哲也. Wnt・FGF・Notchシグナル相互作用による神経幹細胞自己複製の制御機構.医学のあゆみ

233-10,1031-1036,2010.
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[学会]
  1.	 田賀哲也　長崎大学大学院医歯学総合研究科セミナー　神経幹細胞と神経再生～幹細胞の運命決定機構から見た医療

応用の考察～　長崎大学医学部講義　長崎市2010年1月29日
  2.	 田賀哲也　長崎大学神経解剖学セミナー　ニューロンとグリアの分化制御　長崎大学セミナー　長崎市　2010年1月

29
  3.	 田賀哲也　神経幹細胞の自己複製機構の考察による癌細胞制御へのアプローチ 発生工学・疾患モデル研究会　第80回

定例会「神経幹細胞研究と癌幹細胞制御に向けたアプローチ」東京都2010年3月9日
  4.	 備前典久、井上利洋、鹿川哲史、田賀哲也　神経幹細胞前駆細胞における細胞周期調節因子Cyclin D1のアストロサイ

ト分化抑制機構　第5回神経発生討論会　愛知県岡崎市　2010年3月19-20日
  5.	 Tetsuya Taga. On the organ development and regeneration. Fayoum University. Fayoum, Egypt. March 22, 2011. 
  6.	 鹿川哲史、田賀哲也　中枢神経系グリア亜集団細胞系譜の発生起源解析、第115回日本解剖学会総会・全国学術集会  

シンポジウム「神経回路形成研究のcutting edge」　岩手県盛岡市　2010年3月29日
  7.	 Tetsuya Taga. Academia Sinica-Kumamoto University Joint Symposium. Taipei, Taiwan,April 7-10.2010
  8.	 Kouichi Tabu, Yasuhiro Kokubu, Norihisa Bizen, Ikuo Nobuhisa, Tetsushi Kagawa, Tetsuya Taga. C6 glioma main 

population maintains side population. 第8回幹細胞シンポジウム　兵庫県淡路市　2010年5月13-15日　（ポスター発表）
  9.	 Ahmed Ramadan, Ikuo Nobuhisa, Shoutarou, Yamasaki, Tetsuya Taga. Cells that have hematopoietic activity in the 

placenta of mouse embryo reside in the side population. 第8回幹細胞シンポジウム　兵庫県淡路市　2010年5月13-15
日　（ポスター発表）

10.	 Norihisa Bizen, Toshihiro Inoue, Takeshi Shimizu, Tetsushi Kagawa, Tetsuya Taga. Molecular mechanism 
underlying cyclin D1 mediated inhibition of astrocyte differentiation from neural stem/progenitor cells. 第8回幹細胞
シンポジウム　兵庫県淡路市　2010年5月13-15日　（ポスター発表）

11.	 椨康一、備前典久、清水健史、鹿川哲史、田賀哲也○　幹細胞の自己複製戦略の考察による癌細胞制御へのアプロー
チ　「幹細胞研究の癌治療戦略への応用」シンポジウム　第19回癌病態治療研究会　東京都　2010年6月30日

12.	 田賀哲也　幹細胞の運命づけ：鴨長明的考察、角倉了以的展開　「幹細胞研究の魅力」シンポジウム　吹田市　2010
年7月31日

13.	 Ahmed Ramadan, Ikuo Nobuhisa, Shoutarou Yamasaki, Naoki Nakagata, and Tetsuya Taga. Cells with 
hematopoietic activity in the mouse placenta reside in side population. 14th International Congress of Immunology 
2010. Kobe, August 22-27,2010

14.	 Ikuo Nobuhisa, Yoko Kishikawa, Shoutarou Yamasaki, Gomaa Ahmed, and Tetsuya Taga. Role of Sox-17 in 
hamatopoietic progenitors from the aorta-gonad-mesonephros region maintains immature phenotype. 14th 

International Congress of Immunology 2010. Kobe, August 22-27,2010
15.	 椨康一　C6　グリオーマの腫瘍形成における非癌幹細胞集団の関与　平成22年度「がん」若手ワークショップ　長野

県茅野市　2010年9月1-4日
16.	 Tetsushi Kagawa, Takeshi Shimizu, Kimi Araki, Naoki Takeda, Naomi Nakagata, Ikuo Nobuhisa, Tetsuya Taga. 

Analysis of glial cell sub-lineages in the developing central nervous system using GFAP/Cre-reporter mouse 
system.　中枢神経系グリア亜集団細胞系譜のGFAP/Creレポーターマウスを用いた解析　Neuro2010・第33回日本神
経科学大会・第53回日本神経化学会大会・第20回日本神経回路学会大会合同大会　神戸市　2010年9月1-4日

17.	 備前典久、井上俊洋、清水健史、鹿川哲史、田賀哲也　Molecular mechanism underlying cyclin D1 mediated 
inhibition of astrocyte　differentiation from neural stem/progenitor cells. 神経幹細胞/前駆細胞における細胞周期調
節因子cyclin D1のアストロサイト分化制御機構　Neuro2010・第33回日本神経科学大会・第53回日本神経化学会大会・
第20回日本神経回路学会大会合同大会　神戸市　2010年9月1-4日

18.	 田賀哲也　神経幹細胞の自己複製と分化制御の分子基盤　神戸大学大学院医学研究科大学院特別講義　神戸市　2010
年9月16日

19.	 Kouichi Tabu and Tetsuya Taga. Main population helps side population in C6 glioma cell line.  C6グリオーマ細胞株
においてMPはSPの維持に関与する　第69回日本癌学会学術総会　大阪市2010年9月21-24日

20.	 田賀哲也　神経幹細胞の分化制御から見た中枢神経系の発生と再構築の分子基盤　東京医科歯科大学医歯学総合研究
科ボーダレス教育「発生・再構築学コース」　2010年9月30日

21.	 Tetsuya Taga. Signaling Mechanisms Regulating Cell-Fate. Fayoum University Lecture Series on Stem Cells, 
Organogenesis and Regeneration. Fayoum, Egypt. October 27-29, 2010.

22.	 Tetsuya Taga. Epigenetic Regulation of Cell-Fate. Fayoum University Lecture Series on Stem Cells, Organogenesis 
and Regeneration. Fayoum, Egypt. October 27-29, 2010.

23.	 Tetsuya Taga. Neural Stem Cell Fate Determination. International Symposium on Stem Cells, Organogenesis, and 
Regeneration in Fayoum. Fayoum, Egypt. October 27-29, 2010.
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24.	 Tetsuya Taga. Molecular Basis of Neural Stem Cell Self-Renewal. International Symposium on Stem Cells, 
Organogenesis, and Regeneration in Fayoum. Fayoum, Egypt. October 27-29, 2010.

25.	 田賀哲也　癌幹細胞の生存戦略解明への挑戦　未来創薬研究所講演会　横浜市　2010年11月5日
26.	 Norihisa Bizen, Takeshi Shimizu, Toshihiro Inoue, Tetsushi Kagawa, and Tetsuya Taga○. Cross-talk between 

growth and differentiation pathways in cell fate determination in the developing brain. The 16th International 
Conference of the International Society of Differentiation. Nara. November 15-18, 2011.

27.	 Tetsuya Taga. Cross-interactions among cell-external cues and cell-intrinsic programs controlling brain 
development. Symposium on Epigenetic regulation in development and differentiation. The 33rd Annual Meeting of 
the Molecular Biology Society of Japan, Kobe, December 7, 2010

28.	 Ikuo Nobuhisa, Yoko Kishikawa, Uemura Mami, Maha Anani, Gomaa Ahmed, Masami Kanai-Azuma, Yoshiaki 
Kanai, and Tetsuya Tag. Role of Sox-17 in hamatopoietic progenitors from the aorta-gonad-mesonephros region 
maintains immature phenotype. The 33rd Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan, Kobe, 
December 9, 2010 (poster)

29.	 Norihisa Bizen, Toshihiro Inoue, Takeshi Shimizu, Tetsushi Kagawa, Tetsuya Taga. Cyclin  D1 inhibits astrocyte 
differentiation from neural stem/progenitor cells in a manner independent  cell cycle progression. The 33rd Annual 
Meeting of the Molecular Biology Society of Japan, Kobe, December  9, 2010 (poster)

30.	 Yasuhiro Kokubu, Yuhei Yamaguchi, Satoko Hattori, Keizo Takao, Joji Inazawa, Tsuyoshi Miyakawa, Tetsushi 
Kagawa, Tetsuya Taga. Gene expression and functional analyses of histone demethylase Gasc1 in brain. The 33rd 
Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan, Kobe, December  10, 2010 (poster)

[研究助成金]
  1.	 文部科学省 新学術領域研究（癌幹細胞を標的とする腫瘍根絶技術の新構築：略称 癌幹細胞）「人工癌幹細胞ニッチの

構築による癌幹細胞維持シグナルの解明と新規治療戦略の開発」研究代表者 田賀哲也
  2.	 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業（代謝解析による幹細胞制御機構の解明：研究代表者 平尾敦）、「組織幹

細胞および脳腫瘍におけるがん幹細胞の代謝解析」、分担グループ代表者 田賀哲也
  3.	 厚生労働省 精神・神経疾患研究委託費（精神・神経疾患のiPS細胞を用いた診断・治療法の開発に関する戦略的研究：

研究代表者 荒木敏之）、「神経幹細胞のエピジェネティック制御解明によるiPS細胞の疾患応用基盤の確立」、研究分担
者 田賀哲也

  4.	 武田科学振興財団 生命科学研究助成、「非ゲノム的変化による神経幹細胞制御機構の解明」、研究代表者 田賀哲也
  5.	 日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究（B）、「グリア細胞は多機能なのか？多種類なのか？」、研究代表者 鹿川

哲史
  6.	 日本学術振興会 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究、「自閉症スペクトル新規感受性遺伝子Gasc1を標的とした疾患モ

デルマウスの解析」、研究代表者 鹿川哲史

[その他]
  1.	 大学共同利用法人 自然科学研究機構 生理学研究所 共同利用研究（計画共同研究）、「エピゲノム変異原性精神障害モ

デルマウスの行動解析」、研究代表者 鹿川哲史
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分 子 薬 理 学 分 野
Molecular Pharmacology

教　　授　野田政樹
准 教 授　江面陽一
助　　教　早田匡芳
GCOE国際コーディネーター　中元哲也
GCOE特任講師　納富拓也
大学院生　Paksinee Kamolratanakul，佐久間朋美，
　　　　　宮嶋大輔，鈴木充文，Smriti Aryal，渡辺千穂，
　　　　　川崎真希理
事務補佐員　野末陽子
GCOE事務補佐員　押江優子，鈴木沙織，冨田久美子

（１）教育
　分子薬理学教室において、大学院生・ポストドクトラルフェローの研究を指導し、教育を行い、大学院生に対しては各教
官の指導によるセミナー形式の教育ならびに一部のコースと研究における指導を行う。医学部学生に対しては、薬理学、臨
床生化学の講義、実習を分担している。

（２）研究
　本研究分野の難治疾患研究の対象はカルシウム代謝異常疾患、特に骨粗鬆症並びに後縦靭帯骨化症などの骨量異常疾患で
ある。これらの疾患の分子生物学的、細胞生物学的な病態生理学的基盤の解明を目指しており、研究項目は以下の点である。
①細胞分化の制御に関わる転写因子の解析、②成長因子並びにサイトカインによる細胞機能制御機構の研究、③遺伝子ノッ
クアウトマウスを用いた疾患動物モデルの解析、④骨芽細胞、軟骨細胞の分化に関わる発生生物学的研究、⑤破骨細胞の形
成並びに機能調節に関する分子生物学的研究、⑥物理学的環境因子の骨芽細胞機能への影響の細胞生物学的研究

（３）研究業績
拠点事業関係

  1.	 グローバルCOEプログラム・破と骨の分子疾患科学の国際研究教育拠点・拠点リーダー
  2.	 特別教育研究経費・硬組織疾患ゲノムセンター

原著論文
  1.	 Kamolratanakul P, Hayata T, Ezura Y, Kawamata A, Hayashi C, Yamamoto Y, Hemmi H, Nagao M, Hanyu R, 

Notomi T, Nakamoto T, Amagasa T, Akiyoshi K, Noda M. Nanogel-based scaffold delivery of prostaglandin E(2) 
receptor (EP4) specific agonist in combination with low dosage of growth factor heals critical size bone defect. 
Arthritis Rheum (2011 in press).

  2.	 Hanyu R, Hayata T, Nagao M, Saita Y, Hemmi H, Notomi T, Nakamoto T, Schipani E, Kronenberg H, Kaneko K, 
Kurosawa H, Ezura Y, Noda M. Per-1 is a specific clock gene regulated by parathyroid hormone (PTH) signaling in 
osteoblasts and is functional for the transcriptional events induced by PTH. J Cell Biochem 112:433-8, 2011.

  3.	 Nagao M, Saita Y, Hanyu R, Hemmi H, Notomi T, Hayata T, Nakamoto T, Nakashima K, Kaneko K, Kurosawa H, 
Ishii S, Ezura Y, Noda M. Schnurri-2 deficiency counteracts against bone loss induced by ovariectomy. J Cell Physiol 
226:573-8, 2011.

  4.	 Shimizu S, Okuda N, Kato N, Rittling SR, Okawa A, Shinomiya K, Muneta T, Denhardt DT, Noda M, Tsuji K, Asou 
Y. Osteopontin deficiency impairs wear debris-induced osteolysis via regulation of cytokine secretion from murine 
macrophages. Arthritis Rheum 62:1329-37, 2010.

  5.	 Nifuji A, Ideno H, Ohyama Y, Takanabe R, Araki R, Abe M, Noda M, Shibuya H. Nemo-like kinase (NLK) expression 
in osteoblastic cells and suppression of osteoblastic differentiation. Exp Cell Res 316:1127-36, 2010. 

  6.	 Mizoguchi F, Izu Y, Hayata T, Hemmi H, Nakashima K, Nakamura T, Kato S, Miyasaka N, Ezura Y, Noda M. 
Osteoclast-specific Dicer gene deficiency suppresses osteoclastic bone resorption. J Cell Biochem 109:866-75, 2010.

和文総説
  1.	 野田政樹、長尾雅史、羽生亮、溝口史高、納富拓也、早田匡芳、中元哲也、江面陽一　「神経と骨」Clinical Calcium 



— 642 —

生体調節制御学講座

20:1801-1805, 2010.

英文著書
  1.	 Noda M, Hayata T, Nakamoto T, Notomi T, and Ezura Y. 6. Mechanical Stress and Bone, Part II Tissue and 

Gravity. Mechanosensing Biology. Editor: Masaki Noda (Springer). ISBN: 978-4-431-89756-9, 2011.

受賞
  1.	 Paksinee Kamolratanakul　Plenary Poster Award. The 32nd Annual Meeting of American Society for Bone and 

Mineral Research (ASBMR), Toronto, CANADA, Oct 15-19, 2010.
  2.	 宮嶋大輔　Plenary Poster Award. The 32nd Annual Meeting of ASBMR, Toronto, CANADA, Oct 15-19, 2010.
  3.	 長尾雅史 ASBMR TRAVEL GRANT 2010.
  4.	 渡辺千穂　東京医科歯科大学 「歯科医学における基礎・臨床融合型　ボーダレス教育研究拠点の形成」国際学会参加

支援。

国際学会発表
  1.	 Nagao M, Ezura Y, Saita Y, Miyai K, Hanyu R, Nakamoto T, Hemm H, Hayata T, Notomi T, Ishii S,Kato S. 

Fukumoto S, Kurosawa H, Kaneko K, Noda M. Schnurri2-Deficiency Increases all of 1,25(OH)2D3, Renal 
25-hydroxyvitamin D 1-α Hdroxylase, PTH, FGF23, Serum Calcium and Phosphate in Association with 
Hypercalcificationin in Joints. The 32nd Annual Meeting of American Society for Bone and Mineral Research 
(ASBMR), Toronto, Ontario, Canada, October 15-19, 2010. 口頭。

  2.	 Nagao M, Ezura Y, Saita Y, Nakamoto T, Hayata T, Izu Y, Hanyu R, Hemmi H, Notomi T, Rittling S, Kurosawa H, 
Kaneko K, Denhardt D, Noda M. Osteopontin Plays a Pivotal Role Sympathetic Control of Bone Mass. The 32nd 

Annual Meeting of ASBMR, Toronto, Ontario, Canada, October 15-19, 2010. 口頭。
  3.	 Ezura Y, Nagata J, Hemmi H, Nagao M, Notomi T, Hayata T, Nakamoto T, Noda M. Unloading-induced Suppression 

of B-lymphogenesis and Expansion of Peripheral Monocyte/macrophage Lineage Cells is Preserved in the Mice 
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国内学会発表
  1. 	長尾雅史、斎田良知、羽生亮、辺見弘明、納富拓也、早田匡芳, 中元哲也、金子和夫、黒澤尚、江面陽一、野田政樹。

マウスSchcurri2欠失は腎25-hydroxyvitamin D 1- alpha hydroxylase の発現高値と高カルシウム・リン積を呈して間
接周囲の異所性石灰化をもたらす　第25回日本整形外科学会　京都　10月14-15日, 2010。

  2.	 羽生亮、斎田良知、長尾雅史、辺見弘明、納富拓也、早田匡芳, 中元哲也、江面陽一、竹田秀、金子和夫、黒澤尚、
野田政樹。副甲状腺ホルモンによる全身性骨量増加作用は交換神経系シグナルを必要とする　第25回日本整形外科学
会　京都　10月14-15日, 2010。

  3.	 元吉貴之、中元哲也、江面陽一、早田匡芳、納富拓也、長尾雅史、羽生亮、佐久間朋美、野田政樹。IL-1βはマウス
軟骨細胞においてCIZの発現を促進する。第28回日本骨代謝学会　東京　7月21日-23日, 2010。

  4.	 羽田佑、中元哲也、佐久間朋美、長尾雅史、早田匡芳、江面陽一、北澤理子、北澤荘平、野田政樹。Cizによる
RANKLのプロモーター制御機構の解析。第28回日本骨代謝学会　東京　7月21日-23日, 2010。

  5.	 中元哲也、羽田佑、元吉貴之、佐久間朋美、早田匡芳、江面陽一、野田政樹。転写因子CIZの欠損は、関節炎進展を
抑制する。第28回日本骨代謝学会　東京　7月21日-23日, 2010。

  6.	 早田匡芳、江面陽一、野田政樹。新規BMP阻害因子Dullardは、骨芽細胞においてSmad1を標的としてBMP応答性の
転写を抑制する。第28回日本骨代謝学会、東京　7月21日-23日, 2010。

  7.	 納富拓也、久野みゆき、江面陽一、野田政樹。遺伝子導入に基づく破骨細胞機能の光学的新規制御システムは陽イオ
ンチャネル依存性膜電位変動により破骨細胞分化を促進する。第２８回日本骨代謝学会、東京　7月21日-23日, 2010。

  8.	 佐久間朋美、中元 哲也、宮井 健太郎、辺見 弘明、天笠 光雄、早田 匡芳、江面 陽一、野田 政樹。CIZは悪性黒色腫
細胞の転移に促進的に働く。第33回日本分子生物学会　神戸　12月7日-10日, 2010。

  9.	 早田匡芳、江面陽一、西中村隆一、浅島誠、野田政樹。新規BMP阻害因子Dullardは、骨芽細胞においてBMP受容体
及びSmad1の下流でBMP応答性の転写を抑制する。第33回日本分子生物学会　神戸　12月7日-10日, 2010。

国際招待講演
  1. 	Noda M: ‘Bone Formation and Extracellular Signaling’．The American Society for Cell Biology 50th Annual Meeting. 

Philadelphia, PA, USA. December 11, 2010.
  2.	 Noda M: ‘Molecular mechanism under lying regulation of bone metabolism’．The 70th Anniversary Celebration, 

Faculty of Dentistry, Chulalongkorn University. Bangkok, Thailand. August 11, 2010.

国内招待講演
  1. 	野田政樹：「非荷重と骨量制御のメカニズム」社団法人　日本酪農乳業協会　第25回国際学術フォーラム　2010年12

月4日。
  2.	 野田政樹：「骨粗鬆症治療薬・最新の進化」第23回日本臨床整形外科学会学術集会。神奈川。2010年7月18日。
  3.	 野田政樹：「骨粗鬆症の基礎」第83回日本整形外科学会学術総会。東京。2010年5月29日。
  4.	 野田政樹：「骨形成の分子機構」第9回日本再生医療学会総会。広島。2010年3月18日。
  5.	 野田政樹：「骨量制御の分子機構」第13回多摩骨代謝研究会。広島。2010年2月13日

主催セミナー
  1. 	第218回 Bone Biology Seminar　二宮義文　「医学のなかで、自分の居場所を探す」平成21年12月24日。
  2.	 第219回 Bone Biology Seminar　Yukiko Maeda　平成22年２月24日。
  3.	 第220回 Bone Biology Seminar　水島昇「Physiological role of autophagy and its regulation mechanism」平成22年６

月８日。
  4.	 第221回 Bone Biology Seminar　Alexander Valentinitsch　「TEXTURE ANALYSIS IN QUANTITATIVE 
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OSTEOPOROSIS ASSESSMENT」平成22年12月２日。

競争的研究資金
  1. 	野田政樹「骨形成メカニズムとしてのニッチの分子的解明と治療への応用基盤の先端ナノサイエンス」科学研究費補

助金　基盤研究(S)
  2. 	野田政樹「オステオポンチン機能仮説の検証」日本宇宙フォーラム
  3.	 野田政樹（研究代表者）「歯と骨の分子疾患科学の国際教育研究拠点」グローバルCOEプログラム
  4.	 野田政樹（取組責任者）「硬組織疾患プロジェクト」特別教育研究経費によるプログラム
  5.	 江面陽一「変形性関節症の治療を目指す間葉系幹細胞エピジェネティクスに関する分子生物学的解明」基盤研究(C)
  6.	 江面陽一「関節リウマチの破壊性関節炎を生じる滑膜間質細胞の起源に関するエピジェネティクスの解析」財団法人

日本リウマチ財団、調査・研究助成。
  7.	 中元哲也「転写因子CIZによる副甲状腺ホルモンの骨への作用の制御」基盤研究(C)
  8.	 早田匡芳「BMPシグナル阻害因子Dullardの骨形成における役割の解明」科学研究費補助金　若手研究(B)
  9.	 納富拓也「神経伝達物質受容体・イオンチャネルを介した力学的負荷伝達機構の解明」科学研究費補助金　若手研究

（スタートアップ）
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細胞機能調節学分野（分子細胞生物学）
Molecular Cell Biology

（教　　授　澁谷浩司）
准 教 授　後藤利保
助　　教　佐藤　淳
大学院生　小暮佳代

（１）教育
　細胞内シグナル伝達の分子機構に立脚した先端的基礎医学研究を自立して行える研究者を養成するため、大学院生は分野
構成員との技術指導と討議を繰り返した後、独立した研究テーマに携わり、研究を推進していく。この際、分野構成員及び
分野外の研究者との討議を引き続き繰り返すことにより幅広い研究視野を養うように指導している。この観点から大学院生
を含め分野に所属する研究者は定期的に開催される論文抄読会や研究報告会において発表と討論に参加する機会が設けられ
ている。

（２）研究
　脊椎動物の形態形成、器官形成は、さまざまなシグナル分子が時間的空間的に細胞を誘導することにより成立する。また、
これら多くのシグナル分子の破綻が疾患の発症にも結びついている。したがって発生・分化を制御するシグナル分子による
シグナル伝達ネットワークの解明は形態形成、器官形成機構、さらには疾患の発症機構を明らかにする上で重要課題となる。
本研究分野では発生過程における形態形成、器官形成を制御するTGF-β及びWntシグナル伝達及び偽性低アルドステロン症
Ⅱ型の原因遺伝子WNKプロテインキナーゼに着目し、解析を進めている。

１.  IQGAP1のcanonical Wntシグナル伝達経路での役割
　Wntシグナル伝達経路は種々の生物において高度に保存されたシグナル伝達経路であり、ガンや胚発生において重要な役
割を担っている。Wntシグナル伝達経路の中心的因子であるDVL（Dishevelled）はWntの下流において(1)β-catenin/TCF
を介した転写活性化経路 (canonical)、(2)カルシウム流入を介したシグナル経路 (non-canonical)、(3)Rho、JNKを介し、細
胞極性に関わるPCP経路 (non-canonical)を制御している。canonical Wntシグナル伝達経路は、リガンドであるWntと膜タ
ンパク質であるFrizzled、及びLRPとの結合により始まる。Wnt刺激によりDVLは細胞膜で活性化され、β-cateninを分解す
る働きを有するAPC/Axin/GSK-3複合体を不活化する。分解されなかった細胞質中のβ-cateninは核内へ移行し、転写因子
Tcfやc-jun、DVLと結合し、Wntの下流（標的）遺伝子の転写を活性化する。このようにDVLは細胞内での局在の違いに伴い、
Wntシグナル伝達経路において複数の役割を担っている。
　ツメガエルの胚発生において、Wntシグナルは初期胚での背腹運命の決定など重要な役割を有しており、背側における
Wntシグナルがβ-cateninの核移行を促進することで、背側組織を誘導するWnt標的遺伝子（Xnr3, Siamois, Xtwnなど）の
転写が活性化される。
　我々はWntシグナル伝達の解明を目的とし、DVLの結合因子の単離を試みた。HEK293細胞に強制発現させたhuman 
DVL1を免疫沈降し、共沈タンパク質群をマススペクトロメーターにより解析を行った。その結果、CK1、CK2、
Strabismus、Par1、Axin、PP2Cなど既知のDVL結合因子とともに、新規DVL1結合候補としてIQGAP1が同定された。
IQGAP1はこれまでにRAC、cdc42、Clip170、APCなどと結合し、細胞運動や極性を制御すること等が報告されているが、
Wntシグナル伝達におけるβ-cateninを介した転写活性化経路に関与していることも示唆されている。そこで、我々はDVL
とIQGAPの関係、さらにそれらの分子のcanonical Wntシグナル伝達での機能を解析した。その結果、下記のような新たな
知見を得ることができた。

1）	DVL、IQGAPには、それぞれ３つの異性体（DVL1、DVL2、DVL3、IQGP1、IQGAP2、IQGAP3）が存在し、IQGAP1
はDVLの全ての異性体、また、DVL1はIQGAPの全ての異性体と結合した。

2）	ドメイン解析により、DVL1とIQGAP1はDVLのC末端領域（IBD: IQGAP Binding Domain）とIQGAP1のIQ repeat 
motif とRas GAP-like domainの間の領域（DBD: DVL Binding Domain）を介して結合することが確認された。

3)	ツメガエル胚において、アンチセンスモルフォリノオリゴ（MO）を用いたIQGAP1、及びxDVL2の機能消失した時に、
それぞれのGFP融合タンパク質の細胞内の局在を解析した。その結果、xIQGAP1はWnt刺激によるxDVL2の膜局在に
は関与せず、xDVL2の核移行に必要であった。また、xDVL2もxIQGAP1の核移行に必要であった。

4)	xIQGAP1、xDVL2のそれぞれの結合領域（DBD、IBD）を欠失したGFP融合タンパク質の核移行が減少したことから、
xIQGAP1、xDVL2の核移行にはそれぞれの結合領域（DBD、IBD）が重要であることが示唆された。

5)	xIQGAP1、xDVL2はβ-cateninと複合体を形成し、β-cateninの核移行に寄与していた。
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6)	ツメガエル胚において、canonical Wntシグナル因子であるxDVL2、β-catenin、Xwnt-8などのmRNAの腹側への過剰発
現は二次軸（背側組織）、及びWnt標的遺伝子（Xnr3、Siamois、Xtwn）の発現を誘導するが、IQGAP1の機能消失により、
それらの誘導は抑制された。

7)	ツメガエル胚における、xIQGAP1の他の異性体（xIQGAP2、xIQGAP3）の機能消失ではWnt標的遺伝子の発現は抑制
されなかった。一方、xDVL2の他の異性体（xDVL1、xDVL3）の機能消失はxDVL2と重複効果を示し、DVLの全ての
異性体の機能消失によりxIQGAP1及びβ-cateninの核移行、及びWnt標的遺伝子の発現誘導は著しく減少した。

8）	クロマチン免疫沈降法（ChIP assay）により、xIQGAP1はXnr3、Siamoisのプロモーター領域に結合しないことが明ら
かとなった。また、xIQGAP1は細胞質中のβ-cateninの分解には関与していなかった。

　今回得られた知見は、xIQGAP1がcanonical Wntシグナル伝達経路におけるDVLとβ-cateninの核移行に寄与する新たな分
子機構の存在を明らかにした。

２.  偽性低アルドステロン症Ⅱ型の原因遺伝子、WNKプロテインキナーゼ
　セリン／スレオニンキナーゼWNK（with no lysine(K)）ファミリーは、線虫・ショウジョウバエからほ乳類に至るまで保
存されており、ほ乳類には４つのWNKファミリー分子が存在する。その内、WNK1及びWNK4は偽性低アルドステロン症II
型（PHAII）と呼ばれる常染色体優性遺伝性の高血圧症の原因遺伝子として同定されている。現在までに当研究室において、
WNK→SPAK/OSR1→Na,K,Cl共輸送体というシグナル伝達経路が存在することを示し、その制御異常がPHAIIで見られる
高血圧症の発症原因の一つになっていることを示すことができた。しかしながら、このシグナル経路の制御異常が、PHAII
で見られる他の病態、身体の奇形や精神発達遅延などの原因とは考えにくく、他のシグナル経路の存在が予想された。そこ
で我々は、新たにショウジョウバエを用いて、WNKと相互作用する因子の探索を行うことにし、解析を行っている。

1）WNKシグナル伝達経路の進化的保存
　DWNKの異所発現系と共に、ヒトのWNK、及びその下流遺伝子であるマウスOSR1、さらにはOSR1のショウジョウ
バエ相同遺伝子Frayの異所発現系を構築した。hh-Gal4により翅後部に発現させたところ、wing veinと呼ばれる翅の支
持組織の異所的形成という表現型が、全ての異所発現で観察されたことから、WNK→OSR1というシグナル伝達経路は、
ショウジョウバエからヒトまで広く保存されている経路であることが予測された。また、OSR1/Frayはキナーゼをコー
ドする遺伝子であり、双方が同様の表現型を示したことは、キナーゼの基質も保存されていると考えられる。当研究室
による、マウスや線虫における結果と合わせて考えると、WNKシグナル伝達経路は進化的に広く保存されていると考
えられる。

2）下流転写因子
　DWNK変異体のモザイク解析により、成虫の腹部形成不全という表現型が得られた。さらには、Dominant Negative
として機能していると考えられる、キナーゼ不活性型DWNKを腹部で強制発現させると、同様に腹部形成不全という表
現型を得た。この腹部形成不全という表現型は、ある転写因子Xをコードする遺伝子の突然変異体と同様の表現型であ
ることから、転写因子XとWNKが遺伝的相互作用することが予想された。そこで、この転写因子Xの異所発現系を構築し、
キナーゼ不活性型DWNKと同時に腹部で共強制発現させると、キナーゼ不活性型DWNKによる表現型が回復した。また、
DWNK変異体において、転写因子Xの発現が減少していた。これらの結果から、転写因子XはWNKシグナル伝達経路の
下流で機能している遺伝子であると考えられる。
　また、転写因子Xは、ヒト及びマウスにおいても保存されている。マウスにおいて、転写因子Xは口腔部の形成やア
セチルコリン作動性神経の発生において重要な機能を果たしていることが知られている。PHAIIの患者において歯や骨
の発育不全や精神発達遅延などの症状が現れることを考えると、非常に重要な因子である可能性が高い。そこで、
NIH3T3細胞を用い、ほ乳類における、WNKシグナル伝達経路と転写因子Xの関係を調べた。WNKは高浸透圧刺激に
より活性化されることが知られている。そこで、高浸透圧刺激下での転写因子Xの発現を解析したところ、高浸透圧刺
激により転写因子Xの発現が経時的に上昇していくことが分かった。この条件下で、siRNAを用いて、PHAIIの原因遺
伝子であるWNK1及びWNK4の双方をノックダウンすると、転写因子Xの発現の上昇が見られなかった。また、NIH3T3
細胞においてWNK1の強制発現させたところ、転写因子Xの発現は上昇していた。さらに、WNKの下流因子である
OSR1の強制発現においても、転写因子Xの発現上昇が見られた。以上のことから、転写因子XはWNKシグナル伝達経
路の標的因子であることが推測される。
　このように、WNKシグナル伝達経路は、線虫からショウジョウバエ、ほ乳類に至るまで広く保存されたシグナル伝
達経路であることが明らかになってきた。しかしながら、その詳細な機構および発生過程における機能などはまだ未解
明であり、今後も解析を続けていく。
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（３）研究業績
［原著］

  1.	 Watanabe, Y., Itoh, S., Goto, T., Ohnishi, E., Inamitsu, M., Itoh, F., Satoh, K., Wiercinska, E., Yang, W., Shi, L., Tanaka, 
A., Nakano, N., Mommaas, A M., Shibuya, H., ten Dijke, P. and Kato, M. (2010).  TMEPAI, a transmembrane TGF-β
-inducible protein, sequesters Smad proteins from active participation in TGF-β signaling.  Mol. Cell 37, 123-134.

  2.	 Ohnishi, E., Goto, T., Sato, A., Kim, M., Iemura, S., Ishitani, T., Natsume, T., Ohnishi, J. and Shibuya, H. (2010).  NLK, 
an essential effector of anterior formation, functions downstream of p38 MAP kinase.  Mol. Cell. Biol. 30, 675-683.

  3.	 Nifuji, A., Ideno, H., Ohyama, Y., Takanabe, R., Araki, R., Abe, M., Noda, M. and Shibuya, H. (2010).  Nemo-like kinase 
(NLK) expression in osteoblastic cells and suppression of osteoblastic differentiation.  Exp. Cell Res. 316, 1127-1136.

  4.	 Maruyama, T., Kadowaki, H., Okamoto, N., Nagai, A., Naguro, I., Matsuzawa, A., Shibuya, H., Tanaka, K., Murata, S., 
Takeda, K., Nishitoh, H. and Ichijo, H. (2010). CHIP-dependent termination of MEKK2 regulates temporal ERK 
activation2 required for proper hyperosmotic response.  EMBO J. 29, 2501-2514.

  5.	 Ogawa1, Y., Nonaka1, Y., Goto, T., Ohnishi, E., Hiramatsu, T., Kii, I., Yoshida, M., Ikura, T., Onogi, H., Shibuya, H., 
Hosoya, T., Ito, N. and Hagiwara, M. (2010).  Development of a novel selective inhibitor of the Down syndrome-
related kinase Dyrk1A.  Nat. Commun. 1, 1090.

  6.	 Goto, T., Fukui1, A., Shibuya, H., Keller, R. and Asashima, M. (2010).  Xenopus furry contributes to release of 
microRNA gene silencing.  Proc. Natl. Acad. Sci. USA 107, 19344-19349.

  7.	 Hanafusa, H., Ishikawa, K., Kedashiro, S., Saigo, T., Iemura, S., Natsume, T., Komada, M., Shibuya, H., Nara, A. and 
Matsumoto, K. (2011).  Leucine-rich repeat kinase LRRK1 regulates endosomal trafficking of the EGF receptor.  Nat. 
Commun. 2, 158.

［学会］
  1. 	後藤利保、清水幹容、足立俊吾、佐藤清敏、家村俊一郎、石谷太、夏目徹、澁谷浩司　IQGAP1 functions as a 

modulator for the nuclear localization of Dishevelled and β-catenin in Wnt signaling.　第33回日本分子生物学会年会
第83回日本生化学会大会合同大会2010年12月7日、神戸。

［その他］
〈教育活動〉
学内講義

  1. 	澁谷浩司：生命情報科学教育部前期課程講義「細胞シグナル制御学特論」
  2.	 澁谷浩司（後藤利保）：GCOE総合プレゼンテーション
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エピジェネティクス分野
Epigenetics

教　　授　石野史敏
准 教 授　幸田　尚
講　　師　小林　慎，李　知英
助　　教　小野竜一，遠藤大輔，成瀬美衣，岩舩浩孝
大学院生　松本和也，石井雅之，岩崎佐和，山口佑季，
　　　　　及川真実，高橋沙央里

（１）教　育
　エピジェネティクスとは遺伝子発現制御にかかわる機構であり、個体発生・細胞分化等の高次の生命現象に深く関わって
いる。生物の表す諸形質は遺伝子によって決定されるが、遺伝子だけではなく同時にその発現制御によっても大きく影響さ
れている。すなわち、ジェネティクス（遺伝学）とエピジェネティクスを合わせた生命現象の理解が、21世紀の医学・生物
学の基盤であることを理解してもらうことを目指した教育を行っている。

（２）研　究
　ヒトの遺伝疾患の中には、哺乳類に特徴的な個体発生機構に由来するものがある。本研究室では、そのような哺乳類ゲノ
ム機能におけるジェネティクスとエピジェネティクスに関わる研究を推進している。

（1）ヒトを含む哺乳類は、生物進化上、どのように生まれてきたのか？その問題に答える鍵が、哺乳類特異的遺伝子群である。
私たちは哺乳類にのみ存在するレトロトランスポゾン由来の遺伝子、PEG10やPEG11/RTL1が胎生という生殖機構を成
立させる上で必須の胎盤という母親と胎児をつなぐ臓器の形成に必須な働きをすることを明らかにしてきた。このよう
に胎生や母性哺育行動など哺乳類の特徴とされる形質の進化に、哺乳類特異的遺伝子群が関与している可能性は高いと
考えており、PEG10やPEG11/RTL1と同じ、sushi-ichi レトロトランスポゾンに由来するSirh遺伝子群の網羅的な機能解
析を行っている。

（2）体細胞クローン技術はiPS細胞技術とならんで、21世紀の再生医療の中心になることが期待されている。しかし体細胞
クローン動物は成功率が低いことが大きな問題であったが、長い間、その原因は不明であった。この度、理化学研究所
小倉淳郎室長との共同研究で、体細胞クローンマウスではX染色体の異常な不活性化が起きていることを明らかにした。
X染色体不活性化をひき起す原因遺伝子のXistを片側のXからノックアウトし、X染色体不活性化を正常化させた場合の
成功率は約10倍に上昇させることに成功した。この発見により、今後、体細胞クローン技術の大きな発展が期待される。

（3）哺乳類にはゲノムインプリンティングとよばれる、父親または母親に由来した場合にのみ遺伝子を発現させる特殊な発
現調節機構がある。このような片親性発現制御をうけるインプリント遺伝子はおよそ100個見つかっており、これらの
発現異常によりSilver-Russell 症候群、Beckwith-Wiedmann症候群、Prader-Willi症候群などが引き起こされる。当研究
室では、これらの疾患の原因インプリント遺伝子を同定し、診断、治療への応用につなげるだけでなく、なぜ、このよ
うな疾患の原因となる、一見、不利に思われる機構が、哺乳類全体に保存されているのか？という問題を解明するため
の研究を行ってきた。その成果として、この機構が哺乳類の個体発生にとって必須な役割を果たしていることを明らか
にしている。

（4）人工授精や顕微授精などの生殖補助医療の件数は、近年、急速に増加している。しかし、体外培養や精子核移植を含む
発生工学技術が生まれてくる子どもの遺伝子発現にどのような影響を与えているかは明らかにされていない。マウスを
モデル動物として、これらの諸技術においてエピジェネティックな安全性チェックに関わる研究を、順次、進めている。

（３）臨　床
　エピジェネティクス分野としての臨床は行っていないが、国立成育医療センター研究所や関連病院との共同研究で、われ
われの基礎実験データをもとにしたゲノムインプリンティング型遺伝病の診断や新しい治療方法の開発等に貢献をしてい
る。

（４）研究業績
[原著]

  1. 	Kobayashi, S., Fujihara, Y., Mise, N., Kaseda, K., Abe, K., Ishino, F. and Okabe, M.  The X-linked imprinted gene 
family Fthl17 shows predominantly female expression following the two-cell stage in mouse embryos. Nuc Acids Res 
38(11), 3672-3681 (2010). 
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  2. 	Kaneko-Ishino, T. and Ishino, F. Retrotransposon silencing by DNA methylation contributed to the evolution of 
placentation and genomic imprinting in mammals. Develop Growth Differ 52(6), 533-543 (2010). 

  3. 	Inoue, K., Kohda, T., Sugimoto, M., Sado, T., Ogonuki, N., Matoba, S., Shiura, H., Ikeda, R., Mochida, K., Fujii, T., 
Sawai, K., Otte, A. P., Tian,X. C., Yang, X., Ishino, F. Abe, K. and Ogura, A.  Impeding Xist expression from the 
active X chromosome improves mouse somatic cell cloning.  Science 330(6003),496-499 (2010).

[総説]
  1. 	石野史敏　ゲノムインプリンティング　炎症と免疫 18(1)109-111 (2010).
  2.	 石野史敏、金児-石野知子　インプリンティングとその分子機構　Frontier in Gynecology 17(4)11-16 (2010).
  3.	 石野史敏　哺乳類の体の大きさ　大きさの生物学 細胞工学　29 (12) 1272-1275 (2010).

[学会]
  1. 	岩崎佐和、幸田尚、金児―石野知子、石野史敏  レトロトランスポゾン由来の遺伝子群Pnma-familyにおけるインプリ

ンティングの検証 BMB2010　2010年12月7-10日（神戸ポートアイランド）
  2. 	遠藤大輔、関田洋一、金児―石野知子、石野史敏　Peg11/Rtl1とそのアンチセンスRNAにコードされるmicroRNAは

独立した経路で協調的に働きマウスの発生に必須な役割を果たす　BMB2010　2010年12月7-10日（神戸ポートアイラ
ンド）

  3. 	岩舩浩孝、入江将仁、成瀬美衣、幸田尚、小野竜一、石野史敏、金児―石野知子　Sushi-ichiレトロトランスポゾン由
来の遺伝子Sirh11の個体での役割BMB2010　2010年12月7-10日（神戸ポートアイランド）

  4. 	入江将仁、成瀬美衣、幸田尚、小野竜一、石野史敏、金児―石野知子　Sushi-ichiレトロトランスポゾン由来の遺伝子
Sirh3の機能解析　BMB2010　2010年12月7-10日（神戸ポートアイランド）

  5. 	成瀬美衣、日野敏昭、赤塚明、幸田尚、中村健司、横山峯介、小野竜一、金児―石野知子、石野史敏　レトロトラン
スポゾン由来の遺伝子Sirh7の胎盤発生における役割　BMB2010　2010年12月7-10日（神戸ポートアイランド）

  6. 	幸田尚、越後貫成美、井上貴美子、古瀬民生、金田秀貴、鈴木智広、金児―石野知子、若山照彦、若菜茂晴、小倉淳郎、
石野史敏　顕微授精によって誘導されるマウスの遺伝子発現変化  BMB2010　2010年12月7-10日（神戸ポートアイラ
ンド）

  7.	 渡辺久子、小野由美子、幸田尚、石野史敏、入江将仁、金児―石野知子　胎仔期低栄養暴露が与える遺伝子発現への
影響　BMB2010　2010年12月7-10日（神戸ポートアイランド）．

[研究助成金]
  1. 	石野史敏 （代表）日本学術振興会学術創成研究「ゲノム刷込みに関連する哺乳類特異的遺伝子群の個体発生・系統発

生における役割」課題番号18GS0315　研究代表者 石野史敏
  2. 	石野史敏 （代表）： 日本学術振興会 二国間交流事業共同研究「哺乳類に置けるエピジェネティック制御機構の進化」　
  3. 	小野竜一 (代表)：文部科学省特定領域研究(公募研究)「生殖細胞でエピジェネティックリプログラミングされる胎盤形

成に必須な遺伝子群の解析」
  4. 	小野竜一 (代表)：文部科学省科研費 若手研究(B)「レトロトランスポゾン獲得による哺乳類の胎生進化の解明」

[その他]
招待講演、セミナー、特許、受賞、学会主催など

  1. 	石野史敏　哺乳類における胎生・ゲノムインプリンティングの獲得とレトロトランスポゾンの寄与について　北海道
大学グローバルCOE物質科学イノベーション講演会　平成22年５月11日　（北海道大学）．

  2. 	石野史敏　体細胞クローニング技術や生殖補助医療におけるエピジェネティックな課題　東大医科研大学院セミナー 
平成22年６月14日（東京大学医科学研究所）

  3. 	石野史敏　哺乳類における胎生とゲノムインプリンティングの進化とレトロトランスポゾン　首都大学東京セミナー 
平成22年６月25日（首都大学東京）

  4. 	石野史敏、金児—石野知子　哺乳類における胎生の進化とレトロトランスポゾン　第19回三木成夫記念シンポジウム  
平成22年７月21日（鶴見大学講堂）

  5. 	石野史敏　哺乳類における胎生の進化とレトロトランスポゾン　第18回日本胎盤学会・第28回絨毛性疾患研究会　教
育講演　平成22年10月１日（ホテル日航熊本）

  6. 	石野史敏　体細胞クローン動物とエピジェネティクス　Human Science財団勉強会　平成22年10月13日（Human 
Science財団本部）

  7. 	Fumitoshi Ishino, Ryuichi Ono, Shunsuke Suzuki, Yoichi Sekita, Mie Naruse, Takashi Kohda and Tomoko Kaneko-
Ishino.  Evolution of mammalian viviparity and genomic imprinting by retrotransposons.　NAIST Global COE 
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International Symposium 2010 Plasticity in Development and Evolution November 11-12, 2010 (NAIST Millennium 
Hall). 

  8. 	石野史敏　ゲノムインプリンティング制御　大阪大学蛋白研セミナー　平成22年11月19−20日（大阪大学）
  9. 	石野史敏　ゲノムインプリンティング：ほ乳類におけるその生物学的意義　　第21回フォーラム・イン・ドージン  

エピジェネティクスによる細胞のメタモルフォーゼ　平成22年11月26日　（ホテルキャッスル熊本）
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発 生 再 生 生 物 学 分 野
Developmental and Regenerative Biology

教　　授　仁科博史
准 教 授　平山　順(10月〜)
助　　教　浅岡洋一，中村　貴(〜3月)
日本学術振興会特別研究員　高橋真也(〜3月)
特任助教　呉　金展(〜3月)，山崎世和(4月〜)
大学院生　横井　匡，野田英一郎，
　　　　　下村忠範(4月〜)

（１）教育
　当分野では、肝臓を中心とする器官の発生と再生の分子機構を、発生工学、遺伝学、細胞生物学、分子生物学、生化学な
どの幅広い手法を用いて解明し、肝不全や肝癌などの難治性疾患に対する再生医療の開発を目指した基盤研究を展開するこ
とを理念としている。また、広範な細胞機能の発現に介在する細胞内シグナル伝達の観点から研究を行なうことにより、高
次生命現象である器官の発生や再生の一般性と特殊性を明らかにするとともに、創薬の可能性を追求している。これら目的
の理解を目指した教育を行っている。

（２）研究
　当研究室では、「細胞社会である組織や器官がどのような仕組みで形成され、そして機能発現体として維持されるのか」
という課題を、情報のやり取り（シグナル伝達）の観点から、発生工学・遺伝学・細胞生物学・分子生物学・生化学などの
幅広い実験手法を駆使しながら解明することを目的としています。特に古来より再生能力の高い器官として知られている「肝
臓」に着目して、マウスやメダカをモデル生物に用いて、その発生や再生に関わるシグナル伝達系の研究を行っています。
難治性疾患に対する再生療法の開発や創薬のためには、病態の根底に潜む分子や細胞レベルの生物学の理解が必須であり、
また根本を記述する生物学はこれらに的確な解答を与えてくれます。

1. 細胞の生死を制御するSAPK/JNKシグナル伝達系に関する研究
　外部環境の変動に応答する仕組みを、生物は進化の過程を通じて生存に必須の機構として獲得してきました。紫外線によ
るDNA損傷に対処する修復系, ウイルスや細菌感染から個体を防御する免疫系など個体の恒常性を維持する仕組みです。我々
は様々なストレスに応答し活性化する “MAPキナーゼファミリーの一つであるJNK（別名stress-activated protein kinase 
(SAPK)）” に着目し、その活性化機構や生理的役割について研究しています。JNK活性化因子である２種類のリン酸化酵素
MKK4（別名SEK1）とMKK7の観点から解析を行ってきました。これまでに、両因子が協調的に働きJNKを相乗的に活性化
することを見出しました。「MKK4とMKK7によるJNKの連続リン酸化モデル」を提唱しています。また、本シグナル伝達系
は、発生期のマウスの肝臓の幹細胞（肝芽細胞）の増殖シグナルとして機能することを明らかにしました。本シグナル系に
不具合が生じると、肝芽細胞は増殖できず、細胞死（アポトーシス）が誘導され、肝形成不全となり、マウス個体も致死と
なります。
　現在は、「脊椎動物初期胚の形作りにおけるJNKシグナル系の役割」を小型魚類のゼブラフィッシュを用いて、また「哺
乳類動物の脳形成と脳の機能維持におけるJNKシグナル系の役割」を条件付きノックアウトマウスを用いて解析しています。

２. 組織や器官形成のサイズを制御するHippoシグナル伝達系に関する研究
　Hippoシグナル伝達系は、ショウジョウバエの「組織や器官のサイズを規定するシグナル伝達系」として2003年に発見さ
れました。本シグナル伝達系は、細胞の増殖と細胞死を同時に制御することで、組織や器官を構成する細胞数を制御します。
近年になって、哺乳類動物のマウスやヒトにおいても本シグナル伝達系が保存されていること、興味深いことにヒトでは「癌
抑制シグナル伝達系」として機能していることが示されました。肝臓で本シグナル系に異常が生じると、肝臓のサイズは大
きくなり、この状態が継続すると肝癌になることがマウスを用いた実験で示されました。
　我々は、細胞核内に存在する「DNA損傷センサー」および「アポトーシスにおけるNKシグナル系の役割」を解明する過
程で、Hippoシグナル系を制御する癌抑制遺伝子産物Ras association domain family (RASSF)に関わることになりました。

「JNKシグナル系とHippoシグナル系とのクロストーク」が興味深い課題として浮かびつつあります。
　現在は、Hippoシグナル系の標的分子で転写共役因子であるYAP蛋白質の視点から、メダカやマウスをモデル生物に用いて、

「脊椎動物の組織や器官形成におけるHippoシグナル系の役割」を研究しています。

３. マウス胚性幹（ES）細胞を用いた細胞分化シグナル伝達系に関する研究
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　ES細胞は器官や組織を構成するほぼすべての細胞に分化する能力を有することや試験管内で増殖可能であることから、細
胞分化の仕組みの解明を目指す細胞生物学研究や細胞移植医療を目指す再生医学研究に用いられています。我々もマウスES
細胞を用いたノックアウトマウス作出の経験を活かして、ES細胞を用いた細胞分化の研究を行っています。これまでに「眼
形成マスター遺伝子と呼ばれるPAX6の神経分化における役割」や「ES細胞や精巣で特異的発現するCrxOSの役割」につい
て報告してきました。国立成育医療センター眼科との共同研究です。現在は、細胞分化の運命決定におけるMAPキナーゼの
役割を研究しています。

４. 小型魚類メダカを用いた肝臓研究
　発生期の肝形成は、幹細胞である肝芽細胞が内胚葉由来の前腸から発生することに始まります。肝芽細胞は増殖を繰り返
した後、胆管上皮細胞や成熟肝細胞へ分化・成熟します。in vitro 組織培養系の進歩や多数のノックアウトマウスの作出によ
って、肝形成に関与する遺伝子やシグナル伝達系が明らかになりつつあります。しかしながら、母胎内の子宮で発生するマ
ウス胚を用いた肝臓発生研究には様々な困難が伴います。それ故、母胎外で発生し、上記の問題を克服できる新たなモデル
生物が求められています。我々は、器官形成やヒト疾患のモデル生物として最近注目されている小型魚類メダカを用いて肝
形成および肝疾患に関する研究を展開しています。これまでに「肝形成不全および肝機能不全メダカ変異体」を複数単離す
ることに成功しています。得られた変異体は、その表現型から5つのグループ（第１群：肝芽形成不全変異体、第２群：肝
臓低形成変異体、第３群：肝臓位置異常変異体、第４群：胆嚢色異常変異体、第５群：脂質代謝異常変異体）に分類しました。
このうち第２群に属する “緋扇(hiohgi)” と命名した変異体（胚の形が扇子に似ている）は、“肝臓が小さく、胸鰭が無い” と
いう興味深い表現型を示します。原因遺伝子の同定から、ビタミンAからオールトランスレチノイン酸(RA)を合成する酵素

（レチノイン酸合成酵素タイプ２, RALDH2）をコードする遺伝子の変異であることが判明しました。詳細な解析から、側板
中胚葉(lateral plate mesoderm)に発現するRALDH2がRAを産生し、下流に位置するWnt2bb遺伝子の発現を誘導し、肝臓
の特異化を決定することが示されました。興味深いことに、このRALDH2によるWnt遺伝子誘導のシグナル系は、胸鰭の特
異化を決定するシグナル系と酷似しています。体内の器官である肝臓が、体外の腕と類似の分子機構で作られるということ
です。
　我々は遺伝的に脂肪肝になりやすいメダカ変異体kendamaの単離に成功しました。また、山口大学医学部との共同研究に
よって、高脂肪食をメダカに摂取させることによって、非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)をメダカに発症させることにも
成功しています。ヒトと類似の病理所見や遺伝子発現の変化が観察されました。興味深いことに、多価不飽和脂肪酸である
EPAの同時投与によってNASHの発症は抑制されました。欧米では既に小型脊椎動物ゼブラフィッシュを用いたハイスルー
プット薬剤スクリーニングが行われています。マウスに比較して、スクリーニングできる薬剤の数は百倍以上、繁殖や飼育
にかかる実験費用も数十分の１以下という利点があるからです。それ故、ヒト疾患を模倣する変異体の単離が注目されてい
ます。正常の肝臓は脂肪肝の前段階を経て、線維化、NASH、肝硬変、肝癌へと病態を悪化させる場合が多いことが知られ
ています。重篤な肝疾患を予防するためには、脂肪肝を軽減させることが有効です。kendamaメダカ変異体や高脂肪食摂取
によるNASH様メダカを用いた脂肪肝発症機構の解明と創薬研究が期待されています。
　現在は、上記変異体の原因遺伝子の同定の観点から、「肝形成機構および脂肪肝発症機構」を研究しています。

５. マウスを用いた肝再生研究
　人類は紀元前の大昔に既に「肝臓が再生すること」を知っていたようです。プロメテウスという神様の神話がそれを示し
ています。マウスでは、肝臓全体の70％もの部分を除去した場合（部分肝切除）、残りは30％の部分が、約１週間後で、元
の100％のサイズに戻ります。きっちり100％に戻ることから、「肝臓は自分のサイズを知っている」ことになります。多く
の生物学者が興味を持ってきた課題です。また、部分肝切除後１日目には脂肪肝が観察されますが、この脂肪肝は病態の前
段階である「悪玉脂肪肝」（図１１）ではなく、肝再生のエネルギーを供給するのに必須な「善玉脂肪肝」です。悪玉脂肪
肝と善玉脂肪肝の違いも興味ある研究課題です。
　現在は、これら魅力的な課題を、Hippoシグナル系と脂質代謝の観点から取り組んでいます。試行錯誤の段階です。

６. 個体の恒常性を制御する生物時計に関する研究
　概日リズムは、睡眠/覚醒、血圧、体温、ホルモン分泌、代謝等の生理現象の周期を主に光といった外界からの刺激を利
用して外環境に適応させ、生体の恒常性を維持しています。従って、この機構の異常は躁鬱病やメタボリック症候群等の代
謝異常を含む多くの病態に関与します。概日リズムは、分子時計と呼ばれる約24時間の周期性をもつ転写/翻訳に依存した
フィードバックループにより制御されています。この分子時計は、CLOCK, BMAL1, 及びCRYの3つの因子（時計蛋白質）
により構成され、我々の全身の組織の個々の細胞に存在しています。疫学的な解析や概日リズムの異常を示す変異マウスの
生理学・解剖学的解析により概日リズムと発癌等の疾患の関連は現象として多く報告されています。近年、BMAL1や
CLOCK等の分子時計制御因子の変異マウスが早老症や代謝異常を発症することが報告され、一部その病態メカニズムに分
子時計が関与していることが強く示唆されています。実際に、分子時計はWee1やc-Myc等の細胞周期制御因子や癌遺伝子の
転写を制御します。また、時計蛋白質CLOCKはヒストンアセチルトランスフェラーゼ（HAT）活性を有し、その酵素活性
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により多様な細胞機能制御を担うグルココルチコイドレセプター（GR）等の非ヒストン蛋白質をアセチル化修飾し、ターゲ
ット蛋白質の機能を調節します。さらに、分子時計はCLOCKのHAT活性により遺伝子の発現調節領域のクロマチンリモデ
リングを行いますが、これは分子時計が細胞のエピジェネティック応答を担う可能性を示唆しています。我々は、分子時計
制御に関わる新規の細胞内シグナル経路及び時計蛋白質の翻訳後修飾を見出してきました。重要なこととして、これらのシ
グナル経路や蛋白質の修飾は細胞のDNA損傷応答制御においても重要な役割を担っています。実際に、我々は分子時計の光
同調とDNA損傷応答が共通にMAPキナーゼシグナル経路を介して制御されていることを見出しています。
　現在我々は、分子時計制御因子として機能するDNA損傷応答因子（DNA damage Response Factor: DRF）を同定してい
ます。これらの知見に基づいて、我々は古典的なDNA損傷修復又は細胞死の選択という応答とは異なる｢分子時計を介した
新たなDNA損傷応答機構｣という仮説を提唱しそれを証明することにより、概日リズムの異常と発癌の関連の分子機構の一
端を解明したいと考えています。
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26. 	尾崎友美他；DNA損傷応答における概日リズムの役割［第9回ファーマバイオフォーラム；2010年10月／京都］
27. 	下村忠範他；ストレス応答性JNKシグナル経路による概日リズム制御因子PER2の機能制御［第9回ファーマバイオフ

ォーラム；2010年10月／京都］
28. 	仁科博史；マウスやメダカを用いた肝形成機構の解明[北里大学セミナー;2010年10月／東京]
29. 	仁科博史；小型魚類メダカを用いた肝形研究[第22回分子糖尿病研究会;2010年12月／東京]
30. 	仁科博史／高橋良輔世話人ワークショップ；小型魚類メダカやゼブラフィッシュを用いた疾患研究 [BMB2010;2010年

12月／神戸]
31. 	山崎世和他；ストレス応答性キナーゼMKK7欠損マウスにおける脳形成異常[BMB2010;2010年12月／神戸]
32.	 仁科博史；小型魚類ゼブラフィッシュおよびメダカを用いた器官形成機構の解明[徳島大学大学院ヘルスバイオサイエ

ンス研究部セミナー;2010年12月／徳島]

[その他]
  1.	 読売新聞（２月４日夕刊）に「実験動物メダカ脚光」の記事が掲載
  2.	 朝日新聞（２月16日朝刊）の「探求人」に掲載
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分 子 腫 瘍 医 学 分 野
Molecular Oncology

教　　授　湯浅保仁	
講　　師　秋山好光
講　　師　深町博史
日本学術振興会特別研究員　大坪武史
大学院生　島田　周，三又絢子，橋本　裕，
　　　　　Rotkrua Pichyanoot，平塚愛加，
　　　　　坂本鮎菜
客員教授　渋谷正史　
特任助教　王　峰，大澤　毅，土田里香

（１）教育
　学部教育では、講義、少人数セミナー、実習、施設見学を行っている。テーマは、衛生学、分子腫瘍学である。大学院で
は各学生は教室の研究テーマの中から１つあるいは２つを選んで研究を行う。学生は全員遺伝子工学、生化学実験、細胞培
養等の技術を習う。毎週教室セミナーを開き、研究の進行状況を発表して討論するとともに、新着の雑誌から重要な論文を
紹介する。

（２）研究
　日本人の死亡原因の第一位は1981年以来癌（悪性新生物）である。このため、癌の原因解明・早期診断・根治療法の開発
は急務である。癌は遺伝子の異常により起こる事がわかってきており、分子腫瘍医学教室では癌化機構の解明のため、最新
のバイオテクノロジー技術を駆使している。

１．消化管の発生・分化、炎症と癌化との関連の解明
・胃癌は減ったとはいえ、日本やアジアに多い重要な癌である。従来、癌遺伝子・癌抑制遺伝子などが解析されている

が、胃癌の癌化機構はまだ解明されていない。従って、日本の研究者が緊急に解明すべき重要な癌である。
・近年、消化管の発生・分化過程が分子レベルで解明されつつあるので、ホメオボックスタンパク質など消化管の発生・

分化に関連した因子を、分化異常や癌で解析することにより全く新しい視点からの解明が期待できる。
・癌幹細胞の解析は、癌化機構の解明や新規治療法の開発に必須である。ヒト胃癌幹細胞の分離・解析を行っている。

２．胃がんマウスモデルの作成と解析
　胃がんは、病理学的に大きく分化型と未分化型の2つに分かれる。胃のがん化機構解明の研究を促進させるためには、マ
ウスモデルの作成が必須であるが、未分化型胃がんではまだ報告されていない。我々は、ヒト胃がん発症に重要な遺伝子を
ノックアウトすることにより、未分化型胃がんのマウスモデル作成に成功した。このマウスを用いて発がん機構の詳細な解
明、胃がん治療薬・予防法の開発を重点的に推進している。

３．DNAメチル化・マイクロRNAと癌化との関連の解明
・近年、DNAメチル化を代表とするepigeneticな変化が報告され、癌化に重要なことが明らかになってきた。患者の生活

習慣をアンケート調査して、それとDNAメチル化との関連を解析することにより、どの生活習慣要因がメチル化に関連
しているかを明らかにする。次にその生活習慣を変えることにより、メチル化を軽減させ、ひいては癌化予防に応用で
きる可能性がある。

・胃癌はH. pylori菌感染と関連があるが、メチル化の頻度も高い。そこで、炎症過程においてメチル化が誘導される機構
を明らかにしたい。さらに、炎症とメチル化の関連がわかれば、炎症と癌化の関連の解明も期待できる。

・マイクロRNA(miRNA)は約22塩基のnoncoding RNAで、mRNAに配列特異的に結合し、翻訳レベルで発現を阻害す
る。近年miRNAは発生・分化・がん化など生物現象の多くに関与していることが明らかとなり、注目されている。
miRNAとがん化との関連を解明するための研究を行っている。

４．腫瘍血管新生の分子機構の解明
　癌の悪性化には、宿主側の要因、とくに血管新生とそれに関連する転移の促進が非常に重要である。この過程にはVEGF
とその受容体システムが大きな役割を果たすと考えられる。VEGF受容体(VEGFR)-2はキナーゼが強く、血管内皮細胞の増
殖を刺激するが、VEGFR-1(Flt-1)の機能はまだ十分明らかでない。
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　VEGFR-1はマクロファージ系細胞に発現して細胞遊走を刺激するが、その分子機構も未解明である。VEGF-VEGFRシス
テムに対する分子標的薬も臨床に用いられ、効果を示しているが、癌細胞の抵抗性獲得に関する機構についてはその詳細は
まだ不明である。また、VEGF以外の血管制御因子についても十分明らかにされていない。これらの解明を目指して研究する。

５．研究手法
　1) 核酸の解析
　　①組換えＤＮＡ実験技術全般
　　②ＤＮＡメチル化の検出
　2) タンパク質
　　①特異抗体作製とウェスタンブロッティング法
　　②免疫組織染色
　3) 細胞培養
　　①DNAトランスフェクション法による癌化・レポーターアッセイ
　　②ヒト胃癌幹細胞の分離と培養
　4) 腫瘍血管新生

　血管内皮細胞やVEGFR-1 (Flt-1)発現細胞株を用いたin vitroのシグナル伝達解析を行う。また、癌細胞に低酸素、低
栄養刺激を与えて血管新生阻害治療と類似した条件を作り、癌細胞の反応性、抵抗性獲得の機構などを解析する。
TGFbetaファミリータンパクの一つが腫瘍抑制効果を示すことから、その血管に対する作用を解析する。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Wada R, Akiyama Y, Hashimoto Y, Fukamachi H, Yuasa Y: miR-212 is down-regulated and suppresses methyl-CpG-
binding protein MeCP2 in human gastric cancer. Int. J. Cancer 2010:127:1106-1114.

  2.	 Hashimoto Y, Akiyama Y, Otsubo T, Shimada S, Yuasa Y: Involvement of epigenetically silenced microRNA-181c in 
gastric carcinogenesis. Carcinogenesis 2010:31:774-784.

  3.	 Yuasa Y: Epigenetics in molecular epidemiology of cancer: A new scope. Adv. Genet. 2010:71:211-235.
  4.	 Wen XZ, Akiyama Y, Pan KF, Liu ZJ, Lu ZM, Zhou J, Gu LK, Dong CX, Zhu BD, Ji JF, You WC, Deng DJ: 

Methylation of GATA-4 and GATA-5 and development of sporadic gastric carcinomas. World Journal of 
Gastroenterology 2010:16:1201–1208.

  5.	 Chang, T. L., Ito, K., Ko, T. K., Liu, Q., Salto-Tellez, M., Yeoh, K. G., Fukamachi, H., and Ito, Y: Claudin-1 has tumor 
suppressive activity and is a direct target of RUNX3 in gastric epithelial cells. Gastroenterology 2010:138:255-265.

  6.	 Beck H, Raab S, Copanaki E, Heil M, Scholz A, Shibuya M, Deller T, Machein M, Plate KH. VEGFR-1 signaling 
regulates the homing of bone marrow derived cells in a mouse stroke model. J. Neuropathol. Exp. Neurol. 69:168-175, 
2010.

  7.	 Murohashi M, Nakamura T, Tanaka S, Ichise T, Yoshida N, Yamamoto T, Shibuya M, Schlessinger J, Gotoh N. An 
FGF4-FRS2α-Cdx2 axis in trophoblast stem cells induces BMP4 to regulate proper growth of early mouse 
embryos. Stem Cells. 28:113-121, 2010.

  8.	 Huusko J, Merentie M, Dijkstra MH, Ryhänen MM, Karvinen H, Rissanen TT, Vanwildemeersch M, Hedman M, 
Lipponen J, Heinonen SE, Eriksson U, Shibuya M, Ylä-Herttuala S. The effects of VEGF-R1 and VEGF-R2 ligands on 
angiogenic responses and left ventricular function in mice. Cardiovasc. Res. 86:122-130, 2010.

  9.	 Bais C, Wu X, Yao J, Yang S, Crawford Y, McCutcheon K, Tan C, Kolumam G, Vernes JM, Eastham-Anderson J, 
Haughney P, Kowanetz M, Hagenbeek T, Kasman I, Reslan HB, Ross J, Van Bruggen N, Carano RA, Meng YJ, 
Hongo JA, Stephan JP, Shibuya M, Ferrara N. PlGF Blockade Does Not Inhibit Angiogenesis during Primary Tumor 
Growth. Cell 141:166-177, 2010.

10.	 Zhang L, Zhou F, Han W, Shen B, Luo J, Shibuya M, He Y. VEGFR-3 ligand-binding or kinase activity is required for 
lymphangiogenesis but not for angiogenesis. Cell Res, 20:1319-1331, 2010.

11.	 Muramatsu M, Yamamoto S, Osawa T, Shibuya M. VEGFR-1 signaling promotes mobilization of macrophage-lineage 
cells from bone marrow and stimulates solid tumor growth. Cancer Res, 70: 8211-8221, 2010.

12.	 Kusaba T, Okigaki M, Matui A, Murakami M, Ishikawa K, Kimura T, Sonomura K, Adachi Y, Shibuya M, 
Shirayama T, Tanda S, Hatta T, Sasaki S, Mori Y, Matsubara H. Klotho is associated with VEGF receptor-2 and the 
transient receptor potential canonical-1 Ca2+ channel to maintain endothelial integrity. Proc Natl Acad Sci U S A. 
107: 19308-19313, 2010.

13.	 Brave SR, Eberlein C, Shibuya M, Wedge SR, Barry ST. Placental Growth Factor Neutralising Antibodies Give 
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Limited Anti-Angiogenic Effects in an in vitro Organotypic Angiogenesis Model. Angiogenesis 13: 337-347, 2010.
14.	 Bry M, Kivelä R, Holopainen T, Anisimov A, Tammela T, Soronen J, Silvola J, Saraste A, Jeltsch M, Korpisalo P, 

Carmeliet P, Lemström KB, Shibuya M, Ylä-Herttuala S, Alhonen L, Mervaala E, Andersson LC, Knuuti J, Alitalo K. 
Vascular endothelial growth factor-B acts as a coronary growth factor in transgenic rats without inducing 
angiogenesis, vascular leak, or inflammation. Circulation 122:1725-33, 2010.

[著書]
  1.	 湯浅保仁: 大腸癌 「分子予防環境医学」．本の泉社, p436-443, 2010.
  2.	 深町博史: (2010)　生物の事典（共著）、朝倉書店. （B5／560ページ／2010年09月20日 ISBN978-4-254-17140-2 C3545 石

原勝敏 ・末光隆志 総編集）
  3.	 深町博史: (2010)　生物学辞典（共著）、東京化学同人. （出版年月日 2010/12/10 ISBN 9784807907359, A5・1634ページ、

石川統、黒岩常祥、塩見正衞、松本忠夫、守隆夫、八杉貞雄、山本正幸 編集）

[総説]
  1.	 渋谷正史：「VEGF系による血管形成メカニズム」　実験医学　28,72-77, 2010.
  2. 	渋谷正史：「血管形成とリンパ管形成のサイトカインネットワーク」　細胞工学　29,1093-1098, 2010.
  3.	 渋谷正史：「VEGF-VEGFRシグナルによる血管新生の制御」　細胞　42,48-51, 2010.

[学会]
  1.	 Yuasa Y, Nagasaki H, Akiyama Y, Kojima K, Oze I, Matsuo K, Imai K, Nakachi K. Epigenetic epidemiology of 

gastric cancer. JSPS A3 Foresight Program 2010 Seminar – Epigenetic Signatures in Gastric Carcinogenesis, 2010年
2月21〜24日, 葉山.

  2.	 Akiyama Y, Nagasaki H, Yuasa Y. Methylation of GATA4 and GATA5 transcription factor genes and loss of their 
functions in gastric cancers. JSPS A3 Foresight Program 2010 Seminar – Epigenetic Signatures in Gastric 
Carcinogenesis, 2010年2月21〜24日, 葉山.

  3.	 Fukamachi H, Shimada S, Funasaka C, Yuasa Y, Kawachi H, Eishi Y, Yamada H, Inokuchi M, Kojima, K. 
Identification of cancer stem cells in human gastric cancers. JSPS A3 Foresight Program 2010 Seminar – Epigenetic 
Signatures in Gastric Carcinogenesis, 2010年2月21〜24日, 葉山.

  4.	 Hashimoto Y, Akiyama Y, Otsubo T, Shimada S, Yuasa Y. Involvement of epigenetically silenced microRNA-181c in 
gastric carcinogenesis. JSPS A3 Foresight Program 2010 Seminar – Epigenetic Signatures in Gastric Carcinogenesis, 
2010年2月21〜24日, 葉山.

  5.	 Otsubo T, Akiyama Y, Hashimoto Y, Shimada S, Yuasa Y. Epigenetic silencing of SOX2 by aberrant DNA 
methylation and microRNA-126 expression in gastric cancers. JSPS A3 Foresight Program 2010 Seminar – 
Epigenetic Signatures in Gastric Carcinogenesis, 2010年2月21〜24日, 葉山.

  6.	 Pichayanoot R, Akiyama Y, Hashimoto Y, Otsubo T, Yuasa Y.  MiR-9 down-regulates CDX2 expression in gastric 
cancer cells. JSPS A3 Foresight Program 2010 Seminar – Epigenetic Signatures in Gastric Carcinogenesis, 2010年2
月21〜24日, 葉山.

  7.	 Shimada S, Mimata A, Akiyama Y, Fukamachi H, Eishi Y, Yuasa Y. Stomach-specific inactivation of E-cadherin and 
p53 in mice. JSPS A3 Foresight Program 2010 Seminar – Epigenetic Signatures in Gastric Carcinogenesis, 2010年2
月21〜24日, 葉山.

  8.	 Mimata A, Fukamachi H, Eishi Y, Yuasa Y. Pathological changes in E-cadherin knockout mouse stomachs. JSPS A3 
Foresight Program 2010 Seminar – Epigenetic Signatures in Gastric Carcinogenesis, 2010年2月21〜24日, 葉山.

  9.	 Yuasa Y, Hashimoto Y, Nagasaki H, Akiyama Y, Kojima K, Oze I, Matsuo K, Imai K, Nakachi K. Epigenetic 
epidemiology of gastric cancer. International Workshop, at Radiation Effect Research Foundation. 2010年3月17〜18
日, 広島.

10.	 Yamamoto S, Muramatsu M, Azuma E, Dohmoto M, Osawa T, Takahashi H, Takano KI, Ikutani M, Nagai Y, 
Takatsu K, Usui I, Tobe K, Niida S, Shibuya M, Matsuda N, Hattori Y: Cerebrovascular pericytes are potentially 
derived from the circulating myeloid progenitors. Keystone Symposia, Angiogenesis in Health and Disease, Feb 
28-Mar 5, 2010, Keystone, Colorado USA: 321.

11.	 Akiyama Y, Nagasaki H, Kawamoto A, Herman JG, Baylin SB, Yuasa Y. Methylation of GATA4 and GATA5 
transcription factor genes in gastric cancers. 101st AACR Annual Meeting, April 17-21, 2010, Washington DC.

12.	 Otsubo T, Akiyama Y, Hashimoto Y, Yuasa Y. MicroRNA-126 inhibits SOX2 expression in gastric cancer cells. 101st 

AACR Annual Meeting, April 17-21, 2010, Washington DC.
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13.	 Muramatsu M, Yamamoto S, Osawa T, Shibuya M: Involvement of Flt-1 signal in solid tumor growth and tumor 
angiogenesis via recruitment of macrophage-lineage cells. The American Association for Cancer Research 101st 

Annual Meeting, P-1301, Washington D.C. USA, April 2010.
14.	 湯浅保仁、長崎弘美、秋山好光、尾瀬功、松尾恵太郎. Relationship between the methylation state of blood leukocyte 

DNA and carcinogenesis. 第4回日本エピジェネティクス研究会年会, 2010年５月28〜29日, 鳥取.
15.	 秋山好光、長崎弘美、湯浅保仁. The target gene analyses of GATA4/5 transcription factors in gastric cancer. 第4回

日本エピジェネティクス研究会年会, 2010年５月28〜29日, 鳥取.
16.	 Yuasa Y, Hashimoto Y, Nagasaki H, Akiyama Y, Kojima K, Oze I, Matsuo K, Imai K, Nakachi K. Epigenetic 

epidemiology of gastric cancer. The 5th Asian Epigenomics Meeting & A3 Symposium 2010, June 20-22, 2010, Jeju, 
Korea.

17.	 Akiyama Y, Nagasaki H, Yuasa Y. Target gene analysis of GATA4/5 transcription factors in gastric cancers. The 
5th Asian Epigenomics Meeting & A3 Symposium 2010, June 20-22, 2010, Jeju, Korea.

18.	 Fukamachi H, Shimada S, Seol HS, Funasaka C, Jang SJ, Yuasa Y. Identification of tumor-initiating cells in human 
gastric cancers. The 5th Asian Epigenomics Meeting & A3 Symposium 2010, June 20-22, 2010, Jeju, Korea.

19.	 Otsubo T, Akiyama Y, Hashimoto Y, Shimada S, Yuasa Y. MicroRNA-126 inhibits SOX2 expression in gastric 
carcinogenesis.  The 5th Asian Epigenomics Meeting & A3 Symposium 2010, June 20-22, 2010, Jeju, Korea.

20.	 Hashimoto Y, Akiyama Y, Otsubo T, Shimada S, Yuasa Y. Epigenetically repressed microRNA miR-181c targets 
oncogenic K-RAS and NOTCH4 in gastric cancer. The 5th Asian Epigenomics Meeting & A3 Symposium 2010, June 
20-22, 2010, Jeju, Korea.

21.	 Pichayanoot R, Akiyama Y, Hashimoto Y, Otsubo T, Yuasa Y.  Epigenetic inactivation of the miR-9 genes in gastric 
carcinogenesis through CDX2 deregulation.  The 5th Asian Epigenomics Meeting & A3 Symposium 2010, June 
20-22, 2010, Jeju, Korea.

22.	 湯浅保仁、島田周、長崎弘美、三又絢子、湯浅保仁. 胃がんとエピジェネティクス. 第69回日本癌学会総会, 2010年9月
22〜24日, 大阪.

23.	 秋山好光、長崎弘美、湯浅保仁. 胃がん細胞における転写因子GATA4とGATA5転写因子の標的遺伝子の解析. 第69回
日本癌学会総会, 2010年9月22〜24日, 大阪.

24.	 島田周、三又綾子、秋山好光、深町博史、湯浅保仁. びまん浸潤型胃癌動物モデルとしてのE-cadherinとp53のコンデ
ィショナルノックアウトマウス. 第69回日本癌学会総会, 2010年9月22〜24日, 大阪.

25.	 橋本裕、秋山好光、大坪武史、湯浅保仁. 胃がんにおけるmiRNAクラスターの発現とメチル化の解析. 第69回日本癌学
会総会, 2010年9月22〜24日, 大阪.

26.	 大坪武史、秋山好光、橋本裕、湯浅保仁.マイクロRNA-126はSOX2発現を抑制し胃がん発症に関わる. 第69回日本癌学
会総会, 2010年9月22〜24日, 大阪.

27.	 ロトクルアピッチャヤーヌット、秋山好光、橋本裕、大坪武史、湯浅保仁. miR-9のエピジェネティック変化は、
CDX2の発現異常を介して胃のがん化に関与する. 第69回日本癌学会総会, 2010年9月22〜24日, 大阪.

28.	 Ito K, Fukamachi H, Ito Y. RUNX3 (R122C) does not attenuate oncogenic Wnt in gastric epithelial cells. 第69回日本
癌学会総会, 2010年9月22〜24日, 大阪.

29.	 Mimata A, Fukamachi H, Yuasa Y. Precancerous changes are induced in E-cadherin KO mouse stomachs. 第69回日
本癌学会総会, 2010年9月22〜24日, 大阪.

30.	 Fukamachi H, Shimada S, Yuasa Y. Identification of tumor-initiating cells in human gastric cancers. 第69回日本癌学
会総会, 2010年9月22〜24日, 大阪.

31.	 大澤毅, 村松昌、土田里香、王峰、澁谷正史：低酸素・低栄養に抵抗性な癌細胞を標的とした新規制癌法、English 
Workshop、第69回日本癌学会学術総会, 大阪, 22-24, September, 2010.

32.	 Akiyama Y, Nagasaki H, Yuasa Y. Hypermethylation of GATA4 and GATA5 transcription factor genes and loss of 
their functions in gastric cancers. The Second International Cancer Epigenetics Symposium, October 15-17, 2010, 
Beijing, China.

33.	 Akiyama Y, Nagasaki H, Yuasa Y. Target gene analysis of GATA4 and GATA5 transcription factors in gastric 
cancer cells. NSFC A3 Foresight Program 2010 Seminar, October 17-20, 2010, Beijing, China.

34.	 Otsubo T, Akiyama Y, Hashimoto Y, Shimada S, Yuasa Y. MicroRNA-126 inhibits SOX2 expression and consequent 
changes in expression of SOX2 target genes in gastric cancer cells. NSFC A3 Foresight Program 2010 Seminar, 
October 17-20, 2010, Beijing, China.

35.	 Hiratsuka A, Fukamachi H, Akiyama Y, Yuasa Y. Effect of c-myc siRNA on the growth of gastric cancer cells. 
NSFC A3 Foresight Program 2010 Seminar, October 17-20, 2010, Beijing, China.

36.	 Hashimoto Y, Akiyama Y, Otsubo T, Yuasa Y. Up-regulation of several miRNAs by treatment with DNA 
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demethylating agent and identification of common target genes in gastric cancer cells. NSFC A3 Foresight Program 
2010 Seminar, October 17-20, 2010, Beijing, China.

37.	 Shimada S, Mimata A, Akiyama Y, Fukamachi H, Eishi Y, Yuasa Y. Synergistic tumor suppressor activity of 
E-cadherin and p53 in a conditional mouse model for metastatic diffuse-type gastric cancer. NSFC A3 Foresight 
Program 2010 Seminar, October 17-20, 2010, Beijing, China.

38.	 Pichayanoot R, Akiyama Y, Hashimoto Y, Otsubo T, Yuasa Y. MiR-9 down-regulates CDX2 expression in gastric 
cancer cells. NSFC A3 Foresight Program 2010 Seminar, October 17-20, 2010, Beijing, China.

39.	 Fukamachi H, Shimada S, Seol HS, Jang SJ, Yuasa Y. Identification of tumor-initiating cells in human gastric 
cancers. NSFC A3 Foresight Program 2010 Seminar, October 17-20, 2010, Beijing, China.

40.	 Mimata, A., Fukamachi, H., Eishi, Y., Yuasa, Y. Loss of E-cadherin in parietal cells affects gastric epithelial cell 
polarity, growth and differentiation, resulting in a pre-malignant condition in mice. NSFC A3 Foresight Program 
2010 Seminar, October 17-20, 2010, Beijing, China.

41.	 Muramatsu M, Yamamoto S, Osawa T, Shibuya M: VEGFR-1 signaling promotes mobilization of macrophage-lineage 
cells from bone marrow and stimulated tumor growth. The 8th Korea-Japan Joint Symposium on Vascular Biology, 
P-51, Osaka. Japan 1-3 December 2010.

42.	 Osawa T, Muramatsu M, Tsuchida R, Wang F, Yuasa Y, Shibuya M：Histone demethylase JHDM2A is a novel 
target to overcome refractoriness of tumor cells to anti-angiogenic therapy. Poster, 8th Japan-Korea Joint Symposium 
on Vascular Biology, (The 18th Annual Meeting of Japanese Society for Vascular Biology), Osaka, Japan, 1-3 
December, 2010.

43.	 Shimada S, Mimata A, Akiyama Y, Fukamachi H, Jonkers J, Eishi Y, Yuasa Y. Mouse model of diffuse-type gastric 
cancer by inactivating E-cadherin, which is involving in EMT and p53. The 15th Korea-Japan Cancer Research 
Workshop, Seoul, Korea, December 22-23, 2010.

44.	 山本誠士, 村松昌, 大澤毅, 高橋宏行, 東英梨月, 堂本光子, 高野健一, 生谷尚士, 長井良憲, 高津聖志, 薄井勲, 戸邉一之, 新
飯田俊平, 澁谷正史, 松田直之, 服部裕一: 中枢神経発生期に脳微小血管へリクルートされるペリサイト前駆細胞の解析. 
第39回日本心脈管作動物質学会, 名古屋, B-23, 2010年2月5日.

45.	 山本誠士, 村松昌, 東英梨月, 堂本光子, 喜多紗斗美, 岩本隆宏, 大澤毅, 高橋宏行, 渡邊泰秀, 小室一成, 高野健一, 新飯田
俊平, 澁谷正史, 松田直之, 服部裕一: Ncx1変異体マウスを用いた神経発生期におけるペリサイトリクルートメントの解
析. 第83回日本薬理学会年会, 大阪, O1B-1-3, 2010年3月16日〜18日.

46.	 渋谷正史「血管内皮増殖因子VEGFシステムの妊娠高血圧症候群への関与」,特別講演、第3 １回日本妊娠高血圧学会
学術集会、10月15日、東京、2010.

47.	 Shibuya M. “VEGF-dependent and -independent regulation of angiogenesis.” Special Seminar, Peking University, 
Institute of Molecular Medicine, August 12th, China, 2010.

[研究助成金]
  1.	 湯浅保仁：「エピジェネティック疫学の疾病予防への応用」．研究代表者. 文部科学省科学研究費補助金基盤研究(B).
  2.	 湯浅保仁：「胃がん発症におけるエピジェネティック変化の関与」．研究代表者. 日本学術振興会日中韓フォーサイト

事業.
  3.	 秋山好光：「胃がんの臨床病理学的諸性状に関連したマイクロＲＮＡの探索とメチル化異常の解析」．研究代表者. 文

部科学省科学研究費補助金基盤研究(C). 
  4.	 深町博史: 「ヒト胃がん幹細胞の同定とその性質」研究代表者. 文部科学省科学研究費補助金基盤研究(C).

[特許]
特許申請：「抗腫瘍剤」
出願番号：特願2009-176442, PCT/JP2010/004778.
出願日：PCT, 2010年7月28日（国内出願：2009年７月29日）
発明者：渋谷正史、土田里香、大澤　毅
出願人：東京医科歯科大学
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血 液 内 科 学 分 野
Hematology

教　　授　三浦　修
講　　師　新井文子
助　　教　福田哲也，黒須哲也，大木　学，
　　　　　山本正英
医　　員　五十嵐愛子，野上彩子，梅澤佳央
大学院生／医員　若林志穂子，鈴木隆之
大学院生　仁多美奈子，長尾俊景，
　　　　　押川　学，渡邉　健，呉　　楠

（１）教育
卒前教育
　学部４年生を対象に系統別血液病学講義において血液内科学の基本的事項につき講義を行っている。
　基礎的な研究の実習として、医学部４年生のプロジクトセメスター、保健衛生学科４年生の卒研を積極的に受け入れ、研究、
総括、発表に対し指導を行っている。2010年の実績は保健衛生学科４年生の卒研1名であった。
　学部５，６年生に対しては2007年度より現在の形式での診療参加型実習、クリニカルクラークシップ(CC)が導入された。
当科はCC １で従来のPBL形式を用いた診療上の問題解決能力・手法の取得を、CC3でベッドサイドおよび外来において血
液疾患診断および治療方針決定能力の取得を目標に実践的指導を行っている．
卒後教育
　初期研修では、患者との意志の疎通を保ち，全人的治療を行うように指導を行っている。実地での診断、治療に必要な血
液病学の基礎的知識を身につけることを、内科認定医試験も視野に入れ目標としている。
　後期研修では、血液専門医としての知識、経験を身につけることを目標に、日常の診療に加え、学会発表、論文執筆も積
極的に指導している。2011年度は4名が当科のプログラムで後期研修を行っている。

（２）研究
　現在の主な研究テーマは，１）造血細胞の増殖と腫瘍発症に関わる細胞内シグナル伝達機構の解明、２）リンパ系腫瘍発
症の分子機構の解明、３）化学療法剤による造血器腫瘍細胞のアポトーシス誘導制御機構、４）慢性骨髄性白血病における
分子標的療法耐性機構の解明、５）EBウイルス関連疾患の病態解明等である．

（３）臨床
　2010年度の入院患者総数はのべ223人で、うちわけは急性骨髄性白血病15人、急性前骨髄球性白血病1人、急性リンパ性白
血病10人、骨髄異形成症候群17人、慢性骨髄性白血病5人、慢性リンパ性白血病4人、慢性骨髄増殖性疾患3人、非ホジキン
悪性リンパ腫109人、ホジキンリンパ腫13人、多発性骨髄腫＋類縁疾患24人、再生不良性貧血5人、特発性血小板減少性紫斑
病9人、血友病1例、慢性活動性EBウイルス感染症15人、その他3人であった。6床の無菌病室において、急性白血病寛解導入
療法や、白血病および悪性リンパ腫、多発性骨髄腫について自家、および同種造血幹細胞移植療法を積極的に行っている．
　2008年に骨髄移植推進財団、及び日本臍帯血バンクネットワークの移植施設として認定され、骨髄バンク及び臍帯血バン
クからの提供が受けられるようになり、非血縁者間の造血幹細胞移植が本格的にスタートした。
　2010年は同種造血幹細胞移植13例（血縁末梢血幹細胞移植2例、非血縁骨髄移植8例、非血縁臍帯血移植3例）、自家末梢血
幹細胞移植17例が施行された。
　また外来に関しては、外来化学療法室の運営、管理の一端を担うとともに、月述べ約25人に対し、安全且つ生活の質に重
点をおいた通院化学療法を施行している。

（４）研究業績
【原著】

  1.	 Kurosu T, Wu N, Oshikaw G, Kagechika H, Miura O. Enhancement of imatinib-induced apoptosis of BCR/ABL-
expressing cells by nutlin-3 through synergistic activation of the mitochondrial apoptotic pathway. Apoptosis. 
2010;15:608–620

  2.	 Oshikawa G, Kurosu T, Arai A, Murakami N, Miura O. Clonal evolution with double Ph followed by tetraploidy in 
imatinib-treated chronic myeloid leukemia with e19a2 transcript in transformation. Cancer Genet Cytogenet. 
2010;199:56-61
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  3.	 Arai A, Imadome K, Fujiwara S, Miura O. Autoimmune hemolytic anemia accompanied by reactivation of an 
Epstein-Barr virus infection with suppressed CTL response to EBV-infected cells in an elderly man. Intern Med. 
2010;49:325-329

  4.	 Kuninaka N, Kurata M, Yamamoto K, Suzuki S, Umeda S, Kirimura S, Arai A, Nakagawa Y, Suzuki K, Kitagawa M 
Expression of Toll-like receptor 9 in bone marrow cells of myelodysplastic syndromes is down-regulated during 
transformation to overt leukemia. Exp Mol Pathol. 2010;88:293-298

  5.	 Nakagawa Y, Suzuki K, Hirose T, Chou T, Fujisawa S, Kida M, Usuki K, Ishida Y, Taniguchi S, Kouzai Y, Tomoyasu 
S, Miyazaki K, Higashihara M, Ando K, Aoki S, Arai A, Akiyama N, Hatake K, Okamoto S, Dan K, Ohyashiki K, 
Urabe A. Clinical efficacy and safety of biapenem for febrile neutropenia in patients with underlying hematopoietic 
diseases: a multi-institutional study. J Infect Chemother. 2010;17:58-67

  6.	 Nakauchi Y, Takase H, Sugita S, Mochizuki M, Shibata S, Ishiwata Y, Shibuya Y, Yasuhara M, Miura O, Arai A. 
Concurrent administration of intravenous systemic and intravitreal methotrexate for intraocular lymphoma with 
central nervous system involvement. Int J Hematol. 2010;92:179-185

  7.	 Okuhashi Y, Itoh M, Arai A, Nara N, Tohda S. Gamma-secretase inhibitors induce erythroid differentiation in 
erythroid leukemia cell lines. Anticancer Res. 2010;30:4071-4074

【総説、著書】
  1.	 新井文子 眼附属器MALTリンパ腫の臨床病理学的特徴と治療　血液・腫瘍科2010;60:521-525

【国内学会】
第72回日本血液学会総会. 9月 横浜
口頭発表

  1.	 Oshikawa G, Wu N, Nagao T, Suzki T, Kurosu T, Miura O. c-Cbl-mediated ubiquitination of Flt3-ITD and cellular 
mechanisms regulating its degradation

  2.	 Takahashi M, Imadome K, Kurata M, Koyama T, Fujiwara S, Miura O. P-gp expression is enchanced in EBV-
infected T or NK cells in CAEBV and may cause chemoresistance

  3.	 Wu N, Kurosu T, Suzuki T, Oshikawa G, Nagao T, Miura O. Roles for PECAM-1 (CD31) in signaling from and 
leukemogenesis by BCR/ABL

  4.	 Imai Y, Nakamae H, Fukuda T, Nakaseko C, Kanda Y, Ohnishi K, Matsuda A, Nagai T, Maeda Y, Amagasaki T, 
Kawahara E, Yanada M. Change of BCR-ABL levels during nilotinib and imatinib treatment for newly diagnosed 
CML-CP

  5.	 Shibayama H, Nakamae H, Kurokawa M, Fukuda T, Nakaseko C, Kanda Y, Ohnishi K, Matsuda A, Nagai T, Maeda 
Y, Amagasaki T, Kawahara E, Yanada M.  Efficacy and  safety of nilotinib versus imatinib in Japanese patients with 
newly diagnosed CML-CP

  6.	 Nagao T, Wu N, Oshikawa G, Suzuki T, Kurosu T, Miura O. Molecular mechanisms regulating DNA damage-
induced degradation of Jak2-V617F and apoptosis

  7.	 Kurosu T, Wu N, Suzuki T, Oshikawa G, Nagao T, Miura O. Chemotherpy resistance through enhanced Chk1 
activation by BCR/ABL, Flt-ITD and Jak2-V617F

ポスター
  1.	 Nakauchi Y, Takase H, Sugita S, Mochizuki M, Shibata S, Ishiwata Y, Shibuya Y, Yasuhara M, Miura O, Arai A. 

Concurrent administration of systematic and intravitreal MTX for IOL with CNS involvement
第32回日本造血細胞移植学会総会　2010年2月浜松
ポスター

  1.	 中枢神経浸潤を伴った悪性リンパ腫に対して自己末梢血幹細胞移植（BU/CY/TEPA）を施行した3例　大木学、粂川
華枝、佐々木宏治、村田諭孝、山本正英、黒須哲也、福田哲也、新井文子、東田修二、小山高敏、村上直巳、三浦修

  2.	 同種移植後難治性出血性膀胱炎に対し高圧酸素療法が奏効した一例　佐々木宏治, 粂川 華絵, 村田 諭孝, 山本 正英, 大
木 学, 黒須 哲也, 福田 哲也, 新井 文子, 大橋 一輝, 秋山 秀樹, 坂巻 壽, 三浦 修

第164回日本血液学会例会 2010年2月東京
口頭発表

  1.	 再生不良性貧血の経過中に反応性形質細胞増加を合併した一例　粂川華恵，佐々木宏治，村田諭孝，山本正英，大木学，
黒須哲也，福田哲也，新井文子，三浦修,村上直巳

第576回日本内科学会関東地方会　2010年11月 東京
口頭発表
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  1.	 野上彩子、福田哲也、梅澤佳央、五十嵐愛子、山本正英、大木　学、黒須哲也、新井文子、三浦　修、村上直巳　赤
芽球癆を合併したGood症候群の1例

第20回EBウイルス感染症研究会 2010年3月東京
口頭発表

  1.	 Epstein-Barr virus-positive T- or NK-cell lymphoproliferative disorder成人例の臨床的特徴と化学療法の効果　渡部優
子、高橋真由美、今留謙一、藤原成悦、三浦修、新井文子

  2.	 Bウイルス関連T/NKリンパ増殖性疾患モデルマウスの作製と病態発現解析　今留謙一、矢島美彩子、川野布由子、
中川温子、新井文子、市川紗弓、森尾友宏、大賀正一、大石勉、清水則夫、山本直樹、藤原成悦

第27回日本TDM学会・学術大会 2010年6月札幌
口頭発表

  1.	 メトトレキサートの静脈内・眼内投与併用時の血清及び硝子体液の薬物濃度モニタリング　柴田聡子、石渡泰芳、渋
谷有香、安原眞人、中内祐介、新井文子、三浦修、高瀬博、杉田直、望月學

第64回日本臨床眼科学会 2010年11月神戸
口頭発表

  1.	 眼内リンパ腫に対する治療と全身予後の検討　高瀬博、岩永洋一、菅本良治、川口龍史、高橋仁美、横田眞子、鴨居
功樹、宮永将、杉田直、望月學、新井文子

学会発表（海外）
  1.	 The 15th Congress of European Hematology Association, June 2010　Barcelona　 Takahashi M, Imadome K, 

Kurata M, Koyama T, Fujiwara S, Miura O, Arai A.  P-GLYCOPROTEIN EXPRESSION IS ENHANCED IN 
EPSTEIN-BARR VIRUS (EBV)-INFECTED T OR NK CELLS AND MAY CAUSE DRUG RESISTANCE OF 
CHRONIC ACTIVE EBV INFECTION

  2.	 The 15th Congress of European Hematology Association, June 2010　Barcelona　 Arai A, Watanabe Y, Imadome K, 
Takahashi M, Fujiwara S, Miura O.  CLINICAL FEATURES AND RESPONSE TO CHEMOTHERAPY OF 
CHRONIC ACTIVE EPSTEIN-BARR VIRUS INFECTION IN ADULTHOOD: A RETROSPECTIVE ANALYSIS

  3.	 The 14th Biennial Conference of the International Association for Research on Epstein-Barr Virus & Associated 
Diseases, September 2010, Birmingham　 Imadome K, Yajima M, Arai A, Nakagawa A, Kawano F, Ichikawa S, 
Nakamura H, Miura O, Ito M, Shimizu N, Yamamoto N, Fujiwara S.  A xenotransplant model of chronic active 
Epstein-Barr virus(EBV) infection by use of NOG mice

  4.	 The 52nd Anuual meeting of American society of Hematology, December 2010 Orlando　　Arai A, Takahashi M, 
Imadome K, Koyama T, Saitoh Y, Yamaoka S, Fujiwara S, Miura O.  NF-kB Is Constitutively Activated in EBV-
infected T or NK Cells and Can Be a Molecular Target for EBV-positive T/NK-cell Lymphoproliferative Disease 
Treatment 

【研究助成金】
  1.	 日本学術振興会　基盤研究(C) 白血病細胞の恒常的活性化シグナルとチェックポイント機構に対する統合的分子標的

療法　三浦　修（研究代表者）
  2.	 日本学術振興会　基盤研究(C) Ph陽性白血病の低分子量Gタンパク質を介したシグナル伝達機構の治療標的としての

検討　黒須哲也（研究代表者）
  3.	 日本学術振興会　基盤研究(C) 受容体型チロシンキナーゼROR1による癌化機構解明とその治療応用　福田哲也（研究

代表者）
  4.	 厚生労働省科難治性疾患克服研究事業　H22－難治－一般－080　慢性活動性EBウイルス感染症の診断法及び治療法

確立に関する研究　新井文子（分担研究者）
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分子内分泌内科学分野
Clinical and Molecular Endocrinology

教　　授　平田結喜緒
講　　師　内村　功，泉山　肇*
学内講師　吉本貴宣
特任講師　杉山　徹**
助　　教　三原正朋
医　　員　足立淳一郎，飯降直男，池袋宗博，杉山美帆，
　　　　　山口美菜
レジデント　川堀健一
大学院生　平石喜一郎，関澤直子，谷　祐至，早川惠理，
　　　　　木田道也，鈴木紀子，立石裕子，浅野貴子，
　　　　　加藤真子，中野　妙，池田賢司†，濱田勝彦†

非常勤講師　成瀬光栄，川村光信，堀内敏行，辻野元祥，
　　　　　諸星政治，吉村　弘，今井泰平，片上秀喜
*医療福祉支援センター(併任)
**臨床教育研修センター(併任)
†社会人大学院生

（１）教育
担当科目：内分泌・代謝学、糖尿病、高血圧
教育方針：内分泌系は体内環境のホメオスターシスの維持に最も重要な生体制御系であり、その概念は従来の循環ホルモン
からパラクリン、オートクリン因子と呼ばれる数多くの新規局所ホルモンの発見へと発展し、広範な臓器の機能を制御する
生理活性物質として包括的にとらえられている。すなわち内分泌系とは「細胞間の情報伝達物質」として臓器、組織、細胞
の枠をこえて作用する生体制御機構である。したがって内分泌系の異常は多種、多様な病態をもたらし、複雑で多彩な病態
生理を形成する。当分野では「細胞間の情報伝達物質」としてのホルモンの産生、分泌および作用のメカニズムを理解し、
それらの異常によってもたらされる疾患の病態生理を生体から分子レベルまで把握できる最新の知識を学習できるように教
育を行う。さらに基礎的ならびに臨床的研究を通してその研究成果が内分泌・代謝疾患の診断、治療および予防に還元でき
るトランスレーショナルリサーチを目指す。この間に涵養された内分泌・代謝学分野の知識、技術、思考力を基盤にして、
国内外でのアカデミアの世界で活躍できるphysician・scientistの養成を最終目標としている。
平成22年度の教育実績は以下の通りである(授業のコマ数)。

１）医学部医学科講義
　　系別総合講義（内分泌・代謝）（19）
２）医学部保健衛生学科講義　内分泌・代謝（2）
３）歯学部歯学科講義　内科学各論（内分泌・糖尿病）（2）
４）医学科実習
　・プロジェクトセメスター（2010年10月－2011年2月）
　　4年学生（1名）の研究指導
　 ・クリニカルクラークシップ（CC）I：（2009年4月－2009年7月）
5年学生グループを対象に内分泌・代謝（コース８）実習を１週間単位（隔週）で担当。
　・OSCE(医療面接)を担当
　・クリニカルクラークシップ（CC）II/III：（2009年7月－2010年9月）
　　5年~6年学生（2～3名）を対象に4週間単位で担当。
　　（病棟クルズスを毎週、PBLを隔週）
５）大学院修士課程講義　人体機能学(1)、臨床医歯学概論(1)
６）大学院特別講義
　　モントリオール大学　内科学講座　Andre Lacoix教授
　　「Molecular Mechanisms of Excess Steroids in Adrenocortical Tumors –Role of Aberrant Hormone Recepotrs-」
　　テキサス大学メディカルセンター　麻酔科学講座　Cszab Szabo教授
　　「H2S, a Novel Endogenous Gaseotransmitter: Comparison with NO」
７）防衛医科大学校生理学招聘講義
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　　「心血管ホルモンの新たな展開」平田結喜緒
 

（２）研究
方針：内分泌･代謝･糖尿病･高血圧領域の病態生理、診断、治療に関する幅広い臨床研究を行い、並行してこれら領域の基
礎研究は分子生物学・分子遺伝学・生化学的手法を駆使して、臨床にフィードバックすることを研究目的の主眼としている。
毎週木曜午後、院生を対象として、教授および指導教員とのディスカッションを通して、研究者ごとに研究プロセスや方向
性を検討し、問題解決を目指したリサーチカンファレンスを行っている。また、その研究成果は積極的に学会や研究会で発
表している。
主な研究テーマによる本年度の研究目標と研究成果は以下のとおりである。

１）心血管作動性ホルモンの生理的ならびに病態生理学的役割
研究目標：レニン・アンジオテンシン・アルドステロン系、エンドセリン、ナトリウム利尿ペプチド、NO、アドレノメデ
ュリンなど新規の心血管作動性ホルモンの生理学的役割や各種病態下での動態を解析して、その病態生理学的役割を病態モ
デルやヒトで明らかにする。さらにこれら心血管作動性ホルモンの受容体ならびに受容体以降の細胞内情報伝達の分子機構
を細胞生物学的ならびに分子生物学的手法により解明する。
研究成果：アルドステロン誘導性高血圧モデルラットの血管障害に抗血小板薬であるPDE3阻害薬シロスタゾールが血管保
護作用を示し、その機序として抗酸化、NO産生改善の作用を介した血管壁での向炎症性因子遺伝子発現の抑制効果が関与
することを明らかにした（10）。また、血管内皮細胞での3種類のチオール基代謝酵素であるglutathione rductase (GR)、
thioredoxin reductase （TRX）1, 2の遺伝子ノックダウン法による検討にて、これら3種の酵素が内皮型NO合成酵素（eNOS）
活性およびNO産生に重要であり、TRX2発現の減少により細胞内H2O2産生が増加し酸化ストレスが増加することから、チ
オール基代謝酵素が血管内皮細胞でのレドックス恒常性維持に重要であることを明らかにした（14）。

２）内分泌・代謝疾患における血管内皮障害の成因の解明と治療への応用
研究目標：ホルモン異常や高血糖やでもたらされる血管内皮障害発生のメカニズムを分子レベルで解析するために、酸化ス
トレス、NO、AGE、サイトカイン、ずり応力や血管新生因子による情報伝達の解明・転写因子の関与とその阻害法の開発
を目指している。臨床的には、超音波装置を用いた体表動脈の血流依存性血管拡張反応（flow-mediated vasodilation: FMD）
を用いて糖尿病や各種内分泌疾患における血管内皮機能を評価している。血管内皮障害は糖尿病・高血圧・高脂血症・肥満
などのいわゆるメタボリック症候群における初期病変の分子基盤をなすことから、血管内皮機能障害の成因の解明と治療へ
の応用を目指している。
研究成果：ライソゾーム蛋白分解酵素であるcathepsin Lがインスリン作用の重要な下流因子である転写因子FOXO1の骨格
筋細胞での標的遺伝子のひとつであることを明らかにし、cathepsin Lは絶食時における筋分解や筋委縮などに関与する可能
性が示唆される（19）。アルギニンメチル化酵素ファミリーのひとつprotein arginine mehtyltransferase 2(PRMT2)が
STAT3のメチル化を介して視床下部でのレプチン作用を負に制御することをPRMT2ノックアウトマウスの解析により明ら
かにし、PRMT2阻害薬の抗肥満薬としての可能性が示唆される（7）。糖尿病の病態下では動脈硬化の初期病変としての血
管内皮機能障害が早期より生じてくるが、合併症の比較的進行した2型糖尿病患者に対するアンジオテンシンII受容体拮抗薬

（ARB）テルミサルタン（12週間投与）が血圧の改善のみならず、血糖コントロールも改善し、血中アディポネクチン濃度
の増加と血管内皮機能の改善を示し、重回帰分析の結果、テルミサルタンによる血管内皮機能の改善には血圧の改善と血中
アディポネクチン増加が独立した因子として寄与することを明らかにした（18）。テルミサルタンの有するPPARγアゴニス
ト作用を介した血中アディポネクチン増加作用が糖尿病患者の血管保護作用に有用であることが示唆される。Cushing症候
群（CS）での血管内皮機能の検討により、本症での血管内皮障害が血中コルチゾール濃度に相関し、CS治療後に血管内皮
機能が有意に改善すること（1）、また、原発性副甲状腺機能亢進症患者で、血管内皮機能の低下が認められ、血管内皮機能
と血中カルシウム濃度に負の相関があり、本症の治療後に高カルシウム血症の改善度に相関して血管内皮機能が改善するこ
と（5）、を明らかにした。また血液凝固の過程における凝固系と赤血球沈降を同時に測定する技術の開発（8）、電子凝固計
技術の開発と静脈血栓症での血液凝固能評価の有用性（4）について報告した。

３）ホルモン産生腫瘍の発生機構および病態解析
研究目標：機能性ホルモン産生腫瘍の発生機構の解明に向けて、内分泌腫瘍におけるレセプターやG蛋白などを代表する各
種細胞内情報伝達因子発現の遺伝子解析、ホルモン不応症の遺伝子解析、異所性ホルモン産生腫瘍のホルモンの分泌異常や
遺伝子異常の研究も行っている。また視床下部・下垂体・副腎系疾患を中心とした内分泌疾患の新たな検査法、診断能の改
善を目指した臨床研究を展開している。
研究成果：ACTH産生下垂体腺腫のCushing病（CD）では微小腺腫、不顕性のACTH産生腺腫（SCA）では巨大腺腫を示す。
その病態発生の差異の機序を検討する目的で、CD、SCA、および非機能下垂体腺腫（NFA）の細胞周期関連遺伝子発現の
検討を行い、CDの微小腺腫では、サイクリン依存性キナーゼ阻害蛋白p16INK4aの発現増加およびサイクリンD1の発現減少
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が腫瘍の小型化に関与する可能性を示した（15）。また、異所性ACTH症候群(EAS)での血中ACTH前駆体(POMC)増加の機
序についてACTH産生肺小細胞癌株（DMS-79）を用いて解析し、DMS-79ではPOMCのプロセッシングを担うProhormone 
convertase (PC)1/3の発現低下が、PC1/3の遺伝子導入により成熟型ACTH(1-39)分泌が増加することを明らかにした（17）。
他施設研究でCSのスクリーニングには、夜間唾液中コルチゾール測定の有用性（9）、神経内分泌腫瘍（NET）の全国疫学
調査を通じて、欧米でのNETとの疫学上の差異（6）、について報告した。当施設でのEAS16例の後ろ向き解析により、腫瘍
局在診断には内分泌負荷試験に加えて、ソマトスタチン受容体シンチグラフィ(SRS)を含めた複数の画像診断の組み合わせ
が有用であり、部位診断不能例や術前にはメチラポン内服による高コルチゾール血症の是正が生命予後の改善に有用である
ことを本邦で初めて明らかにした（2）。また、SRSによる腫瘍の局在診断が、CDとEASの鑑別に難渋した気管支カルチノイ
ドの一例（16）、20年以上経過した悪性インスリノーマの一例（13）、に有用であること、気管支カルチノイドによるEASで
の選択的肺動脈サンプリングによる腫瘍局在診断の有用性（12）、腹水に呼吸不全を伴った重症型粘液水腫の一例（3）、褐
色細胞腫でのFDG-PET取り込みの偽陽性の一例（11）、について報告した。

４）新規生理活性ペプチドの探索と機能解析
研究目標：ポストゲノム研究として疾患遺伝子の探索、中でも体系的な遺伝子発現情報の解析は重要な課題である。現在は
Data Base上の遺伝子配列のスクリーニングから主として心血管系に発現する遺伝子を探索し、機能的アッセイを用いてア
ミノ酸シークエンスから新規の循環調節因子を同定する技術が七里らにより確立された。本法を用いて当研究室で発見され
た新規生理活性ペプチド、salusin-α、salusin-βの機能および病態生理との関連の検討を行っている。
研究成果：ヒト以外の種における、salusinの生合成や存在様式を解明するため、ラットsalusin-α、salusin-βのそれぞれに
特異的な抗体を作成し、免疫組織化学、ウエスタンブロット、ゲルろ過、逆相HPLCにて解析した結果、ラットsalusin様免
疫活性は広範な組織に確認され、ヒト同様にsalusin-α及びsalusin-βにプロセシングされる可能性が示された（20）。salusin-
βの中枢神経作用を解析するため、飲水・摂食・行動量の同時測定システムを用いて、マウスにsalusin-βの末梢または中枢
投与法を確立し、経時的に行動変化を評価した結果、飲水行動を制御するという新たな知見を見いだし、現在さらに解析を
進めている。
 

（３）診療
１）診療方針：下垂体、副腎、甲状腺、副甲状腺、膵、性腺などの内分泌疾患、糖尿病、肥満、脂質異常症などの代謝性疾患、
メタボリック症候群、高血圧症を含めた生活習慣病の診療を行っている。当内科のモットーは、内分泌・代謝疾患を単一臓
器の疾患ととらえるのではなく、ホルモン異常によってもたらされる全身臓器の疾患としてとらえ、他科との連携医療によ
り全人的診療に当たることである。

２）診療活動：病棟診療はA14階の優先病床（15床）を中心に、９名のスタッフおよび２－３名の初期研修医（ローテーシ
ョン）、１－２名の後期研修医（レジデント）が担当している。毎週月曜午前に平田教授の総回診と水曜午後に内村講師の
病棟回診ならびに臨床カンファレンスを週2回行い、入院患者の検査、治療の方針を検討、決定している。
外来診療はA棟4階の合同内科（診察室14、15番）で月から金曜日の午前(9－12時)、午後（13-16時）2-3名の担当医師による
専門診療（初診・再診）を行っている。

３）診療の対象疾患および特色
内分泌疾患
主な内分泌疾患として、視床下部・下垂体疾患（下垂体腫瘍、クッシング病、アクロメガリー、プロラクチノーマ、視床下部・
下垂体機能低下症、尿崩症、SIADH等）、甲状腺疾患（バセドウ病、橋本病、甲状腺炎、甲状腺腫瘍等）、副甲状腺疾患（副
甲状腺機能亢進症、副甲状腺機能低下症、骨粗鬆症等）、副腎疾患（Cushing症候群、原発性アルドステロン症、褐色細胞腫、
副腎偶発腫瘍、アジソン病、先天性副腎皮質過形成等）、その他（多発性内分泌腺腫症、インスリノーマ、ガストリノーマ
などの膵内分泌腫瘍、異所性ACTH症候群、多腺性自己免疫症候群等）を対象として、内分泌検査および画像診断による的
確な診断と治療、正確な腫瘍の局在診断による外科的治療の適応を決定している。また、外科との密接な連携のもとに症例
の術前・術後のフォローアップを行っている。

糖尿病・高血圧症ならびに代謝疾患
糖尿病（予備軍も含め約1870万人）および高血圧症（約4000万人）の両疾患は、本邦でもさらに増加の一途をたどっており、
両疾患とも虚血性心疾患および脳卒中の原因の根幹をなす動脈硬化症の発症に密接にかかわっている。したがって両疾患に
基づく臓器障害や合併症の予防と管理は患者のQOLを決定する上で最も重要である。当科では1-2週間の糖尿病教育入院や外
来治療に当たるとともに、糖尿病三大合併症（網膜症、腎症、神経障害）大血管障害に対しては各専門診療科と連携して治
療にあたっている。更に「糖尿病合併症予防のための戦略研究：JDOIT-3」の参加施設として2型糖尿病の血管合併症抑制の
ための介入試験を積極的に実施している。糖尿病・高血圧・脂質異常症・腹部肥満などが集積したいわゆるメタボリック症
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候群に対しても、生活指導および薬物治療を積極的に取り入れて、血管内皮機能障害を血流依存性血管拡張反応（FMD）に
より評価して、早期介入による心血管合併症の予防や治療に役立てている。
また副腎腫瘍に対して最新の診断と治療法を取り入れた連携医療を取り入れている。近年、画像診断の普及によって偶然に
副腎腫瘍が多く発見されるようになり（副腎偶発腫）、副腎腫瘍の良性・悪性の判定や腫瘍のホルモン分泌を正確に評価し
治療方法を選択すること、また治療前後でのホルモンのコントロールが重要である。現在、内分泌・代謝内科と泌尿器科が
連携し、副腎腫瘍の手術適応を十分に検討した上で、泌尿器科で開発された「ミニマム創内視鏡下手術」による最新の外科
的治療法を実施し、さらに術中・術後の経過も内科・泌尿器科が連携して対応し、患者のQOL向上に努めている。

４）臨床教育
卒後臨床教育：４週間毎にローテートする卒後1-2年初期研修医（２~ ３名）に対して医員、助手が直接指導医として臨床指
導を行っている。内科医としての全般的なプライマリーケアを含めた診療能力、糖尿病や高血圧などの生活習慣病の病態の
理解と基本的な診療、主な内分泌疾患の診断と治療、内分泌検査や糖尿病合併症検査の意義の理解と習得、などを指導して
いる。
専門医教育：当科は日本内科学会、日本糖尿病学会、日本内分泌学会、日本高血圧学会の認定教育施設としてそれぞれ認定
指導医による総合内科専門医、糖尿病専門医、内分泌･代謝科専門医、高血圧専門医の育成にあたっている。同時に看護師、
薬剤師、管理栄養士などのコメディカルによる糖尿病療養指導士の育成にもあたっている。クリニカルクラークシップ学生、
研修医および全教室員を対象として学内、学外から非常勤講師による教室セミナーを毎週月曜日（17：00-18：00）A棟14階
カンファレンスルームで開催し、実践的な臨床教育を行っている。
患者教育：外来患者を対象とした糖尿病教室を総合診療部にて毎週木曜日（糖尿病のABC：第1-第3木曜日、うめの実会糖
尿病教室：第4木曜日）行っている。入院患者を対象とした糖尿病教室はA棟14階カンファレンスルームで毎日（10：30-11：
30）開催している。このプログラムは毎回異なるテーマで内科医師および歯科医師（歯周病）、コメディカル（看護師、薬
剤師）による講義を行い、2週間で完了するように企画されている。
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疾患遺伝子実験センター（シグナル遺伝子制御学）
Human Gene Sciences Center (Signal Gene Regulation)

センター長(併任)教授　中村正孝
講　　師　船戸紀子
助　　教　原　敏文
研究機関研究員　水口真理子(4月～)
大学院生　水越てるみ， 大葉龍太郎， 王　亜婷，
　　　　　蓮沼　繁

　本センターは平成５年４月１日に発足した。平成７年４月に専任教授が着任して本格的な活動を開始、平成10年４月に現
在の共同研究棟（8号館南）に移転した。学内共同施設として質の高い遺伝子研究支援の提供が一つの任務となる。そのた
めにはセンター自身が高度な研究発進の場であることが必要と考えている。平成９年12月から医学系研究科 （平成12年４月
からは医歯学総合研究科）に所属している。大学院疾患生命研究部にも所属している。平成22年４月の改組により医歯学研
究支援センター・疾患遺伝子部門となった。平成22年度は学内の各部局の約50グループが利用申請をしており、約270名の
研究者・大学院生が利用している。

（１）教育
　疾患遺伝学、分子生物学を主体とした大学院生向けのセミナーを開催している。全学の研究者を対象とした組換えDNAや
先端機器の講習会を開催するとともに、センターを利用している大学院学生や研究者に対し、分子遺伝学、免疫学、ウイル
ス学の知識と実験手技の指導を行っている。実験範囲はP3での遺伝子組換え実験からDNAシークエンシングまでカバーし
ている。大学院学生を含めた抄読会を開催し、常に最先端の研究を取り入れる機会を持っている。医学部医学科２年生の感
染と生体防御学の講義の一部と保健衛生学科検査学専攻の３年生に遺伝子検査学の講義と実習を行っている。大学院の講義
も担当している。

（２）研究
1.　Ｔ細胞の増殖・活性化・腫瘍化機構の分子レベルでの解析.
1)　成人Ｔ細胞白血病ウイルス(HTLV-I)によるＴ細胞癌化機構.
　HTLV-Iの産生する転写制御因子Taxは癌化因子として知られている。Taxがどのように細胞増殖に作用し、細胞の癌化を
引き起こすか解明を進めている。従来知られている細胞側の転写因子の活性化に加え、TaxによるＴ細胞特異的な細胞周期
の促進や細胞不死化の機構を研究している。
2)　Ｔ細胞増殖因子(IL-2)による増殖機構.
　IL-2からの細胞質内のシグナルが複数経路明らかになっている。これらのシグナルが細胞増殖にどのように関与している
か、HTLV-I Taxの作用と比較して解析している。Ｔ細胞で細胞増殖に伴うテロメレース活性化を、IL-2とTaxによるテロメ
レース遺伝子の発現調節機構の面から解析している。

2.　細胞増殖と分化における遺伝子発現調節機構の解析.
1)　頭蓋顔面の形態形成における転写調節因子の機能解析.
　骨芽細胞や軟骨細胞は、共通の骨軟骨幹細胞からそれぞれの前駆細胞を経て分化する。それらの分化に関わる転写因子と
クロストークする分子及び標的遺伝子を、分子生物学および発生生物学の両面から研究している。
2)　細胞分化と遺伝子発現調節.
　骨細胞と筋細胞の分化をモデル系として、増殖停止と細胞分化での遺伝子発現調節の協調機構の解析を行うとともに、疾
患との関連を追求している。Seathre-Chotzen症候群の原因遺伝子であるTWISTはp21の発現抑制を通じて細胞分化を制御し
ていることを見出した。TWIST遺伝子の発現制御機構を明らかにし、その遺伝子産物の細胞分化での機能の詳細を解析し
ている。

3.　新しいプロスタグランジンD2受容体の機能.
　我々がTh2細胞特異的な膜分子としてクローニングしたCRTH2は、第２のプロスタグランジンD2受容体であった。その
後の解析によりCRTH2は好酸球、好塩基球にも発現しており細胞遊走に関与している。ノックアウトマウスを作成し、
CRTH2がアレルギー病態に関与していることを明らかにした。第1のプロスタグランジンD2受容体DPの遺伝子を欠損した
マウスとの掛け合わせにより、ダブルノックアウトマウスを作製した。これらを用い、主にアレルギー病態との関連を調べ
ている。
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（３）研究業績
【原著】

  1. 	Shimura, C., Satoh, T., Aritake, K., Urade, Y., Nakamura, M., Yokozeki, H. Human dendritic cells express 
hematopoietic prostaglandin D synthase and function as a source of prostaglandin D2 in the skin. Amer. J. Pathol. 
176: 227-237, 2010.

  2.	 Eguchi, M., Kariya , S., Mitsuhiro Okano, M., Higaki , T., Makihara, S., Fujiwara, T., Nagata, K., Hirai, H., Narumiya, 
S., Nakamura, M., Nishizaki, K. Lipopolysaccharide induces pro-inflammatory cytokines and chemokines in 
experimental otitis media through the prostaglandin D2 receptor (DP)-dependent pathway. Clin. Exp. Immunoll. 163: 
260-269, 2010.

  3.	 Oba, R., Orihara, K., Kumagai, T., Hirai, H., Nagata, K., Hamasaki, S., Tei, C., Nakamura., M. Reevaluation of 
quantitative flow cytometric analysis for TLR2 on monocytes using F(abʼ)2 fragments of monoclonal antibodies. 
Cytometry, DOI: 10.1002/cyto.a.21000、 2010.

【学会】
（海外）

  1. 	Nakamura, M., Hara, T. CpG methylation-mediated induction of telomerase gene transcription in human T leukemia 
cells. Cancer Epigenetics, American Association for Cancer Research Special Conference. San Juan, Puerto Rico. 
January 20-23, 2010.

  2.	 Funato, N., Chapman, S.L., McKee, M.D., Funato, H., Morris, J.A., Shelton, J.M., Richardson, J.A., Yanagisawa, H. 
Hand proteins control osteogenesis in the mandibular branchial arch. Gordon Research Conferences, Craniofacial 
Morphogenesis & Tissue Regeneration, Lucca, Italy. April 10-16, 2010.

  3.	 Yamamoto, Y., Satoh, T., Otani, S., Narumiya, S., Nakamura, M., Yokozeki, H. Deficiency in PGD2 signals enhances 
contact hypersensitivity via promotion of Th17 and/or Th1 immunity. 14th International Congress of Immunology, 
Kobe, August 22-27, 2010.

  4.	 Saitoh, S., Akiyama, N., Yano, C., Ishikawa, K., Watanabe, N., Hirai, H., Nagata, K., Narumiya, S., Nakamura, M. The 
roles of prostaglandin D2 receptors CRTH2 and DP in Th1 or Th2 inflammatory reactions. 14th International 
Congress of Immunology, Kobe, August 22-27, 2010.

  5.	 Suzuki, H., Suda, N., Shiga, M., Tanimoto, Y., Nakamura, M., Iseki, S., Moriyama, K. Osteoblastic differentiation of 
transgenic mice overexpressing Apert syndrome-type mutant FGFR2 and its soluble form. 10th Tooth 
Morphogenesis and Differentiation, Berlin, Germany. September 1-4, 2010.

（国内）
  1. 	船戸紀子. bHLH型転写因子による骨芽細胞分化の制御. 第８回口腔医科学フロンティア、福岡、　2010年3月7日．
  2.	 Haba, R., Shintani, N., Hyper, W., Onaka, Y., Hayata, A., Hashimoto, H., Hirai, H., Nagata, K., Nakamura, M., Baba, A. 

Involvement of novel prostanoid receptor CRTH2 in LPS-induced sickness behaviors. 日本薬理学会第83回年会、大
阪、2010年3月28日〜30日．

  3.	 羽場亮太、新谷紀人、王海波、尾中勇祐、早田敦子、橋本均、平井博之、永田欽也、中村正孝、馬場明道．LPS誘発
sickness behaviorに対する新規プロスタノイド受容体CRTH2の関与．日本薬学会第130年会、岡山、2010年3月28日〜
30日．

  4.	 志村智恵子、佐藤貴浩、井川健、有竹浩介、裏出良博、中村正孝、横関博雄.　樹状細胞からのPGD2産生機序とその
役割.　第22回日本アレルギー学会春季臨床大会、京都、2010年5月8日〜9日.

  5.	 尾中勇祐、羽場亮太、新谷紀人、橋本均、早田敦子、平井博之、永田欽也、中村正孝、馬場明道．CRTH2遺伝子欠損
マウスの行動薬理学的特性．第117回日本薬理学会近畿部会、徳島、2010年7月8日．

  6.	 Haba, R., Shintani, N., Hyper, W., Onaka, Y., Hayata, A., Hashimoto, H., Hirai, H., Nagata, K., Nakamura, M., Baba, A. 
Involvement of a prostanoid receptor CRTH2 in the LPS-induced decrease in object exploration behaviors. Neuro 
2010, Kobe, September 2-4, 2010.

  7.	 尾中勇祐、羽場亮太、王海波、新谷紀人、橋本均、早田敦子、平井博之、永田欽也、中村正孝、馬場明道．強制水泳
試験時の行動調節におけるCRTH2の役割．次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム2010、京都、2010年9月11日．

  8.	 羽場亮太、新谷紀人、尾中勇祐、王海波、黒見藍、永田剛士、武永理佐、橋本均、早田敦子、平井博之、永田欽也、
中村正孝、馬場明道．特定のsickness behavior発現における脳内CRTH2の選択的関与．次世代を担う創薬・医療薬理
シンポジウム2010、京都、2010年9月11日．

  9.	 新谷紀人、羽場亮太、尾中勇祐、王海波、橋本均、早田敦子、平井博之、永田欽也、中村正孝、馬場明道．Sickness 
behavior発現における中枢プロスタグランジンDP2受容体の選択的役割．第20回日本臨床精神神経薬理学会・第40回
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日本神経精神薬理学会、仙台、2010年9月15日〜17日．
10. 	原敏文、中村正孝. 転写因子KLF2を介したhTERTプロモーターの制御はDNAメチル化により制御されている. 第69回

日本癌学会学術総会、大阪、2010年9月22日〜24日.
11. 	水口真理子、樋口雅也、藤井雅寛、中村正孝.　HTLV-1 Taxによる細胞の生死制御機構の解析.　第69回日本癌学会学

術総会、大阪、2010年9月22日〜24日.
12. 	水越てるみ、樋口雅也、藤井雅寛、中村正孝. 成人Ｔ細胞白血病ウイルスTaxによるNF-κB系路活性化の細胞種によ

る違い. 第69回日本癌学会学術総会、大阪、2010年9月22日〜24日.
13.	 Hara, T., Nakamura, M. DNA methylation affects the binding of KLF2 on the hTERT promoter. BMB2010(日本分子

生物学会年会 日本生化学会年会合同大会)、神戸、2010年12月7日〜10日.

【研究助成金】
  1.	 研究代表者　船戸紀子： 文部科学省科学研究費補助金　平成22年度　基盤研究（B）、 「骨軟骨幹細胞の初期分化に関

わる転写制御ネットワークの解明 」
  2.	 船戸紀子： 日本学術振興会 平成22年度　第I期　国際学会等派遣事業

【その他】
（シンポジウム）

  1. 	中村正孝.　HTLV-1 Taxと発癌.　「感染、炎症、発癌」平成22年度北海道大学遺伝子病制御研究所共同研究集会、札幌、
2010年12月20日〜21日．
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創薬化学Ｉ分野（分子設計）
Drug Design Chemistry (Molecular Design)

准 教 授　平野智也
助　　教　伊藤　茂
特別研究推進員　杉本昭子
大学院生　高　培，鈴木　綾(～3月)， 
　　　　小林周作(4月～)

（１）教育
　生体機能解析のために有用な機能性分子の開発に必要な有機化学，分析化学，生化学等の教育を大学院生や専攻生に対し
て行っている。

（２）研究
　当分野では、生体内の種々の酵素、受容体などの蛋白質の機能を “制御する” 阻害剤などの分子、もしくはそれらの機能
を “測定する” 蛍光センサー等の分子等の、生理機能解析を行う上で有用な機能性分子の開発と応用を目指した研究を行っ
ている。具体的には以下の研究課題を遂行している。

１）生体機能解析に有用な蛍光センサーの、効率的な開発法の構築
　蛍光センサーとは、生体内に存在する受容体、酵素、イオン等の生体内分子の濃度および活性を、蛍光の変化によって測
定する機能をもった分子である。我々は望みの機能を持った蛍光センサーを効率的に開発するための方法論の構築を行って
いる。

２）蛍光物質の会合現象制御による蛍光センサーの開発
　同一分子内、分子間において特定の分子団と近接する蛍光物質には、蛍光の消光、蛍光波長の変化等が起こる。我々は、
こうした現象が起こるための化学構造的な要因を解析することにより、リン酸化、ニトロ化等の蛋白質の翻訳後修飾を検出
する蛍光センサー、特定の受容体蛋白質の局在を可視化する蛍光プローブの開発を行っている。

３）ヒストンメチル化酵素の機能解析研究
　DNAと複合体を形成しているヒストン蛋白質に対するアセチル化、メチル化等の修飾反応は、生理的に重要な機能を担っ
ていることが報告されている。さらにこうした修飾反応を担う酵素は、癌等の様々な疾患治療における新たな分子標的とし
ても注目を集めている。我々は、こうした酵素の中で特に、ヒストンメチル化酵素着目し、その阻害剤開発研究を行っている。

４）霊芝胞子中の抗腫瘍活性成分の探索
　霊芝はマンネンタケ科のキノコで、主に中国で古くから薬用に使われている。近年霊芝の生理活性成分の研究が活発に行
われているが、我々は未知の部分が多い霊芝胞子を用い、抗腫瘍活性を指標に活性成分の探索を行っている。これまでに、
天然には珍しい炭素数奇数の長鎖脂肪酸類に比較的強い抗腫瘍活性を見いだし、現在詳細な検討を加えている。

（３）研究業績
〔原著〕

  1. 	Hirano T, Akiyama J, Mori S, Kagechika H: Modulation of Intramolecular Heterodimer-induced Fluorescence 
Quenching of Tricarbocyanine Dye for the Development of Fluorescent Sensor. Org Biomol Chem. 8: 5568–5575, 
2010.

  2.	 Mori S, Iwase K, Iwanami N, Tanaka Y, Kagechika H, Hirano T: Development of Novel Bisubstrate-type Inhibitors 
of Histone Methyltransferase SET7/9. Bioorg Med Chem.18: 8158–8166, 2010.

  3.	 Ito S, Hirano T, Sugimoto A, Kagechika H, Takechi S, Yamaguchi T: Latent Enamine Functionality of 5-Methyl-2,3-
dihydropyrazines. Chem Pharm Bull. 58: 922–977, 2010.

  4.	 Ito S, Takechi S, Nakahara K, Kashige N, and Yamaguchi T: Phenyl-Substituted Dihydropyrazines with DNA 
Strand-Breakage Activity. Chem Pharm Bull. 58: 825-828, 2010.

〔成書〕
  1. 	化学事典、斎藤隆夫監修、執筆者：平野智也ら38名、旺文社 (2010)
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〔総説〕
  1. 	Hirano T, Kagechika H: Thyromimetics: a Review of Recent Reports and Patents (2004 – 2009). Exp Op Ther 

Patents. 20: 213–228, 2010.

〔学会〕
（海外・国際）

  1. 	Ito S, Sugimoto A, Hirano T, Kagechika H, Takechi S, Yamaguchi T. Latent Enamine Functionality of 5-Methyl-2,3-
dihydropyrazine Derivatives. PACIFICHEM 2010, Honolulu, USA, Dec. 2010.

  2. 	Tanatani A, Sakai H, Mori S, Fujii S, Hirano T, Kagechika H. Development of Novel Nonsteroidal Androgen 
Receptor Ligands Based on Hydrophobic Boron Clusters. ICE2010 Official Satellite Symposium - Nuclear Receptor 
and its Frontier-, Kyoto, Mar. 2010.

（国内）
  1. 	酒井悠、平野智也、森修一、藤井晋也、影近弘之、棚谷綾．6-アリールクマリン環を母核とした新規プロゲステロン

アンタゴニストの創製、日本薬学会第130年会、岡山、2010年3月．
  2. 	数井優子、増野弘幸、藤井晋也、平野智也、河内恵美子、影近弘之、棚谷綾．ビタミンD活性を有するリトコール酸

誘導体の創製、日本薬学会第130年会、岡山、2010年3月．
  3. 	関根良太、藤井晋也、増野弘幸、平野智也、河内恵美子、棚谷綾、影近弘之．カルボランを基盤としたチオエーテル

構造を有する新規VDRリガンドの創製、日本薬学会第130年会、岡山、2010年3月．
  4. 	高培、安原義、陳志清、仲田義啓、杉本昭子．霊芝胞子に含まれる炭素数19脂肪酸類の同定、日本薬学会第130年会、

岡山、2010年3月．
  5. 	山田裕樹、伊藤　茂、影近弘之、安原義、杉本昭子．ピロンを基本骨格とした新規ＭＭＰ阻害剤の開発、日本薬学会

第130年会、岡山、2010年3月．
  6. 	鈴木　綾、山口登喜夫、杉本昭子．糖尿病性酸化ストレスに伴うビリルビンの応答、日本薬学会第130年会、岡山、

2010年3月．
  7. 	影近弘之，藤井晋也，増野弘幸，平野智也，伊藤暢聡，伊倉貞吉，棚谷綾．カルボランを疎水性骨格とするビタミン

D誘導体とその核内受容体結合様式．第７回中性子捕獲療法学会，東京，2010年8月．
  8. 	平野智也、酒井悠、白石拓也、森修一、藤井晋也、棚谷綾、影近弘之．クマリン骨格を基盤とした蛍光センサーの効

率的開発法の構築と、蛍光性プロゲステロン受容体リガンド開発への応用、第4回バイオ関連化学シンポジウム、大阪、
2010年9月．

  9. 	金井美紗衣、平野智也、桝飛雄真、東屋功、影近弘之、棚谷綾．環境応答型アミドの構造特性を利用した蛍光センサ
ー分子の開発、第36回反応と合成の進歩シンポジウム、名古屋、2010年11月．

10.	 藤井晋也、増野弘幸、垰田善之、加納敦、中林誠、伊藤暢聡、河内恵美子、清水正人、棚谷綾、平野智也、影近弘之．
ホウ素クラスターを疎水性骨格とする新規非セコステロイド型ビタミンD誘導体：受容体結合様式と構造展開、日本
レチノイド研究会第21回学術集会、大阪、2010年11月．

〔研究助成金〕
  1. 	研究代表者　平野智也：平成22－23年度　科学研究費補助金若手研究(B)「受容体蛋白質との結合と、外部環境変化の

同時検出能を有する蛍光プローブの開発と応用」
  2. 	研究代表者　平野智也：平成22年度　武田科学振興財団薬学研究奨励「蛍光物質ライブラリーを基にした、核内受容

体機能解析のための蛍光性リガンド分子の開発」

〔その他〕
＜招待講演＞

（海外・国際）
  1. 	Hirano T. Facile Method for the Development of Various Fluorescent Sensors. PACIFICHEM 2010, Honolulu, USA, 

Dec. 2010.
（国内）

  1. 	平野智也．蛍光センサーおよびリガンド分子の効率的な開発法の構築、第5回ケミカルバイオロジーフロンティアシ
ンポジウム、第2回センシングバイオロジーシンポジウム「生体機能センシングの新潮流」、東京、2010年2月

＜特許＞
  1. 	「PRアンタゴニスト活性を有するクマリン誘導体」、特願2010-43034、発明者：棚谷綾、酒井悠、影近弘之、平野智也
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創薬化学II分野（メディシナルケミストリー）
Medicinal-Chemical Biology (Medicinal Chemistry)

教　　授　玉村啓和
助　　教　野村　渉，鳴海哲夫
研究支援推進員　糸谷恭子
事務補佐員　鳴海梨加( １１月～)，大野直子(～6月)
非常勤講師　永次　史，古田寿昭，山本恵子
大学院生　青木　徹，大橋南美，鈴木眞太郎，田中智博，
　　　　　橋本知恵，増田朱美，佐藤　惇，小川藍子，
　　　　　上村真世，大塚啓太，奥田　毅，川島一泰， 
　　　　　小森谷真央，卜部亜里沙(4月～)，
　　　　　宍戸美華(4月～)，清家俊輔(4月～)，
　　　　　関根綾太(4月～)，相馬　晃(4月～)，
　　　　　森　あつみ(4月～)，　新井啓之(4月～)，
　　　　　尾﨑太郎(4月～)，神戸千秋(4月～)，
　　　　　渡邉　賢(4月～)
専 攻 生　金子麻美子

（１）教　育
　有機化学や有機合成化学を基盤とする生命現象の解明や制御を目指したケミカルバイオロジー研究や、これらを応用した
創薬化学研究、ポストゲノム時代の先端的医薬品化学研究を講義している。本分野では、定期的に文献紹介演習や研究検討
会を行い、教育、指導している。

（２）研　究
　（１）構造固定化テンプレートの創出とドラッグ・ディスカバリー

　ペプチド等生理活性化合物中に含まれる官能基(pharmacophore)を適切に空間配置することを可能にする構造固定化
用の創薬テンプレートを創出している。

　（２）蛍光プローブの創製，バイオセンシング，創薬を目指したケミカルバイオロジー研究
　酵素，受容体を特異的に認識するバイオ(蛍光)プローブを創出し、イメージング、センシングを含めたケミカルバイ
オロジー研究を行っている。また、これらの受容体，酵素等をターゲットとして、がん、エイズ、アルツハイマー、リ
ウマチ、 SARSの治療薬の創製研究を行っている。

　（３）受容体や酵素・リガンド相互作用の解析
　受容体や酵素リガンドの分子設計、合成を行い、共結晶化―X線結晶構造解析による相互作用の解析を行い、リガン
ドがもたらす構造情報伝達メカニズムを解明する。

　（４）亜鉛フィンガーツールによる遺伝子治療法の開発
　ゲノムDNAに対して高い配列特異性で結合する亜鉛フィンガータンパク質の遺伝子ターゲティングを利用して、疾病
遺伝子の転写調節、酵素反応（切断、組換え、メチル化）などを用いたDNA修飾による遺伝子治療への展開を行ってい
る。

（３）研究業績
[原著]

  1. 	Yamada Y, Ochiai C, Yoshimura K, Tanaka T, Ohashi N, Narumi T, Nomura W, Harada S, Matsushita S, Tamamura 
H. CD4 Mimics Targeting the Mechanism of HIV. Bioorg　Med　Chem　Lett　20：354-358, 2010. 

  2. 	Nakahara T, Nomura W, Ohba K, Ohya A, Tanaka T, Hashimoto C, Narumi T, Murakami T, Yamamoto　N, 
Tamamura H. Remodeling of Dynamic Structures of HIV-1 Envelope Proteins Leads to Synthetic Antigen 
Molecules Inducing Neutralizing Antibodies. Bioconjugate Chem 21(4): 709-714, 2010.

  3. 	Melchionna R, Carlo AD, Mori RD, Cappuzzello C, Barberi L, Musarò A, Cencioni C, Fujii N, Tamamura H, 
Crescenzi M, Maurizio C. Napolitano CM, Germani A. Induction of Myogenic Differentiation by SDF-1 via CXCR4 
and CXCR7 Receptors. Muscle Nerve 41(6): 828-835, 2010.

  4. 	Yoshimura K, Harada S, Shibata J, Hatada M, Yamada Y, Ochiai C, Tamamura H, Matsushita S. Enhanced Exposure 
of Human Immunodeficiency Virus Type 1 Primary Isolate Neutralization Epitopes through Binding of CD4 
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Mimetic Compounds. J Virol 84(15): 7558-7568, 2010.
  5. 	Suzuki S,  Urano E,  Hashimoto C,  Tsutsumi H, Nakahara T, Tanaka T,  Nakanishi Y, Maddali K, Han Y, Hamatake 

M, Miyauchi K, Pommier Y,  Beutler JA, Sugiura W,  Fuji H, Hoshino T, Itotani K, Wataru W,  Narumi T, 
Yamamoto N, Komano JA, Tamamura H. Peptide HIV-1 Integrase Inhibitors from HIV-1 Gene Products. J Med 
Chem 53 (14): 5356-5360, 2010.

  6. 	Suzuki S, Maddali K, Hashimoto C, Urano E, Ohashi N, Tanaka T, Ozaki T, Arai H, Tsutsumi H, Narumi T, Nomura 
W, Yamamoto N,  Pommier Y, Komano JA, Tamamura H. Peptidic HIV Integrase Inhibitors Derived from HIV 
Gene Products: Structure-Activity Relationship Studies. Bioorg Med Chem 18: 6771-6775, 2010.

  7. 	Narumi T, Ochiai C, Yoshimura K, Harada S, Tanaka T, Nomura W, Arai H, Ozaki T, Ohashi N, Matsushita S, 
Tamamura H. CD4 Mimics Targeting the HIV Entry Mechanism and their Hybrid Molecules with a CXCR4 
Antagonist. Bioorg Med Chem Lett 20: 5853–5858, 2010.

  8. 	Aoki T, Shimizu S, Urano E, Futahashi Y, Hamatake M, Tamamura H, Terashima K, Murakami T, Yamamoto N, 
Komano J. Improvement of Lentiviral Vector-mediated Gene Transduction by Genetic Engineering of the Structural 
Protein Pr55Gag. Gene Ther 17(9): 1124-1133, 2010.

  9. 	Narumi T, Hayashi R, Tomita K, Kobayashi K, Tanahara N, Ohno H, Naito T, Kodama E, Matsuoka M, Oishi S, Fujii 
N. Synthesis of Biological Evaluation of Selective CXCR4 Antagonists Containing Alkene Dipeptide Isosteres. Org 
Biomol Chem 616-621, 2010. 

10.	 Nomura W, Mino T, Narumi T, Ohashi N, Masuda A, Hashimoto C, Tsutsumi H, Hirokazu Tamamura H. 
Development of Crosslink-Type Tag-Probe Pairs for Fluorescent Imaging of Proteins. Biopolymers: Peptide Science, 
94: 843-852, 2010.

11.	 Tanaka T, Nomura W, Narumi T, Masuda A, Tamamura H. Bivalent Ligands of CXCR4 with Rigid Linkers for 
Elucidation of Dimerization State in Cells. J Am Chem Soc132 (45): 15899-15901, 2010.

 
[著書]

  1. 	Tanaka T, Nomura W, Narumi T, Yoshimura K, Matsushita S, Murakami T,　Komano J, Yamamoto N, Tamamura 
H. From Reverse to Forward Chemical Genomics: Development of Anti-HIV Agent. Peptide Science 2009, Kouji 
Okamoto (Eds.), The Japanese peptide Society, Osaka, 105-106, 2010.

  2. 	Nomura W, Serizawa Y, Ohashi N, Okubo Y, Narumi T, Yoshida K, Furuta T, Tamamura H. Caged DAG-Lactones 
for Study of Cellular Signaling in a Spatial-and Temporal Specific Manner. Peptide Science 2009, Kouji Okamoto 
(Ed.), The Japanese peptide Society, Osaka, 347-348, 2010. 

  3. 	Ohya A, Nakahara T, Nomura W, Ohba K, Tanaka T, Hashimoto C, Narumi T, Murakami T, Yamamoto N, 
Tamamura H. Synthesis and Evaluation of Artificial Antigen Peptide Based on the Trimeric Form of HIV Fusion 
Protein. Peptide Science 2009, Kouji Okamoto (Ed.), The Japanese peptide Society, Osaka, 29-32, 2010. 

  4. 	Ohashi N, Nomura W, Narumi T, Okubo Y, Ikura T, Ito N, Yoshida K, Lewin NE, Blumberg PM, Tamamura H. 
Fluorescnt-Based Orthogonal Sensing Methods for Double Ealuation in PKC Ligands Screening. Peptide Science 
2009, Kouji Okamoto (Ed.), The Japanese peptide Society, Osaka, 353-354, 2010.

[総説]
  1. 	鳴海哲夫, 玉村啓和. ペプチドミメティックによる創薬研究,  生化学 特集号「ペプチド科学と生化学の接点」（日本生

化学会　東京），82(6): 515－523, 2010.
  2. 	野村　渉, 増田朱美, 玉村啓和. エピジェネティクな遺伝子発現制御のためのDNAメチル化酵素の創製, 生化学 ミニレ

ビュウ（日本生化学会　東京），82(5): 393－397, 2010.

[学会]
  1. 	Tamamura H. Peptidic HIV Integrase Inhibitors Derived from HIV Gene Products. 11th KUMAMOTO AIDS 

Seminer ･ GCOE Joint International Symposium. Kumamoto, Japan, Oct 6-8, 2010.
  2.	 Hashimoto C, Maddali K, Tanaka T, Narumi T, Nomura W, Yamamoto N, Pommier Y, Komano JA, Tamamura H. 

Peptidic HIV Integrase Inhibitors Derived from HIV Gene Products. 11th KUMAMOTO AIDS Seminer ･ GCOE 
Joint International Symposium. Kumamoto, Japan, Oct 6-8, 2010.

  3.	 Matsushita S, Mouri S, Harada S, Yamada Y, Tamamura H, Yoshimura K.　Strategy to Overcome Neutralization 
Resistance of HIV-1 Primary Isolates. 11th KUMAMOTO AIDS Seminer ･ GCOE Joint International Symposium. 
Kumamoto, Japan, Oct 6-8, 2010.
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  4.	 Ozaki T, Tanaka T, Narumi T, Arai H, Ohashi N, Hashimoto C, Nomura W, Murakami T, Yamamoto N, Tamamura 
H. Structure-Activity Relationships of CXCR4 Antagonists Having the Dipicolylamine/Azamacro- Cyclic-Metal 
Complex Structures. 11th KUMAMOTO AIDS Seminer ･ GCOE Joint International Symposium. Kumamoto, Japan, 
Oct 6-8, 2010.

  5.	 Arai H, Narumi T, Ochiai C, Yoshimura K, Harada S, Tanaka T, Nomura W, Ozaki T, Ohashi N, Matsushita S, 
Tamamura H. Development of Small CD4 Mimic Molecules that Induce Conformational Changes in gp120. 11th 
KUMAMOTO AIDS Seminer ･ GCOE Joint International Symposium. Kumamoto, Japan, Oct 6-8, 2010.

  6.	 Masuda　A, Nomura　W, Urabe　A, Tamamura　H. Effects of DNA binding and linker length on recombination of 
artificial zinc-finger recombinase. The 37th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry 2010. Yokohama, 
Japan, Nov10-12,2010.

  7.	 Nomura W, Ohashi N, Mori A, Narumi T, Tanaka T, Masuda A, Tsutsumi H, Tamamura H. Novel Tag-probe Pairs 
for Fluorescent Imaging of Proteins in Living Cells. 5th  International Peptide Symposium. Kyoto, Japan, Dec 4-9, 
2010.

  8.	 Nomura W, Tanaka T, Masuda A, Narumi T, Tamamura H. Development of a Bivalent Ligand for a Chemokine 
Receptor CXCR4 by Utilizing Polyproline Helix as a Linker. 5th  International Peptide Symposium. Kyoto, Japan, 
Dec 4-9, 2010.

  9.	 Narumi T, Bode JW. α,α-Dicholoroisoxazolidinones for The Synthesis and Chemoselective Peptide Ligation of α
-Peptide α-Ketoacids. 5th  International Peptide Symposium. Kyoto, Japan, Dec 4-9, 2010. 

10.	 Hashimoto C, Narumi T, Nomura W, Yamamoto N, Tamamura H. Synthesis and Evaluation of CXCR4-derived 
Peptides Targeting the Development of AIDS Vaccines. 5th  International Peptide Symposium. Kyoto, Japan, Dec 
4-9, 2010.

11.	 Nomura W, Masuda A, Okuda T, Barbas ⅢCF, Tamamura H.. Kinetic Analysis of Split DNA Methylase in DNA 
Recognition and Methylation. 2010 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies　(PACIFICHEM 
2010). Hawaii, USA, Dec 15-20, 2010.

12.	 野村　渉,　中原　徹, 大矢亜紀, 大庭賢二, 田中智博, 橋本知恵, 鳴海哲夫, 村上　努, 山本直樹, 玉村啓和. 合成抗原ペプ
チドによるHIV-1 gp41の三量体構造を認識する抗体の誘導. 日本薬学会第130年会. 岡山, 2010年3月28-30日.

13.	 鳴海哲夫，落合千裕，山田裕子，吉村和久，原田恵嘉，大橋南美，野村　渉，松下修三，玉村啓和. HIV-1外被タンパ
ク質gp120の構造変化誘起を指向した低分子CD4ミミックの構造活性相関研究. 日本薬学会第130年会. 岡山, 2010年3月
28-30日.

14.	 鳴海哲夫，清家俊輔，野村　渉，玉村啓和. 新規アミド結合等価体クロロアルケン型ジペプチドイソスターの合成研
究. 日本薬学会第130年会. 岡山, 2010年3月28-30日. 

15.	 大橋南美, 野村 渉, 鳴海哲夫, 奥田善章, 伊倉貞吉, 伊藤暢聡, 吉田清嗣, NE. Lewin, PM. Blumberg, 玉村啓和. 蛍光を用
いたPKCリガンド結合評価法の開発. 日本薬学会第130年会.岡山, 2010年3月28-30日.

16.	 田中智博，野村　渉，鳴海哲夫，玉村啓和. 二価型CXCR4リガンドの創製と二量体構造解析への応用. 日本薬学会第
130年会.岡山, 2010年3月28-30日.

17.	 橋本知恵, 野村　渉，田中智博，中原　徹，鳴海哲夫，大庭賢二，村上　努，山本　直樹，玉村啓和.エイズワクチン
を指向した宿主受容体CXCR4 由来抗原分子の創製. 日本薬学会第130年会. 岡山, 2010年3月28-30日.

18.	 増田朱美, 野村　渉, 大庭賢二, 奥田　毅, Barbas, III Carlos F., 山本直樹, 玉村啓和. 標的配列特異的DNA組換え酵素の
構築を目指した亜鉛フィンガータンパク質の応用. 日本薬学会第130年会. 岡山, 2010年3月28-30日.

19.	 野村　渉, 大橋南美, 蓑　友明,  森 あつみ,  鳴海哲夫, 増田朱美,  堤　浩, 玉村啓和. 新規蛍光イメージングツールの創
出：クロスリンク型ZIPタグ-プローブペアの開発. 日本ケミカルバイオロジー学会　第5回年会. 横浜, 2010年5月18-19
日.

20.	 鳴海哲夫, 清家俊輔, 野村 渉, 玉村啓和. 新規アミド結合等価体の創製研究. クロロアルケン型ジペプチドイソスターの
合成研究. 日本ケミカルバイオロジー学会　第5回年会. 横浜, 2010年5月18-19日.

21.	 田中智博, 橋本知恵, 小森谷真央, 野村　渉, 鳴海哲夫, 吉村和久, 松下修三, 村上　努, 駒野　淳, 大庭賢二, 山本直樹, 玉
村啓和.リバースからフォワードへケミカルゲノミクスを活用した抗HIV剤の創製. 日本ケミカルバイオロジー学会　
第5回年会.　横浜, 2010年5月18-19日.

22.	 田中智博, 野村 渉, 鳴海哲夫, 増田朱美, 玉村啓和. 堅固なリンカーを有する二価結合型CXCR4リガンドの開発と応用. 
日本ケミカルバイオロジー学会　第5回年会.　横浜, 2010年5月18-19日.

23.	 橋本知恵, 野村　渉, 中原　徹, 田中智博, 堤　浩, 長谷山正樹, 大庭賢二, 鳴海哲夫, 村上　努, 山本直樹, 玉村啓和. HIV
侵入の動的超分子機構を基にしたエイズワクチン開発. 日本ケミカルバイオロジー学会　第5回年会. 横浜, 2010年5月
18-19日.

24.	 増田朱美, 野村　渉, 奥田　毅, 玉村啓和. 亜鉛フィンガー融合型DNA組換え酵素のデザイン.日本ケミカルバイオロジ
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ー学会　第5回年会.　横浜, 2010年5月18-19日.
25.	 小森谷真央, 村上　努, 鈴木慎太郎, 鳴海哲夫, 野村　渉, ,山本直樹,  玉村啓和. HIV-1マトリックスタンパク質を基にし

た新規抗HIVペプチドの創出. 日本ケミカルバイオロジー学会　第5回年会.　横浜, 2010年5月18-19日.
26.	 田中智博. GPCR 2 量体構造解析を指向したツールの開発. 第9回バイオテクノロジー国際会議. 2010年6月30日.
27.	 野村 渉, 田中智博, 増田朱美, 鳴海哲夫, 玉村啓和. 2価結合型リガンドの新規デザインによるCXCR4の細胞表面におけ

る機能解析. 第4回バイオ関連化学シンポジウム. 大阪, 2010年9月24-26日.
28.	 野村　渉, 相馬　晃, 中原　徹, 大庭賢二, 田中智博, 橋本知恵, 鳴海哲夫, 山本直樹, 玉村啓和. HIV-gp41の三量体構造に

特異的な中和抗体を誘導する人工抗原ペプチド. 第54回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2010年10月2日.
29.	 鳴海哲夫, 清家俊輔, 野村 渉, 玉村啓和. 新規アミド結合等価体クロロアルケン型ジペプチドイソスターの合成研究. 第

54回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2010年10月2日.
30.	 鳴海哲夫, 新井啓之, 落合千裕, 尾崎太郎, 吉村和久, 原田恵嘉, 野村 渉, 松下修三, 玉村啓和. HIV外被タンパク質gp120

の構造変化誘起を指向した低分子CD4ミミックの創製. 第54回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2010年10月2日.
31.	 橋本知恵, 鳴海哲夫, 野村 渉, 山本直樹, 玉村啓和. HIV-1侵入機構を基にした宿主細胞タンパク質由来抗原分子の創製. 

第54回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2010年10月2日.
32.	 増田朱美, 野村　渉, 卜部亜里沙, 玉村啓和. 亜鉛フィンガー融合酵素による配列特異的DNA組換え反応効率の検討. 第

54回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2010年10月2日.
33.	 小森谷真央, 村上 努, 田中智博, 鈴木慎太郎, 鳴海哲夫, 野村 渉, 山本直樹, 玉村啓和. HIV-1マトリックスタンパク質を

基にした新規抗HIVペプチドの創出. 第54回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2010年10月2日. 
34.	 尾崎太郎, 田中智博, 鳴海哲夫,  新井啓之, 大橋南美, 橋本知恵,  野村　渉, 村上　努, 玉村啓和. 二核亜鉛錯体型CXCR4

アンタゴニストの構造活性相関研究. 第54回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2010年10月2日.
35.	 森　あつみ, 野村　渉, 鳴海哲夫, 大橋南美, 玉村啓和. 細胞内タンパク質の挙動解明を志向したタグ・プローブシステ

ムの開発. 第54回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2010年10月2日.
36.	 野村　渉, 中原 徹, 橋本知恵, 大庭賢二, 相馬 晃, 田中智博, 鳴海哲夫, 山本直樹,玉村啓和. HIV 侵入の動的超分子機構を

模倣した立体構造特異的人工抗原分子の創製. 第36回反応と合成の進歩シンポジウム. 愛知, 2010 年11月1-2日.
37.	 鳴海哲夫, 清家俊輔, 尾崎太郎, 新井啓之, 野村 渉, 玉村啓和. 有機銅試薬によるクロロアルケン型ジペプチドイソスタ

ーの合成研究. 第36回反応と合成の進歩シンポジウム. 愛知, 2010 年11月1-2日. 
38.	 小森谷真央, 村上　努, 鳴海哲夫, 野村　渉,  山本直樹, 玉村啓和. マトリックスタンパク質を基にした新規抗HIVペプチ

ド. 第29回メディシナルケミストリーシンポジウム. 京都, 2010年11月17-19日.
39.	 鳴海哲夫, 新井啓之, 落合千裕, 吉村和久, 原田恵嘉, 野村　渉, 松下修三, 玉村啓和. HIV-1外被タンパク質gp120の構造

変化誘起を指向した低分子CD4ミミックの構造活性相関研究. 第29回メディシナルケミストリーシンポジウム. 京都,  
2010年11月17-19日.

40.	 村上 努, 小森谷真央, 鈴木慎太郎, 橋本知恵, 鳴海哲夫, 野村 渉, 山本直樹, 玉村啓和. 細胞膜透過性MA部分ペプチドラ
イブラリーを用いた新規抗HIV-1ペプチドの探索と創出. 第58回日本ウイルス学会学術集会. 徳島, 2010 年11月7-9日.　 

41.	 近藤麻美, 野村 渉, 玉村啓和, 鈴木陽一, 梁 明秀. 亜鉛フィンガー―LEDGF融合タンパクを用いたLVベクターの配列特
異的挿入法の開発の試み. 第58回日本ウイルス学会学術集会. 徳島, 2010 年11月7-9日. 

42.	 橋本知恵, 田中智博, 浦野恵美子, 尾崎太郎, 新井啓之, 鳴海哲夫, 野村　渉, Maddali K、Pommier Y, 山本直樹, 駒野　
淳, 玉村啓和. HIV-1遺伝子産物由来のインテグラーゼ阻害剤の創出. 第24回日本エイズ学会学術集会・総会. 東京, 2010 
年11月24-26日.　

43.	 鳴海哲夫, 新井啓之, 落合千裕, 尾崎太郎, 吉村和久, 原田恵嘉, 野村 渉, 松下修三, 玉村 啓和. HIV外被タンパク質gp120
の構造変化誘起を指向した低分子CD4ミミックの創製. 第24回日本エイズ学会学術集会・総会. 東京, 2010 年11月24-26
日.　

44.	 橋本知恵、鳴海哲夫、野村　渉、中原　徹、田中智博、大庭賢二、相馬　晃、長谷山正樹、村上　努、山本直樹、玉
村啓和. HIV-1侵入過程の動的超分子機構を基にした新規エイズワクチンの創製. 第24回日本エイズ学会学術集会・総
会. 東京, 2010 年11月24-26日.　

45.	 小森谷真央, 村上 努, 鈴木慎太郎, 鳴海哲夫, 野村 渉, 山本直樹, 玉村啓和. HIV-1マトリックスタンパク質を基にした新
規抗HIVペプチドの創出. 第24回日本エイズ学会学術集会・総会. 東京, 2010 年11月24-26日.　

46.	 尾崎太郎, 田中智博, 宮内浩典, 橋本知恵, 鳴海哲夫, 野村　渉, 山本直樹, 駒野　淳, 玉村啓和. gp120のCD4結合サイトを
模倣した新規抗原分子の創製. 第24回日本エイズ学会学術集会・総会. 東京, 2010 年11月24-26日.

[研究助成金]
  1. 	文部科学省研究費補助金基盤研究(B)「HIV侵入の動的超分子機構とフィードバック機構をターゲットとした抗HIV剤

の創製」：課題番号　21390029　研究代表者　玉村啓和
  2. 	文部科学省研究費補助金挑戦的萌芽「ウイルスの自己制御機構に基づくケミカルゲノミクス的抗HIV剤の創製」：課題
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番号　21390029　研究代表者　玉村啓和　
  3. 	文部科学省研究費補助金若手研究(スタートアップ)「新規アミド結合等価体を基盤とするケモカイン受容体CXCR ４

アンタゴニストの創製」：課題番号　21890113　研究代表者　鳴海哲夫
  4. 	厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業 「HIVの感染予防に関する研究」研究分担者　玉村啓和
  5. 	平成22年度創薬基盤推進研究事業（政策創薬総合研究事業）「HIV-1エンベロープ蛋白（Env）の立体構造変化誘導剤

（NBD誘導体）の臨床応用に向けた基礎研究」班：　研究分担者　玉村啓和
  6. 	厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業 「エイズ感染細胞での配列特異的遺伝子組換えによる効率的なHIV遺

伝子除去法の開発」研究代表者　野村　渉
  7. 	厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業　「HIV侵入の動的超分子機構を標的とするケミカルバイオロジー創薬

研究」研究代表者　鳴海哲夫
  8. 	文部科学省研究費補助金　特別研究奨励費「CXCR4拮抗剤を基盤とする新規二価結合型癌転移抑制剤の開発」：課題

番号　21・5336　研究代表者　田中智博
  9. 	文部科学省研究費補助金　特別研究奨励費「蛍光を用いたPKCリガンドの２段階結合評価系の構築とバイオセンサー

への応用」：　研究代表者　大橋南美
10. 	H22 医歯科学研究助成「標的遺伝子をプログラムできるＤＮＡメチル化酵素の創成」研究代表者　野村　渉
11. 	平成22年度　大学院疾患生命科学研究部プロジェクト研究助成「ケミカルバイオロジーに基づく新規HIV侵入阻害剤

の創製研究」研究代表者　鳴海哲夫
12. 	平成20年度　財団法人サントリー生物有機科学研究所　研究助成（SUNBOR GRNT）継続「分割型DNAメチル化酵

素を用いた配列選択的な塩基修飾法の研究開発」　研究代表者　野村　渉　継続
13. 	平成22年度　公益財団法人　旭硝子財団　研究助成プログラム　「細胞内蛋白質のリアルタイム蛍光イメージング法

の開発」 研究代表者　玉村　啓和
14. 	 2010年度　公益財団法人　武田科学振興財団　薬学系研究奨励　「二価結合型リガンドを用いたGPCRの関与する生命

現象の解明」 研究代表者　野村　渉
15. 	平成22年度　財団法人内藤記念科学振興財団研究奨励　「神経変性疾患治療薬の創製を指向したケミカルバイオロジ

ー的創薬研究」研究代表者　鳴海哲夫
16. 	平成22年度(第12回）財団法人先進医薬研究振興財団　血液医学分野萌芽研究助成金「新規アミド結合等価体を基盤と

するケモカイン受容体CXCR4アンタゴニストの創製」研究代表者　鳴海哲夫

[その他]
招待講演

  1.	 Tamamura H. Anti-HIV Inhibitors and AIDS Vaccines. International Summer Program 2010. Tokyo, Japan, Sep 6-8, 
2010.

  2.	 Tanaka T, Nomura W, Narumi T, Tamamura H. Elucidation of a Dimerization State of a Chemokine Receptor 
CXCR4 via Chemical Biology Approach Utilizing Novel Bivalent Ligands with Rigid Polyproline Linkers. The 13th 
Akabori Conference Leipzig 2010: Japanese-German Symposium on Peptide Science. Leipzig, Germany, Sep11-15, 
2010.

  3.	 玉村啓和. ペプチド化学を基盤としたケミカル＆センシングバイオロジー. 第5回ケミカルバイオロジー・第２回セン
シングバイオロジーシンポジウム. 東京, 2010年2月23日.

  4.	 玉村啓和. ケミカルバイオロジーを基盤とした抗HIV剤の創製. 創薬懇話会2010 in 蔵王. 次世代を担う若手のためのメ
ディシナルケミストリーフォーラム. 宮城, 2010年11月12-13日. 

  5.	 野村 渉. Zinc Finger融合酵素を用いた革新的ウイルスゲノム改変技術の開発. 第58回日本ウイルス学会学術集会. 徳島, 
2010 年11月7-9日.

セミナー
  1. 	Tamamura H. Remodeling of Dynamic Structures of HIV-1 Env Gp41 for HIV Vaccine/Bivalent Ligands of CXCR4 

for Elucidation of GPCR Dimerization States. Univ of Zurich, Department of Chemistry. Lecture of Graduate School. 
Zurich, Switzerland, Oct 14, 2010.

  2.	 Tamamura H. Remodeling of Dynamic Structures of HIV-1 Env Gp41 for HIV Vaccine/Bivalent Ligands of CXCR4 
for Elucidation of GPCR Dimerization States. ETH, Lab of Jeffrey Bode, Seminar. Zurich, Switzerland, Oct 15, 2010.

  3.	 玉村啓和. アカデミックなくすりの研究. 東進ハイスクールPresents 大学学部研究会, 東京, 2010年8月23-26日.

特許
  1. 	HIV立体構造認識抗体誘導ペプチド抗原、及びその合成方法：国際出願番号　PCT/JP2010/003280 

遺伝子・分子医学講座
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  2. 	HIV立体構造認識抗体誘導ペプチド抗原、及びその合成方法：国際公開番号　WO2010/134305A
  3. 	標的物質の検出方法、並びに、これに用いるタグ、DNA、ベクター、プローブ及び検出キット：米国公開番号：

US2010/0075434

受賞
  1. 	森　あつみ. 卒業研究生（大学４年生）の部　最優秀賞. 8th IBB Biofuture Encouragement Prize. 2010年1月29日.
  2. 	奥田善章. 大学院修士課程の部　優秀賞. 8th IBB Biofuture Encouragement Prize. 2010年1月29日.
  3. 	田中智博. 大学院博士課程の部　最優秀賞. 8th IBB Biofuture Encouragement Prize. 2010年1月29日.
  4. 	野村　渉. H22 医歯科学研究助成　受賞. 2010年1月29日.
  5. 	野村　渉. 薬学会ハイライト. 日本薬学会第130年会. 2010年3月28-30日.
  6. 	橋本知恵. 一般講演部門優秀賞. 第43回若手ペプチド夏の勉強会. 2010年8月3日.
  7. 	新井啓之. トラベラーズアワード. 第11回熊本エイズセミナー・グローバルＣＯＥ 合同国際シンポジウム. 2010年10月

6-8日.
  8. 	尾崎太郎. トラベラーズアワード. 第11回熊本エイズセミナー・グローバルＣＯＥ 合同国際シンポジウム. 2010年10月

6-8日
  9. 	増田朱美. Oral Award for Young Scientist. The 37th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry 2010. 

Yokohama, Japan, Nov10-12,2010.

学会・セミナー主催
  1. 	上田　聡. ペプチドミメティクとヘテロ環化合物を基盤とした創薬研究. 第117 回生材研（IBB）セミナー. 東京, 2010

年3 月26日.
  2. 	永次 史. 遺伝子発現を制御する化学的手法の開発. 第11回生材研（IBB）セミナー. 東京, 2010年6 月8日.
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遺 伝 制 御 学 分 野
Genetic Regulation

教　　授	　木村彰方
准 教 授(疾患生命科学研究部)　中島敏晶
助　　教	　有村卓朗
助　　教(特任)　成瀬妙子
大学院生(博士)　4名
大学院生(修士)　5名
共同研究者(他講座大学院生、 医学部学生他)　3名

（１）教育
　難治性疾患の病因・病態の遺伝子・分子・細胞レベルでの究明に向けた研究を行っているため，基礎・臨床を問わず幅広
く学内・学外の大学院生等を共同研究者として受け入れ，特に原因不明の疾患に対する分子遺伝学的，生化学的，細胞生物
学的アプローチに関する教育を行っている．

（２）研究
　種々の難治性疾患を対象とする研究の性格上，国内・国外の臨床医，臨床医学研究者，基礎医学研究者との広範囲にわた
る共同研究を展開している．主な研究プロジェクトは以下の通りである．

１．特発心筋症の病因究明
　原因不明の心筋疾患と定義されていた特発性心筋症の病因が遺伝子変異にあることが明らかになって来ており，これまで
に20種を超える原因遺伝子が報告されている．しかしながら，これらの原因遺伝子に変異が見出されるのは患者集団の約半
数であることから，未知の原因遺伝子が存在すると考えられる．我々は既知の原因遺伝子がコードするタンパクとの機能連
関を指標とした候補遺伝子アプローチを展開している．本年の成果として，サルコメア変異による肥大型心筋症患者の長期
フォローアップにより，変異ごとに臨床予後が大きく異なることを報告した．また，新たな拡張型心筋症原因遺伝子として
Nebulette変異を発見した．また，ZASP/Cypher変異に起因する拡張型心筋症の一部が心室性不整脈をともなう分子機構を
検討したところ，Z帯構成要素であるZASP/Cypherは心筋Naチャネルの機能を修飾していることを見出した．さらに，拡張
型心筋症の病態形成には心筋収縮のカルシウム感受性の減弱が関与すると推定されることから，遺伝性心筋症のモデルマウ
スであるラミンA/C変異（H222P）ノックインマウスに，発症前からカルシウム増感剤（SCH00013，全薬工業）を投与した
ところ，心不全発症抑制，心筋線維化抑制，心筋リモデリング関連遺伝子の発現増強抑制，生命予後の改善が観察された．
SCH00013にはPDE阻害作用がないため，拡張型心筋症の新たな治療・予防法としてカルシウム増感剤が有効であることが
示唆される．一方，心筋収縮のカルシウム感受性制御因子であるミオシンリン酸化酵素の小サブユニット（M21）の機能を
検討し，M21は大サブユニット（M110）のリン酸化部位の一つであるThr853近傍に結合すること，この結合にはSer853が
重要であることを解明した．さらに，M110の696Thrのリン酸化を増強するが，853Thrのリン酸化は抑制すること，このリ
ン酸化増強はROCKの活性化によること，また，M21はROCKの活性化を介してROCKターゲットのリン酸化を増強するこ
とを明らかにした．

２．心筋梗塞関連遺伝子群の検索
　多因子病の代表として心筋梗塞を取り上げ，患者集団と一般集団における種々の候補遺伝子多型の解析を行っている．昨
年までにMKL1遺伝子のプロモーター多型が心筋梗塞と関連することを明らかにしたが，病理組織学検討から，動脈硬化巣
においては，新生内膜中の血管平滑筋と活性化マクロファージにMKL1が高発現していることを見出した．そこで，SM22α
およびCD68それぞれのプロモーターの制御下にMKL1遺伝子を発現するトランスジェニックマウスを作製中である．これと
は別に，LosartanとTHP-1細胞株を用いて，LPS刺激によるマクロファージ活性化におけるstatinの影響を検討した．
LosartanはLPSによる炎症性サイトカイン（TNF1, IL-8）の発現誘導を抑制するが，その抑制効果はAng IIの存在下でも変
化がなかった．一方，PPARγ阻害剤はLosartanの作用を抑制した．このことから，LosartanはPPARγの活性化を介して
LPSによる炎症性サイトカインの発現抑制に関わると考えられた．これとは別に，慢性血栓塞栓性肺高血圧症の危険因子と
して新たにフィブリノーゲンα遺伝子多型を同定した．さらに，疾患関連SNPはマイクロRNA（miR-759）のターゲットサ
イトにあり，この多型によりフィブリノーゲンαのアイソフォーム分布が変化することを解明した．

３．難治性不整脈の病因究明
　難治性不整脈の病因と病態解明に関連する共同研究を行っている．昨年に引き続き，ＱＴ延長症候群，特発性心室細動，
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Ｂｒｕｇａｄａ症候群，カテコラミン誘導性心室頻拍などについて，その病因となるチャネル異常を検索している．新たな
知見として，SRに分布する機能未知のSLMAPが，Z帯にも局在すること，心筋Naチャネルに直接結合し，その機能を修飾
するこことを明らかにした．

４．自己免疫疾患の解析
　ヒト主要組織適合性抗原遺伝子座（MHC）はHLAと呼ばれており，この領域には免疫応答性や自己免疫疾患発症を規定
する遺伝子群が存在するが，実際にHLA領域内のどの遺伝子が疾患に関連しているのかについては不明な点も多い．我々は
HLA領域内のマイクロサテライト多型やSNPを用いた疾患感受性領域の特定を行っている．これまでの解析から，高安病，
慢性関節リウマチ，若年性糖尿病，慢性血栓塞栓性肺高血圧症などへの疾患感受性と関連することが示唆されるNFKBIL1

（IkBL）遺伝子の機能解析を行った．その結果，NFKBIL1は核内でスプライシング関連要素と結合することを見出した．また，
グレーブス病においてはHLA多型とCTA4多型が協調して疾患感受性に関わることを明らかにした．

5．アカゲザル，カニクイザルを用いた免疫遺伝学的研究
　エイズ(HIV)ワクチン開発に用いられているアカゲザルおよびカニクイザルを対象として，MHC領域，KIR領域，NKG2領
域，RAET1/ULBP領域のゲノム多様性を検討している．本年はカニクイザルのMHCクラスI遺伝子であるMafa-A, Mafa-B, 
Mafa-IについてのcDNA解析を行った．その結果，カニクイザルMHCハプロタイプは，アカゲザルと同様に，複数のMafa遺
伝子アリルによって構成されていること，通常は１個とされているMafa-A1遺伝子を２個有するハプロタイプが存在するこ
と，カニクイザルのMafa遺伝子アリルの一部（Mafa-Aの15%，Mafa-Bの30%）はアカゲザルMamu-遺伝子と同一配列であ
ることなどを明らかにした．一方，NK細胞の活性化レセプター（NNKG2D）のリガンドであるULBP遺伝子群の多様性を
検討しているが，本年の特記すべきこととして，アカゲザルではULBP4アリルが少なくとも25種類存在することを明らかに
した．

6．HIV/AIDSの感受性・抵抗性のメカニズム
　HIV感染およびAIDS発症には個体差があることが知られているが，我々はHIV/AIDSへの感受性・抵抗性を制御する宿主
因子を解明する研究を進めている．これまでにHLA-B，CCL3L1，KIR-3DL1/DS1，TRIM5α多型と日本人HIV/AIDS発症
との関連を明らかにして来た．最近白人においてAPOBEC3B多型とAIDS発症やHIV-1ウイルス量との関連が報告されたが，
日本人およびインド人集団を対象とした解析ではいずれも関連が観察されなかった．一方，タイ人集団を対象としてTIM1
遺伝子解析を行ったところ，D3-Aハプロタイプを有する個体はHIV-1感染後の臨床予後（AIDS発症，生存率）が比較的良
好であることを見出した．また，D3-AハプロタイプはTIM1発現が低いことを明らかにした．TIM1はTh2細胞の誘導に関連
する因子であることから，Th2抑制状況はAIDS発症の抑制因子であることが示唆される．

7．疾患関連遺伝子の成立における遺伝的選択圧
　ヒトゲノムの多様性には人種差や民族差があり，これはヒトの進化や移住適応とも関連していると推定される．昨年に引
き続き，免疫・炎症関連遺伝子群の比較ゲノム解析を実施し，霊長類の進化過程において特定の系譜で選択圧が生じたと推
定される遺伝子を複数同定し，HIV/AIDS感受性・抵抗性との関連を含めた解析を行っている．
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11.	 木村彰方（代表）：生存科学研究費委託事業，特発性心筋症の病因と病態形成機構に関する研究
12.	 中島敏晶（代表）：科学研究費補助金・基盤(C)，霊長類における自然免疫関連遺伝子の分子進化とエンドトキシン感

受性の関わり
13.	 中島敏晶（分担）：厚生労働科学研究費補助金・政策創薬総合研究事業，網羅的ゲノム情報解析による新規抗HIV因子

の探索
14.	 中島敏晶（代表）：生存科学研究費委託事業，疾患感受性･抵抗性遺伝子解析に基づいた動脈硬化症および血栓症の病

態形成機構の解明

［教育研究上の特記すべき事項］
［教育活動（学内）］

  1.	 木村彰方：本学医学部医学科(医療倫理観実践論)
  2.	 木村彰方：本学歯学部歯学科(遺伝病学)
  3.	 木村彰方，中島敏晶，有村卓朗：本学医学部保健衛生学科（遺伝学）
  4.	 木村彰方，中島敏晶：本学大学院医歯学総合研究科修士(遺伝疾患)
  5.	 木村彰方，中島敏晶：本学大学院生命情報科学教育部修士(ゲノム科学特論)

［教育活動（学外）］
  1.	 木村彰方：埼玉医科大学医学部(遺伝学)

［その他の社会活動］
  1.	 木村彰方：（社）日本臓器移植ネットワーク　移植検査委員会　委員長
  2.	 木村彰方：（財）骨髄移植推進財団　倫理委員会　副委員長
  3.	 木村彰方：（財）骨髄移植推進財団　データ・試料検討委員会　副委員長

遺伝子・分子医学講座
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  4.	 木村彰方：（財）骨髄移植推進財団　HLA委員会　委員
  5.	 木村彰方：理化学研究所和光本所　研究倫理審査委員会　委員
  6.	 木村彰方：東京工業大学大学院生命理工研究科　倫理審査委員会　委員
  7.	 木村彰方：東京工業大学　ヒトES細胞を用いた研究に関する倫理審査委員会　委員
  8.	 木村彰方：東京大学大学院薬学研究科　倫理審査委員会　副委員長
  9.	 木村彰方：（財）大学基準協会　大学評価委員会　委員
10.	 木村彰方：（財）大学基準協会　大学評価専門委員会　委員
11.	 木村彰方：（財）学位授与・大学評価機構　機関別認証評価委員会専門委員
12.	 木村彰方：（財）日本学術振興会　科学研究費委員会専門委員
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生 命 情 報 学 分 野
Bioinformatics

教　　授　田中　博
准 教 授　新村芳人
助　　教　荻島創一　
寄附講座教授　水島　洋
寄附講座助教　馬合木特亜森
科振特任准教授　任　鳳蓉，高井貴子，中谷　純
科振特任講師　下川和郎，小田夏奈江
科振特任助教　広井嘉栄，井戸敬介，
　　　　　長谷武志(～1月，12月～)，茂櫛　薫， 
　　　　　長谷川直紀，庄司　敏(～3月)，
　　　　　森岡勝樹(～5月)
技術補佐員　宮口　健，井戸田昌也(～3月)，根本翔太
大学院生　岡田伊佐男，大西貴幸，Emilio Campos，
　　　　　片山有紀，田中義智，高橋俊哉，山口浩信，
　　　　　金子佳之，石渡龍輔，高田英明，遠藤有人，
　　　　　永家　聖，高橋定子，幡野晶子，武藤太和，
　　　　　田中有希，松前ひろみ，吉田いづみ，金　惠鈴，
　　　　　宮口　健，飯島久美子，Kyaw Tun，鈴木　聡，
　　　　　上野英一，笠原直子，浦島　直，菊地正隆，
　　　　　太田沙紀子，田中泰羽，澤井　一，鈴木麻美，
　　　　　飯田一雄，岸本太郎，江原忠士，大戸康紀，
　　　　　清水千佳子，Afsaneh Eslami，糖屋祥子，
　　　　　長谷川浩章，Aw Wanping，水野聖士，
　　　　　渡部友香里，鈴木華絵，田中教生，勝田江朗，
　　　　　山口玲子，前田萌季，小田康太郎

（１）教育
　本分野の教育活動については、医学と情報科学の関連領域について広く本学の学部、大学院の講義演習を担当している。
学部教育では、医学部保健衛生学科看護学専攻の「医療情報学」および「保健統計学」、検査技術学専攻の「医療情報処理
演習II」および「卒業研究」、歯学部歯学科の「基礎情報医歯学」を担当している。大学院教育に関しては、生命情報科学教
育部の「生命システム情報学・生命情報管理学特論」、「コンピュータプログラミング実習」、「システム病態学特論」、「遺伝
統計学特論」、「国際産学リンケージ演習Ⅰ,Ⅱ」、「総合バイオインフォマティクス特論」、「応用ケミカルバイオロジー特論」、

「総合トランスレーショナル・リサーチ特論」、医歯学総合研究科の「情報医学総論」を担当している。また分野の大学院生
の学位論文指導に関しては、医歯学総合研究科の博士課程31名および修士課程2名と、生命情報科学教育部の前期課程6名お
よび後期課程9名の計48名を指導している。さらに、大学教育の国際化加速プログラム（総合戦略型）の委託を受け「異分
野融合型疾患生命科学教育の海外連携」を担当部局として実施した。本年度は、Glasgow大学の大学院生を3ヶ月間受け入れ、
学位(修士)の学位研究指導を担当するとともに、Harvard Medical Schoolの教員と共同で国際共同講義「総合バイオインフォ
マティクス特論」を実施した。また大学院教育改革支援プログラム（大学院GP）の委託を受け「情報学と生命医学の発展的
融合教育の新展開」を実施した。本プログラムは東京工業大学と本学との共同事業である。本年度は、両大学の大学院生が
参加する共同教育カリキュラムを整備し、一部を実施した。また東工大のキャンパスと本学湯島キャンパスを繋ぐ高画質遠
隔講義システムを導入した。科学技術振興調整費振興分野人材養成の委託を受けた「バイオ医療オミックス情報学人材養成
プログラム」については、学長裁量経費の支援を受けてフォローアッププログラムを実施した。iPS細胞と再生医療、次世
代シークエンス、抗体医薬等の創薬の新しいトレンドの新興領域をテーマとして、連続講演会を実施した。先行プログラム
の卒業生48名が参加した。

（２）研究
　本研究室では、主として「生命をシステムとして理解する」観点から生命科学、医学の課題解明に取り組んでいる。
　生命科学分野では、システム進化生物学のテーゼを掲げ、生命とは「進化（複雑化）する生命分子ネットワーク」として
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捉え、この「システム進化原理」のもとに生命の基本課題の解明を目指している。我々はシステム進化原理が生命科学のグ
ランドセオリーであるとしてその構築を進めている。
　医学分野では、「システムとして病気を理解する」システム病態学を提唱している。大半の疾患は単因子疾患ではなく、
分子的な変異・異常と臓器組織レベルでの異常、個体レベルでの臨床症状が相互に関連して、「システムとして病気」が構
成される。これまでの疾病観にかわる、システム病態学こそが分子時代の医学を切り開くものだと考えている。
　その他の研究分野としては、医療への情報技術（IT）の応用として、地域医療における医療情報の連携や国民規模の電子
化健康医療情報基盤の政策科学の研究に従事している。　
　2010年における代表的な研究内容を以下に紹介する。

1.  遺伝子重複による真核生物の蛋白質間相互作用ネットワークの進化　
　我々は、蛋白質間相互作用ネットワーク（protein-protein interaction network;PIN）の進化メカニズムを明らかにするこ
とを目的として、さまざまな生物のプロテオームおよびPINについて研究を行っている。
　PINの進化メカニズムについては、ある種のPINの構造は進化的に自然選択されると考えられてきた。我々は、真核生物
のPINの非同類結合性という構造に着目し、これが真核生物に共通する構造でないこと、および、遺伝子重複によって自然
に生成されることを発見した。したがって、PINの非同類結合性は自然選択はされていないことを示唆する。

2.  疾患オミックスデータのバイオインフォマティクス
　Harvard Medical Schoolが開発した患者情報データベースシステムi2b2を日本に移植し、本学附属病院で収集した患者情
報を格納した日本版i2b2を開発した。i2b2は、次世代の高度個別化医療を目指し、大学病院、クリニック、患者団体、とい
った様々なレベルのデータをシームレスに繋ぐことができるよう、オントロジーに基づくオブジェクト指向型データベース
構造を実現している。日本語i2b2の構築においては、日本語の所見テキストから疾患名を機械抽出し、英語に機械翻訳する
自然言語処理の手法を開発した。
　病態のプログレスを克明に捉えるには、細胞内のタンパク質の網羅的情報が有用である。MASSで観測したプロテオーム
データについて、タンパク質のN末端とC末端を簡便に特定する方法がなかった。Lysz残基のN末端およびC末端のみを特異
的に切断する酵素を活用して、任意のタンパク質のN末端とC末端を組織的かつ簡便に特定できる方法を開発した。この手
法をヒトの血漿に応用したところ、未知のN末端やC末端を持つタンパク質が見出され、疾患との関連性が示唆された。

3.  オミックス解析による疾患メカニズムの解明と臨床応用
　近年の生命科学研究における解析技術の発展にともない、ゲノム・トランスクリプトーム・プロテオームなどの網羅的な
分子生物学的データ、すなわちオミックスデータが比較的簡便に得られるようになった。これらの膨大な情報から有用な知
見を引き出すためには、生物学的・医学的知識はもちろんのこと、データマイニングや統計学的手法、機械学習などといっ
た情報科学的アプローチ（バイオインフォマティクス）が必須である。
　我々は、学内外の臨床各科と共同研究を行っており、主に(1) 肝細胞癌の早期再発予測マーカー探索、(2) 大腸癌におけ
る遠隔転移再発の予測マーカー探索、(3) 乳癌における上皮間葉転換の分子的機序の解析など、オミックスデータとバイオ
インフォマティクスを機軸として多岐に渡る研究を進めている。

4.  iCOD : 疾患のシステム病理学的視点に基づいた統合臨床オミックスデータベース
　近年、疾患における病理学的知見と関連づけられた網羅的分子情報が大量に蓄積されつつある。これらの間の関係を精査
することによって、様々な疾患において遺伝子やパスウェイが持つ役割の発見や、創薬の手がかりなどに結びつくことが期
待されている。
　このような観点から、我々のグループは統合臨床オミックスデータベース（iCOD）を作成した。このデータベースは、
CTやX線画像、各種検査値から投薬歴、生活歴までの包括的な臨床・診断情報に加えて、網羅的遺伝子発現情報やゲノムコ
ピー数などの分子情報を併せて持つだけでなく、これらの情報を階層的に分けてWeb上で解析を行うことができるツールも
用意されている。またこのデータベースは、臨床医科学データベース倫理案に沿った階層的データ管理が行われている。

（３） 研究業績
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11.	 高井貴子、田中博：異分野融合型疾患生命科学教育の国際連携、Zenis、Vol. ２、20-21､ 2010
12.	 高井貴子、福岡豊、田中博：臨床データの公的利用とトランスレーショナル研究、計測と制御、42:553-7、2010

[国際学会]
  1.	 Tanaka H: Current State and Futures of Systems Pathology, Translational Research Excellence Conference 

(TRX10), Brisbane, Australia, Oct 2010
  2.	 Tanaka H: Omics-based Medicine and Systems Pathology, Libya, Jan 2010
  3.	 Takai-igarash T, Akasaka R, Maruyama T, Inoue K, Suzuki K, Eguchi M, Yoshida M, Bando M, Takasaki M, Sakota 

M, Furukawa T, Maejima T, Konagaya A, Matsuura H, Suzumura T, Tanaka T: On experiences of i2b2 (Informatics 
for Integrating Biology and the Bedside) database with Japanese Clinical Patients' data, International Conference on 
Bioinformatics 2010, Tokyo, 2010

  4.	 Kishimoto T, Kondo J, Takai-Igarashi T, Tanaka H: A Novel Method for Analyzing Protein Terminals, 58th ASMS 
Conference on Mass Spectrometry Conference, Colorado, 2010

  5.	 Nagaie S, Terashima K, Mogushi K, Yasen M, Nakamura N, Tanaka S, Kitagawa M, Arii S, Tanaka H: 
Comprehensive Analyses of Gene Expression Pattern Based on Tumor Differentiation in Hepatocellular Carcinoma. 
A Relationship with Hepatic Stellate Cells. The American Society for Cell Biology 50th Annual Meeting, 
Philadelphia, USA. Dec 2010

  6.	 Miyashita A, Saitoh Y, Hatsuta H, Tsukie T, Kakita A, Iijima R, Ogishima S, Tanaka H, Takahashi H, Murayama S, 
Ihara Y, Kuwano R: Gene expression profiling of postmortem brain tissues with Alzheimerʼs disease, ICAD 2010, 
Hawaii, Jul 2010

	 他３件

[国内学会]
  1.	 茂櫛薫、田中真二、Mahmut Yasen、野口典男、入江工、工藤篤、中村典明、稲澤譲治、田中博、有井滋樹：肝細胞

癌の早期再発を予測する非癌部遺伝子発現プロファイル、第46回日本肝臓学会総会、山形、2010年５月 
  2.	 長谷武志、田中博、新村芳人：遺伝子重複による蛋白質間相互作用ネットワークの進化、第12回日本進化学会大会、

2010年８月
  3.	 Hatano A, Moesa HA, Chiba H, Taniguchi T, Nagaie S, Yamanegi K, Fujibuchi W: CELLPEDIA: Comprehensive 

human cell database toward cell differentiation analysis, CBRC2010、東京、2010年７月 
  4.	 Kim H, Kato T, Mogushi K, Tanaka H, Fujibuchi W: Detection of common pathways activated by anticancer drugs 

using regularized kernel canonical correlation analysis, CBI学会、東京、2010年９月
  5.	 Tanaka Y, Nogawa H, Tanaka H: Music therapy with Japanese music for dementia patients; cerebral blood flow 

analysis by FFT , 第12回日本早期認知症学会大会、2010年２月
  6.	 Kikuchi M, Ogishima S, Niimura Y, Tanaka H: A global view of functional module in the protein interaction 

network, BiWO, Tokyo, Jul 2011
  7.	 Mizuno S, Iijima R, Ogishima S, Kikuchi M, Fukuhara T, Miyashita A, Kuwano R, Tanaka H: AlzPathway: a 

comprehensive map for both discovering risk candidate genes and revealing mechanism of Alzheimerʼs disease, 
BMB 2010, Kobe, Dec 2010

  8.	 遠藤有人、五味悠一郎、田中博：Pubmed日本語版の基礎的検討、日本医療情報学会、浜松、2010年11月
  9.	 Mahmut Y、水島洋、茂櫛薫、Gulanbar O、田中真二、有井滋樹、田中博：マイクロアレイ解析により肝癌再発、悪

性度診断分子マーカーの構築と同定、第99日本病理学会、東京、2010年4月
10.	 飯島久美子、Mahmut Y、水島洋、田中博：肝細胞癌におけるMAGE 遺伝子の発現解析、第33回日本分子生物学会年

会、第83回日本生化学会大会合同大会、神戸、2010年12月
	 他33件
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[招待講演]
  1.	 田中 博：医療情報システム、第14回日本医療統合学会講演、徳島、2010年12月11日
  2.	 田中 博：医療ITの最新の動向―生涯電子カルテとユビキタス医療、テレコム・ニューサービス研究会、東京、2010

年８月19日
  3.	 田中 博：デジタル・オミックス医学とSystems Pathology、第16回Future of Radiology、東京、2010年５月27日
  4.	 田中 博：電子カルテとIC医療－中小病院にとってのこれからの医療IT－、JBCCのセミナー、東京、2010年５月22日
  5.	 田中 博：Innovation  in Medical Information and Communication Technology 、チェリーブロッサムシンポジウム、

横浜、2010年４月16日
  6.	 田中 博：病気をシステムで解く－オミックス医療の未来、サイエンスフォーラム講演、2010年３月28日
  7.	 田中 博：オバマ大統領の医療IT政策と日本版EHRの実現にむけて、NORTHシンポジウム、札幌、2010年３月19日
  8.	 田中 博：ICTによる医療改革、ユビキタスシンポジウム、北海道、2010年２月20日
  9.	 田中 博：異分野融合型疾患生命科学教育の国際連携、CBI学会新春情報交換会講演、東京、2010年１月12日
10.	 Niimura Y: Evolutionary dynamics of olfactory receptor genes in vertebrates, Interaction between environments 

and genomic contents, Asian Young Researchers Conference on Computational and Omics Biology, 台湾・台南、
2010年3月11日

11.	 新村芳人：脊椎動物嗅覚受容体遺伝子ファミリーの進化 −環境に応じて変化するゲノム−、第12回日本進化学会大会、
東京、2010年8月4日

12.	 新村芳人：脊椎動物嗅覚受容体遺伝子ファミリーの進化 −環境に応じて変化するゲノム−、日本遺伝学会第82回大会、
札幌、2010年9月22日

13.	 荻島創一：比較トランスクリプトーム解析によるタンパク質間相互作用ネットワークの機能モジュールの大域的構造
および進化、日本進化学会東京大会、2010年８月

14.	 長谷武志，田中博，新村芳人：遺伝子重複による蛋白質間相互作用ネットワークの進化、生命情報科学若手の会第２
回研究会、三島、2010年10月

	 他32件

[研究助成金]
  1.	 田中 博（代表）：文部科学省　ライフサイエンス分野の統合データベース整備事業「統合医科学データベース構築方

法の開発」
  2.	 田中 博（代表）：文部科学省委託事業　大学教育の国際化加速プログラム（総合戦略型）「異分野融合型疾患生命科学

教育の海外連携」
  3.	 田中 博（代表）：厚生労働科学研究補助金「日本版ETRを目指した地域連携電子化クリティカルパスにおける共通形

式と疾患別項目の標準化に向けた研究」
  4.	 田中 博（分担）：文部科学省　科学技術振興機構（CRESTO）戦略的創造研究推進事業「精神・神経疾患の分子病態

理解に基づく診断・治療へ向けた新技術の創出、プルキンエ細胞変性の分子病態に基づく診断・治療の開発」
  5.	 田中 博（分担）： 厚生労働科学研究補助金　肝炎等克服緊急対策研究事業「肝癌早期発見を目的とした分子マーカー

および画像診断システムの開発」
  6.	 田中 博（分担）：文部科学省科学研究費補助金基盤研究C「オミックス解析によるマイクロRNAのがんにおける役割

の解明」
  7.	 田中 博（分担）：文部科学省科学研究費補助金基盤研究B「積極的疾病サーベイランスシステム構築のための情報基

盤整備に関する研究」
  8.	 田中 博（分担）：文部科学省科学研究費補助金基盤研究B「超音波医学を駆使した慢性肝炎および非アルコール性脂

肪性肝炎の非侵襲的診断法の開発」
  9.	 新村芳人（代表）：科学研究費補助金若手研究B「全ゲノム配列を用いた嗅覚および他の化学受容体遺伝子ファミリー

の比較進化解析」
10.	 新村芳人（分担）：科学研究費補助金基盤研究B「ナメクジウオの内分泌機構の解明と脊椎動物との比較内分泌学的研

究」
11.	 荻島創一（代表）：科学研究費補助金（若手B）「発生・分化システムの時系列遺伝子発現の安定状態（アトラクター）

の同定と遷移解析」

[その他]
「受賞」

賞の名称：Top 1 BMC Evolutionary Biology: Most viewed articles in past 30 days
受賞者名：Takeshi Hase, Yoshihito Niimura, Hiroshi Tanaka
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受賞論文：Difference in gene duplicability may explain the difference in overall structure of protein-protein interaction 
networks among eukaryotes　BMC Evol. Biol. 10: 358, 2010

賞の名称：国際タンパク質構造予測コンテスト（CASP9）で上位に選ばれた（174位中第22位）
受賞者名：趙泰鎬（Taeho　Jo）
受賞論文：協調的な水素結合ポテンシャルによるβシートアセンブリの向上のための最適化

「学会主催」
  1.	 JAMINAセミナー、東京医科歯科大学、実行委員長、2010年12月３日
  2.	 JAMINAセミナー、東京医科歯科大学、実行委員長、2010年11月26日
  3.	 生命情報学セミナー、「新世紀医療の担い手Human Variome Project Biomedical Curator」、東京医科歯科大学、実行

委員長、2010年11月25日
  4.	 千里ライフサイエンスセミナー（パーソナルゲノム時代の統合医療データベース戦略）、大阪、実行委員長、2010年

５月21日
  5.	 JAMINAセミナー、東京医科歯科大学、実行委員長、2010年４月23日
  6.	 東京医科歯科大学バイオ医療オミックス情報学人材養成プログラム成果発表会－国際シンポジウム「次世代疾患オミ

ックスの新展開」、みらいホール（桜木町）、実行委員長、2010年２月２日
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遺 伝 子 応 用 医 学 分 野
Applied Genetics

教　　授　三木義男
准 教 授　吉田清嗣
特任准教授　中西　啓
助　　教　竹中克也
特任助教　平　直江
大学院生　Hew Hoi Chin，高岡美帆，仁平啓史，
　　　　　Nadila Wali，真利久サディア，伊藤明泉，
　　　　　奥　郁美，細川佳奈，加賀美裕也，郭　甜甜，
　　　　　鈴木一穂

（１）教　育
　発癌の分子機構解明を目指し、分子細胞生物学や分子遺伝学を基盤とした研究を行うと共に、それら基礎研究から得られ
た知見を応用し癌の革新的な診断、治療および予防を目指したゲノム応用医学等の先端的研究を行い講義する。大学院医歯
学総合研究科修士課程「遺伝疾患総論」を担当する。

（２）研　究
　生物はDNA損傷に対し、多様なシグナル伝達機構により細胞周期を停止して損傷を修復し、修復不能な場合には細胞死を
誘導して損傷によって生ずる突然変異の蓄積を回避する。このようなDNA損傷に関わる機構の破綻は、癌をはじめとする広
範な疾患の原因となる。特に、乳癌は二本鎖DNA切断修復機構に関わるBRCA1、BRCA2遺伝子の異常により発生し、この
両分子によって担われる情報伝達の流れの解明は、乳がんの発生機構を解明する上で不可欠である。そこで、我々は、乳腺
の発がん機構の解明を目的に、DNA損傷修復機構、細胞死誘導機構の解析を進めている。

1.　BRCA2遺伝子の機能解析
　　家族性乳癌の原因遺伝子産物であるBRCA2タンパク質は、核内でRad51と結合してDNA修復に関与する。一方、
BRCA2は細胞周期のG1/S期からM期前期にかけて中心体の周りを取り巻く様に局在する。細胞周期がさらに進行して細胞
質分裂に入ると、BRCA2は母・娘細胞間に形成されるミッドボディに局在する。

1）BRCA2はヒト非筋肉型ミオシンIICのモータードメインに結合する
　我々は、polo like kinase1によってリン酸化されたBRCA2（セリン193）が、ミッドボディに局在することを報告した。
さらに、同時期にヒト非筋肉型ミオシンIIC（NMHC IIC）がミッドボディに局在して両タンパク質が共存して細胞質分裂
に関与する可能性を示唆した。そこで両タンパク質のミッドボディにおける機能を明らかにする為、本年度我々は、両タ
ンパク質の結合領域を検討した。その結果、BRCA2-FLAGはNMHC IICのモータードメインのN末端側（IIC-N/1: 1-341 
a.a.）と結合した。今後、BRCA2とNMHC IICとの結合阻害によって細胞質分裂にどのように影響を与えるのか検討を進
めて、ミッドボディにおけるBRCA2の生理的役割を明らかにしたいと考えている。
2）癌細胞株におけるBRCA2分解産物の同定
　また我々は、癌細胞株に約250kに相当する切断型BRCA2タンパク質が存在することを見出した。この切断型BRCA2タ
ンパク質の産生メカニズムの解明からBRCA2タンパク質の乳癌発症への関与を明らかに出来ないかと考えて新たな取り組
みを試みている。BRCA2タンパク質の機能解析からその役割を明らかにして、BRCA2が乳癌発症にどのように寄与して
いるのか解明したいと考えている。
3）乳癌原因遺伝子BRCA2に新規に結合する分子群の発見と，その結合が正確な中心体複製制御に果たす役割の解明
　我々は培養細胞の中心体画分からBRCA2を免疫沈降し、その共免疫沈降物を質量分析した。その結果BRCA2に新規に
結合する分子として、nucleophosmin（NPM）とRho-associated coiled-coil containing protein kinase 2（ROCK2）を得る
ことができた。この両分子はこれまでに正確な中心体複製に役割を果たすことが知られていることから、BRCA2とこれら
両分子との結合が中心体複製に重要な働きを担っている可能性が考えられた。内在性のBRCA2とNPMの結合を阻害する
と、この時中心体数が異常に増加したり多核になったりする細胞が多く見られた。このことから,BRCA2とNPMの結合は
中心体の正確な複製と中心体数の制御に重要な役割を果たしていると考えられた。

2.　DNA損傷における細胞内シグナル伝達機構と細胞死
　近年、DNA損傷に関わる多数の遺伝子の機能が解明されたが、どのような細胞内情報伝達により細胞死（アポトーシス）
を誘導するかという制御機構は、その多くが未だ明らかにされていない。我々はこのシグナル伝達を担ういくつかのキナー
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ゼに焦点を当て、機能解析を進めている。
1）Pim-1 によるNF-kappaBシグナルの制御
　NF-kappaB を構成する転写因子の一つであるRelA/p65のセリン276残基のリン酸化を担うキナーゼとしてPim-1を同定
した。Pim-1はTNFalphaなどのサイトカイン刺激によりRelA/p65をリン酸化し、その転写活性能を亢進するとともに、
SOCS-1によるRelA/p65のユビキチン化を抑制し、安定化に寄与していることが明らかとなった。以上の結果、Pim-1によ
るSer276のリン酸化は、RelA/p65の活性化のみならず安定化にも寄与することで、NF-kappaB シグナルを正に制御して
いることが示唆された（Nihira K, et al. Cell Death Differ. 2010）。
2）DNA損傷におけるp53によるアポトーシス誘導制御機構の解析
　p53セリン46のリン酸化はアポトーシス誘導に必須であり、そのキナーゼとしてDYRK2を発見した。DYRK2のp53のリ
ン酸化メカニズムを検討したところ、DNA損傷後ATMがDYRK2をリン酸化し、核内のDYRK2が安定化し活性化するこ
とで始めてセリン46のリン酸化が可能になることを見いだした（Taira N, et al. J. Biol. Chem. 2010）。
3）c-AblによるPitx1の活性制御
　我々は、DNA損傷に応答してc-AblがPitx1の発現を制御していることを見いだした（Yamaguchi Y, et al. Apoptosis 
2010）。またc-AblはPitx1をリン酸化し、さらにPitx1をノックダウンすると、DNA損傷によって誘導されるアポトーシス
が有意に抑制され、これはc-Ablの活性依存的であった。このことから、Pitx1はc-Ablによる発現制御により、細胞死誘導
を正に調節していることが判明した。
4）p53による新規標的遺伝子の探索
　マイクロアレイによりp53による新規標的因子を同定した。現在その機能解析を進めている。

3.　DNA損傷修復機構の解析
　我々は，ニワトリBリンパ球由来DT40細胞株を用いた実験手法を応用し，ゲノム上に点変異を導入する手法を開発した。
これまでに、Polκのモノアルキル化損傷修復機能にはDNA合成活性が必要であること、別の損傷乗り越え合成酵素Rev1と
は異なる機構で修復に関与していることを明らかにした。また、DNA合成不能型Polκの存在は修復に阻害的に働かず、機
能する他の合成酵素に速やかに置換され得ることが示唆された。次いで上記手法を用い、Rev3の解析に着手し、ゲノム上点
変異導入によってDNA合成活性は持つがRev7と結合していないRev3を作出し、予備的な結果では、この細胞株ではPolζが
修復する代表的な損傷であるクロスリンクへの感受性が高まる結果を得ている。

1）ゲノム上点変異導入による損傷乗り越えDNA合成酵素の分子内機能部位の解析
2）ヒト細胞のヌクレオチド除去修復に関与するDNA合成酵素の損傷部位へのリクルート機構の解明
3）相同組換え修復に関与するPTIP遺伝子破壊株の解析

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Hirono, S., Yamaue, H., Hoshikawa, Y., Ina, S., Tani, M., Kawai, M., Ushijima, M., Matsuura, M., Saiki, Y., Saiura, A., 
Yamamoto, J., Miki, Y. and Noda, T. (2010) Molecular markers associated with lymph node metastasis in pancreatic 
ductal adenocarcinoma by genome-wide expression profiling. Cancer Sci, 101, 259-66.

  2.	 Ito, Y., Nagasaki, K., Miki, Y., Iwase, T., Akiyama, F., Matsuura, M., Horii, R., Makita, M., Tokudome, N., Ushijima, M., 
Yoshimoto, M., Takahashi, S., Noda, T. and Hatake, K. (2011) Prospective randomized phase II study determines the 
clinical usefulness of genetic biomarkers for sensitivity to primary chemotherapy with paclitaxel in breast cancer. 
Cancer Sci, 102, 130-6.

  3.	 Kimura, J., Kudoh, T., Miki, Y. and Yoshida, K. (2011) Identification of dihydropyrimidinase-related protein 4 as a 
novel target of the p53 tumor suppressor in the apoptotic response to DNA damage. Int J Cancer, 128, 1524-31.

  4.	 Kudoh, T., Kimura, J., Lu, Z.G., Miki, Y. and Yoshida, K. (2010) D4S234E, a novel p53-responsive gene, induces 
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[総説]
英文：

  1.	 Yoshida, K. and Miki, Y. The cell death machinery governed by the p53 tumor suppressor in response to DNA 
damage. Cancer Sci, 101, 831-5. (2010)

  2.	 Miki, Y. Gene expression-based diagnosis of efficacy of chemotherapy for breast cancer. Breast Cancer, 17, 97-102. 
(2010)

和文：
  1.	 三木 義男【乳癌　基礎と臨床の架け橋】 発がん・増殖　BRCA遺伝子機能とその機能欠損による乳癌発生機序. 最新

医学65巻6月増刊 1307-1317, (2010)
  2.	 磯村 実, 三木 義男【固形癌の最新治療　癌治療への新たな取り組み】 治療の新たな取り組み　個別化治療　ゲノム情

報を生かした個別化医療. 日本臨床68巻6号 1117-1120, (2010)
  3. 	斉藤 広子, 三木 義男【DNA修復とがん治療の分子標的】 Interface on Cancer Therapy　DNA修復とがん治療の分子

標的　DNA損傷修復機構. がん分子標的治療8巻2号 94-101, (2010)
  4.	 磯村 実, 三木 義男. What's New in SURGERY FRONTIER(第64回)　Non-coding regionにおける遺伝子制御の最近の

知見　遺伝子多型解析による疾患遺伝子の同定. Surgery Frontier 17巻1号 50-52, (2010)

[学会]
国際シンポジウム

  1.	 Miki Y. Large‐scale genomic studies in breast cancer patients for personalized chemotherapy. Sixth International 
Symposium on Hormonal Oncogenesis, Tokyo, Japan, September 12-16, 2010

  2. 	Miki Y. Interference with BRCA2, which localized to the centrosome, leads to abnormal nuclear division. The 15th 
Japan – Korea Cancer Research Workshop - Tumor microenvironment and progress in breast cancer research -, 
Incheon, Korea, December 21-22, 2010

国内シンポジウム・特別講演 
  1.	 三木 義男. Molecular biologyにおける分子解析法（Analytical methods in molecular biology (From basic techniques 

to the advanced technology)）．第69回日本癌学会学術総会、教育口演、大阪、2010年9月
  2. 	三木 義男; 牛嶋 大; 松浦 正明; 秋山 太; 岩瀬 拓士; 長崎 光一. 今、乳癌の最先端研究はどこまで進んでいるのか 乳が

んにおけるgene expression profiling研究の現状と今後の展望. 第18回日本乳癌学会総会、シンポジウム、札幌、2010
年6月

  3. 	三木 義男. 家族性乳癌の特徴とその発生機構. Kyushu Breast Cancer Workshop、福岡、2010年7月
  4. 	三木 義男. 乳癌の最新情報. Osaka Breast Cancer Workshop、大阪、2010年11月
  5. 	三木 義男. HBOC総論：BRCA基礎. 第1回 遺伝性乳がん卵巣がん(HBOC)セミナー、東京、2010年1月
  6.	 吉田清嗣　p53リン酸化依存性アポトーシス誘導における転写指向性と分子機構　BMB2010（ワークショップ；「p53

ワールド」、その多彩な生理作用　〜複雑なシグナルネットワークから疾患病態生理まで〜）、神戸；2010年12月

国際学会発表
  1.	 Hui-Feng Wang, Katsuya Takenaka, Akira Nakanishi, and Yoshio Miki.  BRCA2 and nucleophosmin coregulate 

centrosome amplification and form a complex with ROCK2.  The Sixth International Symposium on Hormonal 
Oncogenesis. 12-16 September 2010 (Urayasu)

国内学会発表
  1.	 三本 麗; 木村 純子; 三木 義男; 吉田 清嗣. 新規p53応答遺伝子D4S234EはDNA損傷下において小胞輸送を介してアポト

ーシスを誘導する(D4S234E, a novel p53-responsive gene, induces apoptosis via the ER trafficking in response to 
DNA damage).第69回日本癌学会学術総会、大阪、2010年9月

  2. 	細川 佳那; 中西 啓; 斉藤 広子; 三木 義男. がん細胞における欠損型BRCA2タンパク質の同定とその形成機序 
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(Identification of a cleavage product of BRCA2 in cancer cell lines and its formative mechanism). 第69回日本癌学会
学術総会、大阪、2010年9月

  3.	 高岡 美帆; 中西 啓; 三木 義男. S期核内におけるBRCA2の新しい局在部位 (The localization of BRCA2 foci in normal 
S-phase nuclei).第69回日本癌学会学術総会、大阪、2010年9月

  4. 	真利久 サディヤ; 中西 啓; 三木 義男. BRCA2由来中心体移行シグナルの解析 (Analysis of centrosome localization 
signal (CLS) in BRCA2).第69回日本癌学会学術総会、大阪、2010年9月

  5. 	Tiantian Guo; 中西 啓; 斉藤 広子; 大海 忍; 三木 義男. Aktキナーゼによるリン酸化BRCA2と14-3-3-γとの結合 
(Phosphorylation of BRCA2 Akt kinase promotes its binding to 14-3-3gamma). 第69回日本癌学会学術総会、大阪、
2010年9月

  6. 	平 直江; 三本 麗; 倉田 盛人; 北川 昌伸; 三木 義男; 吉田 清嗣. DYRK2は転写因子c-Jun/c-Mycへのリン酸化を介して細
胞周期G1/S期の進行を制御する (DYRK2 regulates the G1/S transition by phosphorylation of c-Jun and c-Myc.第69
回日本癌学会学術総会、大阪、2010年9月

  7.	 Katsuya Takenaka, Hui-Feng Wang, Akira Nakanishi, and Yoshio Miki.  BRCA2 and nucleophosmin coregulate 
centrosome amplification and form a complex with ROCK2.  BMB2010. 7-10 December 2010 (Kobe)

	 他13篇．

[主催国際学会]
  1.	 The Sixth International Symposium on Hormonal Oncogenesis, September 12-16, 2010, Tokyo, Japan 

(Co-chairperson)
  2. 	The 15th Japan – Korea Cancer Research Workshop - Tumor microenvironment and progress in breast cancer 

research -, December 21-22, 2010, Incheon, Korea, (Organizer)
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分子細胞遺伝学分野（分子細胞遺伝）
Molecular Cytogenetics

教　　授　稲澤譲治
准 教 授　小崎健一
助　　教　井上　純
ＭＴＴ特任講師　松井　毅 
硬組織疾患ゲノムセンター特任講師　林　　深
ポスドク研究員　石原孝也
GCOE拠点形成特別研究員
　　　　　白　樺，村松智輝，古田繭子
大学院生　本田尚三，白　樺，村松智輝，古田繭子，
　　　　　大森逸美，川原正人，小林淳也，前田　誠
大学院特別研究学生　小西博貴

　パーソナルゲノムシーケンス時代を迎え、癌や生活習慣病、さらに神経変性疾患をはじめとする難病の原因遺伝子の同定
と病態解明がすすみ、難病克服に大きなチャンスが訪れている。さらに、ゲノムに内在する大量の生命科学情報を基に遺伝
子制御ネットワークの予測システムなどの開発が進み、トランスクリプトームやシグナロームといった新たな学問領域が体
系化されつつある。遺伝医学を包括するゲノム生命科学研究は生物現象から遺伝子へと進める解析的・帰納的なアプローチ
から、遺伝子から生物機能へと向かう合成的・演繹的なアプローチへとパラダイムシフトを遂げており、生命医科学分野は
ゲノムビッグバンともいえる時代が到来している。分子細胞遺伝学教室では、日々刷新されているゲノム情報を基盤に疾患
の新しい診断、治療、予防法の開発を目指して研究を推進し、「ヒト」の研究ではなく、研究成果を「人」に還元すること
を目指したゲノム応用医科学研究を展開している。その内容は、癌や遺伝疾患の発症要因となる遺伝学的背景を明らかにし、
疾患原因遺伝子、修飾遺伝子の同定とその機能を解析し、病態形成機構を明らかにすることを主眼としている。また、これ
らの研究は常に実地臨床における疾患の診断、治療、さらに予防への貢献を視野に入れて取り組んでいる。

（1）教育
　医学部医学科「生命と遺伝子」、歯学部「遺伝病学」、さらに医歯学総合研究科修士課程の「生化学」ならびに「遺伝疾患
総論」を担当し、遺伝医学の基礎ならびに臨床的知識と先端的研究を併せて講義している。とりわけ、ヒトゲノム解析研究
の進捗状況と医学、医療の分野、さらに生命科学分野への波及効果に関してポストシーケンス情報を基盤にして展開される
医学研究の新知見を紹介し、疾患発症機構の遺伝的メカニズムの理解に重点を置いている。

（2）研究
　癌やその他の疾病の発症要因となる遺伝学的背景を明らかにし、疾患原因遺伝子、修飾遺伝子の同定とその機能を解析し、
病態形成機構を明らかにすることを主眼としている。また、これらの研究は常に実地臨床における疾患の診断、治療、さら
に予防への貢献を視野に入れて取り組んでいる。
　疾患のゲノム・エピゲノム解析を基盤とした統合解析によって、肝細胞がん、食道扁平上皮がん、口腔扁平上皮がん、大
腸がん、子宮体がん、甲状腺未分化癌、小児神経芽腫などを含む多くの難治癌において病態に関連する癌関連遺伝子を同定
した。最近では、蛋白をコードしない機能性RNAに着目し癌抑制性マイクロRNAを見出している。さらに、がん幹細胞、
EMT 制御異常、がん転移の3つの重要な現象について、in vitro/in vivo実験モデル系を独自に確立し、がん細胞のシステムと
しての異常を解明すべく研究を進めている。また、本態不明とされていた先天異常症、自閉症、精神発達遅滞などにおいて、
原因遺伝子の究明へと繋がる疾患特異的ゲノム構造異常と標的遺伝子を明らかにしている。加えて、先天異常症の診断用
DNAアレイ（Genome Disorder Array, 通称GDアレイ）を開発し、2009年には実用化に至っている。

（3）研究業績
【原著論文】

  1.	 Muramatsu T, Imoto I, Matsui T, Kozaki K, Haruki S, Sudol M, Shimada Y, Tsuda H, Kawano T, Inazawa J: YAP is 
a candidate oncogene for esophageal squamous-cell carcinoma. Carcinogenesis. 32:389-98. 2010

  2.	 Hayashi S, Imoto I, Aizu Y, Okamoto No, Mizuno S, Kurosawa K, Okamoto Na, Honda S, Araki S, Mizutani S, 
Numabe H, Saitoh S, Kosho T, Fukushima Y, Mitsubuchi H, Endo F, Chinen Y, Kosaki R, Okuyama T, Ohki H, 
Yoshihashi H, Ono M, Takada F, Ono H, Yagi M, Matsumoto H, Makita Y, Hata A, Inazawa J: Clinical application of 
array-based comparative genomic hybridization by two-stage screening for 536 patients with mental retardation 
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and multiple congenital anomalies. J Hum Genet. 56:110-24. 2010
  3.	 Xu H, Miki K, Ishibashi S, Inoue J, Sun L, Endo S, Sekiya I, Muneta T, Inazawa J, Dezawa M, Mizusawa H. 

Transplantation of neuronal cells induced from human mesenchymal stem cells improves neurological functions 
after stroke without cell fusion. J Neurosci Res. 88:3598-609. 2010

  4.	 Miki D, Kubo M, Takahashi A, Yoon KA, Kim J, Lee GK, Zo JI, Lee JS, Hosono N, Morizono T, Tsunoda T, 
Kamatani N, Chayama K, Takahashi T, Inazawa J, Nakamura Y, Daigo Y: Variation in TP63 is associated with lung 
adenocarcinoma susceptibility in Japanese and Korean populations. Nat Genet. 42:893-6. 2010

  5.	 Takata R, Akamatsu S, Kubo M, Takahashi A, Hosono N, Kawaguchi T, Tsunoda T, Inazawa J, Kamatani N, Ogawa 
O, Fujioka T, Nakamura Y, Nakagawa H: Genome-wide association study identifies five new susceptibility loci for 
prostate cancer in the Japanese population. Nat Genet. 42:751-4. 2010

  6.	 Tagi T, Matsui T, Kikuchi S, Hoshi S, Ochiai T, Kokuba Y, Kinoshita-Ida Y, Kisumi-Hayashi F, Morimoto K, Imai T, 
Imoto I, Inazawa J, Otsuji E: Dermokine as a novel biomarker for early-stage colorectal cancer. J Gastroenterol. 
45:1201-11. 2010

  7.	 Honda S, Hayashi S, Imoto I, Toyama J, Okazawa H, Nakagawa E, Goto YI, Inazawa J: Copy-number variations on 
the X chromosome in Japanese patients with mental retardation detected by array-based comparative genomic 
hybridization analysis. J Hum Genet. 55:590-9.2010 

  8.	 Takanashi J, Arai H, Nabatame S, Hirai S, Hayashi S, Inazawa J, Okamoto N, Barkovich AJ: Neuroradiologic 
Features of CASK Mutations. AJNR Am J Neuroradiol. 31:1619-22. 2010 

  9.	 Shibata T, Kokubu A, Miyamoto M, Hosoda F, Gotoh M, Tsuta K, Asamura H, Matsuno Y, Kondo T, Imoto I, 
Inazawa J, Hirohashi S: DEK oncoprotein regulates transcriptional modifiers and sustains tumor initiation activity in 
high-grade neuroendocrine carcinoma of the lung. Oncogene. 29:4671-81. 2010

10.	 Honda S, Orii K, Kobayashi J, Hayashi S, Imamura A, Imoto I, Nakagawa E, Goto Y, Inazawa J: Novel deletion at 
Xq24 including the UBE2A gene in a patient with X-linked mental retardation. J Hum Genet. 55:244-7. 2010

11.	 Saitoh Y, Martínez Bruyn VJ, Uota S, Hasegawa A, Yamamoto N, Imoto I, Inazawa J, Yamaoka S: Overexpression 
of NF-kappaB inducing kinase underlies constitutive NF-kappaB activation in lung cancer cells. Lung Cancer. 
70:263-70. 2010 

12.	 Haruki S, Imoto I, Kozaki K, Matsui T, Kawachi H, Komatsu S, Muramatsu T, Shimada Y, Kawano T, Inazawa J: 
Frequent silencing of protocadherin 17, a candidate tumour suppressor for esophageal squamous-cell carcinoma. 
Carcinogenesis. 31:1027-36. 2010 

13.	 Prapinjumrune C, Morita KI, Kuribayashi Y, Hanabata Y, Shi Q, Nakajima Y, Inazawa J, Omura K: DNA 
amplification and expression of FADD in oral squamous cell carcinoma.  J Oral Pathol Med. 39:525-32.　2010

【総説】
  1.	 春木茂男、井本逸勢、稲澤譲治：がんのゲノミクス・エピゲノミクス. 医歯薬出版（株）．別冊医学のあゆみ．がんの

分子病理診断の新展開：5-12，2010（2010/5/20）（8P）
  2.	 稲澤譲治：染色体異常－検査の進歩、結果の解釈.日本医師会.日本医師会雑誌.第139巻第3号：562-566， 2010(2010/6/1)

（5P）
  3.	 小崎健一、稲澤譲治:  癌細胞におけるDNAメチル化異常とmicroRNA発現制御.  ニューサイエンス社. 細胞. 42巻6号: 

232-235, 2010（2010/6/20）（4P）
  4.	 小野宏晃、井本逸勢、稲澤讓治：遺伝子・ゲノム変異と大腸癌発癌～全ゲノムを研究対象としてみえてきたこと～．

メディカルレビュー社．大腸癌FRONTIER．26-31,（2010/9/20）（6P）

【国際学会：一般発表】
  1.	 Inoue J, Misawa A, Tanaka Y, Ichinose S, Hosoi H, Sugimoto T, Imoto I, Inazawa J: Lysosomal-associated protein 

multispanning transmembrane 5 gene (LAPTM5) is associated with spontaneous regression of neuroblastomas. 8th 
Joint Conference of the American Association for Cancer Research and Japanese Cancer Association (Waikoloa, 
Hawaii, USA) 5-9/ February/ 2010

  2.	 Tsuruta T, Kozaki K, Akira H, Banno, K, Susumu N, Imoto I, Aoki D, Inazawa J: Functional screening of tumor-
suppressive microRNAs silenced by DNA hypermethylation in endometrial cancer. 8th Joint Conference of the 
American Association for Cancer Research and Japanese Cancer Association (Waikoloa, Hawaii, USA) 5-9/ 
February/ 2010

  3.	 Kozaki K, Imoto I, Mogi S, Omura K, Inazawa J: Exploration of tumor-suppressive microRNAs silenced by DNA 
hypermethylation in oral cancer. 8th Joint Conference of the American Association for Cancer Research and 



— 707 —

遺伝子・分子医学講座

Japanese Cancer Association (Waikoloa, Hawaii, USA) 5-9/ February/ 2010
  4.	 Imoto I, Haruki S, Kozaki K, Matsui T, Kawachi H, Komatsu S, Muramatsu T, Shimada Y, Kawano T, Inazawa J: 

Frequent silencing of protocadhelin 17, a candidate tumor suppressor for esophageal squamous cell carcinoma. 8th 
Joint Conference of the American Association for Cancer Research and Japanese Cancer Association (Waikoloa, 
Hawaii, USA) 5-9/ February/ 2010

  5.	 Imoto I, Haruki S, Kozaki K, Matsui T, Kawachi H, Komatsu S, Muramatsu T, Shimada Y, Kawano T, Inazawa J: 
Frequent silencing of protocadherin 17, a candidate tumour suppressor for esophageal squamous-cell carcinoma. 
101th annual meeting of American Association for Cancer Research 2010(Washington,DC, USA) 17-21/ April/ 2010

  6.	 Kozaki K, Uesugi A, Furuta M, Imoto I, Inazawa J: Functional screening of tumor-suppressive microRNAs silenced 
by DNA hypermethylation in oral squamous cell carcinoma. 101th annual meeting of American Association for 
Cancer Research 2010(Washington,DC, USA) 17-21/ April/ 2010

  7.	 Muramatsu T, Imoto I, Matsui T, Kozaki K, Tsuda H, Shimada Y, Inazawa J: Functional significance of potential 
oncogene YAP and its isoforms in esophageal squamouse cell carcinoma (ESCC). 101th annual meeting of American 
Association for Cancer Research 2010(Washington,DC, USA) 17-21/ April/ 2010

  8.	 Tanaka S, Mogushi K, Yasen M, Noguchi N, Irie T, Kubo A, Nakamura N, Inazawa J, Tanaka H, Arii S: Gene 
expression signature of the non-cancerous liver tissue associated with the early recurrence of hepatocellular 
carcinoma. 101th annual meeting of American Association for Cancer Research 2010(Washington,DC, USA) 17-21/ 
April/ 2010

  9.	 Ishihara T, Tsuda H, Hotta A, Kozaki K, Yoshida A, Yoshimura H, Ito K, Imoto I, Inazawa J: ITCH is a putative 
target for a novel 20q11.22 amplification detected in anaplastic thyroid carcinoma cells by array-based comparative 
genomic hybridization. 101th annual meeting of American Association for Cancer Research 2010(Washington,DC, 
USA) 17-21/ April/ 2010

10.	 Inoue J, Misawa A, Tanaka Y, Ichinose S, Sugino Y, Hosoi H, Sugimoto T, Imoto I, Inazawa J: Lysosomal-associated 
protein multispanning transmembrane 5 gene (LAPTM5) is associated with spontaneous regression of 
neuroblastomas. 101th annual meeting of American Association for Cancer Research 2010(Washington,DC, USA) 
17-21/ April/ 2010

11.	 Furuta M, Kozaki K, Tanaka S, Arii S, Imoto I, Inazawa J: miR-124 and miR-203 are epigenetically silenced tumor-
suppressive microRNAs in hepatocellular carcinoma. 101th annual meeting of American Association for Cancer 
Research 2010(Washington,DC, USA) 17-21/ April/ 2010

12.	 Hayashi S, Okamoto N, Mizuno S, Chinen Y, Takahashi J, Makita Y, Hata A, Imoto I, Inazawa J. The CASK gene 
mutation in ten Japanese cases with severe mental retardation, microcephaly, and disproportionate pontine and 
cerebellar hypoplasia. The American Society of Human Genetics 60th annual meeting, Washington DC, November 
2-6, 2010

13.	 Honda S, Hayashi S, Kobayashi J, Imoto I,  Nakagawa E, Goto Y, Inazawa J: Exploration of genes related to X-linked 
mental retardation by BAC-based X-tiling array. The American Society of Human Genetics 60th annual meeting, 
Washington DC, November 2-6, 2010

【国内学会：一般発表】
  1.	 宇野雅哉、斉藤愛記、井本逸勢、稲澤讓治、山岡昇司：卵巣癌細胞におけるNF-kB  inducing kinaseによる恒常的

NF-kB活性化調節．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月22日
  2.	 後藤政広、新井恵吏、若井-牛島抄織、平岡伸介、小菅智男、細田文恵、柴田龍弘、近藤格、横井左奈、井本逸勢、稲

澤讓治、金井弥栄：DNAメチル化プロファイルに基づいた膵がんの存在診断・病態診断指標の確率．第69回日本癌学
会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月22日

  3.	 白樺、井上純、井本逸勢、稲澤讓治：ヒト癌におけるLC3A variant-1の発現低下の意義．第69回日本癌学会学術総会．
大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月22日

  4.	 小崎健一、稲澤讓治：がん細胞においてDNA過剰メチル化により発現抑制される癌抑制遺伝子型microRNA．第69回
日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月22日

  5.	 村松智輝、井本逸勢、松井毅、小崎健一、嶋田裕、津田均、稲澤讓治：食道扁平上皮がんにおけるYes-associated 
protein(YAP)のがん遺伝子としての可能性．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．
大阪．2010年9月23日

  6.	 井本逸勢、春木茂男、小崎健一、松井毅、河内洋、小松周平、村松智輝、嶋田裕、河野辰幸、稲澤讓治：食道扁平上
皮癌で高頻度に発現消失する新規癌抑制遺伝子候補protocadherin17．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・
リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月23日
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  7.	 松村聡、井本逸勢、小崎健一、田中真二、有井滋樹、稲澤讓治：肝細胞癌におけるCpGアイランドの過剰メチル化に
より発現制御される新規がん抑制遺伝子の同定．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．
大阪．2010年9月23日

  8.	 小野宏晃、井本逸勢、小崎健一、杉原健一、稲澤讓治：発現アレイを用いた大腸癌におけるEMT関連遺伝子の探索．
第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月23日

  9.	 遠藤寛則、小崎健一、古田繭子、井本逸勢、天笠光雄、稲澤讓治：腫瘍特異的DNA過剰メチル化によって発現抑制さ
れる口腔扁平上皮癌関連癌抑制遺伝子型microRNAの探索．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロ
イヤルホテル．大阪．2010年9月24日

10.	 古田繭子、小崎健一、田中真二、有井滋樹、井本逸勢、稲澤讓治：Functionalスクリーニングを用いた肝細胞癌抑制
性microRNAの同定．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月24日

11.	 上杉篤史、小崎健一、鶴田智彦、古田繭子、井本逸勢、小村健、稲澤讓治：口腔癌細胞株の機能的スクリーニングを
用いたDNAメチル化異常により発現抑制される癌抑制遺伝子型microRNAの探索．第69回日本癌学会学術総会．大阪
国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月24日

12.	 鶴田智彦、小崎健一、平沢晃、阪埜浩司、進伸幸、井本逸勢、青木大輔、稲澤讓治：子宮体癌細胞株の機能的スクリ
ーニングを用いたエピゲノム異常により発現抑制される癌抑制遺伝子型microRNAの同定．第69回日本癌学会学術総
会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月24日

13.	 倉沢泰浩、小崎健一、小野宏晃、井本逸勢、天笠光雄、稲澤讓治：癌細胞においてDNAメチル化異常により発現抑制
されるEMT関連分子の探索．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9
月24日

14.	 田中真二、茂櫛薫、藍原有弘、松村聡、ヤセン･マハムット、稲澤讓治、田中博、有井滋樹：肝細胞癌の肉眼形態が
示す特異的遺伝子発現パターンと分子標的EpCAMの意義．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロ
イヤルホテル．大阪．2010年9月24日

15.	 林深、岡本奈那、本田尚三、井本逸勢、蒔田芳男、羽田明、稲澤讓治：複数のゲノムアレイによる先天異常疾患にお
けるゲノム評価．日本人類遺伝学会第55回大会．大宮ソニックシティ．埼玉．2010年10月28日

16.	 小林淳也、本田尚三、林深、井本逸勢、折居恒治、今村淳、中川栄二、後藤雄一、稲澤讓治：UBE2Aを含むXq24の
ゲノム欠失により特徴的な臨床症状を示した男児例．日本人類遺伝学会第55回大会．大宮ソニックシティ．埼玉．
2010年10月28日

17.	 岡本伸彦、林深、稲澤讓治、蒔田芳男、羽田明：Xp11.2微細重複症候群の1例．日本人類遺伝学会第55回大会．大宮
ソニックシティ．埼玉．2010年10月28日

18.	 本田尚三、林深、小林淳也、井本逸勢、中川栄二、後藤雄一、稲澤讓治：BAC-based X-tiling arrayを用いたX連鎖性
精神発達遅滞(XLMR)の原因遺伝子探索．日本人類遺伝学会第55回大会．大宮ソニックシティ．埼玉．2010年10月29
日

19.	 井本逸勢、春木茂男、小崎健一、松井毅、河内洋、小松周平、村松智輝、嶋田裕、河野辰幸、稲澤讓治：食道扁平上
皮癌において高頻度に発現抑制を受ける新規癌抑制遺伝子候補Protocadherin 17(PCDH17). 日本人類遺伝学会第55回
大会．大宮ソニックシティ．埼玉．2010年10月29日

【国内学会：ポスター発表】
  1.	 石原孝也、井上純、井本逸勢、小崎健一、稲澤讓治：LAPTM5はHECT型ユビキチンリガーゼITCHの基質である. 第

69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月23日
  2.	 宮脇豊、井本逸勢、春木茂男、村松智輝、松井毅、小崎健一、河内洋、嶋田裕、河野辰幸、稲澤讓治：食道扁平上皮

癌において高頻度に発現抑制される癌関連抑制遺伝子PCDH-X,Yの同定．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・
リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月23日

  3.	 小西博貴、井本逸勢、春木茂男、小松周平、河野辰幸、市川大輔、大辻英吾、稲澤讓治：食道癌(ESCC)細胞株におけ
るhomo欠失領域から同定された癌抑制遺伝子候補の検討．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リーガロイ
ヤルホテル．大阪．2010年9月23日

  4.	 岡本奈那、林深、本田尚三、小栗泉、長谷川知子、小崎里華、井本逸勢、蒔田芳男、羽田明、森山啓司、稲澤讓治：
新規症候群の可能性がある10p12.1-p11.23欠失の2症例．日本人類遺伝学会第55回大会．大宮ソニックシティ．埼玉．
2010年10月28日

【国際シンポジウム】
  1.	 Inazawa J: Cancer genomics and epigenomics. Chilean-Japanese joint meeting for screening of digestive tumors and 

International symposium of advances in medical and surgical treatment of colorectal disorders. Clinica Las Condes, 
Chile.10/August/2010
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  2.	  Inazawa J: Molecular pathogenesis of esophageal squamous cell carcinoma. Chilean-Japanese joint meeting for 
screening of digestive tumors and International symposium of advances in medical and surgical treatment of 
colorectal disorders. Clinica Las Condes, Chile.10/August/2010

  3.	 Inazawa J: Integrative genomics and epigenomics for identification of cancer–related genes. Linking systems-biology 
to cancer research. Seoul national university dental hospital. Seoul, Korea. 6/November/2010

【国内シンポジウム】
  1.	 稲澤譲治：「LAPTM5蓄積で誘導されるリソゾーム細胞死と神経芽腫の自然退縮機構」．がん特定研究５領域合同シン

ポジウム．学術総合センター・一橋記念講堂．東京．2010年1月14日
  2.	 稲澤譲治：「口腔癌と先天異常症のゲノム・エピゲノム解析」．第3回硬組織疾患ゲノムセンター・シンポジウム．東

京医科歯科大学講堂．東京．2010年2月16日
  3.	 稲澤讓治：「神経芽腫自然退縮におけるImpaired autophagyを伴うLAPTM5依存性細胞死」．第19回日本Cell Death学

会学術集会．愛知県産業労働センター．愛知．2010年7月31日
  4.	 井上純、稲澤譲治：癌細胞におけるオートファジー経路の障害．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会議場・リー

ガロイヤルホテル．大阪．2010年9月23日
  5.	 稲澤讓治：がんの統合的ゲノム・エピゲノム解析とがん関連遺伝子の探索．第69回日本癌学会学術総会．大阪国際会

議場・リーガロイヤルホテル．大阪．2010年9月23日
  6.	 林深、稲澤讓治：アレイCGHの臨床応用とCNVデータベースの構築．日本人類遺伝学会第55回大会．大宮ソニックシ

ティ．埼玉．2010年10月29日

【国際特別講演】
  1.	 Inazawa J: Cancer genomics and epigenomics. Chilean-Japanese joint meeting for screening of digestive tumors and 

International symposium of advances in medical and surgical treatment of colorectal disorders. Clinica Las Condes, 
Chile.10/August/2010

  2.	  Inazawa J: Molecular pathogenesis of esophageal squamous cell carcinoma. Chilean-Japanese joint meeting for 
screening of digestive tumors and International symposium of advances in medical and surgical treatment of 
colorectal disorders. Clinica Las Condes, Chile.10/August/2010

  3.	 Inazawa J: Integrative genomics and epigenomics for identification of cancer–related genes. Linking systems-biology 
to cancer research. Seoul national university dental hospital. Seoul, Korea. 6/November/2010

【国内特別講演】
  1.	 稲澤譲治：「がんと遺伝疾患のゲノム解析：その分子診断から標的治療へ」．札幌開成高等学校プレ先端科学特論プロ

グラム．北海道医療大学．北海道．2010年1月8日
  2.	 稲澤讓治：「腫瘍病理学特論（がんのゲノム・エピゲノム）」．北陸がんプロフェッショナル養成プログラム．金沢大学．

金沢．2010年7月18日
  3.	 稲澤讓治：「先天異常／精神発達遅滞症の潜在的ゲノムコピー数異常解析」．イルミナ主催セミナー～次世代遺伝子解

析ツールの医療分野への展開～．東京ステーションコンファレンス．東京．2010年9月30日

【主催セミナー】
  1.	 第18回癌ゲノムサイエンス研究会.東京医科歯科大学.2010年2月25日
  2.	 第19回癌ゲノムサイエンス研究会.東京医科歯科大学.2010年6月17日

【国際研究活動】
【研究助成金】

  1.	 稲澤譲治：文部科学省科研費　新学術領域研究「がんの統合的ゲノム・エピゲノム解析と治療標的分子シーズの探索」
代表

  2.	 稲澤譲治：文部科学省科研費　基盤研究A「がんのゲノム・エピゲノム解析に基づく個性診断法の開発」代表
  3.	 稲澤譲治：新エネルギー・産業技術総合開発機構　委託研究費「個別化医療の実現のための技術融合バイオ診断技術

開発/染色体解析技術」代表
  4.	 稲澤譲治：文部科学省　科学技術試験研究委託事業「ゲノム網羅的解析情報を基盤とするオーダーメイドがん医療（胃

がんの個別化医療を目指した新規胃がん関連遺伝子の探索と同定）」代表
  5.	 稲澤譲治：富士写真フィルム株式会社　共同研究費「CGHマイクロアレイシステム実用化研究」代表
  6.	 稲澤譲治：国立精神・神経センター　研究委託費「精神・神経疾患バイオリソース・レポジトリーの構築及び拡充と
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病因病態の解明に関する研究」分担
  7.	 稲澤譲治：厚生労働省科研費「網羅的なゲノム異常解析に基づく多段階発がん過程並びに臨床実態の分子基盤の解明

とその臨床応用に関する研究」分担
  8.	 稲澤譲治：厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服緊急対策研究事業「肝癌早期発見を目的とした分子マーカーおよ

び画像診断システムの開発」分担
  9.	 稲澤譲治：厚生労働省　成育医療研究委託費「周産期医療における先進的診断技術の開発と応用に関する研究」分担
10.	 稲澤譲治：厚生労働科学研究費補助金「未分類疾患の情報集約に関する研究」分担
11.	 稲澤譲治：文部科学省科研費　基盤研究A「難治性消化器癌における転移・再発の分子診断と分子標的治療の開発」

分担
12.	 稲澤譲治：文部科学省科研費　基盤研究C「ゲノム情報と癌遺伝子・癌抑制遺伝子中毒を指標にした食道癌治療標的

遺伝子の探索」分担
13.	 小崎健一：文部科学省科研費　基盤研究C「癌特異的エピゲノム異常を指標とした口腔癌抑制microRNAの網羅的探索」

代表
14.	 井上純：文部科学省科研費　基盤研究B「神経芽腫における腫瘍自然退縮の分子メカニズムの解明」代表

【受賞】
  1.	 小野宏晃：平成22年度大学院生・若手研究者研究発表会で大学院生部門1位(ベストプレゼンテーション賞）受賞
  2. 	本田尚三：平成22年度大学院生・若手研究者研究発表会　大学院生部門2位受賞
  3. 	村松智輝：平成22年度大学院生・若手研究者研究発表会　難治疾患研究賞受賞
  4. 	古田繭子：平成22年度大学院生・若手研究者研究発表会　萌芽賞受賞
  5. 	古田繭子：東京医科歯科大学グローバルCOE（GCOE）スーパースチューデント（SS)研究発表　優秀賞「Excellent 

Award」受賞

【特許申請】
①国内出願 
  1.	 2010.3.3、「癌の検出方法および抑制方法」、稲澤譲治・小崎健一・井本逸勢・古田繭子有井滋樹、富士フィルム株式会

社・国立大学法人東京医科歯科大学、特願2010-046564(P09-034)
  2. 	2010.2.26「食道癌の検出又は予後の予測のための方法及び食道癌抑制剤」、稲澤譲治・井本逸勢・春木茂男、富士フィ

ルム株式会社・国立大学法人東京医科歯科大学、特願2010-041825(P09-053)

 特許取得：2009/3/27特許第4280878号、MASL1癌遺伝子（1999/1/28特許出願平11-20696、特許公開2000-217578）
  1.	 2010.3.12、特許第4473870号、「新規キメラ蛋白質およびこれをコードする遺伝子、並びに、これらの遺伝子と蛋白質

を用いた白血病の判別手段」稲澤譲治・井本逸勢・柚木泰広・今泉益栄、稲澤譲治・株式会社ビーエムエル・井本逸勢・
柚木泰広・今泉益栄

②海外出願 
  1.	「核酸マイクロアレイの異常スポットを検出する方法」、金原秀行・吉田淳哉・氏原大・稲澤譲治・井本逸勢、国立大

学法人東京医科歯科大学・富士写真フィルム株式会社、2010.5.26、外国（米国）、12/787,953 特願2009-128162
  2.	「食道癌の検出方法及び抑制剤」、稲澤譲治・井本逸勢・小松周平・小崎健一・津田均、国立大学法人東京医科歯科大学・

富士写真フィルム株式会社、2010.3.24、外国（米国）、12/730,919、特願2009-073998
  3.	「核酸マイクロアレイの異常スポットを検出する方法」、金原秀行・吉田淳哉・氏原大・稲澤譲治・井本逸勢、国立大

学法人東京医科歯科大学・富士写真フィルム株式会社、2010.5.27、外国（EP）、10164051.4 特願2009-128162
  4.	「核酸マイクロアレイの異常スポットを検出する方法」、金原秀行・吉田淳哉・氏原大・稲澤譲治・井本逸勢、国立大

学法人東京医科歯科大学・富士写真フィルム株式会社、2010.5.27、外国（CN）201010193364.8 特願2009-128162
		

【教育】
稲澤譲治：医学部医学科「生命と遺伝子」
　　　　　歯学部「遺伝病学」
　　　　　保健衛生学科「細胞遺伝学」
　　　　　大学院医歯学総合研究科修士課程「遺伝疾患総論」「生化学」
　　　　　大学院生命情報科学教育部「ゲノム科学特論」「バイオ情報学文献研究」
　　　　　京都府立医科大学大学院「血液病態制御学」
　　　　　名古屋大学大学院医学系研究科「染色体異常と癌」
　　　　　金沢大学「腫瘍病理学特論」
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遺伝子機能医学分野（遺伝生化）
Biochemical Genetics

教　　授　北嶋繁孝
准 教 授　田中裕二郎
助　　教　川内潤也
大学院生　刘　芹，正木久晴，佐々木かおり，
　　　　　本下愛子，小高愛未，三田村潤，大屋沙織，
　　　　　平田　学，宮本大貴，井上　允，宮城知香
卒業研究生　青木真志
特別研究学生　武谷憲二

（１）教育
　医歯学総合研究科、医学部、歯学部、保健衛生学研究科（卒業研究を含む）、医歯学総合大学院修士課程、大学院生命情
報科学修士課程の講義を行った。

（２）研究
　本分野の研究テーマと本年度の成果は以下の通りである。

【概略】
　生命の設計図であるゲノム情報は、最終的な機能実行分子であるタンパク質に翻訳されてはじめてその生物機能が発現さ
れる。この遺伝子発現プロセスの中で、転写反応は第一義的な調節段階である。本分野では、転写制御の共通原理の解明と、
生命の環境応答や疾患の病態発現に関わる遺伝制御を明らかにすることを主要な研究テーマとしている。近年、基本的な転
写に関わる因子が転写症候群と呼ばれる難治疾患に深く関わることが明らかにされており、さらに、遺伝制御が細胞周期制
御、細胞死などの細胞運命や生体の恒常性維持に関与することも明らかである。遺伝子発現機構とそれに関わる制御分子の
研究によって、様々な疾患の病態を分子レベルで理解し、その結果に基づいた新しい治療法や予防法の開発を目指している。

１.　転写制御機構の解明
　真核生物においては、３種類のRNAポリメラーゼ(I, II, III)がそれぞれリボゾーム(r)RNA、メッセンジャー(m)RNA、ト
ランスファー(t)RNAの転写を担う。これらの転写制御メカニズムには共通した部分と相互作用する部分があり、遺伝子発
現と生物機能制御の理解にはより広い視野にたった研究が必須である。本分野では、PolII、PolIの遺伝子制御を中核に基本
的な制御と病態との関連を研究している。

１－１　転写伸長因子エロンガンのRpb1ユビキチンE3リガーゼと転写制御のDual機能は、分離できる生物機能か？
　RNAポリメラーゼII (PolII)転写の活性化や抑制の本体が、開始に引き続くmRNA合成伸長によることが広く認識され、
その制御の重要性が広く認識されている。エロンガンは、ABCの３つのサブユニットからなる３量体であるが、Elongin A
はDNA damageに応答するRNAポリメラーゼII(Rpb1)分解E3リガーゼ活性と転写制御機能との２つの活性を持つ。本年度
においては、両活性がElongin A分子の異なった機能ドメインによるBifunctional因子である結果を得つつある。さらに、我々
がこれまでに作成したElongin A KD 安定HeLa細胞では、DNA damage responseにおいてRpb1分解が起こらないものの、
ストレス応答遺伝子の転写誘導が顕著に障害されていることをしめしていたが、このストレス応答の回復は転写機能により
回復されるものの、E3リガーゼ活性ドメインによってはRescueされないことを見出した。以上より、Elongin Aは、ストレ
ス応答において細胞の生命分子であるRpb1の分解を行うと同時に細胞運命に関わるストレス応答遺伝子(HSP70やATF3、
p21など)の迅速な誘導に関与しsafety deviceとして働いていると言える。

２.　ストレス応答転写因子ATF3の解析
　細胞運命の決定は生体の恒常性維持とその破綻である種々の疾患病態に深く関係している。ATF/CREBファミリーに属
するb-Zip型転写因子ATF3は、種々のストレス刺激によって転写レベルで誘導されるが、多くの場合転写抑制因子として働
く。最近、ATF3がマクロファージやnatural killer cellなどで免疫にかかわるシグナルを負に制御するnegative regulatorで
あることが見出されている。さらに、がんとの関連も数多く示唆されており、ATF3が、ヒト前立腺がんやホジキンReed-
Sternberg細胞で高い発現を示しがん細胞の増殖や転移能を正に制御していること、ATF3の発現がホジキン病診断の
Hallmarkとして有用である。本年度は、ATF3研究について以下の結果を得た。
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２－１　ATF3標的マイクロRNAの探索
  近年その生物機能とくにがんとの関わりが注目されるmicroRNAについて、ATF3が転写制御する標的microRNAの探索を
開始した。複数のmicroRNA promoterにATF3が結合することがクロマチン免疫沈降法によって確認され、ATF3はmRNA
だけでなく、non-coding geneの転写制御も介して、生物機能を発揮することが示唆された(佐々木ら．分子生物学会・生化
学会発表2010)。

２－２　システムバイオロジーによるATF3標的遺伝子の網羅的探索
　ATF3は、細胞の種類やストレス刺激の条件によって細胞死を誘導または抑制するOpposing roleを示す転写因子であるが、
これらの異なったContextにおけるATF3の標的遺伝子は不明である。我々は、ヒト大腸がん細胞においてアルキル化剤であ
るメタンスルホン酸メチル(MMS)によって誘導されるATF3と、前立腺がん細胞で恒常的に発現されているATF3のそれぞ
れの標的遺伝子を網羅的に探索するため、クロマチン免疫沈降法によるプロモーターアレイ解析を行い、ATF3は大腸がん
細胞では約6,000個、前立腺がん細胞では約1,300個のプロモーターに結合し、しかもその多くにATF3以外のストレス制御転
写因子の結合モチーフが存在することを明らかにしている。更に、ATF3ノックダウンとマイクロアレイによる発現プロフ
ァイリングによって、ATF3が直接数百単位の標的遺伝子を活性化または抑制することを明らかにした。特に、ATF3はp53
の既知の標的遺伝子の40％にも及ぶ遺伝子に結合するばかりでなく、MMSによって誘導されたATF3は細胞死関連遺伝子を
選択的に活性化することを示している。

２－３　ストレス応答遺伝子ATF3はCamptothecin（CPT）によるDR5発現を正に制御する
　DNA damage応答のATF3網羅的解析からDR5 (Death receptor5)がATF3結合性標的遺伝子であることが示唆された。本
年度においてヒト大腸がん細胞を用いたATF3とDR5発現制御の解析を進めた。その結果、大腸がん治療薬であるCPT刺激
によるDR5転写誘導にATF3が重要な正の作用を持つことを明らかにした。一方、DR5はTRAILあるいはそのAgonistによる
がん細胞死を誘導し新たな治療として期待されているが、ATF3は、TRAIL療法とりわけTRAIL/CPTの併用療法において
ATF3が重要なバイオマーカーになる可能性がある(武谷ら．分子生物学会・生化学会発表2010)。

３.　新規FRETプローブで細胞内のヒストン修飾酵素活性の動態を見る
　コア・ヒストンは様々な酵素によって生化学的修飾を受けることが知られており、これらの修飾部位に特異的に結合する
アダプター分子や、これと複合体を形成する因子によって遺伝子発現が制御されている。我々は従来、ヒストンH3リジン36 
(K36)を特異的にメチル化する酵素ASH1をクローニングし、Hox遺伝子の発現制御に於ける機能を明らかにして来た。この
ようなクロマチンの高次構造制御は、分化した細胞に於ける安定した遺伝子発現パターンの維持に重要な役割を持っている
と考えられて来たが、一方でK36メチル化を含めヒストン修飾は全て可逆反応であり順反応と逆反応をそれぞれ触媒する酵
素が存在することが知られている。即ち、ヒストン修飾は細胞の中で極めてダイナミックに変化している可能性がある。
ChIP解析などこれまでのクロマチン構造解析法では、このように動的なヒストン修飾の変化を捉えることは難しかった。そ
こで我々は、ヒストン修飾酵素活性を可視化するFRETプローブを新規に開発し、これを用いて細胞一個一個の中でヒスト
ン修飾酵素活性の動きを定量化し、マウス初期発生に於ける非対称性の起源を細胞レベルで同定する試みを行っている（田
中、新学術領域「細胞コミュニティ」、定量分子生物学の会発表2010）。

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Braglia P, Kawauchi J, and Proudfoot NJ. (2011) Co-transcriptional RNA cleavage provides a failsafe termination 
mechanism for yeast RNA polymerase I. Nucleic Acid Res. 39:1439-1448

  2.	 Taketani K et al. (2011) Key role of ATF3 in p53-dependent DR5 induction upon DNA damage of human colon 
cancer cells. Oncogene revised 

  3.	 Gurzov EN et al. (2011) Pancreatic β-cells activate a JunB/ATF3-dependent survival pathway during inflammation. 
Oncogene in press

［学会］
国内学会

  1.	 小高 愛未、川内 潤也、田中 裕二郎、北嶋繁孝: PolIICTD脱リン酸化酵素FCP1の細胞増殖に対する影響.  平成22年12
月、神戸　第33回日本分子生物学会

  2.	 佐々木 かおり、川内 潤也、田中 裕二郎、北嶋 繁孝: 転写因子ATF3によるmicroRNAの発現制御機構.  平成22年12月、
神戸　第33回日本分子生物学会

  3.	 武谷 憲二、本下 愛子、川内 潤也、田中 裕二郎、前原 喜彦、北嶋 繁孝: ストレス応答遺伝子ATF3はCamptothecin
によるDR5発現を正に制御する.  平成22年12月、神戸　第33回日本分子生物学会
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  4.	 正木 久晴 、西田 知弘、逆井 良、北嶋 繁孝、寺岡 弘文: Biological function of DPPA4 in mouse ES cells and human 
iPS cells .  平成22年12月、神戸　第33回日本分子生物学会

  5.	 第429回難研セミナー：Dr.Robert G Roeder （The Rockefeller University）:Function of diverse transcriptional 
coactivators in animal cells．平成22年４月.東京医科歯科大学

  6.	 田中裕二郎：「FRETプローブで細胞内ヒストン修飾酵素活性を見る」平成22年6月、神戸　新学術領域「細胞コミュ
ニティ」第2回班会議

  7.	 田中裕二郎：「細胞内ヒストン修飾酵素活性の定量」平成22年11月、東京　定量生物学の会第3回年会
  8.	 田中裕二郎：「FRETプローブで細胞内ヒストン修飾酵素活性を見る」平成23年1月、福岡　新学術領域「細胞コミュ

ニティ」第3回班会議

国際学会
 なし

［研究助成金］
  1.	 北嶋繁孝（代表）：文部科学省基盤研究（Ｃ）「転写抑制因子ATF3の遺伝子制御と生物機能の解析」
  2.	 北嶋繁孝（代表）：JST産学イノベーション顕在化シーズ研究　「サイクリンD1核移行制御ペプチドによる心筋再生法

の開発」
  3.	 田中裕二郎（代表） : 文部科学省基盤研究（Ｃ）「FRETプローブによるヒストン修飾の時間空間的分析」
  4.	 田中裕二郎（代表）：文部科学省新学術領域研究・細胞コミュニティ「初期胚のヒストン修飾酵素活性をイメージン

グする」
  5.	 川内潤也（代表）：若手研究（Ｂ）「RNAポリメラーゼII転写とリンクするp53制御機構」
  6.	 川内潤也（代表）：第28回持田記念研究助成金「bZip型転写因子ATF3によるマイクロRNA転写制御とがん治療戦略」
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疾患モデル動物解析学分野
Experimental Animal Model for Human Disease

教　　授　金井正美
助　　教　遠藤　衆
　　　　　上村麻実(5月〜)

（１）教育
　講義は実験動物実務者資格講習会と大学院医歯学総合研究科初期研究プログラムの［動物実験の進め方］などを行ってい
る。

（２）研究
1.	前腸内胚葉発生におけるSox17の役割（肝炎モデルマウスの病因解明）
2.	胚体外内胚葉におけるSoxFグループの機能解析
3.	胆管発生のメカニズム（胆管系の特異化に関わるシグナル因子の同定、胆管系発生の進化的な保存性、肝膵胆管系の細

胞系譜の可塑性）

（３）研究業績
[学会]
国内

  1.	 Kyoko Harikae¹, Shogo Matoba¹, Ryuji Hiramatsu¹, Masami Kanai-Azuma², Naoaki Tsunekawa¹, Masamichi 
Kurohmaru¹, Yoshiakira Kanai¹(¹Department of Veterinary Anatomy, The University of Tokyo, ²Center of 
Experimental Animals, Tokyo Medical and Dental University)	SRY-dependent inducibility of SOX9 expression in 
developing mouse ovaries: A sexually bipotential population of granulose cells and its contribution to sexual 
plasticity in ovarian follicles. 43rd Annual Meeting for the Japanese Society of Developmental Biologists, Kyoto, June 
20 -23, 2010. 

  2.	 Mami Uemura¹, Kenshiro Hara², Hiroshi Shitara³, Rie Ishii³, Naoki Tsunekawa¹, Yutarou Miura¹, Toshime Igarashi¹, 
Masamichi Kurohmaru¹, Chouji Taya*³, Hiromichi Yonekawa*³, Masami Kanai-Azuma*⁴, Yoshiakira Kanai*¹.
(Department of Veterinary Anatomy, The University of Tokyo*¹, National Institute for Basic Biology*², The Tokyo 
Metropolitan Institute of Medical Science*³, Center for Experimental Animals, Tokyo Medical and Dental 
University*⁴): Spatiotemporal Specification of Gallbladder/bile duct progenitors in mouse foregut development. 43rd 

Annual Meeting for the Japanese Society of Developmental Biologists, Kyoto, June 20 -23, 2010.
  3.	 Yoshimi Aiyama¹, Asuka Yoneda¹, Kyoko Harikae¹, Mayuko Inagaki¹, Masami kanai-Azuma², Naoki Tsunekawa¹, 

Masamichi Kurohmaru¹, Yoshiakira Kanai¹. (Department of Veterinary Anatomy, The University of Tokyo¹, Center 
for Experimental Animals, Tokyo Medical and Dental University²): Potential roles epididymal ducts in the 
maintenance of mouse spermatogenesis. 43rd Annual Meeting for the Japanese Society of Developmental Biologists, 
Kyoto, June 20 -23, 2010.

  4.	 Tomonori Fujiwara, Takefumi Kofuji, Tatsuya Mishima, Masami Kanai-Azuma and Kimio Akagawa. (Department of 
Cell Physiology, Kyorin University School of Medicine, Radio Isotope Laboratory, Kyorin University School of 
Medicine, Department of Anatomy, Kyorin University School of Medicine.): HPC-1/STX1A and STX1B might have 
distinct roles in neuronal function. 53rd Annual Meeting of the Japanese Society for Neurochemistry, Kobe 
Convention Center, September 2 - 4, 2010

  5.	 金井正美（東京医科歯科大学実験動物センター疾患モデル動物解析学分野）：始原生殖細胞の移動とSox17の関与．第
51回日本組織細胞化学会総会・学術集会、東京、2010年9月4日－5日

  6.	 張替 香生子¹、的場 章悟¹、平松 竜司¹、金井-東 正美²、恒川 直樹¹、九郎丸 正道¹、金井 克晃¹。（¹東大・獣医解剖、²
東京医科歯科大・実験動物センター）：マウス卵巣の支持細胞系譜における性的未分化性・可塑性について．第33回
日本分子生物学会年会/第83回日本生化学会大会 合同大会(BMB2010)、神戸、2010年12月7日－10日

  7.	 佐藤剛¹、相山好美¹、原健士朗³、稲垣麻由子¹、篠村麻衣¹、張替香生子¹、上村麻実¹⁴、恒川直樹¹、宮東昭彦⁵、金井
正美⁴、川上速人⁵、関 真⁶、大畠武二²、九郎丸正道¹、吉田松生³、金井克晃¹（¹東京大学・獣医、²アステラス製薬・
安全研、³基生研・生殖細胞、⁴東京医科歯科大学・実験動物、⁵杏林大学・医学部、⁶兵庫医科大学・医学部）：哺乳類
の性分化、発生過程、性成熟、季節繁殖、冬眠状態でのセルトリ細胞のニッチ能の動態．第33回日本分子生物学会年
会/第83回日本生化学会大会 合同大会(BMB2010)、神戸、2010年12月7日－10日
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  8.	 田代 文¹、金井 正美²、宮崎 竜志¹、宮崎 早月¹、倭 英司¹、宮崎 純一¹。（¹大阪大・医学系研究科・幹細胞制御学、²
東京医科歯科大・実験動物センター）：卵細胞特異的な構造体cytoplasmic latticeの形成に必須な遺伝子Ces5/Ooepの
解析．第33回日本分子生物学会年会/第83回日本生化学会大会 合同大会(BMB2010)、神戸、2010年12月7日－10日

  9.	 金井正美¹、原健士朗²³、上村麻実¹²、金井克晃²（¹東京医科歯科大学・実験動物センター、²東京大学大学院農学生命
科学獣医解剖学、³基礎生物学研究所）：内胚葉の形態形成運動．文部科学省科学研究費補助金 新学術領域研究 「哺乳
類初期発生の細胞のコミュニティー」、公開シンポジウム『個体発生を細胞から理解する ～異分野の融合による新た
な発生生物学の幕開け』、九州大学、2011年1月17日－10日

10.	 金井正美¹、上村麻実¹²、金井克晃²（¹東京医科歯科大学・実験動物センター、²東京大学大学院農学生命科学獣医解剖
学）：内胚葉の形態形成運動とSox17．第116回日本解剖学会総会・全国学術集会、横浜、2011年3月28日－30日

[発表論文]
  1.	 Sox17-dependent gene expression and early heart and gut development in Sox17-deficient mouse embryos. Pfister S, 

Jones VJ, Power M, Truisi GL, Khoo PL, Steiner KA, Kanai-Azuma M, Kanai Y, Tam PP, Loebel DA., Int J Dev 
Biol. 2011 Feb 1. 

  2.	 Proteomic analysis of two types of exosomes in human whole saliva. Ogawa Y, Miura Y, Harazono A, Kanai-Azuma 
M, Akimoto Y, Kawakami H, Yamaguchi T, Toda T, Endo T, Tsubuki M, Yanoshita R., Biol Pharm Bull. 
2011;34(1):13-23.

  3.	 Maternal-effect gene Ces5/Ooep/Moep19/Floped is essential for oocyte cytoplasmic lattice formation and 
embryonic development at the maternal-zygotic stage transition. Tashiro F, Kanai-Azuma M, Miyazaki S, Kato M, 
Tanaka T, Toyoda S, Yamato E, Kawakami H, Miyazaki T, Miyazaki J. Genes Cells, 813-828 , 2010 

  4.	 Expression and function of mouse Sox17 gene in the specification of gallbladder/bile-duct progenitors during early 
foregut morphogenesis. Uemura M, Hara K, Shitara H, Ishii R, Tsunekawa N, Miura Y, Kurohmaru M, Taya C, 
Yonekawa H, Kanai-Azuma M, Kanai Y. Biochem Biophys Res Commun, 357-363, 2010 

[著書]
  1.	 金井正美(訳)：第6章 脂肪組織．『ジュンケイラ組織学　第3版』（Junqueira LC, Carneiro J 著，坂井建雄，川上速人 

監訳）， 東京、丸善出版、pp.117-122、2011年1月

[研究助成金]
基盤研究C; マウス初期内胚葉からその派生組織への分化過程におけるSox17因子の役割
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肝胆膵・総合外科学分野
Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery

教　　授　有井滋樹
准 教 授　田中真二
助　　教　中村典明，入江　工，工藤　篤，野口典男， 
　　　　　伴　大輔
特任助教　馬合木特亜森
　　　　　情報処理センター（科技振）
大学院生　(医員・レジデントを含む)
　　　　　光法雄介，松村　聡，村形綾乃，
　　　　　アディクリスナ  ラマ，吉武健一郎，村松俊輔，
　　　　　岡島千怜，佐藤公太，小川康介，渡辺雄一郎，
　　　　　小倉俊郎，三浦智也，シルアリ・ムハメット，
　　　　　マイヌル・アブドラフマン
レジデント　松永浩子

（１）教育
１）担当科目　肝胆膵及び脾の外科的疾患の病態生理、診断、治療
２）教育方針
　卒前教育　指導医とマンツーマン体制で可能なかぎり実際の症例に即して、外科医としての一般的、基礎的知識、ついで
より実践的知識と段階を追って教育し、さらには上記担当科目に関する知識を習得させる。同時に、患者との接し方、病気
告知の問題など具体的事例に即して医師の在り方、モラルを身につけるべく指導する。外科の基本的手技については卒後教
育にその主体を委ねることになるが、総合診断実習、BSLを通じて実技に関する興味を喚起したい。
　卒後教育　関連病院との連携のもと高い水準の診察能力を有する外科医を育成することが最大の目的であるが、この若い
時期に国際的競争力のある専門医、外科研究者に飛躍できるような意欲を賦与したい。

（２）研究
　外科臨床上の未解決で重要な問題に対して、基礎的なアプローチも駆使して肝胆膵領域疾患の新しい、有益な診断、治療
法の開発を目指す。具体的なプロジェクトは以下のとおりである。
１）肝胆膵悪性腫瘍の発生、浸潤、転移に関する分子生物学的研究
２）肝胆膵悪性腫瘍に対する分子標的治療の開発
３）癌幹細胞に関する研究
４）肝切除適応拡大に関する研究
５）肝微小循環に関する研究
６）肝胆膵外科への鏡視下手術手技に関する研究
７）肝保存法の改良

（３）臨床
　肝胆膵脾領域の外科的疾患が診療対象であるが、とくに悪性腫瘍に対する手術治療、そしてこれを軸とする集学的治療が
中心である。大学の使命として、高度進行癌、難治性癌にも積極的に取り組む。また生体肝移植も末期肝疾患患者に対する
治療の重要なOptionとして積極的に行う。さらには低侵襲治療として鏡視下手術も発展させる。
　2010年の肝胆膵悪性腫瘍切除症例数は190例であり、国内トップクラスのhigh volume施設である。

（４）論文発表
[原著]

  1.	 Tanaka S,  Mogushi K, Yasen M, Noguchi N, Kudo A, Nakamura N, Ito K, Miki Y, Inazawa J, Tanaka H, Arii S. 
Gene expression phenotypes for vascular invasiveness of hepatocellular carcinomas.  Surgery  147:405-414, 2010.

  2.	 Aihara A, Tanaka S, Yasen M, Matsumura S, Mitsunori Y, Murakata A, Noguchi N, Kudo A, Nakamura N, Ito K, 
Arii S The selective Aurora B kinase inhibitor AZD 1152 as a novel treatment for hepatocellular carcinoma. J 
Hepatology  52:63-71  2010.

  3.	 Furuta M, Kozaki KI, Tanaka S, Arii S, Imoto I, Inazawa J. miR-124 and miR-203 are epigenetically silenced tumor-
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supppressive microRNAs in hepatocellular carcinoma. Carcinogenesis  31:766-776, 2010.
  4.	 Nakanishi K, Tsujimura T, Nishigami T, Kudo A, Arii S, Nishiguchi S.  Crucial role of impaired Kupffer cell 

phagocytosis on the decreased Sonazoid-enhanced echogenicity in a liver of a nonalchohollic steatohepatitis rat 
model. Hepatol Res 40; 823-831,2010.

  5.	 Tsuji K, Yasui K, Gen Y, Endo M, Dohi O, Zen K, Mitsuyoshi H, Minami M, Itoh Y, Taniwaki M, Tanaka S, Arii S, 
Okanoue T, Yoshikawa T.  PEG 10 is a probable target for the amplification at 7q21 detected in hepatocellular 
carcinoma. Cancer Cancer Genet Cytogenet 198;118-125, 2010.

  6.	 Takayasu K, Arii S, Ikai I, Kudo M, Matsuyama Y, Kojiro M, Makuuchi M; Liver Cancer Study Group of Japan 
Overall survival after transarterial lipiodol infusion  chemotherapy with or without embolization for unresectable 
hepatocellular carcinoma ; Propensity Score Analysis. Am J Roentgenol 194:830-837, 2010.

  7.	 Uchida U, Tanaka S, Aihara A, Adikrisna R, Yoshitake K, Matsumura S, Mitsunori Y, Murakata A, Noguchi N, Irie 
K, Kudo A, Nakamura N, Lai PB, Arii S.  Analogy between sphere forming ability and stemness of human 
hepatoma cells.  Oncology Reports  24:1147-51, 2010.

  8.	 Sui S, Kudo A, Suematsu M, Tanaka S, Nakamura N, Ito K, Arii S.  Preservation solutions alter mrp2-dependent bile 
flow in cold ischemic rat livers. Journal of Surgical Research  159(1):572-581, 2010.

  9.	 Yoshikawa S, Iijima H, Saito M, Tanaka H, Imanishi H, Yoshimoto N, Yoshimoto T, Futatsugi-Yumikura S, 
Nakanishi K, Tsujimura T, Nishigami T, Kudo A, Arii S, Nishiguchi S. Crucial role of impaired Kupffer cell 
phagocytosis on the decreased Sonazoid-enhanced echogenicity in a liver of a nonalchoholic steatohepatitis rat 
model. Hepatol Res 40(8):823-31, 2010.

10.	 Ban D, Shimada K, Sekine S, Sakamoto Y, Kosuge T, Kanai Y, Hiraoka N. Pancreatic ducts as an important route of 
tumor extension for acinar cell carcinoma of the pancreas. Am J Surg Pathol　34(7):1025-36, 2010.

11.	 工藤正俊, 有井滋樹, 猪飼伊和夫, 小俣政男, 神代正道, 坂元亨宇, 高安賢一, 林紀夫, 幕内雅敏, 松山裕, 門田守人  第18回
全国原発性肝癌追跡調査報告(2004～2005)(日本肝癌研究会追跡調査委員会) 肝臓51(8): 460-484, 2010.

[総説・その他]
  1.	 Tanaka S, Arii S. Medical treatments; in association or alone, their role and their future perspectives:Novel 

molecular targeted therapy for hepatocellular carcinoma.　J Hepatobiliary Pancreat Sciences  17:413-419, 2010.
  2.	 Arii S. Molecularly targeted therapy for hepatocellular carcinoma from the basic and clinical aspects. Int J Clin 

Oncol  15:234, 2010.
  3.	 Tanaka S, Arii S. Current status of molecularly targeted therapy for hepatocellular carcinoma.: basic science. Int J 

Clin Oncol 15: 235-241, 2010.
  4.	 Arii S, Sata M, Sakamoto M, Shimada M, Kumada T, Shiina S, Yamashita T, Kokudo N, TanakaM, Takayama T, 

Kudo M. Management of hepatocellular carcinoma: Report of Consensus Meeting in the 45th Annual Meeting of the 
Japan Society of Hepatology. Hepatol Res. 40:667-685, 2010.

  5.	 Arii S, Tanaka S, Mitsunori Y, Nakamura N, Kudo A, Noguchi N, Irie T. Surgical strategies for hepatocellular 
carcinoma witj special reference to anatomical hepatic resection and intraopewrative contrast-enhanced 
ultrasonography  Oncology 78(suppl 1): 125-130, 2010.

  6.	 有井滋樹. 肝細胞癌と肝移植―総評と総括と未来展望　ｐ78　第５回伊豆肝臓カンファランス記録　肝細胞癌/B型肝
炎と肝移植（編集　市田隆文）アークメディア　2010.

  7.	 田中真二, 有井滋樹. 現行の肝癌診療ガイドラインと分子標的治療を解釈する　肝胆膵　60: 285-291, 2010.
  8.	 野口典男, 有井滋樹.　肝門部胆管癌に対する術式の工夫　肝右葉切除＋門脈再建法　手術　64: 297-302, 2010.
  9.	 工藤篤, 有井滋樹. Indocyanine Green (ICG)の見方　肝疾患における血液生化学検査、肝炎、ウイルスﾏｰｶｰ、腫瘍マー

カーの見方　肝胆膵　60：603－611、2010.
10.	 有井滋樹, 森安史典, 工藤正俊, 廣岡芳樹.　座談会　造影超音波は臨床を変えるか（司会　有井滋樹）　肝胆膵60：479

－499、2010.
11.	 光法雄介, 入江工, 野口典男, 工藤篤, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹.　術中造影超音波による肝腫瘍の進展度診断　肝胆

膵　60: 417-426, 2010.
12.	 有井滋樹. 下大静脈再建に愛用の手術器具・材料　臨床外科　65:613-617, 2010.
13.	 有井滋樹. がん治療ガイドラインの検証　肝癌　癌と化学療法　37:604-608, 2010.
14.	 田中真二, 有井滋樹.　癌転移遺伝子の同定と分子標的治療の開発　分子細胞治療フロンティア（編集　外科分子細胞

治療研究会）pp105-111, 2010.
15.	 中村典明, 有井滋樹. 急性胆管炎　消化器外科4　臨時増刊号33；758－759, 2010.
16.	 中村典明, 有井滋樹. 熱凝固止血機器　手術機器の使い方―基本と応用―　手術（臨時増刊号）　64：745－749, 2010.
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17.	 光法雄介, 田中真二, 有井滋樹. 肝切除における術中造影超音波の有用性　手術　64：1289－1300, 2010.
18.	 野口典男, 有井滋樹. 門脈圧亢進症とNO/Endothelin　肝胆膵　61: 175-180, 2010.
19.	 有井滋樹. 肝癌外科治療のポイント　CLINICIAN 57( NO. 591) 801-806, 2010.
20.	 特別座談会　工藤正俊（司会），池田公史, 古瀬純司, 沖田極, 有井滋樹. 肝細胞癌の分子標的治療　肝細胞癌の分子標

的治療　アークメディア（編集　工藤正俊）　pp9－31, 2010.　　　
21.	 中村典明, 有井滋樹, 小西美ゆき.　膵臓癌　人体の構造と機能からみた病態生理　ビジュアルマップ２　消化器疾患

（編集　佐藤千史　井上智子）医学書院　pp119-125, 2010.
22.	 有井滋樹. 肝癌に対するリンパ節郭清　消化器外科　33: 1955-1962, 2010.
23.	 田中真二, 有井滋樹. 肝細胞癌の再発とAurora B  細胞  42(5) 220-40-43, 2010.
24.	 田中真二, 有井滋樹. 連載講座「分子標的治療薬」Sorafenib Biotherapy 24(2):166-171, 2010.
25.	 田中真二, 有井滋樹. 消化器癌とギャップ結合・コネキシンSurgery Frontier 17 (2):155-157, 2010.
26.	 田中真二, 有井滋樹.  特集／消化器癌・悪性腫瘍の分子標的治療薬を用いた薬物療法 肝細胞癌に対する分子標的治療

薬と治療の実際  消化器の臨床　13(5): 547-554, 2010.
27.	 田中真二, 有井滋樹.  肝癌分子標的治療のトランスレーショナル・リサーチ 癌と化学療法  37(10);1874-1878, 2010.
28.	 田中真二.  Readerʼs Indigestion  肝臓 51(2): 95 , 2010.
29.	 宮崎勝, 多田稔, 田中真二, 伊地知秀明.  座談会「膵癌の増殖・進展に関わるシグナル経路研究と臨床展開」肝胆膵 

61(1):107-118, 2010. 
30.	 中村典明, 有井滋樹.　【必読　最新の肝切除(その1)】 肝外科解剖のABCと最近の話題　外科(0016-593X)72(4) :348-355, 

2010
31.	 田中真二, 村形綾乃, 茂櫛 薫, 藍原有弘, 光法雄介, 松村 聡, Rama Adikrisna, 吉武雄一郎, 村松俊輔, 岡島千怜, 佐藤公太,

小川康介, 渡辺雄一郎, 伴 大輔, 野口典男, 入江 工, 工藤 篤, 中村典明, Mahmut Yasen, 稲澤譲治, 田中　博, 有井滋樹.  
遺伝子解析による悪性度診断　第16回肝血流動態イメージ研究会 シンポジウム記録集・肝細胞癌多段階発癌の診断・
慢性肝炎、異型結節、早期肝癌、進行肝癌の個別化治療に向けて（監修・坂元亨宇）p99-104, 2010.

32.	 伴大輔,有井滋樹. 【手術偶発症を減らす手技の工夫】 肝切除 手術　64： 1627-1635, 2010.
33.	 工藤篤, 明石恵子.　胆嚢炎　胆石症　人体の構造と機能からみた病態生理　ビジュアルマップ２　消化器疾患（編集  

佐藤千史　井上智子）医学書院　pp119-125, 2010.

[症例報告]
  1.	 Sugiyama T, Kouyama R, Tani Y, Izumiyama H, Akashi T, Kishimoto S, Arii S, Hirata Y Giant malignant insulinoma 

which developed from a nonfunctioning pancreatic tumor over a long period of time.  Internal Medicine 
49:1573-1579, 2010.

  2.	 Ochiai T, Igri K, Kumagai Y, Iida M, Yamazaki S. Education and imaging. Gastrointestinal: massive portal venous 
gas and pneumatosis intestinalis. J Gastroenterol Hepatol 25(6):1178,2010.

  3.	 Ban D, Sakamoto Y, Shimada K, Kosuge T, Sekine S, Taniguchi H. Erythropoietin production caused by metastatic 
colon cancer. Int J Colorectal Dis 25(3):405,2010.

  4.	 佐藤公太, 工藤篤, 小川康介, 岡島千怜, 入江工, 野口典男, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹, 小林宏寿, 杉原健一, 江石義信. 
肝細胞癌の術前診断にて切除したneuroendocrine carcinoma肝転移の１例.　Liver Cancer 16: 66-73, 2010.

  5.	 小川康介, 中村典明, 渡辺雄一郎, 村形綾乃, 伴大輔, 入江工, 野口典男, 工藤篤, 田中真二, 小尾俊太郎, 有井滋樹. ＩＦＮ
―α/5FU併用動注化学療法後に外科的切除を施行した1例.　Liver Cancer 16:109-116, 2010.

  6.	 杉山美帆, 山口実菜, 飯降直男, 三原正朋, 杉山徹, 泉山肇, 吉本貴宣, 廣岡信一, 有井滋樹, 平田結喜緒. 腹部血管造影検査
中に高血圧が誘発されて発見されたパラガングリオーマの一例. 血圧(1340-4598)17(9):792-796, 2010.

（５）学会発表
  1.	 Ochiai T, Igari K, Kumagai Y, Iida M, Matsumoto A, Kumada Y, Shinohara Kazuak, Yamazaki S. TREATMENT 

STARATEGY OF BLUNT HEPATIC TRAUMA: EXPERIENCE FROM A SINGLE CRITICAL CARE AND 
TRAUMA CENTER IN JAPAN.5th Annual Academic Surgical Congress, San Antonio, Texas, 2010.2.5.

  2.	 Tanaka S, Mogushi K, Mahmut Y, Noguchi N, Irie T, Kudo A, Nakamura N, Inazawa J, Tanaka H, Arii S. Gene 
expression signature of the non-cancerous liver tissue associated with the early recurrence of hepatocellular 
carcinoma. 101st AACR Annual Meeting 2010. Washington,DC, America, 2010.4.19. (Poster presentation)

  3.	 Takamatsu S. A case report of the carcinoma in adenoma of the intrahepatic bile duct. 9th AAWorld Congress of 
International Hepato-Pancreato-biliary association 2010. Buenos Aires, Argentina, 2010.4.21. (Poster presentation)

  4.	 Ochiai T, Ohta S, Tsukamoto K, Yagi M, Igari K, Aihara A, Kumgai Y, Iida M, Yamazaki S.  A new method of 
intraoperative endoscopy for small intestinal bleeding. Asian pacific digestive week 2010, Kuala Lumpur, 
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Malaysia,2010.9.20
  5.	 Ochiai T, Igari K, Nishizawa M, Kumagai Y, Iida M, Yamazaki S. A case report of massive portal venous gas and 

pneumatosis intestinalis. Asian pacific digestive week 2010, Kuala Lumpur, Malaysia,2010.9.21
  6.	 Ochiai T, Igari K, Nishizawa M, Yagi M, Kumagai Y, Iida M, Yamazaki S. Is chemoradiotherapy effective in 

invasive intraductal papillary mucinous neoplasm (IPMN)? – a case report of invasive IPMN – . Asian pacific 
digestive week 2010, Kuala Lumpur, Malaysia,2010.9.21

  7.	 Ochiai T, Yagi M, Igari K, Ito H, Aihara A, Kumagai Y, Iida M, Odajima H, Yamazaki S. Heterotopic pancreas 
presenting as tumor of Vater papilla. Asian pacific digestive week 2010, Kuala Lumpur, Malaysia,2010.9.21

  8.	 Ochiai T, Igari K, Furuyama T, Kasai R, Kumagai Y, Ohta K, Iida M, Yamazaki S. A case report of aggressive 
treatment for transverse colon carcinoma with metachronous liver and spleen metastases. Asian pacific digestive 
week 2010, Kuala Lumpur, Malaysia,2010.9.22

  9.	 Ochiai T, Masuda T, Igari K, Ito H, Aihara A, Kumagai Y, Iida M, Odajima H, Yamazaki S. Curative resection of a 
huge malignant pancreatic endocrine tumor.  - achieved by pancreatoduodenectomy with portal and superior 
mesenteric vein resection and reconstruction using the right ovarian vein -. Asian pacific digestive week 2010, 
Kuala Lumpur, Malaysia,2010.9.22

10.	 Arii S and Mitsunori Y. Utility and standardization of contrast-enhanced intraoperative ultrasonography for liver 
surgery. 12th International Symposium on ultrasound contrast imaging, 2nd Asian Conference on ultrasound contrast 
imaging, 2010.12.11.

11.	 藍原有弘, 田中真二, Mahmut Yasen, 茂櫛　薫, 佐藤公太, アディクリスナ ラマ, 岡島千怜, 村松俊輔, 吉武健一郎, 松村 
聡, 光法雄介, 村形綾乃, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 井本逸勢, 稲澤譲治, 三木義男, 田中　博, 有井滋樹. 肝癌新規分
子標的としてのAurora kinase Bの解析. 第1回日本肝がん分子標的治療研究会,兵庫,2010.1.16.

12.	 工藤　篤, 泉山　肇, 平田結喜緒, 有井滋樹. 局在診断に難渋した多発インスリノーマ. 第5回NET Work Japan,兵庫, 
2010.1.30.

13.	 光法雄介, 田中真二, 伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 有井滋樹. 術中造影超音波による肝細胞癌の腫
瘍血管像の分類と多段階進展の診断. 第16回肝血流動態イメージ研究会,兵庫,2010.1.30.

14.	 渡辺雄一郎, 野口典男, 小川康介, 佐藤公太, 村形綾乃, 伴　大輔, 入江　工, 工藤　篤, 中村典明, 田中真二, 山田哲夫, 河
内　洋, 北川　昌彦, 山田昌彦, 森安史典, 有井滋樹. 胆嚢胞腺癌の一例. 第52回日本消化器画像診断研究会,東京
,2010.2.13.

15.	 古川聡一, 渡辺雄一郎, 小川康介, 村形綾乃, 伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹. 
FOLFOX施行後Blue Liverを呈した、大腸癌肝転移の一切除例. 第816回外科集談会,東京,2010.3.13.

16.	 落合高徳, 八木雅幸, 塚本可奈子, 古山貴基, 増田大機, 河西玲央, 伊藤浩光, 猪狩公宏, 藍原有弘, 熊谷洋一, 飯田道夫, 松
本昭憲, 熊田芳文, 篠原一彰, 山崎　繁. 鈍的肝損傷170例におけるnon-operative managementの検討. 第46回日本腹部救
急医学会,富山,2010.3.19

17.	 落合高徳, 八木雅幸, 塚本可奈子, 古山貴基, 増田大機, 河西玲央, 伊藤浩光, 猪狩公宏, 藍原有弘, 熊谷洋一, 飯田道夫, 山
崎　繁. 多発小腸潰瘍出血にて治療に難渋した1例. 第46回日本腹部救急医学会,富山,2010.3.19

18.	 有井滋樹. 肝細胞癌の治療方針の変換と展望. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.8.(シンポジウム)
19.	 田中真二, 藍原有弘, 野口典男, 入江　工, 工藤　篤, 中村典明, 有井滋樹. 外科臨床に基づいた難治性消化器癌の分子標

的治療の開発. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.8.(パネルディスカッション)
20.	 村形綾乃, 田中真二, 茂櫛　薫, Mahmut Yasen, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 田中　博, 有井滋樹. 肝細胞癌

肉眼形態における遺伝子発現パターンの相違とその臨床的意義. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.8.(サ
ージカルフォーラム)

21.	 吉武  健一郎, 田中真二, 茂櫛　薫, アディクリスナ ラマ, 村松俊輔, 松村　聡, 光法雄介, 村形綾乃, 入江　工, 野口典男, 
工藤 篤, 中村典明, 田中　博, 有井滋樹. 肝細胞癌の新たなバイオマーカーImportin α1の解析. 第110回日本外科学会定
期学術集会,名古屋,2010.4.8.(サージカルフォーラム)

22.	 松村　聡, 井本逸勢, 小崎健一, 稲澤譲治, 有井滋樹. 肝細胞癌においてDNA過剰メチル化で制御されているがん抑制遺
伝子の統合的アレイ. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.8.(サージカルフォーラム)

23.	 藍原有弘, 田中真二, Mahmut Yasen, アディクリスナ　ラマ, 岡島千怜, 村松俊輔, 吉武　健一郎, 松村　聡, 光法雄介, 
村形綾乃, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 山崎　繁, 有井滋樹. 難治性肝細胞癌の分子標的Aurora kinase B の
同定と選択的阻害剤を用いた前臨床試験. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.8.(ワークショップ)

24.	 光法雄介, 中村典明, 工藤　篤, 入江　工, 野口典男, 小川康介, 佐藤公太, アディクリスナ　ラマ, 岡島千怜, 村松俊輔, 吉
武　健一郎, 松村　聡, 光法雄介, 村形綾乃, 田中真二, 有井滋樹. 肝切除術における術中造影超音波による手術支援. 第
110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.8.(ビデオワークショップ)

25.	 入江　工, 中村典明, 工藤　篤, 野口典男, 小川康介, 佐藤公太, 岡島千怜, 田中真二, 有井滋樹. 肝硬変合併肝細胞癌に対
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する脾摘併施肝切除の有効性について. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.9.(サージカルフォーラム)
26.	 野口典男, 田中真二, 小川康介, 佐藤公太, 岡島千怜, 入江　工, 工藤　篤, 中村典明, 有井滋樹. 門脈侵襲陽性肝細胞癌症

例の予後解析・遺伝子解析から見た治療戦略の検討. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.10.(一般口演)
27.	 伴　大輔, 島田和明, 奈良 聡, 山本有祐, 江崎　稔, 阪本良弘, 小菅智男. 膵体尾部切除後膵断端の選択的ドレナージ法の

有用性. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.10.(一般口演)
28.	 Muhammad Shireli, Mahmut Yasen, 茂櫛　薫, Abdurahman Maynur,Obulhasim Gulanbar, 田中真二, 有井滋樹. 肝癌

において高血清AFP 値と関連する遺伝子の発現解析. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.10.(一般口演)
29.	 中村典明, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 田中真二, 有井滋樹. 再発性膵癌における再発形式に基づいた集学的治療の重

要性. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.10.(一般口演)
30.	 工藤　篤, 入江　工, 野口典男, 中村典明, 田中真二, 泉山　肇, 平田結喜緒, 熊谷二朗, 江石義信, 有井滋樹. 神経内分泌腫

瘍の自件例の統括とWHO分類の問題点. 第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.10. (パネルディスカッショ
ン)

31.	 田中弘教, 飯島尋子, 西口修平, 和氣健一郎, 市野瀬志津子, 工藤　篤, 石井昭生, 高嶋智之, 坂井良之, 會澤信弘, 山本晃久, 
池田直人, 岩田恵典, 榎本平之, 齊藤正紀, 今西宏安, 下村莊治, 有井滋樹. Kupffer細胞の形態からみたNASH発症の要因. 
第96回日本消化器病学会総会,新潟,2010.4.22.(口演)

32.	 伊東浩次, 平沼 進, 倉持純一, 薄井信介, 松本日洋, 滝口典聡, 田沢潤一, 有井滋樹. Gd-EOB-DTPA造影MRIの肝細胞相で
高信号を呈した肝細胞癌の1例. 第96回日本消化器病学会総会,新潟,2010.4.24.(ポスター)

33.	 Gulanbar Obulhasim, Mahmut Yasen, 梶野一徳, 阿部雅明, 増岡周二, 田中真二, 水島 洋, 有井 滋樹, 樋野 興夫. メタボ
リックシンドローム背景肝発癌過程におけるdbpA遺伝子の発現、メチル化異常の検討.第99日本病理学会,東京, 
2010.4.28.

34.	  Mahmut Yasen, 水島 洋, 茂櫛 薫, Gulanbar Obulhasim, 田中真二, 有井滋樹, 田中 博,. マイクロアレイ解析により肝癌
再発、悪性度診断分子マーカーの構築と同定.第99日本病理学会,東京,2010.4.28.

35.	 伴大輔 ,島田和明, 阪本良弘, 関根茂樹, 金井弥栄, 平岡伸介. 膵腺房細胞癌進展における主膵管の役割. 第99日本病理学
会,東京,2010.4.29.

36.	 小川康介, 中村典明, 渡辺雄一郎, 村形綾乃, 伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 田中真二, 有井滋樹, 小尾俊太郎. 
多発巨大肝細胞癌に対して肝動注および外科切除を施行した1例. 第41回肝癌症例検討会,東京,2010.5.15.

37.	 渡辺雄一郎, 野口典男, 小川康介, 村形綾乃, 伴　大輔, 入江　工, 工藤　篤, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹, 鈴木志保, 河
内洋, 北川　昌伸.　肝原発solitary fibrous tumorの1切除例. 第309回日本消化器病学会関東支部例会,東京,2010.5.22.

38.	 野口典男, 渡辺雄一郎, 小川康介, 佐藤公太, 伴　大輔, 入江　工, 工藤　篤, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹. より簡便・確
実な膵空腸吻合法；膵管空腸粘膜吻合と膵実質―空腸漿膜筋層マットレス縫合法. 第22回日本肝胆膵外科学会・学術
集会,仙台,2010.5.26. (ビデオポスター)

39.	 入江　工, 中村典明, 渡辺雄一郎, 小川康介, 佐藤公太, 伴　大輔, 野口典男, 工藤　篤, 田中真二, 有井滋樹. 肝硬変併存肝
細胞癌の肝切除術における脾摘の効果と再発治療について. 第22回日本肝胆膵外科学会・学術集会,仙台,2010.5.26. (ポ
スター要望演題)

40.	 藍原有弘, 八木雅幸, 塚本可奈子, 増田大機, 古山貴基, 太田俊介, 猪狩公宏, 伊藤浩光, 落合高徳, 熊谷洋一, 飯田道夫, 小
松宣夫, 小林弘子, 山崎繁. 膵頭十二指腸切除後、胃十二指腸動脈仮性動脈瘤穿破に対しcovered stentを用いた止血が
有効であった一例. 第22回日本肝胆膵外科学会・学術集会,仙台,2010.5.26.

41.	 田中真二, 藍原有弘, 伴 大輔, 野口典男, 入江 工, 工藤 篤, 中村典明, 有井滋樹. 肝胆膵癌の分子標的治療 肝癌臨床検体
のオミックス解析を基盤とする分子標的の同定と前臨床試験への展開. 第22回日本肝胆膵外科学会・学術集会,仙台, 
2010.5.27. (ミニシンポジウム)

42.	 中村典明, 入江　工, 伴　大輔, 野口典男, 工藤　篤, 田中真二, 有井滋樹. 当科における早期膵癌の診療経験. 第22回日本
肝胆膵外科学会・学術集会,仙台,2010.5.27. (ミニシンポジウム)

43.	 工藤　篤, 入江　工, 野口典男, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹. 神経内分泌腫瘍肝転移の治療指針～自験例30症例の検討. 
第22回日本肝胆膵外科学会・学術集会,仙台,2010.5.27. (ミニシンポジウムEX)

44.	 落合高徳, 飯田道夫, 増田大機, 八木雅幸, 塚本可奈子, 古山貴基, 太田俊介, 伊藤浩光, 猪狩公宏, 藍原有弘, 熊谷洋一, 山
崎 繁. 巨大膵内分泌腫瘍に対して膵頭十二指腸門脈合併切除、右卵巣静脈グラフト再建術を施行した1例. 第22回日本
肝胆膵外科学会・学術集会,仙台,2010.5.27.

45.	 落合高徳, 藍原有弘, 伊藤浩光, 八木雅幸, 塚本可奈子, 古山貴基, 増田大機, 太田俊介, 猪狩公宏, 熊谷洋一, 飯田道夫, 山
崎 繁. IIIb型重症肝損傷に対する左肝切除術, 第22回日本肝胆膵外科学会・学術集会,仙台,2010.5.28.

46.	 伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹. 中央2区域切除＋左肝静脈再建. 第22回日本肝
胆膵外科学会・学術集会,仙台,2010.5.28. (ビデオポスター)

47.	 工藤　篤, 野口典男, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹. 生体内異物解毒機構はNASHの重症度を決定する. 第46回日本肝臓
学会総会,山形, 2010.5.27. (ポスター)
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48.	 光法雄介, 田中真二, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 有井滋樹. 術中造影超音波による肝細胞癌の腫瘍血管の
分類と悪性度診断への応用. 第46回日本肝臓学会総会,山形, 2010.5.27. (ポスター)

49.	 Mahmut Yasen, 水島　洋, 茂櫛　薫, Obulhasim Gulanbar, 田中真二, 有井滋樹, 田中　博. 遺伝子発現解析に基づいて
肝癌脈管浸潤関連遺伝子の探索と同定. 第46回日本肝臓学会総会,山形, 2010.5.27. (ポスター)

50.	 辻　和宏, 安居幸一郎, 遠藤美生, 光吉博則, 伊藤義人, 田中真二, 有井滋樹, 吉川敏一. EGF 受容体シグナル伝達を阻害
するMIG6 の肝細胞癌における欠失と発現低下. 第46回日本肝臓学会総会,山形, 2010.5.27. (口演)

51.	 茂櫛　薫, 田中真二, Mahmut Yasen, 野口典男, 入江　工, 工藤　篤, 中村典明, 稲澤譲治, 田中　博, 有井滋樹. 肝細胞癌
の早期再発を予測する非癌部遺伝子発現プロファイル. 第46回日本肝臓学会総会,山形, 2010.5.27. (口演)

52.	 Obulhasim Gulanbar, Mahmut Yasen, 梶野一徳, 阿部雅明, 田中真二, 水島　洋, 田中　博, 有井滋樹, 桶野興夫. 非ウイ
ルス背景肝癌におけるdbpA 遺伝子のゲノム, エピゲノム異常とその意義. 第46回日本肝臓学会総会,山形, 2010.5.27. (ポ
スター)

53.	 田中真二, 村形綾乃, 有井滋樹. 外科臨床に基づく肝癌分子標的の解析と臨床展開. 第46回日本肝臓学会総会,山形, 
2010.5.28. (シンポジウム)

54.	 松村　聡, 井本逸勢, 稲澤譲治, 有井滋樹. 統合的アレイ解析によるDNA 過剰メチル化を指標とした肝細胞癌の新規が
ん抑制遺伝子の探索. 第46回日本肝臓学会総会,山形, 2010.5.28. (口演)

55.	 吉武健一郎, 田中真二, 茂櫛　薫, アディクリスナ　ラマ, 岡島千怜, 村松俊輔, 松村　聡, 光法雄介, 村形綾乃, 伴　大輔,
入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 田中　博, 有井滋樹. 肝細胞癌の新たなバイオマーカーImportin α1の解析. 第
46回日本肝臓学会総会,山形, 2010.5.28. (口演)

56.	 飯島尋子, 工藤　篤, 吉本直喜, 有井滋樹, 市野瀬志津子, 和氣健二郎, 田中弘教, 西口修平. NASHにおける肝実質染影低
下の要因　NASHモデルラットのKupffer細胞の形態の検討. 日本超音波医学会第83回学術集会,京都, 2010.5.29.

57.	 光法雄介, 田中真二, 伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 有井滋樹. 肝細胞癌に対する術中造影超音波を
用いた血流診断の有用性.日本超音波医学会第83回学術集会,京都, 2010.5.30. (シンポジウム)

58.	 飯島尋子, 脇 英彦, 佐々木俊一, 田中弘教, 工藤 篤, 有井滋樹, 市野瀬志津子, 西口修平, 和氣健二郎. 肝腫瘍の超音波診断
基準の検証 ペルフルオロブタンマイクロバブルによる肝臓造影時相の定義. 日本超音波医学会第83回学術集会,京都, 
2010.5.31.

59.	 落合高徳, 八木雅幸, 古山貴基, 塚本可奈子, 太田俊介, 猪狩公宏, 伊藤浩光, 藍原有弘, 熊谷洋一, 飯田道夫, 小田島肇, 山
崎 繁. 病理診断にて主膵管断端に悪性細胞を認めた膵管内乳頭粘液性腫瘍由来膵管癌の1例. 第35回日本外科系連合学
会学術集会,千葉,2010.6.17.(一般演題ポスター)

60.	 落合高徳, 八木雅幸, 古山貴基, 塚本可奈子, 太田俊介, 猪狩公宏, 伊藤浩光, 藍原有弘, 熊谷洋一, 飯田道夫, 太田一寿, 山
崎 繁. 4回の手術と化学療法により、初回手術より4年を経過した横行結腸癌の1例. 第35回日本外科系連合学会学術集
会,千葉,2010.6.17.(一般演題ポスター)

61.	 落合高徳, 八木雅幸, 古山貴基, 塚本可奈子, 太田俊介, 猪狩公宏, 伊藤浩光, 藍原有弘, 熊谷洋一, 飯田道夫, 山崎 繁. 肝動
脈塞栓術が著効したIIIb型肝損傷の1例. 第35回日本外科系連合学会学術集会,千葉,2010.6.17.(一般演題ポスター)

62.	 田中弘教, 飯島尋子, 東浦晶子, 會澤信弘, 榎本平之, 下村莊治, 西上隆之, 藤元治朗, 小崎正博, 西口修平, 有井滋樹. 造影
超音波検査を用いた分子標的薬の早期治療効果予測の試み. 第2回日本肝がん分子標的治療研究会,東京,2010.6.19.

63.	 田中真二 .中空マイクロカプセル化細胞を用いた抗癌剤プロドラッグの局所活性化治療. 第14回日本がん分子標的治療
学会　学術集会,東京,2010.7.8.

64.	 小尾俊太郎, 佐藤新平, 佐藤隆久, 元山天祐, 伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹. 難
治がんに挑む−長期予後改善を目指した内科と外科のコラボレーション−.第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.8.

65.	 中村典明, 入江　工, 伴　大輔, 野口典男, 工藤　篤, 田中真二, 有井滋樹. 超高齢者（80 才以上）肝細胞癌に対する肝切
除の検討. 第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.8.(ポスター)

66.	 入江　工, 中村典明, 渡辺雄一郎, 小川康介, 村形綾乃, 伴　大輔, 野口典男, 工藤　篤, 田中真二, 有井滋樹. 術後早期に広
汎な肝転移と腹膜播種再発を来たした肝細胞癌の1例. 第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.8.(ポスター)

67.	 野口典男, 田中真二, 渡辺雄一郎, 小川康介, 村形綾乃, 伴　大輔, 入江　工, 工藤　篤, 有井滋樹. 診断に難渋した多発高
分化肝細胞癌の1 例. 第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.8.(ポスター)

68.	 植竹宏之, 石川敏昭, 田中真二, 有井滋樹, 杉原健一. 大腸癌肝転移に対するベバシズマブ併用化学療法後肝切除術. 第46
回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.8.(ポスター)

69.	 光法雄介, 伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 田中真二, 有井滋樹. 肝細胞癌に対する術中造影超音波の
有用性.第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.8.

70.	 玉城信治, 土屋 薫, 佐藤光明, 田中智大, 平山慈子, 安井　豊, 上田　研, 葛谷貞二, 中西裕之, 板倉　潤, 高橋有香, 朝比奈
靖浩, 有井滋樹, 泉　並木. 問題症例検討4　治療「症例4-1」第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.9.

71.	 村形綾乃, 田中真二, 茂櫛　薫, Mahmut Yasen, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 田中　博, 有井滋樹. 肝細胞癌
肉眼形態における遺伝子発現パターンの相違とその臨床的意義. 第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.9.(一般口演)
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72.	 Mahmut Yasen, Gulanbar Obulhasim, 梶野一徳, 水島 洋, 田中真二, 田中 博, 樋野興夫, 有井滋樹. 非ウイルス背景肝癌
におけるdbpA 遺伝子の発現異常. 第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.9.(一般口演)

73.	 吉武健一郎, 田中真二, 茂櫛　薫, 佐藤公太, アディクリスナ ラマ, 岡島千怜, 村松俊輔, 松村　聡, 光法雄介, 村形綾乃, 
伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 工藤　篤, 中村典明, 田中　博, 有井滋樹. 肝細胞癌における新たなバイオマーカー
Importin-α（1 KPNA2）の検討. 第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.9.(一般口演)

74.	 田中真二, 藍原有弘, 吉武健一郎, 佐藤公太, 村形綾乃, 光法雄介, 松村　聡, 村松俊輔, アディクリスナ　ラマ, 岡島千怜, 
小川康介, 渡辺雄一郎, 伴　大輔, 野口典男, 入江　工, 工藤　篤, 中村典明, 有井滋樹. 肝癌分子標的治療におけるマルチ
ターゲットの意義. 第46回日本肝癌研究会,大阪,2010.7.9.(一般口演)

75.	 小倉俊郎, 伴 大輔, 工藤 篤, 入江 工, 野口典男, 中村典明, 田中真二, 有井 滋樹, 小林大輔, 江石義信. 18年間健診で経過
観察された肝腫瘍を切除し診断に苦慮した1例. 第310日本消化器病学会関東支部例会,東京,2010.7.10.

76.	 中村典明, 入江 工, 伴 大輔, 野口典男, 工藤 篤, 田中真二, 有井 滋樹. 肝切除後再発症例の治療成績と治療戦略の検討. 
第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.14. (シンポジウム)

77.	 野口典男, 渡辺雄一郎, 小川康介, 佐藤公太, 伴 大輔, 入江 工, 工藤 篤, 中村典明, 田中 真二, 有井 滋樹. soft pancreasに
対する膵管空腸粘膜吻合と膵実質-空腸漿膜筋層マットレス縫合. 第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.14.(企画
関連口演)

78.	 伴 大輔, 島田和明, 山本有祐, 奈良 聡, 江崎 稔, 阪本良弘, 小菅智男. 膵尾側切除後の膵液瘻と危険因子の検討. 第65回日
本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.14.（要望演題）

79.	 松村 聡, 田中真二, 茂櫛 薫, Mahmut Yasen, 野口典男, 工藤 篤, 中村典明, 稲澤譲治, 田中 博, 有井滋樹. 肝細胞癌の早
期再発を予測する癌部・非癌部遺伝子発現プロファイル. 第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.14. （要望演題）

80.	 光法雄介, 伴 大輔, 野口典男, 入江 工, 工藤 篤, 中村典明, 田中真二, 有井 滋樹. 肝細胞癌に対する術中造影超音波の術
式選択における有用性. 第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.14. （要望演題）

81.	 入江 工, 中村典明, 渡辺雄一郎, 小川康介, 佐藤公太, 伴 大輔, 野口典男, 工藤 篤, 田中 真二, 有井滋樹. 肝硬変合併肝癌
の肝切除術に対する脾摘の有効性について. 第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.14. （要望演題）

82.	 落合高徳, 古山貴基, 増田大機, 塚本可奈子, 猪狩公宏, 伊藤浩光, 藍原有弘, 熊谷洋一, 飯田道夫, 山崎繁. 十二指腸乳頭部
癌に対して(幽門輪温存) 膵頭十二指腸切除術を施行した30例の検討. 第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.14. 

（要望演題）
83.	 伊東浩次, 倉持純一, 薄井信介, 松本日洋, 滝口典聡, 平沼 進, 有井滋樹. 巨大肝血管腫切除例の検討. 第65回日本消化器

外科学会総会,山口,2010. 7.14. (ポスター)
84.	 田中 真二, 有井滋樹. 外科臨床に基づいた肝胆膵癌の分子生物学的解析. 第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 

7.15.（特別企画）
85.	 田中真二, 藍原有弘, 伴 大輔, 野口典男, 入江 工, 工藤 篤, 中村典明, 稲澤譲治, 田中 博, 有井 滋樹. 臨床検体オミックス

解析に基づく転移分子ネットワークの同定と分子標的治療への展開. 第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.15. (
シンポジウム)

86.	 藍原有弘, 古山高基, 増田大機, 太田俊輔, 猪狩公宏, 伊藤浩光, 落合高徳, 熊谷洋一, 飯田道夫, 山崎繁. 75 歳以上高齢者
の肝細胞癌に対する肝切除術の検討. 第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.15. (ポスター)

87.	 工藤 篤, 田中真二, 入江  工, 野口典男, 中村典明, 有井 滋樹. 肝細胞癌切除後の全生存期間を決定するOrganic anion 
transporterの網羅的遺伝子解析. 第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.16.

88.	 小倉俊郎, 中村典明, 入江  工, 三浦智也, 光法雄介, 伴 大輔, 野口典男, 工藤 篤, 田中 真二, 有井滋樹. 長期生存が得られ
ている高度進行肝細胞癌（Vp4）の一切除例. 第14御茶の水消化器セミナー,東京,2010.8.28.

89.	 小倉俊郎, 中村典明, 入江  工, 三浦智也, 光法雄介, 伴 大輔, 野口典男, 工藤 篤, 田中 真二, 有井滋樹. 高度進行肝細胞癌
に対して集学的治療により長期生存が得られた一例. 第818回外科集談会,東京,2010.9.18.

90.	 宮口　健, Mahmut Yasen, 石川敏昭, 植竹宏之, 有井滋樹, 杉原健一, 田中　博, 水島　洋. 大腸癌の肝転移に関わるゲノ
ム異常解析.第69回日本癌学会学術総会,大阪,2010.9.22.

91.	 松村　聡, 井本逸勢, 小崎健一, 田中真二, 有井滋樹, 稲澤譲治. 肝細胞癌におけるCpGアイランドの過剰メチル化により
発現制御される新規がん抑制遺伝子の同定. 第69回日本癌学会学術総会,大阪,2010.9.23.

92.	 古田繭子, 小崎健一, 田中真二, 有井滋樹, 井本逸勢, 稲澤譲治. Functionalスクリーニングを用いた肝細胞癌抑制性
microRNAの同定. 第69回日本癌学会学術総会,大阪,2010.9.24.

93.	 田中真二, 茂櫛　薫, 藍原有弘, 松村　聡, Mahmut Yasen, 稲澤譲治, 田中　博, 有井滋樹. 肝細胞癌の肉眼形態が示す特
異的遺伝子発現パターンと分子標的EpCAMの意義. 第69回日本癌学会学術総会,大阪,2010.9.24.

94.	 田中真二, 中村典明, 有井滋樹. 肝細胞癌治療における外科治療の位置付けと方向性.第14回日本肝臓学会大会
（JDDW2010），神奈川,2010.10.13.

95.	 吉武健一郎, 田中真二, 有井滋樹. 肝癌の再発遺伝子解析に基づいた分子標的治療の開発と併用療法の新たな可能性. 第
14回日本肝臓学会大会（JDDW2010），神奈川,2010.10.13.
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96.	 落合高徳, 八木雅幸, 塚本可奈子, 古山貴基, 河西玲央, 増田大機, 太田俊介, 猪狩公宏, 伊藤浩光, 藍原有弘, 熊谷洋一, 飯
田道夫, 山崎繁. 肝外胆管腫瘍栓再発を伴った肝細胞癌の1例. 第14回日本肝臓学会大会（JDDW2010），神奈川, 
2010.10.13.

97.	 落合高徳, 熊谷洋一, 太田俊介, 塚本可奈子, 八木雅幸, 古山貴基, 増田大機, 河西玲央, 猪狩公宏, 伊藤浩光, 藍原有弘, 飯
田道夫, 山崎繁. 小腸出血における術中内視鏡の工夫. 第80回日本消化器内視鏡学会（JDDW2010），神奈川,2010.10.13.

98.	 落合高徳, 寺澤無我, 八木雅幸, 塚本可奈子, 古山貴基, 増田大機, 河西玲央, 太田俊介, 猪狩公宏, 伊藤浩光, 藍原有弘, 熊
谷洋一, 飯田道夫, 山崎繁. neoadjuvant chemotherapyとしてFOLFOX-bevacizumab療法を施行後、一期的に原発巣と
多発肝転移を切除したS状結腸癌の1例. 第52回日本消化器病学会大会（JDDW2010），神奈川,2010.10.13.

99.	 光法雄介, 田中真二, 有井滋樹. 肝細胞癌に対する術中造影超音波の有用性. 第14回日本肝臓学会大会（JDDW2010），
神奈川,2010.10.14.

100.	伊東浩次, 堀川三郎, 田中真二, 有井滋樹. 肝臓でのMethionine Adenosyltransferaseの発現について. 第52回日本消化器
病学会大会（JDDW2010），神奈川,2010.10.14.

101.	落合高徳, 猪狩公宏, 塚本可奈子, 八木雅幸, 古山貴基, 増田大機, 河西玲央, 太田俊介, 伊藤浩光, 藍原有弘, 熊谷洋一, 飯
田道夫, 山崎 繁. 膵頭十二指腸切除術のリスク評価におけるPOSSUM scoreの有用性の検討. 第8回日本消化器外科学会
大会（JDDW2010），神奈川,2010.10.16.

102.	落合高徳, 増田大機, 寺澤無我, 古川聡一, 塚本可奈子, 八木雅幸, 古山貴基, 伊藤浩光, 猪狩公宏, 藍原有弘, 熊谷洋一, 太
田一寿, 飯田道夫, 小田島肇, 山崎 繁. FOLFOX-bevacizumab と43 個の肝転移切除でcancer free になった上行結腸癌
肝肺転移の1例.第48回日本癌治療学会学術集会,京都,2010.10.28.

103.	落合高徳, 寺澤無我, 古川聡一, 塚本可奈子, 八木雅幸, 古山貴基, 河西玲央, 伊藤浩光, 藍原有弘, 熊谷洋一, 飯田道夫, 小
田島肇, 山崎 繁. 膵内分泌腫瘍切除例7例の検討.第48回日本癌治療学会学術集会,京都,2010.10.29.

104.	田中真二, 茂櫛 薫, Mahmut Yasen, 伴 大輔, 野口典男, 入江 工, 工藤 篤, 中村典明, 稲澤譲治, 田中 博, 有井滋樹.  
Adjuvant therapyの適応:非癌部遺伝子発現プロファイルによる肝癌の早期再発予測.第48回日本癌治療学会学術集会,
京都,2010.10.29.

105.	中村典明, 入江　工, 伴大輔, 野口典男, 工藤 篤, 田中真二, 有井滋樹. 肝細胞癌に対する鏡視下肝切除の適応と限界. 第
48回日本癌治療学会学術集会,京都,2010.10.30.

106.	光法雄介, 野口典男, 小倉俊郎, 三浦智也, 松村　聡, 伴　大輔, 入江　工, 工藤　篤, 中村典明, 田中　博, 有井滋樹. 
Gd-EOB MRI肝細胞相で内部に異なる信号強度の結節を認めた肝細胞癌の1例. 第42回肝癌症例検討会,東京, 2010.11.20.

107.	工藤 篤, 有井滋樹. GEPNETsの診断治療指針の今後の展望. 第72回日本臨床外科学会総会,神奈川, 2010.11.21.（シンポ
ジウム）

108.	小倉俊郎, 中村典明, 入江　工, 伴　大輔, 工藤 篤, 田中真二, 岡田英理子, 鈴木伸治, 荒木昭博, 渡邉　守, 有井 滋樹. 胆管
空腸吻合術後の胆管合併症に対するダブルバルーン内視鏡の有用性. 第72回日本臨床外科学会総会,神奈川, 2010.11.21. 

（主題関連演題）
109.	三浦智也, 野口典男, 小倉俊郎, 光法雄介, 伴　大輔, 入江　工, 工藤 篤, 中村典明, 田中真二, 裴　有安, 河内　洋, 江石義

信, 有井 滋樹. 2年の経過にて増大傾向を呈した肝血管脂肪腫の切除例. 第72回日本臨床外科学会総会,神奈川, 
2010.11.21. （一般口演）

110.	松村　聡, 伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 工藤 篤, 中村典明, 田中真二, 小尾俊太郎, 有井 滋樹. 術前治療により根治切除
し得た高度進行肝細胞癌の検討. 第72回日本臨床外科学会総会,神奈川, 2010.11.21. （一般口演）

111.	藍原有弘, 寺澤無我, 古川聡一, 塚本可奈子, 古山貴基, 伊藤浩光, 落合高徳, 熊谷洋一, 飯田道夫, 山崎繁. 高度胆管内腫瘍
栓を伴った肝内胆管細胞癌の１例. 第72回日本臨床外科学会総会,神奈川, 2010.11.21. （一般口演）

112.	中村典明, 入江　工, 伴　大輔, 野口典男, 工藤 篤, 田中真二, 有井滋樹. 長期生存膵癌を得るための集学的治療の重要性. 
第72回日本臨床外科学会総会,神奈川, 2010.11.23.（要望演題口演）

113.	入江　工, 中村典明, 伴　大輔, 野口典男, 工藤 篤, 田中真二, 有井滋樹. 当科における総胆管結石症の治療方針. 第72回
日本臨床外科学会総会,神奈川, 2010.11.23.（要望演題口演）

114.	永家　聖, 寺嶋一夫, 茂櫛　薫, Mahmut Yasen, 中村典明, 田中真二, 北川昌伸, 有井滋樹, 田中　博. 肝細胞癌の分化度
から見た網羅的遺伝子発現パターンと肝星細胞との関連性. 第24回肝類洞壁細胞研究会,福島,2010.11.27.

115.	工藤　篤, 伴　大輔, 入江　工, 野口典男, 中村典明, 田中真二, 末松　誠, 有井滋樹. Macrovesicular脂肪肝における生体
内異物解毒機構. 第24回肝類洞壁細胞研究会,福島,2010.11.28.

116.	中村典明, 田中真二, 有井滋樹. 肝切除後再発症例の治療戦略と再発予防の検討. 第38回日本肝臓学会東部会, 東京, 
2010.12.2.

117.	光法雄介, 田中真二, 有井滋樹. 肝細胞癌における術中造影超音波の有用性. 第38回日本肝臓学会東部会, 東京,2010.12.2.
118.	田中真二, アディクリスナ　ラマ, 有井滋樹. 切除症例における非ウイルス性肝細胞癌の臨床病理学的特徴. 第38回日本

肝臓学会東部会, 東京,2010.12.3.
119.	小倉俊郎, 中村典明, 伴大輔, 入江工, 野口典男, 工藤篤, 田中真二, 有井滋樹. 胆管原発小細胞癌の一例. 第312回消化器病
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学会関東支部例会,東京,2010.12.4
120.	福岡 豊, 岩村泰輔, 根本 翔太, 宮口 健, 飯村 諭, 内山孝憲, 稲岡秀検, マハムット ヤセン, 水島 洋, 田中真二, 有井滋樹, 

野城真理, 田中 博, コハネアイザック. 肝細胞癌におけるmicroRNA発現量と近傍遺伝子発現量の相関解析.33th (2010) 
Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan,兵庫, 2010.12.10.

121.	Shireli muhammad, Mahmut Yasen, Kaoru Mogushi, Maynur Abdurahman, Gulanbar Obulhasim, Shinji Tanaka, 
Shigeki Arii. Gene expression analysis of high serum a-fetoprotein associated gene in human hepatocellular 
carcimona. 33th (2010) Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan,兵庫, 2010.12.10.

（６） 司会・座長
  1.	 有井滋樹.セッション3「使用経験：肝移植後投与剤例」座長　第1回日本肝がん分子標的治療研究会, 兵庫,2010.1.16.
  2.	 高松　督.　口演　司会　「第二部」　第29回多摩消化器シンポジウム,東京,2010.1.23
  3.	 有井滋樹. シンポジウム司会　「肝細胞癌多段階発癌の診断：慢性肝炎、異型結節、早期肝癌、進行肝癌の個別化診断

に向けて」第16回肝血流動態イメージ研究会,兵庫,2010.1.31.
  4.	 高松　督.　座長　口演3（1）進行した肝がんに対する新しい薬物療法 (2)薬物療法の副作用マネージメント日本肝臓

学会肝癌撲滅運動　市民公開講座,東京,2010.2.7
  5.	 有井滋樹.「肝臓」座長　第52回日本消化器画像診断研究会,東京,2010.2.13.
  6.	 有井滋樹. 司会「診療と研究のトピックス1」第46回日本腹部救急医学会総会,富山,2010.3.18.
  7.	 有井滋樹. パネルディスカッション 司会「オンコロジストとしての外科医に求められる基礎研究とは何か」第110回日

本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.8.
  8.	 田中真二. 一般口演　司会　「肝基礎研究-1」第110回日本外科学会定期学術集会,名古屋,2010.4.10.
  9.	 有井滋樹. パネルディスカッション1　司会「肝細胞癌：集学的治療の現況と新たな展開」第96回日本消化器病学会総

会,新潟,2010.4.22.
10.	 有井滋樹. セッション2座長「主題：腫瘍径10cm以上と呈する巨大肝癌の集学的治療について｣第41回肝癌症例検討会, 

東京, 2010.5.15.
11.	 有井滋樹.ビデオフォーラム07　総括「肝中央2区域切除-1」第22回日本肝胆膵外科学会・学術集会,仙台,2010.5.27. 
12.	 田中真二. ポスター要望演題 司会「その他の膵腫瘍・脾腫瘍-2」第22回日本肝胆膵外科学会・学術集会,仙台,2010.5.27.
13.	 有井滋樹. 若林　剛Special　Lecture 1司会　第56回国際外科学会日本部会,仙台, 東京, 2010.6.12.
14.	 有井滋樹. 座長「Ⅲ 肝臓　Ⅳ　膵臓」第13回東京消化器手術懇話会,東京, 2010.7.6.
15.	 有井滋樹. シンポジウム1　座長「長期予後改善をめざした肝細胞癌治療−治療法の選択とその工夫」第46回日本肝癌

研究会,大阪,2010.7.8. 
16.	 有井滋樹. セッション1　座長　第2回NET FORUM TOKYO,東京,2010.7.10.
17.	 有井滋樹. シンポジウム3司会　「肝細胞癌術後再発への治療戦略ー長期予後を目指して- 」第65回日本消化器外科学会

総会,山口,2010. 7.14.
18.	 田中真二. ポスター　座長「小腸　閉塞１」　第65回日本消化器外科学会総会,山口,2010. 7.14.
19.	 有井滋樹.　座長「臨床：肝癌悪性度との関連」PIVKA-Ⅱ研究会2010,愛知, 2010. 8.6.
20.	 中村典明.　セッション肝 座長　第818回外科集談会,東京,2010.9.18.
21.	 有井滋樹. English Workshops6座長「浸潤・転移（1）」第69回日本癌学会学術総会,大阪,2010.9.22.
22.	 田中真二.ランチョンセミナー　座長「癌領域におけるxMAPテクノロジーの有用性」第69回日本癌学会学術総会,大阪, 

2010.9.22.
23.	 田中真二. English Workshops25座長「消化器がん（1）」第69回日本癌学会学術総会,大阪,2010.9.24.
24.	 有井滋樹. シンポジウムS1　座長「肝細胞癌治療のこれからの展開」第14回日本肝臓学会大会, 神奈川,2010.10.13.
25.	 田中真二. ポスターセッション　座長「原発性肝癌（治療）5」第14回日本肝臓学会大会, 神奈川,2010.10.13.
26.	 有井滋樹. 示説23　座長「肝臓　手術療法」第48回日本癌治療学会学術集会,京都,2010.10.28.
27.	 中村典明. session 7 座長　第4回肝臓内視鏡外科研究会,神奈川,2010.11.20.
28.	 有井滋樹. session Ⅲ　座長　第42回肝癌症例検討会,東京, 2010.11.20.
29.	 有井滋樹. 主題関連演題「最善の肝切除を目指す技術と工夫　1」司会　第72回日本臨床外科学会総会,神奈川, 

2010.11.22.
30.	 高松　督.　口演　座長「胆道2」　第72回日本臨床外科学会総会,横浜,2010. 11.22.
31.	 有井滋樹. session Ⅳ 「肝炎・肝硬変」コメンテーター　第24回肝類洞壁細胞研究会,福島,2010.11.27.
32.	 有井滋樹. 平成22年度日本肝臓学会後期教育講演会プログラム　司会　第38回日本肝臓学会東部会, 東京,2010.12.2.
33.	 有井滋樹. ワークショップ4「肝細胞癌に対する分子標的治療薬の役割」司会 第38回日本肝臓学会東部会, 東京, 

2010.12.3.
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（７）講演・その他
  1.	 有井滋樹. 特別講演「肝血流と肝切除（ビデオ）」茨木県南消化器病カンファランス,茨木, 2010.1.23.
  2.	 有井滋樹. 特別講演「血管・血流から肝臓・肝癌を学ぶ」第187回仙台いちょう会,宮城, 2010.1.28.
  3.	 田中真二.シンポジウム　講演「ゲノム解析による悪性度診断」ゲノム解析による悪性度診断. 第16回肝血流動態イメ

ージ研究会, 兵庫,2010.1.31.
  4.	 有井滋樹. 特別講演「血管・血流から肝臓を学び、肝癌を切る」第13回消化器手術手技フォーラム,徳島, 2010.2.12.
  5.	 田中真二.講演「肝臓癌とオーロラカイネースB」第12回癌治療増感研究シンポジウム,奈良, 2010.2.13.
  6.	 田中真二.講演「分子機序に基づく癌治療戦略」　第2回生医研放射線科セミナー　大分, 2010.2.26.
  7.	 有井滋樹. 特別講演「血管・血流から肝臓を学び、肝癌を切る」第2回京都肝癌分子標的治療セミナー,京都, 2010.3.13.
  8.	 田中真二.特別講演「肝癌の分子機序に基づく治療戦略」第2回京都肝癌分子標的治療セミナー,京都, 2010.3.13.
  9.	 有井滋樹. 基調講演　「肝がんにならない、負けない方法」第99回日本病理学会総会市民公開シンポジウム,東京, 

2010.4.29.
10.	 有井滋樹. 特別講演「肝癌分子標的治療の基礎と臨床の実際」小石川消化器病フォーラム,東京, 2010.6.3.
11.	 有井滋樹.講演　「肝の血管・血流を学び、肝癌を切る」　岐阜肝臓外科研究会,岐阜, 2010.6.4.
12.	 田中真二.講演　第2回TOKYO HCC EXPERT MEETING,東京, 2010.6.18.
13.	 工藤 篤. 講演「GEP-NETの診断と治療の展望」 第2回NET FORUM TOKYO,東京,2010.7.10.
14.	 田中真二.講演 「癌幹細胞の可視化による生物学的解析」創薬薬理フォーラム　第18回シンポジウム,東京, 2010.9.16.
15.	 有井滋樹.講演　「血管・血流を学び、肝癌を治療する」香川肝疾患セミナー,香川, 2010.9.24.
16.	 田中真二.特別講演「がん幹細胞」九大生医研　秋の集談会,大分,2010.10.16.
17.	 有井滋樹. 特別講演「血流・血管を学び、肝癌を治療する」第6回阿部野肝臓倶楽部,大阪,2010.11.25.
18.	 有井滋樹. セッション3講演　第12回国際造影超音波シンポジウム,東京, 2010.12.11.
19.	 田中真二.講演「肝癌の分子機構に基づく治療戦略 」第3回 肝疾患と肝再生研究会,東京, 2010.12.18.

（８）研究助成（代表研究）
  1.	 厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服緊急対策研究事業　「肝癌早期発見を目的とした分子マーカーおよび画像診

断システムの開発」（H20-肝炎- 一般-001）　班長　有井滋樹
  2.	 文部科学省研究費補助金基盤研究(A) 「難治性消化器癌における転移・再発の分子診断と分子標的治療の開発」：課題

番号20249061　研究代表者 有井滋樹
  3.	 文部科学省研究費補助金基盤研究(A)「消化器癌の難治性メカニズムに基づいた先端的治療開発」：課題番号22249050

　研究代表者 田中真二
  4.	 文部科学省研究費新学術領域研究「ヒト固形癌の休眠型癌幹細胞とそのニッチ特性の解明」：課題番号22130005　研

究代表者 田中真二
  5.	 文部科学省研究費補助金基盤研究(C)「肝移植保存液の新規開発」：課題番号　20591602　研究代表者　工藤　篤

（９）研究助成（分担研究）　
  1.	 厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服緊急対策研究事業　「非アルコール性脂肪性肝疾患の病態解明と診断法、治

療法の開発に関する研究」（H20-肝炎- 一般-008)班長　　岡上　武 (大阪府済生会吹田病院）研究分担者　有井　滋樹
  2.	 厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服緊急対策研究事業　「血小板低値例へのインターフェロン治療法の確立を目

指した基礎および臨床的研究」（H20-肝炎- 一般-007)班長　　西口　修平 (兵庫医科大学　内科　肝胆膵科）研究分担
者　有井　滋樹

  3.	 厚生労働科学研究費補助金「初発肝細胞癌に対する肝切除とラジオ波焼灼療法の有効性に関する多施設共同研究」
（H20-がん臨床-一般-015）班長　　國土　典宏 (東京大学　肝胆膵外科・人工臓器移植外科）研究分担者　有井　滋樹

  4.	 文部科学省研究費補助金基盤研究(B)「超音波医学を駆使した慢性肝炎および非アルコール性脂肪性肝炎の非侵襲的診
断法の開発」：課題番号21300194　研究代表者 飯島　尋子（兵庫医科大学　医学部）研究分担者　有井　滋樹

  5.	 文部科学省研究費補助金基盤研究(C) 「造影超音波による進行肝癌に対する分子標的薬の早期効果判定法の開発」：課
題番号22500445-1　研究代表者 田中　弘教（兵庫医科大学　医学部）研究分担者　有井　滋樹

  6.	 厚生労働科学研究費補助金　重粒子線による肝腫瘍臨床研究班　班長　千葉大学　宮崎勝 （H18～）
  7.	 文部科学省研究費補助金基盤研究(B)「脂肪肝グラフト部分肝移植における機能不全の解明と統合的治療法の開発」：

課題番号20390359　研究代表者　島田　光生（徳島大学　大学院ヘルスバイオサイエンス研究部）研究分担者　田中
真二

  8.	 文部科学省研究費新学術領域研究「癌幹細胞を標的とする腫瘍根絶技術の新構築」総括班：課題番号22130001　研究
代表者　赤司　浩一（九州大学　医学研究院）研究分担者　田中真二
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（10）　主宰研究会
  1.	 当番世話人：有井滋樹. 第2回日本肝がん分子標的治療研究会,東京,2010.6.19.
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整 形 外 科 学 分 野
Orthopaedic and Spinal Surgery

教　　授　四宮謙一
准 教 授　大川　淳
講　　師　若林良明
助　　教　川端茂徳，阿江啓介，加藤　剛，古賀大介，
　　　　　富澤将司
整形外科先端治療開発学講座
准 教 授　早乙女進一
講　　師　榎本光裕，麻生義則
大学院生　小柳広高，山内裕樹，藤田浩二，正岡智和，
　　　　　榊　経平，平井高志，湯浅将人，請川　大，
　　　　　山田剛史，谷山　崇，王　耀東，請川　円，
　　　　　徐　成，Xu Ren，馬　成山

活動内容：
　当分野は、診療科としては運動器外科学分野と共同して “整形外科” を担当し、臨床、教育、研究を行っている。整形外
科では、骨・軟骨、関節、腱、靭帯、筋などの骨格系や脊髄、末梢神経などの神経系を扱い、これらの外傷、変性、腫瘍、
系統疾患など多彩な傷病を治療対象としている。このため広範囲にわたる基礎的研究を必要とし、かつ臨床医学として運動
機能の再建、再生医学的手法の臨床応用、人工材料や人工関節の開発、生体力学的アプローチ、疼痛の制御などの研究が行
われている。治療範囲が広く多方面にわたる最先端治療が必要なため、専門班を単位として日常診療や臨床研究を行うとと
もに、大学関連部門、学外研究施設との共同研究も積極的に行っている。
注：運動器外科学参照

（１）教育
　診療科として担当する整形外科分野を中心に、大学院生の教育を行っている。研究や学会発表の指導に加え、週3回の抄
読会において基礎知識の向上及び最新知見の獲得を目指している。また年に数回、国内外より著名な講師を招いて大学院特
別講義を開催している。COE拠点形成特任教員の着任により、大学院生の教育体制はさらに充実したものとなっている。
　初期教育として年1回初期研修セミナーを開催し、新規に入局したレジデントや初期後期研修医を対象に当科における臨
床、基礎研究活動について教育する機会を設けている。
　卒後教育として、年2回の集談会、年1回の卒後研修セミナーを開催し、大学院生のみならず学内外の同門の卒後教育の機
会を設けている。

（２）研究
１．脊髄の生理学
２．人工骨の開発と評価（HOYA株式会社）
３．骨髄間葉系細胞と人工骨を応用した骨再生（オリンパス株式会社）
４．BMPと人工骨を応用した骨再生（HOYA株式会社、ストライカーバイオテック株式会社）
５．椎間板ヘルニアの発生消退機序、椎間板変性の原因遺伝子
６．脊髄誘発電位の臨床応用
７．磁界測定による新たな脊髄機能診断法の開発（金沢工業大学）
８．脊髄末梢神経再生
９．悪性骨軟部腫瘍の集学的治療法の研究
10．パスツール法による悪性骨軟部腫瘍患者における患肢温存
11．頚髄症あるいは腰部脊柱管狭窄症に対する低侵襲治療法の開発
14．骨粗鬆症椎体骨折に対する低侵襲治療法の開発
13．脊髄神経疾患に対する高気圧酸素療法
注：（　）内は共同研究者。

（３）臨床
　高齢化の進行、スポーツの大衆化により整形外科の必要性はますます増加している。単に疾患の治療だけでなくQOLの向
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上を目指す高度な機能再建が求められ、その要求に応えるべく整形外科領域の治療は進歩を続けている。
　脊椎脊髄領域では、インストルメント、顕微鏡手術、脊髄誘発電位測定の導入などにより安全で確実な除圧と固定が得られ、
早期離床と確実な手術成績が得られている。また内視鏡やチューブレトラクターなどを用いた最小侵襲脊椎手術の導入によ
り、さらに在院日数の短縮と早期社会復帰が可能となっている。厚労科研費　長寿科学総合研究事業「骨粗鬆症椎体骨折に
対する低侵襲治療法の開発」研究班の班長および班員として臨床研究に参加し、腰痛の遺残する骨粗鬆症性椎体骨折後偽関
節に対して、CPC(リン酸カルシウム骨セメント)を用いた椎体形成術を実施している。
　手の外科領域では、顕微鏡下手術手技の向上に伴い切断指の再接着や皮弁移植法などで手の機能の再建や温存に貢献して
いる。また肩関節鏡視下手術も導入され、より少ない侵襲で肩関節機能の再建が可能となっている。
　四肢の悪性骨軟部腫瘍においては、系統的な切除縁評価と骨欠損部へのパスツール処理骨使用や腫瘍用人工関節などで患
肢温存手術が第一選択として行われている。腫瘍切除後の組織機能欠損に対しては人工物をなるべく使用せず自家組織によ
る恒久的な再建を目指し、吸収性の人工骨を開発し応用するほか、大学の特性を生かし、脊椎、手、股関節、膝グループと
緊密な連携をとりながら最先端の治療技術による機能的再建にも配慮している。化学療法プロトコールの確定していない肉
腫に対しては、免疫化学療法を開始し、一部の肉腫では良好な治療成績が上がっており、また終末期における緩和医療にも
積極的に取り組んでいる。
　股関節領域では、人工関節置換術後早期リハビリによる在院日数の短縮や両側同時置換の実施、低侵襲置換術など先進的
治療が実施されている。CT、MRI、血管造影、関節造影などを含めた様々な診断方法を総合して可能な限り関節温存手術
を行う、国内でも数少ない施設であるばかりでなく、人工股関節置換術においても関東の大学病院の中では症例数、手術成
績ともトップクラスにあり高い評価を受けている。さらに、前・初期股関節症に対しては、積極的に独自に開発した寛骨臼
回転骨切り術を行い、成績向上をめざしている。

（４）業績
【原著】
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回日本肩関節学会．2010
69.	 阿江啓介、松本誠一、四宮謙一、大川淳他。：線維性骨異形成症の治療成績　第83回日本整形外科学会学術総会、東京、

2010.5
70.	 阿江啓介：前腕から手にかけての骨・軟部腫瘍の治療　第43回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会　モーニング

セミナー
71.	 安田裕亮・阿江啓介・小柳広高・大川淳・四宮謙一：多中心性に発生した骨Epithelioid hemangioendothelioma of 

boneの一例、第59回東日本整形災害外科学会、2010
72.	 小柳広高, 阿江啓介, 早乙女進一他: 温熱処理骨と骨髄由来間質細胞導入β-TCPを用いた大型犬の骨欠損モデルにおけ

る骨再生. 第25回日本整形外科学基礎学術集会, 京都, 2010.10
73.	 小柳広高, 松本誠一, 四宮謙一他: 軟部肉腫治療におけるFNCLCC分類の役割. 第43回日本整形外科骨･軟部学術集会. 新

宿, 2010.7
74.	 小柳広高, 松本誠一, 四宮謙一他:　38-Year-Old Female, Extraskeletal Mesenchymal Chondrosarcoma of the Left 

Lower Leg. 第22回骨軟部肉腫外科研究会.　有明, 2010.3
75.	 安 田 裕 亮、 阿 江 啓 介、 小 柳 広 高、 石 田 剛、 大 川 淳、 四 宮 謙 一: 多 中 心 性 に 発 生 し た 骨Epithelioid 

Hemangioendotheliomaの1例. 東日本整形災害外科学会, 盛岡, 2010.8　　　
76.	 山内裕樹、古賀大介、神野哲也：Surgical dislocationを用いた股関節疾患の治療経験．第7回御茶ノ水関節症研修会，

東京，2010.01
77.	 山内裕樹、神野哲也、麻生義則、古賀大介、森田定雄、宗田大、四宮謙一：テイパー型ステム挿入時の髄腔リーミン

グがセメントレスTHA術後の骨リモデリングに及ぼす影響．第40回日本人工関節学会，沖縄，2010.02
78.	 山内裕樹、神野哲也、麻生義則、古賀大介、森田定雄、宗田大、四宮謙一：両側一期的人工股関節置換術におけるス

テムデザインの違いによる骨リモデリング様式と骨密度分布の違いについての検討．第83回日本整形外科学会，東京，
2010.05

79.	 山内裕樹、神野哲也、麻生義則、古賀大介、森田定雄、宗田大、大川淳：セメントレス近位固定ステムのインプラン
トデザイン相違による骨密度分布についての検討．第37回日本股関節学会，福岡，2010.10

【研究助成金】
  1.	 四宮　謙一（代表）　厚生労働科学研究費補助金（長寿科学総合研究事業）期間：平成21年－24年　骨粗鬆症椎体骨

折に対する低侵襲治療法の開発
  2.	 大川　淳（分担）　厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）平成20年－22年　脊柱靭帯骨化症に関す

る調査研究
  3.	 大川　淳（分担）　厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）　平成22年－25年 医療事故にかかわ

った医療従事者の支援体制に関する研究
  4.	 大川　淳（分担）　厚生労働科学研究費補助金（長寿科学総合研究事業）期間：平成21年－24年　骨粗鬆症椎体骨折

に対する低侵襲治療法の開発
  5.	 四宮　謙一（代表）科学研究費補助金（基盤研究B）期間：平成21年－24年　骨髄間葉系幹細胞を利用した巨大骨組

織再生のための基礎技術の確立
  6.	 大川　淳（分担）　科学研究費補助金（基盤研究B）平成19年－22年　医歯学系留学生のためのeラーニングによる医

療コミュニケーション学習システムの開発
  7.	 大川　淳（代表）　科学研究費補助金（基盤研究C）　期間：平成20年－22年　危険因子分析法(HAZOP)に基づいた医

療安全演習ソフトウェアの開発
  8.	 川端　茂徳（分担）　科学研究費補助金（基盤研究C）期間：平成22年－24年　末梢神経刺激－脊髄誘発磁界測定を用

いた完全に非侵襲的脊髄機能診断の開発
  9.	 神野　哲也（代表）　科学研究費補助金（基盤研究C）　期間：平成20年－23年　Runx1による軟骨初期分化調節の分

子機構の解明と軟骨再生医療への応用
10.	 阿江　啓介（代表）　科学研究費補助金（基盤研究C）　期間：平成20年－23年　靭帯骨化症の分子基盤－Run×3遺伝
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子欠損マウスを用いた検討－
11.	 早乙女　進一（代表）　科学研究費補助金（基盤研究C）期間：平成21年－23年　マイクロRNAによる骨芽細胞・骨

細胞分化調節機構の解明　
12.	 若林　良明（代表）　科学研究費補助金（基盤研究C）期間：平成20年－22年　末梢神経損傷に対する低分子Gタンパ

ク質発現制御を標的とした遺伝子治療法の確立
13.	 榎本　光裕（代表）　科学研究費補助金（基盤研究C）期間：平成21年－23年　脊髄損傷慢性期での細胞移植を併用し

た再髄鞘化と運動機能再建
14.	 麻生　義則（代表）　科学研究費補助金（基盤研究C）期間：平成21年－23年　関節軟骨代謝における老化制御因子

SIRT1の機能解析
15.	 古賀　大介(代表)　 科学研究費補助金（基盤研究C）　期間：平成21年－23年　関節軟骨細胞に発現する破骨細胞分化

制御因子の機能に関する研究
16.	 加藤　剛（分担）　科学研究費補助金（基盤研究C）　期間：平成22年－24年　高気圧酸素療法を応用した新しい歯牙

再植法の開発
17.	 吉井　俊貴（代表）　研究活動スタート支援　期間：平成22年－23年　注入型多孔質ポリウレタンscaffoldを使用した

骨再生
18.	 加藤　剛（代表）　共同研究費（帝人ファーマ株式会社）　期間：平成21年－22年　椎間板ヘルニア治療薬の創薬研究. 

民間との共同研究
19.	 早乙女　進一（代表）　共同研究費（オリンパス株式会社）　期間：平成22年－23年度　　骨髄/βTCP複合体/薬剤に

よる骨形成能の検討.  民間との共同研究
20.	 川端　茂徳（代表）　共同研究費（横河電機株式会社）　期間：平成20年－22年  多部位対応普及型脊髄誘発磁場計測

装置の開発
21.	 早乙女　進一（代表）　共同研究費（HOYA株式会社）期間：平成21年－22年　多孔質ハイドロキシアパタイト/コラ

ーゲン複合体(HAp/Col)のOsteogenicprotein-1  (Op-1)担体としての有用性に関する検討
22.	 早乙女　進一（代表）　共同研究費（キッコーマン株式会社）　期間：平成22年　関節軟骨代謝に対するプロアントシ

アニジンとオリゴヒアルロン酸の作用に関する研究
23.	 早乙女　進一（代表）　助成金　社団法人　日本損害保険協会　期間：平成21年－23年　骨誘導性注入型骨補填剤の

開発および難治性骨折への応用
24.	 榎本　光裕（代表）　助成金　社団法人　日本損害保険協会　期間：平成22年－23年　新規薬剤を用いた末梢神経側

枝発芽促進の試み
25.	 吉井　俊貴（代表）　助成金　社団法人　日本損害保険協会　期間：平成22年－23年　自家骨髄由来細胞濃縮法と自

己血漿、人工骨を組み合わせた骨再生の可能性
26.	 湯浅　将人(代表)　 助成金　社団法人　日本損害保険協会　期間：平成22年－23年　Qdotを用いた局所組織ラベリン

グによる骨形成タンパクによる異所性骨化のメカニズムの解明とその効率化に関する検討
27.	 山田　剛史（代表）　助成金　社団法人　日本損害保険協会　期間：平成22年－23年　骨髄由来間葉系細胞(MSC)の骨

形成抑制因子の同定
28.	 小柳　広高（代表）　助成金　社団法人　日本損害保険協会　期間：平成22年－23年　骨髄間葉系幹細胞を用いたパ

スツール法の骨髄炎治療への応用
29.	 榎本　光裕（代表）　助成金　財団法人　整形災害外科学研究助成財団　期間：平成22年　RNA干渉を用いた脊髄・

末梢神経障害性疼痛に対する新規治療の開発
30.	 藤田浩二　第38回内藤記念特定研究助成金
31.	 Koji Fujita　ASBMR　2010 Young Investigator Travel Grant
32.	 平井高志　人工担体と骨髄間葉系幹細胞移植による損傷軸索の再生 2010年度交通事故医療に関する一般研究助成

【その他】
【特許】

  1.	「骨移植片製造装置」発明者：四宮謙一、早乙女進一他、特許番号4545015、特許取得日2010年7月9日

【受賞】
  1.	 Koji Fujita　 Plenary Poster award, ASBMR annual meeting 2010
  2.	 Koji Fujita　Best presentation award, the 2nd GCOE Camp 2010
  3.	 平井高志　Clinical Poster Award.1st Annual meeting of Cervical Spine Research Society, Kobe, 2010.4
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診 断 病 理 学 分 野
Surgical Pathology

部　　長　江石義信(兼、人体病理学教授)
副 部 長　明石　巧
助　　教　猪狩　亨，伊藤栄作，山田哲夫，
　　　　　廣岡信一
医　　員　三浦圭子

　大学における病理学講座は主として教育・研究が義務であるのに対して、診断病理学分野は病院における診断業務を主軸
として、病気に関連する諸問題の研究と、臨床病理学の教育の場でもある。社会が医療に要請していることは、言うまでも
なく、正しい診断のもとに適切な治療がなされることである。
　診断病理学分野は、ヒトの病気の病理学的診断を正確になし得る臨床病理医の育成、ヒトの病気に直接係わる命題につい
ての研究を遂行できる能力を備えた臨床および病理研究者の育成、という２つを目標としている。更には本学における病理
関連部門（包括病理学分野、保健衛生学研究科分子病態検査学分野、難研神経病理学分野、歯学部分子病態学分野）及び臨
床各科による臓器別臨床病理学の研鑚の場、集学的臨床病理の研究の場として、臨床各科と意思疎通をはかり診療の質的向
上を目指している。

(1) 教　育
　臨床病理医を志向する病理医は、前半の二年間は主に人体病理解剖、生検組織診断、迅速組織診断、手術標本の組織診断
などを行い、診断病理学分野ならびに関連病院病理科で臨床病理学の研鑚を積む。一方、臨床各科との合同症例検討会に参
加して病理診断を発表すると共に、各臨床分野における現時点での問題点を把握し、それについて臨床医と討論あるいは臨
床と病理の所謂集学的研究を行う。後半の二年間は、更に臨床病理学の研鑚を積み、ヒトの病気の原因、診断、治療などに
直接係わる問題点をテ－マに挙げ研究を行う。
　臨床科の医師で、各分野における臨床病理学の研鑚を志向する臨床医は、人体病理解剖、生検組織診断、迅速組織診断、
手術標本の組織診断などの中から選択して臓器別臨床病理学の研鑚を積む。

(2) 臨床上の特徴
　臨床各科の患者の病気診断に際しては、内視鏡的外科的に病変組織の一部を採取（生検組織）あるいは病変部から細胞を
採取し、それを基に顕微鏡で直接病変を眺め病理組織学的診断（生検組織診断、細胞診）を行ない臨床各科へ報告する。手
術で除去された臓器・組織については、病理組織学的な病変の拡がりとその性質を検索するとともに、手術の適切性を判断し、
手術後の治療方針決定のための資料とする。また、患者の治療過程においては、病変部から経時的に採取された組織を病理
組織学的に検索し、治療効果を判定する。患者が不幸にも鬼籍に入った場合、生前の検査所見と治療法の選択及びその効果
を検討する為に、主治医とともに病理解剖を行ない、以後の診断と治療に役立たせる。謂わば、診断病理学分野は本学の組
織体制上では人体病理学分野と異なってはいるものの、実際的には一心同体である。
　診断病理学分野は直接患者に接することないが、患者の診断・治療の点において直接的に深く係わっている。一人の患者
を中心とした臨床各科の医師と臨床病理医間の意志疎通と強い連携診療は、最良の診療を行なうための必須条件であり、こ
れを現代社会は特定機能病院としての大学病院に要請している。それ故に、診断病理学分野の医師は “doctor of doctors” と
も云われている良き臨床病理医であるべく、日々、人体病理学分野と一体となって診断病理学の研鑚に努め、患者のための
病理学の実践と研究を遂行している。

(3) 研究業績
【原著】

  1.	 Iwasaki M, Tsuchiya K, Okamoto R, Zheng X, Kano Y, Okamoto E, Okada E, Araki A, Suzuki S, Sakamoto N, 
Kitagaki K, Akashi T, Eishi Y, Nakamura T, Watanabe M. Longitudinal cell formation in the entire human small 
intestine is correlated with the localization of Hath1 and Klf4. J Gastroenterol 46:191-202,2010

  2. 	Yamaguchi A, Akashi T. [Vascular calcification: mutual interaction between bone and blood vessel]. Clin Calcium 
20:1669-76,2010

  3. 	Sugiyama M, Sugiyama T, Yamaguchi M, Izumiyama H, Yoshimoto T, Kishino M, Akashi T, Hirata Y. Successful 
localization of ectopic ACTH-secreting bronchial carcinoid by selective pulmonary arterial sampling.  Endocr J 
57:959-64,2010

  4. 	Jinta T, Miyazaki Y, Kishi M, Akashi T, Takemura T, Inase N, Yoshizawa Y. The pathogenesis of chronic 
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hypersensitivity pneumonitis in common with idiopathic pulmonary fibrosis: expression of apoptotic markers. Am J 
Clin Pathol 134:613-20,2010

  5. 	Sugiyama T, Kouyama R, Tani Y, Izumiyama H, Akashi T, Kishimoto S, Arii S, Hirata Y. Giant malignant 
insulinoma which developed from a non-functioning pancreatic tumor over a long period of time.  Intern Med 
49:1573-9,2010

  6.	 Horiguchi K, Toi M, Horiguchi S, Sugimoto M, Naito Y, Hayashi Y, Ueno T, Ohno S, Funata N, Kuroi K, Tomita M, 
Eishi Y. Predictive value of CD24 and CD44 for neoadjuvant chemotherapy response and prognosis in primary 
breast cancer patients. J Med Dent Sci 57(2):165-75,2010

  7.	 Horiguchi S, Hishima T, Hayashi Y, Shiozawa Y, Horiguchi K, Kuroi K, Toi M, Funata N, Eishi Y. HER-2/neu 
cytoplasmic staining is correlated with neuroendocrine differentiation in breast carcinoma. J Med Dent Sci 
57(2):155-63,2010

  8.	 Akieda-Asai S, Zaima N, Ikegami K, Kahyo T, Yao I, Hatanaka T, Iemura S, Sugiyama R, Yokozeki T, Eishi Y, 
Koike M, Ikeda K, Chiba T, Yamaza H, Shimokawa I, Song SY, Matsuno A, Mizutani A, Sawabe M, Chao MV, 
Tanaka M, Kanaho Y, Natsume T, Sugimura H, Date Y, McBurney MW, Guarente L, Setou M. SIRT1 Regulates 
Thyroid-Stimulating Hormone Release by Enhancing PIP5Kgamma Activity through Deacetylation of Specific 
Lysine Residues in Mammals. PLoS One 5(7):e11755,2010

  9.	 Matsuzawa Y, Nakazawa K, Yamamura A, Akashi T, Kitagaki K, Eishi Y, Makita K. Airway pressure release 
ventilation reduces the increase in bronchoalveolar lavage fluid high-mobility group box-1 levels and lung water in 
experimental acute respiratory distress syndrome induced by lung lavage. Eur J Anaesthesiol 27(8):726-33,2010

10.	 Miura Y, Ishige I, Soejima N, Suzuki Y, Uchida K, Kawana S, Eishi Y. Quantitative PCR of Propionibacterium acnes 
DNA in samples aspirated from sebaceous follicles on the normal skin of subjects with or without acne. J Med Dent 
Sci 57(1):65-74,2010

11.	 Bilali A, Kurata S, Ikeda S, Georgieva GS, Zhu C, Tomita M, Katoh I, Mitaka C, Eishi Y, Imai T. Lung-lung 
interaction in isolated perfused unilateral hyperventilated rat lungs. Transl Res 155(5):228-37,2010

12.	 Parra-Blanco A,Gimeno-García AZ, Quintero E, Nicolás D, Moreno SG, Jiménez A, Hernández-Guerra M, Carrillo-
Palau M, Eishi Y, López-Bastida J. Diagnostic accuracy of immunochemical versus guaiac faecal occult blood tests 
for colorectal cancer screening. J Gastroenterol 45(7):703-12,2010

13.	 Chiba T, Kawachi H, Kawano T, Kumagai J, Kitagaki K, Sekine M, Uchida K, Kobayashi M, Sugihara K, Eishi Y. 
Independent histological risk factors for lymph node metastasis of superficial esophageal squamous cell carcinoma; 
implication of claudin-5 immunohistochemistry for expanding the indications of endoscopic resection. Dis Esophagus 
23(5):398-407,2010

14.	 Ogiya A, Horii R, Osako T, Ito Y, Iwase T, Eishi Y, Akiyama F. Apocrine metaplasia of breast cancer: 
clinicopathological features and predicting response. Breast Cancer 17(4):290-7,2010

15.	 Koda H, Kimura Y, Ishige I, Eishi Y, Iino Y, Kitamura K. Quantitative cellular level analysis of mitochondrial DNA 
3243A >G mutations in individual tissues from the archival temporal bones of a MELAS patient. Acta Otolaryngol 
130(3):344-50,2010

16.	 Haruki S, Imoto I, Kozaki K, Matsui T, Kawachi H, Komatsu S, Muramatsu T, Shimada Y, Kawano T, Inazawa J.  
Frequent silencing of protocadherin 17, a candidate tumour suppressor for esophageal squamous cell carcinoma. 
Carcinogenesis 31:1027-1036, 2010
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32.	 石場俊之、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、小田剛史、久保田一徳、河内洋、杉原健一． 乳癌術前化学療法中の骨転
移出現をFDG-PETにより確認できた2例．第48回日本癌治療学会学術集会、京都、2010年10月

33.	 小田剛史、佐藤隆宜、桑山隆志、中川剛士、久保田一徳、河内洋、杉原健一．乳癌組織におけるDecorin発現変化に
ついての免疫組織学的検討．第48回日本癌治療学会学術集会、京都、2010年10月

34.	 小田剛史、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、久保田一徳、町田洋一、河内洋、杉原健一．左副腎への孤立性転移切除
後5年生存を得た乳癌の一例．第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月

35.	 片山貴、久保田一徳、町田洋一、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、河内洋、渋谷均．CTでincidentalに乳房所見を指
摘された症例の経緯．第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月

36.	 町田洋一、久保田一徳、片山貴、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、河内洋、澁谷均． 初回生検ツールとしてUS下
Vacuum Assisted Biopsyを使用した乳腺症例のまとめ． 第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月

37.	 中川剛士、佐藤隆宣、小田剛史、桑山隆志、河内洋、久保田一徳、杉原健一．乳癌術後25年目に局所再発を来した1例．
第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月

38.	 樋口京子、中川剛士、小田剛史、佐藤隆宣、桑山隆志、河内洋、久保田一徳、町田洋一、杉原健一．TAM+AIでSD
継続している両側男性乳癌の一例．第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月

39.	 久保田一徳、町田洋一、片山貴、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、河内洋、渋谷均．乳癌温存術前マーキング　4Dプ
ローブを用いた超音波とMRIとの比較．第18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年6月

40.	 桑山隆志、佐藤隆宣、中川剛士、小田剛史、久保田一徳、河内洋、杉原健一．当院における術前化学療法前N0乳癌に
対する化学療法後のセンチネルリンパ節生検について．第110回日本外科学会定期学術集会、名古屋、2010年4月

41.	 小田剛史、中川剛士、佐藤隆宣、桑山隆志、森弘樹、久保田一徳、河内洋、杉原健一．一期的再建を施行した皮下乳
腺全摘症例の局所再発の検討．第110回日本外科学会定期学術集会、名古屋、2010年4月

42.	 久保田一徳、町田洋一、片山貴、桑山隆志、中川剛士、佐藤隆宣、河内洋、澁谷均．4Dプローブを用いた超音波下乳
癌術前マーキングの検討　MRIとの比較．第69回日本医学放射線学会集会、横浜、2010年4月

43.	 北川昌伸、倉田盛人、阿部晋也、山本浩平、鈴木志保、梅田茂明、菅原江美子、李娜．DNA損傷誘発アポトーシス増
強による癌治療の動物モデル． 第69回日本癌学会総会、大阪、2010年9月

44.	 倉田盛人、北川昌伸、飯塚僚、北村大介、中村卓郎．Analysis of cooperative genes for BLNK mutation in preB 
leukemogenesis.　第69回日本癌学会総会、大阪、2010年9月

45.	 阿部晋也、倉田盛人、山本浩平、鈴木志保、梅田茂明、菅原江美子、李娜、北川昌伸．DNA損傷誘発アポトーシスに
おけるMCM2の機能解析．第69回日本癌学会総会、大阪、2010年9月

46.	 菅原江美子、山本浩平、永関剛、倉田盛人、阿部晋也、梅田茂明、鈴木志保、村山寿彦、北川昌伸．骨髄異形成症候
群におけるセントロメア蛋白の発現検討．第69回日本癌学会総会、大阪、2010年9月

47.	 梅田茂明、山本浩平、倉田盛人、鈴木志保、菅原江美子、阿部晋也、小嶋洋輔、村山寿彦、北川昌伸．骨髄異形成症
候群における造血幹細胞因子の発現検討．第69回日本癌学会総会、大阪、2010年9月

48.	 鈴木志保、倉田盛人、山本浩平、阿部晋也、梅田茂明、菅原江美子、李娜、村山寿彦、中川靖章、北川昌伸．骨髄異
形成症候群の骨髄におけるMCM2発現の検討．第69回日本癌学会総会、大阪、2010年9月

49.	 北川昌伸、倉田盛人、阿部晋也、山本浩平、鈴木志保、梅田茂明、菅原江美子、三輪有香子．DNA損傷アポトーシス
増強による癌治療の動物モデル．第99回日本病理学会総会、東京、2010年4月

50.	 倉田盛人、北川昌伸、後飯塚僚、北村大介、中村卓郎．プレB細胞性リンパ性白血病発症におけるBLNK欠損とCebp
βの協調作用について．第99回日本病理学会総会、東京、2010年4月

先端外科治療学講座



— 742 —

51.	 小嶋洋輔、倉田盛人、中川靖章、山本浩平、梅田茂明、菅原江美子、鈴木志保、三輪有香子、阿部晋也、北川昌伸．
慢性骨髄性白血病におけるMDR1の発現解析．第99回日本病理学会総会、東京、2010年4月

52.	 梅田茂明、山本浩平、倉田盛人、鈴木志保、菅原江美子、小嶋洋輔、阿部晋也、村山寿彦、北川昌伸．骨髄異形成症
候群における造血幹細胞マーカーの発現解析． 第99回日本病理学会総会、東京、2010年4月

53.	 倉田盛人、北川昌伸、後飯塚僚、北村大介、中村卓郎．プレB細胞性リンパ性白血病発症におけるBLNK変異とその
協調遺伝子について．第7回病理カンファレンス、岡山、2010年8月

【講演会等】
  1.	 Eishi Y.  Etiologic aspect of sarcoidosis as an endogenous infection, a complex interaction of infection, immunity, and 

allergy. XXth World Congress of the ISHR, Kyoto International Conference Center May 13-16, 2010
  2.	 江石義信．招待講演： 心臓サルコイドーシスの病因論．第24回Interventional Cardiology、名古屋、2010年6月4日
  3.	 Eishi Y.  Invited lecture (Key note speaker): Sarcoidosis – understanding the disease, its manifestations and 

progression, and its treatment with tetracyclines and macrolides. Workshop and seminar on the management of 
Marshall Protocol patients organized by Australian chronic inflammatory and Autoimmune Diseases Foundation, 
Inc., Canberra, Australia. June 13,2010

  4.	 Eishi Y. symposium lecture: Diagnostic criteria and endoscopic classification of gastric adenocarcinoma. 
International Symposium of Advances in Medical and Surgical Treatment of Colorectal Disorders, Santiago, Chile, 
10-13th August, 2010

  5.	 Eishi Y. symposium lecture: Diagnostic criteria and endoscopic classification of esophageal squamous cell carcinoma. 
International Symposium of Advances in Medical and Surgical Treatment of Colorectal Disorders, Santiago, Chile, 
10-13th August, 2010

  6.	 Eishi Y. symposium lecture: Diagnostic criteria and endoscopic classification of colorectal adenocarcinoma. 
International Symposium of Advances in Medical and Surgical Treatment of Colorectal Disorders, Santiago, Chile, 
10-13th August, 2010

  7.	 江石義信．招待講演：内因性感染症としてのサルコイドーシスの病因論． 第49回新潟心不全研究会、新潟（新潟大学）、
2010年6月17日

  8.	 江石義信．シンポジウム講演：心臓サルコイドーシス ―Etiologyに迫る―． 第58回日本心臓病学会学術集会、東京（東
京国際フォーラム）、2010年9月19日

  9.	 江石義信．教育講演：サルコイドーシスの病因論サルコイドーシスの病因論―感染症との関連―P. acnesについて．  
第30回サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会総会、静岡（アクトシティー浜松コングレスセンター）、2010年10月1日

10.	 江石義信．招待講演： サルコイドーシスその奇異な病態と意外な病因に迫る．カテーテル・アブレーション関連秋季
大会2010イブニングセミナー、東京（京王プラザ八王子）、2010年10月21日

11.	 江石義信．招待講演： サルコイドーシスその奇異な病態と意外な病因に迫る． 埼玉医師会セミナー、埼玉（さいたま
市民医療センター）、2010年11月8日

12.	 江石義信．招待講演：心サルコイドーシスの疾病発生機構―アクネ菌病因説を基盤とした診断・治療への新たな戦略―．
第32回心筋生検研究会、東京（野村コンファレンスプラザ）、2010年11月26日

【研究助成金】
  1.	 明石　巧．平成22年度文部科学省研究費補助金　基盤研究(C)「性形成分子Ｐａｒ／Ｌｇｌ／Ｓｃｒｉｂの肺癌におけ

る異常と浸潤・転移との関係」課題番号：22590309（研究代表者）
  2.	 江石義信．平成22年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）びまん性肺疾患調査研究班（分担研究者）
  3.	 江石義信．平成22年度科学研究費補助金「前立腺の炎症関連発癌と遺伝子変異誘導酵素ＡＩＤの上皮内異所性発現」

課題番号：22659287（研究代表者）
  4.	 小林大輔．平成22年度文部科学省研究費補助金　若手研究(B)「細胞内ピロリ菌の形態・生息期間・形質の解析と病態

への関与」課題番号：21790344（研究代表者）
  5.	 北川昌伸．平成22度文部科学省研究費補助金　基盤研究(C)「動物モデルを用いた新たな抗腫瘍治療戦略の開発」課題

番号：21590432（研究代表者）
  6.	 山本浩平．平成22度文部科学省研究費補助金　若手研究(B)「濾胞性リンパ腫の腫瘍化における濾胞樹状細胞の機能解

析：新規治療法の開発を目指して」課題番号：21790345（研究代表者）

【受賞】
  1.	 江石義信．ISHR（国際心臓研究会）ポスター賞、2010年5月16日
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先端技術開発医学分野（計測）
Medical Technology (Biomedical Devices and Instrumentation)

教　　授　三林浩二
講　　師　工藤寛之
助　　教　荒川貴博
特任助教　髙橋大志
非常勤講師　青木　寛
技術職員　宮島久美子
技術補佐員　林　美香
大学院生　王　昕，初　明星，加沢エリト，月精智子，
　　　　　ムンフジャルガル ムンフバヤル，北　和昂，
　　　　　松浦佑樹，芳賀俊介，畑山宏大，山下俊文

（１）教　育
　医学部プロジェクトセメスター，及び歯学部研究体験実習において学生を受け入れている．これらにおいては，マンツー
マン方式で指導を行っている．

（２）研　究
　独創的な新しい計測デバイスの開発をはじめ，新しい検査機器，生体計測システムの研究開発を行っている．
１．機能性高分子膜に半導体加工技術を組み合わせた，柔軟性に富み，安全性に優れた「ウエアラブルセンサ」の研究開発
２．生体の代謝機能に着目し，匂いに含まれるガス成分情報を選択的に計測することができる新規なガスセンサ，“バイオス

ニファ” の研究開発
３．駆動型DDSや有機系ロボットの開発を目的とした，生体材料を用いた新しい運動体の研究開発
４．DNAやタンパク質，脂質，糖鎖などの機能性生体高分子を利用した「生体利用＆模擬型情報デバイス」の基礎研究
５．生活空間，生活行動中で可能な計測技術をベースにした在宅健康管理用機器・システムの研究開発

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Kudo H, Suzuki Y, Gessei T, Takahashi D, Arakawa T, Mitsubayashi K. Biochemical gas sensor (bio-sniffer) for 
ultrahigh-sensitive gaseous formaldehyde monitoring, Biosensors and Bioelectronics 26(2): 845-858, 2010.

  2.	 Kato R, Munkhjargal M, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. An autonomous drug release system 
based on chemo-mechanical energy conversion “Organic Engine” for feedback control of blood glucose, Biosensors 
and Bioelectronics 26(4): 1455-1459, 2010.

  3.	 Iguchi S, Chu MX, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. Soft-MEMS glucose sensor with functional 
polymers, Journal of Photopolymer Science and Technology 23(2):167-170, 2010.

  4.	 Wang X, Ando E, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Saito H, Mitsubayashi K. 2D spatiotemporal visualization 
system of expired gaseous ethanol after oral administration for real-time illustrated analysis of alcohol metabolism, 
Talanta 82(3): 892-898, 2010.

  5.	 Arakawa T, Wang X, Ando E, Endo H, Takahashi D, Kudo H, Saito H, Mitsubayashi K. Real-time 
chemiluminescence visualization system of spacially-distributed exhausted ethanol breath on enzyme immobilized 
mesh substrate, Luminescence 25: 185-187, 2010.

  6.	 Kudo H, Sawai M, Suzuki Y, Wang X, Gessei T, Takahashi D, Arakawa T, Mitsubayashi K. Fiber optic bio-sniffer 
(biochemical gas sensor) for high selective monitoring of ethanol vapor using 335 nm UV-LED, Sensors and 
Actuators B147(2): 676-680, 2010.

  7.	 Koshida T, Arakawa T, Gessei T, Takahashi D, Kudo H, Saito H, Yano K, Mitsubayashi K. Fluorescence biosensing 
system with a UV-LED excitation for l-leucine detection, Sensors and Actuators B146(1): 177-182, 2010.

[学会]
（海外・国際）

  1.	 Wang X, Ando E, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi. Real time scent-visualization system for breath 
ethanol after drinking, 20th Anniversary World Congress on Biosensors, BIOSENSORS2010, Glasgow, UK, May 
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2010.
  2.	 Kato R, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. Bio-energetic self-regulation system of glucose level 

with chemo-mechanical drug release function, 20th Anniversary World Congress on Biosensors, BIOSENSORS2010, 
Glasgow, UK, May 2010.

  3.	 Chu MX, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. Contact lens type biosensor fabricated using MEMS 
techniques on biocompatible polymers for continuous monitoring of tear glucose, 20th Anniversary World Congress 
on Biosensors, BIOSENSORS2010, Glasgow, UK, May 2010.

  4.	 Suzuki Y, Gessei T, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. Fluorometric bio-sniffer (Opt nose) based on 
NADH detection with UV-LED for continuous monitoring of residential formaldehyde with sub-ppb sensitivity, 20th 
Anniversary World Congress on Biosensors, BIOSENSORS2010, Glasgow, UK, May 2010.

  5.	 Wang X, Arakawa T, Ando E, Endo H, Takahashi D, Saito H, Kudo H, Mitsubayashi K. A chemiluminescent 
visualization system for breath ethanol monitoring using enzyme-immobilized substrate, the 13th international 
meeting of chemical sensors (IMCS-13), Perth, Western Australia, Jul. 2010.

  6.	 Sawai M, Suzuki Y, Itabashi G, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. A fluorometric-sniffer 
(biochemical gas sensor) using UV-LED (340 nm) on NADH-excitation for monitoring ethanol vapor, the 13th 
international meeting of chemical sensors (IMCS-13), Perth, Western Australia, Jul. 2010.

  7.	 Gessei T, Nagashima T, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Shiba K, Mitsubyashi K. Fiber-optic biosensor for 
sorbitol-induced diabetic complications using an UV-LED excitation system, the 13th international meeting of 
chemical sensors (IMCS-13), Perth, Western Australia, July 2010.

  8.	 Gessei T, Kudo H, Suzuki Y, Takahashi D, Arakawa T, Mitsubayashi K. High-sensitive biochemical gas sensor (bio-
sniffer) for evaluating detoxification of environmental formaldehyde, the 13th international meeting of chemical 
sensors (IMCS-13), Perth, Western Australia, July 2010.

  9.	 Miyajima K, Itabashi G, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Saito H, Mitsubayashi K. Fiber-optic fluoroimmunoassay 
for on-site detection of dermatophagoides farinae allergen in residential environment, the 13th international meeting 
of chemical sensors (IMCS-13), Perth, Western Australia, July 2010.

10.	 Chu MX, Iguchi S, Takahashi D, Hiranuma Y, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. A wearable glucose sensor for 
non-invasive biomonitoring on eye site, the 13th international meeting of chemical sensors (IMCS-13), Perth, Western 
Australia, July 2010.

11.	 Kudo H, Chu MX, Hiranuma Y, Takahashi D, Arakawa T, Mitsubayashi K. Development of a contact-lens shaped 
biosensor for in-vivo tear glucose monitoring, The first Japan-China-Korea Joint Seminar on MEMS/NEMS 2010 for 
Green & Life Innovation, Sapporo, Japan, Aug. 2010.

12.	 Mitsubayashi K, Chu MX, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H. Contact-lens type glucose sensor fabricated using 
Bionic-MEMS techniques for monitoring of tear sugar, The 61st Annual Meeting of the International Society of 
Electrochemistry, Nice, France, Sep. 2010.

13.	 Mitsubayashi K, Gessei T, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Saito H. Bioelectronic gas sensor (Bio-sniffer) for 
formaldehyde, The 61st Annual Meeting of the International Society of Electrochemistry, Nice, France, Sep. 2010.

14.	 Munkhjargal M, Kato R, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. Autonomous drug-release system 
based on chemo-mechanical energy conversion for blood sugar control, Pacificchem 2010, Hawaii, USA, Dec 2010. 

15.	 Mitsubayashi K, Chu MX, Hiranuma Y, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Hiramatsu H. Contact lens type glucose 
sensor for continuous monitoring of tear sugar level, Pacificchem 2010, Hawaii, USA, Dec 2010.

16.	 Mitsubayashi K, Wang X, Ando E, Kita K, Takahashi D, Arakawa T, Spatiotemporal visualisation system for 
expired ethanol after drinking, Pacificchem 2010, Hawaii, USA, Dec 2010.

（国内）
  1.	 平沼義貴，初明星，白井隆行，髙橋大志，荒川貴博，工藤寛之，平松秀夫，三林浩二．生体適合性ポリマー材料を用

いたフレキシブルグルコースセンサ，第57回応用物理学関係連合講演会，平塚，2010年3月．
  2.	 北和昂，安藤恵理，王昕，髙橋大志，荒川貴博，工藤寛之，齊藤浩一，三林浩二．酵素反応を利用した呼気中エタノ

ールガス可視化システム，第57回応用物理学関係連合講演会，平塚，2010年3月．
  3.	 板橋玄，鈴木祐貴，月精智子，髙橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林 浩二．室内環境評価のための高感度ホルムアル

デヒド用バイオスニファ．第57回応用物理学関係連合講演会，平塚，2010年3月．
  4.	 ムンフジャルガル ムンフバヤル，加藤了大，佐藤悠大，髙橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．血糖成分による

自立駆動型の薬物放出システムに関する研究，第57回応用物理学関係連合講演会，平塚，2010年3月．
  5.	 安藤恵理，北和昂，王昕，髙橋大志，荒川貴博，工藤寛之，齊藤浩一，三林浩二．エタノールガスの高感度可視化シ
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ステムに関する研究，第57回応用物理学関係連合講演会，平塚，2010年3月．
  6.	 松浦佑樹，小塚信玄，髙橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．生体触媒を利用したケミカルモーターに関する研究，

第57回応用物理学関係連合講演会，平塚，2010年3月．
  7.	 王シン，三林浩二，安藤恵理，高橋大志，荒川貴博，工藤寛之，齊藤浩一，三林浩二．生体触媒を用いた呼気成分の

可視化計測に関する研究，第85回日本医療機器学会大会，福岡，2010年5月．
  8.	 初明星，高橋大志，荒川貴博，工藤寛之，秋吉一成，三林浩二，森本展行，岩崎泰彦．涙液グルコースモニタリング

のためのコンタクトレンズ型バイオセンサ，第85回日本医療機器学会大会，福岡，2010年5月．
  9.	 宮島久美子，板橋玄，玉利佳子，高橋大志，荒川貴博，工藤寛之，齊藤浩一，矢野和義，芝紀代子，三林浩二．ダニ

アレルゲンDer f1の住環境における動態評価のための蛍光免疫計測に関する研究，第71回分析化学討論会，松江，
2010年5月．

10.	 月精智子，長嶋友香，高橋大志，荒川貴博，工藤寛之，芝紀代子，三林浩二．糖尿病合併症の評価を目的とした
NADH蛍光検出型ソルビトールバイオセンサの開発，第71回分析化学討論会，松江，2010年5月．

11.	 月精智子，鈴木祐貴，高橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．高感度生化学式ガスセンサの開発とホルムアルデ
ヒド放散量評価への応用，第71回分析化学討論会，松江，2010年5月．

12.	 荒川貴博，初明星，高橋大志，工藤寛之，森本展行，岩崎泰彦，秋吉一成，三林浩二．ソフトコンタクトレンズ型バ
イオセンサを用いた涙液グルコース連続計測に関する研究，2010年・秋季〈第71回〉応用物理学会学術講演会，長崎，
2010年9月．

13.	 荒川貴博，王シン，安藤恵理，北和昂，高橋大志，工藤寛之，齊藤浩一，三林浩二．生体触媒を利用した呼気中エタ
ノールガス計測のための可視化システムに関する研究，2010年・秋季〈第71回〉応用物理学会学術講演会，長崎，
2010年9月．

14.	 加沢エリト，紋川亮，月精智子，工藤寛之，三林浩二．金属ナノドットアレイを用いたLSPRセンサの開発，2010年・
秋季〈第71回〉応用物理学会学術講演会，長崎，2010年9月．

15.	 川津秀紀，武井廣明，工藤寛之，三林浩二，利根川昭，西義武．電子線照射による接着の低温特性の評価，日本金属
学会2010年秋季(第147回)大会，札幌，2010年9月．

16.	 入江祐一，矢野和義，初明星，平沼義貴，平松秀夫，髙橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．生体適合性ポリマ
ーを用いたウエアラブルグルコースセンサに関する研究，第22回ＳＡＳインテリジェントシンポジウム，平塚，2010
年11月．

17.	 神白匠，白井隆行，矢野和義，初明星，平沼義貴，髙橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．生体適合性ポリマー
を用いたアルコール用フレキシブルセンサ，第22回ＳＡＳインテリジェントシンポジウム，平塚，2010年11月．

18.	 芳賀俊介，北和昂，王昕，高橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．生体触媒を用いた呼気中アルコールガスの可
視化計測に関する研究，第22回ＳＡＳインテリジェントシンポジウム，平塚，2010年11月．

19.	 畑山宏大，加藤了大，ムンフジャルガル ムンフバヤル，松浦佑樹，髙橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．化学
‐力学エネルギー変換（有機エンジン）を用いた自律駆動型薬物放出システム，第22回ＳＡＳインテリジェントシン
ポジウム，平塚，2010年11月．

20.	 山下俊文， 板橋玄，月精智子，宮島久美子，高橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．住環境中ホルムアルデヒド
の高感度モニタリングを目的とした生化学式ガスセンサ，第22回ＳＡＳインテリジェントシンポジウム，平塚，2010
年11月．

21.	 川津秀紀，武井廣明，工藤寛之，三林浩二，利根川昭，西義武．親水性と疎水性の異種生体適合高分子材料間の電子
線照射接着処理，第22回ＳＡＳインテリジェントシンポジウム，平塚，2010年11月．

[研究助成金]
  1.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究　「体内の代謝・無臭化機能に基づく代謝酵素を用いた連続計測可能な

高度匂いセンサ」：課題番号20300062　研究代表者　三林浩二
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究　「溶液成分を知覚し，その化学エネルギーにて自立的拍動輸送

を行う送液チューブシステム」：課題番号21650041　研究代表者　三林浩二
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「粘膜における気液相互作用をMEMS技術で模倣した生化学式ガ

スセンサの創生」：課題番号20656067　研究代表者　工藤寛之
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究B　「UV-LEDを用いたNADH蛍光検出式バイオセンシングに関する研

究」：課題番号21760310　研究代表者　宮島久美子
  5.	 日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究（スタートアップ）「非侵襲生体情報計測を目的としたウェアラブル化

学センサの研究」：課題番号21860025　研究代表者　髙橋大志
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[その他]
〈招待講演〉
(海外・国際)

  1.	 Mitsubayashi K. Organic engine with enzyme catalysis and biochemical actuators with intelligent functions, 3rd 
International Symposium on Next-Generation Actuators Leading Breakthroughs (MEXT Grand-in-Aid Scientific 
Research on Priority Areas, No.438), Tokyo, Jun. 2010.

  2.	 Mitsubayashi K. Autonomous biosensors and biosystem with organic engine (bio-energetic intelligent function using 
artificial active transportation), the 6th Sweden-Japan Bio Nano Workshop & Bio Nano delegation, Mishima 
(Shizuoka), May 2010.

（国内）
  1.	 三林浩二．ナノバイオ＆Soft-MEMSで未来を開く，2009年度印刷・情報記録・表示研究会講座　印刷技術で実現する

次世代エコ入出力・制御デバイス，東京大学弥生講堂，東京，2010年2月．
  2.	 三林浩二．実用化を見据えた新規なバイオセンサとそのシステム化，第14回課題研究会「次世代センサの展望№2  ～

センサの現状とこれから必要とされるシステム化は～」，化学会館6階 601号室，東京，2010年2月．
  3.	 三林浩二．バイオニックMEMS　生体融和型の新規バイオデバイス開発，MEMS Engineer Forum 2010，TFTホール，

東京，2010年3月．
  4.	 三林浩二．VOCバイオセンサの開発，東京都地域結集型研究開発プログラム　平成21年度研究成果発表会　都市の安

全・安心を支える環境浄化技術の開発，東京都庁　議会棟1階　都民ホール，東京，2010年3月．
  5.	 三林浩二．人の生/化学情報を捉える新規バイオデバイスとその応用展開，「人々の健康を支援するLSIとシステム」，

第2種研究会・LSIとシステムのワークショップ2010，北九州国際会議場，北九州，2010年5月．
  6.	 三林浩二．健康科学・環境医学のためのバイオセンシング，次世代センシング技術シリーズ　第164回産学交流サロ

ンのお誘い　次世代センシング技術～大学における製品化可能な最新研究事例の紹介，横浜企業経営支援財団大会議
室，横浜，2010年7月．

  7.	 三林浩二．バイオセンサの基礎と生体への応用展開，第19回センサテクノスクール「次世代センサ・アクチュエータ
の基礎から最先端技術」，化学会館5階501号室，東京，2010年10月．

  8.	 三林浩二．Soft-MEMS技術を使った生体計測用ウエアラブル化学センサ，日本動物実験代替法学会　第23回大会，北
里大学薬学部1号館，東京，2010年12月．

〈受賞〉
  1.	 畑山宏大，加藤了大，ムンフジャルガル ムンフバヤル，松浦佑樹，高橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二，化学

‐力学エネルギー変換（有機エンジン）を用いた自律駆動型薬物放出システム，第22回SASインテリジェントシンポ
ジウム，優秀ポスター賞, 2010年12月

  2.	 神白匠，白井隆行，矢野和義，初明星，平沼義貴，高橋大志，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二，生体適合性ポリマー
を用いたアルコール用フレキシブルセンサ, 第22回SASインテリジェントシンポジウム，優秀ポスター賞, 2010年12月

〈その他〉
  1.	 Sato Y, Okoshi T, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. A pressure control system based on 

biochemical reaction, Journal of Advanced Science 22(1): 7-8, 2010.
  2.	 Hiranuma Y, Hiramatsu H, Shirai T, Chu MX, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. Flexible glucose 

sensor with biocompatible polymer substrate, Journal of Advanced Science 22(1): 9-10, 2010.
  3.	 Matsuura Y, Kozuka M, Munkhjargal M, Sato Y, Takahashi D, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K. High 

revolution chemical motor with biocatalytic reaction, Journal of Advanced Science 22(1): 11-12, 2010.

〈新聞報道等〉
  1.	 東京医歯大　アレルギー物質 測定数分　光ファイバー利用　ほこりの試薬発光，日経産業新聞，2010年5月18日．
  2.	 ホルムアルデヒド　濃度1 ppbまで測定　東京医科歯科大がシステム，日刊工業新聞，2010年5月28日．
  3.	 未来の検査測定は “痛み” なし!?　侵襲なく簡便に測定するための研究，Expert Nurse 26(11): 7, 2010年9月．

〈展示会〉
  1.	 テクノフロンティア2010，文部科学省　科学研究費補助金 特定領域研究438　「ブレイクスルーを生み出す次世代アク

チュエータ研究」東京医科歯科大学　生体材料工学研究所　三林研究室，東京ビッグサイト，2010年7月．
  2.	 センサEXPO2010，東京ビックサイト，2010年11月．
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先端機器開発医学分野（情報分野）
Medical Instrument (Biomedical Information)

教　　授　安田賢二
准 教 授　金子智行
助　　教　野村典正
特任助教　林　智代(11月～)
大学院生　巴　悠記，大原左千恵(～3月)，
　　　　　北村哲生，平塚寛之(4月～)，
　　　　　松井亮子

（１）教育
　講義は医歯科学専攻修士課程の「医用システム学総論」(安田)、保健衛生学科検査技術専攻の「生体医工学」(安田)を担
当した。

（２）研究
１．生命システムが持つ後天的情報・記憶メカニズムの解明

　脳（神経細胞ネットワーク）、免疫細胞、心筋細胞などを用いて、細胞が環境との相互作用で後天的に獲得する情報
の保持機構の研究をしている。

２．ナノバイオテクノロジーを用いた「臓器モデルチップ」
　あたらしいナノテクノロジーとバイオテクノロジーの融合によって、チップ上に「臓器モデル」を構築して、薬効・
毒性を計測する技術を開発している。

３．神経細胞ネットワークを用いたバイオコンピューティング
　チップ上に構成的に構築した神経ネットワークを用いて、生きた細胞を用いたコンピューティングを行っている。

４．１分子計測技術を用いたあたらしい創薬技術の開発
　「細胞」内で起こっているイベントを1分子レベルで計測できる技術を開発している。また、この技術を用いてあたら
しい創薬技術の開発を行っている。

（３）研究業績
[原著]

  1. 	Terazono H, Anzai Y, Soloviev M, Yasuda K. Labeling of live cells using fluorescent aptamers: binding reversal with 
DNA nucleases. J Nanobiotechnol, 8(1), 8, 2010.

  2.	 Kim H, Negishi T, Kudo M, Takei H, Yasuda K. Quantitative backscattered electron imaging of field emission 
scanning electron microscopy for discrimination of nano-scale elements with nm-order spatial resolution. J Electron 
Microsc (Tokyo), 59(5), 379-385, 2010.

  3.	 Kim H, Takei H, Yasuda K. Production of size-controlled nanoscopic cap-shaped metal shells. Jpn J Appl Phys, 49(4), 
48004 1-2, 2010.

  4.	 Kim H, Kira A, Yasuda K. Non-amplified quantitative detection of nucleic acid sequences using a gold nanoparticle 
probe set and field emission scanning electron microscopy. Jpn J Appl Phys, 49(6), 06GK07 1-7, 2010.

  5.	 Terazono H, Takei H, Hattori A, Yasuda K. Development of a high-speed real-time PCR system using a circulating 
water-based rapid heat-exchange. Jpn J Appl Phys, 49(6), 06GM05 1-5, 2010.

  6.	 Terazono H, Takei H, Hattori A, Yasuda K. Development of a high-speed real-time PCR system for rapid and 
precise nucleotide recognition. SPIE 2010 Defense and Security, 76730U, 2010.

  7.	 Terazono H, Takei H, Hattori A, Yasuda K. Development of an integrated system for rapid detection of biological 
agents. SPIE 2010 Defense and Security proceeding, 766503, 2010.

  8.	 Hattori A, Yasuda K. Comprehensive study of micro gel electrode for on-chip electrophoretic cell sorting. Jpn J 
Appl Phys, 49(6), 06GM04 1-4, 2010.

  9.	 Kim H, Takei H, Yasuda K. Production of Nanoparticles Using Several Materials for Labeling of Biological 
Molecules. Jpn J Appl Phys, 49(8), 87001 1-7, 2010.

10.	 Hayashi M, Yasuda K. Simple Microfluidic Continuous Concentration of Microparticles with Different Dielectric 
Constants Using Dielectrophoretic Force in a V-Shaped Electrode Array. Jpn J Appl Phys, 49(9), 97002 1-5, 2010.

11.	 Matsumura K, Yagi T, Hattori A, Soloviev M, Yasuda K. Using single cell cultivation system for on-chip monitoring 
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of the interdivision timer in Chlamydomonas reinhardtii cell cycle. J Nanobiotechnol, 8, 23, 2010.
12.	 Yasuda K, Kaneko T, Nomura F. On-Chip Cellomics for Cardiotoxyty: Cell Network Model For Re-Construction of 

Higher Complexity of Organs. The Open Conference Proceedings Journal, 1, 168-177, 2010.
13.	 Yasuda K, Kaneko T, Nomura F. On-Chip Pre-Clinical Cardiac Toxicity: Testing Compounds Beyond hERG and Qt 

Using hES/hiPS Cardiomyocyte Re-Entry Cell Network Model On A Chip. Proceeding of The 14th International 
Conference on　Miniaturized Systems for Chemistry and Life Sciences (μTAS2010), 716-718, 2010.

[成書]
  1. 	安田賢二. バイオチップ実用化ハンドブック　第3編　国内外の動向　第5章　技術展望－バイオチップの将来技術　

第11節　セロミクス解析システムチップ, 株式会社エヌ・ティー・エス, 571-581, 2010.
  2.	 Yasuda K. Algebraic and Geometric Understanding of Cells, Epigenetic Inheritance of Phenotypes Between 

Generation, High Resolution Microbial Single Cell Analytics, Springer, 55-81, 2010.

[総説]
  1. 	安田賢二. 生命システムの構成的再構築の試み：オンチップ・セロミクス計測技術の開発, 日本物理学会誌, 65(3), 

181-186, 2010.
  2.	 安田賢二. オンチップ・セロミクス・テクノロジーのヒト幹細胞由来心筋細胞を用いた創薬スクリーニングシステム

への展開, 薬学雑誌, 130(4), 545-557, 2010. 
  3.	 安田賢二. 細胞を並べる技術～再生医療研究からの示唆とその応用～, 日本再生医療学会雑誌　再生医療, 9(3), 71-82, 

2010.

[学会]
(海外・国際)

  1. 	Fumimasa Nomura, Tetsuo Kitamura, Tomoyuki Kaneko, Kenji Yasuda. Development Of Novel System For The 
Functional Analysis Of The Cardiomyocytes Network Model Using On-Chip Cellomics Technology. Biophysical 
Society 54th Annual Meeting, San Francisco, USA, Feb. 2010.

  2.	 Yuki Tomoe, Tomoyuki Kaneko, Fumimasa Nomura, Kenji Yasuda. Community Effect To The External Electrical 
Stimulation On Cardiomyocytes By Using On-Chip MEA System. Biophysical Society 54th Annual Meeting, San 
Francisco, USA, Feb. 2010.

  3.	 Sachie Ohhara, Fumimasa Nomura, Tomoyuki Kaneko, Kenji Yasuda. Community Effect On Drug Sensitivity Of 
Cardiomyocytes Controlled Spatial Patterns By Using On-Chip Mea System. Biophysical Society 54th Annual 
Meeting, San Francisco, USA, Feb.2010. 

  4.	 Hideyuki Terazono, Hiroyuki Takei, Masahito Hayashi, Akihiro Hattori, Kenji Yasuda. Development of an integrated 
system for rapid detection of biological agents. SPIE Defense, Security, and Sensing 2010, Orlando, USA, April 2010.

  5.	 Hideyuki Terazono, Hiroyuki Takei, Akihiro Hattori, Kenji Yasuda. Development of a high-speed real-time PCR 
system for rapid and precise nucleotide recognition. SPIE Defense, Security, and Sensing 2010, Orlando, USA, April 
2010. 

  6.	 Tetsuo Kitamura, Fumimasa Nomura, Tomoyuki Kaneko, Peter Sartipy, Keiichi Fukuda, Atsushi Sugiyama, Masaru 
Sekijima, Kenji Yasuda. In vitro preclinical cardiac safety pharmacology: Development of drug proarrhythmic 
measurement with human embryonic stem cell derived cardiomyocytes network. WorldPharma2010, 16th World 
Congress on Basic and Clinical Pharmacology, Copenhagen, Denmark, July 2010. 

  7.	 Atsushi Sugiyama, Tetsuo Kitamura, Fumimasa Nomura, Tomoyuki Kaneko, Peter Sartipy, Keiichi Fukuda, Kenji 
Yasuda. Analysis of proarrhythmic effects of typical IKr blockers using human ES/iPS cell-derived　
cardiomyocytes. WorldPharma2010, 16th World Congress on Basic and Clinical Pharmacology, Copenhagen, 
Denmark, July 2010. 

  8.	 Hyonchol Kim, Hiroyuki Takei, Kenji Yasuda. Challenge for simultaneous detection of a lot of biomolecules with 
high spatial resolution using metal nano-particle label set and field emission scanning electron microscopy. 5th 
International Symposium on Practical Surface Analysis, Gyeongju, Korea, Oct. 2010. 

  9.	 Kenji Yasuda, Tomoyuki Kaneko, Fumimasa Nomura. On-Chip Pre-Clinical Cardiac Toxicity: Testing Compounds 
Beyond hERG and QT Using hES/hiPS Cardiomyocyte Re-Entry Cell Network Model On A Chip. The 14th 
International Conference on　Miniaturized Systems for Chemistry and Life Sciences (μTAS2010), Groningen, The 
Netherlands, Oct. 2010.

10.	 Hyonchol Kim, Masahito Hayashi, Hiroyuki Terazono, Hiroyuki Takei, Kenji Yasuda. Application of void cap-shaped 
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metal nano-shells as artificial nano-space for biomolecular reactions. 22nd International Microprocesses and 
Nanotechnology Conference（MNC2010), Kokura, Japan, Nov. 2010. 

11.	 Masahito Hayashi, Kenji Yasuda. Continuous Concentration and Separation of Microparticles Depend on Dielectric 
Constant by using Dielectrophoretic Force in a V-shaped electrode Array. 22nd International Microprocesses and 
Nanotechnology Conference（MNC2010), Kokura, Japan, Nov. 2010. 

12.	 Hiroyuki Terazono, Masahito Hayashi, Hyonchol Kim, Akihiro Hattori, Kenji Yasuda. On-Chip Multichannel 
Extracellular Potentional Monitoring System for Measurement of Hysteresis of Neural Network Activity By 
Electrical Stimulation. 22nd International Microprocesses and Nanotechnology Conference（MNC2010), Kokura, 
Japan, Nov. 2010. 

13.	 Akihiro Hattori, Masahito Hayashi, Kenji Yasuda. Image Recognition based Cell Sorting Device with Cultivation 
Chamber. 22nd International Microprocesses and Nanotechnology Conference（MNC2010), Kokura, Japan, Nov. 2010. 

14.	 Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Masahito Hayashi, Hiroyuki Takei, Kenji Yasuda. Simultaneous Labeling of 
Target Biomolecules using Various Metal Nano-Shell Labels.  The American Society for Cell Biology 50th Annual 
Meeting, Philadelphia, USA, Dec. 2010.

15.	 Tomoyuki Kaneko, Fumimasa Nomura, Yuki Tomoe, Kenji Yasuda. Entrainment of the beating rhythms of 
cardiomyocyte network with external electric stimulation. The American Society for Cell Biology 50th Annual 
Meeting, Philadelphia, USA, Dec. 2010. 

16.	 Hideyuki Terazono, Yu Anzai, Masahito Hayashi, Hyonchol Kim, Kenji Yasuda. Reversible Cell Labeling Exploiting 
Fluorescent Aptamer and Nuclease Digestion. The American Society for Cell Biology 50th Annual Meeting, 
Philadelphia, USA, Dec. 2010.

(国内) 
  1.	 Tomoyuki Kaneko, Fumimasa Nomura, Yuki Tomoe, Kenji Yasuda. Community effect of the cardiomyocyte 

network to the external electrical stimulation. 第48回日本生物物理学会年会, 仙台, 2010年9月.
  2.	 Fumimasa Nomura, Sachie ohhara, Tomoyuki Kaneko, Kenji Yasuda. Community effect to the drug sensitivity on 

geometrical patterned cardiomyocytes network by using On-Chip MEA system. 第48回日本生物物理学会年会, 仙台, 
2010年9月.

  3.	 Akihiro Hattori, Masahito Hayashi, Shinʼichi Ishiwata, Kenji Yasuda. Development of cell analysis and separation 
system by Ultra fast image analysis. 第48回日本生物物理学会年会, 仙台, 2010年9月. 

  4.	 Hideyuki Terazono, Yu Anzai, Kenji Yasuda. Labeling of live cells using fluorescent aptamers: binding reversal with 
DNA nucleases. 第48回日本生物物理学会年会, 仙台, 2010年9月. 

  5.	 Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Masahito Hayashi, Hiroyuki Takei, Kenji Yasuda. Development of “Multi-Color”
Nano-Particle Labeling for Single Cell Molecular Expression Analysis. 第48回日本生物物理学会年会, 仙台, 2010年9月. 

  6.	 金賢徹, 林真人, 寺薗英之, 竹井弘之, 安田賢二. 中空キャップ状ナノシェルへの生体分子修飾と応用利用の検討. 第71回
応用物理学会学術講演会, 長崎, 2010年9月.

  7.	 Hideyuki Terazono, Kim Hyonchol, Masahito Hayashi, Takei Hiroyuki, Kenji Yasuda. Development of a high-speed 
real-time PCR system for rapid cancer gene detection. 第4回次世代を担う若手医療薬学会シンポジウム, 東京, 2010年
11月.

[研究助成金]
  1. 	独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構　「iPS細胞等幹細胞産業応用促進基盤技術開発」iPS細胞等幹細胞

を用いた創薬スクリーニングシステムの開発　研究代表者  安田賢二

[その他]
〈招待講演〉
(海外・国際)

  1. 	Kenji YASUDA, Tomoyuki KANEKO, Fumimasa NOMURA, Atsushi SUGIYAMA. On-Chip Pre-Clinical Cardiac 
Toxicity: Testing Compounds Beyond hERG and QT using hES/hiPS Cardiomyocyte Cell Network Re-Entry Model 
on a Chip. 2nd INTERNATIONAL CONFERENCE ON DRUG DISCOVERY & THERAPY, Dubai, UAE, Feb. 2010.

  2.	 Hyonchol Kim, Hiroyuki Takei, Kenji Yasuda. Production of Size-Controlled Nanoscopic Cap-Shaped Metal Shell 
Probes for Non-Amplified Quantitative Single -Cell Genome/Proteome Measurement. Particle 2010, Orlando, USA, 
May 2010.

  3.	 Kenji Yasuda. Fast Cell Identification Using On-Chip Technologies for Cancer Research, Diagnosis, and Therapy. 
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BITʼs 3rd Annual World Cancer Congress 2010 Theme: Health Sciences without Borders, Singapore, June 2010.
  4.	 Kenji Yasuda. Image Cytometry. The 23rd Annual and International Meeting of the Japanese Association for 

Animal Cell Technology (JAACT2010), Sapporo, Japan, Sep. 2010.
  5.	 Kenji Yasuda. Development of in vitro drug-screening system exploiting human iPS cells and other pluripotent stem 

cells. NEDO-OSEO Workshop: Industrial application of iPS Cells, Paris, France, Nov. 2010.
  6.	 Kenji Yasuda. Frontier of single-cell-based on-chip screening assay: from single-cell-based purification to single-cell 

genome/proteome analysis. NEDO-OSEO Workshop: Industrial application of iPS Cells, Paris, France, Nov. 2010.
  7.	 Kenji Yasuda. Development of in vitro drug-screening system exploting human iPS cells and other pluripotent stem 

cells. The Swiss-Japanese Meeting on Industrial Use of iPS, Basel, Switzerland, Nov. 2010.

(国内)
  1. 	安田賢二, 金子智行, 野村典正, 杉山篤. 「新ツール」iPS細胞を用いたQT延長・催不整脈評価. 第83回日本薬理学会年会  

日本トキコロジー学会・日本薬理学会合同シンポジウム「安全性薬理試験の現状と将来」, 大阪, 2010年3月. 
  2.	 金子智行. 創薬支援への応用を目指したオンチップ・セロミクス. 第17回HAB研究機構　学術年会　創薬とヒト組織利

用―薬効と副作用予測への挑戦―「細胞工学からのメッセージ」　シンポジウムⅢ「培養細胞による細胞工学的アプ
ローチ」，東京, 2010年5月. 

  3.	 金子智行,野村典正,安田賢二. オンチップシステムを用いた細胞ネットワークの再構成：秩序から別の秩序への創発の
過程についての考察. リズム現象の研究会 V, 東京, 2010年5月. 

  4.	 安田賢二. オンチップ・セロミクス：チップ上に細胞から臓器機能モデルを作る構成的アプローチ. 第37回日本トキシ
コロジー学会学術年会, 沖縄, 2010年6月. 

  5.	 安田賢二. オンチップ・セロミクス技術を用いた心筋細胞ネットワークモデルの構成的構築と1細胞計測技術の開発. 
第37回日本トキシコロジー学会学術年会・ワークショップ　iPS細胞等多能性幹細胞を用いた創薬スクリーニングシ
ステムの新展開-新知見からその魅力に迫る-, 沖縄, 2010年6月. 

  6.	 安田賢二. 1細胞からの構成的生命科学：オンチップ・セロミクス計測技術を用いた１細胞からの後天的情報解析とそ
の応用展開.（財）生産開発科学研究所　医工学フォーラム, 京都, 2010年7月. 

  7.	 林真人, 寺薗英之, 金賢徹, 関島勝, 宮城洋平, 安田賢二. CTC計測装置技術の現状と次世代CTC装置技術の展望. 第20回
日本サイトメトリー学会学術集会, 東京, 2010年6月. 

  8.	 安田賢二. iPS細胞等多能性幹細胞を用いた創薬スクリーニングの新展開. BioJapan2010, 横浜, 2010年10月. 
  9.	 安田賢二. iPS細胞からの電気生理学：オンチップ細胞ネットワークモデルの心電学への応用の可能性. 心電学フロン

ティア2010-第45回理論心電図研究会, 大分, 2010年10月. 
10.	 安田賢二. iPS細胞を用いた心毒性評価法. エーザイ㈱研究技術交流会, つくば, 2010年10月. 
11.	 安田賢二. 生物剤検知技術のフロンティア：微量血中がん細胞の診断技術開発. 防衛技術シンポジウム2010, 東京, 2010

年11月. 
12.	 安田賢二. 早期がん診断を実現するナノバイオ計測技術. かわさきサイエンス＆テクノロジーフォーラム2010, 川崎, 

2010年11月. 
13.	 安田賢二. パネルディスカッション　生物物理、今後の50年：細胞ネットワーク. 日本生物物理学会　50周年記念講演

会, 東京, 2010年12月. 
14.	 Kenji Yasuda, Tomoyuki Kaneko, Fumimasa Nomura. On-chip pre-clinical cardiac toxicity: Testing compounds 

beyond hERG and QT using hES/hiPS cardiomyocyte re-entry cell network model on a chip. 日本学術振興会　未
踏・ナノデバイステクノロジー第151委員会　ナノバイオフュージョン分科会　第16回研究会, 東京, 2010年12月.

〈受賞〉
  1.	 MNC 2009 Outstanding Paper　 Kim H, Kira A, Yasuda K. Non-amplified quantitative detection of nucleic acid 

sequences using a gold nanoparticle probe set and field emission scanning electron microscopy. Jpn J Appl Phys, 
49(6), 06GK07 1-7

〈学会主催〉
  1.	 東京医科歯科大学 第3回センシングバイオロジー・シンポジウム（第7回IBBフロンティアシンポジウム）．Frontier 

of Biomedical Information(生命情報のフロンティア），東京医科歯科大学, 2010年12月9日.

〈展示会〉
  1.	 財団法人　神奈川科学技術アカデミー・安田「一細胞分子計測」プロジェクト（安田賢二リーダー）　超高速PCR装置、

A4サイズの小型化試作に成功. イノベーション・ジャパン2010-大学見本市, 東京, 2010年9月～10月. 
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  2.	 独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構　戦略展示　iPS細胞等幹細胞を用いた創薬スクリーニングの
新展開　東京医科歯科大学. BioJapan2010, 横浜, 2010年9月～10月.
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人工臓器工学分野（生体システム）
Artificial Organs Engineering (CardioVascular Device Engineering)

教　　授　高谷節雄
機関研究研究員　迫田大輔
特任助教　横山敬正，安東勇介
非常勤講師　進士忠彦，谷城博幸，安田利貴，
　　　　　　大内克洋
博士課程大学院生　北尾貴史，長岡英気，横山直幸，
　　　　　　　　　木村太郎
修士課程大学院生　安斉洋平

　当分野では、人工臓器、特に人工心臓（拍動流と連続流）とその周辺要素技術、特に、計測制御機器、エネルギー伝送装
置などの開発、人工心臓による循環制御、人工心臓の臨床応用、補助循環を基盤とした新しい外科的治療法の研究開発、教
育を行っている。

（１）教育
　外科領域、特に重症心不全患者の治療手段としての全置換型及び補助人工心臓の研究開発、人工心臓による循環維持法、
人工心臓の臨床応用及び循環器病の将来的な治療法の研究について教育を行っている。

（２）研究
　重症心不全患者の治療手段としての全置換型人工心臓及び補助人工心臓とその周辺要素技術の開発、人工心臓による循環
制御法の開発、人工心臓の臨床応用、人工心臓の周辺要素技術としての生体計測方法の開発、将来的な人工臓器開発等の分
野で研究を行っている。

〈研究の概要〉
研究課題及び概要（人工臓器工学・心血管デバイス工学の基礎・応用研究）
１．最先端心血管デバイスの開発研究：小児から成人を対象とした短期体外設置型から長期体内植え込み可能な人工心臓シ
ステムの開発研究を行う。人工心臓としては、流入・流出弁を要せず、小型化が可能な連続流血液ポンプを対象に、CAD/
CAM設計・加工、InVitro性能評価、耐久試験、ExVivoからInVivo動物実験を行い、臨床応用可能なシステムの実現を目指す。
２．血球バイオメカニクス、バイオレオロジー、溶血・血栓形成メカニズムの研究：人工臓器内で発生するせん断応力・流
れによる血球（赤血球、白血球、血小板など）の変形、破壊、凝集・凝固に関する理解を深め、流体力学的、機械学的、生
化学的観点から、生体適合性に優れた人工臓器の実現を目指す。
３．循環動態計測技術の研究開発と循環制御への応用：循環動態の計測並びに人工臓器の制御への応用を目標に、センサー
の開発、制御理論の構築、制御装置の開発を進める。特に、光は生体に危害を与えることなく、非侵襲、迅速且つ精確な計
測が可能であるので、血球、血管の情報収集方法論並びにセンサーの研究開発を行う。この研究は、２の血球バイオメカニ
クス、バイオレオロジー研究と連動して行い、血液ポンプによる血球損傷、破壊に至る血球のモデル化、動脈硬化症の定量
計測などに結びつける。補助人工心臓による心補助効果並びに心機能を診断する目的で、血管内に長期留置可能な半導体マ
イクロ圧力センサーの研究開発を進める。
４．重症心不全の治療・リカバリー促進法、リカバリーのモデル化並び次世代型循環補助法に関する研究：重症心不全の最
適な循環補助並びに心機能リカバリーに向けた循環補助法の開発を目標に、分子レベルから臓器レベルまでのコンピュータ
ーモデルの構築を通して、機械的循環補助が心機能に与える効果、リカバリーのメカニズムについて研究する。機械的循環
補助と再生医療、組織工学や薬物療法等との併用による心機能リカバリーに向けた先端的治治療方法並びにその効果につい
て検討する。

１．Research and Development of Advanced CardioVascular Devices: Advanced mechanical circulatory support devices 
applicable from infants to adults, from extracorporeal to implantable systems will be researched and developed to treat 
end-stage heart failure patients. Through CAD/CAM design and precision machining, in vitro performance and durability 
testing, and ex vivo and in vivo biological performance studies, clinically applicable devices will be obtained.
２．Basic Research on Cell Biomechanics, Biorheology, and Thrombosis Studies: The research focuses upon blood cells 
and device interaction, specifically mechanical effects of the cardiovascular devices upon blood cell elements including 
RBCs, WBCs and platelets, cell aggregation and adhesion phenomena, lysis and coagulation process on the artificial 
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surface. The study will lead to understanding of mechanism leading to hemolysis, coagulation in the cardiovascular devices 
to attain biocompatible devices.
３．Research and Development of Sensors and Control Algorithm: This study aims at development of sensors for 
cardiovascular dynamics measurement and possible application in controlling the artificial organs. The optical interaction 
with blood cells, tissues and organs will be investigated to develop an appropriate sensing technique and sensors. This 
study will be conducted in connection with the basic research of (2) to understand mechanical effects of blood pumps upon 
blood cell elements leading to hemolysis and arteriosclerosis process. In relation to understanding the recovery process of 
myocardium during ventricular unloading with the mechanical circulatory devices, a semi-conductor micro-pressure sensor 
that can used for prolonged duration in biological environment will be researched and developed.
４．Research and Development of Optimal Methods for Promoting Myocardial Recovery, Understanding of Recovery 
Process and Next Generation Devices: Aiming at understanding recovery process of myocardium during mechanical 
unloading, this study constructs a global model of cardiovascular system covering from molecular level to organ level. 
Next generation optimal therapy by combining mechanical circulatory support device with regenerative medicine, cell 
transplantation and pharmaceutical regimens will be researched.

（３）臨床
　急性及び慢性心不全患者の治療方法として、拍動流及び無拍動流人工心臓の短期、長期臨床応用を通して、臨床に貢献す
ることを目指している。

（４）業績
原著論文

  1.	 Sakota D and Takatani S. Photon－Cell Interactive Monte Carlo “pciMC ” model based on the geometric optics 
theory for photon migration in blood by incorporating both extra- and intra-cellular pathways. J Biomed Optics 
2010 November/December; 15(6):  2010.

  2.	 Ugaki S, Honjo O, Nakakura M, Douguchi T, Itagaki A, Yokoyama N, Ohuchi K, Takatani S, and Sano S. 
Transfusion-Free Neonatal Cardiopulmonary Bypass Using a TinyPump, Annals of  Thoracic Surgery 2010; 90: 
1615-21.

  3.	 Kitao T, Ando Y, Yoshikawa M, Kobayashi M, Kimura T, Osawa H, Machida S, Yokoyama N, Sakota D, Konno T, 
Ishihara K, Takatani S. In Vivo Evaluation of the ‘TinyPump’ for Pediatric Left Ventricular Assist Device 
Application. Artif  Organs (Accepted for publication).

  4.	 Yokoyama Y, Kawaguchi O, Shinshi T, Steinseifer U, Takatani S. A new Pulse Duplicator with a Passive Fill 
Ventricle for Analysis of Cardiac Dynamics. J Artif  Organs (PMID:20878198 (8pp) 2010).

  5.	 Yokoyama Y, Kawaguchi O, Kitao T, Kimura T, Steinseifer U, and Takatani S. Prediction of the external work of 
the native heart from the dynamic H-Q curves of the rotary blood pumps during left heart bypass. Artif  Organs 

2010; 34(9): 766-777.
  6.	 Nagaoka E, Someya T, Kitao T, Kimura T, Ushiyama T, Hijikata W, Shinshi T, Arai H, Takatani S. Development of 

a disposable magnetically levitated centrifugal blood pump (MedTech Dispo) intended for bridge-to-bridge 
applications -Two-week in vivo evaluation. Artif  Organs 2010; 34(9): 778-783.

  7.	 Hijikata W, Sobajima H, Shinshi T, Nagamine Y, Wada S, Takatani S, and Shimokohbe A. Disposable MagLev 
Centrifugal Blood Pump Utilizing a Cone-Shaped Impeller. Artif  Organs 2010; 34(8): 669-677.

  8.	 Sakota D, Takatani S. Photon Cell Interactive Monte Carlo (pciMC) Model to describe both Intracellular and 
Extracellular optical pathways of biconcave red blood cells: Phase Function and Albedo. Proc. SPIE. 757316 (10pp), 
2010

成書・総説・トピックス
  1.	 長岡英気、土方　亘、進士忠彦、荒井裕国、高谷節雄、MedTech Dispoの研究開発- Bridge-to-Bridgeを目的とした日

本初、ディスポ式、磁気浮上遠心血液ポンプ、東京医科歯科大学生体材料工学研究所年報 2009; 43: 41-44.
  2.	 Yamane T, Kyo S, Matsuda H, Abe Y, Imachi K, Masuzawa T, Nakatani T, Sase K, Tabayashi K, Takatani S, 

Tatsumi E, Umezu M and Tsuchiya T, Japanese guidance for ventricular assist devices and total artificial hearts, 
Artif Organs 2010; 34(9): 699-702.

 
学会発表
海外 



— 755 —

先端外科治療学講座

招待・依頼
  1.	 Takatani S, Rotary blood pumps for pediatric and adult extracorporeal circulation, 18th Congress of  the 

International Society for Rotary Blood Pumps (ISRBP) 2009, Berlin, Germany, October 14-16, 2020.
  2.	 Kitao T, Ando Y, Yoshikawa M, Kobayashi M, Kimura T, Osawa H, Machida S, Yokoyama N, Konno T, Ishihara K, 

Takatani S. In Vivo Evaluation of TinyPump for Pediatric Mechanical Circulatory Support. 6th World Congress on 

Biomechanics 2010, Singapore, August 1-8, 2010.

一般
  1.	 Yokoyama Y, Kimura T, Nagaoka E, Shinshi T, Arai H, Takatani S. Assessment of hemodynamic as well as 

thrombogenic performances of a magnetically levitated centrifugal blood pump based on the Fast Fourier 
Transform analysis of impeller dynamics, 18th Congress of  the International Society for Rotary Blood Pumps 

ISRBP, Berlin Germany, October 14-16, 2010.
  2.	 Kimura T, Yokoyama Y, Sakota D, Nagaoka E, Takakuda K, Takatani S. Evaluation of platelet aggregation in calves 

during centrifugal blood pump support. 18th Congress of  the International Society for Rotary Blood Pumps 

ISRBP, Berlin Germany, October 14-16, 2010.
  3.	 Ando Y, Kitao T, Nagaoka E, Kimura T, Yokoyama N, Sakota D, Yokoyama Y, Yoshikawa M, Tomonaga R, 

Takatani S. In vivo biocompatibility assessment of the pediatric TinyPump: Results of the 6th version. 18th Congress 

of  the International Society for Rotary Blood Pumps ISRBP, Berlin Germany, October 14-16, 2010.
  4.	 Yokoyama N, Sakota D, Nagaoka E, Takatani S. In vivo validation of selective destruction of aged RBCs by a rotary 

b lood pump. 18th Congress of  the International Society for Rotary Blood Pumps ISRBP, Ber l in Germany , 
October 14-16, 2010.

  5.	 Nagaoka E, Someya T, Hijikata W, Ando Y, Yokoyama Y, Shinshi T, Arai H, Takatani S.  MedTech Dispa, a 
disposable mag-lev centrifugal blood pump: Two-month in vivo evaluation of biocompatibility in LVADcondition. 
18th Congress of  the International Society for Rotary Blood Pumps ISRBP, Berlin Germany, October 14-16, 2010.

  6.	 Sakota D and Takatani S. A Novel Photon Propagation Model for Non-invasive and Continuous Diagnosis of Blood 
during Extracorporeal Circulation with Rotary Blood Pumps. 18th Congress of  the International Society for 

Rotary Blood Pumps ISRBP, Berlin Germany, October 14-16, 2010.
  7.	 Hijikata W, Mamiya T, Shinshi T, Takatani S, Development of a maglev centrifugal blood pump employing a 

magnet-less disposable pump head, 18th Congress of  the International Society for Rotary Blood Pumps ISRBP, 

Berlin Germany, October 14-16, 2010.
  8.	 Suzuki Y, Kita K, Hamazaki S, Hisamatsu A, Fujita H, Takatani S, Performance improvement of an axial flow pump 

using forced whirling motion effect, 18th Congress of  the International Society for Rotary Blood Pumps ISRBP, 

Berlin Germany, October 14-16, 2010.
  9.	 Hamazaki S, Suzuki Y, Fujita H, Takatani S, Development of a mixed flow pediatric blood pump, 18th Congress of  

the International Society for Rotary Blood Pumps ISRBP, Berlin Germany, October 14-16, 2010.
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13.	 横山敬正、長岡英気、進士忠彦、荒井裕国、高谷節雄、仔牛を用いた磁気浮上遠心血液ポンプのインペラ挙動解析、
第48回日本人工臓器学会大会、仙台国際センター、2010年11月18～20日。

14.	 安東勇介、北尾貴史、長岡英気、木村太郎、吉川雅治、金野智浩、石原一彦、冨永隆治、高谷節雄、小児用小型遠心
血液ポンプTinyPumpの生体適合性評価、第48回日本人工臓器学会大会、仙台国際センター、2010年11月18～20日。

15.	 間宮太一、土方　亘、進士忠彦、高谷節雄、使い捨てポンプヘッドに永久磁石を用いない体外循環用磁気浮上遠心血
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＜研究助成金＞
[文部科学省科学研究費補助金]

  1.	 高谷節雄：平成20-22年度科学研究費基盤研究Ｂ：幼児から小児心疾患のための機械的循環補助システム開発に関する
総合的基礎研究

  2.	 高谷節雄：平成20-22年度科学技術振興機構大学発ベンチャー創出事業 “ディスポ式、磁気浮上遠心血液ポンプの研究
開発”



薬 害 監 視 学 分 野
Department of Pharmacovigilance

　平成17年度に設立された薬害監視学講座は下記スタッフにより研究を進めている。

教　　授　針谷正祥
准 教 授　小池竜司(兼任：医学部附属病院臨床試験管理
　　　　　センター長），南木敏宏
助　　教　田中みち，野々村美紀(〜3月)，
　　　　　渡部香織(4月〜)
大学院生　酒井良子（膠原病・リウマチ内科学所属），
　　　　　山崎隼人（膠原病・リウマチ内科学所属)(4月〜)
非常勤看護師　川瀬祥子
事務補佐員　高橋智子

（１）教育
　当講座は寄附講座であるため、講座固有の講義枠はないが、スタッフ全員が日本リウマチ学会認定専門医であり、膠原病・
リウマチ内科学の講義、卒前卒後教育において教育活動に関与している。担当講義に関しては下記に示す。またクリニカル
クラープシップ（CC）で膠原病・リウマチ内科を履修する学生の指導、初期研修および後期研修にて膠原病・リウマチ内科
を担当する研修医の教育・指導に携わっている。
　針谷、小池は医学部附属病院臨床試験管理センター所属の立場から、臨床試験や医学全般における倫理に関連した教育活
動、小池は総合診療部の教育活動への協力としておよび本学で唯一の感染症専門医であることより臨床研修医に対する感染
症学教育活動を行っている。
　本講座の研究内容は、臨床薬理学および薬剤疫学に包含される医薬品有害事象の監視活動である。現在本学において臨床
薬理学の教育研究を担当する講座は存在しない。そこで関連分野の情報収集を行い、卒前卒後教育・診療活動・臨床試験実
施において、自主的な監視活動や助言も行っている。

主な教育活動（講義・実習）
針谷：膠原病・リウマチ内科学「強皮症・混合性結合組織病」。
小池：医学部医学科第１学年：MIC病院見学・誘導、医療面接実習。第３学年：膠原病・リウマチ内科学「結晶誘発性関節炎」、
感染講義シリーズコーディネーター、感染講義「臨床感染症総論」、「日和見感染症と不明熱」、「臓器別感染症のまとめ」。
第５学年：クリニカルクラークシップI、OSCE総論、感染対策（手指消毒・手洗い）実習、各論コース３（感染・免疫・検査）

「感染制御」。クリニカルクラークシップII、総合診療部講義、身体診察法。クリニカルクラークシップ総論（TBL）。医学部
保健衛生学科検査学専攻第4学年：臨床病態学講義「感染」。がん治療高度専門家養成プログラム：総合基礎社会医学概論講義、

「治験と臨床試験」。大学院医療政策学コース（MMA）講義「治験・臨床試験の基礎知識」。大学院医歯学総合研究科初期研
究研修プログラム：診療活動における感染防御の理論と実際。共用試験OSCE（客観的臨床能力試験）準備検討委員長。ク
リニカルクラークシップ・臨床研修医対象セミナー（イブニングセミナー）：基本的な感染対策、治験･臨床試験の基礎知識。
医学部附属病院新規・中途採用職員研修：当院における感染対策。医学部附属病院看護部スキルアップ研修「細菌感染症の
診断と抗菌薬治療」。医学部附属病院安全管理研修（2010年9月30日）「話題の耐性菌の概要と当院の現状」。臨床試験管理セ
ンター治験・臨床研究ミニセミナー、研究計画書作成の基本、同意説明文書作成の基本。医学部附属病院検事研修、院内感
染対策。
南木：膠原病・リウマチ内科学「多発性筋炎・皮膚筋炎」。

（２） 研究
　薬剤監視（ファーマコビジランス）は医薬品の主に市販開始後の有害事象や有効性を監視する活動である。当講座では特
に関節リウマチ診療における分子標的治療薬を中心に薬剤監視活動に関する研究を行っている。
1) REAL研究
　「日本における生物学的製剤使用関節リウマチ患者に関する疫学研究」（REAL研究）は、全国の関節リウマチ診療を専門
とする24医療機関を対象として、平成17年度から患者登録を開始している。研究目的は、生物学的製剤使用患者及び対照と
して生物学的製剤非使用・疾患修飾性抗リウマチ薬（DMARDs）使用患者に関する安全性情報を収集し、我が国のRA患者
における生物学的製剤使用の実態とその安全性を明らかにすることである。平成23年2月には、生物学的製剤投与患者群が
1031名、DMARDs投与患者群が676名、合計1707名の登録が確認されている。今年度は最長３年間の観察期間内に発現した
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重篤な有害事象について解析し、両群の重篤感染症発現率の比較とリスク因子の同定を行った。その結果、TNF阻害薬使用
群は生物学的製剤非使用群と比較して重篤感染症の発現率が有意に高いこと、年齢、観察期間内の平均の疾患活動性、平均
メトトレキサート（MTX）及び経口副腎皮質ステロイド薬の用量が重篤感染症の発現リスク因子であることが明らかにな
った。これらの結果を第54回日本リウマチ学会総会・学術集会（平成22年4月）、欧州リウマチ学会（同年6月）、第31回日本
炎症・再生医学会（同年8月）、その他研究会にて発表し、論文投稿の準備を進めている。また、我が国のリウマチ診療にお
ける、メトトレキサート（MTX）の承認上限量増量申請に先立ち、週8mg超と8mg以下における重篤感染症の発現率の比較
とMTXの用量が重篤感染症の発現に及ぼすリスクを解析した結果、週8mgを超えるMTXは重篤感染症の発現を高めなかっ
たことを明らかにした。この解析結果をModern Rheumatologyに投稿し、現在in pressである。さらに、新たな解析として、
生物学的製剤の投与継続率に関する解析を実施しており、現在、学会発表準備を進めている。

2) SECURE研究
　当講座は、日本リウマチ学会による、「生物学的製剤使用関節リウマチ患者の長期安全性研究」（Safety of biologics in 
clinical use in Japanese patients with rheumatoid arthritis in the long term (SECURE)）の事務局として、研究用Webシス
テムを開発し、患者登録およびデータ収集を行っている。本研究は、日本人関節リウマチ患者において、生物学的製剤投与
が悪性腫瘍の発症リスクを高めるか否か、および生命予後への影響を解析するものであり、臨床上非常に重要なエビデンス
を提供できるものと考えている。平成23年1月現在、330施設が本研究に参加し、15,095症例が登録された。平成22年10月の
International symposium for safety of biologics in patients with rheumatoid arthritisにて、中間解析結果を報告した。

3) 膠原病における免疫抑制療法下の肺感染症に関する前向き研究
　膠原病における肺合併症は生命予後を規定する重要な病態であるが、この肺合併症の実態に関しては不明な点が多い。ま
た、肺合併症のうち特に、膠原病における免疫抑制療法下の肺感染症は、原疾患に対する適切な治療の開始あるいは継続を
妨げるのみならず、それ自体が患者の生命予後に重大な影響を及ぼす。そこで、厚生労働省科学研究費補助金「膠原病の生
命予後規定因子である肺合併症の診断及び治療法の再評価と新規開発」研究班における多施設共同研究として、膠原病にお
ける免疫抑制療法下の肺感染症の発症予測因子を同定することを主な目的とした前向きコホート研究を実施した。本研究は
多施設共同研究であり、薬害監視学講座は研究本部として研究用webサイトの管理、データ収集、問い合わせなどの研究管
理業務を行うとともに、収集したデータの基本的な解析を実施し、感染症イベントのモニタリングを行っている。
　本研究は、2008年4月から2010年6月までを患者登録期間としていたが、解析の感度を上げるためより多くの症例登録が望
ましいと考えられ、2010年12月31日に患者登録期間を延長した。最終的に、合計766例が本研究に登録され、最終登録患者
の1年後までを観察期間とし、今後解析を進めていく予定である。

4) 膠原病の肺合併症診断および治療法に関する後ろ向き研究
　膠原病における肺合併症は生命予後を規定する重要な病態であるが、この肺合併症の実態には不明な点が多く、特に膠原
病における免疫抑制療法下の肺感染症は、原疾患に対する適切な治療を妨げるのみならず、生命予後に重大な影響を及ぼす。
そこで、厚生労働省科学研究費補助金「膠原病の生命予後規定因子である肺合併症の診断及び治療法の再評価と新規開発」
研究班における多施設共同研究として、膠原病における肺合併症の種類・頻度・生命予後などの実態を把握することを目的
とした後ろ向きコホート研究を実施した。
　この研究では、関節リウマチ（RA）・全身性エリテマトーデス（SLE）・多発性筋炎（PM）・皮膚筋炎（DM）・全身性硬
化症（SSc）・混合性結合組織病（MCTD) ・顕微鏡的多発血管炎（MPA）・Wegener肉芽腫症（WG）を対象とし、分担研究
者の所属する医療機関において2004年4月～2007年3月に入院加療を要した肺合併症を有する患者の詳細な臨床データを解
析。入院加療を要した症例：総数887件。疾患別割合は、RA 349件(39%)、SLE 93件(11%)、PM 55件(6%)、DM 128件
(14%)、SSc 150件(17%)、MCTD 53件(6%)、MPA 46件(5%)、WG 13件(2%)。肺合併症別割合は、間質性肺炎 361件（40％）、
肺高血圧 69件（8％）、肺胞出血 19件（2％）、肺肉芽腫症 6件（1％）、肺感染症 432件（49％）であった。いずれの疾患にも
共通して間質性肺炎、肺感染症の頻度が高く、肺高血圧はSLE、SSc、MCTDにて、肺胞出血はSLE、MPA、WGにて多く
認められた。観察期間2年までの合併症別の累積生存率は間質性肺炎 87％、肺高血圧 88％、肺胞出血 74％、肺肉芽腫症 
100％、肺感染症 82％。疾患別では、RA 85％、SLE 82％、PM 92％、DM 72％、SSc 89％、MCTD 92%、MPA 80%、WG 
100％であった。間質性肺炎における退院時の転帰に関しては、初発例では軽快症例が、再発例では不変症例が、また、縦
隔気腫合併症例では死亡症例が有意に多く認められた。肺高血圧の退院時の転帰は、有意差は無いが初発例で軽快症例が多
かった。肺胞出血17件はすべて初発症例で退院時には3件が死亡、肺肉芽腫6件は初発、再燃例は半数ずつで、すべて退院時
には軽快した。肺感染症では、入院時においても退院時の死亡例においても、一般細菌感染症が最多で、その他は真菌、ニ
ューモシスチス肺炎、サイトメガロウイルス肺炎といった日和見感染症の割合が多く認められた。
　この結果を、研究班の最終目的である「膠原病における肺合併症に対する診療マニュアル」ののエビデンスとして提供した。

5) 抗好中球細胞質抗体関連血管炎関連遺伝子に関する研究
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　我が国においては、抗好中球細胞質抗体(ANCA)関連血管炎の推定患者数は非常に少ない。日本におけるANCA関連血管
炎と欧米におけるこれらの疾患を比較すると、疫学や臨床像において大きな違いが認められる。その臨床像については、「難
治性血管炎に関する調査研究班」による「MPO-ANCA関連血管炎に関する前向き臨床試験（JMAAV試験）」（研究本部： 
聖マリアンナ大学リウマチ・膠原病・アレルギー内科学）、あるいは「抗好中球細胞質抗体（ANCA）関連血管炎の寛解導
入治療の現状とその有効性と安全性に関する観察研究（RemIT-JAV）研究」（研究本部： 岡山大学腎・免疫・内分泌代謝内
科学）によって詳しい情報が得られると期待されている。
　本研究の第一の目的は、JMAAV試験やRemIT-JAV研究に登録されたANCA関連血管炎患者の同意を得てゲノムDNAを
収集し、疾患に関連する遺伝子を調べ、病因や病態を明らかにすることである。さらに、収集したDNAを研究資源バンクに
寄託して保存し、今後の研究に用いることで、我が国における本疾患の研究を一層促進させることが第二の目的である。研
究計画書ならびに各種同意書類は平成22年10月に東京医科歯科大学の倫理委員会に承認され、各参加施設からのゲノムDNA
収集を開始し、現在76検体収集している。

6) アバタセプトの有効性と安全性に関する解析研究
　抗原提示細胞のCD80/CD86に結合し、エフェクターT細胞の活性化を抑制するアバタセプトはRAの治療薬として新たに
開発され、2010年10月に日本でも発売された。これまで欧米で行われたアバタセプトに関する臨床試験では、従来の生物学
的製剤と比較して遜色ない有効性を認めており、重篤な合併症も比較的少ないとされているが、日本人での治療効果、副作
用に関してのrealworldにおけるエビデンスは十分ではなく、日本人におけるエビデンスの確立が必要とされている。そこで、
日本人におけるアバタセプトの有効性と安全性について検討し、有効性予測因子を探索することを目的とした本研究を立案
した。本研究では投与前、投与開始6ヶ月後の血液サンプルから得られる網羅的な遺伝子発現情報と臨床経過との関係を解
析することによって、治療効果の予測マーカー遺伝子を抽出し、アバタセプトの効果予測を行うことも目的とする。また、
本研究と並行して行われる「日本人関節リウマチ患者におけるアバタセプトの有効性と安全性に関連する遺伝子の解析研究」
において、ゲノムDNAを収集し、臨床情報と関連付けた遺伝子解析を進めることにより、我が国におけるアバタセプトの薬
剤感受性関連遺伝子を同定することを目的とする。なお、本研究は本学と本学協力施設（青梅市立総合病院、国家公務員共
済組合連合会東京共済病院、東京都健康長寿医療センター、横浜市立みなと赤十字病院）、慶應義塾大学病院、埼玉医科大
学総合医療センターの共同研究として実施され、2010年1月現在で25例が登録されている。

7) 早期関節炎コホート研究
　関節リウマチ（RA）の診断は従来1987年の米国リウマチ学会（ACR）が提唱した分類基準を参考に行われてきたが、
2009年ACRおよび欧州リウマチ学会(EULAR)は新たなRA分類基準を提唱し、より早期からRAを診断することが可能になっ
た。また、生物学的製剤の導入と各種の臨床試験結果から、疾患修飾性抗リウマチ薬（抗リウマチ薬）の早期開始により
RAの疾患活動性を可及的速やかに消失させ（寛解導入）、それを維持する治療戦略（treat-to-targetおよびtight control）の
重要性が認識され、世界的なコンセンサスとなっている。
　我が国でも既に、TNF阻害薬３剤、IL-6受容体阻害薬、T細胞阻害薬が承認され、さらにRA治療の中心的薬剤であるメト
トレキサートの増量に関する公知申請が現在行われており、国内の治療環境が大きく変わりつつある。しかし、これらの診断・
治療環境下でのRA治療に関するエビデンスは明らかに不足している。
　そこで、このような新しい診断・治療環境下でより良い治療戦略を確立するため、発症1年未満の早期関節炎にて当院を
初診した患者（RAとは限らない）を対象として、前向きに各種臨床データを集積するとともに、各種のバイオマーカーを
探索することを目的とするコホート研究を計画した。
　研究期間は、2010年12月1日～2016年3月31日。300例を目標登録症例数として以下の概要にて研究を進める。

【患者選択基準】
①東京医科歯科大学医学部附属病院膠原病・リウマチ内科の初診患者で、１カ所以上の関節腫脹（部位は問わない）を有
する患者

②患者申告による関節症状（関節痛・関節の圧痛・関節の腫脹）発現から１年以内の患者
③初診までに副腎皮質ステロイドまたは疾患修飾性抗リウマチ薬（DAMRD）による治療を受けていない患者（非ステロ
イド性消炎鎮痛薬は可）

④本研究への参加に関する同意を文書にて得られる患者（別紙4）
⑤定期的な外来通院が可能な患者

【実施手順・方法】
①研究開始前：東京医科歯科大学医学部倫理審査委員会による審査・承認
②研究期間中：
１）対象患者の選択と文書同意取得
２）初診時のデータ取得
３）再診時、RAと診断されれば、日常臨床の範囲内で膠原病・リウマチ内科外来主治医が治療する。現在、国内外の

寄附講座



— 762 —

ガイドライン等で推奨されているメトトレキサートを中心とする薬物治療により、3カ月以内に複合的活動性指標
による低疾患活動性、6か月以内寛解を達成し（treat-to-target）、それを維持する（tight control）ことを目標とする。
具体的な治療内容については計画書では特別な規定は設けない（非介入研究）。
※RA例は、治療開始後、6, 12, 24, 36, 48ヶ月後にデータを取得。
※再診時、RA以外の疾患と診断されれば、診断名を記録して観察終了。
※再診時およびそれ以降、分類不能関節炎として経過観察される場合は、
初診から6, 12, 24, 36, 48ヶ月後にデータを取得。RAと診断された時点（＝抗リウマチ薬投与開始時点）で上記3）
に移行する。

8)  2010ACR/EULAR新分類基準の検証
　2010年、ACR/EULAR 関節リウマチ(RA)新分類基準（2010ACR/EULAR基準）が正式に発表された。その目的は、診断
未確定の炎症性関節炎患者から慢性の経過で骨びらんを来す患者（すなわちRA）を発症早期に同定し、メトトレキサート

（MTX）を中心とする抗リウマチ薬を可及的早期に開始し関節破壊を予防することにある。
　しかし、2010ACR/EULAR基準は欧米のコホートデータを利用して作成されており、本邦における妥当性については検証
されていない。そこで、「日本における生物学的製剤使用患者の疫学研究（Registry of Japanese Rheumatoid Arthritis 
Patients on Biologics for Long-term Safety: REAL）」RA患者登録システムを用いて、本邦における新旧RA分類基準の感度、
初診時にRA確実例と分類されなかった患者の特徴、DMARD既使用患者における有用性などを検討した。

9) 国際シンポジウム
　2010年10月7日に、関節リウマチ患者における生物学的製剤の安全性に関する国際シンポジウム-日本および海外の大規模
コホート研究からのエビデンス-、を当科主催で開催した。Part 1.は、生物学的製剤の大規模コホート研究と安全性、と題し
て、Loreto Carmona (Spanisy Society of Rheumatology, Spain)、山中寿（東京女子医科大学）、Bernard Combe (Montpellier 
University Hospital, France)、田中良哉（産業医科大学）の各先生よりご講演いただいた。また、Part 2.では、関節リウマ
チの大規模コホート研究と悪性腫瘍、と題して、Peter Diak (U.S. Food and Drug Administration, USA)、瀬戸口聡子 (Duke 
University, USA)、當間重人（独立行政法人国立病院機構相模原病院）、針谷正祥（東京医科歯科大学）、より講演いただいた。
参加者は200人を超え、活発な討議もあり、有意義な会となった。

10) BRIGHT研究
　当講座は、アダリムマブの長期継続試験完了時に低疾患活動性を達成していた患者を対象として、その後1年間の治療内
容および疾患活動性を後ろ向きに収集し、「生物学的製剤中止寛解」の可能性の検討を目的とする、日本人関節リウマチ患
者におけるアダリムマブ治療中止後の寛解維持に関する研究（Biologics-free Remission after StoppingAdalimumab in 
Japanese Patients with Rheumatoid Arthritis study (BRIGHT study)）を実施している。本研究の対象候補者61名（37施設）
のうち、平成23年2月現在34名分（21施設）の症例報告書が回収されており、今後、解析を行う予定である。

（３）臨床
　医学部附属病院膠原病・リウマチ内科において外来診療、入院患者の診療にも携わっている。
外来診療日（膠原病・リウマチ内科）
小池：月曜日（午前・午後）
南木：月曜日（午前・午後）
針谷：火曜日（午前・午後）
渡部、野々村：水曜日（午前）
田中：金曜日（午前・午後）
　針谷は医学部附属病院臨床試験管理センター副センター長を兼任、小池は同センター長であり、新規医薬品の治験、自主
臨床試験の申請、審査、実施に関する業務にも関与している。小池は医学部附属病院感染対策委員会委員長・感染対策室室長、
医薬品安全管理責任者にも従事している。
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13.	 針谷正祥：シリーズ:臨床医へのRA治療関連アンケート　第8回「早期RAの治療ゴールをどこに設定していますか?」。
Arthritis(運動器疾患と炎症)8:49-56,2010.

14.	 田中良哉、針谷正祥、三森明夫、越智小枝、岸本暢将：座談会特集　関節炎の鑑別:診断と治療の進歩。日本内科学会
雑誌99:115-132、2010.

15.	 針谷正祥：生物学的製剤のファーマコビジランス。Schneller（医療情報誌　シュネラー）NO.77新年(冬)号:8-11、
2011.

16.	 針谷正祥：ライター症候群と反応性関節炎。Frontiers in　Rheumatology & Clinical Immunology、メディカルレビュ
ー社Vol.4:63(123),2010-5.

17.	 小池竜司：ステロイドの使い方13　ステロイド誘発感染症に対するリスクマネジメント　日本医師会雑誌　139: 84-85, 
2010.

18.	 小池竜司：医学部附属病院の院内感染対策　～感染対策室の業務～　東京医科歯科大学お茶の水会医科同窓会　医科
同窓会・会報　p58, 2010/11/25 No.248

19.	 南木敏宏：関節リウマチにおけるマクロファージの役割。リウマチ科。44(1): 100-104、2010。科学評論社。
20.	 松島綱治、横地祥司、上羽悟史、南木敏宏：関節リウマチ(第2版)-寛解を目指す治療の新時代-、関節リウマチの成因

と病態生理、炎症メディエーター、主なサイトカイン、インターロイキン８ファミリー、ケモカイン。日本臨牀増刊号。
123-132、2010。日本臨牀社。

21.	 野々村美紀, 宮坂信之: 関節リウマチの新しい分類基準. 治療学. 44:1011-1074, 2010.
22.	 田中みち：エタネルセプト使用患者におけるニューモシスチス肺炎。リウマチ科44：55-60, 2010.
23.	 渡部香織、針谷正祥：TNF阻害薬使用患者において悪性腫瘍の発現率は増加するか？　リウマチ科 44：573−578，

2010．

［学会・研究会］
  1.	 Koike T, Harigai M, et al. Post-Marketing Surveillance Program of Tocilizumab for RA in Japan-Interim Analyses of 

3,881 Patients., American College of Rheumatology  74th Annual Scientific Meeting. Atlanta, November, 2010.
  2.	 Takeuchi T, Harigai M, et al. Golimumab, a Human Anti-TNFα Monoclonal Antibody Administered 

Subcutaneoulsy Every Four Weeks as Monotherapy in Patients with Active Rheumatoid Arthritis Despite DMARD 
Therapy:24-Week Results of Clinical and Radiographic Assessments., American College of Rheumatology 74th Annual 
Scientific Meeting.Atlanta, November, 2010.

  3.	 Tanaka Y, Harigai M, et al. Golimumab, a Human Tnti-TNF α Monoclonal Antibody Administered Subcutaneously 
Every Four Weeks in Patients with Active Rheumatoid Arthritis Despite Methotrexate Therapy:24-Week Results 
of Clinical and Radiographic Assessments., American College of Rheumatology 74th Annual Scientific Meeting, 
Atlanta, November, 2010.

  4.	 Koike R, Harigai M. Establishment and analysis of novel databases for pharmacoepidemiological study of patients 
with rheumatoid arthritis in Japan. 16th Scientific meeting of Japanese Society of Pharmacoepidemiology/5th Asian 
Congress of Pharmacoepidemiology, Tokyo, Oct. 30th, 2010

  5.	 Kaneko K, Watanabe K, Miyasaka N,Nanki T. Chemerin and ChemR23 Expression in Rheumatoid Arthritis: The 
Therapeutic Implication of the Pathway. 第14回国際免疫学会。神戸、2010/8.

  6.	 Morio T, Terada N, Nanki T, Miyasaka N, Kobata T, Matsumoto K, Azuma M,Mizutani S. Impaired CD4 and CD8 
Effector Function and Decreased Memory T-cell Populations in ICOS-deficient Patients. 第14回国際免疫学会。神戸、
2010/8.

  7.	 Sakai R, Komano Y, Nanki T, Tanaka M,NonomuraY, Koike R,MiyasakaN, HarigaiM, for the REAL Study Group. 
Incidence and risk factors of serious infections in the long-term in patients with rheumatoid arthritis(RA) receiving 
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tumor necrosis factor (TNF) antagonists using the REAL database in Japan. Annual European Congress of 
Rheumatology EULAR, Rome, Italy, June, 2010.

  8.	 針谷正祥, 小野さやか, 川口直子, 窪田哲朗, 宮坂信之, Toll-like receptor ligand刺激とBAFF/BLyS/TNFSF13B産生誘
導活性, 第37回日本臨床免疫学会総会, 2009. 東京

  9.	 針谷正祥, REALデータベースからみたACR/EULAR RA新分類基準の検証, 第25回日本臨床リウマチ学会　シンポジ
ウム1, 2010.11, 東京

10.	 横山和佳, 野々村美紀, 河野宏, 溝口史高, 南木敏宏, 針谷正祥, 宮坂信之. 結節性紅斑を合併した下顎骨原発の無菌性骨
髄炎の一例, 第51回関東リウマチ研究会, 2010.6, 東京都

11.	 針谷正祥. エタネルセプト－国内外の安全性のエビデンスと臨床への応用．第54回日本リウマチ学会総会・学術集会、
2010.4, 神戸市

12.	 野々村美紀, 酒井良子, 田中みち, 南木敏宏, 小池竜司, 宮坂信之, 針谷正祥．REALデータベースからみた2009ACR/
EULAR RA分類基準の検証．第54回日本リウマチ学会総会・学術集会、2010.4, 神戸市

13.	 勝又康弘, 針谷正祥, 川口鎮司, 深澤千賀子, 副島　誠, 菅野明子, 高木香恵, 市田久恵, 栃本明子, 山中　寿, 原まさ子. 
CNSループス診断におけるMRIの有用性を評価した前向きコホート研究．第54回日本リウマチ学会総会・学術集会、
2010.4, 神戸市

14.	 針谷正祥, 南木敏宏, 田中みち, 酒井良子, 野々村美紀, 駒野有希子, 小池竜司, 宮坂信之．生物学的製剤使用日本人関節
リウマチ患者における発癌リスクの検討－SECURE研究．第54回日本リウマチ学会総会・学術集会、2010.4, 神戸市

15.	 酒井良子, 駒野有希子, 田中みち, 野々村美紀, 南木敏宏, 小池竜司, 宮坂信之, 針谷正祥．REALを用いた関節リウマチ
患者における生物学的製剤の長期安全性に関する検討．第54回日本リウマチ学会総会・学術集会、2010.4, 神戸市

16.	 針谷正祥、山中　寿、田中良哉．パネルディスカッション「T2Tリコメンデーションを日常診療にどう適用するか」．
第31回日本炎症・再生医学会、2010.8, 東京

17.	 小池竜司　一般細菌呼吸器感染症　日本呼吸器学会・日本リウマチ学会共同企画　新規抗リウマチ薬の諸問題　第50
回日本呼吸器学会学術講演会　京都　2010年4月25日

18.	 小池竜司　臨床研究の意義と倫理審査の間（はざま）　当番校シンポジウム　第12回国立大学附属病院感染対策協議
会総会　千葉　2010年10月29日

19.	 酒井良子。REALを用いた関節リウマチ患者におけるTNF阻害薬の重篤感染症発現リスクの検討。インフリキシマブ
クリニカルカンファレンス、2010年5月、東京。

20.	 酒井良子。TNF阻害薬使用関節リウマチ患者における重篤感染症発現リスクに関する検討：REAL研究とetanercept
のPCPリスク解析。北海道リウマチヤングアカデミー、2010年7月、北広島、北海道。

21.	 酒井良子、駒野有希子、田中みち、野々村美紀、南木敏宏、小池竜司、宮坂信之、針谷正祥、REAL研究グループ。
REALを用いた関節リウマチ患者における生物学的製剤の長期安全性に関する検討。第31回日本炎症・再生医学会、
2010年8月、東京。

［研究助成金］
  1.	 針谷正祥。厚生労働科学研究費補助金。免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業　関節リウマチに対する生物学的製

剤の作用機序、投与方法、治療効果等に関する研究。（分担研究者）。
  2.	 針谷正祥。厚生労働科学研究費補助金。難治性疾患克服研究事業　難治性血管炎に関する調査研究。（分担研究者）。
  3.	 針谷正祥。科学研究費補助金（基盤研究B）。関節リウマチにおける生物学的製剤の長期安全性と副作用リスク因子に

関する疫学研究。（研究代表者）。
  4.	 小池竜司。科学研究費補助金（基盤研究B）。関節リウマチにおける生物学的製剤の長期安全性と副作用リスク因子に

関する疫学研究。（分担研究者）。
  5.	 南木敏宏。科学研究費補助金（基盤研究B）。関節リウマチにおける生物学的製剤の長期安全性と副作用リスク因子に

関する疫学研究。（分担研究者）。
  6.	 南木敏宏。科学研究費補助金（基盤研究C）。フラクタルカイン阻害による血管炎症候群に対する新規治療法の開発。（研

究代表者）。
  7.	 南木敏宏。エーザイ（株）との共同研究。ケモカイン・接着分子等の関節リウマチなどの自己免疫疾患における役割

の研究。
  8.	 南木敏宏。（財）武田科学振興財団、医学系研究奨励。脂質メディエーターを標的とした関節リウマチの新規治療の

開発。

［受賞］
なし





検　　　　査　　　　部
Department of Clinical Laboratory

部　　長　東條尚子
副 部 長　東田修二
助　　教　村上直巳
　　　　　叶内　匡
　　　　　東　亮子

（１）教育
　医学部医学科の学生に対し、該当する各科目での講義、クリニカルクラークシップIでの実習を行い、臨床検査法の基本技
術、検査の臨床的意義について指導している。保健衛生学科検査技術学専攻の学生に対しては、該当科目での講義、検査部
各部門での臨地実習を行い、臨床検査技師としての基本技術の指導を行っている。また臨床検査技師専門学校生の病院実習
を受け入れ、技術指導を行っている。医歯学総合研究科修士課程の学生に対しての、病院実習も担当している。
　昨年同様、今年も希望のあった初期臨床研修医４名を受け入れ、超音波検査を中心に検査医学全般について研修指導を行
った。
　研修医・レジデントを対象とした教育・技術指導も積極的に行った。

（２）研究
　主たる研究テーマとしては、「血液疾患に対する分子診断法の開発」、「骨髄異形成症候群・骨髄増殖性疾患の細胞形態異常」、

「Evidence Based Laboratory Medicine」、「経頭蓋磁気刺激を用いた中枢運動伝導の評価」、「末梢神経障害の新しい電気生理
学的診断・評価法」「呼吸機能検査法の標準化」などがある。

（３）臨床
　高度で良質な医療を遂行していく上で臨床検査部門は重要な責務を担っている。迅速で良質な臨床検査を基本とし、さら
に先進的な検査法を取り入れることにより、最高水準の臨床検査業務も行っている。緊急検査室では、夜間、輸血部との協
力により緊急検査室での輸血業務を行い、迅速な輸血製剤の供給を行っている。結核菌塗抹検査、髄液細胞数など緊急検査
項目の充実を計っている。また、細菌検査室ではオンラインによる病棟別の病原体薬剤感受性情報の提供を、生理検査部門
では報告書のオンライン化により迅速かつ正確な結果報告を行っている。

（４）業績
[原著]
  1.	 Azuma RW, Kadowaki T, El-Saed A et.al. Associations of D-dimer and von Willebrand factor with atherosclerosis in 

Japanese and white men. Acta Cardiol. 2010；65(4)：449-56.
  2.	 Kawara T, Narumi J, Hirao K, Kasuya K, Kawabara M, Tojo N, Isobe M, Matsuura M. Symptoms of atrial 

fibrillation in patients with and without subsequent permanent atrial fibrillation based on retrospective 
questionnaire survey. Internal Heart J 2010;51(4):242-246.

  3.	 Okuhashi Y, Nara N, Tohda S. Effects of gamma-secretase inhibitors on the growth of leukemia cells. Anticancer 
Res. 2010；30：495-498.

  4.	 Ishigaki T, Sasaki K, Watanabe K, Nakamura N, Toyota S, Kobayashi H, Tohda S. Amplification of IGH/CCND1 
fusion gene in a primary plasma cell leukemia case. Cancer Genet Cytogenet. 2010；201：62-65.

  5.	 Okuhashi Y, Itoh M, Arai A, Nara N, Tohda S. Gamma-secretase inhibitors induce erythroid differentiation in 
erythroid leukemia cell lines.Anticancer Res. 2010；30：4071-4074.

  6.	 東條尚子．慢性閉塞性肺疾患（COPD）早期発見のための簡便なスクリーニング検査の検討．第55回（平成20年度）
社会厚生事業助成　医学研究報告書．　財団法人　千代田健康開発事業団 2010；5：68-75.

  7.	 本多弘子，松本文枝，萩原三千男，東田修二，東條尚子．電気化学発光免疫測定法「エクルーシス試薬ACTH」によ
る血漿ACTH測定法の基礎的検討．臨床検査2010；8：948-953.

[著書]
  1.	 東條尚子：看護大辞典，第2版，医学書院，東京，2010.
  2.	 東條尚子：呼吸機能検査の呼吸療法への応用．認定更新のための講習会テキスト，3学会合同呼吸療法認定士認定委

員会事務局，東京，2010，pp47‐56.
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  3.	 東田修二：抗菌薬の分類・特徴・代表的な薬剤名．「研修指導ノート」，ソフトナイン株式会社，大阪，2010，
pp118-125.

  4.	 東田修二：赤沈（赤血球沈降速度）．「これだけは知っておきたい検査のポイント第８集」medicina増刊号，医学書院，
東京，2010；47(11)：153‐154.

  5.	 村上直己：血液検査　出血時間．「これだけは知っておきたい検査のポイント第８集」 medicina増刊号，医学書院，
東京，2010;47(11)：94-95.

  6.	 村上直己：血液検査　フィブリノゲン．「これだけは知っておきたい検査のポイント第８集」 medicina増刊号，医学
書院，東京，2010;47(11)：96-97.

  7.	 東（脇園）亮子，磯部光章：人体の構造と機能からみた病態生理ビジュアルマップ１．呼吸器疾患/循環器疾患. “慢
性心不全、うっ血心不全性”．井上智子，佐藤千史 編集，医学書院，東京，2010，pp93‐100.

  8.	 叶内　匡：あひる歩行，加速歩行，間欠性跛行，痙性片麻痺歩行，痙性対麻痺歩行，痙性歩行，小刻み歩行，失調性
歩行，随意運動，錐体外路，錐体路，すくみ足，垂足歩行，動揺性歩行，鶏歩行，パーキンソン歩行，はさみ足歩行，
歩行，歩行器．あったか介護・看護のための用語集，水澤英洋　監修，太田貞司，三苫　博，山本則子　編，照林社，
東京，2010，pp5,59,65,96,119,146,183‐187,217,245,256,277‐278,307．

[総説]
  1.	 東條尚子．呼吸機能検査（肺機能検査、パルスオキシメータ、血液ガス）．Medicina. 2010；48(7)：376‐1379.
  2.	 東條尚子．“臨床的” 検査データのとらえ方　症例編．Medical Technology. 2010；38(11)：1125‐1127.
  3.	 東田修二．白血病の分子標的治療のケミカルバイオロジー．臨床化学. 2010；39：234‐237.
  4.	 東田修二．臨床的検査データのとらえ方－赤芽球癆．Medical Technology. 2010；38：187‐189.
  5.	 東田修二．骨髄検査のすべて－遺伝子検査．Medical Technology. 2010；38：797‐800.

[学会]
  1.	 Kanouchi T, Yokota T, Mizusawa H, Hirata Y. Metabolic syndrome is a risk factor for exaggerating neuropathy in 

diabetic patients. 29th International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, 2010.10.29.
  2.	 Akaza M, Kanouchi T, Inaba A, Numasawa Y, Irioka T, Mizusawa H, Yokota T. Motor nerve conduction study in 

cauda equina with high voltage elecrical stimulation in mulifocal motor neuropathy and amyotrophic lateral 
sclerosis. 29th International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, 2010.10.31.

  3.	 北村優佳，沢辺悦子，春山友希，武部　功，古畑紀子，市村直也，高橋里枝子，萩原三千男，東田修二，東條尚子．
当院で分離されたS. aureus (MRSA)の薬剤感受性について．第21回日本臨床微生物学会総会，東京，2010.1.31.

  4.	 鳴海　純，東（脇園）亮子，有馬秀紀，別府史子，神作めぐみ，木元麻美，萩原三千男，杉山千代，木村茂樹，東田
修二，磯部光章，東條尚子．75歳ではじめて右胸心に修正大血管転移（IDD），心房中隔欠損症と診断され，3次元心
臓超音波検査が診断に有用であった一症例．第74回日本循環器学会，京都，2010.3.5.

  5.	 Watanabe R, Azuma RW, Ogawa M, Suzuki J, Muto S, Itai A, Hirata Y, Nagai R, Isobe M. A specific IKK inhibitor 
suppresses ventricular remodeling in rat autoimmune myocarditis. 第74回日本循環器病学会総会, 京都，2009.3.7.

  6.	 根井雄一郎，藤井ゆみ，玉岡明洋，古家　正，坂下博之，宮崎泰成，東條尚子，稲瀬直彦．非結核性抗酸菌症を合併
した間質性肺炎の臨床的検討．第50回日本呼吸器学会学術講演会，京都，2010.04.24.

  7.	 叶内　匡，横田隆徳，水澤英洋，平田結喜緒．糖尿病とメタボリック・シンドロームを合併した場合の末梢神経障害
への影響．第51回日本神経学会総会，東京，2010.5.20.

  8.	 赤座実穂，叶内 匡，入岡　隆，久保寺隆行，伊藤陽子，水澤英洋，横田隆徳．CIDP，MADSAMにおける下肢運動
神経近位部伝導検査の有用性．第51回日本神経学会総会，東京，2010.5.21.

  9.	 融　衆太，横田隆徳，叶内　匡，八木洋輔，町田　明，小林高義．DLBにおける自律神経障害．第51回日本神経学会
総会，東京，2010.5.21.

10.	 冨満弘之，小林正樹，服部高明，三條伸夫，叶内　匡，水澤英洋．長期観察したDMRV症例における筋障害の検討．
第51回日本神経学会総会，東京，2010.5.21.

11.	 大野一彦，一色由紀江，萩原三千男，東田修二，東條尚子．休日・夜間の緊急検査業務における業務習熟度チェック
シート導入の効果について．第59回日本医学検査学会，神戸，2010.5.23.

12.	 北村優佳，沢辺悦子，春山友希，武部　功，古畑紀子，市村直也，高橋里枝子，萩原三千男，東田修二，東條尚子．
当院で分離されたMRSAのVCM低濃度域感受性の経年動向．第1回MRSAフォーラム，東京，2010.7.10.

13.	 山本圭子，叶内　匡，山田有美，別府史子，菊地和子，萩原三千男，東田修二，東條尚子．Martin-Gruber吻合にお
ける尺骨神経伝導検査について．第57回日本臨床検査医学会学術集会，東京，2010.9.12.

14.	 木元麻美，今村裕美，金　徹雄，鳴海　純，神作めぐみ，小山祥美，萩原三千男，叶内　匡，東田修二，東條尚子．
呼吸機能検査の所要時間に関する検討．第57回日本臨床検査医学会学術集会，東京，2010.9.10.
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15.	 奥橋佑基，石垣知寛，伊藤真以，東田修二．白血病細胞の増殖におけるNotchシグナルとWnt, Hedgehogシグナルと
の相互作用．第57回日本臨床検査医学会学術集会，東京，2010.9.10.

16.	 石垣知寛，奥橋佑基，伊藤真以，東田修二．原発性形質細胞白血病において認めたIGH/CCND1融合遺伝子の増幅．
第57回日本臨床検査医学会学術集会，東京，2010.9.10.

17.	 島野志都子．梅毒脂質抗体測定試薬「メディエースRPR」JCA-BM2250における性能評価．第5回メディエース研究会，
東京，2010.9.14.

18.	 一色由紀江，萩原三千男，東田修二，東條尚子．臨床化学測定装置DimenshionRxLによるリチウム導入時の評価．日
本臨床検査自動化学会第42回大会，神戸，2010.10.9.

19.	 佐藤朋美，島野志都子，菅沼真紀子，本多弘子，斎藤弘子，松本文枝，萩原三千男，東田修二，東條尚子．BM2250
を用いた梅毒脂質抗体測定試薬「メディエースRPR」の検討．日本臨床検査自動化学会第42回大会，神戸，2010.10.8.

20.	 島野志都子，石渡泰芳，萩原三千男，東田修二，東條尚子．BM2250を用いたメトトレキサート血中濃度測定の評価．
日本臨床検査自動化学会第42回大会，神戸，2010.10.9.

21.	 柳奈緒美，島野志都子，萩原三千男，東田修二，東條尚子．Friedwaldの式と直接法によるLDL-C値の相関．日本臨
床検査自動化学会第42回大会，神戸，2010.10.9.

22.	 高橋佑介，草野隆美，石井久子，萩原三千男，村上直巳，東田修二，東條尚子．血算値および血液像の異常を効率的
に発見する検体検査情報システムの構築．日本臨床検査自動化学会第42回大会，神戸，2010.10.9.

23.	 大野一彦，一色由紀江，萩原三千男，東田修二，東條尚子．緊急検査における業務均質化への取り組み「業務習熟度
チェックシート導入の効果について」．第30回臨床検査メリトクラシー研究会，東京，2010.10.17.

24.	 阿部圭輔，叶内　匡，関口輝彦，水澤英洋，横田隆徳．感覚神経障害を有する末梢神経障害患者における、混合神経
活動電位(CNAP；compound nerve action potential)の有用性について．第40回日本臨床神経生理学会，神戸，
2010.11.2.

[シンポジウム・講演・その他]
  1.	 東條尚子．呼吸機能検査の呼吸療法への応用．3学会合同呼吸療法認定士「認定更新のため講習会（2009年）」，東京，

2010.2.24.（講演）
  2.	 東條尚子．“呼吸管理” 関連検査を考える．日本臨床検査自動化学会第42回大会　POCセミナー，神戸，2010.10.7.（講

演）
  3.	 東田修二．リンパ節の検査．第8回日本検査血液学会指定研修会，東京，2010.12.4.
  4.	 東田修二．実務に役立つ臨床検査の知識：生理活性物質（サイトカイン、オータコイド）の検査．薬剤師生涯研修プ

ログラム，東京，2010.5.25.
  5.	 叶内　匡．Hands on 1. 電気生理．第51回日本神経学会総会，東京，2010.5.19.（講師）
  6.	 叶内　匡．反復神経刺激法．第７回医師のための筋電図・神経筋電気診断セミナー　ベーシックコース，東京，

2010.7.4.（講師）
  7.	 叶内　匡．神経・筋疾患を理解するための針筋電図．東京都臨床検査技師会　生理研究班　神経検査研修会，東京，

2010.11.30.（講演）

[研究助成金]
  1.	 東田修二．白血病幹細胞の病態におけるNotchの役割の解明とその阻害薬の感受性検査法の開発．文部科学省科学研

究費補助金　基盤研究(C)（研究代表者）継続
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手　　　　術　　　　部
Operation Center of University Hospital, Faculty of Medicine

手術部部長　講師　田中直文
手　術　部　助教　今泉義虎

（１）教育
１．総論；手術室、手術器械、滅菌消毒などの歴史、組織と業務分担、物品管理など
２．感染防止；病原微生物と手術、手術創の清浄度と感染、手術室の清浄化、滅菌消毒法、汚染物処理法など
３．手術器械・器材；鋼製小物、手術機械、各種消耗品
４．術中管理；生体情報管理、輸血・輸液、体温管理、手術介助法など
５．安全管理；手術時の安全管理法
６．建築と設備；手術部設計、空調、建築材料、照明、医療ガス、通信システム、搬送システムなど

（２）研究
１．医工連携による手術機器の開発
２．統合した高精細システムの構築
３．手術時の感染防止の確立について
４．医療情報の有効な利用、連携について
５．病院管理会計における手術部収支について
６．臨床工学技士の労働状況について

（３）研究業績
[原著]
  1. 	Kotaro Tadano, Kenji Kawashima, Kojima Kazuyuki, Tanaka Naofumi：Development of a pneumatic surgical 

manipulator IBIS IV，Journal of Robotics and Mechatronics, Vol.22 No.2 pp.179-187, 2010
  2.	 Hamed Akbari, Yukio Kosugi, Kazuyuki Kojima and Naofumi Tanaka : “Detection and Analysis of the Intestinal 

Ischemia Using Visible and Invisible Hyperspectral Imaging”，IEEE Trans. on Biomedical Engineering, Vol.57, No.8, 
pp. 2011-2017, 2010

  3.	 Ritsuya Oshima, Toshio Takayama, Toru Omata, Kazuyuki Kojima, Kozo Takase and Naofumi Tanaka, 
“Assemblable Three-Fingered Nine-Degree-of-Freedom Hand for Laparoscopic Surgery,” IEEE/ASME Transactions 
on Mechatronics, Vol. 15, No. 6, pp. 862-870, 2010

  4.	 Mikio Osaki, Toshio Takayama, Toru Omata, Toshiki Ohya, Kazuyuki Kojima, Kozo Takase and Naofumi Tanaka, 
“Proposal of Single Trocar Assemblable Hand for Laparoscopic Surgery,” Advanced Robotics（in press 2010). 

[学会] 
  1. 	Toshio Takayama, Toru Omata, Ritsuya Oshima, Mikio Osaki, Hiroyuki Miyamoto, Kazuyuki Kojima, Kozo Takase 

and Naofumi Tanaka, “Assemblable Tools for Laparoscopic Surgery,” Proc. of the 2010 International Symposium on 
Micro-Nano Mechatronics and Human Science, Nagoya, Japan, 2010

  2.	 小宮 みずき, 只野耕太郎, 川嶋健嗣, 小嶋 一幸, 田中 直文：力覚提示機能を有する手術用ロボットの操作性に関する研
究, 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会, 2010

  3.	 川嶋健嗣, 只野耕太郎, 中野すみれ, 小嶋一幸, 田中直文：空気圧ゴム人工筋をスレーブ駆動に用いた腹腔鏡手術用マス
タスレーブシステム.第26回日本医工学治療学会学術大会，東京，Apr，2010

  4.	 宮本寛之，高山俊男，小俣　透，小嶋一幸，高瀬浩造，田中直文，“水圧駆動腹腔内組立式ハンドの開発”，平成22年
春季フルードパワーシステム講演会，東京，May，2010（最優秀講演賞　受賞）

  5.	 田中直文，高山俊男，小俣　透，“腹腔内組み立て式手術器械の提案” 第26回日本医工学治療学会，東京，Apr，2010

[特許]
  1. 	田中直文、小嶋一幸、小俣透、高山俊男、小杉幸夫
	 整理番号：P08-028，出願番号：2009-77066：指示装置　公開日平成22年10月14日
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輸　　　　血　　　　部
Hospital Blood Transfusion Center

部　長(教授)　有井滋樹
副部長(助教)　梶原道子

（１）教育
　輸血療法は不足する血液成分を補充する補助療法であるが、最も歴史の長い細胞治療あるいは移植としての側面をもって
おり、安全で適正な輸血療法の実践が求められている。血液型をはじめとする輸血検査は、最も基本的な免疫血清学的検査
手法であり、これを正しく理解し実行することは、医療安全上もきわめて重要である。このような観点にたちながら、輸血
部では下記の教育活動を行っている。
１）医学部　医学科　　　　　　プレクリニカルクラークシップ　　輸血検査総論・輸血検査実習
２）医学部　保健衛生学科　　　免疫検査学講義　　　　　　　　　輸血検査学
３）医学部　保健衛生学科　　　臨地実習　　　　　　　　　　　　輸血検査学
４）大学院医歯学総合研究科　　医歯科学専攻修士　　　　　　　　病院実習
５）医師およびコメディカルを対象とした輸血および造血細胞移植に関する卒後教育

（２）研究テーマ
１）安全で適正の輸血の実施と輸血事故防止対策の検討
２）造血細胞移植を中心とした細胞治療の基礎研究と臨床応用

（３）臨床
テーマ
１）安全で質の高い血液製剤の提供：自己血輸血の充実、同種血の適正な使用の推進
２）安全で質の高い細胞治療の提供：末梢血幹細胞・骨髄細胞の安全な採取・評価・処理・保管
３）輸血療法および細胞治療についての情報提供

	
平成22年実績
　１）血液製剤使用量
　　　　　　赤血球製剤	 13,356単位	 (6,766バッグ)
　　　　　　血小板製剤	 27,075単位	 (2,400バッグ)
　　　　　　新鮮凍結血漿	 6,834.25単位	 (3,449バッグ)
　２）自己血採血と自己血輸血
　　　　　　自己血採血	 396症例	 (494回，953単位)
　　　　　　自己血輸血	 337症例	 (792単位)
　３）輸血関連検査
　　　　　　血液型検査	 7,695件
　　　　　　赤血球抗体検査	 3,513件
　　　　　　交差適合試験	 10,040件
　４）時間外輸血への対応
　　　　　　検査部と合同で臨床検査技師による24時間対応体制
　５）造血細胞採取
　　　　　　自己末梢血幹細胞採取	 15例	 19回
　　　　　　同種末梢血幹細胞採取	 2例	 3回
　　　　　　自己末梢血単核球採取	 2例	 2回
　　　　　　同種骨髄採取	 15例	 15回	（骨髄移植推進財団ドナーを含む）
　６）造血細胞移植（移植細胞の評価・保存を実施）
　　　　　　自己末梢血幹細胞移植	 16例	 17回
　　　　　　同種末梢血幹細胞移植	 2例	 2回
　　　　　　自己末梢血単核球移植	 2例	 2回
　　　　　　同種骨髄移植	 15例	 15回
　　　　　　同種臍帯血移植	 4例	 6回
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（４）研究業績
[原著]
  1. 	大友直樹，土屋有紀，大石裕紀子，相川佳子，梶原道子．輸血用血液製剤の血液型確認検査の自動化と，コンピュー

タクロスマッチに対応した輸血管理システムの構築．日本輸血細胞治療学会雑誌　56：52-56，2010．
  2. 	満生紀子，梶原道子，長澤正之，森尾友宏，水谷修紀．急性リンパ性白血病の治療後に皮膚限局型ランゲルハンス組

織球症を発症した１例．日本小児血液学会雑誌　24：93-96，2010．

[著書]
  1. 	梶原道子．HIV感染症，AIDS．人体の構造と機能からみた病態生理ビジュアルマップ4．P59-66,　佐藤千史，井上智

子編．医学書院，東京，2010．
  2. 	梶原道子．伝染性単核球症．人体の構造と機能からみた病態生理ビジュアルマップ4．P69-74,　佐藤千史，井上智子編．

医学書院，東京，2010． 

[総説]
  1. 	梶原道子. 直接および間接抗グロブリン（クームス）試験. 日本臨床68（増刊号6）: 792-794, 2010.
  2. 	梶原道子. 抗Dヒト免疫グロブリン試験. 日本臨床68（増刊号6）: 795-797, 2010.
  3. 	梶原道子. Donath-Landsteiner試験. 日本臨床68（増刊号6）: 800-802, 2010.

[学会]
  1. 	森尾友宏，富澤大輔，梶原道子，水谷修紀，熱田由子，加藤剛二，原寿郎，加藤俊一．日本における先天性免疫不全

症に対する臍帯血移植．第113回日本小児科学会総会，岩手，2010年4月．
  2.	 満生紀子，高木正稔，遠藤明史，小野敏明，梶原道子，長澤正之，森尾友宏，水谷修紀．リンパ節腫脹，肝脾腫，自

己抗体を産生し，KRAS体細胞変異を認めた乳児例．第113回日本小児科学会総会，岩手，2010年4月．
  3.	 大友直樹，保立幸恵，梶原道子．当院ERセンターにおけるO型赤血球緊急輸血の状況について（第二報）．第58回日

本輸血・細胞治療学会総会，愛知，2010年5月．
  4.	 梶原道子．【細胞プロセシングの基盤整備】造血細胞移植とDLI治療（T細胞増幅療法も含めて）．第17回日本輸血・

細胞治療学会秋季シンポジウム，福岡，2010年9月．
  5.	 Michiko Kajiwara, Toshiaki Ono, Masayuki Nagasawa, Shuki Mizutani, Naoyuki Miyasaka, Toshirou Kubota, Ayami 

Isonisi, Masanori Matsumoto, Yoshihiro Fujimura．Periodical plasma infusion is useful in management of pregnancy 
in typical Upshaw-Schulman syndrome. 第72回日本血液学会総会，横浜，2010年9月．

  6.	 岡敏明，中舘尚也，酒井道生，三浦琢磨，北澤淳一，梶原道子，石井栄一，藤沢康司，久保田優，今泉益栄．2004年
版小児ITP診断・治療・管理ガイドラインに関する小児血液学会評議員アンケート調査．第52回日本小児血液学会・
第26回小児がん学会，大阪，2010年12月．

  7.	 康勝好，小原明，小川千登世，加藤元博，清河信敬，福島敬，嶋田博之，高橋浩之，梶原道子，菊地陽，真部淳，熊
谷昌明，生田孝一郎，花田良二，林泰秀，土田昌宏．小児急性リンパ性白血病中間危険群に対する早期強化療法とし
ての大量cytarabine療法の意義：TCCSGL99-15研究．第52回日本小児血液学会・第26回小児がん学会，大阪，2010年
12月．

  8.	 北澤淳一，中舘尚也，三浦琢磨，石井栄一，藤沢康司，岡敏明，久保田優，梶原道子，酒井道生，今泉益栄．ワクチ
ン接種後に発症したITPはITP亜群か？　第52回日本小児血液学会・第26回小児がん学会，大阪，2010年12月．

  9.	 小野敏明，大川哲平，遠藤明史，富澤大輔，高木正稔，梶原道子，武川麻紀，前原健寿，長澤正之，森尾友宏，水谷
修紀．寛解導入療法後にクモ膜下出血を起こした急性リンパ性白血病の一例．第52回日本小児血液学会・第26回小児
がん学会，大阪，2010年12月．

10.	 長澤正之，大川哲平，遠藤明史，満生紀子，青木由貴，小野敏明，磯田健志，富澤大輔，高木正稔，梶原道子，水谷
修紀．造血幹細胞移植における新規「DIC・微小血管障害の臨床スコア」作成とその有効性・有用性の後方視的検討．
第52回日本小児血液学会・第26回小児がん学会，大阪，2010年12月．

11.	 遠藤明史，大川哲平，小野敏明，富澤大輔，高木正稔，長澤正之，森尾友宏，水谷修紀，梶原道子．２歳時に急性巨
核芽球性白血病を発症後，６年後にB前駆細胞型急性リンパ性白血病を発症したダウン症女児例．第52回日本小児血
液学会・第26回小児がん学会，大阪，2010年12月．

12.	 大川哲平，遠藤明史，小野敏明，富澤大輔，高木正稔，梶原道子，長澤正之，森尾友宏，水谷修紀．シクロスポリン
１日３回分割投与で血中濃度を維持した急性リンパ性白血病の１例．第52回日本小児血液学会・第26回小児がん学会，
大阪，2010年12月．
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血 液 浄 化 療 法 部
Department of Blood Purification

部　　長　頼　建光
助　　教　蘇原映誠，太田英里子
医　　員　白濱ちひろ，日下敬太

（１）教育
　学生、実習生に対して、血液浄化療法に関する教育活動を以下のように行った。
１）医学部６年生BSL
２）医学部５年生臨床診断学実習
３）医学部４年生臨床講義
４）大学院修士課程講義
５）保健衛生学科２年生病態学講義
６）大学院医歯科学専攻修士課程病院実習　　50名
７）平成20年度透析療法臨床研修　　4名
　　当院は日本透析医学会認定制度認定施設であるので、他施設の看護師、臨床工学士の研修生を毎年受け入れている。
８）臨床工学技士研修　　6名

（２）研究
　当診療部では、主に以下のテーマで研究を行っている。後に示す研究業績の項でもわかるように、研究成果を学会・研究
会で活発に発表するとともに論文としている。
１）慢性腎不全の病態と治療
２）急性腎不全の病態と治療
３）血液浄化療法に関する新たな技術の開発

（３）臨床
　当診療部では入院患者に対する維持血液浄化療法のために土曜、祝日、年末年始も通常業務を行う必要があり、週６日間
稼動した。時間外業務の緊急治療に対しては、医師、臨床工学士が常時携帯電話にて対応にあたった。
　平成22年の年間診療実績は以下の通りである。

　　　血液浄化療法総件数　　　5063回（全国42国公立大学病院第1位）
　　　　　　血液透析　　　　　4224回
　　　　　　血漿交換　　　　　 139回
　　　　　　血漿吸着　　　　　　24回
　　　　　　持続血液透析　　　 572回
　　　　　　GCAP, LCAP　　　　64回
　　　　　　エンドトキシン吸着　40回
　　　治療患者数
　　　　　　慢性腎臓病　　　　 271名
　　　　　　新規導入　　　　　　62名（全国42国公立大学病院第2位）
　　　　　　急性腎不全　　　　　25名
　　　　　　多臓器障害　　　　　11名
　　　　　　高脂血症　　　　　　 1名
　　　　　　膠原病　　　　　　　 5名
　　　　　　神経疾患　　　　　　15名
　　　　　　炎症性腸疾患　　　　 8名
　　　血液浄化療法を施行した患者の診療科数：24科

（４）研究活動報告
　今年度も活発な研究活動を行った。その実績を以下に示す。
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研究業績
【原著】

  1. 	Satoh F, Okado T, Iwamoto M, Akita W, Wakabayashi M, Ohta A, Sohara E, Noda Y, Rai T, Uchida S, Sasaki S. 
Calcium-alkali syndrome-like symptoms manifested by daily alphacalcidol and thiazide. Intern. Med. 49:837-40, 2010. 

  2.	 Sugawara N, Morimoto T, Farajov EI, Kumagai N, Aslanova UF, Rai T, Uchida S, Sasaki S, Tsuchiya S, Kondo Y. 
Calcium and calcimimetics regulate paracellular Na+ transport in the thin ascending limb of Henle's loop in mouse 
kidney. Pflugers Arch. 460:197-205, 2010. 

  3.	 Talati G, Ohta A, Rai T, Sohara E, Naito S, Vandewalle A, Sasaki S, Uchida S. Effect of angiotensin II on the WNK-
OSR1/SPAK-NCC phosphorylation cascade in cultured mpkDCT cells and in vivo mouse kidney. Biochem. Biophys. 
Res. Commun. 393:844-8, 2010. 

  4.	 Yang SS, Hsu YJ, Chiga M, Rai T, Sasaki S, Uchida S, Lin SH. Mechanisms for hypercalciuria in 
pseudohypoaldosteronism type II-causing WNK4 knock-in mice. Endocrinology. 151:1829-36, 2010. 

  5.	 Yashima T, Noguchi Y, Kawashima Y, Rai T, Ito T, Kitamura K. Novel ATP6V1B1 mutations in distal renal tubular 
acidosis and hearing loss. Acta. Otolaryngol. 130:1002-8, 2010.

  6.	 菅野有造；血液浄化療法・基礎から応用まで・無酢酸透析液；臨床透析，Vol.26、NO.5、2010、P615-620
  7.	 菅野有造；6.化学物質汚染対策；透析液安全管理マニュアル、日本臨床工学技士会透析液等WG、先端医学社、2010、

P108-124.
  8.	 菅野有造；6.細菌検出法　1）各種細菌検出法とその注意点；透析液清浄化に向けて、秋澤忠男監修、医薬ジャーナル社、

2010、P176-184.
  9. 	志熊聡美，赤澤政信，磯部清志，須佐紘一郎，高田茂，太田英里子，太田哲人，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田

信一，佐々木成．重篤な急性腎障害をきたした悪性高血圧症の１症例．臨床体液 37 : 65-68，2010．

【総説】
  1. 	Noda Y, Sohara E, Ohta E, Sasaki S. Aquaporins in kidney pathophysiology. Nat. Rev. Nephrol. 6:168-78, 2010.

【著書】
  1. 	岡戸丈和．第4章腎不全1．急性腎不全，急性腎障害. 腎臓内科学, pp84-93，佐々木成編集，シュプリンガー・ジャパン，

2010．
  2.	 岡戸丈和．第4章腎不全3．血液浄化療法，腎移植．腎臓内科学,  pp103-111，佐々木成編集，シュプリンガー・ジャパ

ン, 2010． 
  3.	 頼建光．第1章構造と機能5．酸塩基平衡．腎臓内科学,  pp34-41，佐々木成編集，シュプリンガー・ジャパン, 2010．
  4.	 頼建光．第5章糸球体疾患1．糸球体疾患総論2．急性糸球体腎炎3．急速進行性性糸球体腎炎．腎臓内科学,  

pp116-125，佐々木成編集，シュプリンガー・ジャパン, 2010．

【学会】
  1. 	Nomura N, Masato T, Ohta E, Ohta A, Sohara E, Rai T, Sasaki S, Uchida S. Treatment of Bartter syndrome type IV 

caused by R8L barttin mutation. The 43rd Annual Meeting of American Society of Nephrology, Denver, November, 
2010. 

  2.	 Talati G, Ohta A, Rai T, Sohara E, Naito S, Vandewalle A, Sasaki S, UchidaS. Effect of angiotensin II on the WNK-
OSR1/SPAK-NCC phosphorylation cascade in cultured mpk DCT cells and in vivo mouse kidney. 第13回御茶ノ水腎
研究会，東京，2010年5月．

  3.	 赤澤政信，須佐紘一郎，高田茂，太田英里子，太田哲人，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．都内
で発症し，良好な経過を得たレプトスピラ症の一例．第569回日本内科学会関東地方会，東京，2010年2月．

  4.	 赤澤政信，須佐紘一郎，高田茂，太田英里子，太田哲人，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．都内
で発症し、良好な経過を得たレプトスピラ症の1例．第569回日本内科学会関東地方会，東京，2010年2月．

  5.	 赤澤政信，志熊聡美，磯部清志，須佐紘一郎，高田茂，若林麻衣，太田英里子，太田哲人，蘇原映誠，岡戸丈和，頼
建光，内田信一，佐々木成．副甲状腺癌摘出後にhungry bone syndromeが遷延した維持透析患者の1例．第55回日本
透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月．

  6.	 赤澤政信，萬代新太郎，磯部清志，須佐紘一郎，太田英里子，太田哲人，蘇原映誠，岡戸丈和，野田裕美，頼建光，
内田信一，佐々木成．低Ca血症を伴わない著明な二次性副甲状腺機能亢進症をきたした超低蛋白食療法施行中の保存
期腎不全の一例．第40回日本腎臓学会東部学術大会，宇都宮，2010年9月．

  7.	 磯部清志，志熊聡美，赤澤政信，須佐紘一郎，高田茂，太田英里子，太田哲人，蘇原映誠，岡戸丈和，野田裕美，頼
建光，内田信一， 佐々木成 ．抗糸球体基底膜抗体腎炎の治療中，急激な間質性肺炎をきたした一例．第40回日本腎臓
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学会東部学術大会，宇都宮，2010年9月．
  8.	 大井克征, 蘇原映誠, 太田哲人, 太田英里子, 頼建光, 内田信一, 佐々木成. マウス腎でのWNK3の局在の検討. 第53回日本

腎臓学会学術総会, 神戸, 2010年6月.
  9.	 菅野有造，佐藤恵介，大林博美，吉本裕，頼建光，佐々木成. 透析液のクエン酸が電解質動態に与える影響について. 

第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.
10.	 菅野有造，佐藤恵介，大林博美，吉本裕，頼建光，佐々木成. 個人用逆浸透(RO)装置の清浄化管理について. 第55回日

本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.
11.	 日下敬太，白濱ちひろ，東郷久子，岩本俊輔，横谷亜矢子，飯盛聡一郎，内藤省太郎，太田哲人，太田英里子，蘇原

映誠，岡戸丈和，野田裕美，頼建光，内田信一，佐々木成．Tocilizumab投与中に膜性増殖性糸球体腎炎様の所見を
呈した関節リウマチの一例．第40回日本腎臓学会東部学術大会，宇都宮，2010年9月．

12.	 倉島直樹，菅野有造，頼建光，佐々木成. 持続的血液浄化療法(CBP)における血液凝固動態の検討. 第55回日本透析医
学会学術集会総会，神戸，2010年6月.

13.	 グリバハル・タラト，太田哲人，蘇原映誠，太田英里子，頼建光，内田信一，佐々木成.  Effect of angiotensin II on 
WNK-OSR1/SPAK-NCC phosphorylation cascade in cultured mpkDCT cells and in vivo mouse kidney. 第53回日本
腎臓学会学術総会. 神戸. 2010年6月.

14.	 佐藤恵介(さとうけいすけ)，館山佳代子，橋本貴仁，高橋純平，野木雅仙，大林博美，吉本裕，菅野有造，芝本隆，
星野正信，佐々木成：Ⅴ型ダイアライザの長期臨床評価：第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.

15.	 志熊聡美，木村直樹，赤澤政信，磯部清志，須佐紘一郎，高田茂，太田英里子，太田哲人，蘇原映誠，岡戸丈和，頼
建光，内田信一，佐々木成．CNSループス治療中に異なる精神・神経症状を併発し血漿交換が著効した一例．第55回
日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.

16.	 須佐紘一郎，吉岡耕太郎，銭谷怜史，高田茂，磯部清志，赤澤正信，志熊聡美，渡邊睦房，太田哲人，太田英里子，
蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，水澤英洋，佐々木成．一過性脳虚血発作(TIA)との鑑別に苦慮したリウマ
チ性髄膜炎の透析患者．第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月．

17.	 蘇原映誠，頼建光，内田信一，佐々木成. インスリンと塩分感受性高血圧症をつなぐ新規インスリン－WNK4-NCCリ
ン酸化カスケードの発見. 第53回日本腎臓学会学術総会. 神戸. 2010年6月.

18.	 高田茂，松尾祐介，高村聡人，志熊聡美，赤澤政信，磯部清志，須佐紘一郎，太田英里子，太田哲人，蘇原映誠，岡
戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．結晶誘発性関節炎により発熱を呈した維持透析患者の一例．第55回日本透析
医学会学術集会総会，神戸，2010年6月．

19.	 田中耕(たなかこう)，古屋良紀，橋本貴仁，野木雅仙，野中達也，星野正信，菅野有造，芝本隆：AN69膜による脂
質吸着性能の実験的評価：第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.

20.	 田中愛(たなかあい)，庄山明輝憲，東山大晃，高橋望，古谷靖，高橋雅彦，吉本裕，菅野有造，芝本隆，小笠原陽：
当院における透析液清浄化の長期検討：第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.

21.	 千賀宗子，太田哲人，頼建光，蘇原映誠，太田英里子，内田信一，佐々木成．偽性低アルドステロン症II型モデルマ
ウスにおけるNCCのリン酸化亢進はOSR1とSPAKキナーゼの活性に依存する．第53回日本腎臓学会学術総会，神戸，
2010年6月．

22.	 東郷久子，横谷亜矢子，高田茂，中野雄二郎，白濱ちひろ，日下敬太，岩本俊輔，飯盛聡一郎，内藤省太郎，太田英
里子，太田哲人，蘇原映誠，岡戸丈和，野田裕美，頼建光，内田信一，佐々木成．急性腎障害に尿細管性アシドーシ
スを伴った腎サルコイドーシスの一例．第40回日本腎臓学会東部学術大会，宇都宮，2010年9月． 

23.	 東郷久子，太田英里子，白濱ちひろ，日下敬太，横谷亜矢子，岩本俊輔，飯盛聡一郎，内藤省太郎，太田哲人，蘇原
映誠，岡戸丈和，野田裕美，頼建光，内田信一，佐々木成. 急激な高尿酸血症の出現に漢方薬の関与が疑われたCKD
の一例. 第42回臨床体液研究会，東京，2010年10月.

24.	 内藤省太郎，太田哲人，太田英里子，蘇原映誠，頼建光，内田信一，佐々木成．WNK1はK依存性のキナーゼである．
第53回日本腎臓学会学術総会，神戸，2010年6月．

25.	 野村尚弘, 田島真人, 菅原典子, 森本哲司, 根東義明, 頼建光, 内田信一, 佐々木成. IV型Bartter症候群モデルマウスの作
成および機能解析. 御茶ノ水腎研究会, 東京, 2010年6年.

26.	 野村尚弘, 田島真人, 菅原典子, 森本哲司, 根東義明, 頼建光, 内田信一, 佐々木成. IV型Bartter症候群モデルマウスの作
成および機能解析. 第53回日本腎臓学会学術総会, 神戸, 2010年6月.

27.	 野村尚弘, 田島真人, 菅原典子, 森本哲司, 根東義明, 太田英里子, 太田哲人, 蘇原映誠, 頼建光, 内田信一, 佐々木成. 
barttin変異によるIV型Bartter症候群の病態解析と治療法の開発. 第1回分子腎臓フォーラム. 東京, 2010年9月.

28.	 橋本貴仁(はしもとたかひと)，古屋良紀，野木雅仙，菅野有造，佐野直人，芝本隆，野中達也，星野正信：無酢酸重
曹透析液が循環動態に与える影響について：第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.

29.	 古屋良紀(ふるやみのり)，橋本貴仁，田中耕，野木雅仙，野中達也，星野正信，菅野有造，芝本隆：H12積層型ダイ
アライザによる下肢血流改善の効果について第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.
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30.	 古谷靖(ふるややすし)，庄山明輝憲，東山大晃，高橋望，田中愛，高橋雅彦，菅野有造，芝本隆，小笠原陽：ピュア
モイストHDのテープ固定強度（粘着力）への影響：第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.

31.	 吉田和香子, 坂本麻実, 高橋大栄, 西垣啓介, 森崇寧, 青柳誠, 田中啓之, 田村禎一, 岸洋一. 上大静脈症候群を認めた長期
留置型バスキュラーカテーテル留置の3症例. 第55回日本透析医学会学術集会総会, 神戸, 2010年6月.

32.	 吉本裕，佐藤恵介，大林博美，菅野有造，芝本隆，頼建光，佐々木成. 無酢酸重曹透析液濃度調整における基準液の
検討. 第55回日本透析医学会学術集会総会，神戸，2010年6月.

【講演】
  1. 	菅野有造；第3回無酢酸透析勉強会「部材劣化・透析液濃度調整の現状と対応」2010年2月、東京
  2.	 菅野有造；第20回血液浄化基礎セミナー，「How to use acetate-free dialysis fluid」，2010年4月、東京
  3.	 菅野有造；第2回透析液安全管理責任者セミナー；化学物質汚染対策、2010年7月、東京、主催日本臨床工学技士会
  4.	 菅野有造；柏地区無酢酸透析勉強会「無酢酸透析液の使い方」、2010年6月、千葉県柏市
  5.	 菅野有造；カーボスター小規模講演会「無酢酸透析液の装置・生体に与える影響は？」2010年7月、筑波
  6.	 菅野有造；多摩透析勉強会「透析液清浄化の実際」、2010年11月、東京
  7.	 菅野有造；TVフォーラム透析液清浄化基礎セミナー「化学物質による透析液汚染の基礎」、2010年12月、東京
  8.	 菅野有造；第3回透析液安全管理責任者セミナーIN福岡；化学物質汚染対策、2011年1月、福岡、主催日本臨床工学技

士会
  9.	 菅野有造；第3回透析液安全管理責任者セミナーIN名古屋；化学物質汚染対策、2011年2月、名古屋、主催日本臨床工

学技士会
10.	 吉本　裕；第20回日本臨床工学会　ランチョンセミナー「透析液濃度調整の問題点とその対策～臨床工学技士の立場

から考える」2010年5月、横浜
11.	 吉本　裕；第4回無酢酸透析液勉強会、「もう金属部材劣化（粉末溶解装置を含む）は心配無用」、2011年2月、東京
12.	 頼建光. 慢性腎臓病治療における病診連携の今後の展望. 多摩CKD講演会，東京，2010年12月．

【研究助成金】
  1. 	蘇原映誠．科学研究費若手B「肥満患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受性高血圧」
  2.	 蘇原映誠．武田科学振興財団医学系研究奨励「肥満患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受性高血圧発症機構

の解明」
  3.	 蘇原映誠．第39回かなえ医薬振興財団研究助成金「高インスリン血症患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受

性高血圧メカニズムの解明」
  4.	 蘇原映誠．財団法人中島記念国際交流財団研究助成金「肥満患者におけるＷＮＫキナーゼを介した塩分感受性高血圧

発症機構の解明」
  5.	 頼建光．文部科学省科学研究費基盤研究(B)「腎臓における新規の血圧調節機構WNK-NCCシグナル伝達系の解明」
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高　気　圧　治　療　部
Hyperbaric Medical Center

部長・講師　柳下和慶
助教(整形外科) 加藤　剛
医　　員　結城　新　　　
非常勤講師　外川誠一郎，小島泰史　
研 究 員　芝山正治，小宮正久　　
名誉教授　眞野喜洋

（１）教育
　高気圧酸素治療は減圧症や一酸化炭素中毒等の救急疾患のほか，末梢循環不全に伴う虚血性疾患や難治性感染症に対し極
めて有効な治療法として国際的に評価されている．高気圧下の PaO2 は1,500 mm Hg 以上に達し，低酸素組織に対する特徴
的な方法にて酸素供給を達成し，かつ局所の浮腫を改善させ，軟部組織外傷における治癒促進を図る．また，絶対1.5 気圧
以上での純酸素吸入は嫌気性菌のみならず好気性菌群に対してもフリー・ラジカルによる殺菌能力のあることが証明されて
いる．このような高気圧酸素環境は通常の臨床分野とは異なる医療概念となり，この現象および病態を知ることは医学研究
者，臨床研修医の育成にとって幅広い基礎的素養と応用能力を発展させることができる．

（２）研究
　高気圧酸素治療の応用領域は臨床面でまだ十分に開発されていない分野であるといえ，高気圧酸素と放射線治療，抗生物
質等との併用療法による新しい治療手技の開発や酸素ラジカル種基因性疾患に対する新概念の展開等の未開発の研究分野が
多く，これからの高気圧酸素治療の新たな適応疾患の確立が求められている．更にスポーツ軟部外傷では，損傷部位の腫脹
軽減のほか損傷組織修復促進が報告されており当治療部においても積極的適応としているが，それらの治療機序の詳細な解
析検討が必要である．放射線性組織障害においては，他の治療法では代替不可能な唯一性の高い治療法だが，メカニズムに
ついては不明な点も多く，研究内容は広範囲である．以上より高気圧酸素治療分野は研究，臨床応用を進めるモチベーショ
ンを高めることができる分野である．

（３）臨床
　現在保険適応となっている疾患は以下の通りである．

救急的適応疾患として
１）急性一酸化炭素中毒及びその他ガス中毒（間歇型を含む）
２）ガス壊疽，壊死性筋膜炎又は壊疽性筋膜炎
３）空気塞栓又は減圧症
４）急性末梢血管障害（重症の熱傷または凍傷，広汎挫傷又は中等度以上の血管断裂を伴う末梢血管障害，コンパートメ

ント症候群又は圧挫創症候群）
５）ショック
６）急性心筋梗塞その他の急性冠不全
７）脳塞栓，重症頭部外傷若しくは開頭術後の意識障害又は脳浮腫
８）重症の低酸素性脳機能障害
９）腸閉塞
10）網膜動脈閉塞症
11）突発性難聴
12）重症の急性脊髄傷害

　
慢性的適応疾患として
１）放射線治療又は抗癌剤治療と併用される悪性腫瘍
２）難治性潰瘍を伴う末梢循環障害
３）皮膚移植
４）スモン
５）脳血管障害，重症頭部外傷又は開頭術後の運動麻痺
６）一酸化炭素中毒後遺症
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７）脊髄神経疾患
８）骨髄炎又は放射線壊死

○2010年　年間高気圧酸素治療実績
　　・患者数：633人
　　・高気圧酸素治療回数：
　　　救急的疾患：174回，非救急的疾患：5310回，計5484回．

[原著]
  1)	Sekiya I, Morito T, Hara K, Yamazaki J, Ju YJ, Yagishita K, Mochizuki T, Tsuji K, Muneta T. Ketoprofen 

Absorption by Muscle and Tendon after Topical or Oral Administration in Patients Undergoing Anterior Cruciate 
Ligament Reconstruction. AAPS Pharm Sci Tech. Mar;11(1):154-8, 2010.

  2)	Muneta T, Hara K, Ju YJ, Mochizuki T, Morito T, Yagishita K, Sekiya I. Revision anterior cruciate ligament 
reconstruction by double-bundle technique using multi-strand semitendinosus tendon. Arthroscopy. 2010 
Jun;26(6):769-81, 2010.

  3)	Yamazaki J, Muneta T, Koga H, Sekiya I, Ju YJ, Morito T, Yagishita K. Radiographic description of femoral tunnel 
placement expressed as intercondylar clock time in double-bundle anterior cruciate ligament reconstruction. Knee 
Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2010 Aug 24 (ahead of print)

  4)	Ohno K, Noguchi Y, Kawashima Y, Yagishita K, Kitamura K. Secondary hyperbaric oxygen therapy for idiopathic 
sudden sensorineural healing loss in the subacute and chronic phases. J Med Dent Sci, 57(2):1-6, 2010.

  5)	鈴木直子，山見信夫，柳下和慶，外川誠一郎，芝山正治，山本和雄，眞野喜洋．酸素減圧によるスクーバダイビング
での酸化ストレスと抗酸化力の変化．日本高気圧環境・潜水医学会雑誌．45(1):1-6, 2010.

  6)	加藤剛，大川淳，柳下和慶，川端茂徳，富澤將司，四宮謙一．【From In-House Design to Standardization　Reliable 
Evidenceを求めて】 高気圧酸素療法による腰部脊柱管狭窄症の保存療法．Journal of Spine Research．1(7):1242-1247, 
2010.

  7)	朱寧進，関矢一郎，柳下和慶，原憲司，森戸俊行，山崎順也，四宮謙一，宗田大．膝前十字靱帯損傷患者における血
清グリコサミノグリカン濃度の測定．JOSKAS．35(1): 84-85, 2010.

  8)	朱寧進，関矢一郎，柳下和慶，原憲司，森戸俊行，山崎順也，四宮謙一，宗田大．膝前十字靱帯損傷患者術中超音波
測定器による膝関節軟骨のIntegrity，厚さの測定と他の因子との関連．JOSKAS．35(1): 6-7, 2010.

  9)	松村惠津子，朱寧進，宗田大，関矢一郎，柳下和慶，森戸俊之，山崎順也，片桐洋樹，四宮謙一．人工膝関節置換術
患者に対するSF-36を用いた評価．日本人工関節学会誌．40:292-293, 2010.

10)	森戸俊行(東京医科歯科大学医学部附属病院 整形外科), 宗田大, 関矢一郎, 柳下和慶, 朱寧進, 山崎順也, 片桐洋樹, 四宮
謙一．人工膝関節置換術(TKA)の周術期における深部静脈血栓症(DVT)の影響とその後．日本人工関節学会誌．
40:474-475, 2010.

11)	朱寧進(東京医科歯科大学 医学部整形外科), 宗田大, 関矢一郎, 柳下和慶, 森戸俊行, 山崎順也, 片桐洋樹, 四宮謙一．内
側型変形性膝関節症における下腿機能軸と膝蓋腱脛骨付着部の関係と影響を与える因子の検討．3Dテンプレートを用
いた研究．日本人工関節学会誌．40:138-139, 2010. 

12)	片桐洋樹(東京医科歯科大学 整形外科), 宗田大, 関矢一郎, 朱寧進, 森戸俊行, 山崎順也, 柳下和慶．人工膝関節全置換
術における膝蓋骨や大腿骨滑車部の厚さ，後方顆部の高さが術後膝関節可動域改善へ与える影響．日本人工関節学会
誌．40:132-133, 2010.

[著書・総説・解説]
  1)	柳下和慶．靭帯損傷治療における高気圧酸素治療の意義はどのようなものでしょうか．スキル関節鏡視下手術アトラ

ス・膝関節鏡視下手術．吉矢晋一編集，越智光夫監修．P336, 文光堂 2010.
  2)	柳下和慶．高気圧酸素治療による再建ACLの治癒促進．特集ACL再建術後のスポーツ復帰．関節外科30(1):35-40, 2011
  3)	柳下和慶，加藤剛，外川誠一郎，岡崎史紘，眞野喜洋．スポーツ外傷とスポーツパフォーマンスに対する高気圧酸素

の効果及びアンチ・ドーピングとの関連．―現況と展望―．日本高気圧環境・潜水医学会雑誌45(3):99-105, 2010.
  4)	赤柴恒人, 落合亮一, 片山俊郎, 加納隆, 川崎忠行, 行岡秀和, 剣持敬, 後藤隆久, 杉薫, 瀬上清貴, 田林晄一, 林鉱三郎, 水口

潤, 守山敏樹, 安武正弘, 安原洋, 柳下和慶, 山崎健二, 渡辺敏, 臨床工学合同委員．臨床工学技士基本業務指針2010．日
本臨床工学技士会会誌41: 4-14, 2010.

[学会]
  1)	Yagishita K, Kato T, Togawa S, Okazaki F, Kojima Y, Mano Y. Quantitative analysis of reduction of soft tissue 
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edema by hyperbaric oxygen therapy application. 43th Undersea and Hyperbaric Medical Society UHMS，2010年6月，
フロリダ．

  2)	柳下和慶，加藤剛，外川誠一郎，岡崎史紘，眞野喜洋．軟部組織外傷に対する高気圧酸素治療．第83回日本整形外科
学会学術総会，2010年5月，東京．

  3)	森戸俊行，宗田大，柳下和慶，朱寧進，山崎順也，片桐洋樹，関矢一郎，四宮謙一．二重束2ルート膝前十字靱帯再建
術の中期成績(術後5年以上)．第83回日本整形外科学会学術総会，2010年5月，東京．

  4)	片桐洋樹，宗田大，柳下和慶，朱寧進，森戸俊行，山崎順也，関矢一郎，四宮謙一．人工膝関節置換術における膝蓋
骨や大腿骨滑車部の厚さ，後方顆部の高さが術後膝関節可動域へ与える影響．第83回日本整形外科学会学術総会，
2010年5月，東京．

  5)	朱寧進，宗田大，山賀美芽，関矢一郎，柳下和慶，森戸俊行，山崎順也，片桐洋樹，四宮謙一．変形性膝関節症の介
入研究の短期成績．変形性膝関節症に対する積極的膝最大伸展・最大屈曲訓練の効果に対する介入研究の短期成績．
第83回日本整形外科学会学術総会，2010年5月，東京．

  6)	岡崎史紘，柳下和慶．第二種高気圧酸素治療装置での体外式ペースメーカーの使用．第20回日本臨床工学会．2010年
5月，横浜．

  7)	酒井朋子，柳下和慶．人工関節抜去時の人工関節型セメントスペーサーの有効性について．第47回日本リハビリテー
ション医学会学術集会．2010年5月，鹿児島．

  8)	加藤剛，大川淳，柳下和慶，四宮謙一．当科における脊椎手術後抗生剤の使用法の検討．第33回日本骨・関節感染症
学会．2010年6月，東京

  9)	柳下和慶，加藤剛，朱寧進，森戸俊行，山崎順也，片桐洋樹，関矢一郎，宗田大，四宮謙一．大腿骨内顆に生じた局
所性移動性骨粗鬆症（Regional migratory osteoporosis）に対する高気圧酸素治療．第2回日本関節鏡・膝・スポーツ
整形外科学会（2nd JOSKAS）．2010年7月，沖縄．

10)	山崎順也，宗田大，関矢一郎，柳下和慶，朱寧進，森戸俊行，片桐洋樹，四宮謙一．一期的に両膝前十字靱帯再建術
を施行した症例の術後成績．第2回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（2nd JOSKAS）．2010年7月，沖縄．

11)	安田裕亮，宗田大，柳下和慶，朱寧進，森戸俊行，山崎順也，関矢一郎，四宮謙一．膝前十字靱帯再建術はquality of 
lifeにどう影響を与えるか．SF36を用いて．第2回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（2nd JOSKAS）．2010年7月，
沖縄．

12)	中村香織，宗田大，柳下和慶，朱寧進，森戸俊行，山崎順也，関矢一郎，四宮謙一．2重束前十字靱帯再建術によっ
て患者の自覚的評価は向上したか．第2回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（2nd JOSKAS）．2010年7月，沖縄．

13)	森戸俊行，宗田大，柳下和慶，朱寧進，山崎順也，片桐洋樹，関矢一郎，四宮謙一．関節鏡視による膝前十字靱帯
(ACL)脛骨付着部の位置とそのレントゲン評価．第2回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（2nd JOSKAS）．2010
年7月，沖縄．

14)	関矢一郎，尾島美代子，朱寧進，森戸俊行，山崎順也，島谷雅之，柳下和慶，宗田大．関節液中の間葉幹細胞は軟骨
変性に応じて増加する．第2回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（2nd JOSKAS）．2010年7月，沖縄．

15)	朱寧進，宗田大，関矢一郎，柳下和慶，森戸俊行，山崎順也，片桐洋樹，四宮謙一．膝前十字靱帯再建術患者におけ
る術後血清グリコサミノグリカン濃度の推移．第2回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（2nd JOSKAS）．2010年
7月，沖縄．

16)	椎塚詰仁，柳下和慶，加藤剛，外川誠一郎，鈴木直子，山本和雄．足関節体積測定器の再現性評価と，新たな足関節
体積測定器の開発.第65回日本体力医学会大会．2010年9月，千葉．

17)	清水禎則，宗田大，柳下和慶，朱寧進，森戸俊行，山崎順也，関矢一郎．DVT 人工膝関節置換術(TKA)術前より存
在するDVTと術後に発生したDVTのその後．2010年10月，盛岡．

18)	柳下和慶，加藤剛，外川誠一郎，宗田大．高気圧酸素治療前後の下腿腫脹変化の各種定量評価と，各評価法の比較検討．
第21回日本臨床スポーツ医学会学術総会．2010年11月，つくば．

19)	芝山正治，柳下和慶，外川誠一郎，小島泰史，加藤剛，結城新，岡崎史紘，小宮正久，眞野喜洋．ダイビング後の航
空機搭乗と減圧症－パラオダイビングの場合－．第45回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．2010年11月，岡山．

20)	小宮正久，芝山正治，柳下和慶，外川誠一郎，小島泰史，加藤剛，結城新，岡崎史紘，日高秀希，眞野喜洋．DAN 
JAPANの緊急ホットライン利用状況の推移．第45回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．2010年11月，岡山．

21)	岡崎史紘，柳下和慶，外川誠一郎，加藤剛，小島泰史，結城新，芝山正治，眞野喜洋．高気圧酸素治療における認定
技師の育成プログラム．第45回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．2010年11月，岡山．

22)	鈴木直子，柳下和慶，椎塚詰仁，外川誠一郎，加藤剛，小島泰史，芝山正治，山本和雄，眞野喜洋．レジャータイバ
ーを対象とした減圧症の発症誘因の検討．第45回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．2010年11月，岡山．

23)	加藤剛，柳下和慶，結城新，外川誠一郎，大川淳．頸髄症における指巧緻運動障害に対する高気圧酸素療法の効果　
指把握・伸展10秒間テストと手体積評価を用いて．第45回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．2010年11月，岡山．

24)	森戸俊行，柳下和慶，宗田大．DVT 人工膝関節置換術(TKA)術前より存在するDVTと術後に発生したDVTのその後．
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第38回日本関節病学会．2010年11月，京都．

［講演・研究会・シンポジウム他］
  1)	柳下和慶．スポーツ外傷に対する高気圧酸素治療．第22回城南地区荏原医師会講演会．2010年2月，東京．
  2)	柳下和慶，加藤剛，外川誠一郎，岡崎史紘，眞野喜洋．下肢末梢循環不全に対する高気圧酸素治療．第8回日本フッ

トケア学会年次学術集会．2010年2月，東京．
  3)	柳下和慶．スポーツ外傷に対する高気圧酸素治療．三共第一勉強会．2010年3月，東京．
  4)	柳下和慶．スポーツ外傷に対する高気圧酸素治療の有用性．第一回日本高気圧環境・潜水医学会中国四国地方会学術

総会．2010年3月，岡山．
  5)	柳下和慶．肉離れに対する高気圧酸素治療．第8回東京スポーツ整形外科研修会．2010年4月，東京．
  6)	柳下和慶．今春の診療報酬改定への経緯と今後の展望．第10回日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会学術総会．

2010年6月，川崎．
  7)	柳下和慶．高気圧酸素治療の適応疾患．第9回日本高気圧環境・潜水医学会教育集会．高気圧酸素治療の適応疾患．

2010年7月，東京．
  8)	柳下和慶．高気圧酸素治療の適応疾患．第11回高気圧酸素治療専門医研修講座．高気圧酸素治療の適応疾患．2010年

7月，東京．
  9)	柳下和慶．高気圧酸素治療といわゆる酸素カプセルの違いについて．日本スポーツ歯科医学会第10回認定研修会．

2010年7月，博多．
10)	柳下和慶．高気圧酸素治療の原理と，スポーツ外傷における早期競技復帰のための適応．筑波スポーツ医学セミナー

2010. Sports Medicine In Tsukuba (SMIT) ．2010年7月，筑波．
11)	柳下和慶．減圧症と高気圧酸素治療．2010年7月，斜里・北海道．
12)	柳下和慶．高気圧酸素治療．チームドクター研修会2010．2010年11月，つくば．
13)	柳下和慶．高気圧酸素治療と遅発性放射線障害に対する適応．兵庫県立粒子線医療センター教育講演．2010年11月，

兵庫県たつの市．
14)	柳下和慶．外保連活動による診療報酬改定活動の報告と今後の方向性．第45回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．

2010年11月，岡山．
15)	柳下和慶，加藤剛，結城新，外川誠一郎，小島泰史，岡崎史紘，椎塚詰仁，鈴木直子，山本和雄，眞野喜洋．下腿正

常例における高気圧酸素治療前後での下腿腫脹変化の各種定量的検討．第45回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．
2010年11月，岡山．

16)	鈴木直子．レジャーダイバーを対象とした統計学的分析による減圧症の誘因探索．安全潜水を考える会．2010年12月，
東京．

17)	椎塚詰仁．レジャーダイバーを対象とした減圧症の発症誘因の検討．水中活動基準とマニュアルの策定・研究シンポ
ジウム．2010年12月，東京．
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細 胞 治 療 セ ン タ ー
Center for Cell Therapy

センター長(併)　森尾友宏(医歯学総合研究科・発生発達病態学分野・准教授)
副センター長(併）　梶原道子(医学部附属病院・輸血部・副部長)
管理スタッフ(併)　・管理責任者・品質管理責任者
　　　　　　　　　梶原道子
　　　　　　　　・製造管理責任者
　　　　　　　　　清水則夫(難治疾患研究所・ウイルス治療学分野・准教授）
技術補佐員　　　　峯岸志津子，大山　敦
共同研究員　　　　小坂　崇
事務補佐員　　　　星川あき子(ISO9001担当)，辻　彩子(ISO9001担当)

（１）教育
　2004年2月20日、官民を問わず、細胞調製施設として国内で始めてISO9001:2008 認証 (JQA-QMA11047、登録活動範囲：
活性化Ｔ細胞の調製)を所得した。当センターにおける細胞加工工程は基準書及び標準操作手順書(Standard of Procedure: 
SOP)により定められ、記録・管理されている。教育訓練により施設内作業資格認定を行い、また内部監査のための内部監
査員講習を行っている。2011年は1月に定期審査を終了した。施設内で作業を実施するものには教育訓練を行うとともに、
新しくセンターにおいて細胞調製作業が必要な分野にはSOP構築方法などについて指導を行っている。

（２）研究
１）細胞医療製剤、再生医療製剤の品質管理に関する研究
　2）の研究と連動して、（1）高感度迅速網羅的微生物検査法、（2）培養・分化過程におけるDNA損傷及び細胞毒性のモニ
タリング、（3）NOG-SCIDを用いた長期毒性モニタリング、（4）Luminex法などを用いた標準細胞基準化システムの開発に
当たっている。この研究は、厚生労働科学研究・再生医療実用化研究事業「再生医療・細胞医療製剤に汎用可能な新規微量
高感度品質管理・安全性検証システムの開発と製剤の規格化に関する研究」班で行われ、センター長が研究代表者、製造管
理責任者が研究分担者となっている。
　また、厚生労働科学研究創薬基盤推進研究事業・生物資源研究（主任研究者 増井徹）「細胞研究資源の資源化ならびに品
質評価法・特性解析開発に関する研究」の中でも、細胞製剤の品質評価に関する研究において中核的な役割を担っている。
　これらの研究は、国立感染症研究所、神戸先端医療センター、新潟大学、東海大学との共同研究の中でも進められた。

２）高感度迅速網羅的ウイルス検査法の開発
　難治疾患研究所・フロンティア研究室ウイルス治療学が開発した手法を用いて、HSV1, HSV2, VZV, EBV, CMV, HHV6, 
HHV7, HHV8, BK virus, JC virus, Parvovirus B19を迅速に高感度にかつ安価に検査するシステムを構築し医学部附属病院に
公開している。現在、月曜日から金曜日まで連日検体を受け入れている。上記ウイルスは定性検査に加えてreal time PCRに
より定量することも可能である。その他にHIV1, HIV2, HTLV1, HTLV2, HBV, HCV, Norovirus, Pneumocyctis jiroveci, 

Cryptosporidium parvumなどの測定系の測定系も構築し、さらに検索可能なウイルス・微生物の種類を増やしている。2009年
にはxrmv, TTV, Mycoplasmaの測定系が追加された。
　厚生労働科学研究　免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業　「同種造血幹細胞移植成績の一元化登録と国際間の共有
およびドナーとレシピエントのQOLを視野に入れた成績の向上に関する研究」では、造血細胞移植後の感染症モニタリング
について多施設への技術移転を視野に入れており、現在神戸先端医療センター、虎ノ門病院、成育医療センターへの技術移
転が完了している。

３）造血細胞移植後ex vivo増殖T細胞治療法の検証
　厚生労働科学研究免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業「臍帯血を用いる造血幹細胞移植技術の高度化と安全性確保
に関する研究」、「新しい造血幹細胞移植技術の開発に関する研究」において、臍帯血移植後のex vivo増殖臍帯血CD4T細胞
療法、骨髄内造血細胞移植におけるex vivo増殖ドナーT細胞療法の有用性と安全性の検証を、臨床試験として開始予定である。

４）Ex vivo 増幅臍帯血Ｔ細胞を用いたDLI (donor lymphocyte infusion)の実用化に向けての研究
　　（神戸先端医療センター、成育医療センター、リンフォテックとの共同研究）

５）個人識別システムの開発
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　最大18種類のプローブを用いることにより、short tandem repeat(STR)法を用いて、個人識別を行うシステムを開発して
いる。

６）自家滑膜由来間葉幹細胞による関節軟骨修復法の開発
　運動器外科学分野、軟骨再生学分野で、軟骨損傷に対して、従来法よりも安全で低侵襲な細胞治療の開発を進め、臨床応
用を意識した基礎研究を進めている。

７）神経変性疾患に対する細胞治療
　神経内科領域の疾患で、脊髄小脳変性症の1つである多系統委縮症の患者1名に対して、自己血清で増殖させた自家骨髄間
葉幹細胞の全身投与を行っている。これまで3回の移植注射を行い、安全に実行された。

８）成人型T細胞白血病に対するHTLV-1 Tax特異的T細胞応答賦活化ペプチドパルス樹状細胞を用いた新規免疫療法（臨床
第I相試験）

　免疫治療学分野で計画している成人T細胞白血病(ATL)に対する免疫療法（上記）を実施するため準備を進めた。本研究は、
九州がんセンター等との共同研究であり（実施施設は九州大学と東京医科歯科大学）本年度、計画書を東京医科歯科大学の
倫理審査委員会に提出し説明書および同意書の修正を経て承認された。これを受けて細胞治療センター内のP3施設で実施す
るため、担当者と詳細な標準作業手順の検討、使用薬剤の選択・購入等の使用準備を行った。

（３）臨床
　細胞治療センターは、ヒト細胞を安全に処理するための無菌培養室4室と、処理した細胞の品質を保証するための検査室
を備えている。施設全体を外の環境より陽圧としその状態を維持することにより、外気を完全に遮断できる構造となってお
り、室内の浮遊粉塵をHEPAフィルターで除くことにより、検査室はクラス100,000（1立方フィート中に浮遊粉塵が10万個
以下：通常の環境では数百万から数千万）、＋10Pa（パスカル）の清浄・陽圧環境になっている。細胞処理を行う無菌培養
室はさらに高度な清浄度が要求されるため、クラス10,000、＋30Paの環境となっており、実際の細胞処理はクラス100以下の
安全キャビネットの中で行われる。細胞処理を行う作業者は検査室では清潔な白衣を着用し、無菌培養室への入室に際して
は全身を覆う無菌無塵衣、マスク、手袋の着用が義務付けられている。細胞の調製や検査はすべてこの施設で行われる。
　細胞調製はすべて標準作業手順書(SOP)に沿って行われ、各工程で品質検査を行い、基準を満たし、微生物の混在のない
製品であることを確認している。また各工程では検体をサンプリング保存し、トラックバックできるようになっている。細
胞加工については、厚生労働省より「ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針」など各種指針が提出されているが、当施
設はハード面、ソフト面ともに合致したシステムを構築しており、今後幹細胞医療、再生医療の臨床応用を目指す多科の参
入に対応可能である。
　平成18年より運動器外科学/軟骨再生学によって、軟骨再生医療が稼動し始めた。平成22年には6例に対して間葉系幹細胞
由来軟骨細胞移植を行い、これまで合計17例に対して細胞移植を施行している。また神経変性疾患に対して神経内科・運動
器外科/軟骨再生学による細胞治療が行われた。またATLに対する樹状細胞治療に向けて、免疫治療学分野がSOPを構築し、
センター内で予備培養を検討し始めた。
　さらなる安全性を期すために、2009年にはセンター内には機器モニタリングシステムが整備された。

１）Ex vivo活性化Ｔ細胞輸注

　2010年細胞調製数：			   52投与

　
　対象疾患：造血幹細胞移植後日和見感染症(CMV感染症、EBV感染症、Parvovirus感染症など)造血幹細胞後部分キメラ、
化学療法中の日和見感染症、多剤耐性結核、造血幹細胞移植後白血病再発、固形腫瘍（膠芽腫など）など。

厚生労働省先進医療（http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/sensiniryo/kikan03.html）
45：活性化Tリンパ球移入療法（原発性若しくは続発性の免疫不全症の難治性日和見感染症又は慢性活動性EBウイルス感染
症に係るものに限る。）概要：患者から採血して得られたリンパ球を体外で活性化し、細胞性免疫を担当するTリンパ球を選
択的に増殖させ体内に戻し、免疫能を強化して感染症の治療を図る。進行がんの治療に用いられる活性化自己リンパ球移入
療法に比べて、Tリンパ球の割合が高く、抗ウイルス剤が無効の感染症に効果が期待できる。

厚生労働省先進医療（http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/sensiniryo/kikan03.html）
74．自己腫瘍（組織）を用いた活性化自己リンパ球移入療法（がん性の胸水、腹水又は進行がんに係るものに限る。）
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末梢血から採取した自己リンパ球と自己の腫瘍とを混合培養するなどして接触させた後、体外でインターロイキン2などの
存在下で培養し、腫瘍に特異的と期待されるキラー細胞を誘導し、増殖させ、再び体内へ戻す療法。

　その他の治療は学内倫理審査委員会承認臨床研究

２）高感度迅速網羅的ウイルス測定

　2010年ウイルス検査数：　　　　　　　　　　1488件　(2009年：1384件)

　末梢血幹細胞採取：　　　　　　　　　　　　　22件　(2009年：1315件)

　血管再生医療：　　　　　　　　　　　　　　　 2件　(2009年：1381件)	

３）軟骨再生医療（整形外科、運動器外科学、軟骨再生学）		
　対象疾患：外傷性軟骨損傷、変形性関節症
　自家滑膜由来間葉幹細胞を自己血清で増殖させ、低侵襲で軟骨欠損部に移植する再生医療を平成19年より継続して17例に
施行している。国内外より広く注目を集めており、今後幅広い展開を予定している。

４）骨再生医療（整形外科）　SOP構築中

５）神経変性疾患に対する細胞治療(神経内科、運動器外科学、軟骨再生学、整形外科学)
　多系統委縮症の患者1人に対して、自己血清で増殖させた自家骨髄間葉幹細胞の動注を2回、静注を1回、約1ヶ月間隔で行
った。

（４）研究業績
［原著論文］

  1.	 Inoue H, Takada H, Kusuda T, Goto T, Ochiai M, Kinjo T, Muneuchi J, Takahata Y, Takahashi N, Morio T, Kosaki 
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がん学会　2010年12月17～19日　大阪

  8.	 北澤淳一、中舘尚也、三浦琢磨、石井栄一、藤沢康司、岡敏明、久保田優、梶原道子、酒井道生、今泉益栄．ワクチ
ン接種後に発症したITPはITP亜群か？　第52回日本小児血液学会・第26回小児がん学会　2010年12月12月17～19日  
大阪

  9.	 康勝好、小原明、小川千登世、加藤元博、清河信敬、福島敬、嶋田博之、高橋浩之、梶原道子、菊地陽、真部淳、熊
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谷昌明、生田孝一郎、花田良二、林泰秀、土田昌宏．小児急性リンパ性白血病中間危険群に対する早期強化療法とし
ての大量cytarabine療法の意義：TCCSGL99-15研究．第52回日本小児血液学会・第26回小児がん学会　2010年12月17
～19日　大阪

10.	 岡敏明、中舘尚也、酒井道生、三浦琢磨、北澤淳一、梶原道子、石井栄一、藤沢康司、久保田優、今泉益栄．2004年
版小児ITP診断・治療・管理ガイドラインに関する小児血液学会評議員アンケート調査．第52回日本小児血液学会・
第26回小児がん学会　2010年12月17～19日　大阪

11.	 Michiko Kajiwara, Toshiaki Ono, Masayuki Nagasawa, Shuki Mizutani, Naoyuki Miyasaka, Toshirou Kubota, Ayami 
Isonisi, Masanori Matsumoto, Yoshihiro Fujimura．Periodical plasma infusion is useful in management of pregnancy 
in typical Upshaw-Schulman syndrome. 第72回日本血液学会総会　2010年9月24～26日　横浜

12.	 梶原道子．【細胞プロセシングの基盤整備】造血細胞移植とDLI治療（T細胞増幅療法も含めて）．第17回日本輸血・
細胞治療学会秋季シンポジウム　2010年9月22日　福岡

13.	 大友直樹、保立幸恵、梶原道子．当院ERセンターにおけるO型赤血球緊急輸血の状況について（第二報）．第58回日
本輸血・細胞治療学会総会　2010年5月28～30日　愛知

14.	 今留謙一、矢島美彩子、川野布由子、市川紗弓、清水則夫、中村浩幸、伊藤守、山本直樹、藤原成悦．EBウイルス関
連血球貪食症候群モデルマウスの作製と解析　第58回日本ウイルス学会学術集会　2010年11月7日　徳島

15.	 今留謙一、矢島美彩子、川野布由子、市川紗弓、清水則夫、中村浩幸、伊藤守、山本直樹、藤原成悦．EBウイルス関
連T/NKリンパ増殖性疾患モデルマウスの作製と解析　第7回EBウイルス研究会　2010年7月9日　札幌

16.	 小川学、杉田直、井上静、清水則夫、赤尾信明、望月學　PCR法を用いたアカント・アメーバ角膜炎の補助診断．第
21回臨床寄生虫学会　2010年6月19日　東京

17.	 小川学、杉田直、井上静、望月學、片山未来、渡邊健、清水則夫、森尾友弘．ヘルペスウイルスの関与が疑われるぶ
どう膜炎に対する眼内液PCR検査の有用性の検討　第114回日本眼科学会　2010年4月15日　名古屋

18.	 関矢一郎、森戸俊行、尾島美代子、朱寧進、山崎順也、島谷雅之、山賀美芽、宗田大．関節液中の間葉幹細胞は軟骨
変性に応じて増加する　第2回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)　2010年7月2～4日　沖縄

19.	 関矢一郎、中村 智祐、宗田 大、菱川修司、田中穂積、小林英司．ブタを用いた滑膜幹細胞による低侵襲関節軟骨再
生治療の関節鏡･組織学的検討　第2回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)　2010年7月2～4日　沖縄

20.	 関矢一郎、宗田大、尾島美代子．関節液中の間葉幹細胞による変形性膝関節症の早期診断と予後予測　厚労省長寿科
学研究班会議　2010年8月14日　名古屋

21.	 関矢一郎、市野瀬志津子、古賀英之、瀬川裕子、四宮謙一、宗田大．骨髄間葉幹細胞, 滑膜間葉幹細胞, 軟骨細胞のin 
vitro 軟骨分化過程における形態学的比較　日本整形外科学会基礎学術集会　2010年10月14日　京都

22.	 中村智祐、関矢一郎、宗田大、菱川修司、田中穂積、小林英司．Arthroscopic and histological analyses of low 
invasive articular cartilage repair with porcine synovial mesenchymal stem cells　第23回日本軟骨代謝学会　2010年
4月3日　鹿児島

23.	 中村智祐、関矢一郎、宗田大、河原崎達雄、菱川修司、田中穂積、小林英司．滑膜幹細胞を用いた低侵襲な軟骨再生
治療のブタでの検討　第14回日本適応医学会　2010年7月3日　東京

24.	 中村智祐、関矢一郎、初鹿大祐、宗田大、河原崎達雄、渡辺淳也、菱川修司、田中穂積、小林英司．ブタ滑膜間葉幹
細胞を用いた低侵襲軟骨再生治療の検討　第29回日本運動器移植・再生医学研究会 2010年9月25日　京都

25.	 中村智祐、関矢一郎、菱川修司、田中穂積、河原崎達雄、渡辺淳也、四宮謙一、小林英司、宗田大．ブタを用いた滑
膜幹細胞による低侵襲軟骨再生治療：(GFP)関節鏡, 組織, MRIによる評価　第25回日本整形外科学会基礎学術集会  
2010年10月15日　京都

26.	 中村智祐、関矢一郎、河原崎達雄、渡辺淳也、和田佑一、小林英司、宗田大　滑膜幹細胞による低侵襲軟骨再生治療：
ブタを用いた検討　第37回関東膝を語る会　2010年11月13日　東京

27.	 宮本崇、関矢一郎、田渕隆、松本健治、宗田大　椎間板変性に対する滑膜幹細胞移植のウサギを用いた検討　第23回
日本軟骨代謝学会　2010年4月2日　鹿児島

28.	 宮本崇、関矢一郎、宗田大．滑膜幹細胞移植は椎間板変性を抑制する　第29回日本運動器移植・再生医学研究会  
2010年9月25日　京都

29.	 宮本崇、関矢一郎、田渕隆、松本健治、四宮謙一、宗田大　滑膜幹細胞移植による椎間板変性抑制効果　第25回日本
整形外科学会基礎学術集会　2010年10月15日　京都

[招待講演]
  1.	 森尾友宏．血球系の減少を伴う免疫不全症　第4回21世紀血液免疫研究会　2010年11月18日　東京
  2.	 森尾友宏．造血細胞移植後のウイルスモニタリングと感染制御.　第11回血液細胞療法フォーラム　2010年10月16日　

大阪
  3.	 森尾友宏．免疫不全症・免疫異常症の多様な姿：診療のABCから今後の展望まで　山梨血液感染症セミナー　2010年

中央診療施設等
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9月30日　山梨
  4.	 森尾友宏．原発性免疫不全症の診断と治療-そのABCと今後の展望-　三重免疫不全・感染症講演会　2010年9月16日  

三重
  5.	 森尾友宏．我が国における再生医療・細胞治療の現状と展望：発展のために必要なこと　第4回細胞再生療法シンポ

ジウム・JSTイノベーションサテライト新潟育成研究成果報告会　2010年7月23日　新潟
  6.	 森尾友宏．移植医療におけるウイルス感染症対策：迅速検出法と治療戦略の現状と展望　第35回群馬移植研究会  

2010年5月26日　群馬
  7.	 森尾友宏．免疫細胞操作とその治療応用：現状と今後の展開　第13回中国地区小児免疫薬物療法研究会　2010年3月

13日　広島
  8.	 森尾友宏．先天性免疫不全症：診断と治療ABC　兵庫県PIDセミナー　2010年3月5日　兵庫
  9.	 関矢一郎．幹細胞による関節軟骨の再生医療(膝の軟骨損傷から変形性関節症まで)　代々木ゼミナール特別講義  2010

年6月25日　東京
10.	 関矢一郎．滑膜間葉幹細胞から考える膝関節疾患の病態と再生　第1回横浜膝関節研究会招待講演　2010年7月17日  

横浜
11.	 関矢一郎．滑膜間葉幹細胞の視点から膝関節疾患の病態と再生を考える　JST育成研究公開イベント　2010年9月3日  

広島
12.	 関矢一郎．滑膜細胞の挙動から膝関節疾患の病態と治療を考える　中央区・港区整形外科医会学術講演会　2010年10

月8日　東京
13.	 中村智祐、関矢一郎、宗田大、菱川修司、田中穂積、小林英司．Arthroscopic and histological analyses of low 

invasive articular cartilage repair with porcine synovial mesenchymal stem cells　第23  回日本軟骨代謝学会　2010
年4月3日　鹿児島

14.	 中村智祐、関矢一郎、宗田大、河原崎達雄、菱川修司、田中穂積、小林英司．滑膜幹細胞を用いた低侵襲な軟骨再生
治療のブタでの検討　第14回日本適応医学会　2010年7月3日　東京

15.	 宮本崇、関矢一郎、田渕隆、松本健治、宗田大．椎間板変性に対する滑膜幹細胞移植のウサギを用いた検討　第23回
日本軟骨代謝学会　2010年4月2日　鹿児島

[研究助成金]
  1.	 日韓科学協力事業助成金｢感染症及び腫瘍発生におけるDNA損傷修復反応に関する研究」　主任研究者　森尾友宏
  2.	 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服事業）｢先天性赤芽球癆 (Diamond Blackfan貧血)の効果的診断法の確立に

関する研究｣　主任研究者　伊藤悦朗，分担研究者　森尾友宏
  3.	 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服事業）｢慢性活動性EBウイルス感染症の実態解明と診断法確立に関する研

究｣　主任研究者　藤原成悦，分担研究者　森尾友宏
  4.	 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服事業｢細網異形成症の診断と治療に関する研究｣　主任研究者　野々山恵，

分担研究者　森尾友宏
  5.	 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服事業）｢毛細血管拡張性小脳失調症の実態調査、早期診断法確立と、病態

評価に関する研究｣　主任研究者　水谷修紀，分担研究者　森尾友宏
  6.	 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服事業）｢原発性免疫不全症候群に関する調査研究」　主任研究者　原寿郎，

分担研究者　森尾友宏
  7.	 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服事業）｢成人型分類不能型免疫不全症の実態把握、亜群特定に基づく診断

基準策定及び病態解明に関する研究｣　主任研究者　森尾友宏
  8.	 厚生労働科学研究費補助金(再生医療実用化研究事業）｢再生医療・細胞治療製剤に汎用可能な新規微量高感度品質管理・

安全性検証システムの開発と製剤の規格化に関する研究｣　主任研究者　森尾友宏
  9.	 厚生労働科学研究費補助金(感覚器障害研究事業）｢難治性眼炎症性疾患に対する網羅的迅速診断システムの開発に関

する研究｣　主任研究者　望月學，分担研究者　森尾友宏
10.	 厚生労働科学研究費補助金(免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）｢灌流法により採取された骨髄細胞を用いた

骨髄内骨髄移植治療法：基礎から臨床へ｣　主任研究者　池原進，分担研究者　森尾友宏
11.	 厚生労働科学研究費補助金(免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）｢同種造血幹細胞移植成績の一元化登録と国

際間の共有およびドナーとレシピエントのQOLを視野に入れた成績向上に関する研究｣　主任研究者　谷口修一，分
担研究者　森尾友宏

12.	 厚生労働科学研究費補助金(免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）｢臍帯血を用いる造血幹細胞移植技術の高度
化と安全性確保に関する研究｣　主任研究者　加藤俊一，分担研究者　森尾友宏

13.	 科学研究費補助金(基盤研究C)｢先天性免疫不全症における自己免疫疾患・悪性腫瘍の発生・成立機序の解析｣　主任研
究者　森尾友宏

中央診療施設等
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14.	 厚生労働科学研究費補助金(政策創薬総合研究事業)｢臍帯血リンパ球を主成分とする細胞治療製剤の医薬品化に関する
研究｣　主任研究者　藤原成悦，分担研究者　森尾友宏

15.	 厚生労働科学研究費補助金(政策創薬総合研究事業　創薬総合研究)「臍帯血DLIの実用化と細胞治療製剤の医薬品化へ
向けてのトランスレーションリサーチ」　主任研究者　藤原成悦，研究分担者　清水則夫

16.	 厚生労働科学研究費補助金(ヒトゲノム・再生医療等研究事業)「サイトカインによる増幅培養臍帯血による臍帯血移
植の臨床試験」　主任研究者　中畑龍俊，研究分担者　清水則夫

17.	 厚生労働科学研究費補助金(創薬基盤推進研究事業・生物資源研究)「細胞研究資源の資源化ならびに品質評価法・特
性解析開発に関する研究」　主任研究者　小原有弘，研究分担者　清水則夫

18.	 厚生労働科学研究費補助金(難治疾患克服事業)「慢性活動性EBウイルス感染症の実態解明と診断法確立に関する研究」 
主任研究者　藤原成悦，研究分担者　清水則夫

19.	 厚生労働省成育医療研究委託費「抗菌薬の適正使用と院内感染予防のプログラムの開発」　主任研究者　齋藤昭彦，
研究分担者　清水則夫

20.	 厚生労働科学研究費補助金(再生医療実用化研究事業)「再生医療・細胞治療製剤の汎用可能な新規微量高感度品質管理・
安全性検証システムの開発と製剤の規格化に関する研究」　主任研究者　森尾友宏，研究分担者　清水則夫

21.	 厚生労働科学研究補助金(感覚器障害研究事業)「難治性眼炎症疾患に対する網羅的迅速診断システムの開発」　主任研
究者　望月學，研究分担者　清水則夫

22.	 科学研究費補助金(基盤C)｢滑膜幹細胞を用いた新しい低侵襲骨関節疾患治療の臨床応用の発展のための大動物研究｣ 
主任研究者　宗田大

23.	 科学研究費補助金(基盤C)｢軟骨損傷に対する滑膜幹細胞浮遊液静置療法において細胞接着効率を向上させる為の検討｣
　主任研究者　関矢一郎

中央診療施設等
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クリーンルーム歯科外来
Clean Room, University Hospital, Faculty of Dentistry

准 教 授　砂川光宏
助　　教　松本宏之

（１）教育
　歯学部附属病院外来部門及び入院部門における医療従事者ならびに学生への院内感染予防対策の啓蒙とその実際の教育と
普及

（２）研究
　本分野では以下のようなテーマを対象に研究している
１．歯科治療用消耗品類のディスポーザブル化の可能性
２．HIV陽性感染者およびエイズ患者の口腔内疾患の実態調査
３．歯科医師及び歯学部学生の院内感染予防対策に関する意識調査と歯学部附属病院内での職業上の暴露事故との関係

（３）臨床
　感染症患者及び易感染者を対象としたクリーンルーム歯科外来の管理運営ならびに同外来における患者の一般歯科治療

（４）研究業績
[国際学会]
  1.	 H.Matsumoto, M. Sunakawa, H. Suda: Effect of pulpal inflammation on the activities of periodontal 

mechanoreceptive afferent fibers . Spring Scientific Meeting of Korean Academy of Endodontics, Busan, Korea, 
March 27, 2010. 

  2.	 M. Sunakawa, H. Suda: A long term evaluation of endodontically treated teeth of a patient with amelogenesis 
imperfect. Spring Scientific Meeting of Korean Academy of Endodontics, Busan, Korea, March 27, 2010. 

  3.	 M. Sunakawa, T. Kaneko, U. Chokechanachaisakul, J.  Kawamura, H. Suda: Central gene upregulation and 
modulations following tooth pulp MO stimulation. The 88th IADR  Barcelona, Spain, July 14-17, 2010.

[国内学会]
  1.	 河村隼，金子友厚，チョックチャナチャイサクン ウライワン，砂川光宏，金子実弘，須田英明：ラット実験的歯髄炎

により惹起される中枢性感作　－視床のNMDARの機能に関する検索－. 第132回日本歯科保存学会. 熊本市民会館, 熊
本, 2010年6月4日．

  2.	 チョックチャナチャイサクン ウライワン，河村隼，金子友厚，金子実弘，砂川光宏，興地隆史，須田英明：中枢性感
作を生じた視床における神経系と免疫系の相互作用―Mustaed oil による惹起させたラット歯髄炎による研究. 第132
回日本歯科保存学会. 熊本市民会館, 熊本, 2010年6月4日．

  3.	 チョックチャナチャイサクン ウライワン，金子実弘，金子友厚，河村隼，砂川光宏，興地隆史，須田英明：中枢神経
過敏化を生じたラット視床MD核におけるN-methy-D-aspartateレセプターの役割. 第133回日本歯科保存学会. 長良川
国際会議場, 岐阜, 2010年10月28日．

  4.	 河村隼，金子友厚，金子実弘，興地隆史，チョックチャナチャイサクン ウライワン，砂川光宏，須田英明：ラット実
験的歯髄炎におけるN-methy-D-aspartate receptor とグリア細胞との関係. 第133回日本歯科保存学会. 長良川国際会議
場, 岐阜, 2010年10月28日．

  5.	 砂川光宏，松本宏之，和泉雄一：歯科用衛生材料の個別包装化に伴う医療経済的結果について．第75回口腔病学会学
術大会．東京医科歯科大学, 東京, 2010年12月4日．

[原著]
  1.	 T. Kaneko, T. Okiji, R. Kaneko, M. Sunakawa, M. Kaneko, H. Suda: Gene Expression Analysis of Acutely 

Traumatized Pulps.  J. Endod.36(1); 78-82. 2010.
  2.	 J. Kawamura, T. Kaneko, M. Kaneko, M. Sunakawa, R. Keneko, U. Chokechanachaisakul, T. Okiji, H.Suda: Neuro-

immune interactions in sensitized thalamus induced by mustard oil application to rat molar pulp. J. Dent. Res, 
89(11):1309-1314, 2010.

  3.	 T. Kaneko, M Kaneko, U. Chokechanachaisakul, J. Kawamura, R. Keneko, M. Sunakawa, T. Okiji, H. Suda: Artificial 
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dental pulp exposure injury up-regulates antigen-presenting cell-related molelucles in rat central nervous system.  J. 
Endod. 36(3); 459-464. 2010.

  4.	 U. Chokechanachaisakul, T. Kaneko, T. Okiji, R. Keneko, J. Kawamura, M. Sunakawa, H.Suda: Increased gene 
expression of toll-like-receptors and antigen presenting cell-related molecules in the onset of experimentally induced 
furcation lesions of endodontic orgin in rat molars. J. Endod. 36(2); 251-255. 2010.

  5.	 松本宏之:歯根膜機械受容神経線維の応答性に対する歯髄の炎症性変化の影響．口腔病学会誌．77(2)：115-120．2010.
  6.	 金子実弘，金子友厚，砂川光宏，チョックチャナチャイサクン ウライワン，河村隼，須田英明: ラット視床内側背側

核における興奮性神経伝達物質　Glutamate N-methyl-D-aspartate型受容体の実験的歯髄炎による機能亢進に関する
研究．日本歯科保存学雑誌．53(2)：140-146．2010.

  7.	 吉岡隆知，八幡祥生，中野生和子，花田隆周，石村瞳，菊池和泉，鈴木規元，川島伸之，砂川光宏，須田英明：先進
医療「X線CT画像診断に基づく手術用顕微鏡を用いた歯根端切除手術」の治療成績. 日本歯科保存学雑誌．53(1)：
66-72．2010.

[著書]
  1.	 砂川光宏，須田英明：第三章　生理学的にみた歯と歯根膜. エンドドンティクス　第３版.　（編集主幹　須田英明. 中

村洋）、末永書店；３１－４１．2010年

[総説]
なし

   
[研究助成金]
なし

[その他]
①国際学術交流
　なし

②国内学術交流
(a)招待講演，シンポジウム
　なし

(b)国内研究活動
　なし

(c)新聞発表など
　なし

(d)主催したセミナー・講習会など
  1.	 平成22年度 第1回東京都エイズ歯科診療従事者講習会　平成22年 9月
  2.	 平成22年度 第2回東京都エイズ歯科診療従事者講習会　平成22年11月
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顎 口 腔 基 礎 科 学 分 野
Oral and Maxillofacial Biology

講　　師　坂本裕次郎

（１）教　育
１）人体の構造と機能について解剖学、組織学、発生学および病理学の講義と実習を行い、人体の諸器官の形態と機能に
ついて総合的知識を習得するための教育を行う。とくに顎口腔を中心とする頭頚部領域の正常構造と病的変化について
は、構造と機能の相互関係を理解して、顎口腔の正常発育と機能維持を目的とした歯科口腔保健医療を行うために必要
となる基礎医学的知識を習得するための教育を行う。

	 　担当科目名： 人体の構造と機能Ⅰ、人体の構造と機能Ⅱ、歯・口腔の構造と機能、病理学総論、病原性微生物と生体
防御、口腔病理学、口腔保健衛生学基礎実習。

２）国際人として歯科口腔保健を中心とした医療と研究を行うために必要となる英語力を身につけるための基礎的英語教
育を行う。

	 　担当科目名： 科学英語Ⅰ、科学英語Ⅱ。
３）歯学部附属病院における臨床実習において、歯科予防処置・歯科保健指導など口腔保健領域の歯科診療を行うために
必要な態度・知識・技能を修得するための教育を行う。

	 　担当科目名： 成人口腔保健衛生臨床実習。
４）卒業研究における研究計画の立案、研究の実施、卒業論文の作成を通して、科学的思考力と論理的文章構成力を培う
ための教育を行う。

	 　担当科目名： 卒業研究。

（２）研　究
　頭頚部諸器官の正常発育ならびに機能の維持と回復を目的とした歯科医療を行うために必要となる医学的根拠を得ること
を目的とした基礎医学研究を行っている。現在、肉眼解剖学、組織学、発生学を基盤にして、頭頚部諸構造の正常形態と機
能の相互関係、ならびに形態形成と病理学的変化のメカニズムを解明するための研究を行っている。
１）頭頸部の筋と支配神経との相互位置関係に関する肉眼解剖学的研究を行い、筋の形態と神経支配の再検討およびそれ
らに基づく正確な機能解析を行っている。

２）In vivoでのビタミン欠乏モデルとなる動物実験を行って、骨と歯の形成過程について光学顕微鏡および電子顕微鏡に
よる微細形態学的研究を行っており、硬組織形成におけるビタミンの役割を検索している。

３）喫煙によって歯周病を促進させると考えられている化学因子と歯周組織の形成過程との相互関係についての形態学的
研究を行っている。

（３）臨　床
　口腔ケア外来：本学歯学部附属病院の口腔ケア外来において、担当歯科医師として、歯科衛生士が行う口腔保健の診療活
動に対する協力を行っている。

（４）研究業績
[原著]
  1. 	咽頭の機能形態学と歯科臨床のかかわりについて．In別冊the Quintessence臨床化のための矯正YEAR BOOK ‘10，

PP.20-25，クインテッセンス出版，2010.

[国際学会]
  1. 	1.	Sakamoto Y. Gross anatomical observations on supernumerary fibers of superior pharyngeal constrictor. Abstract 

book of the joint meeting of AACA & ISP, 158-159, 2010. The joint meeting of the American Association of Clinical 
Anatomists and the International Society of Plastination, Honolulu, USA, July 19-24, 2010.

[国内学会]
  1. 	坂本裕次郎．上咽頭収縮筋の付着部と神経支配に関する肉眼解剖学的観察．第115回日本解剖学会総会・全国学術集会，

盛岡，2010年3月28-30日

（５）その他

口腔保健衛生基礎学講座



— 800 —

1. 学内外における教育活動
  1)	坂本裕次郎.
	 ・本学医学部医学科非常勤講師（解剖学）
	 ・本学歯学科（臨床体験実習）
	 ・学校法人花田学園日本鍼灸理療専門学校非常勤講師（解剖学）
	 ・学校法人花田学園日本柔道整復専門学校非常勤講師（解剖学）

2. セミナー等開催
  1)	口腔保健学科3年次編入学説明会 ： 東京医科歯科大学, 東京, 2010年4月29日.
  2)	東京医科歯科大学篤志献体活動の報告会ならびに第30回東京医科歯科大学献体の会総会 ： 東京医科歯科大学, 東京, 

2010年4月2 ４日.
  3)	口腔保健学科オープンキャンパス ： 東京医科歯科大学, 東京, 2010年8月24日.

3. 国際学術協力
  1)	坂本裕次郎. The Association of Oral and Maxillofacial Surgeons of India (AOMSI). The Indian Journal of 

Maxillofacial and Oral Surgery (National Journal of AOMSI) の編集への協力.

口腔保健衛生基礎学講座
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口腔保健衛生基礎学分野
Fundamental Oral Health Care Science 

教　　授　杉本久美子
講　　師　坪井　真

（１）教育
１．担当授業
　　歯学科：モジュール　人体の構造と機能　　ユニット　生体の維持と恒常性
　　　　　　モジュール　課題統合セミナー　　ユニット　咀嚼と嚥下のバイオロジー
　　口腔保健学科：ユニット　人体の構造と機能Ⅰ、Ⅱ
　　　　　　　　　　　　　　歯・口腔の構造と機能
　　　　　　　　　　　　　　薬理・薬剤学
　　　　　　　　　　　　　　口腔保健衛生基礎科学実習
　　　　　　　　　　　　　　口腔保健衛生学原論Ⅰ
　　　　　　　　　　　　　　口腔健康科学
　　　　　　　　　　　　　　生活習慣と疾患
　　　　　　　　　　　　　　高齢者に対する支援と制度Ⅰ
　　　　　　　　　　　　　　現代社会と福祉Ⅰ
　　　　　　　　　　　　　　現代社会と福祉Ⅱ
　　　　　　　　　　　　　　社会調査の基礎
　　　　　　　　　　　　　　相談援助の基盤と専門職
　　　　　　　　　　　　　　相談援助の理論と方法
　　　　　　　　　　　　　　福祉行財政と福祉計画
　　　　　　　　　　　　　　福祉サービスの組織と経営
　　　　　　　　　　　　　　障害者に対する支援と障害者自立支援制度Ⅰ
　　　　　　　　　　　　　　就労支援サービス
　　　　　　　　　　　　　　権利擁護と成年後見制度
　　　　　　　　　　　　　　社会福祉相談援助演習
　　　　　　　　　　　　　　社会福祉相談援助実習指導
　　　　　　　　　　　　　　社会福祉相談援助実習
　　　　　　　　　　　　　　社会福祉援助技術論
　　　　　　　　　　　　　　社会福祉援助技術演習
　　　　　　　　　　　　　　社会福祉援助技術現場実習指導
　　　　　　　　　　　　　　社会福祉援助技術現場実習
　　　　　　　　　　　　　　成人口腔保健衛生臨床実習Ⅱ
　　　　　　　　　　　　　　地域口腔保健衛生臨地実習
　　　　　　　　　　　　　　特論（卒業研究）

２．教育方針
　口腔保健学の科学的基礎となる人体の構造と機能の全般ならびに疾患との関連について教授するとともに、人体への薬物
の作用機序等について教授する。人体の構造と機能の授業では、各器官系の機能を中心に、それを支える構造的基盤および
物質的基盤にも言及しながら、総合的な理解を促すよう講義を行う。加えて、講義で学んだことを、実習を通してより深く
理解できるよう基礎科学実習も行っている。
　また、近年、高齢社会の進行に伴い、保健・医療のサービスは、福祉ときわめて緊密な連携をとりながら、提供されるよ
うになっている。したがって、歯科医療従事者にも、従来以上に社会福祉に関する知識を修得すること、ならびに、人々を
健康・生活の視点から理解し、支援する能力が求められている。そこで、従来の社会歯科学的な内容に加え、本分野では、
社会福祉の制度的枠組み、社会福祉援助の理論と実践について理解させるべく、本分野社会福祉系教員および非常勤講師の
連携により、その教育を進めている。さらに、学生が様々な社会福祉の現場に出て、社会福祉援助を実践する延べ4週間の
現場実習に際しては、実習先の開拓や交渉、さらには実習中の学生への訪問指導を行い、充実した実習が出来るよう援助し
ている。

口腔保健衛生基礎学講座
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（２）研　究
１．口腔感覚に関する研究
①味覚刺激による自律神経活動の変化と反射性唾液分泌
　口腔への味覚刺激によって、頭相による胃腸の消化液分泌促進や消化管運動の促進が起こり、消化への準備が開始される
ことが知られている。血中グルコース濃度を低下させるホルモンであるインスリンの分泌も、頭相による反射性調節を受け、
うま味刺激後3分で増加が認められることが報告されている。この頭相による反射性調節は、副交感神経の迷走神経を介す
ることが知られているため、本研究では。五基本味刺激を味わうことが自律神経活動にどのような影響を及ぼすのか、また、
副交感神経系の代表的反射である唾液分泌促進効果についても同時に検討した。味覚刺激に伴う自律神経活動の変化では、
うま味のグルタミン酸ナトリウム（MSG）および低濃度の食塩で刺激時に、副交感神経の活動亢進と交感神経の活動低下傾
向が認められた。唾液分泌については、MSGが他の味刺激に比べ持続的効果を持つこと、食塩刺激による唾液分泌は塩味嗜
好がある場合により強化される傾向があることが明かとなった。酸味は唾液分泌に効果的ではあるものの、副交感神経活動
の亢進は認められず、唾液分泌促進に関連する神経メカニズムがうま味とは異なる可能性が示唆された。
　本研究から、うま味刺激は唾液分泌効果を介して摂食機能を高めるだけではなく、自律神経の副交感神経活動を高め、交
感神経活動を低下させる作用があることから、消化機能を高めると同時に、情動的にも落ち着いた状態を生じる可能性が示
唆された。この性質は、他の味質にはみられない特徴であり、うま味刺激が摂食機能および消化機能の促進、改善に有用で
あることを示唆するものと考えられる。

②先天性無痛・無汗症患者の味覚と辛味感覚
　先天性無痛・無汗症の患者は先天的に痛覚を伝える神経および交感神経節後線維を欠くために、痛みを感じられず、発汗
機能も働かないことが知られている。本疾患の病因は神経成長因子の受容体変異により、Aδ線維およびC線維の欠乏ある
いは減少が起こるためであることが報告されている。痛覚が欠如するために、口腔領域では、舌、口唇、頬粘膜の咬傷や自
傷行為による歯の脱臼や抜去などが問題となっている。しかし、Aδ線維によって情報が伝達される味覚および痛覚の受容
体TRPV1を刺激するとされる辛味物質のカプサイシンに対する感受性についてはほとんど報告がない。そこで、先天性無痛・
無汗症患者に対して味覚認知能検査、カプサイシン感受性検査を行った結果、各味質が認知できた無痛・無汗症患者は75～
87.5％であり、味の質の認知には問題がない者がほとんどであった。しかし、味質を認識できる閾値を健常者と比較すると、
一部の味質で高くなる傾向が認められた。この味覚閾値上昇も顕著ではなかったことから、通常の食生活においては大きな
問題は生じないと考えられた。また、本被検者では辛味刺激を感じなかった者は非常に少なかったことから、痛覚受容体を
刺激するカプサイシンを本症患者は基本的に感知できると考えられ、強い物理的刺激による痛覚と化学物質による痛覚は系
が異なる可能性が示唆された。

２．高齢者における口腔ケアの効果について
　高齢者では、全身疾患やその治療薬の副作用によって、唾液分泌の減少や味覚の低下が起こることが多く、そのような状
態を改善するうえで、歯科衛生士による専門的口腔ケアが重要と考えられる。そこで、口腔ケアの前後で唾液を採取し、唾
液分泌量および分泌型IgA、アミラーゼなどの唾液成分濃度等の測定を行って、高齢者における口腔ケアの効果を客観的科
学的指標から検討することを試みている。また、要介護高齢者、とりわけ認知症高齢者を対象とする場合には、情動を他覚
的に捉え、快適な口腔ケアを提供する必要があるため、対象者が口腔ケアを受ける際の情動変化を自律神経活動から分析、
評価している。その方法を確立するために、まず、自立高齢者を対象として、口腔内清掃、唾液腺マッサージ等のケアを行い、
ケア前後での唾液分析、ケア中の情動分析を行っている。

３．生理的指標による歯科治療中のストレス評価
　歯科治療中の小児のストレスを軽減する為の適切な対処法を確立するためには、まず治療中の情動変化の実際を把握する
ことが重要である。今日まで、その情動評価の方法として、表出行動を分析する試みが多数なされてきたが、生理的反応の
側面から評価した報告は少ない。そこで今回、歯科治療中の小児のストレスを生理的反応から客観的に評価することを目的
として、コンポジットレジン修復の各処置時における自律神経活動および顔面表情筋である皺眉筋の活動を分析し、ストレ
スとの関連について検討した。その結果、歯科治療中の自律神経活動の分析により、歯科治療処置に対して小児が感じるス
トレス度の把握が可能であることが示唆された。また、交感神経活動からストレス度を評価した結果、歯科治療初期にはス
トレスを感じる者が多く、その後、処置中ストレス状態が持続する群と、ストレス状態が低下する群に分かれることが判明
した。ストレス群では、治療前と比較して、浸潤麻酔および切削時に交感神経活動が高まっており、ストレスが高まること
が示された。また、治療後は、両群ともに、交感神経活動の亢進が認められたことから、治療後はすべての小児において何
らかの精神活動の上昇が起こると推測された。一方、同時に記録した顔面表情筋活動と交感神経活動との間には、高い関連
は認められず、内面のストレスは直接的には愁眉筋活動に反映されない可能性が示唆された。

４．口腔保健学のInterprofessional educationに関する研究
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　口腔保健学科では、将来歯科衛生士となる学生が、卒前教育の段階で他職種の専門性への理解を深め、チーム医療への基
礎を身につけるために、最高学年において歯学科および看護学専攻との合同授業を実施している。本研究ではこの
Interprofessional educationの効果を検証するために、授業実施時に、両職種の視点の違い、連携に対する認識等に関するア
ンケートを実施した。
　歯学科6年生（D6）とは、臨床症例について共同で各専門からのアプローチを議論している。D6の歯科衛生士の業務内容
への理解度は、授業により影響を受けなかったが、口腔保健学科4年生（OH4）の歯科医師業務内容への理解度は授業後む
しろ低下し、授業を通して歯科医師理解の不十分さへの気づきがあったと考えられた。さらに、D6では、本授業を通して、
両職種の異なる視点からの患者へのアプローチが必要かつ有益であることへの認識が高まった。OH4では、授業前から職種
間の独自性への肯定的回答が多く、授業による変化はみられなかった。また、両職種間の連携を必要とする歯科保健医療の
場として、両学科学生が、非常に高い割合で歯周病治療および入院患者への口腔ケアを選択し、両職種の連携を必要とする
場への共通認識が示された。さらに、授業前には、歯科保健指導、歯石除去およびフッ素塗布において連携が必要とした者
がD6の方に多く、OH4では自らの専門領域と考える場での連携を必要とする者が少なかったが、授業後はOH4でも歯科保健
指導、フッ化物塗布において連携が必要と考える学生が増加した。以上の結果から、本授業を通して両学科学生の専門性理解、
連携への認識に変化が生じたと考えられ、本授業の有用性が示唆された。 
　看護学専攻との合同授業では、緩和ケアおよび高齢者の４症例についてのPBLテュートリアル授業およびベッドサイドで
の相互演習を行ったが、口腔保健学科学生へのアンケート結果では、授業全体から多くのことを学んだ、今後も継続した方
がよいと回答した者が7割以上で、合同授業全体の評価は高かった。また、それぞれの専門性を理解するのに役立った、各
学科の教育内容が理解できたと回答した者が76％、看護師と歯科衛生士の連携は必要である、有意義であると回答した者が
92％であり、看護の専門性と連携の理解に本授業が有用であったことが示された。その一方で、内容が適切であったとした
者は52％と低く、授業内容改善の必要性が示唆された。

５．パーキンソン病患者と家族を支援するピア・サポート・ネットワークの構築に向けた調査研究
　パーキンソン病患者と家族を支援するピア・サポート・ネットワークの構築に向けた調査研究は、難病患者の人達および
家族の健康と生活を国際生活機能分類（ＩＣＦ）に基づき把握・分析する取り組みであり、口腔保健学の研究アプローチと
して応用できる可能性をもっている。そこで本研究は、パーキンソン病患者と家族がかかえる生活課題および医療・保健・
福祉機関によるパーキンソン病患者と家族の支援状況を調査し、パーキンソン病患者と家族に必要な支援策（支援方法や支
援組織など）を抽出することが目的である。
　今年度は、①当事者団体との連絡調整、②先行研究の収集とレビュー、③ＩＣＦ（国際生活機能分類）を用いた調査項目
の検討、④予備調査の計画に取り組んだ

６．1910年代後半の日本における施薬救療事業の比較分析  ―施療施設の特徴を中心に―
　本研究は、1910年代後半の日本における「施薬救療事業」を比較検討し、医療社会事業が形成された泉橋慈善病院・東京
済生会病院・聖路加国際病院と他の「施療病院」の特徴を分析・考察した。具体的には、『日本社会事業名鑑』（中央慈善協
会1920）に記載された施療施設数と各施設の項目（組織・沿革）を比較検討し、帰納的なプロセスで各施設の特徴を考察した。
その結果、施療施設数全体（88施設）の43％が所在していた東京府の施療施設数（37施設）は期待度数（13施設）よりも多く、
χ2検定の結果も有意であった。しかしながら、他の道府県は有意といえず、各道府県の施療施設数が人口規模と連関して
いない可能性を示している。泉橋慈善病院・東京済生会病院・聖路加国際病院は東京府内における同じ経営基盤の施療施設
よりも入院を伴う治療機能が高いという点が共通していた。個別的にみた場合、聖路加国際病院の経営基盤がキリスト教団
体であるという点は重視すべき内発的要因である。一方、東京済生会病院における医療社会事業の導入と内務省による政策
の関連性を解明することは重要であり、今後の研究課題として残されている。

（３）研究業績
[原著]
  1. 	坪井真：1910年代後半の日本における施薬救療事業の比較分析 ―施療施設の特徴を中心に―．鴨台社会福祉学論集，

20，1-9，2011．

[著書]
  1. 	杉本久美子：消化・吸収．最新歯科衛生士教本　人体の構造と機能　全国歯科衛生士教育協議会監修，医歯薬出版，

東京，pp.85-108, 2010.
  2. 	杉本久美子：味覚と嗅覚．最新歯科衛生士教本　歯・口腔の構造と機能：口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学 

pp.74-86, 2011. 
  3. 	坪井 真（編著）：社会福祉士・精神保健福祉士国家試験［完全対策］必修事項と範例問題Ⅱ【相談援助と地域福祉編】

2011年．㈱みらい，岐阜，2010.

口腔保健衛生基礎学講座
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  4. 	坪井 真：権利擁護と成年後見制度（5成年後見制度，6日常生活自立支援事業と成年後見制度利用支援事業）．社会福
祉士・精神保健福祉士国家試験［完全対策］必修事項と範例問題Ⅰ【人・社会・生活編】2011年，246-261，㈱みらい，
岐阜，2010.

[総説]
  1. 	杉本久美子：摂食機能と味覚・うま味の関連－特集にあたって．味と匂誌，17(2), 77-79, 2010.
  2. 	杉本久美子：味覚・うま味と自律神経活動．味と匂誌，17(2), 109-115, 2010.
  3. 	坪井 真：ＩＣＦと福祉用具（１）．福祉介護機器technoプラス， 3(5)，56-58，2010．
  4. 	坪井 真：ＩＣＦと福祉用具（２）．福祉介護機器technoプラス， 3(6)，61-66，2010．
  5. 	坪井 真：ＩＣＦと福祉用具（３）．福祉介護機器technoプラス， 3(7)，69-73，2010．
  6. 	坪井 真：教育ノート：老年歯科医療と高齢者福祉―国際生活機能分類（ＩＣＦ）の健康概念に基づく両分野の関係性

（３）―．老年歯科医学，25(2)，147-152，2010.
  7. 	坪井 真：老年歯科医療と高齢者福祉―国際生活機能分類（ＩＣＦ）の健康概念に基づく両分野の関係性（４）―．老

年歯科医学，25(4)，397-401，2011．

[学会]
  1. 	杉本久美子：味覚・うま味と自律神経活動．2010年度うま味研究会公開シンポジウム，東京，2010年5月28日．
  2. 	Muroga R, Endo K and Sugimoto K: Investigation of recognition concerning child abuse among students of dental 

hygiene schools in Japan. 18th International Symposium on Dental Hygiene, Glasgow, July 1-3, 2010. 
  3. 	Yoshiizumi1 K, Endo K and Sugimoto K: Investigation of educational trends in Japanese dental hygiene schools in 

accordance with recent regulation amendment. 18th International Symposium on Dental Hygiene, Glasgow, July 1-3, 
2010. 

  4. 	荒木孝二，杉本久美子，遠藤圭子，小原由紀, 近藤圭子，白田千代子, 塩沢育己，小田茂：東京医科歯科大学における
チーム歯科医療理解への試み－第１報　歯学科・口腔保健学科合同検討授業について．第29回日本歯科医学教育学会，
盛岡，2010年7月22～24日．

  5. 	杉本久美子，荒木孝二，遠藤圭子，小原由紀，近藤圭子，白田千代子，塩沢育己，小田茂：東京医科歯科大学におけ
るチーム歯科医療理解への試み－第２報　授業による歯学科・口腔保健学科学生の認識変化．第29回日本歯科医学教
育学会，盛岡，2010年7月22～24日．

  6. 	遠藤愛子，杉本久美子：東京都内公立小学校における歯科保健の実態調査．第59回日本口腔衛生学会・総会，新潟，
2010年10月6～8日．

  7. 	上原奈緒子，髙木裕三，三輪全三，杉本久美子：自律神経活動および顔面表情筋活動の分析に基づく歯科治療中の小
児のストレス評価．平成22年度小児歯科学会秋季大会，郡山，2010年12月2～3日．

  8. 	遠藤圭子，白田千代子，小野寺光江，小原由紀，近藤圭子，杉本久美子：口腔保健学科・看護学専攻合同授業の実施
および学生評価について．第75回口腔病学会学術大会，東京，2010年12月3～4日．

  9. 	荒木孝二，杉本久美子，遠藤圭子，小原由紀，近藤圭子，白田千代子，塩沢育己，小田茂：チーム歯科医療促進に向
けて－第１報　歯学科・口腔保健学科合同クリニカル・ケース検討授業の実施と学生評価．第75回口腔病学会学術大会，
東京，2010年12月3～4日．

10．杉本久美子，荒木孝二，遠藤圭子，小原由紀，近藤圭子，白田千代子，塩沢育己，小田茂：チーム歯科医療促進に向
けて－第２報　合同授業実施による歯学科および口腔保健学科学生の認識変化．第75回口腔病学会学術大会，東京，
2010年12月3～4日．

　
[研究助成金]
  1. 	日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）「唾液成分および自律神経の分析による口腔ケアの効果の科学的評価」：

課題番号22592329　研究代表者　杉本久美子

[その他]
  1.	 杉本久美子：2010年度うま味研究会公開シンポジウムオーガナイザー，東京，2010年5月28日．
  2. 	Sugimoto K: Discussant at the Session “Expression of functional molecules in taste buds” . The 8th International 

Symposium on Molecular and Neural Mechanisms of Taste and Olfactory Perception (YR Umami Forum 2010), 
Fukuoka，2010年11月6-7日．

  3.	 杉本久美子：無痛無汗症患者の味覚．うま味研究助成成果発表会，東京，2010年12月3日．
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口 腔 健 康 教 育 学 分 野
Oral Health Care Education

教　　授　寺岡加代
専 攻 生　雨宮和則

（1）教育
　口腔健康教育学は、国民の健康に資することを目的に、口腔保健のあり方を全人的視野から捉え、心身の健康を維持・増
進するための理論と技術を構築する専門分野である。学生教育の目標は、地域住民や他職種との連携を図りながら、社会の
様々な場においてオーラル・ヘルスプロモーションが実践できる人材を育成することである。

（2）研究
　本分野では、以下のテーマの研究を行っている。

１．オーラル・ヘルスプロモーションに関する研究
２．高齢者の口腔保健・介護予防に関する研究
３．有病者に対する口腔管理システムに関する研究
４．地域口腔保健行政システムのあり方に関する研究

（3）研究業績
［原著］

  1.	 寺岡加代、森野智子：「施設在住要介護高齢者の意欲（Vitality Index）に関する縦断研究」、老年歯学、25巻、2号、
115－122、2010.

  
［著書］

  1. 	寺岡加代：「高齢者の口腔機能と生活機能」、高齢者の口腔機能とケア、（財）長寿科学振興財団、61－66、2010．

［総説］
  1. 	寺岡加代：8020推進財団指定研究「入院患者の包括的口腔管理システムの構築に関する研究」、8020推進財団会誌第

19号、東京、2010．

［学会］
  1. 	室生祥、大庭祥子、大田真美、寺岡加代：歯科口腔外科とリハビリテーション科が共同で行う摂食機能訓練は脳卒中

急性期の肺炎を減少させる、第47回日本リハビリテーション医学会学術集会、2010、5月20日、鹿児島．
  2. 	大庭祥子、大田真美、寺岡加代：脳卒中急性期における肺炎発症に関する実態調査、第1回日本老年歯科医学会学術

大会、2010、6月26日、新潟．
  3. 	中久木康一、島袋裕子、清田義一、安藤雄一、寺岡加代：自治体における大規模災害時の歯科保健医療体制の整備状況、

日本公衆衛生学会、ポスター、2010、10月29日、東京国際フォーラム、東京.
  4. 	中村奈都美、上野孝雄、寺岡加代：がん専門病院における歯科衛生士の役割－造血幹細胞移植予定患者への歯科前処置、

口腔ケアの内容について－、第6回日本口腔ケア学会、ポスター、2010、12月20日、大阪.

［招待講演］
  1. 	寺岡加代：The Role of Dental Hygienist in Aging Society、 第58回国際歯科研究学会日本部会（JADR）、 2010、11月

20日、北九州市.

[研究助成金]
  1.	 平成21年度老人保健健康増進等事業：「介護予防に関する科学的知見の収集及び分析」（委員長：武林　亨）．

[その他]
1．国際交流
  1)	寺岡加代：「日本の医療制度について」、JICA集団研修コース（東欧地域）、2010年1月27日、6月10日、湯島ガーデン

パレス、東京．
  2)	寺岡加代：「日本の医療制度について」、JICA集団研修コース（東欧地域）、2010年6月10日、湯島ガーデンパレス、東

口腔健康推進統合学講座
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京．
  3)	寺岡加代：「日本の医療制度について」、JICA集団研修コース（東欧地域）、2010年11月18日、湯島ガーデンパレス、

東京.

2. 講演会
  1)	寺岡加代：「日本の医療制度について」、大阪府看護協会、2010年10月22日、大阪.
  2)	寺岡加代：歯周病予防教室「歯周病と全身疾患との関連について」、東京厚生年金病院、11月9日、東京.
  3)	寺岡加代：「口腔保健」、健康づくり事業推進指導者養成研修、東京都福祉保健財団、11月10日、東京．
 

[他大学での講義]
  1.	 寺岡加代：「高齢者の口腔保健」4月9日、13日、首都大学東京、東京．
  2.	 寺岡加代：「高齢者の口腔保健」9月16日、21日、静岡県立大学、静岡.
  3.	 寺岡加代：「高齢者の口腔保健」11月30日、12月1日、名古屋市立大学、愛知.

口腔健康推進統合学講座



— 807 —

口腔健康推進統合学講座

口 腔 疾 患 予 防 学 分 野
Preventive Oral Health Care Science

教　　授　品田佳世子(9月～)，
　　　　　木下淳博(～3月まで)
講　　師　近藤圭子
特任助教　小原由紀，大塚紘未，
　　　　　須永昌代(～3月まで)，
　　　　　吉田有里(～3月まで)
医　　員　塩山秀裕(4月～)，
　　　　　佐藤郁文(～3月まで)

（１）教　育
　国民の健康の維持・増進のために重要な口腔内疾患の予防と早期発見が行える能力を培うために、口腔疾患予防学の深い
学問的知識と高水準の技術を修得させる。そのために必要となる口腔領域の健康状態を観察する能力を養う。さらに、口腔
領域のヘルスプロモーションの能力を養い、積極的に口腔保健の推進に寄与できる人材を育成する。

担当科目：
口腔疾患予防学、口腔疾患予防学実習、口腔健康科学、口腔健康教育、口腔健康教育実習、口腔と全身の健康評価・臨床検査、
臨床口腔保健衛生基礎学、臨床口腔保健衛生基礎学実習、乳幼児期口腔保健衛生学、発達育成系・障害者歯科医学、保存系
歯科医学、発達口腔保健衛生臨床実習、成人口腔保健衛生臨床実習Ⅰ、成人口腔保健衛生臨床実習Ⅱ、高齢者口腔保健衛生
臨床実習、障害者口腔保健衛生臨床実習、地域口腔保健衛生臨地実習、選択臨床・臨地実習、特論（卒業研究）、臨床体験
実習１、臨床体験実習２（歯学科）、包括臨床実習（歯学科）

（２）研　究
１）口腔疾患予防のための患者教育、および歯科衛生士教育に関する教育システムの開発
　本学では、特色ある大学教育支援プログラム（特色GP)に採択された取組である「医歯学シミュレーション教育システム
の構築」を実施し、本学附属病院の豊富な臨床資料を活用して、臨床教育に関するコンピュータシミュレーション教材を独
自に作成している。本研究では、同取組によって作成された、口腔疾患予防のための患者教育、および歯科衛生士教育に関
するコンピュータシミュレーション教材を学生等に活用し、その教育効果を評価・解析するとともに、本教材によるシミュ
レーション実習（自己学習）が、口腔保健学臨床教育における従来の講義・実習形態に加えた新たな授業形態として応用可
能か否かを明らかにする。この取組は、平成21年度　大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育推進プログラム採
択取組 「コンピュータによる診療模擬実習の展開」として発展的に引き継がれ、継続している。

２）歯科衛生士の技術教育における新しい評価（自己評価・到達評価）プログラムの開発
　歯科衛生士教育の中で、専門的技術を修得するためには、基本的な技術を積み重ねていく課程が重要である。本研究は、
各段階（ステップ）における学生の自己評価と、指導者による評価及びフィードバックを組み合わせることにより、確実な
技術を修得するプログラムを開発することを目的とする。各過程における課題の提示および学生の自己評価ができる教材を、
コンピュータシミュレーションを導入して開発する。

３）歯科衛生士の技術教育における新規実習模型の開発
　歯科衛生士の技術教育において、模型実習は重要な位置を占めている。模型実習の教育効果を高め、実習を効率的に進め
るため、様々な歯周ポケット形態を経験でき、ポケット底の触知、探査を含めた測定訓練ができる「歯周ポケット測定訓練
用顎模型」を開発している。2008年に開発した模型を、学生と教員等（歯科衛生士）に試用させたところ、おおむね高い評
価を得たが、多くの学生はポケット底が判りにくかったと評価した。2009年にポケット底部の材質を改良してゆがみを減少
させた改良型模型、2009年型模型を開発し、同様に評価したところ、プロービング技術の練習になる、将来役立つ、関連す
る実習に対する興味を深めることができた、別の様々なポケット深さの模型を試したいとの肯定的な評価が多かった。ポケ
ット底の判りやすさも改善した。今後は、ポケット測定のみならず、歯肉縁下スケーリング・ルートプレーニングも実践的
に実習できる、汎用性のある歯科衛生士実習用模型として開発を進めていく。

（３）臨床
　当分野の診療部門では、歯科医師と歯科衛生士が連携をとりながら、口腔疾患の予防、治療と並行したケアおよび治療後
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のメインテナンスとしての口腔ケアを行っている。生涯を通して口腔領域の健康を保つために、個々の患者の生活、身体お
よび口腔内の状態を把握し、歯科衛生士による歯科保健指導と専門的な処置を行っている。

（４）研究業績
[原著]
  1.	 Chisato Konishi, Chiyoko Hakuta, Masayuki Ueno, Kayoko Shinada, Fredrick A. C. Wright and Yoko Kawaguchi: 

Factors associated with self-assessed oral health in the Japanese  independent elderly, Gerodontology, 27(1):53－
61,2010

  2.	 Yanagisawa T, Ueno M, Shinada K, Ohara S, Wright FA, Kawaguchi Y: Relationship of smoking and smoking 
cessation with oral health status in Japanese men ,Journal of periodontal research, 45(2):277-283 , 2010

  3.	 Shinada K, Ueno M, Konishi C, Takehara S, Yokoyama S, Zaitsu T, Ohnuki M, Wright FA, Kawaguchi Y:Effects of a 
mouthwash with chlorine dioxide on oral malodor and salivary bacteria: a randomized placebo-controlled 7 day trial. 
Trials, 12:11-14, 2010

  4.	 Ueno M, Takeuchi S, Oshiro A, Shinada K, Ohara S, Kawaguchi Y: Association between diabetes mellitus and oral 
health status in Japanese adults, International Journal of Oral Science, 2:82-89, 2010.

  5.	 Yokoyama S, Ohnuki M, Shinada K, Ueno M, Wright FAC, Kawaguchi Y: Oral malodor and related factors in 
Japanese senior high school students, Journal of School Health, 80:346-352, 2010.

  6.	 Takehara S, Yanagishita M, Podyma-Inoue KA, Ueno M, Shinada K, Kawaguchi Y: Relationship between oral 
malodor and glycosylated salivary proteins, J Med Dental Sci, 57:25-33, 2010.

  7.	 Thuy AV Pham, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Kayoko Shinada, Khanh D Ngo, Phuong H Lam, FA Clive Wright, 
Yoko Kawaguchi: Oral Malodor and Related Factors among Vietnamese Dental Patients, International Journal of 
Clinical Preventive Dentistry, 6(2):63-71, 2010

  8.	 Thuy AV Pham, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Kayoko Shinada, Khanh D Ngo, Phuong H Lam, FA Clive Wright, 
Yoko Kawaguchi: Oral Malodor and Related Factors among Vietnamese Dental Patients, International Journal of 
Clinical Preventive Dentistry, 6(2):63-71, 2010

[著書]
  1.	 品田佳世子分担著, 眞木吉信他監著：歯科衛生士教育サブテキスト臨床実習HAND BOOK、クインテッセンス出版, 

2010．

[総説]
  1.	 平野浩彦,小原由紀：【食事ケアの基本】 食べる機能障害の理解に必要な基礎知識　認知症による障害も視野に入れた

ケアのために.　介護福祉　77:9-23,2010
  2.	 小原由紀　EBM用語を知って論文理解パワーアップ!　今月の用語  コホート研究. 月刊歯科衛生士  34(10):64-65,2010．

[学会]
  1.	 Yuki Ohara, Masayo Sunaga and Atsuhiro Kinoshita: “Teaching is Learning” in periodontal treatment for dental 

hygiene students.　The 96th Annual Meeting of American Academy of Periodontology in collaboration with the 
Japanese Society of Periodontology. Journal of the Japanese Society of Periodontology 52(3): 351, 2010. 2010.10.30-11.2, 
Honolulu.

  2.	 Masayo Sunaga, Keiko Kondo, Toshiko Adachi, Yoshiko Miura, Akiko Horie and Atsuhiro Kinoshita: Newly 
designed dental model for practice of periodontal pocket probing. The 96th Annual Meeting of American Academy 
of Periodontology in collaboration with the Japanese Society of Periodontology. Journal of the Japanese Society of 
Periodontology 52(3):352, 2010.  2010.10.30-11.2, Honolulu.

  3.	 Hakuta Chiyoko, Shinada Kayoko, Ueno Masayuki, Kawaguchi Yoko: Oral Function Promotion Program for the 
Independent Elderly in Japan. 9th International Conference of Asia Academy of Preventive Dentistry. The 
International Journal of Oral Health, 6:61, 2010. 2010.11.9-11, Kuala Lumpur, Malaysia.

  4.	 Adiatman Melissa, Ohnuki Mari, Ueno Masayuki, Shinada Kayoko, Kawaguchi Yoko: Oral Health Status and 
Prosthetic Needs of Indonesian Institutionalized Elderly, 9th International Conference of Asia Academy of 
Preventive Dentistry. The International Journal of Oral Health, 6:61, 2010. 2010.11.9-11, Kuala Lumpur, Malaysia.

  5.	 Samnieng Patcharaphol, Ueno Masayuki, Shinada Kayoko, Zaitsu Takashi, Kawaguchi Yoko: Oral Health and Quality 
of Life in Elderly Thai. 9th International Conference of Asia Academy of Preventive Dentistry. The International 
Journal of Oral Health, 6:61, 2010. 2010.11.9-11, Kuala Lumpur, Malaysia.
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  6.	 Thuy Pham Anh Vu, Ueno Masayuki, Shinada Kayoko, Kawaguchi Yoko: The Effects of Tongue Cleaning on 
Patients with Oral Malodor. 9th International Conference of Asia Academy of Preventive Dentistry. The 
International Journal of Oral Health, 6:73, 2010. 2010.11.9-11, Kuala Lumpur, Malaysia.

  7.	 Zaitsu Takashi, Ueno Masayuki , Shinada Kayoko, Kawaguchi Yoko: Social Anxiety Disorder Halitosis Patients. 9th 
International Conference of Asia Academy of Preventive Dentistry. The International Journal of Oral Health, 6:73, 
2010. 2010.11.9-11, Kuala Lumpur, Malaysia. 

  8.	 Ohnuki Mari, Zaitsu Takashi, Takehara Sachiko, Ueno Masayuki, Shinda Kayoko, Kawaguchi Yoko: Taste 
Hyposensitivity in Japanese Schoolchildren. 9th International Conference of Asia Academy of Preventive Dentistry. 
The International Journal of Oral Health, 6:84, 2010. 2010.11.9-11, Kuala Lumpur, Malaysia.

  9.	 Pham Anh Vu Thuy, Masayuki Ueno, Kayoko Shinada, Yoko kawaguchi: Factors associated with oral malodor in 
Vietnamese patients. The 8th International Scientific Dental Congress & International Exhibition, Vietnamese 
Odonto- Stomatology Association. ≪抄録・プログラムの情報≫2010.11. 24-26, Hue, Vietnam.

10.	 木下淳博：東京医科歯科大学におけるICT活用教育の実際とその著作権処理．第4回医療系大学eラーニング全国交流
会　シンポジウム 「医療系教育におけるe－ラーニングと著作権」,抄録集p6,2010年2月19-20日,東京．

11.	 須永昌代, 山口久美子, 窪田哲朗, 大川　淳, 木下淳博, 大谷啓一, 荒木孝二, 田中雄二郎：医歯学シミュレーション教育
システムによる教材開発と活用．第4回医療系大学eラーニング全国交流会,抄録集p11,2010年2月19-20日,東京．

12.	 大山 篤, 須永昌代, 樺沢勇司, 小長谷 光, 荒木孝二, 俣木志朗, 木下淳博：医歯学シミュレーション教材を活用した自己
学習状況について．第4 回 医療系大学 e-ラーニング全国交流会,抄録集p12,2010年2月19-20日, ,東京．

13.	 小松博義, 齋藤朝子, 元藤陽子, 木下淳博, 芝 紀代子：オープンキャンパスでのアドミッション・ポリシーおよびカリキ
ュラム・ポリシーの提示のためのeラーニング活用．第4回医療系大学eラーニング全国交流会,抄録集p13,2010年2月
19-20日,東京．

14.	 元藤陽子, 齋藤朝子, 小松博義, 木下淳博, 芝 紀代子：オープンキャンパスへのICT活用教育の導入とその評価について．
第4回医療系大学eラーニング全国交流会,抄録集p14,2010年2月19-20日,東京．

15.	 山下早代子, ニコラス・ユングハイム, 中村千賀子, 須永昌代, 木下淳博：e ラーニングで学ぶ医療コミュニケーション．
第4回 医療系大学 e-ラーニング全国交流会,抄録集p20,2010年2月19-20日,東京．

16.	 大塚紘未, 須永昌代, 吉田有里, 小原由紀, 小林宏明, 片桐さやか, 趙 永哲, 和泉雄一, 木下淳博, 田上順次：歯科診療室―
講義室間の学内LAN 同時中継によるライブ講義システムの開発と評価．第4 回 医療系大学 e-ラーニング全国交流会,
抄録集p22,2010年2月19-20日,,東京．

17.	 塩山秀裕, 水谷幸嗣, 田中敬子, 青山典生, 藤原香, 須田智也, 木下淳博, 和泉雄一：エムドゲイン®ゲルを用いた先進医
療「歯周外科治療におけるバイオ・リジェネレーション法」の治療成績,日本歯科保存学会(第132回)2010年度春季学
術大会,2010年6月4日,熊本．

18.	 枝広あや子, 平野浩彦, 小原由紀, 大内ゆかり, 大堀嘉子, 菅　武雄, 渡邊　裕, 戸原　玄, 千葉由美, 新谷浩和, 高田　靖, 
細野　純, 佐々木健, 那須郁夫, 山田律子, 山根源之, 鈴木隆雄：認知症高齢者の食行動に関する実態調査報告　第２報
―認知症の原因疾患および重症度の視点から―.　第21回日本老年歯科医学会学術大会, 老年歯学, 25(2):258,　2010年6
月25日-26日, 新潟.

19.	 宮下順子, 平野浩彦, 大堀嘉子, 矢澤正人, 枝広あや子, 小原由紀：認知症高齢者の食行動レトロスペクティブ調査. 第21
回日本老年歯科医学会学術大会,　老年歯学, 25(2):207, 2010年6月25日-26日,　新潟.

20.	 須永昌代, 小原由紀, 大塚紘未, 木下淳博：術者目線のオリジナル３Dムービー作成・供覧システムの開発．第29回日本
歯科医学教育学会,プログラム・抄録集p80, 2010年7月23-24日,岩手．

21.	 神野成治, 吉増秀實, 下山和弘, 近藤圭子, 須永昌代, 大塚紘未, 宮本智行, 吉川文広, 木下淳博, 小長谷光, 深山治久：口腔
保健学科における浸潤麻酔、静脈確保および採血の臨床基礎実習の検討－第２報　実習時期の検討－．第29回日本歯
科医学教育学会,プログラム・抄録集p140, 2010年7月23-24日,岩手．

22.	 大山篤, 小原由紀, 須永昌代, 大塚紘未, 近藤圭子, 荒木孝二, 俣木志朗, 木下淳博：質的研究法を利用した口腔保健学科
臨床体験実習の授業評価法の検討．第29回日本歯科医学教育学会,プログラム・抄録集p81, 2010年7月23-24日,岩手．

23.	 小原由紀, 須永昌代, 近藤圭子, 木下淳博：歯科衛生士教育における下級生が上級生に教わる臨床体験実習の実施と評
価.  第29回日本歯科医学教育学会学術大会, プログラム抄録集p81,  2010年7月23-24日,　岩手.

24.	 荒木孝二, 杉本久美子, 遠藤圭子, 小原由紀, 近藤圭子, 白田千代子, 塩沢育己, 小田茂：東京医科歯科大学におけるチー
ム歯科医療理解への試み　第1報　歯学科・口腔保健学科合同検討授業について. 第29回日本歯科医学教育学会学術大
会, プログラム抄録集p158,　2010年7月23-24日, 岩手.

25.	 杉本久美子, 荒木孝二, 遠藤圭子, 小原由紀, 近藤圭子, 白田千代子, 塩沢育己, 小田茂：東京医科歯科大学におけるチー
ム歯科医療理解への試み　第2報　合同授業による歯学部学生の認識変化.　第29回日本歯科医学教育学会学術大会, プ
ログラム抄録集p159, 2010年7月23-24日, 岩手.

26.	 大山篤, 須永昌代, 小原由紀, 駒田亘, 中村輝保, 竹内康雄, 小林宏明, 吉岡隆知, 内田 達郎, 荒木孝二, 俣木志朗, 木下淳
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博：歯学部附属病院における歯学科4年生の医療面接体験プログラム．第42回日本医学教育学会,医学教育, 41 Suppl.
p92,2010年7月30-31日, 東京． 

27.	 大塚紘未, 近藤圭子, 柴田恭典, 沖藤寿彦, 三浦弘貴：口腔筋機能療法の自主的継続への指導に関する検討．第5回日本
歯科衛生学会学術大会,プログラム・抄録集p213, 2010年9月18-20日,千葉．

28.	 植野正之, 大貫茉莉, 財津　崇, 竹内　晋, 半田紀穂子, 白田千代子, 品田佳世子, 川口陽子：小・中学生の口臭の実態と
関連要因について. 第59回日本口腔衛生学会,口腔衛生会誌,60(4):519, 2010. 2010年10月6-8日, 新潟.

29.	 玉木敏裕, 植野正之, 財津崇, 安川由里子, 品田佳世子, 川口陽子: 歯周疾患検診事業後の歯科受療行動について. 第59回
日本口腔衛生学会,口腔衛生会誌,60(4):493, 2010. 2010年10月6-8日,新潟.

30.	 竹内晋, 品田佳世子, 財津崇, 大貫茉莉, 大城暁子, 安川由里子, 藤城由希子, 植野正之, 平山知子, 森嶋清二, 川口陽子: 洗
口吐出液の濁度と口腔保健状況および口臭との関連について, 第59回日本口腔衛生学会, 新潟, 2010年10月6-8日,新潟. 
口腔衛生会誌, 60(4):515, 2010.

31.	 財津崇, 藤城由希子, 竹内晋, 大城暁子, 大貫茉莉, 安川由里子, 植野正之, 品田佳世子, 川口陽子: 社会不安障害と口臭症
の関連について, 第59回日本口腔衛生学会,, 新潟, 2010年10月6-8日, 口腔衛生会誌, 60(4):518, 2010.

32.	 大貫茉莉, 財津崇, 竹内晋, 藤城由希子, 竹原祥子, 白田千代子, 植野正之, 品田佳世子, 川口陽子: 小・中学生の味覚と食
習慣について. 第59回日本口腔衛生学会, 口腔衛生会誌, 60(4):431, 2010. 2010年10月6-8日, 新潟.

33.	 Patcharaphol Samnieng, Masayuki Ueno, Kayoko Shinada , Takashi Zaitsu,Yoko Kawaguchi: Oral malodor-related 
parameters in community-dwelling elderly. 第59回日本口腔衛生学会, 口腔衛生会誌, 60(4),:520, 2010. 2010年10月6-8日, 
新潟.

34.	 Pham Anh Vu Thuy, Masayuki Ueno, Kayoko Shinada, Yoko Kawaguchi: Clinical study of oral malodor treatment in 
Vietnamese patients. 第59回日本口腔衛生学会, 口腔衛生会誌, 60(4):345, 2010. 2010年10月6-8日, 新潟.

35.	 Melissa Adiatman,Mari Ohnuki, Masayuki Ueno, Kayoko Shinada, Yoko Kawaguchi: Relationshipbetween Number of 
Teeth and ADL in Indonesian Elderly. 第59回日本口腔衛生学会, 口腔衛生会誌, 60(4): 465, 2010.  2010年10月6-8日, 新
潟.

36.	 竹原祥子, 柳下正樹, Katarzyana Podyma-Inoue, 植野正之, 品田佳世子, 川口陽子：唾液に含まれるタンパク質分解酵
素の検討. 第59回日本口腔衛生学会, 口腔衛生会誌, 60(4):214, 2010. 2010年10月6-8日, 新潟.

37.	 白田千代子, 遠藤圭子, 森　千里, 植野正之, 品田佳世子, 川口陽子：看護師と歯科衛生士を対象とした入院患者に対す
る口腔ケアに関する調査,第59回日本口腔衛生学会, 口腔衛生会誌, 60(4): 530, 2010.  2010年10月6-8日, 新潟.

38.	 遠藤圭子, 白田千代子, 森　千里, 植野正之, 品田佳世子, 川口陽子：入院患者に対する口腔ケアに関する歯科衛生士の
意識調査. 第59回日本口腔衛生学会, 口腔衛生会誌, 60(4): 520, 2010. 2010年10月6-8日, 新潟.

39.	 森　千里, 白田千代子, 遠藤圭子, 植野正之, 品田佳世子, 川口陽子：脳神経外科病棟入院患者への専門的口腔ケアの効
果に関する研究報告,第59回日本口腔衛生学会, 口腔衛生会誌, 60(4):520, 2010. 2010年10月6-8日, 新潟.

40.	 平野浩彦, 枝広あや子, 小原由紀, 大堀嘉子, 渡邊裕, 新谷浩和, 高田靖, 佐々木健, 細野純, 山田律子, 鈴木隆雄：食行動を
認知症の進行から考える　どんな行動がいつおこるのか.　第11回日本認知症ケア学会, 日本認知症ケア学会誌, 
9(2):339,2010.  2010年10月23-24日, 兵庫.

41.	 Shinada Kayoko, Ueno Masayuki, Zaitsu Takashi, F.A.C.Wright, Kawaguchi Yoko：Effects of an Oral Health 
Program for High School Students. 第58回国際歯科研究学会日本部会(JADR)学術大会, 抄録集ｐ89, No.032, 2010年11
月20-21日,　福岡.

42.	 遠藤圭子, 白田千代子, 小野寺光江, 小原由紀, 近藤圭子, 杉本久美子：口腔保健学科・看護学専攻合同授業の実施およ
び学生評価について.　第75回口腔病学会学術大会, プログラム・抄録集p152, 2010年12月3-4日,　東京.

43.	 荒木孝二, 杉本久美子, 遠藤圭子, 小原由紀, 近藤圭子, 白田千代子, 塩沢育己, 小田茂：チーム歯科医療促進に向けて―
第１報　歯学科・口腔保健学科合同クリニカル・ケース検討授業の実施と学生評価. 第75回口腔病学会学術大会, プロ
グラム・抄録集p15,  2010年12月3-4日, 東京.

44.	 杉本久美子, 荒木孝二, 遠藤圭子, 小原由紀, 近藤圭子, 白田千代子, 塩沢育己, 小田茂：チーム歯科医療促進に向けて―
第２報　合同授業実施による歯学科および口腔保健学科学生の認識変化. 第75回口腔病学会学術大会, プログラム・抄
録集p162, 2010年12月3-4日,東京.

[研究助成金]
  1. 	木下淳博(代表), 分担者：大谷啓一, 荒木孝二, 吉田直美, 小長谷光, 吉岡隆知, 樺沢勇司, 大山篤, 南一郎, 近藤圭子．文

部科学省科学研究費補助金　基盤研究Ｂ：医歯学シミュレーション教育システムの開発と歯学教育における教育効果
の評価．平成21年度～23年度．

  2.	 山下早代子(代表), 分担者：泉谷双蔵, 大北葉子, 木下淳博, 大川淳, 中村千賀子, ユングハイム・ニコラス, 文部科学省
科学研究費補助金　基盤研究Ｂ：医歯学系留学生のためのｅラーニングによる医療コミュニケーション学習システム
の開発.平成19年度～22年度．

口腔健康推進統合学講座
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口腔健康推進統合学講座

  3.	 川口陽子(代表), 品田佳世子, 植野正之(分担): 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究B ｢脳神経外科入院患者に対す
る包括的口腔管理システムの構築に関する研究｣平成19年度～22年度

  4.	 川口陽子(代表), 品田佳世子分担: 共同研究(ライオン株式会社) 「口腔保健状況が口気中の揮発性硫黄化合物(VSC)及び
VSC以外の成分へ及ぼす影響に関する研究」平成20年～22年度

  5.	 品田佳世子(代表)：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究C　｢口臭症の診断と治療システム構築に関する研究｣平
成21年～23年度

  6.	 近藤圭子(代表), 分担者：木下淳博, 遠藤圭子, 白田千代子, 足達淑子, 三浦佳子．文部科学省科学研究費補助金　基盤
研究C：歯科衛生士の技術教育におけるスッテププログラムと評価システムの開発．平成22年度～24年度．

[その他]
受賞
  1. 第9回日本歯科医学教育学会教育システム開発賞　須永昌代, 小原由紀, 大塚紘未, 木下淳博：術者目線のオリジナル３

Dムービー作成・供覧システムの開発．第29回日本歯科医学教育学会,プログラム・抄録集p80,2010年7月23-24日,岩手．

公開講座・シンポジウム等
  1. 	木下淳博：歯科衛生士と共に学ぶオーダーメードの口腔衛生指導．平成21年度五郡市合同学術講演会（柏・松戸・流山・

我孫子・野田各歯科医師会），2010年2月14日　招待講演,柏．
  2.	 品田佳世子：女性医師復職支援プログラム講義「口腔保健」，東京医科歯科大学医歯学教育システムセンター, 2010年

9月30日.　東京.
  3.	 品田佳世子：「平成22年度心とからだの健康づくり(ＴＨＰ)指導者養成専門研修講義：第2回産業保健指導専門研修、

口腔保健」，2010年11月10日, 安全衛生総合会館,東京.

公開講座・招待講演等：
  1. 	品田佳世子：「正しい歯磨きについて」ＮＨＫ首都圏放送センターゆうどきネットワーク, 2010年10月4日
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発達口腔保健衛生学分野
Pediatric Oral Health Care Science

教　　授　石川雅章

（１）教　育
　出生時から成人に至るまでの心身の発育を背景に、歯列咬合、顎・顔面頭蓋の形態的成長、および摂食、咀嚼・嚥下、発
音など顎口腔諸機能の発達について理解するとともに、発達期における口腔保健の実践、歯科チーム医療に必要な知識、態度、
技術を修得する。
　障害児･者の様々な障害の特徴、心理、および口腔疾患の傾向に対して理解を深め、口腔保健の立場から彼らを支援する
際に必要な知識、態度、技術を修得する。　　

（２）研　究
　出生後から永久歯列期までに、正常な総合咀嚼器官を獲得するために必要な形態的および機能的要因を明らかにする。特
に摂食、咀嚼・嚥下や発音など口腔機能発達の遅滞や変異に対する訓練等を効果的に行う方法を開発する。また、幼児の摂
食機能発達の実態を明らかにし、介入の必要生、必要な場合の時期、方法を検討する。
　障害児の療育についても、口腔保健の積極的実施を通じた支援について研究する。特に自閉症児に対しては、視覚支援カ
ードなどを用いた口腔衛生指導法を検討している。

（３）研究業績
[原著]
  1. 	Isogawa N, Ochiai S, Mito T, Ishibashi N, Kindaichi J, Ishikawa M and Takagi Y：Three-dimensional comparison in 

palatal forms between the modified Presurgical Nasoalveolar Molding Plate and the Hotz’ s Plate applied to the 
infants with unilateral cleft lip and palate. Singapore Dent J , 31(1), 36-42, 2010.

  2. 	石川雅章、津野田由美子、高熊幸子、奥村ひさ：歯周病を有する知的障害者への継続的プロフェッショナルケアの試み、
障害者歯科、31(2)：211-216、2010.

[学会]
  1. 	Isogawa N, Ochiai S, Mito T, Ishibashi N, Kindaichi J, Ishikawa M and Takagi Y：Three-dimensional comparison in 

palatal forms between the modified Presurgical Nasoalveolar Molding Plate and the Hotz’ s Plate applied to the 
infants with unilateral cleft lip and palate. IDEM 2010, Singapore, Apr. 15, 2010.

  2. 	五十川伸崇、石川雅章：後継永久歯を先天欠如し化膿性根尖性歯周炎に罹患した第二乳臼歯の保存をMTAを用いて
試みた1例、日本小児歯科学会平成22年度秋季大会、郡山、平成22年12月2日.

[その他]
  1. 	シンガポールで開催されたIDEM2010において、The Best Poster Prize受賞

生涯口腔保健衛生学講座
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生涯口腔保健衛生学講座

成人口腔保健衛生学分野
Adult Oral Health Care Science

准 教 授　遠藤圭子

（１）教　育
　本分野は成人期の口腔保健のあり方を追求するとともに、健康づくりを支援する能力を身につけ、人々の生涯にわたる健
康で幸せな生活に寄与することを研究する学際的分野である。
学生に対する教育は、成人期の口腔保健の中で、特に歯科医療の場で必要とされる臨床系口腔保健衛生に関する知識を身に
つけるとともに、専門的な口腔ケアを実践するための態度、知識、技術を習得すること、また患者と望ましい信頼関係を築
くために、必要とされるアプローチやコミュニケーションスキルを身につけることを目的として計画、実施している。

（２）研　究
　本分野では以下のテーマの研究を行っている。
１．健康教育と保健行動の変容に関する研究
２．入院患者の口腔衛生向上に関する研究
３．歯科衛生活動の現状と将来像に関する研究
４．歯科衛生士養成教育、教材ならびに教育プログラム開発

（３）臨　床
　口腔ケア外来において、クライアントのセルフケアに関する健康教育および専門的口腔ケア、医科との連携の一環として、
脳神経外科病棟等の入院患者の口腔ケアを実施している。

（４）研究業績
[論文]
  1. 	吉田直美, 十川裕子, 遠藤圭子, 下山和弘, 木下淳博:歯科衛生過程の臨床への応用 ―口腔扁平苔癬を併発した慢性歯周

炎患者の1対応例― ,  日本歯科衛生学会雑誌，5(1)：100‐106，2010．

[学会発表]
  1. 	Kaori Yoshiizumi，Keiko Endo，Kumiko Sugimoto：Investigation of trends in education in Japanese dental hygiene 

schools in accordance with recent regulation amendment，18th　International Symposium on Dental Hygiene，
Glasgow, 2010．7．1‐3．

  2. 	小西千里，白田千代子，遠藤圭子，海藤靖子，鈴木美穂，川口陽子，成相直，大野喜久郎：看護師と連携した歯科衛
生士による口腔ケアの効果について，病院脳神経外科学会，釧路，2010年7月17日．

  3. 	遠藤圭子，白田千代子，小西千里，海藤靖子，鈴木美穂，川口陽子，成相直，大野喜久郎：歯科衛生士による脳神経
外科病棟入院患者への口腔ケアの実践，日本病院脳神経外科学会，釧路，2010年7月17日．

  4. 	白田千代子，遠藤圭子，小西千里，海藤靖子，鈴木美穂，川口陽子，成相直，大野喜久郎：入院患者に対する口腔ケ
アの実施に関する質問票調査，日本病院脳神経外科学会，釧路，2010年7月17日．

  5. 	荒木孝二，杉本久美子，遠藤圭子，小原由紀，近藤圭子，白田千代子，塩沢育己，小田茂：東京医科歯科大学におけ
るチーム歯科医療理解への試み　第1報　歯学科・口腔保健学科合同クリニカルケース検討授業について，第29回日
本歯科医学教育学会，，盛岡，2010年7月23日．

  6. 	杉本久美子，荒木孝二，遠藤圭子，小原由紀，近藤圭子，白田千代子，塩沢育己，小田茂：東京医科歯科大学におけ
るチーム歯科医療理解への試み　第2報　授業による歯学科・口腔保健学科学生の認識変化，盛岡，2010年7月23日．

  7. 	白田千代子，遠藤圭子，小西千里，徳間みづほ：看護師と歯科衛生士の口腔ケアに関する質問票調査結果報告，第12
回日本褥瘡学会，幕張，2010年8月12日．

  8. 	遠藤圭子，小西千里，白田千代子，徳間みづほ：看護師と歯科衛生士の口腔ケアに関する質問票調査結果の報告　第
2報，第12回日本褥瘡学会，幕張，2010年8月21日．

  9. 	遠藤圭子，白田千代子，森千里，植野正之，品田佳世子，川口陽子：入院患者に対する口腔ケアに関する歯科衛生士
の意識調査，第59回日本口腔衛生学会，新潟，2010年10月8日．

10.	 白田千代子，遠藤圭子，森千里，植野正之，品田佳世子，川口陽子：看護師と歯科衛生士を対象とした入院患者に対
する口腔ケアに関する調査，第59回日本口腔衛生学会，新潟，2010年10月8日．

11.	 森千里，白田千代子，遠藤圭子，植野正之，品田佳世子，川口陽子：脳神経外科病棟入院患者への専門的口腔ケアの
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効果に関する研究報告，第59回日本口腔衛生学会，新潟，2010年10月8日．
12.	 荒木孝二，杉本久美子，遠藤圭子，小原由紀，近藤圭子，白田千代子，塩沢育巳，小田茂：チーム歯科医療促進に向

けて －第1報　歯学科・口腔保健学科合同クリニカルケース検討授業の実施と学生評価，第75回口腔病学会，東京，   
2010 年12月3日．

13.	 杉本久美子，荒木孝二，遠藤圭子，小原由紀，近藤圭子，白田千代子，塩沢育巳，小田茂：チーム歯科医療促進に向
けて－第2報　合同授業実施による歯学科および口腔保健学科学生の認識変化，第75回口腔病学会，東京，2010年12     
月3日．

14.	 遠藤圭子，白田千代子，小野寺光江，小原由紀，近藤圭子，杉本久美子：口腔保健学科・看護学専攻合同授業の実施
および学生評価について，第75回口腔病学会，東京，2010年12月3日． 

[研究助成金]
  1. 	文部科学省研究費補助金　基礎研究B　脳神経外科入院患者に対する専門的口腔ケアの実施に関する総合的評価：課

題番号  20390533　研究代表者  川口陽子
  2. 	文部科学省研究費補助金　基礎研究C  歯科衛生士の技術教育におけるステッププログラムと評価システムの開発：課

題番号22530955　研究代表者　近藤圭子
  3. 	文部科学省研究費補助金　萌芽研究C  唾液成分および自律神経の分析による口腔ケアの効果の科学的評価：課題番号

22592329　研究代表者　杉本久美子

生涯口腔保健衛生学講座
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生涯口腔保健衛生学講座

高齢者口腔保健衛生学分野
Geriatric Oral Health Care Science

教　　授　下山和弘
講　　師　白田千代子

（１）教　育
　高齢者口腔保健衛生学は、高齢者の口腔の健康の維持･増進により高齢者の健康の維持・増進、ＱＯＬの維持・向上を実
現する口腔保健学の専門分野であり、口腔保健学を基盤として保健・医療・福祉などの広範囲の分野との協働が必要な学際
的な分野である。学部学生に対して、高齢者の健康の維持・増進に必要な口腔保健に関する理論及び知識と基本的な技術を
習得することを目標に、高齢者の口腔保健の問題について保健・医療・福祉の視点から講義・実習を行い、高齢者の健康の
維持・増進、自立支援に資する能力を涵養している。

担当科目
　口腔健康科学（2年）、口腔保健衛生学原論Ⅰ・Ⅱ（1年2年）、口腔疾患予防学実習（2年3年）、口腔健康教育（2年）、臨床
口腔保健衛生基礎学（2年）、口腔健康教育実習（2年）、生活習慣と疾患（2年）、臨床口腔保健衛生基礎学実習（2年3年）、
口腔健康指導（基礎実習）（3年）、口腔健康診断学（3年）、再建系歯科医学（3年）、口腔疾患予防学実習（3年）、地域口腔
保健衛生臨地実習（3年）、口腔保健衛生臨床実習（3年4年）、成人口腔保健衛生臨床実習Ⅰ・Ⅱ（3年4年）、介護概論（4年）、
顎口腔機能リハビリテーション（4年）、歯科口腔介護（4年）、高齢者口腔保健衛生臨床実習（4年）、地域口腔保健衛生臨地
実習（4年）、特論(卒業研究)(3年4年) 、成人衛生臨床実習（歯学科6年）

（２）研　究
　本分野では以下のテーマの研究を行っている。
１．高齢者の口腔衛生・口腔機能向上に関する研究
２．要介護高齢者の口腔衛生の向上に関する研究
３．高齢者口腔保健衛生学の教育効果に関する研究
４．高齢者の健康教育と保健行動の変容に関する研究
５．在宅での高齢者がかかえる口腔の問題点とその対応についての研究
６．歯科衛生士が健康教育のために使用する教材ならびに教育プログラム開発

（３）臨 床
　口腔ケア外来において、健康の維持・増進を図るため、各科の歯科医師と連携をとりながら、う蝕及び歯周疾患等の口腔
疾患の予防と治療後のメインテナンスを行っている。
　スペシャルケア外来において、高齢者の健康の維持・増進を図るため、包括的な歯科治療を行っている。

（４）研究業績
[原著]
  1. 	Chisato Mori, Chiyoko Hakuta, Masayuki Ueno, Kayoko Shinada, Yoko Kawaguchi:Factors associated with self－

assessed oral health in the Japanese independent elderly, Gerodontology. 27(1)53－61,2010

[著書]
  1. 	下山和弘，菅　武雄，戸原　玄，渡邊　裕：口腔ケアの新展開．歯科医療の未来を創る．ｐ 39-41，日本歯科医学会，

2010.
  2.	 下山和弘：口腔の老化．高齢者歯科診療ガイドブック．日本老年歯科医学会監修，下山和弘他編集，p 23-26，口腔保

健協会，東京，2010．
  3.	 下山和弘：心理的・精神的な特徴．高齢者歯科診療ガイドブック．日本老年歯科医学会監修，下山和弘他編集，p 

27-34，口腔保健協会，東京，2010．
  4.	 下山和弘：歯科治療の基本方針．高齢者歯科診療ガイドブック．日本老年歯科医学会監修，下山和弘他編集，p 

52-55，口腔保健協会，東京，2010．
  5.	 下山和弘：歯科受診を妨げる要因．高齢者歯科診療ガイドブック．日本老年歯科医学会監修，下山和弘他編集，p 

170-171，口腔保健協会，東京，2010．
  6.	 下山和弘：１歯残存症例への対応　抜歯か保存か．高齢者歯科診療ガイドブック．日本老年歯科医学会監修，下山和
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弘他編集，p 192-194，口腔保健協会，東京，2010．
  7.	 下山和弘：口腔ケアと歯周病．六訂版家庭医学大全科．p 594-595，法研，東京，2010． 
  8.	 白田千代子（分担著），佐々木一好：歯科衛生士教育サブテキスト　臨床実習ＨＡＮＤＢＯＯＫクインテッセンスＫＫ，

ｐ110～ｐ111，2010
  9.	 白田千代子（分担著），佐々木一好：歯が長持ちする　プラークコントロールのグッドテクニック，クインテッセン

スＫＫ，ｐ93～ｐ98，2010
10．白田千代子（監著），佐々木一好：歯科衛生士教育サブテキスト 臨地実習ＨＡＮＤＢＯＯＫ, クインテッセンスＫＫ, 

ｐ38～ｐ67・ｐ116～ｐ123，2010

[報告]
  1. 	東京都北多摩西部保健医療圏　摂食・嚥下機能支援事業ガイドライン報告書．摂食・嚥下機能支援の手引　作成

[総説・解説] 
  1. 	下山和弘，片山　毅：全部床義歯調整の必要性を判断する方法．老年歯科医学，25：68-72，2010．

[学会]
  1. 	下山和弘，斎藤暎子：口腔の健康と幸福感との関連．日本老年歯科医学会第21回学術大会，新潟市，平成22年6月25日． 
  2. 	守澤正幸，下山和弘，岡田一宏，片山　毅：病院で行われている口腔ケアに関する調査．日本老年歯科医学会第21回

学術大会，新潟市，平成22年6月26日． 
  3. 	東　聡伸，秋葉徳寿，水口俊介，下山和弘：高密着シリカプライマーが義歯床用レジン表面のぬれに及ぼす影響．日

本老年歯科医学会第21回学術大会，新潟市，平成22年6月25日．
  4. 	Shimoyama K, Kasuga Y, Akiba N and Minakuchi S: Evaluation of water absorption and discharge in foam swabs, 

The 88th General Session & Exhibition of the IADR, Barcelona, Spain, July 16, 2010. 
  5. 	Kazuhiro Shimoyama: Roles of professionals in improvement of oral health among the dependent elderly, Geriatric 

Symposium, The 70th Anniversary Cerebration 2010, Bangkok, Thailand, August 13, 2010. 
  6. 	Kazuhiro Shimoyama: Current status and future of geriatric dentistry. 台灣特殊需求者口腔照護學會第2回学術大会，

台湾台北県中和市，2010年12月5日．
  7. 	荒木孝二, 杉本久美子, 遠藤圭子, 小原由紀, 近藤圭子, 白田千代子, 塩沢育巳, 小田　茂：東京医科歯科大学におけるチ

ーム歯科医療理解への試み　第１報　歯科・口腔保健学科合同検討授業について.第29回日本医学教育学会・総会, 岩
手, 2010.7,22-24.　　

  8. 	杉本久美子,荒木孝二, 遠藤圭子, 小原由紀, 近藤圭子, 白田千代子, 塩沢育巳, 小田　茂：東京医科歯科大学におけるチー
ム歯科医療理解への試み　第2報　合同授業による歯学部学生の認識変化. 第29回日本医学教育学会・総会, 岩手, 
2010.7,22-24.

  9. 	白田千代子, 遠藤圭子, 小西千里, 海藤靖子, 鈴木美穂, 川口陽子, 成相　直, 大野喜久郎: 入院患者に対する口腔ケアの実
施に関する質問票調査, 第13回日本病院脳神経外科学会, 釧路, 2010.7.17-18

10. 	遠藤圭子, 白田千代子, 小西千里, 海藤靖子, 鈴木美穂, 川口陽子, 成相　直, 大野喜久郎: 歯科衛生士による脳神経外科病
棟入院患者への口腔ケアの実践, 第13回日本病院脳神経外科学会, 釧路, 2010.7.17-18

11. 	小西千里, 白田千代子, 遠藤圭子, 海藤靖子, 鈴木美穂, 川口陽子, 成相　直, 大野喜久郎：看護師と連携した歯科衛生士
による口腔ケアの効果について, 第13回日本病院脳神経外科学会, 釧路, 2010.7.17-18.

12. 	白田千代子，遠藤圭子，森　千里，植野正之，品田佳世子，川口陽子：看護師と歯科衛生士を対象とした入院患者に
対する口腔ケアに関する調査，第59回日本口腔衛生学会・総会,新潟,2010.10.6-8.

13. 	遠藤圭子，白田千代子，森　千里，植野正之，品田佳世子，川口陽子：入院患者に対する口腔ケアに関する歯科衛生
士の意識調査，第59回日本口腔衛生学会・総会,新潟,2010.10.6-8. 

14. 	北原　稔, 福田順一, 吉野恵子, 鈴木ちはる, 鶴本明久, 古川清香, 白田千代子：住民主体による地域づくり型歯科保健活
動の試み～「健口体操」による高齢者の口腔機能向上普及活動から～, 第59回日本口腔衛生学会・総会,新潟, 
2010.10.6-8.

15. 	森　千里，白田千代子，遠藤圭子，植野正之，品田佳世子，川口陽子：脳神経外科病棟入院患者への専門的口腔ケア
の効果に関する研究報告，第59回日本口腔衛生学会・総会,新潟,2010.10.6-8．

16. 	大貫茉莉,  財津　崇, 竹内　晋, 藤城由季子, 竹原祥子, 白田千代子, 植野正之，品田佳世子，川口陽子: 小・中学生の味
覚と食習慣について, 第59回日本口腔衛生学会・総会,新潟,2010.10.6-8．

17. 	植野正之，大貫茉莉,  財津　崇, 竹内　晋, 半田紀穂子, 白田千代子, 品田佳世子，川口陽子: 小・中学生の口臭の実態
と関連要因について, 第59回日本口腔衛生学会・総会,新潟,2010.10.6-8.

18. 	Hakuta Chiyoko, Shinada Kayoko, Ueno Masayuki, Kawaguchi Yoko: Oral Function Promotion Program for the 
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Independent Elderly in Japan, 9th International Conference of Asia Academy of Preventive Dentistry, Kuala 
Lumpur, Malaysia, 2010.11.9-11

[研究助成金] 
  1. 	文部科学省研究費補助金　基盤研究Ｃ「口唇の運動機能の評価に基づく機能訓練の効果判定」：課題番号22592328　

研究代表者　下山和弘
  2. 	文部科学省研究費補助金　基礎研究B　脳神経外科入院患者に対する専門的口腔ケアの実施に関する総合的評価：課

題番号12222008　研究代表者  川口陽子
  3. 	文部科学省研究費補助金　基礎研究C　歯科衛生士の技術教育におけるステッププログラムと評価システムの開発：

課題番号22530955　研究代表者　近藤圭子

[その他]
（講演会・シンポジウム）

  1. 	白田千代子：日本小児歯科学会 「待合室を使って口腔の機能を自己チェックしてもらう～自らの気づきを期待して～」，
名古屋，2010年5月19日

  2. 	白田千代子：口腔衛生学会　「ヘルスプロモーション活動における住民参加の意義を再考する」,新潟, 2010年10月6日. 
  3. 	白田千代子：東京都千代田区三歯科医師会：「特定高齢者口腔機能向上事業・口腔機能向上の成果をみる」，東京，

2010年2月18日
  4. 	白田千代子：茅ヶ崎保健福祉事務所，保健衛生研修「歯科衛生士と市民が一緒に行う高齢者の口腔機能向上活動」，

2010年1月18日.
  5. 	白田千代子：中野区教育委員会：東京都中野区立第九中学校「歯と口の健康づくり」，2010年2月17日
  6. 	白田千代子：南中野地域センター：「口は災いのもとならぬ笑いのもと！！　働き続けるお口の話」，2010年2月22日.
  7. 	白田千代子：東京都南多摩保健所：「効果の上がる実践口腔ケア　高齢者関係施設職員および介護に関わる人を対象

に口腔ケアの具体的な話」2010 年3月3日
  8. 	白田千代子：三浦市民健康講座三浦合同庁舎衛生教育室：「あなただけに教えます！白田流いきいき生活のコツ」，

2010年3月26日.
  9. 	白田千代子：多摩立川保健所体育館：楽しく、効果的な歯科保健活動の実践～歯の健康を守る力を育てよう！～2010

年5月28日．
10. 	白田千代子：相模原市相模原エレガンスグループ：口腔機能の向上体験が生かされているか？，相模原，2010年7月3日．
11. 	白田千代子：東京都南多摩保健所講堂：効果の上がる実践口腔ケア～口腔ケアのスキルアップを目指して！～2010年

7月28日．
12. 	白田千代子：新宿区第二分庁舎会議室：歯科衛生士のためのスキルアップセミナー,「仕事があなたを求めている～地

域で歯科衛生士が輝くために～, 新宿, 2010年9月6日.
13. 	白田千代子：中野区弥生地域センター：はつらつ健口生活～あなたが主役～2010年11月5日.

（その他）
  1. 	吉田直美，十川裕子，遠藤圭子，下山和弘，木下淳博：歯科衛生過程の臨床への応用－口腔扁平苔癬を併発した慢性

歯周炎患者の1対応例－．日本歯科衛生学会雑誌，5： 100-106，2010.

生涯口腔保健衛生学講座
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地域・福祉口腔保健衛生学分野
Community Oral Health Care Sciences

教　　授　吉増秀實
講　　師　小野寺光江

（１）教　育
　口腔の健康と全身の健康という立場から、口腔保健活動に必要な知識と技術を教授する。具体的には、栄養と食生活につ
いて講義し、生活習慣病との関連について教授する。また、全身および顎口腔領域の健康評価について教授するとともに、
実習を行って基礎的な知識と技術を習得させる。さまざまな口腔疾患について、病理、病態、診断と治療について講義する
とともに、全身疾患を有する人々の口腔保健指導に必要な知識を教授する。さらに、介護に必要な基礎的知識と基本的な技
術を習得させる。
　本年度より、看護学専攻学生および口腔保健学科学生が、「看護学専攻および口腔保健学科学生が合同で、それぞれの専
門性を理解するとともに連携･協働のありかたについて考察する」という目標のもと、保健衛生学科看護学専攻第4学年生と
保健衛生学科第4学年生との合同授業を担当した。

担当科目：栄養学，食生活論，栄養指導,高齢者に対する支援と制度Ⅰ，口腔保健衛生学概論，生活習慣と疾病，口腔と全身
の健康評価・臨床検査，外科系歯科医学，医学一般，口腔保健衛生学臨床基礎実習，地域口腔保健衛生実習，介護概論，顎
口腔医療（歯学科），口腔外科（医学科），総合講義（保健衛生学科）

（２）研　究
（１）口腔疾患患者の口腔保健　

　口腔癌、口唇裂・口蓋裂、顎変形症等の口腔疾患患者のQOL向上のために口腔衛生・食生活・口腔機能について口腔保
健学的研究を行っている。

（２）インターネットを利用した遠隔施設との双方向授業システムの開発　
　遠隔地での口腔保健活動の推進、遠隔施設との双方向授業のために、徳島大学と共同してインターネットやテレビ電話
を用いた医療情報交換システムを開発している。

（３）歯科清掃用具に関する基礎的研究
　歯ブラシの性能、歯の着色除去に対する清掃用具、歯磨剤の効果、歯面コーティング材の摩耗試験に対する色調変化等
について基礎的研究を行っている。

（４）口唇裂・口蓋裂患者の顎発育障害、口腔機能障害の診断と治療
　代表的な顎口腔領域の先天異常である口唇裂・口蓋裂について、主として顎発育障害、口腔機能障害の診断と治療につ
いて顎顔面外科学分野、チュラロンコーン大学歯学部と共同研究を行っている。

（５）口腔機能食品の安全性のための調査研究
　近年、健康食品への関心が高まり、さまざまな種類の健康食品が発売されているが、その安全性や有効性についてはあ
いまいなものも多い。そのため、口腔に関してなんらかの機能を持つ食品の探索やその安全性を調査研究し、一般の人々
に対して啓蒙活動できる専門家の育成は必須であることから、研究に取り組んでいる。

（６）ギャップ結合の意義に対する基礎的研究
　骨構成細胞のコネキシン43（Cx43）を介した細胞間･細胞内情報伝達機序を明らかにすることにより、骨リモデリング、
骨再生、分化、ガン化におけるCx43の関与の実態を明確に示す。さらに、このCx43の発現、機能を人為的に操作するこ
とにより、骨関連疾患の治療に展開していく。

（３）臨床
　口腔の健康を通じて全身の健康の維持・増進をはかるために、各科外来と連携しながら口腔ケア外来において歯科予防処
置、口腔保健指導を行っている。また、口腔外科外来・顎顔面外科外来において、さまざまな口腔疾患患者の診断、治療、
口腔保健指導等に従事している。

（４）研究業績
[著書]
  1.	 小林明子, 岡田尚子, 澤田真人, 望月美江, 吉増秀實, 天笠光雄：歯科・口腔外科治療後の下唇・オトガイ部に発症した

感覚異常の経過観察,日口科誌,59(1):17-24,2010.
  2.	 小林明子, 望月美江, 山崎裕子, 澤田真人, 岡田尚子, 吉増秀實, 天笠光雄：下唇・オトガイ部皮膚感覚閾値の被験者特性
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―年齢,性別,部位,検査方法による差―日口科誌,59(4):151-157,2010.
  3.	 村嶋真由子, 三島木　節, 阿部成宏, 岡田尚子, 香月佑子, 飯島　伸, 佐藤　豊, 吉増秀實, 壬生美智子, 天笠光雄：唇顎口

蓋裂患者の長期観察結果についての検討,日本口蓋裂学会雑誌,35(3):173-185,2010.

[総説・解説]
  1.	 吉増秀實：口唇裂・口蓋裂,小児内科,42(6):1010-1012,2010.
  2.	 吉増秀實：抜歯のトラブルシューティング, 日本歯科医師会雑誌63（7）：47-56,2010.

[その他]
  1.	 栗原英見, 松田裕子, 吉増秀實, 二川浩樹, 鈴木　昭, 中野雅徳: コ・デンタルスタッフ教育と口腔保健学教育―これから

の課題,日本歯科医学教育学会雑誌,26(1)13-19,2010.

[学会]
  1.	 村嶋真由子, 三島木　節, 佐藤　豊, 香月佑子, 長岡亮介, 阿部成宏, 柚木泰広, 吉増秀實, 天笠光雄: 片側唇顎口蓋裂患者

における顎裂部骨移植後の前歯部歯列形成に関する臨床的検討, 第34回　日本口蓋裂学会　（2010年5月28日　東京），
日口蓋誌,35：132,2010.

  2.	 佐藤　豊, 村嶋真由子, 三島木　節, 柚木泰広, 香月佑子, 長岡亮介, 阿部成宏, 吉増秀實, 天笠光雄：38年間における口唇
裂・口蓋裂手術患者の臨床統計的観察, 第34回　日本口蓋裂学会　（2010年5月28日　東京），日口蓋誌,35：127,2010.

  3.	 森田圭一, 佐藤豊, 馬場祥行, 飯田敏朗, 壬生美智子, 福山英治, 立川敬子, 吉増秀實, 天笠光雄, 森山啓司, 谷口尚, 小村健：
両側唇顎口蓋裂の二次症例に対する東京医科歯科大学歯学部附属病院CLP合同カンファレンスによる対応, 第34回 日
本口蓋裂学会　（2010年5月28日　東京），日口蓋誌,35：101-102,2010.

  4.	 SATO Yutaka, MURASHIMA Mayuko , KATSUKI Yuko , MISHIMAGI Takashi , MIBU Michiko ,　TANIGUCHI 
Hisashi, MORIYAMA Keiji,  YOSHIMASU Hidemi , AMAGASA Teruo: Morphological and Functional Evaluation of 
Patients with Unilateral Cleft Lip and Palate （UCLP）using Multidisciplinary Approach in Tokyo Medical and 
Dental University Hospital. The 6th Congress of the International Cleft Palate Foundation,9-12 June, 2010 Seoul, 
Korea.

  5.	 香月佑子, 三島木　節, 佐藤　豊, 柚木泰広, 岡田尚子, 村嶋真由子, 五十嵐英, 長岡亮介, 吉増秀實, 天笠光雄：顎裂部に
歯を伴う先天性エプーリスを認めた2例,第64回日本口腔科学会（2010年6月24日札幌）

  6.	 遠藤圭子, 白田千代子, 小野寺光江, 小原由紀, 近藤圭子, 杉本久美子：口腔保健学科・看護学専攻合同授業の実施およ
び学生評価について,第75回口腔病学会学術大会（2010年12月4日　東京）

[研究助成金]
  1.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究B、コネキシン43を介した組織の高次機能恒常性維持機構の解明」（課題

番号：20390470 研究代表者　森田育男）研究分担者　小野寺光江

[その他]
  1.	 吉増秀實：口腔保健学科第3期生の卒業と進路，さつき会だより　No.32：4,2010.
  2. 	吉増秀實：「デンタルエマージェンシー　緊急事態への対応」，新潟県歯科医学大会,2010年10月2日.
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歯科器材・薬品開発センター

歯科器材・薬品開発センター
Center for Development of Devices and Drugs in Dentistry

センター長　　田上順次  
副センター長　高橋英和  
　　  〃 　　　土屋文人(～9月)
　　  〃 　　　原澤秀樹(10月～)
　　  〃 　　　園田秀一
センター員　　原田直子
治験コーディネーター
　　　　　　　和賀井美和子

　本センターは平成16年4月に設置され，歯学部附属病院で行われている，治験の管理と調整ならびに治験・歯科医療機器
にかかわる相談業務を行っている．

（１）教　育
　本センターではD6学生の病院見学実習のモジュール内で治験に関する基礎知識を教育している．また，治験にかかわる責
任医師，分担医師の講習会を行っている．

（２）治験業務
　本センターは治験事務局として治験にかかわる各種事務的業務を行うとともに，治験が円滑に実施されるように各種支援
業務を行っている．具体的には，実施されている治験が適正に行われているか否かの内部チェックを，特に治験開始直後に
厳密に実施するようにしている．また，実施されている治験が順調に進捗しているかのチェックを行っている．

（３）相談業務
　相談業務として,治験を行おうとする企業への相談業務と,医療安全や歯科医療機器の薬事全般に関する企業との相談業務を
行っている． 
　治験を行おうとする企業との相談で，東京医科歯科大学歯学部の特性を生かして,プロトコール作成等各種の相談業務を行
うことで，企業が治験計画を早期に立てることが可能となり,医薬品医療機器総合機構（PMDA）に治験申請を早く行うこと
ができる．なお，治験デザインについてはPMDAが相談業務を行っており,本センターの相談業務は実際の診療現場での運用
に重点を置くためこれと競合関係になるのではなく，補完の関係である．
　医療安全に関する企業相談としては製薬企業等を対象に｢使用の安全」に関する各種相談への対応を行っている．

（４）業務実績・研究業績
[相談業務]
　平成22年は1件の治験を行おうとする企業への相談業務を複数回実施して，平成23年に治験を実施することが確定した．
　また歯科医療機器の薬事全般に関する相談業務は，179件について実施した．

[原著]

[著書]

[総説]

[学会]

[研究助成金」

[その他]
（シンポジウム主催）

  1. 	平成22年1月18日（月）第6回　東京医科歯科大学　歯科器材・薬品開発センターシンポジウム「歯科器材の開発・改
良における諸問題　～「患者さんにより良い歯科医療を」の観点から、あらためて考える～」東京医科歯科大学特別
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歯科器材・薬品開発センター

講堂, 出席者約180名

（掲載記事）
  1. 「「患者さんにより良い歯科医療を」の視点から・・・歯科器材・薬品シンポジウム」日本歯科評論：P178, Vol.70,No.3. 

2010年
  2. 	「第6回医歯大シンポジウム開催　歯科医療機器の早期導入を目指すための方策が模索される」新聞QUINT：P3, 平成

22年3月10日号（第171号）
  3. 	「東医歯大シンポジウム　歯科器材の開発考察」アポロニア：P150, 2010年3月号
  4. 	「第6回東京医科歯科大学歯科器材・薬品開発センターシンポジウム　歯科器材の開発あらためて考察　日本歯科新聞：

P7, 平成22年2月2日号

（雑誌記事）
  1. 	園田秀一, 田上順次. 東京医科歯科大学　歯科器材・薬品開発センターシンポジウム「新しい歯科材料・歯科器械を早

期に臨床で使うために」開催レポート. 日本歯科評論, 70(7), 153-157, 2010




